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第Ｅ１号（第Ⅱ期）カマド 
１層   10YR3/3   暗褐色土 
２層   10YR4/6   褐色土          焼土主体、ローム粒混入 
３層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒混入 
４層   10YR2/3   黒褐色土         焼土粒、ローム粒混入 
５層   10YR2/2   黒褐色土         炭化物、ローム粒混入 
６層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 粘土質 
７層   10YR3/3   暗褐色土         焼土粒、ローム塊混入 
８層   10YR3/4   暗褐色土         焼土、粘土混入 
９層   10YR2/2   黒褐色土         ローム塊混入 
10層  10YR2/1   黒色土          粘土混入 
11層  10YR4/3   鈍い黄褐色土 
12層  10YR3/3   暗褐色土         ローム塊混入 
13層  10YR3/3   暗褐色土         ローム粒塊混入 
14層  10YR2/2   黒褐色土         粘土混入 
15層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒混入 
16層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒混入 
17層  10YR2/2   黒褐色土         ローム塊混入 
第Ｅ１号（第Ⅱ期）カマド支脚内 
1層   10YR5/2   灰黄褐色土 粘土混入 
2層   10YR3/3   暗褐色土         硬い 

第Ｅ１号竪穴住居跡（第Ⅱ期） 
１層   10YR2/3   黒褐色土 
２層   10YR1.7/1 黒色土 
３層   10YR3/4   暗褐色土 ローム粒、炭化物、焼土粒混入 
４層   10YR2/2   黒褐色土   ローム塊混入 
５層   10YR2/3   黒褐色土     ローム塊混入 
６層   10YR2/1   黒色土 ローム粒混入 
７層   10YR2/2   黒褐色土   ローム粒、焼土粒混入 
８層   10YR3/4   暗褐色土     ローム粒混入 
９層   10YR4/4   褐色土        ローム塊混入 
10層  10YR3/4   暗褐色土 ローム塊混入 
第Ｅ１号竪穴住居跡（第Ⅰ期） 
11層  10YR2/3   黒褐色土     ローム塊混入 
12層  7.5YR3/2  黒褐色土     ローム粒、炭化物混入 
13層  10YR5/6   黄褐色土 
14層  7.5YR2/3  極暗褐色土 ローム塊混入 
15層  10YR2/2   黒褐色土     ローム塊混入 
16層  10YR2/3   黒褐色土    ローム粒混入 
17層  10YR5/6   黄褐色土 掘り方埋土、暗褐色土・ 
   褐色土・黄褐色土の混合土 
 
張り出し部 
１層   10YR5/8   黄褐色土   焼土中粒・ローム粒1% 
２層   10YR4/6   褐色土 ローム大粒20% 
３層   10YR4/4   褐色土 焼土粒2%、ロ-ム粒1% 
４層   10YR5/6   黄褐色土  焼土塊～大塊混入 
Ｐｉｔ２ 
１層   10YR3/3   暗褐色土 ローム粒混入 
Ｐｉｔ４ 
１層   10YR3/4   暗褐色土 ローム塊混入 
２層   10YR5/8   黄褐色土 
ＰＩＴ２ 
１層   7.5YR3/2  黒褐色土 ローム粒混入 
２層   10YR2/3   黒褐色土  ローム粒混入 

6

張り出し部 
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第 4節 平安時代の竪穴住居跡

゜
-@-

第 E1号竪穴住居跡（図80~82.l

L位置・確認= E G・II -215・216に位置している。 W騒上面の標高16.4m前後の平坦地で検出した。

拡張が見られた住屑跡であるし記載は、拡張後を第 1I期、拡張前を第 I期に分けて行う。

［童複］第 E59・60号上坑と重複し、本遣構か新しい。

第 II期（拡脹後）

平血形・規模l東墜4.7::lm、枠j壁4.30m、西壁4.82m, 北壁4.52mのほぼ方形を呈している。床面積

は 18.9rrl で、主軸方位は ~-123°- Eである Q

［競・床面］警高は東駆22~30cm、南櫓 0~ 18cm、西睾 0~25cm、北駅35cm前後である。床面はほば

平坦で、一部に黄褐色上で貼り床を施している。カマド周辺から中央にかけての部分が硬く踏み締め

られている

L壁溝］南• 西・北壁に見られた。耀は10-20cmである。深さは北墜側では 2- 5 cm と浅く、南• 西

破側では10~17cmである。

［柱穴］竪穴内の床面から 5個、壁溝から 6個検畠した 3 このうち、 Pit4と璧際に検出したピットは

柱穴と思われる。また、北東隅近くに検出した桁円形の Pit2は長軸76cm、観軸66cmの大きさで、深

さが21cmであるが、底面にはさらに10cmの深さの小ピットが掘り込まれている。何かの施設跡の可能

性が考えられる。

［カマド：東壁の尚側に構築されている。遣存状況は比較的良好で、下方に崩落した状況で検出した。

確認の段陪で、棚道上絡から十師器の杯が出士している。カマド本休は粘士を主｛本につくられている

が、右袖は礫と羽口片を芯材としている。燃焼部は幅47cm、奥行76cmで、中央部には火床而が兄られ、

周辺より 3cmほど高くなっている cヽ 支脚は士師器杯を転用したもので、暗褐色士と灰黄褐色の粘士で

つさ固めた上に伏せて設償している。煙道部は半地下式の構造で、壁辺から50cm外へのびている。

只その他］東壁の北側に輻90cm、奥行20cmの半円；Vミの張り出し部分を検出しfこ確認面からの深さは

約2lcrn、張り出し部底面から床面までは約 lOcrnの高さであり、階段状になっている。底面ははほ平坦

であり、硬く跨みしめられていた痕跡は認められなかった。出入り口施設の可能性も考えられるが、

断定はできない。

頂堆積土= 17層に分層した。カマド付近の壁際には賠褐色土や黒色土、黒褐色土の堆積が見られるも

のの、大半は 3層の賠掲色士である

［出上迎物］床面・カマド・床OO直!-.・堆積上から土師器杯・甕、須恵器長頸壷片・大甕片が出土し

た。カマド植道部確認面上から士師器坪が出士している。 8は灯明皿として利用されている。 3と4

の休部には「六：の墨書が見られる V 甕は中刑・大刑が出土し、ロクロ成形のものは図示した19・20

（同一個体）のみである。床面・ 床面直上から台石片 2点.jfjみ石 1点 (28) が出士し、カマドの芯

材には扁平な安山岩を使用している。床面からは、紡錐車 1点 (25)、羽口 1点 (2,1)、破砕された椀

形鍛冶沖、流動滓が各 l点、計98gが出士している。堆積士よりミニチュア士器が 1点出士している。

器種は不明で、外内面はナデによる整形・調整を行っている。このほか製塩土器が 3点出土している。
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固80 第E1号竪穴住居跡 (1)
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６層   10YR3/3   暗褐色土   ローム中粒3%、粘土粒・炭化物粒1% 
７層   10YR4/6   褐色土          ローム層 
８層   10YR2/2   黒褐色土  ローム粒2% 
９層   10YR6/8   明黄褐色土  ローム・粘土層 
10層  10YR5/8   黄褐色土 ローム層 
第Ｅ１号（第Ⅰ期）カマド煙道部 
１層   10YR2/1   黒色土          ローム粒2%、焼土粒1%

第Ｅ１号（第Ⅰ期）カマド 
１層  10YR3/3    暗褐色土 ローム中粒2%、焼土粒・黒色土粒1% 
２層  10YR4/4    褐色土 粘土層、焼土中粒・大粒7%、ローム中粒・大粒3% 
３層  10YR2/3    黒褐色土 ローム中粒・大粒7%、炭化物中粒・粘土粒・粘土中粒1% 
４層  10YR3/4    暗褐色土 ローム中粒10%、炭化物粒・焼土粒1% 
５層  10YR2/3    黒褐色土 ローム粒2%、焼土粒1%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

掘立柱部

カマドのある東殴近くに、 2個の柱穴を検出した c 柱穴の平面形は方形気味で、深さ20cm前後である。

陪外に何らかの施設が存在していた n」能性がある。これ以外には検出できなかったが、掘立柱建物跡

か付随していた可能性も考えられる。

第 1期（拡張前）

［平面形・規模］東・西聖が4.25m前後、南・北壁が4.0m菰後のはは方形を唱している。床面積は16.5

mである。

9壁・床廂］拡張後の床血よりも 10cm低く、壁高は東壁35cm前後、南壁20cm前後、西壁15cm前後、北

壁40c町前後である。床面はほぱ平坦で、カマド周辺から中央にかけての広範囲が硬く踏み締められて

しヽ る c

［柱穴］検化されなかった。

しカマド」東壁の北側に偏在し、壁辺のおよそ1/3の場所に位置していろ。カマド本休は存在せず、火

床面と、思われる焼土と燻道部を検出できた。焼土はニヶ所に分かれており、改築の可能性があるc 、歴

道部は半地下式の構造で、床面より 6cm高くなっており、幅30cm、深さ 27cm前後の溝状に掘り込まれ

ている 3 底面はほぼ水平に掘り込まれ、住居壁外東万へ50cmのびている。＇腔 1廿孔は径20cmほど半円状

を呈し、側壁は急な立ち上がりである。この部分の北寄りのところからt師器甕 (21) が伏せた状態

で出土している。また、焼道Dの辺りからも土師器甕 (16) が畠土している。この南側は1覺乱を受け

ていて本米の状況を確認できなかったが、輻45cm、奥行50cmほど掘り込まれていな前述した煙道部

底面よりは13cm高くなっているが、上部には煙道部からつながる褐色土の粘上（天井品？）が兄られ、

同肋存在の可能性が高い。壁際から七師器の杯 (8) が出tしている。カマドに付随する施設の可能性

も考えられるが、その機能は不明である。また、火床而と見られる一ヶ所の焼土のうちの—つはこれに

対応するように存在していることから、さらに古いカマドの存在を想定することもできるかもしれない：

1:L佳積＿十ー1賠褐色士や黒褐色士の堆積が見られる c

]出土遺物］、煙出孔の部分では、土師器甕が伏せた状態で検出され、それは北側と西側を約50cm拡張

するかたちで行われ、カマドは北寄りの場所から南寄りの場所に移している n 明らかに人為的な行為

の所光と考えることができる。カマド廃棄にまつわる祭祀行為が行われたものと考えられ、この祭祀

行為が行われた後に、新たに住居が建てられたものと推測できる c 堆積十中及ぴ床面から少贔の十師

器杯・甕．禍片が、頓道部から土師謡の坪と甕が出土した。このほか、貼床から敲磨謡 (27) が出土

したぐ

［時期］本遣構の時期は、出土辿物から、 9枇紀後菓-10世紀前菜であると考えられる。

第 E2号竪穴住居跡（図83)

［位附・確認〗 E G・H  -218に位置する。 W膚上面の標高15.7-16.2mの谷に面する緩斜面上で確認

した c

「平面形・規模l東壁2.68m、南壁2.66m、西壁2.65m、北壁2.63mのほぼ方形を旱している。床面積

は6.5m で、土軸力位は ~-126°- Eである。
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図81 第E1号竪穴住居跡 (2)
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第Ｅ２号竪穴住居跡 
１層  10YR2/3  黒褐色土　ローム粒・ 
 焼土粒1% 
２層  10YR2/2  黒褐色土 ローム粒3%・ 
 焼土粒1% 
３層  10YR2/3  黒褐色土  ローム粒7%、 
 炭化物粒3%、 
 焼土粒2% 
４層  10YR3/3  暗褐色土 ローム層 
５層  10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5%、 
 焼土粒1% 
６層  10YR2/3  黒褐色土 ローム粒2%、 
 炭化物粒・ 
 焼土粒1% 
７層  10YR3/3  暗褐色土 ローム粒2%、 
 炭化物粒・ 
 焼土粒1% 
８層  10YR3/3  暗褐色土  ローム粒10%、 
 焼土粒・塊2%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

\~_/\ニロ ［嘩・床血］斜面ド方の南側隅付近では峨を確忍できなかったが、札睾高は東増30cm前後、南破 0-21 

cm、西破 0~5cm、北峨5~27cmである。床面はほば平坦で、東隅付近の床面が撹乱を受けている。

直穴〗検出されなかった 3

［カマド］カマド本体は確認できなかったか、南側のI翡に焼J.化した部分を確認した。カマドの火床

面と思われる。東壁の南側に偏在し、壁辺の約1/3の場所に位置している」

［堆積上J8層に分層したの焦褐色上ゃ陪褐色Lの堆積が見られ、日然堆積と考えられる。

［出土遺物］床面・床 lく．堆積土から坪．甕（大・巾・小）がそれぞれ少量出土した。堆栢上から敲

磨器 2,点が出士した。 3のほか、側面に平滑な崩り血と器面に凹み痕のある敲磨器が出十したっ床佃

から、少量の土師監の杯の破片ゃ甕の破片が出土している。

［時期〗本遣構の時期は、出土遣物から、 9世紀後葉-IO世紀前策であると考えられる，) (畠山）
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図83 第E2号竪穴住居跡

第 E3号竪穴住居跡 (I叉184~86)

［位置・確認] E C -208・209に位置し、 N層上面で確認した。

［重複l第E1号溝跡、第 E35 ~ 37・52・58号七坑と重複し、第 E1号溝跡より古く、第 E35~37・ 

52・58号士坑よりも新しい c

［平面）診・規模］やや南北に長い方形で、東墜4.38m、北壁3.68m、床面積は約14.7rrl、主軸方向は

N -140°-Eであるこ

［壁．）未佃］壁は東壁・南壁の残存状態が良く、壁高は 5~19cmで、）未曲からほぼ直線的に立ち上か

る。床面は、ローム土上体の貼床を厚さ 3cm程貼って、平担である。

［櫓溝〗西欧・北煎•南欧の一部で確認された。規模は、幅 6 ~ 8 cm、深さ 5~ 8 cmであるぐ
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第Ｅ３号竪穴住居跡 
1層   10YR3/1   黒褐色土 炭化物大粒・ローム粒・ローム塊・焼土中粒・粘土大塊1% 
1a層  10YR3/2   黒褐色土    炭化物大粒・ローム粒・ローム塊・焼土中粒・粘土大塊2% 
1b層  10YR2/3   黒褐色土 
2層   10YR2/1   黒色土     火山灰中塊3%、ローム粒・ローム中塊・焼土大粒・炭化物粒1% 
2a層  10YR2/2   黒色土      火山灰中塊3%、ローム粒・ローム中塊・焼土大粒・炭化物粒2% 
2b層  10YR2/1   黒色土 
3層   10YR3/2   黒褐色土 ローム粒・中塊10%、炭化物中粒・粘土塊1% 
3a層  10YR3/2   黒褐色土 
3b層  10YR3/2   黒褐色土 
4層   10YR2/2   黒褐色土 ローム中粒5%、炭化物粒・粘土中塊・焼土中粒1% 
5層   10YR3/2   黒褐色土 ローム中粒～中塊5%、炭化物大粒・焼土粒1% 
6層   10YR3/1   黒褐色土    ローム中粒・塊5%、炭化物大粒・焼土中粒1% 
7層   10YR4/1   褐灰色土    ローム粒・大塊5%、炭化物粒1% 
8層   10YR2/1   黒色土       ローム粒・塊1% 
9層   10YR4/6   褐色土     炭化物粒5% 
10層  10YR5/6   黄褐色土   ローム粒2%、焼土粒1% 
 
Ｐｉｔ１ 
1層   10YR2/3   黒褐色土    ローム粒20%、炭化物中塊・大塊3% 
2層   10YR2/2   黒褐色土  ローム粒10%、炭化物粒・中塊5%、焼土粒1% 
3層   10YR3/3   暗褐色土  炭化物微粒5%、ローム粒～大粒3%、焼土粒1% 
4層   10YR3/2   黒褐色土   炭化物粒1% 
Ｐｉｔ１１ 
1層   10YR4/6   褐色土     炭化物粒・中塊5%、ローム粒・中塊1% 
2層   10YR1.7/1 黒色土    ローム粒1% 
3層   10YR5/6   黄褐色土塊 
4層   10YR3/4   暗褐色土  ローム粒・中塊15%

カマド 
1層 10YR6/1 褐灰色粘土  灰色粘土中塊15%、炭化物中粒・ローム粒1% 
2層 10YR6/1   褐灰色粘土塊 明褐色土10%、ローム粒1% 
3層 7.5YR6/4  鈍い橙色土   黒色土・焼土粒10%、粘土塊5%、ローム粒1% 
4層 7.5YR6/2  灰褐色土         粘土粒3%、ローム粒1% 
5層 10YR2/1   黒色土          ローム粒1% 
6層 10YR2/3   黒褐色土         焼土粒1% 
7層 5YR5/6    明赤褐色土 粘土塊10%、炭化物粒・ローム大粒1% 
8層 10YR3/3   暗褐色土         炭化物粒・焼土粒・ローム粒1% 
9層 5YR6/4    鈍い橙色土       焼土大粒5%、炭化物大粒・粘土大粒3%、ローム粒1% 
10層 10YR2/3   黒褐色土         ローム粒・焼土粒・炭化物中粒1% 
11層 5YR4/6    赤褐色土         ローム塊・炭化物中粒1% 
カマド袖 
1層 10YR4/2   灰黄褐色土    焼土7%、ローム粒・塊5%、炭化物中粒1% 
2層 5YR4/6    赤褐色土         ローム塊・炭化物中粒1% 
3層 10YR3/2   黒褐色土         炭化物大粒2%、ローム粒・焼土大粒1% 
4層 10YR3/2   黒褐色土         ローム大粒～中塊20%、炭化物粒・焼土粒1% 
5層 10YR4/2   灰黄褐色土  粘土粒・中塊20%、粘土大塊1% 
6層 10YR3/1   黒褐色土         ローム粒・炭化物大粒・焼土大粒1% 
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第Ｅ４号竪穴住居跡 
Ｐｉｔ１ 
１層  10YR5/4   鈍い黄褐色土 ローム粒混入 
２層  10YR4/4   褐色土          炭化物混入 
３層  10YR5/6   黄褐色土         炭化物混入 
４層  10YR5/4   鈍い黄褐色土  炭化物混入 
 

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

し柱穴］検出されたピットは掘り込みの不明瞭なものが多い。主に、住肘跡堆積土と同様の黒褐色土、

またはロームブロックの混人した黄褐色上が堆積するものなどに分かれる。この内、柱穴の nJ能性が

高いのは Pit4~ 6で、配附などからPit2・3・8も川能性があるっ

「カマド］住居跡東壁の中央よりもやや南側に位罹する半地下式のカマドである c 煙道部の一部・カ

マド両袖・燃焼部が検出された。カマドの規模は、長軸1.24m、厩軸最大93cm、棚道から燃焼部にか

けて崩落した白色粘上が検出されている。カマド柚は床面上に白色粘上のみで構築され、両袖は長さ

82・111cm、輻16-26crnである 3 燃焼部は不整形で、 56x 30cm程の規模である。支脚ば燃焼部最奥中

央に、甕の底部 3個休を重ねて倒置させた状態で検出された c この火床向の直卜^から炭化材と t師器

片が検出されており、燃焼部に土を入れ、火床面を再構築したと思われる。頼道部は、住居壁から外

側に向かって緩やかに立ち上がる。

］堆積土］床面から約20cm上部の堆積上上部に白頭山降下火山灰が、一部に堆積している。床面付近

は黒褐色士t休の堆杭tで、）未面直上ではロームブロックが況人し、鉄分の影警で堆積七下位から床

面にかけてやや赤褐色を帯びている。下部では暗褐色土主体の土がレンズ状に堆積している。

［出土遺物］堆積土巾から沐・甕などの復元個体か出上している e とくにカマド付近で完形に近い状

態で出土し、全体では士師器甕が最も多い。 1廿土した杯はすべてロクロ調整による回転糸切である 3

また、甕は外面ケズリ・ナデ、内面ナデ調整を基本とする。人型の甕には粘七紐の接合幣が観察でき

るものが日立つ。 17の須恵辟小型壷の肘部には「x」の刻書が見られる u

琲積土から球状の敲き石 (21)・ 部分的に平滑な面を有する磨り ,Ei'2点、貼床から磨りわが出土した。

また、椀形鍛冶滓がカマド付近の 1層から 3点出土している。内、 1点は破砕を免れた完形である。

堆積七から出士した椀形鍛冶滓 1点を加えた化十総重量は 1221.6gである。壁溝の貼床士層巾より士

玉1点が出土し、このほか製塩土器 (19) が出土している。

［時期］本遣構の肋期は、出土遺物ゃ白頭山降下火山灰の堆積状況から'9世紀後業~10世紀前葉で

あると名えられる。 （坂本）

第 E4号竪穴住居跡 (I文187)

［位置・確認] E H・I -211・212に位置している。 V層上面の標高17.4m前後の平坦地で検出した。

削平のため、床囲の一部と破溝の存在から確認できた住居跡である。

［平血形・規模J)J形を基調とするが、規模は不明である。東壁は5.3m詢後と息われる。後述する焼

上がカマドの痕跡とすると、主軸方位はN-113°-Eである。

遺・床面］墜、床面ともにほとんど確認できなかった。

［壁溝〗北壁の一部と東壁に確認できただけである c

［柱穴］竪穴内から 3個、酎東隅の掘り方から 1個検出した o Pit2・:-i・4は柱穴と思われる。 Pit

1は、直径33cm、深さ 8cmの円形を兄する c 底面にはさらに径12cm、深さ 19cmのピットが掘り込まれ

て、ロクロピット状となっている c

［カマド］東壁の南側に偏在した場所に焼上を検出した。カマドに関係したものと考えられる。

［堆梢士」ほとんど削平されていて、確認できなかった 2

［出土遣物］カマドやその周辺及び東側の壁溝から少量の皿・杯・中型甕が細片で出土した。甕はロ

クロ調整のものもある。

掘立柱部

住居外に 2個の柱穴を検出した。このうち、 PIT4は住居跡に近接し、本住居跡に伴う可能性が高い。

平面形は長方形で、深さ46cmである。掘立柱建物跡が付随していた可能性も考えられる。

［時期］本遺構の時期は、出土遺物から、 9憔紀後葉-IO恨紀前葉であると考えられる。 （畠山）
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第Ｅ５号竪穴住居跡 
1層   10YR3/2 黒褐色土         ローム塊～中塊3%、しまりあり 
2層   10YR3/3   暗褐色土         ローム塊～大塊50%、南側濃集 
3層   10YR2/2   黒褐色土 ローム大塊5%、V層土大塊、灰黄褐

色ローム中塊、しまり・粘性あり 
4層   10YR4/6   褐色土 ローム塊主体層、黒褐色土大塊

帯状 
5層   10YR2/3   黒褐色土         ローム塊～中塊2% 
6層   10YR4/4   褐色土          浮石粒との混合土 
7層   10YR3/4   暗褐色土         ローム塊5%下方濃集 
8層   10YR3/4   暗褐色土         ローム塊1% 
9層   10YR5/6   黄褐色土         貼床、ローム・黒褐色土 
10層  10YR3/3   暗褐色土         貼床、ローム塊、炭化物 
カマド 
1層   10YR4/4   褐色土 ローム粒帯状、粘性あり 
2層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 天井部崩落土、粘土質、焼土粒

～大粒1%、粘土被熱あり 
3層   10YR2/2   黒褐色土         焼土粒3% 
4層   5YR5/8     明赤褐色土 焼土・明褐色土50%、赤褐色土大塊 
5層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 粘土質 
6層   10YR6/3   鈍い黄橙色土 粘土質、ローム粒～大粒3%、白

色粘土粒～大粒5% 
7層   10YR5/6   黄褐色土 ローム主体、焼土大粒5% 
8層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒1% 
9層   10YR3/4   暗褐色土         ローム大粒3% 
Ｐｉｔ１ 
1層   10YR2/2   黒褐色土         ローム粒～大粒濃集、ローム大塊3% 
Ｐｉｔ２ 
1層   10YR3/4   暗褐色土 浮石粒～大粒10%、ローム大塊

1%、黒褐色土帯状 
2層   10YR4/6   褐色土 ローム塊主体層、ローム塊～大

塊・V層土大塊との混合土 
Ｐｉｔ９ 
1層   10YR3/3   暗褐色土         黒褐色土60% 
2層   10YR4/6   褐色土 
3層   10YR3/2   黒褐色土 
Ｐｉｔ4 
1層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒10% 
2層   10YR4/6   褐色土          白色粘土塊 
3層   10YR4/4   褐色土          ローム中粒3% 
Ｐｉｔ８ 
1層   10YR2/3   黒褐色土         ローム粒3% 
2層   10YR4/4   褐色土          粘性あり 
3層   10YR4/6   褐色土          粘性あり 
Ｐｉｔ１０ 
1層   10YR4/4   褐色土 黒褐色土上部、ローム中粒2%、

粘性あり 
2層   10YR4/3   鈍い黄褐色土 ローム粒～大粒3%、しまりあり、

粘性ややあり 
3層   10YR4/6   褐色土 ローム粒～大粒3%、粘性あり 

G′ 
G
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0m

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

第 E5号竪穴住居跡（図88・89)

］立置・確認] EN・0 -210~212に位置する C Iv屑]上面で方形の落ち込みを確認した c ただし、北西

側と北東側で拡張が認められる 3 記載は、拡張後を第 II期、拡張前を第 I期に分けて行う，こ

第 If期 I拡張後）

戸平面形・規模］カマド側とその対辺がやや長い長方形を呈する Q 規模は南東ー北西壁4.80m、北

東ー南四壁5.40m、床面積13.6rrf、上軸方位はN-124°-Eである。

［壁・床面］壁高は確認面から11-21cmで、ほば垂直に立ち上がる 3 床面は平坦で堅緻である。カマ

ド周辺は特に踏み締められた状態で硬い c 貼床は全面に施され、厚さは最大で16cmほどである。

［壁溝］輻ll-24cm、深さ 9-17cmでカマド部分を除き全周する。

［杜穴］床面で 2個のピットを確認した。 Pit3は東隅から、 Pit4はPit3から 1.9mほど離れた南東壁

脇から検出された。 Pit3は径24cm、Pit4は27x 19cmの不整楕円形である。また、貼床除去後 6個の

ピットを確認した。 Pit5は径約30cm、Pit6は径30cm、Pit7は42x 30cmの隅丸長方形で、 Pit8は42X 

36cmの不整楕円形、 Pit9は40x 32cmの不整長ガ形である C Pi tlOはカマド右袖と重複した形になるが、

径25cm、深さ51.8cmと掘り込みはしっかりしている。主柱穴は配置から、 Pit3・5・6、Pit7 -10 

で梢成されるものと考えられる。

カマド」南東壁の中央西奇りから半地下式のカマドが検出された。袖は白色粘士が用いられ、芯材

は見られない。火床面は76cmx 47cmで不整楕円形に広がる。煙道は 8゚ 程度で緩く立ち上がるc また、

住居跡外の培際からカマド袖に対応するように 2条の落ち込みを検出した。北側は長さ41cm、最大輻

33cm、深さ 8cmで、南側は長さ45cm、最人輻25cm、深さ 13cmである。いずれも堆積土は賠褐色土で、

ロームがわずかに混入し、粘七等は見られない：

［その他］住屈跡北東壁北寄りから円形の落ち込み (Pit1)、南西壁中央やや南寄りから楕円形の落

ち込み (Pit2) が検出された c Pit 1は径60cmの不賂円形で、深さは62.5cmであるこ、規模・深さから

見ても柱穴とは区別されるものである。ロームかブロック状に混人する。 Pit2は178x 92cmの長柏円

形で、深さは北側が60cm、南側はそれより 7cmほど深くなっている。

［推積土J8層に分層した。草木板が激しく入り込み、堆積状況は判断しにくい。全1本としては黒褐

～賠褐色を星し、黄褐色ローム粒が多鼠に湿人する。壁溝を被覆する堆積層 (5-8層）は褐～賠褐

色士で締まりがなく脆い r

：出土遺物］床面、カマドなどから土師器片が畠土しているが、堆積土中からのものが多い。器種は

中型・大型の甕が主休で、他にIl!L、林がある e ピットからはロクロ調整の甕の破片が出土した（，礫石

器ではカマドから砥石 1点、ほかに、器向か非常に平滑な珪岩の小日礫か出上している。また、堆積

士中から製塩士器 (11)、鉄滓 1点、 13.5gが出士している 3

掘立柱部

竪穴郊の南四側から関連する11T能件があるピットを13個検出したで配置は必ずしも明瞭ではないで略

穴部の主柱穴配置から、 PIT6とPITS、その中間のPIT7があり、 PIT7の恩幻穴寄りのPIT5と併せ

た 1間 X 2間の構成に、 PIT12、PITBを含む張り出しを持つ構造である可能件がある c 杵間寸法は

芯々でPIT6とPIT7間が1.4m、PIT7とPIT8間が1.7m、PIT5とPIT7間が1.8m、PIT7とPIT12

間が1.7mである堆積土は黒褐色土を主体とする。
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［嘩溝」拡張される前の北西・北東側で検出された。輻23~36cm、深さは最大で15cmである。また、

Pitl4・15の哀脇に短い溝状の落ち込みを確認したが第 I期の破溝の nJ能性がある。深さは 8~ 12cm 

である c

［柱穴1壁溝固辺から 6個のピットを確認した。 Pitll・12は内隣から検出され、 Pitllは径16cm、

Pitl2は径27cmである o Pitl3は北酉壁中央から検出され、径24cmであるツ Pitl4・15は東隅から検出さ

れ、 Pitl4は径25cm、Pitl5は径30cmである。 Pitl6は第 II期のPit2に切られており、径は28cmである。

主柱穴配置は不明である。

［カマド］確認で苔なかった。南東壁中央で壁溝が途切れるため、第 1I期のカマドと同じ位置にあっ

た可能性が高い。

［その他J1t居跡南隅から径60cm、深さ23.1cmの円形の落ち込み /Pit17) が検出された，3

［堆積上］第 II期の貼床上の一部が第 I期の堆積土である可能性があるが、その違いについては判断

できなかった。

［時期］本遣構の時期は、出土遣物から、 9凰紀後集~10世紀前葉であると考えられる。
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図89 第E5号竪穴住居跡 (2)
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第 1期（拡張前）

：平面形・規模］北東ー南四軸側がやや長い方彩を旱する 3 規模は南東ー北l1t;f壁3.12m、北東ー南四

壁3.25m、床圃桔7.7rrlである c

憎壁・床面］残存壁高は第 II期床面から 4-12cmである。床面は第 II期の床面構築によって判然とし

ない c

第 E6号竪穴住居跡（図90~92)

［位置・仰認JE L・M -212・213に位置する G IV層卜^面で方形の洛ち込みを確認した。また、北西

側と北東側で拡張が認められる。記載は、拡張後を第 II期、拡張前を第 I期に分けて行う。

直複］第 E16号竪穴住居跡と重複し、本遺構が祈しい。

第 lI期（拡眼後）

［平面形・規模Jカマド側とその対辺がやや長い長方形を呈する。規模は南西―北東5,76m、南東ー

北四5,05m、床而積26,4団、主軸方位は N・125° Eである。

［壁・床而］壁高は確認而から34~38cmで、ほぽ垂直に立ち上がる。床而は平坦で堅緻であるロカマ

ド周辺は特に踏み締められた状態である。貼り床は全向に施され、厚さは最大で15cmほどである。

［壁溝〗幅10~18cm、深さ 11~20cmでほぼ全周するが、南西壁では部分的に途切れる。腰板などの施

設の痕跡は確認できなかった。

［柱穴〗床面から 5 個のピットを確認した。 Pit 4は掘り方が南側に傾く。配置や深さから判断してPit

2・3・4・6が主柱穴と考えられる。また、貼床除去後住居跡各隅からピットを 3個確認した。

Pit 7は南東隅で、 Pit8は南両15骨で、 Pit9は北東隅でそれぞれ確認した。北匝隅は木根が入り込んで

不明である，）これら各隅の柱穴も主柱穴を構成するものと考えられる（）

［カマド］南東壁の南寄りから半地下式のカマドか検出された。袖は白色粘上か用いられ、芯材は見

られない。火床面の煽道寄りからt製支脚が直立した状態で出七した。火床面は50cmx 55cmで円形に

広がる c 煙道は住居跡の壁面では唾附に立ち上がり、住居跡外へは緩く立ち上がる。また、北東壁と

カマドの左側から張り出し状の落ち込みを確認、したで Pit7は84x (63)cmの方）診で深さは38.9cmである。

底面は住居跡に向かって緩く傾斜する c 堆積士は 2層に分層され褐色士主体である c Pit8は61X (35) 

cmで、深さは2L9cmである c 底面は平担で壁はほぱ垂直に直線的に立ち上がる。堆積士は 4國に分層

され、黒褐色土～褐色土である。いずれも造り替えたカマドの煙道部の可能性がある。

［堆積土J5層に分層した。全体としては褐～陪褐色を星し、全体に黄褐色ローム粒がまばらに混入
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第Ｅ６号竪穴住居跡 
1層   10YR2/3   黒褐色土         しまりあり、浮石中粒1% 
2層   10YR3/4   暗褐色土 浮石粒～大粒3%、ローム大塊・V層土大塊1% 
3層   10YR4/4   褐色土 浮石中粒～中塊2%、ローム塊壁際、浮石 
4層   10YR4/4   褐色土 浮石粒～中塊20%、ローム塊5%、黒色土大塊レンズ状 
5層   10YR3/3   暗褐色土 黒色土と暗褐色土互層、ローム粒・浮石粒中塊20% 
6層   10YR4/4   褐色土 浮石中粒～中塊30%、黒褐色土塊帯状 
7層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 貼床、ローム・黒褐色土混在、暗褐色土一部 
 
第Ｅ６号（第Ⅱ期）カマド 
1層   10YR4/4   褐色土          浮石中粒2% 
2層   10YR3/4   暗褐色土         やや砂質 
3層   10YR4/4   褐色土          焼土中塊50%濃集、白色粘土中塊2%濃集 
4層   10YR5/4   鈍い黄褐色土  浮石中粒5% 
5層   10YR5/8   黄褐色土         焼土風化、しまり強い 
6層   7.5YR5/6  明褐色土         焼土風化塊 
7層   10YR3/2   黒褐色土         カマド付近 
8層   10YR4/6   褐色土          浮石中粒～大塊30% 
9層   10YR6/4   鈍い黄橙色土  袖部粘土粒・焼土粒～塊・炭化物粒1% 
10層  10YR3/4   暗褐色土         袖部白色粘土10%、焼土中粒・大粒2% 
11層  10YR5/4   鈍い黄褐色土   袖部粘土中粒・焼土中粒1% 
12層  10YR4/3   鈍い黄褐色土   袖部白色粘土中粒30% 
 

Ｐｉｔ１（第Ⅱ期） 
1層  10YR2/3   黒褐色土 ローム中粒～大塊30%、灰白色浮石 
  大塊1%、しまり強く硬い、粘性あり 
2層  10YR5/6   黄褐色土 鈍い橙色粘土15%、黒褐色土5%、炭化物中塊1% 
 
張り出し2 
1層  10YR4/4   褐色土 浮石粒～中塊2% 
2層  10YR4/6   褐色土 ローム質土主体層、浮石中粒1% 
 
張り出し1 
1層  10YR3/4   暗褐色土 ローム全体的 
2層  10YR2/3   黒褐色土 浮石中粒3%、炭化物1% 
3層  10YR4/4   褐色土 浮石中粒10%、炭化物中粒1% 
4層  10YR2/2   黒褐色土 浮石中粒2%

張り出し2

張り出し1

（床直） 

18.60m

18.60m

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物
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する令駆際 (4~ 6層）はロームプロックが多く、人為堆積の可能性が翡い。それより t位は自然堆

積のnJ能性が高いものと思われる。

［その他］住居跡北東破脇から不整楕円形の落ち込み (Pit1) が検出された。また、北東睾で輻90cm、

長さ 60cmの張り出し状の落ち込みを確認した。当初、カマドの恒道の可能性も考慮し、 Pit1も関連

するものと考えたが、張り出し状の落ち込みの底而が平坦で壁が直立すること、カマド設置方位が他

の住居跡と異なることから、可能性に止めておきたい。

［出土遺物］堆栢上・床面・カマド・ピット内から上師器、須忠器、支脚などが出上した。特に住居

跡北西隅の床面から、士師器杯がつぶれた状態で出七した C• 床暉直上の追物は復元率が高く、器種は

甕が上休で、他に杯、禍．壷が少量ある。雌積土中から羽口片 l点、 19.6gが出土している。石梱は

床面のカマド手前から滑らかな平坦面を有する台石片 1点出土し、堆積土から凝灰岩製の砥石 3点

(14~16)・敲磨器・台石片・凝灰岩の小円礫、貼床から底石片が出土した。砥石のうち 2点 (14・15)

はほぼ同じ大きさ・形状の礫を素材とし、器面を使用しているC 2点とも端部を敲き石として使用し

ていなまた、床面直上と堆積土中から土鈴が各 1点出土した c

伽i立柱部

竪穴部の南東側から 6個のピットを検出したっ南側は削平により不明である c 残存し確認できる範

囲では竪穴部の七柱穴配置から、 PIT:-iと6の 1間 X 1間の配罹となるものと息われる。また、竪穴

部四隅の柱穴配置から、 PIT1と4及びカマド側壁に沿う PIT2による 1間X 2間の配置が考えられ

なこれらは、同時存在のwr能性よりも、時間差による造り替えの可能性が高いものと思われる。推

積上は、黒褐色から陪褐色上を主体とする。

第 l期（拡似前＼

［平而形・規模］規模は 1辺が約4.20mのはほ正方形を呈する。床而積13.smである。

［壁・床而］残存壁高は第 II期床而から 3~ 9 cmであろ c 床而は第 II期床而構築により判然としない。

［壁溝］拡張される前の北西・北東側で検出された。幅l0~27cm、深さは最大で12.3cmである。また、

南西壁では、径15~20cmのピットが連続して確認された。深さは 3~26cmである。

［柱穴〗増溝周辺からピットを確認した。 Pitl4は「面が粘土で貼られており、拡脹後にはPit 7が使わ

れたと判噺される。第 I期の主柱穴としては、 Pitll・12・13・16・17の 5本が考えられる。また、

住居跡四隅のPitlO、Pitl4、Pitl5、Pitl8も主柱を構成するものと考えられる。

［カマド］第 II期のカマドの東隣から検出された。半地下式のカマドである。袖は白色粘土が用いら

れ、芯材は見られないぃ火床面は45cmx 39cmで不整円形に広がる 3 煉道は住居跡の駅から約30cmまで

は30゚ 程度で立ち上かり、験から 45cm程の所で直立して立つ。カマド内堆積上には焼土や炭化物が混

人する c

［堆積土］第 II期の貼床土の→部が第 I期の堆積土である可能性があるが、その違いについては判断

できなかった。

［時期］本遺構の時期は、出士遺物から、 9世紀後莱~10肌紀前葉であると考えられる 3

lm 

図90 第E6号竪穴住居跡 (1)
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Ｐｉｔ1３（第Ⅰ期） 
1層 10YR3/1   黒褐色土 黒褐色土40%上方濃集、 
   黒褐色土10%、褐色土 
Ｐｉｔ１９（第Ⅰ期） 
1層 10YR2/2   黒褐色土 黒褐色土20%、褐色土・炭化物粒

1% 
Ｐｉｔ１４（第Ⅰ期） 
1層 10YR4/4   褐色土          褐色土5%、粘土中塊、 
   灰白色土塊 
2層 7.5YR5/6  明褐色土 炭化物粒5% 
3層 10YR7/1   灰白色粘土 
4層 7.5YR6/6  橙色土 
第Ｅ６号（第Ⅰ期）カマド 
1層 10YR3/4   暗褐色土 ローム粒5% 
2層 10YR4/4   褐色土          ローム塊10%、炭化物粒3% 
3層 10YR4/6   褐色土          ローム塊3%、焼土 
4層 7.5YR3/4  暗褐色土 焼土粒5%、ローム粒2% 
5層 7.5YR4/6  褐色土          ローム粒2% 
6層 10YR3/3   暗褐色土 炭化物粒・塊7%、ローム粒1% 
7層 10YR5/6   黄褐色土 ローム粒・塊3%、炭化物粒1% 
8層 2.5YR4/6  赤褐色土 
9層 10YR4/6   褐色土          暗褐色土30%、粘土5% 
10層 10YR6/6   明黄褐色土 炭化物粒1% 
11層 10YR6/2   灰黄褐色土 袖 
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図92 第E6号竪穴住居跡 (3)

第 E7号竪穴住居跡（岡93・94)

［位憎・確認] EK・L -210・211に位置する。北側が大きく削平され、その断面が露出しており、

また、 W層上面で方彩の落ち込みを確認した。カマドが 1回造り替えられている。

［平面形・規模］住居跡の約半分が残存しないため、平面形は不確実な点もあるか、ほば力形を呈す

るものと思われる。規模は南北4.54m、東四 (4.33) m、残存床而積11.1rrL 主軸方位はN-109°-E 
10cm 

である c

図91 第E6号竪穴住居跡 (2)
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第Ｅ７号竪穴住居跡 
1層   10YR2/3   黒褐色土  草木根多量に入る、浮石粒～ 
   大粒2%、炭化物中粒・大粒1%、 
   焼土塊・白色粘土塊1% 
2層   10YR3/2   黒褐色土  焼土中粒～大塊30%中央濃集、 
   炭化物中塊1% 
3層   10YR3/4   暗褐色土  ローム大塊2%、白色粘土中粒1% 
4層   10YR2/1   黒色土    浮石粒1% 
5層   10YR3/2   黒褐色土   ローム粒～大塊10% 
6層   10YR4/4   褐色土     ローム粒～大粒40% 
7層   10YR3/3   暗褐色土 浮石粒～大塊30%、草木根多い 
8層   10YR4/6   褐色土   白色粘土塊・炭化物塊・褐色 
   土塊・暗褐色土塊 
9層   10YR3/3   暗褐色土 ローム粒～大粒10%、しまりなし 
10層 10YR6/6   明黄褐色土 貼床、ローム塊・黒色土の混合土 

14層  10YR3/3   暗褐色土         ローム塊～大塊2% 
15層  10YR3/2   黒褐色土         ローム粒～大塊20% 
16層  7.5YR4/6  褐色土          焼土層、ローム被熱褐色化 
17層  7.5YR4/6  明褐色土         焼土層、濃集し、固化 
第Ｅ７号（第Ⅰ期）カマド煙道 
1層   10YR2/3   黒褐色土         浮石中粒2% 
2層   10YR4/4   褐色土          浮石中粒濃集、黒褐色土 
3層   10YR3/3   暗褐色土         ローム中粒～塊5%下部濃集 
第Ｅ７号（第Ⅰ期）カマド袖 
1層   10YR5/4   鈍い黄褐色粘土 白色粘土塊5% 
2層   10YR4/4   褐色土          粘土粒・焼土粒1% 
3層   10YR6/4   鈍い黄橙色土 粘土粒2% 
4層   10YR5/6   黄褐色土         黄褐色土と白色粘土の混合土 
 

第Ｅ７号（第Ⅱ期）カマド 
1層   10YR3/3   暗褐色土         草根多い、炭化物中粒・焼土中粒1% 
2層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 天井崩落土、褐色土との混合 
3層   10YR4/6   褐色土          天井崩落土の白色粘土粒・粘土中粒～塊との混合 
3b層 10YR3/4   暗褐色土         焼土大塊部分的に濃集 
4層   7.5YR4/6  褐色土          焼土層、暗褐色土5% 
5層   10YR6/3   鈍い黄橙色土 カマド天井部の残存部、粘土・焼土大粒・白色粘土大粒5% 
6層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 粘土、カマド袖、焼土中粒1% 
7層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 粘土、しまりあり、焼土粒～大塊20% 
8層   10YR4/4   褐色土          粘土、しまりあり、粘性あり、白色粘土との混合土 
9層   10YR4/6   褐色土          粘土、しまりあり、粘性あり、白色粘土中粒～大塊30% 
10層 10YR5/8   黄褐色土         粘土・焼土塊・ローム・白色粘土被熱し明褐色化 
11層 10YR6/3   鈍い黄橙色土 粘土・炭化物ごく微量 
12層 10YR4/4   褐色土          焼土中粒・焼土大粒・炭化物塊1% 
13層 10YR2/3   黒褐色土         ローム中粒1% 
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弟 検出瑣描と燐物

し破・ 床向J破高は確

である。

圃から22-34cmで、 ほほ唾直に立ち tがる 3 床向は平担で賂緻である c カマ

ド周辺は特に踏み締められた状態である。貼り床はカマド側の競際に梅され、厚さは最大で 5cmほど

それ以外はローム面を床面としている

「壁溝］輻12~20cm、深さ 12~14cmで全周する。腰板などの施設の痕跡は確認できなかった。

]柱穴］床面から 3個のピットを確認した。配置から判噺してPit2・3が上柱穴を構成すると考えら

れるぐ

［カマド］同じ場所に造り替えのあるカマドが検出された。南東壁の南寄りで、新カマドは半地ド式

である。柚はローム質粘士が用いられ、芯材は見られない。火床旧から十師器杯が伏せた状態で出±

した c 火床面は杯の直ドに径10cmほどでわずかに広がるだけである。煽道は火床面付近から約30゚で

立ち上がり、住居跡外へ80cmほど伸びるc 堆積土は 2・3層では犬井の崩落土と見られる被熱した白

ぷ ヤ

色粘上が多量に含まれる c

ロームと白色料士で構築される。火）*廊は42x 39cmで円形に広がる。焼道は80cmほど住居跡外へ延び

る。底面は床面より 5cmほど高いが、煙出部では15cmほどレベルが―ドがる。煙出部は径30cmほどで、

破はほは垂直に立ち上がる。

〗推積土］

し'¥0 

巾型甕、

9層に分層した 3

また、 4層では焼上が多鼠に混入する c 1nカマドは地下式で、袖は黄褐色

1~4 層は黒～賠褐色士、 4-9層は褐～暗掲色土で、崩者には全体に

黄褐色ローム粒がまばらに混人する＾また後者はロームブロックが多く、人為姐積の可能性が特に高

［出士遺物］推積土・床面・カマド・ピット内から土師器、須恵器などが化土したっ杯が多く、他に

6は、支脚とされていた坪で、燃焼祁側の剥落が激しい。

焼部側のD縁部が意図的に割られている可能性がある。床面直上から刀子 (15) が 1息、堆積t巾か

ロクロ整形甕等がある。

ら鉄滓 l点、 2.7gが出土している。壁渭底而から四而使用した凝灰岩製の砥祈 1点 (16)

た。 3層から暦り「片 2点が出士した。

9時期］本逍構の肋期は、

［位置・確認］

出十．逍物から、

第 E11号竪穴住居跡（図95・96)

9批紀後半-lOtJ:t紀前棠であると名えられる。

E A・B -205・206に位置している。

また、燃

が出土し

（小笠原）

w層 lふ屈面、椋高15.5m前後の平灼地で検出した。

ほとんど削平されていて、壁溝の存在で住居跡を確認することができた c

：重複］第 E 1号掘立柱建物跡と重複している。本遺構が新しい。

9平面形・規模］東嘩4.83m、南増4.82m、両壁5.10m, 北噸 4.63mのいびつな長方形を呈している。

床向積は19.8rrlで、主軸方位はN-158°-Eである。

「壁・床面］床面はカマド付近で確認でき、壁はほとんど検出されなかった c 掘り方までの深さは、

東壁20cm前後、南壁15cm前後、西壁 6cm前後、北壁10cm前後である。

-・ 一・-・ - I r' ---／＼  

~./ 
，，炉J) D 。// 0 

¥ / 疇砂
和

゜戸

r 

~I 

。̀
~ 

A
 

ヤ

~
 
゜

2m 

~ @-¥い
＼ 

口
へ這ー一い

-¥' 

-¥' 

｀ 1m 

［壁溝］南西隅の付近をのそいて、各殿で見られた。掘り方での確認であるか、

深さ 10-20cmである。壁溝内から、 10-25cmの深さのピットを検出している c

輻20-35cmである。

9柱穴］ 略穴内から 5個、壁溝から 6個検出した。 このうち、床面の北寄りに検出したPit1・2、カ

マドのある南壁際に検出した Pit3・4が上柱穴と考えられる c

柱穴の可能性もあるが、断定できない。

また、壁溝内から検出したピットは壁

固93
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第Ｅ１１号竪穴住居跡 
1層   10YR4/4 褐色土          ローム粒多量 
2層   10YR3/4  暗褐色土 炭化物・焼土粒・ 
   ローム粒少量 
3層   10YR2/3 黒褐色土         ローム粒中量 
4層   10YR4/3   鈍い黄褐色土       炭化物混入 
5層   10YR2/3   黒褐色土 
6層   10YR4/4   褐色土 
7層   10YR2/2   黒褐色土         ローム粒少量 
8層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒混入 
9層   10YR4/6   褐色土          炭化物混入 
10層 10YR5/8   黄褐色土         ローム塊多量 
カマド 
1層   10YR3/1   黒褐色土         焼土粒混入 
2層   7.5YR4/1  褐灰色土         焼土、硬い 
3層   7.5YR3/2  黒褐色土         焼土粒混入 
4層   10YR4/2   灰黄褐色土        焼土粒混入 
5層   2.5Y4/3   オリーブ褐色土     ローム粒混入 
6層   5Y5/2  灰オリーブ色粘土 袖？ 
Ｐｉｔ１ 
1層   2.5Y3/3   暗オリーブ褐色土 ローム粒混入 
2層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒多量 
3層   2.5Y4/2   暗灰黄色土        粘土質 
Ｐｉｔ２ 
1層   2.5Y3/3   暗オリーブ褐色土 
2層   10YR3/2   黒褐色土         ローム粒混入 
3層   10YR4/4   褐色土 
Ｐｉｔ３ 
1層   10YR3/2   黒褐色土 
2層   10YR3/3   暗褐色土 
3層   10YR2/1   黒色土          粘土 

EA-207
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第E7号竪穴住居跡 (2)

カマド］南壁の西側寄りに構薬されている。 ト音[5は削平されているものと思われるが、遺存状況は

比較的良好である。確認段階では、袖の両側から若十の土師器の破片が出土している c

粘士を主休につくられ、芯材として土師器の破片を用いている。

は芯材として用いられた可能性もある。燃焼部は輯53cm、奥行き約80cmで、

見られる。支脚は見られない。悼道部は明瞭ではなく、壁外へ20cmほどふくらむ程疫である。

門その他］南罹の東寄りで、

口

口

ロ
冒／冒

10cm 

一辺が50cm前後、深さ約25cmの隅丸方形の土坑を検畠したし

定）

＼◎ 

゜◎
 

゜
---f 

◎ 
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◎
 

゜
(Q) 

゜
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e 
メ

［雌積土J10屑に分層したがほとんど掘り方内のものと思われる。

：出上遣物］堆積土及び掘り方内から若干の遣物が出土したが、

カマド本体は

したがって、出土した士師器の一部

やや前方寄りに火床血が

とくにカマド固辺 ・Pit3からのもの

が多く、復元率も高いし岱種は、とくに大型の甕が主休で、杯は微凪である c 甕の口緑には二種類の

タイプが見られる。床面直上から敲磨器 (ll)、Pit3の堆積土中から、炉壁溶解物が 1点 (10) 出土

0 D 

゜

~ --w ＼ 

lm 

2m 

した c このほか図示していないが製塩土器片が出土している。

図95
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第E23号竪穴住居跡（第Ⅱ期） 第E23号竪穴住居跡（第Ⅰ期） 
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第Ｅ２３号竪穴住居跡 
1層  10YR3/4  暗褐色土         ローム大塊17%、ローム中粒3%、炭化物粒2%、黒色土濃集 
2層  10YR2/3  黒褐色土         ローム中・大塊7%、暗灰黄色火山灰一部濃集、炭化物粒 
3層  10YR2/2  黒褐色土         ローム中粒2%、炭化物粒1% 
4層  10YR2/3  黒褐色土         ローム中塊5%、ローム塊1%、暗灰黄色火山灰中粒、炭化物粒 
5層  10YR2/2  黒褐色土         炭化物大塊・ローム粒10%、炭化物中粒2% 
6層  10YR2/2  黒褐色土         黒褐色土30%、ローム粒濃集、炭化物粒 
7層  10YR6/8  明黄褐色土  黒褐色土50%上部、粘土塊5%、炭化物粒2% 
Ｐｉｔ1 
1層  10YR3/2  黒褐色土         ローム中塊10%下部・粘土大塊5%濃集、炭化物粒2% 
Ｐｉｔ2 
1層  10YR3/2  黒褐色土         ローム大塊30%、炭化物粒1% 
Ｐｉｔ4 
1層  10YR2/2  黒褐色土         ローム塊・褐色土30%、鈍い褐色粘土中塊1%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物
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図96 第E11号竪穴住居跡 (2)

掘立柱部

カマドのある南壁側に若干のピソトを検出した。このうち、壁近辺に位置する 2個のピットが本住

居跡に伴う可能性がある、へ掘立柱建物跡が付随していた可能性が考えられる c

［時期］本遺構の時期は、出土遺物から、 9 IH: 紀後葉-101廿紀訓葉であると考えられる。

第 E20号竪穴住居跡 『近野遣跡V』で第19号住居跡として報告済み。

)( >< 

一~ 

>< 

づ一 0 I 2m 

~·\~ 

10cm 

（畠山）

第 E23号竪穴住居跡（図97)

［位附・確認] E Q・R -213に位情する c, 南側の大部分が削平されている。標島約19mの平坦地に梢

築された住屑跡で、 W層上皿で確認したc 北壁及び西壁を拡張している c 記載は、拡張後を第 Il期、

拡張前を第 I期に分けて行う。

第 II期（拡如後）

9平面形・規模〕北咄3.82m、残存する東駆1.56m、残存する酉樅 1.12m、平面形は不明であるが、お

図97 第E23号竪穴住居跡

よそ方形から長方形と思われる。残存する床面積は 4rrlである。主軸方位は、 N-125°-Eである。

［壁・床而］壁は直線的な立ち上がりで、壁高は 3~25cmであろと掘り方に若干の起伏があり冷 n-

ムブロックを混入した暗褐色士を埋め、床を構築している＾

［壁溝〗確認した壁のすべてに樅溝が検出されている。幅約 7 -14cm、深さ約 G~ 13cmで、賠褐色士主

体の士が址積している。

［柱穴〗床面から 2 個のピソトを検出した。いずれも平面形は円形で、径約26cm、深さ 9cm程度である。

［カマド］検出されなかった。

［堆積上］賠褐色上主体の上で、ロームブロックが混人する。人為堆積と息われる。

［出士遣物JI未面・堆杭tから沐 2点、中・大迎甕の破片が数点出士した。甕の中にはロクロ調賂の

胴部片も見られる。

第 1期（拡引籍fj)

［半血l診・規模］北畢は2.93m、残存する東酔44cm、残存する内殿は76cm, 平ooMは小明であるか、

およそ方『クと思われる。残存する床面積は1.5rrlである。

［壁・床面］壁は上部がやや広がった状態で確認された。床面は検出できなかったが、掘り方に芳干

の起伏があるのは拡張後の仕居跡と類似している。同様に、掘り方内はロームブロックを況入した賠

褐色上を埋めている。

［壁溝7内壁の一部、北東壁隅に壁溝が検出されている」輻約10cm、深さ約 3~ 7 cmである c

直穴］北壁・内位墜の隅に 1個のピソトを検出した c 径23cm、深さ 8cm程度である。

［カマド］検出されなかった。
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カマド 
1層   10YR2/3   黒褐色土 ローム中粒20%、ローム粒10%、炭化物大粒・炭化

物中粒・焼土中粒3% 
2層   10YR3/3   暗褐色土 焼土大粒15%、ローム粒・炭化物中塊5% 
3層   10YR2/2   黒褐色土 焼土大粒30%、ローム中粒20%、炭化物粒10%、 
   炭化物大塊5% 
4層   10YR3/4   暗褐色土  ローム中粒7%、炭化物中粒5%、焼土大粒1% 
5層   10YR3/3   暗褐色土 焼土粒5%、ローム粒・炭化物粒3% 
6層   10YR3/4   暗褐色土  粘土20%、焼土大粒15%、ローム粒5%、炭化物粒3% 
7層   10YR3/1   黒褐色土  ローム中粒20%、焼土中粒10% 
8層   5YR3/2 暗赤褐色 焼土40%、ローム粒・炭化物粒5%、煙出部堆積土 
9層   10YR2/3   黒褐色土   ローム大塊15%、粘土大粒10%、鈍い黄褐色土大粒 
   ・焼土大粒7% 
10層  10YR3/4   暗褐色土  ローム大塊10%、焼土中粒7% 
11層 10YR2/2   黒褐色土 ローム中塊7%、焼土中粒5%、鈍い黄褐色土大粒1% 
12層 10YR2/3   黒褐色土 ローム中粒10%、炭化物7% 
13層 10YR3/2   黒褐色土  ローム粒15% 
14層 10YR2/3   黒褐色土  焼土粒大粒10%、炭化物粒 
15層 10YR5/6   黄褐色土  炭化物粒1% 
ＰＩＴ７ 
1層  10YR3/4   暗褐色土  ローム粒５%、炭化物粒1%

第Ｅ２４号竪穴住居跡 
1層   10YR4/3  鈍い黄褐色土 黄橙色ローム中粒30%、 

 炭化物中塊1% 
2層   10YR4/4  褐色土 ローム大塊40%、ローム中粒

10%、炭化物中粒5%、焼土粒3% 
3層   10YR3/2  黒褐色土         ローム中粒10%、炭化物 
  粒3%、焼土中粒5% 
4層   10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒15%、炭化物中粒

5%、焼土粒・ローム大粒3% 
5層  10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒20%、炭化物大粒

7%、焼土大粒・ローム大粒5% 
6層   10YR3/2  黒褐色土         ローム粒10%、焼土中塊7%、 
  炭化物中塊3% 
7層   10YR3/4  暗褐色土         ローム中塊20%、ローム粒 
  30%、炭化物中塊1% 
8層   10YR4/6  褐色土          ローム大粒40%、ローム粒 
  20%、炭化物粒3% 
9層   10YR3/3  暗褐色土         ローム中粒10%、ローム粒5% 
10層 10YR4/4  褐色土          ローム大粒40%斑状、 
  ローム粒15% 
11層 10YR4/6  褐色土          暗褐色中塊10%、粘土粒・ 
  ローム粒3% 
12層 10YR4/6  褐色土 ローム大塊40%、粘土大塊25%、暗

褐色土大塊20%、中粒15%、貼床 
土坑１ 
1層  10YR2/3  黒褐色土         ローム中粒5%斑状 
2層  10YR3/4  暗褐色土         ローム中粒・焼土大粒3% 
3層  10YR4/4  褐色土          ローム大塊60%、焼土中塊10% 
4層  10YR3/3  暗褐色土         ローム粒5%、焼土粒・ロ

ーム中粒3% 
5層  10YR5/6  黄褐色土         粘土大塊20%、ローム中粒5%
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S
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しその他」北破中央付近に径55cmの浅い掘り込みが確認されたc

』堆積上］掲色上主体の上で、ロームブロックが混人する。墜溝・ピット内の堆積も同様であり、人

為堆積と息われるっ

「時期］本逍構の時期は、出上遺物から、 9 I止紀後菜~101仕紀前集であると考えられる。 （坂本）

第 E24号竪穴住居跡（図98~101)

［位置・確認] ET・FA -212・213に位置する G N層上面で黒褐色上の力形プランを確認した。

重複］南東部端で第 E38号竪穴住居跡と重複し、本住居が新しい。

［平面形・規模］東西4.02m、南北4.62mのほば正方形である。床面積は17.9rriである。主軸方向は、

N -115°-Eである。

L壁・ 床面］壁は床面からほぱ垂直に立ち上がる c 残存する壁晶は39~53cmである。床面は平坦で墜

緻である。貼り床は全向に施され、厚さは床面から15cm、最大で18.8cmである。

L壁溝］北西壁の全面と北東、南東聖に断続して確認した c 幅 8-15cm、深さ 8-21cmである c

［柱穴］床面からピット 2個と南東壁溝内からピット 41個を検畠したc 柱穴と思われる。床面からの

深さは 8~30cmである。

カマド」南東壁の南端から半地下式のカマドが検出された。追存状態は比校的艮好である。確認の

段階でカマド本休上面から土師器を主とした遺物が多く畠土している。袖は白色粘土で造られ、芯材

は見られない。火床面の他道寄りから支脚として転用した土帥器杯が 31~!重なった状態で出土してい

る (7他）。火床面は62x43cmで北東に楕円形に広がる。煙道は住屈跡外へ緩やかに立ち上がり、墜の

65cm外へのびている。恒出音15西側壁面からピットが検出されたが、住屈跡との関連は不明であるc

［その他〗北東隅から長さ l.lm、幅64cmの土坑を検出した。深さは35cmである。土坑内の堆積士から

は士器とともに灰白色粘土や焼士が出土している。

1:L佳積＿十ー112屈に分屠した。 2屈から 8屈は炭化物粒、焼＿七粒、ロームが多く含まれ、人為堆積の可

能性が高い。

［出土逍物］土器は 1~4層から主に出土し、床面からは土師器拓 (i他）、甕 (l7他）、須恵器沐 (39

他）などが出土している C 2屈から出土した上器については第 E26号竪穴住居跡出上追物と接合する

ことが多く、第 E26号嵯穴住居跡の廃絶後に本住居に廃棄された可能性が高いっ製塩士器（カマド址

積土出土17点を含む142点 (43~45他）、文脚 1点、砂粒と小礫を多鼠に含んだ焼成粘土塊が出土して

いる（、製塩土器の底部 2点、土師器甕の底部 1点について珪藻分析を行った（第 3章第 5節）（，鉄製

品は）］子 2点が出上し、うち 1点 (47) は床面から出土したe 環状鉄製品は 1点 (48) カマドから出

士した。全血で木炭質と考えられる付着物が認められ、カマド内での被熱に伴い 2次的に付着した可

能性が考えられる 0 4屑から羽口片 1点が出土している。鉄滓は堆積土中から出土した 9点中、 5点

が流動滓であった。この内 1点について分析をおこなった（第 3章第 6節、 No.2)c 士製晶は推積士中

から士.±2点 (49・50)士鈴休部 1点 (51)、士鐸 1点 (52) が出士している。礫石器は床面からは

石英安山岩のRI礫片が出士したのみで、 tぷに堆桔士から出士した。敲磨器 4点・砥石 1点である c 砥

石は流紋宕製で複数面使用され、器面に溝跡が数本残る。

9時期］本遣構の時期は、出土遺物から、 9世紀後半~10世紀前葉であると考えられる c
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第Ｅ２５号竪穴住居跡 
1層   10YR2/2   黒褐色土         ローム粒微量 
2層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒微量、BーTm火山灰層 
3層   10YR4/4   褐色土 ローム大粒・ローム中粒20%、ローム大塊10%、炭 
   化物粒微量、浮石粒微量 
4層   10YR3/2   黒褐色土         ローム粒微量 
5層   10YR4/4   褐色土          ローム大塊20%、ローム粒・中粒20% 
6層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒・中粒20%、ローム大塊7%、炭化物塊微量 
7層   10YR3/3   暗褐色土         ローム大粒20%、ローム粒・中塊7%、浮石粒微量 
8層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒3%、ローム大塊2% 
9層   10YR4/4   褐色土          ローム大粒・中粒15%、ローム大塊7%、炭化物中粒微量 
10層  10YR4/3   鈍い黄褐色土  ローム大塊20%、ローム中粒7% 
11層  10YR4/6   褐色土 
12層  10YR2/3   黒褐色土         ローム中粒7%、ローム大粒5%、炭化物中粒 
   ・焼土塊3% 
13層  10YR4/6   褐色土          ローム大粒20%、黒色土大粒10%、粘土大粒7% 
14層  10YR5/8   黄褐色土         ローム大粒30%、粘土大粒20% 
15層  10YR4/4   褐色土          黒色土大塊30%、ローム大粒20% 
16層  10YR4/6   褐色土          ローム中粒10%、ローム大粒7%、炭化物粒3% 
17層  10YR4/4   褐色土          ローム大粒40%、粘土大粒20%、ローム大粒15% 
18層  10YR3/4   暗褐色土         ローム中塊7% 
19層  10YR2/3   黒褐色土         ローム中粒30%、焼土粒5%、ローム大粒7% 
20層  10YR3/4   暗褐色土         鈍い黄橙色ローム大塊20%、焼土大粒1% 
21層  10YR4/4   褐色土          ローム粒10%、粘土大粒1% 
22層  10YR4/6   褐色土 
23層  10YR4/4  褐色土 
Ｐｉｔ１ 
1層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒5% 
Ｐｉｔ２ 
1層   10YR4/4   褐色土          炭化物微量 
ＰＩＴ1 
1層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒10%、炭化物粒微量 
第Ｅ２５号（第Ⅱ期）カマド 
1層   10YR4/6 褐色土          B－Tm火山灰50% 
2層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒10% 
3層   10YR3/3   暗褐色土         ローム大粒15%、ローム中粒・粒10% 
4層   10YR3/4   暗褐色土         ローム中粒・大塊20%、ローム大塊15% 
5層   10YR2/3   黒褐色土         ローム中粒10% 
6層   10YR3/2   黒褐色土         ローム大塊30%、ローム中粒10% 
7層   10YR2/2   黒褐色土         ローム中粒7% 
8層   10YR2/1   黒色土          炭化物20%、粘土10%、ローム粒5%、粘土粒1% 
9層   10YR6/1   褐灰色粘土 
10層  10YR3/3   暗褐色土         ローム粒3% 
11層  10YR3/2   黒褐色土         ローム中粒5%、炭化物粒・ローム粒3% 
12層  10YR3/4   暗褐色土         焼土大塊15%、ローム粒10%、炭化物粒7% 
13層  10YR3/2   黒褐色土         ローム大粒20%、炭化物中粒5% 
14層  10YR2/1   黒色土          ローム粒10%、ローム塊5%

3
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図101 第E24号竪穴住居跡 (4)

第 E25号竪穴住居跡（図102~104)

［位置・確認こ FA・B-210・211に位f直する。 W層上血で黒褐色士の方形プランを確認した。拡張

が見られた住居跡で、記載は、拡張後を第 I1期、拡張前を第 1期に分けて行う。

重複］第 E94・111号土坑と重複している J 本遺構が新しいQ

第 Il期（拡張後）

：平面形・規模〗南北壁4.54m、東也壁4.95m のほほ方形を早している。床面精は21.sm で主軸方位は

N -131°-Eである。

直・床面］残存する壁高は約50cmで、床面からほぱ垂直に立ち上がる。床は平坦で堅級である c 貼

り床は全面に施され、厚さは最大で18cmほどである。

X lm 

図102 第E25号竪穴住居跡 (1)
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第E25号竪穴住居跡（第Ⅰ期） 
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18.60m 第Ⅰ期カマド 

第Ⅰ期カマド 18.60m

19.10m

1/30

第Ｅ２５号（第Ⅰ期）カマド 
1層  5YR5/6    明赤褐色粘土 焼土粒1% 
2層  10YR2/3   黒褐色土         炭化物粒5% 
3層  10YR4/4   褐色土          ローム粒3%、焼土粒1%、粘性あり 
4層  10YR4/6   褐色土          粘土中塊10%、暗褐色中粒・ローム粒3% 
5層  5YR5/3    鈍い赤褐色土 
6層  10YR4/4   褐色土          ローム大粒15%、灰黄褐色大粒7% 
7層  10YR5/6   黄褐色土         ローム大粒5%、黒色土中塊3% 
8層  10YR5/8   黄褐色土         ローム大粒・粘土大粒3% 
Ｐｉｔ５ 
1層  10YR3/3   暗褐色土         ローム中粒5% 
2層  10YR4/6   褐色土          ローム粒3%

18.50m
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図103 第E25号竪穴住居跡 (2)
~ 

9壁溝］南東壁を除き、部分的に途切れながら巡るへ輻 8-15cm、深さ 2-16cmである。

［柱穴］床面からピットを 3個確認した。床面からの深さは 4-llcmである。

カマド］南東壁の東婿に位置すな遺存状況は良奸である。袖は白色粘士が用いられ、右袖は桁円

形の礫を芯材としている c 火床面は47x 32cmの不整形である c 支脚は土師器杯を転用したものが用い

られている＾煙道は壁面で亜直に立ち卜がった後、緩やかに卜がり、壁から J.J2m外に延びる。

［その他］南隅から長さ70cm、幅36cmの土坑 l基を検出した。堆積上は 5層に分層し、 1層から 4層

は賠褐色士を主体とし、 5層は黄褐色士を主体とする c

：堆積土〗 22層に分層し、 12層までが第 II 期の堆積土である。黒褐色土を主体とし、 13層から 15層は

黄褐色士を主休とする掘り方の埋土である u 2層上面で日頭山陥下火山灰を面的に検出した。降下後

再堆積したものと息われる。

「出士遺物］七器は堆積十ーから主に出十し、カマド、床向からも出士している'.)±師器はllil、杯・甕

などがあり、甕が主休である。須恵器は壷などが出土している Q 製塩土器 (13・14他）、カマド堆積

士から焼成粘土塊 1点が出土している。製塩土器の底部 1点について畔藻分析を行った（第 3章第 5

節）。鉄製品は床面から）J子が 1点出lしている (15)。土製品は上鈴の体部と息われる破片が 1点

(16) 出tしfこ礫石岱は床面から砥石 2点 (17・19)・ 敲席器 2点 (20) が、堆積tから台石片、掘

り方埋土から使用された礫片、住居外 PIT1より低石 (18)が出土した。この他、棒状礫・扁平な円

礫が多数出土している。
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図104 第E25号竪穴住居跡 (3)

-134- -1::35-



近野造跡111

砥石は破）iを素材とし、欠損而を砥石に再利用しているもの (17)もある C (20)は端部に剥離加T

が施され、側而は磨りにより平坦而をなすっ器而には平滑で擦狼が顕著であるC・

第 I期（拡張前1

［平血形・規樅 J•11.向形は南東隅のみを検/I'1したため、方形と思われるが、規模と共に詳細は不明で

ある c 残存する）木血積は4.2111である。

［煕・ 1木面］残存するU性の侶jさは、南丙煕で 7cm 、南東煕で10~16cmである C・ ,i面は'I;·担で墜緻であ

る。

［柱穴］床面及び周辺からピットを 3個を検吊したc 推定される床面からの深さはll-19cmである 3

Lカマド」而東壁の中央祁または北寄りと思われるところから K袖と火床面を検出した。左袖の残仔

する規校は幅 9cm、長さ38cmであふ火床面の規校は長さ46cm、輻40cmである c 堆積 I:は焼 I:を含む

黒馬色十である c

［その他］南隅から長さ62cm、幅40cmの十．坑を 1基検出したc 深さは11cmである。

［堆禎十．］黒掲色をキ休とする 18・19)¥'.".iが堆秋十．である 3

［時期］本遺構の時期は、出士遺物ゃ白頭,,,降下火白灰の堆積状況から、 9 世•紀後葉-10 世紀前菜で

ある C (伊藤）

第 E26号竪穴住居跡 (I叉1105~113)

［位置・確忍] E S・T -208・209に位囲し、 W層 t-.1f1iで確認した,.「近野遺跡V」で第 5号坐穴住）6' 

跡とされたものである。標高19mの平坦地で確認された焼失家屋であり、 2回の拡張がおこなわれて

いる。記載は、各段階に分けて行う。また、調在時に ESK 147とした追構が本造構第I11期に伴うも

のと考えられるため、合わせて報告する。

［虚桜］第 El54・157号じ坑と重複し、木追構が新しいJ

第 JlL期 (2回11拡張後）

［平面形・規税］やや束四に長い長方形で、束阻壁6.33m、南北壁5.25m、床面枯27,6面である 。キ軸

方向は、 N-138°-Eであるc

澤．）禾而］壁嵩は36~45cmで南側の残りが良い。床而は、拡張前の床而全体におよそ10cmの厚さで

ローム土を貼り、平担にしている。

［燐溝］樅溝はカマド部分を除き、ほぽ全周している c 船板が阿立して炭化材か検出されている部分

もみられ、幅 3~ 5 cm前後、深さ 9~16cm前後である＾咲溝の掘り方は幅10~22cmで掘り方埋士には

黄掲色上を使）IJしている。

［杜穴］煕溝及び床面から6個のピットを検出した。このうち主杜穴は、 Pit1 ~ 4であるc 柱穴の間

隔は、 3.22~3.54mであふ 主柱穴は'I'韮i形が陥丸長）j形状で、深さ33~46cmである 。柱痕等は1月瞭

に確認できなかった,, このほか、住居角や壁禅内で検出した柱穴は壁杜穴と考えられる。

［カマドJI飢墜中央からやや））4側 よりに位置する平地下Aのカマドが検出された，， カマド I・.tl5の白色

粘十．が崩洛した状態であり、妍道部の•部・燃焼部・内袖が残存する 。規模は、長軸L62m、短軸約

90cm、燃焼部は72x 37cmの不整形な広がりで、最大原さ 5cm秤被熱しており、火床面はほぼ平坦であ

る。カマド袖は、右袖に土器を芯材として用い、左右とも灰白色粘土で構第している。カマド袖の規
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模は、長さ約85cm-105cm、幅l0-25cmで、燃焼郊に近い箇所は被熱している 0 燃焼祁の敢奥やや）'r.

寄りで売の胴下半～底部）'r'が倒四状態で検出された。この士器片はかなり被熱した状態であることか

ら、丈脚と考えられる。煙道部は什届内から外に向かって緩やかに傾斜して立ち上がる c 燃焼部から

煙道部にかけて、住居内部から地111を残して傾斜を作り /IIしている。

［その他］住居跡中央のやや北側で長方形の土坑 1を検出したc 長軸方向が住居跡と'I;・行に作られて

いる c 碩忠器の出土状況から住屈跡焼失時にはIJHUしていたものと息われる。熙に沿って炭化材や焼

上が検出され、住居跡中央付近では炭化材の検出が少なかった。焼上は炭化材の,.自］から検出されて

いる c 炭化材は床面から床面直,-.にかけてほぽ令血から検出され、すでに上埃化した部分もあるっ現

場での所見では、割材の割合が多く、丸木材は少ない。割材のなかでも板状の材を検出する例が多いc

また、炭化種実の範囲が住居跡中央及び附堅の•部で確認されたc 長軸1.36mの不整桁円で、最人厚

さ7cm程度である。

［堆積十．］確認面は黒謁色十主休で、上位の•部には白頭山降下火山灰が推禎している 。 床面付近で

は暗褐色・黒褐色十．がキ休となる。

「出士遺物] 1陪を主休として多品の土師器・須恵器が出士した。 カマド屁辺から出士したものは復

元名が店いc 第E24弓酪穴fr届跡出土のものと接合するものがいくつかみられる。器種は、土帥器が

!Ill. ↓不・売・壷．渦で、須恵岱は杯・小型壷• 長頸壷・広U壷・大尭である C・間は合わせて 1・2個

体の出土である c 沐はすべてロクロ調整のもので、このうち、内部に黒色処理やミガキがあるものが

4個体である c 住店跡南培のカマド両側同辺の焼上範囲内から、焼成時の焼き歪みで裂けたほぽ完）診

の杯 ・渦が出上した (16~21・50)。これらは住居跡焼失前には焼成されていなかった可能性があるc

9は被熱による剥落が激しい。 11縁部を意識的に欠祖させ、支脚として使）llした上特の可能性があるc

甕は人型がキ体で、中型は中呈、小型1よごく少埜の出I:埜である。長胴のものが多く、 n縁は短く外

反するこロクロ調整のものもやや多い。底外面はケズ1) • 砂底・葉脈痕のあるものが見られるC 25は

対になる 2箇所に扶りがあり、支脚として転用されたPj能性がある C 38は底部中央に穿孔したような

痕跡が見られる 。壷は、内黒底辺部）j・l点、短到盗 1点である c 塙は、 1• 2 Jw中体で、 4・5個体

分出十．した。須忠器は杯が少塁、）ヽ売はほほ 1個体分が住居跡堆秋十．中及び十．坑中、第E24・27号竪

穴住届跡から出土した c 雄積土から祇イi(sol・台ィi(82)・ 敲磨器 2点 (81他）・使用痕跡のある礫

片 4点・ 黒色物が付箸した礫が出土 した っ南堂側で逍物が多く出土している。欽製品はカマド近くの

恥 HIから紡鈍申が 1点庄土している (72)C 鉄滓は、椀JI須鍛冶滓 (73)、流動液、ガラス質滓が各 1点、

計266.2gが出士しているぐ士エ 4点、 士鈴 2点、ミ ニチュア士器 1点が出士している，-． 士鈴は紐部

l、1位と体部(/)破片 l、1訳で、紐祁は紐孔を有さない。ミニチュア上器は椀形で、内外曲ともにナデで整

形 ・調整されている 。製塩上器 (69・70他）は、床面 ・床直 ・掘 り）jから 出上した。 このほか支脚

(71他） が出上している。上師器甕底部 l点、文脚 l点について辻森分析を行った（第 3点第 5節）c

また、胎1:に砂粒とスサを多呈に含んだ焼成粘 I:塊がカマド堆積I・.および、カマド付近の床面に まと

まった状態で多呈に出 1・.している。

第 1l男I! l回n拡張後）

［平面形・規模］平面形は方形で、東匹壁は5.4m、南北壁は4.8m、床面積は22.3面である。

［壁 ・床而］壁は立ち上がりを確品できなかった心床而は、第 I期の床而上に、ローム土 と軽ハ質粘
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第E26号竪穴住居跡（第Ⅰ期） 

－41

－33 Pit11

Pit10

Pit9

Pit12－22

－69

1/60

第Ｅ２６号竪穴住居跡 
1層   10YR2/1  黒色土          ローム粒・浮石粒10% 
2層   10YR3/4  暗褐色土         ローム粒中20%、浮石中粒10%、炭化物粒・焼土粒5% 
3層   10YR2/1  黒色土          ほぼ全体的にクルミの炭化物 
4層   10YR2/2  黒褐色土         浮石粒10%、ローム粒～中塊5%、炭化物中塊・焼土粒2% 
5層   10YR2/1  黒色土          ローム中粒5%、浮石粒3%、炭化物塊2% 
6層   10YR5/8  黄褐色ローム土      浮石粒10% 
7層   10YR2/1  黒色土          ローム中粒5%、一部に炭化物中粒・焼土粒3% 
8層   10YR2/3  黒褐色土         炭化物粒2% 
9層   10YR3/3  暗褐色土         ローム中粒10%、炭化物粒5% 
10層 10YR4/4  褐色土          ローム中塊20% 
11層 10YR2/1  黒色土          ローム粒25% 
12層 10YR3/4  暗褐色土         ローム粒1% 
13層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒5%、炭化物中粒・焼土粒2%、暗褐色土底面濃集 
14層 7.5YR2/3 極暗褐色土  暗褐色土15%、炭化物粒5% 
15層 10YR3/3  暗褐色土         炭化物粒・ローム粒25%、ローム大塊・中粒20%、 
 ローム大粒15%、焼土中粒・炭化物中粒3%、ローム中 
 塊・白色灰一部2%焼土粒1% 
16層 10YR3/3  暗褐色土          鈍い黄褐色土主体、ローム粒30%、炭化物粒5%、白灰一

部2%、ローム大塊・ローム中塊、炭化中粒・焼土粒1% 
17層 10YR3/4  暗褐色土         暗褐色土・ローム粒20%、ローム中粒15%、ローム大 
 粒5%、炭化物粒2% 
18層 10YR3/4  暗褐色土         ローム中粒3％、ローム小粒10％ 
19層 10YR5/6  黄褐色土         褐色土30％、粘土中粒1％ 
20層 10YR3/4  黒褐色土         黒褐色土15％、黒色土10％、ローム小粒7％ 
21層 10YR3/4  暗褐色土         ローム粒10%、ローム中粒3% 
22層 10YR5/6  黄褐色土         褐色土30%、粘土中粒1% 
23層 10YR3/4  暗褐色土         黒褐色土15%、黒色土10%、ローム粒7% 
24層 10YR4/4  褐色土          ローム粒20% 
25層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒15% 
26層 10YR2/3  黒褐色土          ローム大塊30%、黒色土20%、ローム粒3% 
27層 10YR3/4  暗褐色土         ローム粒10%、ローム中粒7%、ローム大粒1% 
28層 10YR3/2  黒褐色土         ローム粒15%、ローム中粒・炭化物粒3%、ローム大粒1% 
29層 10YR3/4  暗褐色土         ローム小粒10％ 
30層 10YR4/6  褐色土          ローム小粒15％、暗褐色土10％、粘土小粒3％、ロー 
 ム中粒・炭化物粒5％ 
31層 10YR3/4  暗褐色土         ローム小粒15％、ローム中粒2％、焼土粒・炭化物 
 粒・ローム中塊・大粒1％ 
32層 10YR3/4  暗褐色土         ローム粒10%、ローム中粒3%、ローム中塊・大粒1% 
33層 10YR4/6  褐色土          ローム粒15%、暗褐色土10%、ローム中粒・炭化物粒5%、

粘土粒・ローム大粒3%、ローム大塊2%、粘土大塊1% 
34層 10YR3/4  暗褐色土         ローム粒15%、ローム中粒2%、ローム大粒・焼土粒・

炭化物粒1% 
35層 10YR2/3  黒褐色土         ローム粒15%、焼土粒10%、炭化物中粒・粒3%、焼土 
 中粒・ローム中粒2%、ローム大塊・中塊・大粒1% 
36層 10YR3/3  暗褐色土         鈍い黄褐色土20%、ローム大粒・粒10%、ローム中 
 塊・中粒5%、ローム大塊2%、焼土粒・炭化物粒1% 
37層 10YR3/4  暗褐色土        ローム中粒20%、ローム大粒2%、粘土大塊・ローム中塊1% 
38層 10YR3/3  暗褐色土        褐色土40%、ローム中粒3%、ローム粒2%、ローム大 
 粒・炭化物粒1% 
39層 10YR4/4  褐色土          ローム粒15%、ローム中粒5%、ローム大粒2%、粘土大 
 塊・粘土大粒・黒褐色土1% 
40層 7.5YR5/8 明褐色土        黒褐色土40%、ローム粒10%、ローム中粒2%、ローム 
 大粒・粘土中粒1% 
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土層 (V層）の況じった土を）展さ 5cm程度人れて休を構築している。この床向は硬化している。

L壁溝］第 II期の南睾は第 1II期と同じで、この時期に構築されている c 破溝はカマド部分及び北破西

側の一部を除き、仝周している。溝の規模は、幅12~24cm、深さ 4~16cmで、南墜以外は、第1II期住

店椙築時にローム主体のLで埋め戻したと考えられる。

]柱穴］壁溝及び床而から 4個のピットを検出し、上柱穴と考えられる c、Pitl3・5・6・7の4個は、

第III期と同様の配慨である。平面彩は口形または隅丸長方形で、径及び長軸は29~33cm、深さ21~37

cm、柱穴問隔は2.63~3.16mである a

カマド］第l1I期のカマドは、火床面がかなり被熱しており、第 II期から継続して使用された可能性

もある。

［その他］南警と東喘隅で小整形な掘り込みを確認した。これは、第 III期床面では検出されなかった

ことから、第 II期に伴うものと考えられる。第 II期の床面を掘り込んで構築され、規佼は 113cmx 93 

cm、深さ24cmである。

L堆積土］第 II期床面上部には第III期貼床との間に暗褐色土の堆積土がみられる。

［出土遺物］掘り方ゃ床下土坑から少量の遺物が出土した。このうち床下土坑では堆積上中から製塩

士辟片 1点、支脚 1点、須恵器片が出土した c

第 J期（拡張前）

［平面形・規模：東壁は3.54m、西壁は4.03m、南壁は4.18m、北壁は4.lmで、ほば方形である。床面

積は13.6mである。

［壁・ 床面］壁は立ち上がりを確認できなかった c 起伏のある掘り方にローム土を主1本とした上を入

れ、貼床にしていたと思われ、住居跡巾央でその範囲を確認できた。

［柱穴］壁清及び掘り力埋土から 4個の主柱穴を検出した c これらは Pit9・10・11・12で、第 JI • III 

期同様の配置である c 平而形は、円形または方形で、径及び長帷は28~29cm、深さ21~68cmである、2

柱穴配僅から、第 II期の北東主杜穴と共通するものと思われる。柱穴間隔は1.90m~2.63mである。

〗カマド］壁溝の途切れる位置が各段階で共通することから、第 I 期のカマドも同様の位置に構築さ

れていたと思われる。その場合、仕居跡の規模により、第 II・III期より約80cm仕居跡内側に構築され

たと想定される。

「壁溝］カマド部分を及び東壁中央の一部を除ぎ、全固している c 溝の規模は、輻13~32rm、深さ 2

-16cmであり、第 II期住店構築時にローム主体の土で埋め戻したと考えられる。

9堆積土］賠褐色及び黄褐色主体の掘り方埋土が堆積する。その卜．部は第 II期貼床との間に陪掲色士

か堆積している。

「時期］本遺構の時期は、出土遺物ゃ白頭山火山灰堆積状況から、 9 世紀後葉 -~10世紀前葉と考えら

れる c

1
_
1
1
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図105 第E26号竪穴住居跡 (1)
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第E26号竪穴住居跡（第Ⅲ期） 

第E26号竪穴住居跡（第Ⅱ期） 

土坑1

3
4

5 土坑1

1
2

床下土坑 
貼床 

床下土坑 

Pit5
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堆積土 
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4
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1/30

41 15

11c

11a
11a

12a
14

12b

12b
18

11b 11b

1516

Ｐｉｔ1 
1層   10YR2/2   黒褐色土 ローム中粒5%、炭化物中粒3%、焼土粒1% 
2層   10YR2/3   黒褐色土  ローム中粒・炭化物中粒3%、焼土粒1% 
3層   10YR3/3   暗褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒1% 
4層   10YR3/4   暗褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒1% 
Ｐｉｔ３ 
1層   5YR4/8    赤褐色土 ローム粒・焼土粒1％ 
2層   10YR1.7/1 黒色土          ローム粒・炭化物粒・焼土粒3％ 
3層   10YR4/4   褐色土          ローム大魂斑状、焼土大粒・炭化物粒1％ 
4層   10YR3/4   暗褐色土 炭化物粒3％、ローム大粒2％ 
5層   10YR4/6   褐色土          炭化物粒5％、ローム粒1％ 
6層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 ローム粒・焼土粒2％ 
 
カマド 
1層  10YR3/4  暗褐色土         赤褐色焼土粒・中粒12%、ローム粒・ 
   中粒7%、白色粘土粒5%、炭化物粒3% 
2層   7.5YR4/4  褐色粘土 赤褐色焼土粒5% 
3層   10YR4/6   褐色土          赤褐色焼土中塊25% 
4層   10YR5/3   鈍い黄褐色粘土 橙色焼土粒7%、炭化物粒3% 
5層   10YR2/3   黒褐色土 ローム7%狭在 
6層   7.5YR5/8  明褐色焼土魂 褐色土10% 
7層   10YR2/2   黒褐色土 明褐色焼土粒・中粒12%、ローム中粒

5%、炭化物粒・大塊3% 
8層   10YR4/6   褐色土          赤褐色焼土粒・中粒10%、白色粘土粒斑

状7%、炭化物粒・ローム粒3% 
9層   10YR2/3   黒褐色土  ローム粒5% 
10層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒・中粒7% 
11a層7.5YR4/4  褐色土          明赤褐色焼土中粒5% 
11b層7.5YR4/6  褐色土          ローム粒5%、明赤褐色焼土中粒3% 
12a層10YR5/4 鈍い黄褐色土 灰白粘土中塊10%、ローム粒5%、明赤

褐色焼土中粒3% 
12b層10YR4/3 鈍い黄褐色土 ローム大粒5%、炭化物粒3% 
13層  5YR5/8    明赤褐色焼土 
14層  7.5YR4/6  褐色土主体  明赤褐色焼土中粒3％、ローム粒5％ 
15層  10YR3/3   暗褐色土  ローム大塊10% 
16層  7.5YR4/6  褐色土  褐色土40%、明赤褐色焼土粒5%、灰白

粘土中粒・黄褐色ローム粒3% 
17層  7.5YR4/6  褐色土          赤褐色大塊15%、暗褐色大粒5% 
18層  10YR3/4   暗褐色土  ローム中粒10%、黒色土中粒3% 
19層  10YR4/6   褐色土          ローム中粒7%、明赤褐色焼土3%

床下土坑 
1層   10YR3/2   黒褐色土         ローム大粒30%・中粒10%、黒色土中粒7%、鈍い黄橙色粘土大粒5% 
2層   10YR2/3   黒褐色土         ローム大粒15%、ローム粒7% 
貼床   10YR3/4   暗褐色土      ローム大粒7%、ローム粒5% 
ピット5堆積土 10YR4/4   褐色土    暗褐色大塊10%、ローム中粒・粒7%

土坑１ 
3層  10YR3/2  黒褐色土 
ローム中粒5%、炭化物大粒3%、焼土粒1% 
4層  10YR2/3  黒褐色土 
ローム中粒10%、炭化物大粒5%、焼土粒3% 
5層  10YR4/6  褐色土 
ローム大粒斑状10%、炭化物大粒3%

炭化材・焼土・白頭山火山灰出土状況 

遺物出土状況 
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1

カマド煙道 

第Ｅ２７号竪穴住居跡 
1層   10YR2/2   黒褐色土 ローム中粒5%、炭化物粒2% 
2層   10YR2/3 黒褐色土 火山灰20%部分的に濃集、ローム中粒2%斑状、

炭化物粒1% 
3a層  10YR3/2   黒褐色土 ローム大塊・ローム大粒15%、炭化物中粒5%、

火山灰2%濃集 
3b層 10YR3/2   黒褐色土 ローム中粒5%斑状、炭化物大粒2%、焼土中

粒1%未満 
3c層 10YR2/3   黒褐色土 粘土大粒濃集、ローム大粒5%斑状、炭化物中粒2% 
4層   10YR4/4   褐色土          ローム大塊・大粒15%、粘土大塊・中粒2%、

炭化物大粒2% 
5層   10YR3/3   暗褐色土    ローム塊・中粒20%、粘土塊1% 
6層   10YR3/4   暗褐色土     ローム中粒3%斑状、粘土中塊・炭化物大粒2% 
7層   10YR4/4   褐色土          ローム粒2%斑状、炭化物粒1%、しまりなし 
8層   10YR2/3   黒褐色土    ローム中塊・ローム大粒5%斑状 
9層   10YR5/6   黄褐色土    ローム中粒5%、炭化物粒・焼土粒・粘土中塊3% 
ＰＩＴ１ 
1層   10YR2/3   黒褐色土     ローム中粒5%、焼土粒3%、炭化物粒2% 
ＰＩＴ２ 
1層   10YR3/3   暗褐色土     ローム中粒・焼土粒5%、炭化物粒2% 
ＰＩＴ３ 
1層   10YR2/2   黒褐色土    ローム粒3%、炭化物粒・粘土粒2% 
Ｐｉｔ４ 
1層   10YR4/6   褐色土          ローム中粒3% 
LB   10YR6/6   明黄褐色土 ローム中粒2% 
粘土 10YR6/4  鈍い黄橙色土 
Ｐｉｔ5 
1層   10YR5/6  黄褐色土 粘土粒3%、ローム粒・焼土粒2%

カマド 
1層   10YR2/2   黒褐色土         ローム塊・ローム中粒5% 
2層   10YR2/3   黒褐色土         ローム大塊20%、ローム中粒5%、火山灰2%濃集 
3層   10YR3/2   黒褐色土         ローム大粒3%斑状、炭化物中粒2%、粘土粒1% 
4層   10YR4/4   褐色土          ローム大粒10%斑状、炭化物大粒5%濃集 
5層   10YR3/3   暗褐色土         黒褐色土30%、ローム粒2%斑状 
6層   10YR3/3   暗褐色土         火山灰20%濃集、ローム粒2%斑状、炭化物塊1% 
7層   10YR6/4   鈍い黄橙色土 暗褐色土10%濃集 
8層   10YR5/4   鈍い黄褐色土  暗褐色土10%濃集、焼土中粒5%、ローム中粒2%斑状 
9層   10YR2/2   黒褐色土         ローム塊・焼土中粒・ローム中粒1%斑状 
10層 10YR3/2   黒褐色土         粘土大塊・ローム中粒2%斑状 
11層 10YR3/3   暗褐色土         焼土中粒5%、ローム中粒2%斑状 
12層 10YR5/4   鈍い黄褐色土 褐色土20%濃集、焼土大粒5%、ローム中粒2%斑状 
13層 10YR3/2   黒褐色土         粘土中塊10%、焼土塊・ローム中粒5%斑状、炭化物粒1% 
14層 10YR2/1   黒色土          ローム中粒2%、炭化物中粒1%、斑状 
15層 5YR5/6    明赤褐色粘土 鈍い赤褐色焼土15%上方に層状 
16層 10YR3/3   暗褐色土         粘土粒・粘土中塊・ローム中粒5%斑状 
17層 10YR2/3   黒褐色土         黒色土・炭化物中塊5%濃集、焼土中粒2%、ローム中粒1%斑状 
18層 5YR5/8    明赤褐色土 暗褐色土2%斑状 
19層 10YR3/2   黒褐色土         粘土粒5%斑状 
20層 2.5YR4/6  赤褐色焼土   黒色土5% 
21層 2.5YR4/6  赤褐色 
22層 2.5YR5/8  明赤褐色         黄橙色土上方層状、褐色土斑状、硬い 
23層 2.5YR4/4  鈍い赤褐色  炭化物粒1%、 
24層 10YR5/4   鈍い黄褐色土 炭化物粒・ローム粒・焼土粒1% 
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弟 検出瑣描と燐物

第 E27号竪穴住居跡（図l14-ll6) 

」位置・確認、Ji近野遺跡V」

層上面で確認したっ

「平血形・規模1

で第17号竪穴住居跡とされたものである。 E Q・R -207に位置し、

起伏にはローム土を貼り、平坦にしている 3

9柱穴］）未血から検出されたピットで柱穴と各えられるものはPit5である。

N 

乎面形は長方形で、南北壁は4.03m、東内罹は3.23mである。北壁に大きく削平を受

けている。床面積は約12.6rrl である。主軸方向は ~-131°- Eである e

五魯・床面］壁は床面から直線的に立ち上がる。壁高は26~70cmである。床面は、地山面で、若干の

-@  

［カマド］住居跡内壁の中央よりもやや西側に位置する半地ド式のカマドである c

粘土が崩落した状態で、側出祁．燻道部・カマド両袖・ 燃焼部が検出され、

カマドの規模は、長軸2.llm、短軸最大76cm、燒道から燃焼部にかけて

崩蕗した白色料士が検出されており、白色粘士がカマド全体を覆っていたと号えられる c

がほほ完形で出上している。

床面上に白色粘土のみで構築されており、

形で、長軸43cm程であり、

カマド上部の白色

カマドに設置していた甕

カマド袖は

両袖の長さは79・91cm、輻 8-18cmである。燃焼部は不整

火床面はやや窪んだl皿状であるっ支脚は確認できなかったc 燻道部は、燃

□

)

 

l
¥
 

□-
こご戸一

一てy-

焼部から緩やかに立ち上がり、飩出部でやや平坦になる。底面に起伏はなく、壁は底面から直線的に

立ちヒかる。 9剛出部の底向は棚道部と連続して構築されており、

確認できなかった。確認面では、白頭山火山灰がブロック状に検出されている。

Pit 4は床面下の南陛と酉殴の隅で検出され、長軸約 lmの楕円形状をしている。

t面で検出されたような粘士範囲は

［その他］

［堆積土：堆積上上部に白頭山降下火山灰が、下部では賠褐色上主体の土がレンズ状に堆栢している。

し出十逍物］）禾向から完形に近い状態の士師器が出士しているっ出十量は堆積七からが最も多い。接

合状況をみると、堆積士と床而・床直出土遺物が接合している。器種は、 nil・ 杯・甕があり、甕が主

間は 3層から 1個休分、広はほほ堆積土中から出士している。 1は灯明冊であろc 甕は休を占める。

床面やカマド周辺から完形に近い状態で出士している。規模は中邸．）ぐりがあり、

量が多い。

器形が異なるものである c 床面から砥石 3点 (19・21・22)、推積土から敲き石

マドから流動沖 l点29.8gを含む 4点、計152.7gが出土している e このほか、

カマド堆積土から嬰塩士器 1点、床下土坑 1層から士玉、

積土から出上している。土師器甕口縁部 1点について珪藻分析を行った

掘立柱部

PIT 1 ~ 3は住居外で、南壁に沿って3個のピットが等間隔で並んでいる。

築された掘立杵の杵穴とすれば、

［時期］ 本遣構の時期は、

とくに大刑の出＿十→

これらの売は胎土が非常に緻密で、成形が非常に丁寧であり、胴部に 1~L5cmの細い輪

積み痕か残るものが多いのまた、器形は肩卜半に膨らみがあり底径が小さくなるもので、長胴形とは

(20)・ 加工痕のある礫

片・台石片 l息．靡り面のある礫片が畠tした。鉄滓は床佃から出七した椀形鍛冶滓 2息107g、

3層中から土鈴が 1点、

スサを多量に含んだ焼成粘土塊がカマド堆

（第 3亭第 5節） C

ヵ

PIT 1 ~ 3が住居外に構

PIT 3とPit5を結んだ軸線が桁及ひ梁になる Iり能性がある。

出士遺物から 9世紀後半以降、白頃山降下火山灰が上位に雌積しているこ

とから 10批杞前葉以前と考えられる。 （坂本）
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第Ｅ３１号竪穴住居跡 
1層  10YR4/4   褐色土 ローム中粒・中塊15%、浮石粒・中粒

7% 、炭化物粒・灰色粘土中塊5% 
2層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒・中塊10%、灰白色粘土中塊

7%、炭化物粒・炭化物中粒・浮石粒5% 
3層  10YR3/2   黒褐色土 ローム粒10%、炭化物中粒5%、浮石粒3% 
4層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒・中粒・大塊15%、灰白色粘

土10%、炭化物粒・浮石粒7% 
5層  10YR3/3   暗褐色土 ローム粒・中塊15%、炭化物中粒・ 
   浮石中粒10% 
6層  10YR3/2   黒褐色土 ローム粒・塊5%、炭化物粒・浮石粒3% 
7層  10YR4/4   褐色土 ローム塊・中塊30%、浮石粒・中粒

15%、灰白色粘土塊5% 
8層  10YR3/2   黒褐色土 ローム粒・中塊・大塊25%、浮石粒5%、

炭化物中粒3% 
9層  10YR3/2   黒褐色土 ローム粒・中塊・大塊15%、灰白色 
   粘土粒・中塊15%、浮石中粒5% 
10層 10YR4/6 褐色土 ローム粒・中塊15%、灰白色粘土粒  
  ・大塊15% 
11層 10YR4/6   褐色土 粘土大塊40%、明褐色ローム大塊30%、 
  暗褐色土大塊15% 
12層 10YR3/2   黒褐色土 ローム粒5%、炭化物粒7% 
Ｐｉｔ１ 
1層  10YR4/6   褐色土 ローム主体、浮石粒微量 
Ｐｉｔ２ 
1層  10YR5/8   黄褐色土 ローム主体土、粘土大塊15% 
Ｐｉｔ３ 
1層  10YR4/6   褐色土  ローム大塊15%、粘土大塊10% 
Ｐｉｔ４ 
1層  10YR5/8   黄褐色土  ローム中粒10% 
 

カマド 
1層  7.5YR4/6  褐色粘土層 ローム粒7%、炭化物粒3% 
2層  7.5YR3/2  黒褐色土         被熱粘土天井部 
3層  10YR4/3   鈍い黄褐色土 粘土層、煙道部 
4層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒10%、炭化物粒5%、浮石粒3% 
5層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒3% 
6層  10YR4/6   褐色粘土層 暗褐色土塊5%

7層   10YR4/4   褐色土          灰白色粘土粒・中塊15%、ローム粒・中粒10%、焼土粒7%、炭化物粒3% 
8層   10YR4/6   褐色粘土層     焼土粒15%、炭化物粒・塊5%、火床面 
9層   10YR3/3   暗褐色土         被熱黒褐色土中塊30%、ローム粒3% 
10層  10YR4/3   鈍い黄褐色土 被熱黒褐色土中塊60% 
11層  10YR3/4   暗褐色土         炭化物中粒・ローム中粒3% 
12層  10YR3/3   暗褐色土         ローム大塊50% 
13層  10YR4/6   褐色土          ローム主体土、粘土大塊15%、貼床 
14層  10YR4/4   褐色土 
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近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

第 E31号竪穴住居跡（図117・ll8)

」位置・確認］調査区中央部のFD・E -207・208に位置する。 W層上面で確認した。

［平面形・規模〕平面形は南北にやや艮い長方形で、規模は南北3.75m、東西3.10mである 床囲桔は

10.9mである c 主軸力位はN-126°-Eである。

]壁・床而］残存する壁高は東壁が29~37cm、西壁が51 へ 68cm、北壁が40cm、南壁が53cm~6lcmであ

る。床面は平坦で略緻である 0 11・12層は黄渇色上を±1本とする貼り床の推積上である。

［壁溝］床面検出時に南西壁を除き壁溝が巡るのを確認したが、掘り方を精在した結屎、全周するこ

とが判った。輻 6~10cm、深さ 2~12cmである。掘り方で検出した溝の輻は 8~ 18cm、深さは南西壁

で13~16cm、北西壁で 2- 9cmである。

［杜穴］床面から 1個、掘り方から 5個のピットを検出した，へ深さは 2~Hemである。やや浅いもの

のPit1・3・6が主柱を構成すると考えられるが、酉壁隅では検出されなかった。

しカマド」南東壁の南隅近くで検出した。遺存状況は艮好で確認の段陪で燃焼部上面から遣物が出士

している。カマド本体は白色粘土を主体につくられているが、両袖にそれぞれ楕円形の礫を芯材とし

ている。燃焼部は幅81cm、奥行き 68cmで、手前に長軸40cm、短軸38cmのはば円形の火床面がみられる。

煙道部は半地下式で、壁付近でやや亜直に上がるが、住居跡外へ1.4mほど緩やかに立ち上がるこ

し班積土」 12層に分層した。 10層までが堆積十で黒桐色十を主体とする。 2層以下はローム粒を多く

含み、灰白色粘土粒や炭化物を多く含むことから、人為的堆積の可能性が高い。

［出士遺物］土師器は甕 (1) を主体として, llll, 杯などが出土しているが、量は少ない。殷塩土器 4

点、焼成粘上塊が出土している。製塩上器底祁 1、点について珪藻分析を行った（第 3章第 5飴）。鉄

滓は 3層から椀形緞治滓 1点が出士している C)禾向から小型の石皿 1息 (4)が出士した。このほか、

カマド袖の芯材に安山岩の円礫が使用されている。

［時期］本遣構の肋期は、出土遺物から '9但紀後葉~10枇紀前業であると考えられる、こ （伊藤）

@ 

x
l
 第 E33号竪穴住居跡（図119)

［位置・確認] FI・J-215・216に位置する C 1v屑りヒ面で検出し、大部分が削平されている。

［平面形・規模〗南北壁は6.34m、東四壁は残存部が最大l.6lrn で、平面形は不明であるが、方形と息

われる。残存する I未面積は9」団である c 主軸ガ向は N-110°-Eである。

：壁・床面］住居の床面は検出時に掘り過ぎており、正確には不明であるが、掘り方に起伏があるこ

とから、 1-3層の推積士を充坦し、床面を構築したと思われる（：墜はほとんど検出されなかった。

直溝］陪溝はカマドの南側で検出されている。輻約25cm、深さ約12cmで、黄褐色上主体の土が堆積

している。

［柱穴］床面から 2個のピットを検出した。平而形は隅丸長方形で、深さ50cm程度であり、主柱穴と

考えられる＾堆積士は褐色士主1本で、杵抜き取り後に埋め戻された可能袢があるc

［カマド］東壁側の中央からやや南側で焼士と白色粘士の広がりを確認したc 悟道部及び腫出部は検

出されなかった。燃焼部と考えられる焼七範囲は65x 38cmの不整形で、中央がやや窪んでいる。カマ

ド袖と考えられる白色粘土範囲は、燃焼部の両脇に広がっており、幅約20cm、厚さ約 2- 3 cmである。

9雌積土7床面直上の検出で、ロームブロックを混入する黄褐色士主休である c
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第Ｅ３３号竪穴住居跡 
1層   10YR3/4   暗褐色土   ローム塊・中塊25%斑状、炭化物粒3%、浮石粒・火山灰(Toーa)1% 
2層   10YR4/6   褐色土          ローム中塊50%、炭化物粒30%、浮石粒1% 
3層   10YR4/6   褐色土          ローム中塊50%、浮石粒1% 
カマド 
1層   10YR4/4   褐色土          焼土大塊10%、ローム粒7%、焼土中粒5% 
2層   10YR4/6   褐色土          ローム大塊5% 
3層   10YR4/6   褐色土          ローム中塊3% 
4層   10YR4/6   褐色土          ローム粒10%、焼土塊7%、ローム大塊5% 
5層   10YR5/8   明褐色土    焼土主体、ローム粒3% 
6層   10YR4/6   褐色土          ローム大塊60%、焼土粒微量 
7層   10YR6/8   明黄褐色土 ローム粒2% 
8層   10YR4/6   褐色土          ローム大塊5% 
9層   10YR6/8   明黄褐色土  ローム主体 
10層  10YR7/8  黄橙色土    ローム主体 
 

袖1層  5YR4/8    赤褐色土         ローム粒・焼土粒3% 
袖2層  10YR5/4  鈍い黄褐色土 火山灰土主体、焼土粒2% 
壁溝 
1層   10YR3/4  暗褐色土         炭化物粒・ローム粒微量 
2層   10YR6/8  明黄褐色土 
3層   10YR4/6  褐色土          暗褐色土の混合土、ローム粒微量 
Ｐｉｔ１ 
1層   10YR3/3  暗褐色土         ローム粒微量 
2層   10YR4/6  褐色土          粘土大塊10% 
3層   10YR4/6  褐色土          黒褐色土の混合土 
4層   10YR4/6  褐色土 
5層   10YR4/4  褐色土 
Ｐｉｔ２ 
1層   10YR3/4  暗褐色土         炭化物粒2%、ローム中塊 
2層   10YR4/4  褐色土          鈍い黄褐色土との混合土、炭化物粒・ローム粒3%、ローム大塊 
3層   10YR5/6  黄褐色土         ローム粒2% 
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第E35号竪穴住居跡 
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第Ｅ３５号竪穴住居跡 
1層   10YR2/2   黒褐色土     ローム中塊10%、炭化物中粒3%、浮石粒1% 
2層   10YR4/2   灰黄褐色土 ローム30%、炭化物中粒・浮石中粒1% 
3層   10YR5/8   黄褐色土         炭化物粒1% 
カマド 
1層   10YR6/3   鈍い橙色土 火山灰粒2% 
2層   10YR5/6   黄褐色土         火山灰粒3% 
3層   10YR4/6   褐色土          ローム塊斑状 
4層   10YR4/6   褐色土          ローム粒・炭化物粒1% 
5層   10YR5/6   黄褐色土       炭化物粒・焼土中粒2%、ローム粒1% 
6層   10YR3/4   暗褐色土         ローム塊50%斑状 
7層   10YR2/3   黒褐色土         ローム塊斑状、浮石粒・炭化物粒1% 
8層   5YR4/8    赤褐色土         ローム粒1% 
9層   5YR4/4    鈍い赤褐色土  炭化物粒1%、暗赤褐色土濃集 
10層  5YR3/2    暗赤褐色土    火山灰粒10% 
11層  5YR2/3    極暗赤褐色土 炭化物粒・ローム粒1% 
12層  10YR4/6   褐色土          ローム中粒2%、炭化物粒1% 
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図118 第E31号竪穴住居跡 (2)

頂士遺物］炭化材を検出した付近やカマド付近の堆積土から少量の渦・土帥器杯・甕が出土した。

杯は 3個休分出上し、うち 1点は内而に黒色処理・ミガキ調整をしている (1)。 2は「＋」の墨書

が見られる一，甕は中型 2個休・大型 1個休分が出十した。

9時期］本遺構の時期は、出士遺物から 9旧紀後半と考えられるっ

第 E35号竪穴住居跡（図120)

：位置・確認] FM  -212に位置し、 W屈口面で確認した。

［平面形・規模］平面形はほば方形で、南西殿2.5m、南東噸2.2m、北東隈、 2.36m、北西檄1.96mで

あな床面積は約4.3rrlである。主軸方向はN-140°-Eである。

「壁・床向］カマドの火／米向が最も寓く、ここから北西側に向かって緩やかに傾斜している。貼床は

黒褐色土を主体としたロームブロソクが混じる。掘り力は北西側が起伏も人きいc

〔柱穴］検出できなかった。

［カマド］南東賠隅で白色粘±範囲を確認し、その直下から径40cm程の焼士純囲を検出した。これは

カマド火床向、白色粘t範圃はカマド崩落粘＿七と考えられる C カマド袖．悼道部・悼出部は検州でぎ

なかった。

［雌積土］患褐色土主体の堆積土であるが、その間に黄褐色士主休の土が推積しているr

：出上遣物］なし

「時期］本遣構の時期は不明だが、住居跡の主軸ガ向が他の住居跡とほぽ同じであることやカマドの

位置も共通することから、平安時代の可能性が翡い。 （坂本）
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第Ｅ３６号竪穴住居跡 
1層   10YR2/2  黒褐色土  白粘土大塊7%、ローム粒5%、炭化物粒・浮石粒微量 
2層   10YR2/3  黒褐色土 白粘土大塊15%、ローム粒5%、ローム中粒・炭化 
  物粒3%、炭化物中塊1% 
3層   10YR2/3  黒褐色土  ローム粒5%、炭化物粒微量 
4層   10YR3/2  黒褐色土   ローム粒10%、ローム中粒3%、炭化物粒・浮石粒微量 
5層   10YR3/3  暗褐色土  ローム粒3%、ローム中粒2%、炭化物中粒1% 
6層   10YR2/3  黒褐色土  ローム中粒3%、炭化物中粒2%、ローム大塊・焼土粒微量 
7層   10YR3/4  暗褐色土  ローム中粒70%、、褐灰色土3%、炭化物中塊・粒 
  2%、粘土中粒微量 
8層   10YR2/1  黒色土    炭化物大塊50%、ローム粒7%、焼土塊2% 
9a層  10YR3/1  黒褐色土  ローム大塊20%、焼土中塊1%、粘土塊・炭化物粒微量 
9b層  10YR4/6  褐色土    ローム粒・赤褐色焼土粒15%濃集、ローム中塊10%、

ローム中塊7%、炭化物粒3% 
9c層  10YR3/4  暗褐色土   ローム大塊20%、炭化物中塊15%、ローム粒8%、

ローム中粒5%、赤褐色焼土粒3% 
10a層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒5%、炭化物大塊2% 
10b層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒2%、炭化物中塊微量 
11層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒3%、ローム中粒2%、炭化物粒・浮石粒微量 
12層  10YR3/3  暗褐色土 
13層  10YR3/4  暗褐色土 ローム粒3%、炭化物中塊1% 
14層  10YR2/2  黒褐色土   赤褐色土40%、火山灰30%、褐色土 
15層  10YR2/3  黒褐色土   ローム粒1% 
16層  10YR3/4  暗褐色土  ローム粒微量 
17a層 10YR4/6  褐色土 
17b層 10YR5/6  黄褐色土 
18層  10YR5/8  黄褐色土 
19層  10YR4/6  褐色土 
20層  10YR4/6  褐色土    粘土大塊2%、炭化物微量 
21層  7.5YR5/8 明褐色土 
22層  10YR4/6  褐色土 
23層  10YR5/8  黄褐色土 

カマド 
1層   5Y4/2     灰オリーブ色土 焼土粒5% 
2層   10YR4/4   褐色土          焼土塊5% 
3層   10YR4/3   鈍い褐色土        焼土塊1% 
4層   10YR3/3   暗褐色土         焼土粒2% 
5層   5YR6/6    橙色土 
6層   10YR4/2   灰黄褐色土        ローム粒2% 
7層   10YR6/4   鈍い黄橙色土 掘りすぎ 
8層   10YR6/4   鈍い黄橙色土 ローム質土、ローム粒7% 
9層   10YR4/3   鈍い黄褐色土  ローム粒5%、ローム質土 
10層  10YR7/6   明黄褐色土        ローム主体、煙道天井部の剥落土 
11層  10YR5/2   灰黄褐色土        ローム質土 
12層  10YR7/6   明黄褐色土        ローム主体、煙道天井部の崩落土 
13層  10YR5/3   鈍い黄褐色土 14層に比べローム質弱く、色調暗いローム粒3% 
14層  10YR4/2   灰黄褐色土        ローム塊2%、20層下でローム塊若干多い 
15層  5YR5/6    明赤褐色土        焼土とロームの混合土、焼土粒5% 
16層  10YR3/2   黒褐色土         上面焼土層、焼土粒3%、カマド使用時の煙道底面 
17層  10YR3/1   黒褐色土         炭化物粒・大塊3% 
18層  10YR3/2   黒褐色土         炭化物粒・大粒3% 
19層 5Y6/2     灰オリーブ色土 カマド構築粘土 
20層  2.5YR4/6  赤褐色土         焼土塊・大塊5% 
21層  7.5YR6/4  鈍い橙色土        ローム質、若干被熱 
22層  10YR3/1   黒褐色土         ローム粒1% 
23層  10YR6/6   明黄褐色土        ローム質土 
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第 E36号竪穴住居跡（図121・122)

」位置・確認］ F K・L -216・217に位置する。 w層上面、標高18.7m前後の平坦地で確認した。
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~ 
［重複］第 E52号竪穴住居跡と北咀培で重複し、本遺構が新しい3

「平血形・規模］北東角を攪乱で欠くものの、北Vり壁、南四壁ではそれぞれ3.4m、3.2mとなり、

かに南北方向に長い c 床而積は8.3rrlであるツ平而形は、ほぼ方形を呈しているが、南東壁はカマド

周辺を中心に最大で約20cm、丸く張り出す部分がある。上軸方向はN-116°-Eである。

わず

［壁・床面］壁は、床面から約20cmまでは、ほば垂直に立ち上がるが、それより上は、やや頼斜角度

を緩め外傾しながら立ち上がる。壁高は北西壁37-50cm、南東壁50cm、南西墜45cm、北東壁40cm前後

である。床面は、ほば全面でV層を掘り込み、黄褐色土、明褐色土、褐色土を充填することで、乎坦

に作出されているっ

〗壁溝］南西角を中心に、南酉墜の 1/2 、 一部で途切れるものの北酉壁の2/3の部分で確認できた c 床

向からの深さも一定しないが、最深部は6cm前後となる c また、南側末端部分は、壁から離れており、

単独のピソトとして独立して機能していた可能性がある。深さは6cmである。

［柱穴］床面から4個検出した。

カマド」南東壁巾央から、

ことから、

低差28cm) まで下降し、

Pitlが主柱穴と考えられ、

直径10cmの円形を呈し、深さは7cmである。

Pit 2・3も柱穴の叶能性がある。 P it4は

やや南側に位置する c 燃焼部、棚道部ともに比校的艮好な状態で遺存し

ていた。煙道部がトンネル状に掘り抜かれた地下式である。燃焼部は、焼土、カマド袖の—部と共に

十和田 a火山灰の堆積を確認し、その下位から検出した。柚は灰白色の粘土を用いて構築されている。

袖のカマド内側は、床面に対して約75゚ の角度をもって内傾し、被熱により赤褐色を呈する。構築に

伴う芯材の使用は確認できなかった。火）禾向は、直径約40cmで、 8cmほどの深さまで赤変が見られる。

この火床而ドから深さ 10cm程の掘り力を確認した。深さは、赤変が到達する深度と人きく変わらない

カマドの使用により落ち窪んだ火床而を補修することで形成された可能'11もある。煉道部

は、若十の損壊がみられるものの、天井部分も大きな崩落を免れて遺存していた C・k應道部分は、柏円

の縦断面形を呈し、最大輻は約40cmとなる。燃焼部から煙出孔にかげては約15゚ の角度で最深部（高

以降緩やかに、奥華到達後は、ほほ垂直に立ち卜＾がり頼出しに至る。煙出孔

は、壁から約60cm離れた場所に位置し、深さは73cmである。崩落による壁の損壊が原因か、頓道部で

は明瞭な被熱の痕跡が認められなかったc

：堆積土= 23層に分層した。 1層から18厨までが住居堆積土、 19屠から23層までが貼床土である。住居

跡中央部を中心に、床面に接する状態でブロック状の十租川 a火山灰を多く含む黒糊色土 (14層）が

堆積している。この上位からは9層中の焼上と、その周囲からは炭化材か検出されたc ここで確認さ

れた炭化材は、前述の火山灰を含む14層より上位に位置していることから、焼tと共に住居廃絶後、

埋没段階において廃棄されたものと考えられるし本住居と炭化材との肛接的な関連は不明である 0

［出士遺物］床・床面直上・カマト、．堆積士から出士し、堆積士が主体である。士帥器沐．甕に加え、

堆積士から砥石 1点 (13)・敲き石 1点の破片、士£(床面） 1点、製塩士辟 1点、士師質特殊遣物

といった士製品、焼成粘士塊 (12他）、鉄閉連遺物が出七している。遣物出士状況で特筆するものは、

住居中央からやや南側の床面直上で、 14層に混人する十和田 a火山）火を直接披った状態の甕 (5・7)

／ 
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口ー
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ー(II¥lIIーロ〔
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ーニ茫三

ロ

ど

1m 

の出土である。 しかし、 14層は直接床面に接して堆積するため、床面出土遣物には、 14層推積以前

第121固
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図122 第 E36号竪穴住居跡 (2)

に廃棄されたものと、 14層址積時に混人して埋没したものが混在している。

全てが、前述の甕のように火山灰との前後関係を把捏できる良好な状態で出土していないことを付記

しておく。

第 If期

士師器外はロクロ成形のものが出土した。 このうち、内面黒色処理・ミガキ調整を行い、

底部周辺にケズリのある古手の杯が 2個体分出土している。甕は出上した上師器全体の主体を占め、

中堕・大邸甕が出七している。ほとんどは中堕甕である。鉄滓は堆積十．中から椀形鍛冶坪3点1093.9g、

流動汗 2点28.6gを含む 7点、丘tll57.2gか出土した。

［時期］本遣構の時期は、出士遣物や十和田 a陥下火山灰堆積状況から、

ある c

第 E39号竪穴住居跡（図123-126)

［位置・確認］ F K・L -214に位置し、

1拡張後）

このため床圃出士遺物の

9世紀後半-10世紀初頭で

（荒谷）

w層上面で確認したハ標高約19mの平坦地で確認された住居

跡であり、四壁以外は拡張している。記載は、拡張後を第 II期、拡張前を第 I期に分けて行う。

［重複］拡張後の住居跡が第 E40号竪穴住居跡と重複し、本遣構が新しい c

［平面形・規模］平面形はほぼ方形で、西壁,1.97m、北壁5.02mである。床面積は約22.?mである。

［嘩・床血］拡張した部分のみ掘り方を持ち、

から直線的に立ち上がるつ壁高は31~48cmである。主軸方向は N-145°-Eである。

［墜溝〕北墜と東睾の隅・北墜と西墜の阻・南僻の一部に破溝が確認できたっ長さ lm前後、輻 7~

22cm、深さ 4~ 12cmで、掘り方が明賑でないことや、壁板の痕跡かみられないことから、壁板を抜き

取り後に埋め戻した可能性があるし

［柱穴〕本住届跡の床面を検出した段階で、

つ キっ,~0 

裕した状態で、

色の灰？の堆積が確認された。

［堆積土］

ロームプロック主体の土で床を貼っている。破は床面

ピット 3個が検出された。柱穴と考えられるものはなか

Pit 1はやや浅いピットで、白色粘上塊が混入している。 Pit3はカマドの左で検出されたが、

深さ約 6cmと浅い。南壁中央の壁際で検出されたピットは深さ 15cmで、対になるピットは検出できな

かった c

［カマド］東噌の中央からやや南側に位置する半地ド式のカマドである，つ

カマド袖は土師船甕を芯材とした白色

料士で構築され、住居壁外に延びている，規松は両袖の長さ92・100cm、輻10-30cmである。火床面

は70x 57cmの不整楕円形である。燻追祁は幅48cmで、崩沿した白色粘土塊が堆積し、底面には起伏が

カマドの規桧は長軸 2.2m、短軸最大幅90cm、

みられる。

［その他］ カマド性/l'i部の主軸方向延長上に輪状に被熱した遺構が検出された。内部には灰？と息わ

れる推積もみられる。本住居跡には鉄梓が多く出十していることや、カマドの延長上にある構造から、

鍛冶に関連する遺構として調査を行った。平面形は楕円形で、規模は64x 28cmである。煙畠部側の部

分は, 30 x 24cmの楕円形状に浅く窪んでいる。 これに隣接した南東側に前述した被熱した範囲や灰白

カマド燻出側はやや不明瞭な楕円形状で、規模は30x 22cmである。

の周辺は、面的に本逍構を検出するために全休的に掘り Fげたために掘りこみよりも低くなっている。

本来はどのような状態で使用されたかは不明である。内部を径15cm、深さ 9cm程掘りこんでおり、壁

而上はやや被熟し、底而は鍋底状である。雄積土内には粘ti:のある白色粘土粒のほかに焼士粒が混入

している。堆積十から採取した七壌サンプルより、粒状滓13個（写良129―③)

別・抽出した。以卜のことからも、鍛冶に関連した遣構である可能性が高いc

卜祁及び下部は賠褐色土主1本の堆積土で、 その間に黄褐色土主1本の土が堆積している。

の推積土は壁際及び住居中央付近で厚さ 10cm程推積しており、

は復元率が高い。描種は土師器小型土謡・ 杯

車 1点(17) が出士している。鉄滓は、椀形鍛冶滓 9点3758.9g (21・22)、

写真129―① • ②)、

カマド上部の白色粘土が崩

のほか、堆積士から台石片が 2点出士した c 鉄製晶は、）J子 2点 (18・19)、

の出土塁としては、重鼠、個数共に本調査区(E区）において最大となる。

こ

と鍛造剥片 l片を選

こ

人為雌積の可能性が高い。

［出士遣物］南壁と東壁の角・カマド固辺に逍物が集中しているこ床やカマド周辺の士師器・須恵器

広口壷．甕、須恵器小型壷・皿がみられ、

が最も多い，）杯は小ぶりである。甕は中型・大型が主体で、中型甕の 8・10はロクロ成形である) 10の

出土鼠は売

い緑は須恵器の器形を模倣しているようである c 大型甕は口緑部か比較的短いのが特徴で、 図小して

いないが、内面に黒色処刑した破片も出tした c 須恵器は小邸長頸壷片 (13)、皿(14・15)が出士して

いる -'15は外而にヘラ記号のような細いキズが見られ、内而は光沢があり、転用硯と考えられる 3 こ

)J装具 1点 (20)、紡錘

含鉄鉄滓 4点268.3g (23、

ガラス質滓 7点107.4gを含む31点、計4532.1gが出士している。単一遣構内から

この内、椀形鍛冶滓 1点

（第 3章第 6節No.1)、鉄翌 1点（第 3章第 6節No.3) については自然料学分析をおこなった。
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第Ｅ３９号竪穴住居跡 
1層   10YR2/1   黒色土      ローム粒10%、浮石粒・中粒5% 
2層   10YR2/3   黒褐色土         浮石粒・ローム粒・ローム中塊15%、炭化物 
   粒・中粒10%、焼土粒7% 
3層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒・中塊25%斑状、浮石粒・中粒10% 
4層   10YR4/6   褐色土          ローム中粒・大塊35%、浮石中粒10%、炭化物粒5% 
5層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒・中塊20%、灰白色粘土大塊10%、浮石粒 
   ・中粒5%、炭化物粒3% 
6層   10YR4/4   褐色土          ローム粒・中粒・中塊25%層下濃集、炭化物中粒 
   5%、浮石粒・焼土粒・焼土中粒3% 
7層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒15%、浮石粒・焼土粒3% 
8層   10YR3/4   暗褐色土         ローム中粒・中塊・大塊15%、炭化物中粒3% 
9層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒・中粒・中塊15%、浮石粒5%、炭化物粒3% 
10層  10YR3/4   暗褐色土         浮石粒3%、ローム粒・中塊2%、ローム粒斑状 
11層  10YR3/4   暗褐色土         焼土粒・中塊20%、ローム粒・中塊・大塊斑状15% 
12層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒・中塊8%、浮石粒・炭化物粒・焼土粒3% 
13層  10YR4/6   褐色ローム    ローム粒・中塊10%、炭化物粒3% 
14層  10YR5/8   黄褐色ローム ローム中粒・塊7%、炭化物粒5% 
15層  10YR4/6   褐色ローム    明黄褐色粘土中塊15%、炭化物粒10%、ローム中粒5% 
16層  10YR3/4   暗褐色ローム 明黄褐色粘土粒・中塊斑状に15%、炭化物粒10%、 
   ローム粒斑状7% 
17層  10YR6/6   明黄褐色粘土 ローム中粒・中～大塊30%、炭化物粒5% 
18層  10YR5/8   黄褐色粘土   ローム塊・中塊25% 
19層  10YR7/8   黄橙色ローム ローム粒斑状に10%、炭化物粒3% 
20層  10YR4/6   褐色土       ローム中粒・中塊20%、明粘土中塊15%、炭化物 
   粒10% 
21層  10YR5/8   黄褐色ローム 黒褐色土7% 
22層  10YR4/6   褐色ローム  ローム粒・中粒10%、明褐色粘土中～大塊8% 
23層 10YR6/8   明黄褐色ローム 炭化物粒3% 
24層 10YR5/6   黄褐色土         明褐色粘土中塊・大塊20%、ローム中塊15%、 
   炭化物粒3% 
 

Ｐｉｔ１ 
1層   10YR3/4   暗褐色土 ローム粒・中粒5%、焼土粒～大粒1%、炭化物粒1% 
2層   10YR5/8   黄褐色土 ローム塊中粒10%、灰白色粘土5%、焼土塊・中粒

3%、炭化物粒濃集 
3層   10YR6/8   明黄褐色土 炭化物粒1% 
4層   10YR8/2   灰白色粘土 鉄分暗褐色土3%、炭化物粒1% 
Ｐｉｔ３ 
1層   10YR4/6   褐色土 灰白色粘土中粒・大塊上方濃集15%、黄褐色ロー

ム粒10%、炭化物粒7% 
Ｐｉｔ２ 
1層   10YR4/4   褐色土 黄褐色ローム粒・中粒15%、灰白色粘土粒層下方

濃集10%、炭化物粒5% 
2層   10YR5/6   黄褐色ローム  ローム塊～中塊12%、赤褐色焼土粒3% 
第Ⅰ期カマド 
1層   5YR4/8    赤褐色焼土   ローム中塊10%、炭化物粒3% 
2層   7.5YR5/6  明褐色土         炭化物粒濃集、ローム中塊5% 
3層   10YR5/6   黄褐色ローム ローム塊～中塊12%、赤褐色焼土粒3%

第�期カマド 
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カマド 
1層   10YR6/6  明黄褐色ローム 灰白色粘土粒・大塊斑状に25%、浮石

粒・中粒15% 
2層   10YR3/4  暗褐色土         灰白色粘土粒斑状15%、ローム粒・中塊

10%、焼土粒5% 
3層   10YR3/2  黒褐色土         灰白色粘土粒斑状7%、ローム粒・ローム

中塊・焼土粒5% 
4層   10YR3/2 黒褐色土         ローム粒・ローム中粒15%、浮石粒・浮

石中粒・焼土粒・灰白色粘土中塊5%、炭
化物粒3% 

5層   10YR3/3 暗褐色土         灰白色粘土粒5%濃集、ローム粒・塊3% 
6層   10YR3/3 暗褐色土         ローム粒・ローム中塊・灰白色粘土粒

10%、焼土粒7%、炭化物粒・中粒5% 
7層   10YR3/2 黒褐色土         焼土粒・中粒10%、ローム粒・中塊7%、

浮石粒・中粒5%、炭化物粒3% 
8層   10YR3/4 暗褐色土         ローム粒・灰白色粘土粒10%、赤褐色焼

土粒7%、炭化物粒3% 
9層   10YR2/2 黒褐色土         ローム粒斑状に5% 
10層  10YR4/4 褐色土          灰白色粘土粒15%濃集、ローム粒・中粒

10%、焼土粒7%、炭化物粒5% 
11層  10YR3/2 黒褐色土         灰白色粘土粒斑状7%、ローム粒5%、焼土粒3% 
12層  10YR3/2 黒褐色土         ローム粒・中粒10%、焼土粒・中粒7% 
13層  10YR4/4 褐色土          焼土粒2％ 
14a層 10YR7/3 鈍い黄橙色粘土 褐色土・焼土粒10% 
14b層 10YR5/8 黄褐色ローム  焼土塊・中塊7%、灰白色粘土中塊5% 
15層  10YR4/6 褐色土          ローム粒・焼土粒・焼土中粒10%、灰白

色粘土粒5% 
16層  7.5YR4/4 褐色土          焼土粒・中塊15% 
17層  10YR4/6 褐色土          焼土粒10%、ローム粒・中塊5% 
18層  10YR3/4 暗褐色土         灰白色粘土粒斑状7%、焼土粒5%、ローム粒3% 
19層  2.5YR4/6 赤褐色焼土 
20層  10YR7/1 灰白色粘土 褐色土・焼土粒・焼土中塊10% 
21層  7.5YR4/4 褐色土          焼土粒・焼土中塊・灰白色粘土粒10%、

浮石粒5% 
22層  7.5YR4/4 褐色土          焼土粒・塊・中塊20%、浮石粒7%、炭化

物粒3% 
23層  7.5YR3/4 暗褐色土         焼土粒7%、炭化物粒・中粒5%、ローム

粒・浮石粒3% 
24層  7.5YR3/4 暗褐色土         ローム粒・ローム中塊・焼土粒・焼土中

塊7%、浮石中粒3% 
25層  10YR3/4 暗褐色土         灰白色粘土粒7%、焼土粒5% 
26層  10YR4/4 褐色土          灰白色粘土粒・塊10%、焼土粒3% 
27層  10YR5/4 鈍い黄褐色土 灰白色粘土粒・大塊20%、炭化物粒・焼土粒5% 
28層  10YR4/6 褐色土          焼土粒10%、ローム粒7%、炭化物粒5% 
29層  10YR4/6 褐色土          赤褐色焼土粒15%濃集、ローム中粒3% 
30層  7.5YR4/4 褐色粘土         赤褐色焼土粒斑状に10%、灰白色粘土粒5% 
31層  10YR7/4 鈍い黄橙色粘土 粘土・ローム粒・赤褐色焼土粒3% 
32層  10YR4/6 褐色土          灰白色粘土粒15%、ローム粒・赤褐色焼

土粒7%、ローム中塊・明赤褐色焼土粒5% 
33層  7.5YR4/4 褐色土          ローム粒・ローム中粒・ローム中塊・灰白

色粘土粒斑状12%、赤褐色焼土中粒・中塊7% 
34層  5YR4/8 赤褐色焼土 ローム粒5%、浮石粒3% 
35層  10YR5/6 黄褐色土         浮石粒5%、炭化物粒3% 
36層  10YR4/6 褐色土          ローム粒・中塊10% 
37層  10YR4/6 褐色土          ローム粒・中塊7%、炭化物粒5% 
38層  10YR2/1 黒色土          ローム粒5%、浮石粒3% 
39層  7.5YR4/4 褐色粘土         ローム粒・赤褐色焼土粒5% 
40層  7.5YR6/2 灰褐色粘土 焼けた褐色粘土塊15%、ローム粒・赤褐

色焼土粒3%

煙道先端 
1層   10YR2/3   黒褐色土    ローム粒10%、焼土粒5%、炭化物中粒3% 
2層   10YR3/2   黒褐色土   ローム大粒20%、灰白色粘土粒7%、ローム中粒5% 
3層   10YR3/3   暗褐色土    ローム粒20%、炭化物粒・焼土粒3% 
4層   10YR2/3   黒褐色土    ローム中粒15% 
5層   2.5YR3/3  暗赤褐色土 ローム粒10% 
6層   10YR3/3   暗褐色土   ローム粒10%、炭化物粒1% 
7層   10YR3/3   暗褐色土  ローム粒10%、炭化物中粒5%、焼土中粒1% 
8層   10YR3/3   暗褐色土 ローム中粒10% 
9層   10YR3/2   黒褐色土 ローム粒10%、焼土粒1% 
10層 10YR2/2   黒褐色土 
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カマド掘り方 

第Ｅ４０号竪穴住居跡 
1層   10YR2/3   黒褐色土         灰白色土粒10%、炭化粒1% 
2a層  10YR3/4   暗褐色土         中央部に黒色土濃集、ローム中粒～中塊10%、焼土 

 粒5%、炭化中粒3%、灰白土中塊 
2b層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒5%、焼土粒・炭化粒1% 
3層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒2%、焼土粒・炭化粒1% 
4a層  7.5YR2/3  極暗褐色土        ローム中粒～中塊10%、焼土中粒2%、炭化粒1% 
4b層  7.5YR2/3  極暗褐色土        ローム粒2%、焼土粒・炭化粒1% 
5層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒全体10% 
6a層  10YR4/4   褐色土          ローム中粒5%、炭化中粒・焼土粒1% 
6b層  7.5YR2/3  極暗褐色土        ローム粒7%、焼土粒1% 
7層   10YR3/4   暗褐色土         ローム中粒10%、焼土中粒～中塊7%、炭化粒1%、灰 
   白色土粒右端濃集 
8層   10YR2/2   黒褐色土         炭化粒20%、ローム中粒2%、焼土粒1% 
9層   10YR2/3   黒褐色土         ローム中粒・炭化粒1% 
10層  10YR3/4   暗褐色土         ローム中粒2% 
11層  7.5YR5/6  明褐色土         ローム粒～中粒50%、炭化粒2% 
12層  10YR5/8   黄褐色土         ローム粒60%、炭化粒2% 
13層  10YR4/4   褐色土          ローム粒下部濃集・焼土中粒～中塊10%、炭化粒2%、 
   灰白色土粒斑状 
14層  7.5YR6/8  橙色土          ローム塊～大塊60%、炭化粒2% 
カマド 
1層   7.5YR3/2  黒褐色土         炭化粒2%、ローム粒1% 
2層   7.5YR3/3  暗褐色土         ローム粒・中粒・焼土粒・炭化物1% 
3a層  10YR3/2   黒褐色土         ローム粒2%、炭化粒・焼土粒1% 
3b層  10YR3/2   黒褐色土         ローム中粒・焼土粒1% 
4層   10YR3/3   暗褐色土         ローム粒・焼土粒1% 
5a層  10YR4/2   灰黄褐色土        焼土中粒3%、ローム粒下部濃集・炭化粒2% 
5b層  10YR4/2   灰黄褐色土        ローム大粒1% 
6層   10YR4/4   褐色土          ローム粒10%、灰白土1% 
7層   10YR2/3   黒褐色土 
8層   7.5YR3/3  暗褐色土         ローム粒・焼土粒1% 
9a層  7.5YR4/2  灰褐色土         ローム中粒40%・炭化粒1% 
9b層  7.5YR4/4  褐色土          ローム粒中塊40%、炭化粒1%、鈍い赤褐色土上部 
10a層 10YR5/3   鈍い黄褐色粘土 褐色粘土3%中央濃集、焼土粒・炭化粒・ローム粒1% 
10b層 7.5YR4/6  褐色砂質粘土       焼土粒1%(10a層被熱) 
11層  10YR5/4   鈍い黄褐色砂質粘土 炭化粒1% 
12層  5YR4/4    鈍い赤褐色砂質粘土 鈍い褐色粘土中央濃集、焼土粒・炭化粒1% 
13層  10YR4/6   褐色土砂質粘土 炭化粒・焼土中粒1% 
14層  5YR3/2    暗赤褐色土        中央下部焼土中塊・上部鈍い黄褐色土2%、炭化粒1% 
15層  7.5YR3/3  暗褐色土         褐色粘土上部3%、焼土粒1% 
16層  7.5YR4/2  灰褐色土         炭化粒1% 
17層  7.5YR3/4  暗褐色土         上部鈍い赤褐色粘土2%、炭化粒・焼土粒1% 
18層  7.5YR3/3  暗褐色土         ローム粒・炭化粒1% 
19層  10YR2/2   黒褐色土         ローム粒・焼土中粒・炭化粒1% 
20層  2.5YR4/4  鈍い赤褐色土       ローム被熱 
21層  7.5YR4/3  褐色砂質粘土       炭化粒・焼土粒・灰色土層1% 
22a層 7.5YR4/4  褐色土          焼土中粒2％ 
22b層 7.5YR3/4  暗褐色土         ローム中塊上部3％、焼土粒1％ 
23層  7.5YR4/4  褐色土          埋戻し土 
24層  7.5YR5/8  明褐色土         炭化粒中粒・ローム粒5%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

分類別では、含鉄鉄滓のように出土か本住居跡に限られるものがあり、須恵器片が結合した滓 (24)

も出上している。羽口は、 6点2120.7g出上している。この内、カマドから出上した 3点について図

示した (25~27)。このほか製塩上器 (16他）、焼成粘 L塊 1点 (28) が出上しているc また、カマド

7層中からミニチュア上器 1点 (29) が出Lしている。

第 1期（拡張前）

［平面形・規模］平面形はほは方形で、囮壁3.96m、東壁ふ62m、床面積は約11直である。

［壁・床面］地山面を使用し、平坦である。壁は検出されなかった。

9壁溝］西壁の掘り力が不明な部分を除き、全周している。平伽形は方形に近いが、やや蛇行してお

り、壁溝の規模は、輻25-40cm、深さ 3~19cmである。

［杜穴］ピット 2個が検出された。 Pit2はやや浅く、焼土範囲付近の酔溝際で検出されたc このほか、

南壁溝内中央でピットが検出され、深さ 8cm程である。

しカマド」火）禾向と息われる焼t範囲を確認したし焼七範囲はほぼ円形で、径67cmであり、厚さ 2cm 

程被熱している。

［堆積土］床面は地山面を使用しているが、西壁の一音〖に掘り方が残存する。瑛溝は第 Il 期住居跡構

築時に把め戻されたと息われ、ロームブロック及び軽石質粘土ブロックの混合土である。

し時期］本逍構の肋期は、出十迫物から 9 但紀後葉~10懺紀中葉であると苓えられる。 （坂本）

第E40号竪穴住居跡（図127・128)

［位置・確認] F K・L -215・216に位置し、 W層上面で確認した。

し重複］第 E39号竪穴住居跡と北側で重複し、本逍構が古い。

［平而形・規模］南哀壁3.44m、南西壁2.76mで、北東壁の人半と北匝壁の一諮は残っていないが、平

而形は不柩な方形となるようである．残存床而積は8.8団ほどで、主軸方位は N-142°-Eである。

9壁・床面l壁高は南東壁 8-18r,m、南内壁ll-23r,m、北東壁 3- 9 r,m、北匝壁 8-23rm前後である。

床面にはやや凹凸があり、全体としてやや北西に傾斜している。貼床は地山の黄褐色土や橙色士を主

休として、炭化物粒が少量誕人している。

［柱穴］竪穴内の床面北半部でピ y 卜を 4個検出したが、主柱穴等は不り」である。

カマド］南東壁の中央から南両寄りに設置されている。カマド本体は地山の砂質粘士を主休に作ら

れているが、左袖は安山岩の礫を芯材としている。燃焼部の中央部には火床面がみられ、壁寄りに文

脚として利用した土師器甕 (4) が伏せてある。煙道部は半地下式の構造で、破辺から約1.0m外へ

延びている。

直積±l堆積士は暗褐色tと極賠褐色士を主体として、地山の七の他、焼士や炭化物粒が少贔混人

している。遺構の南西側を中心に、粘土と焼土のブロックが床面近くから出土したロ

［出士遺物］床面・カマド・堆積士等から、平安時代の士師器・姐恵器が少贔出士したで士師器は、

床面・カマドから坪．甕片、堆積士から甕片等が出士し、床面と堆積士から出士した同一個休の甕の

破片、カマドと堆積士から出tした同一個体の沐の破片等が接合した C 4は支脚として転用された士

師器甕で、接合僻で割って使われている u 須恵器は、堆桔土から湿の底部片が出土した。

~ 

’ 一三三ご―

2m 

三

1m 

9時期］本遣構の時期は、出土遺物から、 9世紀後葉-10世紀前葉と考えられる c （工藤）
又 又
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カマド内外遺物出土状況 
（堆積土出土含む） 

FM-216

第Ｅ４１号竪穴住居跡 
1層   10YR2/3   黒褐色土         暗褐色土・ローム塊大塊10%、ローム

中塊5%斑状、炭化物粒・焼土中粒1% 
2層   10YR3/4   暗褐色土         ローム塊大塊50%、褐色土25%、炭化

物中粒2%、焼土粒1% 
3層   10YR3/4   暗褐色土         ローム塊大塊10%、黒褐色土5%、炭化

物中粒1% 
4層   10YR3/4   暗褐色土         斑状にローム中粒10%、炭化物粒・黄

褐色粘土粒3% 
5層   10YR3/4   暗褐色土         ローム大塊10%、褐色土・炭化物中粒

5%、焼土中粒1% 
6層   10YR3/4   暗褐色土         ローム中粒10%、黄褐色土5%、黄褐色

粘土・炭化物粒1% 
7層   10YR2/3   黒褐色土         ローム塊大塊30%、ローム中粒10%、

炭化物中粒5% 
8層   10YR5/6   黄褐色粘土  鈍い粘土5%、炭化物粒3%、ローム粒1% 
9層   10YR4/4   褐色土          ローム粒10%、炭化物粒5% 
10層  10YR6/4   鈍い黄橙色土 ローム塊中塊30%、炭化物粒5%、暗赤

色土1% 
11層  10YR4/3   鈍い黄褐色土  ローム粒30% 
12層  10YR3/2   黒褐色土         炭化物粒・ローム中粒10% 
13層  7.5YR6/6  橙色ローム ローム中塊～大塊30%、炭化物粒7% 
14層  7.5YR4/4  褐色ローム しまりあり 
15層  7.5YR5/8  明褐色ローム 
16層  7.5YR5/6  明褐色ローム ローム中塊～大塊25%、赤褐色焼土

粒・炭化物粒7% 
カマド 
1層   10YR2/3   黒褐色土         灰黄褐色粘土・ローム中粒3%、ロー

ム粒・炭化物中粒2% 
2層   10YR4/4   褐色土          ローム粒・中粒7%、浮石粒5%、焼土粒3% 
3層   10YR4/4   褐色土          ローム粒・中塊5%、灰白色粘土塊 
4層   10YR5/4   鈍い黄褐色土 灰白色粘土粒30%、焼土粒・中粒10%、

炭化物粒3%、褐色土、粘土層 
5層   10YR4/6   褐色土          灰白色粘土粒25%、焼土粒5%、炭化物

粒・ローム粒3% 
6層   10YR4/4   褐色土          灰白色粘土粒斑状に20%、焼土粒7%、

ローム粒5% 
7層   10YR3/4   暗褐色土         焼土粒中塊10%、浮石粒3% 
8層   7.5YR6/4  鈍い橙色粘土 焼土粒・中塊15% 
9層   7.5YR4/4  褐色土          明褐色焼土塊 
10層  7.5YR4/4  褐色土          浮石粒・焼土粒10%、炭化物粒5% 
11層  7.5YR5/4  鈍い褐色土 粘土粒15%、明褐色焼土10% 
12層  7.5YR4/3  褐色土          焼土粒・中塊15%、ローム粒5%、炭化

物粒3%、灰白色粘土粒濃集 
13層  7.5YR5/8  明褐色土         焼土粒・中塊18% 
14層  7.5YR5/8  明褐色土         焼土粒・中塊25%、灰白色粘土粒5% 
15層  5YR4/8    赤褐色焼土 ローム粒・中塊7% 
16層  10YR3/3   暗褐色土         褐色土、赤褐色焼土粒・中粒15%、灰

白色粘土粒・中粒10%、ローム粒3% 
17層  2.5YR4/6  赤褐色焼土 ローム中塊10%、灰白色粘土中塊3% 
18層  5YR5/8    明赤褐色焼土  灰白色粘土粒5% 
19層  5YR4/4    鈍い赤褐色土 赤褐色焼土粒・中粒15%、ローム粒3% 
20層  5YR5/8    明赤褐色土 被熱粘土、灰白色粘土粒斑状10% 
21層  10YR5/4   鈍い黄褐色粘土 炭化物粒・焼土粒5% 
22層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒10%、炭化物中粒7%、浮石中

粒5%、焼土中粒3% 
23層  10YR3/4   暗褐色土         焼土粒10%、ローム中塊5% 
24層  10YR3/4   暗褐色土         暗褐色土、ローム粒・中粒・中塊15%、

赤褐色焼土粒7% 
25層  7.5YR4/6  褐色土 
26層  10YR4/4   褐色土          ローム粒・ローム中塊・灰白色粘土

粒15% 
Ｐｉｔ１ 
1層   7.5YR5/6  明褐色ローム 炭化物粒7% 
ＰＩＴ１ 
1層   10YR3/4   暗褐色土         ローム粒・中粒17%、明褐色焼土粒・

炭化物粒5% 
2層   10YR4/4   褐色土 
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図128 第E40号竪穴住居跡 (2)

x 

第 E41号竪穴住居跡（図129・130)

]位置・確認〗「近野遺跡 v~ で第 8号竪穴住居跡とされた1主居跡である。 FM-214・215に位置し、

IV層ヒ面で確認した。

重複］第 E123・124号土坑と重複し、本遣構が新しい。

［平面形・規模］平面形はほぱ方形で、東増 4m、西壁3.85m、南増3.75m、北増3.6m、床面積は約

12.3mであな主軸方向はN-123°-Eである。

「壁・床向］）禾面全体を軽石質粘士層 (V層）まで掘り込み、ローム士と V層の混合士を人れて平担

にし、床血としている。調介時に一部掘り方まで床訓を掘り下げてしまっていな壁は床向から直線

的に立ち上がる c 壁高は53-・74cmである。

直溝］カマドの右側、東様の一部を除いて樅溝か検出された。輻12-20cm、深さ 6-17cmで黒褐色

士主体の堆積士である。

万穴］床面から 3個のピットが検出された c いずれのピットも東壁にほほ扱して検出されている J

径30-40cm、深さ最大16cmである。杵穴配置は不期であるヘ

：ヵマド］東壁の中央よりも若下南側に位附する半地下式のカマドである。カマド上部の白色粘土が

崩落した状態で、蝉逍部・カマド向袖・燃焼部が検出されている。カマドの規模は、長軸1.4m、知

軸最大1.06m、カマド袖は向袖とも白色粘土を使用しているが、とくに左袖の一部では土師悩片・礫

を芯材とし、白色粘土で構築している。規模は両袖とも長さ1.17・1.31m、輻14-・36cmである C とく

1c1 
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に火）木血は不整杉で、長軸51cm程、最大）辰さ 5cm程被熱しているぐ支脚は確忍できなかった。煙道部

は、火床面から緩やかに立ち上がり、被熟した粘上ブロックが堆積している c 底面に起伏はないが、

陪の立ち上がりには起伏が見られる。

「堆積」:iロームブロックを混入した陪褐色」:主体の上か厚く址積しており、人為雌積の可能性がある。

]出上逍物］雌積上ド位を主休とし、カマド付近の床面から遣物が出上している c 器種は上師器坪．

甕で、杯はすべてロクロ成形・回転糸切の手法で作られている 3 甕は大型のみの出上で、 5~6個休

分程度である。長胴形の閤形になるロクロ調整と丸味を帯びた器形の非ロクロ調整に分かれる。カマ

ドの構築材に破損した磨り石 (IO) が使用されているっ鉄滓は、堆積十中から椀形鍛冶滓 3点1007.6

gを含む 6点、計1025gが出土している。加えて、 4層から金床石の破片 1点 (7) が出土している。

床面 (5層）から士玉 (8) が 1点、貼床 7層からミニチュア土料の破片 (9) が出土している。

［時期］本逍構の時期は、出上遣物から、 9世紀後築~10憔紀前築であると考えられる C (坂本）
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図130 第E41号竪穴住居跡 (2)

第 E42号竪穴住居跡（図131-134) 

「位置・確認7F F・G -213・214に位置し、 W層上面で確認した，住居中央及び一部に攪乱を受け

ている。椋高19mの平坦地で確認された焼失家屋であり、拡張されている。記載は、拡張後を第 ll期、

拡張前を第 1期に分けて行う c

第 I[ 期 i拡1~後 1

［平面形・規模］やや南北に長い長方形で、東破5.51m、南睾3.60m、床面積20.1rrlである。主軸方向

はN-121°-Eである 3

［壁.)未血］壁高は24~44cmで全体に残りか艮ぃ。壁は壁溝底面からやや上部が広かる状態で立ち[_:__

がっている。床而は、拡張前の床面上全休におよそ10cmの厚さで黄褐色上を貼り、平担にしている。

また、全体に硬化しているぐ

［壁溝〗壁溝は一部途切れる部分もあるものの、ほほ全周する。壁溝の掘り方は輻 10~27cm、深さ 4

~19cmで掘り方埋士には黄褐色士を使用している。住居跡t層断佃図では、壁板を直立させて壁溝に

設置した痕跡が確認できたが、平面で捉えることは出来なかった。設置痕は幅 5-10cmであり、堆積

土は黒褐色土主体である。

［柱穴］床面からピットは検化されず、樅溝内や壁溝と接して構築されたと考えられる。明瞭な掘り込

みは検州できなかったが、住居壁の四隅、壁際に見られる円形の掘り込みが柱穴となる可能性があろ。

［カマド］棗憎中央からやや南側よりに位置する半地ド式のカマドが検出され、カマド上部の白色粘

土が崩落した状態で、煙出部・燻道部・燃焼部・両袖が残存する。規模は、長軸1.16m、短軸約78cm、

住居跡壁溝を掘り込んだ後、これを把めてその上部に栴築されている。火床面は径3・1cmの不整形な広

がりで、厚さ数cm程被熱し、ほば平姐である＾カマド袖はん右とも灰白色粘tを使用する。袖の規模

は、罰14~20cmで、燃焼部の最奥巾央で 3点の杯が倒置状態で重なって検出された。これらの土器は

かなり被熱しており、出土位梢から、支脚と考えられる。燻道絡は輻約43cmで左石の墜に粘土を貼っ

ていな燻道内祁に面した部分は被熱を受けている。底面は起伏が少なく、住屈内から外に向かって

緩やかに頼斜して立ち tがる。この部分は、住居跡壁溝とそのヒ部の壁際を埋めて構築されている c

［その他］住届跡全而の南壁・囮壁及び、北壁・東壁の一部から焼土と混じりあった状態で炭化材が

検出された。とくに壁際付近で残存状態が艮く、壁に直立した状態で炭化した腰板が検出された。現

場での所見では、木取りが柾日か板Hのもので割材として使川されていたものが多い。材の形状は板

状で厚さ 2・3cmの材が多いが、中には厚さ 5cmに及ぶものもある。

［堆積土］土層観察用ベルトには層として分屈されなかったが、仕届跡中央祁付近の確忍面で、不整

な枡円形状の白頭山火山灰の範問を確認した。規模は約 2mXlmで、確認面から堀積上 H立にかけ

て址積する。 ヒ部は暗褐色t主体の士、床面付近では焦掲色tが主体となる。

［出土遺物］土師器・須恵器は堆積土下位の出土が［体だが、炭化材下位・焼土中・床面付近・カマ

ドからの出士も多い。他の住居跡に比べて破片が大きく、復元率が高い。堆積土F位のものと床面で

は接合するものも見られる c 器腫は、土師器皿・杯・蓋・甕．禍、須恵器長頚壷で、杯の出上が多い。

皿は 2~4個1本分出tしている。杯はやや小ぶりのもの (3・4・7・10・11) が多いのが特徴で、 10は

灯明冊として使用されている。 7ははじけ飛んだ器表圃の破片が接合した杯である。剥離した破片は

吸炭して黒色を唱するっこのほか堆積士上位から高台付杯 (6) も出士している。甕は中刑・大籾で、

中刑のものが多く、ロクロ成形・回転糸切主体である。禍は 1個体分の出士である。このほか、雌積

十から砥石の破片が 1点、羽口片 1点10.8g、士鈴の紐部、製塩士器14点、支腿J(27他）、焼成粘t

塊 1点が出土している。
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第Ｅ４２号竪穴住居跡 
1層   7.5YR5/8  明褐色土 ローム粒1% 
1a層  10YR3/3   暗褐色土 ローム大塊10%、ローム粒・中粒

3%、炭化物粒1%、粘土大塊微量 
1b層  10YR2/3   黒褐色土 ローム粒・炭化物粒・粘土大塊2%、

ローム中粒・大塊1% 
2層   10YR2/1   黒色土 ローム粒3%、ローム中粒1%、炭化

物粒・大塊微量 
3層   10YR2/2   黒褐色土 ローム粒7%、ローム中粒4%、焼土

大塊・炭化物粒3%、焼土中粒2%、
焼土粒1% 

4層   10YR4/4   黒色土 黒褐色土・暗褐色土・ローム粒
20%、ローム中粒15%、炭化物粒
10%、ローム塊5% 

5層   10YR3/3   暗褐色土  焼土大塊20% 
6層   10YR1.7/1 黒色土   ローム粒5% 
7層   7.5YR5/8  明褐色土 ローム粒2% 
8層   10YR2/1   黒色土   ローム大塊20%、ローム粒2% 
9a層  10YR3/4   暗褐色土  ローム中粒・大塊3% 
9b層  10YR3/4 暗褐色土  ローム大塊20%、ローム粒2% 
10a層 10YR5/6   黄褐色土 ローム粒3% 
10b層 10YR4/6   褐色土 
11層  10YR5/6   黄褐色土  黒褐色土、ローム中粒8%、しまり弱い 
12層  10YR5/4   鈍い黄褐色粘土 粘土塊 
13層  10YR4/6   褐色土   橙色粘土中塊中央濃集10% 
14層  10YR3/4   暗褐色土  ローム粒7%、炭化物粒・赤褐色 

焼土粒3% 
15層  10YR4/4   褐色土   ローム粒・中粒8%、炭化物粒 
    ・ローム中塊5% 
16層  10YR3/3   暗褐色土  ローム粒・中粒15%、炭化物粒5% 
17層  10YR3/3   暗褐色土 ローム粒・中粒13%、炭化物粒5%、

赤褐色焼土粒3% 
18層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒・中粒15%、ローム中塊

8% 、炭化物粒7% 
19層  10YR3/3 暗褐色土 ローム粒8%、ローム中塊7%、炭化物

粒・炭化物中粒・赤褐色焼土粒5% 
20層  10YR4/6   褐色土   ローム大塊30% 
21層  10YR5/6   黄褐色土  焼土大塊30% 
22層  10YR5/8   黄褐色土 褐色土15%、ローム中塊12%、ロー

ム粒・中粒7%、赤褐色焼土粒5%、
炭化物粒4%、黒褐色土・暗褐色
土・橙色粘土・黒色土3% 

23層  10YR4/6   褐色土 ローム粒10%・中塊30%・大塊5%、
炭化物中粒3%、ローム中粒2% 

24層  10YR4/6   褐色土 橙色粘土中塊斑状20%、ローム粒
10%・中塊15%、炭化物粒3% 

25層  10YR4/4   褐色土 ローム大塊40% 
26層  10YR5/8   黄褐色土 ローム大塊10% 
27層  10YR4/6   褐色土    ローム中粒2% 
28層  10YR2/3   黒褐色土 
29層  10YR5/8   黄褐色土   ローム大塊7% 
30層  10YR3/3   暗褐色土 黄褐色土、ローム中塊25%、ローム

中粒7%、ローム大塊5%、しまり弱い 
31層  10YR6/8   明黄褐色土 白色粘土中粒7% 
32層  10YR4/6   褐色土 ローム大塊20% 
33層  10YR4/6   褐色土 ローム大塊2% 
34層  10YR5/8   黄褐色土 ローム中粒2% 
35層  10YR5/8   黄褐色土 ローム大塊15% 
36層  10YR5/8   黄褐色土 粘土大塊10% 
37層  10YR7/8   黄橙色土 粘土大塊20%、ローム大粒2% 
焼土B 10YR3/4   暗褐色土 硬い焼土中粒50%、白色粘土中塊

40%、赤褐色焼土粒20%、鈍い黄橙
色粘土、炭化物粒5%、ローム粒1% 

炭化材 10YR2/2 黒褐色土  炭化物粒15%、ローム粒斑状7%、
赤褐色焼土粒1%
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C14試料No.29

カマド 
1層   10YR2/2   黒褐色土 ローム粒極小・炭化物大塊1% 
2層   10YR3/2   黒褐色土  火山灰全体40%、ローム粒塊5%、炭化物塊2%、 
   焼土粒1% 
3層   10YR3/2   黒褐色土   ローム粒塊3%、焼土粒2%、炭化物塊1% 
4層   10YR2/1   黒色土          炭化物5%、焼土粒・ローム粒3% 
5層   10YR2/3   黒褐色土  ローム粒中塊7%、炭化物5%、焼土粒～大粒3%、　 

 火山灰1% 
6層   10YR2/2   黒褐色土         ローム粒中塊5%、炭化物3%、焼土粒～大粒2% 
7層   10YR2/2   黒褐色土 焼土大塊15%、炭化物粒10%、黒色土・赤褐色土・ 
   ローム粒7%、焼成粘土大塊 
8層   10YR1.7/1 黒色土          炭化物2%、焼土粒・ローム粒1% 
9層   10YR3/2   黒褐色土         ローム粒・炭化物・焼土粒1% 
10層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒・炭化物1% 
11層  10YR2/2   黒褐色土         ローム粒・焼土粒1% 
12層  10YR6/6   明黄褐色土 スサ入り塊・大塊が80%、明赤褐色焼土25%、明黄 
   褐色土15% 
13層  10YR5/4   鈍い黄褐色粘土 黄褐色ローム、炭化物・焼土粒1% 
14層  10YR4/4   褐色粘土         焼土粒極小2%、ローム粒・炭化物1% 
15層  10YR2/1   黒色土          ローム粒極小7%、焼土粒3%、炭化物2% 
16層  10YR2/3   黒褐色土         焼土粒3%、ローム粒2%、炭化物1% 
17層  7.5YR4/4  褐色土          炭化物・焼土粒1% 
18層  10YR3/3   暗褐色土         褐色土、ローム粒7%、焼土粒5%、炭化物1%、やや粘土質 
19層  5YR5/8    明赤褐色焼土 焼土大塊 
20層  10YR5/4   鈍い黄褐色粘土 焼土粒2%、炭化物1% 
21層  10YR3/3   暗褐色土         ローム粒・炭化物・焼土粒1% 
22層  7.5YR4/4  褐色土          焼土粒3%、炭化物1% 
23層  7.5YR4/6  褐色粘土         赤褐色焼土50%との混合土、炭化物2% 
24層  10YR3/4   暗褐色土         焼土粒3%、ローム粒・炭化物1% 
25層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒3%、焼土粒1% 
26層  7.5YR3/4  暗褐色土         焼土25%、ローム粒・炭化物1%、粘土(塊状)中塊 
27層  10YR2/2   黒褐色土         ローム粒・炭化物粒・焼土1% 
28層  10YR4/6   褐色土          ローム中塊2%、焼土中塊1%、 
29層  5YR3/4    暗赤褐色土 焼土粒1% 
30層  5YR4/8    赤褐色土 
31層  5YR4/6    赤褐色土         ローム粒2%、炭化物粒・焼土粒1% 
32層  7.5YR4/6  褐色土          ローム粒2%、炭化物粒1% 
33層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒2%、焼土中塊・ローム中塊1% 
34層  10YR3/4   暗褐色土         ローム大塊20%
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図132 第E42号竪穴住居跡 (2)
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第 1 期 i拡1~Mti 1 

［平面形・規模］平面形は長方形で、東西峨は3.88m、南北数は3.06m、床面積は9.9rrlである。

頂・床面］床面は、仝体にほぼ平坦で硬化している c 墜は立ち上がりを確認できなかったc

［壁溝1壁溝ははほ全周しており、規校は、幅15~26cm、深さ 7~17cmで、第 II期住居跡構築時にロ

ーム上休の上で埋め戻したと考えられるッ

［柱穴］第 II期の住屈跡同様、壁溝内及び壁溝に扱して日形状のピットが見られる。柱穴かどうかは

不明である。

［カマド］第 II期の住居跡東壁と同じであることから、第 1期の設置位骰も厠位置と思われる 3

［堆積土］ローム土上休の貼床が数cmの厚さで堆積している。その上部は第 II期貼床との間に暗褐色

土や黒褐色土が堆積する。掘り方は、床面から約20cmまで掘り込まれ、埋土はローム土主休である c

［時期］本遣構の時期は、出上遣物ゃ白頭山降下火山灰の堆積状況から、 9 世紀後柴 ~-10軋紀前葉と

＼ 考えられる。 （坂本）
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図133 第E42号竪穴住居跡 (3)
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第Ｅ４３号竪穴住居跡 
1層   10YR3/3   暗褐色土  ローム中粒・粒3%、炭化物粒微量 
2層   10YR3/4   暗褐色土 ローム中粒15%、ローム大塊10%、炭化物粒5%、浮石粒微量 
3層   10YR3/4   暗褐色土  ローム大塊30%、炭化物粒微量 
4層   10YR2/1   黒色土      ローム大塊15%、ローム粒10% 
5a層  10YR3/2   黒褐色土 ローム中粒10%、ローム大塊5%、炭化物中塊3% 
5b層  10YR3/4   暗褐色土 ローム大塊80%、炭化物粒5% 
6層   10YR3/3   暗褐色土  ローム粒5%、炭化物粒微量 
7層   10YR3/3   暗褐色土  ローム大塊・中粒10%、ローム粒7% 
8a層  10YR3/4   暗褐色土 ローム大粒20%、ローム粒10%、炭化物粒7%、浮石粒微量 
8b層  10YR3/4   暗褐色土 ローム大塊・中粒5%、炭化物粒微量 
9層   10YR3/3   暗褐色土 ローム中粒7%、ローム粒5%、炭化物粒微量 
10層  10YR5/6   黄褐色土  ローム中粒1% 
11層  10YR3/4   暗褐色土   ローム中粒・粒1% 
12層  10YR4/4   褐色土 ローム粒1% 
13層  10YR5/6   黄褐色土  粘土大塊40%、ローム中粒7%、非常に硬くしまる 
14層  10YR3/2   黒褐色土    ローム大塊15%、ローム中粒5%、浮石粒2% 
15層  10YR5/8   黄褐色土   黒褐色土40%との混合土、粘土大塊10%、ローム中粒5% 
16層  10YR4/4   褐色土   浮石粒微量、炭化物粒微量 
17a層 10YR4/6   褐色土    ローム中粒7%、粘土大塊5%、炭化物粒微量 
17b層 10YR4/6   褐色土    粘土大塊50% 
18層  10YR5/8   黄褐色土  粘土大塊25%、白色砂質粘土中粒1% 
土坑１ 
1層   10YR3/3   暗褐色土 ローム塊斑状10%、炭化粒5% 
2層   10YR4/4   褐色土  全体にローム中塊、炭化粒10%、V層土塊1% 
3層   10YR4/4   褐色土     ローム中塊多量 
4層   10YR5/8   黄褐色土 ローム中塊多量、炭化物粒5%

Ｐｉｔ１ 
1層  10YR3/4   暗褐色土         ローム塊50% 
2層  10YR3/3   暗褐色土         ローム中塊5% 
3層  10YR5/6   黄褐色土         ローム中塊30%、白色粘土中塊10%、しまり弱い 
Ｐｉｔ２ 
1層  10YR3/4   暗褐色土         ローム塊5%、灰白色砂質粘土中塊・粘土中塊・焼土塊2% 
Ｐｉｔ３ 
1層  10YR4/6   褐色土          粘土中塊・ローム中粒・黒色土30% 
2層  10YR4/4   褐色土          ローム粒・黒色土50% 
3層  10YR5/6   黄褐色土         ローム粒～中塊全体 
4層  10YR5/6   黄褐色土         粘土大塊50%、黒色土5% 
5層  10YR5/4   鈍い黄褐色土 ローム中塊50%、粘土中塊斑状30% 
6層  7.5YR6/8  橙色粘土         ローム粒・中粒15%黒色土5%、しまり有り 
Ｐｉｔ４ 
1層  10YR3/4   暗褐色土       ローム粒斑状多量、炭化粒5%、粘土大塊 
2層  10YR4/6   褐色土          ローム粒70%、黒色土30% 
3層  7.5YR6/8  橙色粘土         鈍い橙色粘土中塊～大塊15% 
ＰＩＴ１ 
1層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒中塊5%、炭化物粒3% 
2層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒～塊10% 
ＰＩＴ２ 
1層  10YR3/4   暗褐色土         ローム粒大塊2%、炭化物粒微量 
ＰＩＴ３ 
1層  10YR3/3   暗褐色土         ローム粒10%、ローム中粒5%

近野追飩lll

第E43号竪穴住居跡（図135・136)

］立置・確認、JFE~ G -215~217 に位置し、 V 層上面で確認した 3 本遣構は北西破側を少し拡張し

たllj能性がある。また、南東破側を削平され、南西破の北西側も攪乱を受けている。

「平血形・規模l北l刈壁4.46m、北東壁約4.5m、南四壁約4.4mで、南東壁は残っていないが、平血形

はほぼ方形になるようであるし床而積は約20.7rrlで、上軸方位は N-126°-Eである c

五魯・床面］壁高は北四壁32~38crn、北東壁31~44cm、南西破28~39cm詞後である，北匝峨を拡張し

た場合、壁高は 2~ 5 cmである。床面には緩い凹凸があり、全体としてやや南東に傾斜している c 貼

床は地山の黄褐色士や褐色士を j:{本として、粘tのブロックや炭化物粒等が混入している。カマト周

辺の床面は、堅く締まっている。

［競溝］南東競以外で途切れながら巡る。北東殿側の競溝は幅 9~18cm、深さ 1~ 5 cm、北酉櫓側の

墜溝は幅 6-10cm、深さ z--:icm、南酉壁側の壁溝は蝠 6・-10cm、深さ 3~ 6 cmである。

し柱穴］ピットは竪穴附の床面で 7個、竪穴外周辺で 7個検出した。主柱穴は、方形に配置されてい

るPitl~4とみられる。住居跡の平面形に対して偏在しているが、南東聖は竪穴外のピット列も含

めてもう少し拡がる可能性もある。東隅寄りの上坑 1は、地山の粘土等のブロックも出上したが、浅

く掘り方もはっきりしない。

カマド」南東壁の中央から少し南西寄りに設置されている。カマド本体は地山の灰白色粘士を主体

に作られているようである。燃焼部の中央部には火床面がみられる。腫道部は半地下式の構造で、壁

辺から 1.2mほど外へ延ぴている。

［堆積土：堆積上は暗褐色上と黒褐色上を主体として、地山の上の他、炭化物粒が少量混入している。

し出十逍物］）禾面・カマド・士坑 1・Pit1・堆積十・貼り床等から、 t師器・須恵器・七製品・鉄

滓・行器等が出土した。土師器は、床而から壷．甕片、土坑 1の底而から禍片、 Pitlの堆積士から

壷片、指積士から杯・壺．甕片等が出士し、床而直上と Pit1、堆積士から出士した同一個休の壷の

破片等か接合した。須恵器は、堆積士から長頸壷・大甍片等が少量出七した。十製品は、堆積七から

羽口片が 1点、鉄滓は、堆積土から流動滓 (12) が 1点、含鉄鉄滓が 1点出土した。また石器は、床

面から使用痕のある礫片が 1点、堆積土から砥石が 1点、磨り石が 1点、使川痕のある礫片か 2点、

貼り床から砥石が 1点出上した。

9時期］本逍構の時期は、出士逍物等から、 9批紀後葉~10枇紀前葉と考えられる。 （工藤）

-174-

弟 2辛 検出瑣描と燐物

I 。一I 
/¥ I 

/7'--.. ~ ク ― .~ 

丁
I I I JJ)～一ー。ン~バ—ベ~ー1 ― し

［□' JL¥冒こ―-;¥I; YI 了

X I(. I '  し――

f ¥ -_ / ; 触 lllll11i 汀—
rv 2( 

-c5J--ii~ i • ---い~ ◎ I ゜ I州~I ―—テげ―-
I 
． • ti 

三

ロ ニ 2m 
三

図135 第E43号竪穴住居跡 (1)

-175-



M′ 

K′ K
′
 

K
18
.5
5m

1

11

2

12
18

18
2011

4

3

′ 

M

L′ L

L′ L 18.50m

M′ M 18.55m
10

21

K

第E43号竪穴住居跡 

15b

18 18
9

19
18 13 8

414

15a

16 7 5 17

FF
-2
17

1/30

4

8

9

21

10
6

5 13

カマド 
1層   7.5YR4/6  褐色土          ローム塊25%、炭化粒2% 
2層   7.5YR4/4  褐色土          炭化粒塊1%、ローム粒5%、焼土粒1%、白色シルト塊1% 
3層   10YR4/6   褐色土          灰白色シルト被熱、焼土塊5%、炭化粒1% 
4層   7.5YR3/4  暗褐色土 焼土中塊5%、炭化粒・ローム粒1% 
5層   5YR5/8    明赤褐色土 灰白色シルト50%縞状、灰白色シルト焼土中塊(橙)30%、焼土大塊10% 
6層   7.5YR6/8  橙色土          灰白色シルト・ローム粒1% 
7層   7.5YR4/6  褐色土          明褐色土塊50% 
8層   5YR5/8    明赤褐色土    ローム粒10%、焼土粒5%、炭化粒1% 
9層   7.5YR4/4  褐色土          ローム粒・焼土粒・炭化粒1% 
10層  7.5YR2/3  極暗褐色土 ローム塊・中塊・焼土粒中塊10%、炭化粒塊5% 
11層  10YR5/8   黄褐色土 ローム粒50%、鈍い橙色粘土・炭化粒2%、明赤褐色土粒・焼土粒1% 
12層  7.5YR4/6  褐色土          赤褐色土50%、ローム粒中塊・明赤褐色焼土1% 
13層  2.5YR4/8  赤褐色焼土 ローム粒5%、炭化粒1%、黄褐色土濃集 
14層  10YR3/4   暗褐色土 鈍い黄褐色土10%、炭化粒5%、ローム粒2%、焼土中塊1% 
15a層 10YR6/8   明黄褐色土   ローム粒30%、炭化粒5% 
15b層 7.5YR6/8  橙色土          焼土粒1% 
16層  5YR4/8    赤褐色土   焼土中塊40% 
17層  7.5YR5/8  明褐色土 ローム粒・焼土粒5% 
18層  10YR6/8   明黄褐色土 灰白粘土中塊40%濃集、ローム粒10%、粘土中塊・炭化粒中塊2% 
19層  7.5YR5/8  明褐色土     ローム粒2%、灰白土粒・炭化粒・焼土粒1% 
20層  10YR6/8   明黄褐色土  ローム粒中塊・大塊25%、暗褐色土5%、焼土粒中塊1% 
21層  10YR5/8   黄褐色土 ローム粒～塊25%、焼土粒塊1% 
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第 E44号竪穴住居跡 (l'I<II37~141) 

［位置・確認] F C・D -216・217に位置し、 W層上面で確認した。標高19mの平坦地で確認された

焼失家屋であり、 1回の拡張がおこなわれている 調査時に住居床面で確認した遣構を ESK 160と

付して調脊を行ったが、本遺構第 II期の逍構に伴うものと思われるため、合わせて報告する。記載は、

拡張後を第 II期、拡張前を第 I期に分けて行うし

第 JI期（拡曲後）

［平面形・規模］やや南北に長い長方形で、酉壁5.28m、南壁1.18m、床面積20.2n1である。主軸方向

はN-141°-Eである。

［壁・床面］壁高は12-・58cmで東側の残りが良い。壁は壁溝から直線的に立ち上がっている。床面は、

拡張前の床面上全1本に黄褐色土を貼り、平担にしている。また、全休に硬化している。

［壁溝〗カマド部分と南東壁隅を除いて壁溝が巡る c 壁溝の掘り方は幅10~20cm、深さ 2 -12cmで黒

褐色士主体の堆積士である c

［柱穴〗掘り込みの期瞭なピソトは内壁中央奇りに位置した円形のピットである。径1.18m、深さ 48

cmで、底面及び翠に近接して炭化材ゃ被熱の痕跡か検出され、住居内堆積土と同様の堆積状況から、

竪穴住居跡焼失時に開Dした状態であったと考えられる e このほかのピットはいずれも掘り込みが不

明瞭でピット堆積士と地山の反別がつきにくい。このなかで配置や規模から柱穴の可能性のあるもの

はPit7 -12である。

［カマド］東増巾央からやや南側寄りで半地下式のカマドが検出された。カマド上部の白色粘土が崩

落した状態で、煙畠祁・歴道部・燃焼絡・両袖が残存する。規模は、長軸1.85m、短軸約90cm、住居

跡の壁を掘り込んだ後、カマドを構築しているし火床面は径54cmの不整形な広がりで、厚さ数cm程被

熱し、はほ平坦である。カマト袖は左袖に土師器甕、右袖に扁平な礫を芯材とし、灰白色粘土で構築

され、規模は、幅12~26cmである:燃焼部の最嬰中央には径10cm程度の浅い窪みが検出され、支脚の

掘り力の可能性がある。頼道部及ひ煙畠部は、じ字状に白色粘七を貼っている c 底面は起伏が少ない

ものの、仕居内から外にかけての所面形状は、仕居跡掘り込みと同じ形状をしている。仕居外の底面

は、煙出祁に向かって緩やかに領斜して立ち r.かるの

［その他］住居跡全面から焼上と視じりあった状態で炭化材が検出された。とくに壁際付近で残存状

態が良く、板材が聖と直交• 平行した状態で床面付近から検出された＾これらの炭化材は床面付近で

板材、その卜惰似こ炭化材が検1:i1されており、壁板が崩落した後、韮木などの屋根材が卜部に堆積した

と考えられる。このほか、破に直Vした状態で炭化した腰板が37点検出され、住居跡全嘩とくに西増

から北壁にかけて密に確認された。肱板は、墜溝から住居齢中位に残存しており、上こさ最大25cm、Ip晶

7 -~28cm、厚さ 1.5-~3 cmである。腰板粽は10cm・20cm弱のものに大別され、厚みは検出された壁の

迎いによりまとまる傾向にある c 腰板の形状は板状のものがほとんどで、ほかに角状のもの、丸木材

などが含まれる。木取りは板状のもの33点中27点でされ、すべて祉 R (内 3点は追柾日）である。

［堆積士］層として分層できなかったが、堆積士上位に白頭山降下火山）火が堆桔する。最上部に黒褐

色士i休の士、 t部から床面にかけてロームブロックを混人する黄褐色士主体のtが堆積する。黄褐

色土上体の土は人為堆積の可能性が高い a

［出土遣物］土帥怪・須恵器は、堆積土・カマド出土遺物の復元率が高い｝悩種は土帥悩杯・甕．禍、

図136 第E43号竪穴住居跡 (2)
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第Ｅ４４号竪穴住居跡 
1層   10YR1.7/1 黒色土 ローム粒・中粒3%、焼土粒・小レキ1% 
2層   10YR2/3   黒褐色土 ローム粒3%、炭化物粒2%、褐色土大塊・焼土

塊・焼土粒1% 
3層   10YR4/4   褐色土 火山灰濃集、ローム粒3%、ローム中粒・炭化物

粒・焼土塊・焼土粒・黒色土大塊1% 
4層   10YR3/4   暗褐色土  ローム粒・中粒3%、炭化物粒1%、粘土大塊・ロ

ーム大塊10%、炭化物粒3%、ローム中粒・焼土
粒・火山灰塊1% 

5a層  10YR3/4   暗褐色土  ローム大塊10%、ローム塊7%、炭化物3% 、ロー
ム粒・中粒・焼土粒1% 

5b層  10YR3/4   暗褐色土 黒褐色土、ローム大塊50%、炭化物粒・中粒3%、
焼土塊・粒1% 

6層 10YR3/3  暗褐色土    ローム粒3%、炭化物粒1% 
6b層  10YR2/2   黒褐色土        炭化物大塊40%、ローム粒3% 
6c層  10YR3/3   暗褐色土        ローム粒・炭化物粒2%、小レキ焼土粒1% 
7層   10YR3/4   暗褐色土        ローム粒中塊10%、炭化物中塊・大塊5%、ロー

ム粒・中粒3%、ローム大塊2% 
7b層  10YR4/4   褐色土          ローム大塊30%、ローム中塊5%、炭化物粒2% 
7c層  10YR2/3   黒褐色土 ローム大塊・炭化物大塊20%、ローム粒12%、炭

化物粒・焼土粒5%、焼土塊1% 
7d層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒7%、炭化物5%、焼土粒1% 
8層   10YR2/2   黒褐色土 焼土中塊25%、炭化物粒2%、ローム粒1% 
9a層  10YR1.7/1 黒色土   焼土50%濃集 
9b層  10YR1.7/1 黒色土  炭化物40%下部濃集、ローム粒・焼土粒1% 
10層  10YR2/3   黒褐色土   ローム粒・炭化物粒1% 
11層  10YR3/3   暗褐色土    ローム粒大粒5%、炭化物・焼土粒1% 
12層  10YR2/2   黒褐色土     炭化物中粒7%、ローム粒5% 
13層  10YR2/3   黒褐色土    ローム粒3% 
14層  10YR4/4   褐色土    炭化物中粒5%、ローム中粒3% 
15層  10YR4/6   褐色土          ローム大粒・粒3% 
16層  10YR4/6   褐色土          ローム粒5% 
17層  10YR4/4   褐色土          焼土大塊40%、ローム粒10% 
18層  10YR3/4   暗褐色土    ローム大粒15%・中粒5%、焼土粒3% 
19層  10YR4/4   褐色土          ローム中粒5%、炭化物粒3%、粘土大粒1% 
20層 10YR4/6   褐色土 ローム大粒7%・中粒5% 
21層 10YR6/8   明黄褐色土 ローム大粒30%、粘土大塊20% 
22層 10YR5/8   黄褐色土 ローム大塊40%、粘土大粒20% 
23層 7.5YR5/8  明褐色土 ローム大粒20%、炭化物粒3% 
24層 10YR4/6   褐色土          ローム大粒7%

ＰＩＴ５ 
1層  10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒10%、炭化物中粒5%、焼土粒2%斑状 
ＰＩＴ６ 
1層  10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒10%、炭化物中粒2%斑状 
2層  10YR3/2  黒褐色土 ローム大塊・中粒15% 
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須恵器長頸壺であり、甕が出土の主休を占める。杯は口縁にくびれのあるものが多い 0 ] • 5は須恵

器と同質の焼成で、非常に傾質である。甕は中型・大型とあるが、中型のものが多いc 両者とも調整

にロクロを使用するものとしないものに分かれる。塙は 3個休分が出Lした（須恵器長頸壷は前期の

口緑部である。このほかの遺物としては、礫石器か床曲から砥石 2点 (40・42)、堆積上から台石 2点

(41・37)・砥石 2点 (39)・敲磨器 3点・加工礫 1点・使用された礫片 1点、カマド固辺から敲き石 1

点の総計12点が出上した c カマドの構築材として板状に切り出された石英安山岩を使用しているC 41 

はほぼ床面から出上した台石で、側面には住居焼失時の枝熱による黒色物が付着する。また、堆桔土

中から羽 D2息 (34・35)、計835.5g、製塩土器 {29~32他）、支脚 (33他）、スサを多く含んだ焼成

粘土塊が出土し、確認面からミニチュア土硲の破片が出土している。住居跡内の土坑から製塩土謡、

焼成粘土塊が出土している。製塩土謡底部 1点、支脚 1点について註燥分析を行った（第 3章第 5節）。

第 1期し拡張前）

し'I勺面形・規模」平面形は長方形で、西壁3.91m、南壁は3.19m、床血積は12.3団である-

L壁・ 床面］床面は、全体にほは平坦で硬化している。墜は立ち上がりを確認できなかった。

［壁溝］陪溝はほは全）告jしており、規校は、幅18~28cm、深さ 6~16cmで、第 II期住居構築時に賠褐

色主体の土で迎め戻されたと考えられる。

し柱穴］いずれも掘り込みが不明賑でピット推積士と地山の図別がつきにくい。住屑跡の北東角には

径85cmの円形で、皿状の断面形を持つピットが検出された。このほか、配置や規模から柱穴の可能性

のあるものは、第 II期のピットとも共通の Pit7・10、このはか Pitl3~15である c

［カマド：第 II期の住屈跡東壁と同じであることから、第 I期の設置位置も同位置と息われる。

し堆積士」本時期床面のt音15には、第 II期の貼床が堆積している C I未面ドの掘り方は起伏があり、黄

褐色主休の土で埋められている。

掘立柱部

幣穴部分から約50cm東側に 1棟の掘立柱部を検出した。平面形は 2間X l間の建物跡と考えられる。

やや東両方向が長く、 PIT2・5が外側に位骰するが、平面形はおおよそ長方形である c 規模は桁行

長3.48m、梁行長3.02mで、梁行の柱穴間附は 1.6~1.8mである。柱穴掘り方の平面形は楕円形または

円形で、その規模は、長軸または径34-48cm、深さ 13-28cmである。いずれのピソトにも底面に起伏

がある。 PIT4の立ちトカヽりは斜めに仰いており、抜き取りの可能性もある c 建物跡の規模から、拡

張前の竪穴住届跡に伴う可能性が高い。掘り方内の堆積土はいずれも黒色土上体であり、自然堆積の

ll]能性が高い。

［時期］本遣構の時期は、出土遺物ゃ白頭山降下火山灰の堆積状況から II期が 9柾紀後葉・-10世紀前

半、第 I 期が 9 世祀後葉-~10世紀前葉と考えられる。 （坂本）
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図137 第E44号竪穴住居跡 (1)
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  カマド内外遺物出土状況 
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クリ（樹種98） 

カマド 
1層   10YR2/2   黒褐色土         焼土中粒5%下方濃集、炭化物中粒・炭化物粒・ローム中粒2%・ロー

ム粒1%斑状 
2層   10YR2/2   黒褐色土         焼土粒5%、ローム粒2%濃集、炭化物中粒2%斑状 
3層   10YR3/2   黒褐色土         ローム粒5%、焼土粒2%斑状、炭化物塊1% 
4層   10YR3/2   黒褐色土         焼土中粒10%、焼土粒・ローム粒5%、黒色土・粘土大塊・粘土中塊・

焼土中塊・炭化物塊1% 
5層   10YR3/1   黒褐色土         焼土中粒・ローム中粒5%斑状、炭化物粒2%、焼土中塊・焼土塊・ロ

ーム中塊・ローム塊1% 
6層   10YR1.7/1 黒色土          炭化材主体 
7a層  10YR5/2   灰黄褐色粘土 黒褐色土濃集、焼土中粒5%斑状、焼土中塊・炭化物粒1% 
7b層  10YR2/2   黒褐色土         灰白色粘土10%濃集、焼土中粒5%斑状、ローム中粒2%斑状、炭化物

粒・焼土大・ローム大塊1% 
8層   10YR2/3   黒褐色土         炭化物粒中央に濃集、ローム中粒10%、焼土中塊5%、焼土中粒・ロー

ム粒2%斑状、黒色土、粘土大塊・中塊1% 
9層   10YR2/2   黒褐色土         焼土中粒15%、黒色土10%濃集、焼土大粒5%濃集、炭化物粒2%斑状、

ローム中粒・炭化物中粒1%

10a層 10YR2/3   黒褐色土         焼土粒2%斑状 
10b層 10YR3/2   黒褐色土         ローム中粒2%斑状、焼土中粒1% 
11層  7.5YR4/4  褐色焼土         黒褐色土と褐色ロームの混合土 
12層  2.5YR4/3  オリーブ褐色土 ローム粒3%、鈍い黄色粘土大粒3% 
13層  10YR2/3   黒褐色土         ローム粒3% 
14層  10YR4/4   褐色土          ローム粒3%、焼土粒3% 
15層  5YR4/4    鈍い赤褐色土       焼土中塊3%・焼土粒5% 
16層  10YR3/4   暗褐色土         ローム中塊1%、焼土粒1% 
火床面  5YR4/8    赤褐色土 

18
.8
0m

1

2

3

6

4 5

109
87

11

12 13

14

15
16

1/4

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

包
ー
こ

D
 

饂声翠呈叩躙銅国戸—―
(" 

)( 

口一

17 
◇ 

{) 

寸

-"戸 cil—-
ーニら 0~

Tm 

＝
 

8
 

:
 

」:[誓

2m 

ロニロ／ こ~10 ＼
 

口
ロニ／

〇，． 10cm 

図138 第E44号竪穴住居跡 (2)

-180-

図139 第E44号竪穴住居跡 (3)

-181-



17

19

18

20

22

21

25

26

29 30

31

36

36 1/229～35 1/3

34
32

33 35

27

23

24

28

17～28　1/4

37

38

40

1/640

39

41 42

1/8 20 37～39・4241
1/4

近野追飩lll 章＇2
 

弟

~J ノ

\:iJd~ 

戸~

＼ 

口ニsl

»\(~ 

ヽ

こ□〕

゜
cm 

/
 

、
,

1

,

＇ 

,

1

/

1

|

＇

 

．
＇
ト
1
1
1

ー
い
州

]
 

二
~
1
1

l
 

-―-― 

／し
□

ロ
ー
＼

／
爪
悼
＇
ー
1

、

．．
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゜
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第E44号竪穴住居跡 (5)

10cm 

第 E47号竪穴住居跡 (I叉I142) 

八
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ーニ
［位置・確認］ FG•H-216·2l7に位置し、 v層卜面で確認した c

［重複］第E48号竪穴住居跡と北東側で重複し、本遣構が新しい。

いるが、特に南東側は掘りガも残らないほどの攪乱を受けている。

また、本遺構は全体に削平されて

□□□ 口―
□/ 

10cm 

゜
5cm 

［平血形・規模］西隅側の一部を除いて壁の人半は残っていないが、貼り床の残存範囲からみて、乎血

形は一辺 3m程の方形人は長方形になる c 残存する床面積は5.2rrl、主軸方向は N-137°-Eである。

直・床血］睾高は、残存する北西～北東華の一部で 2- 4 cm前後である。床血もほとんど残ってい

ないが、残存する貼り床向は凹凸が著しく、全体として東に傾斜している。

［カマド］本遺構が残存する範囲では、カマドは検出されなかった e

［杵穴〗検出されなかった，

［堆積上］堆積土はほとんど残っていないが、残存する部分では黒褐色上を主体とする。貼り床は地

Ll1の黄褐色士の他、暗褐色七や黒褐色tも含んでいる。なお、残存する床面の近くには、炭化物が広

ぃ範囲で堆積していた。

［出土遣物］床面肛上の炭化物層から、土帥辟・鉄製品が少量出土した。土帥謡は、杯・大・中型甕

図140 第E44号竪穴住居跡 (4)
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第Ｅ４７号竪穴住居跡 
貼床 
1層   10YR2/2  黒褐色土  ローム粒1%、炭化物片5% 
2層   10YR5/6  黄褐色土   明褐色土10%、炭化物粒3%、ローム粒3%、鈍い黄橙色粘土塊3% 
3層   10YR3/4  暗褐色土  褐色土15%、ローム粒5%、炭化物粒3%、炭化物塊・灰褐色粘土中塊1% 
4層  10YR3/3  暗褐色土  明褐色土25%、黒褐色土12%、ローム粒10%、明黄褐色土8%、炭化物粒5% 
5層   10YR5/6  黄褐色土   褐色土35%、ローム粒3%、炭化物粒・ローム塊1% 
6層   10YR3/4  暗褐色土   明褐色土30%、ローム粒5%、ローム中塊・鈍い黄橙色粘土塊1% 
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カマド 
1層  10YR4/3   鈍い黄褐色土 暗褐色土10%、赤褐色土・炭化物粒・ローム粒・焼土 
  粒5%、1・2層層理面に鉄分硬質帯 
2層  2.5YR5/8  明赤褐色土 明赤褐色土全体、炭化粒2%、ローム粒・小レキ1% 
3層  7.5YR5/8  明褐色土         ローム粒・小レキ・焼土粒1% 
4層  5YR5/8    明赤褐色土 明赤褐色土全体、ローム粒1% 
5層  2.5YR4/8  赤褐色土   赤褐色土全体、V層粘土・ローム粒・褐色土1% 
6層  10YR4/6   褐色土          ローム中塊3%、鈍い橙2%、暗褐色土・炭化粒1% 
7層  10YR3/4   明褐色土  ローム大塊30%、炭化粒・焼土粒1% 
8層  7.5YR5/8  明褐色土   明黄褐色粘土2% 
 
土坑１ 
1層  10YR4/4   褐色土          焼土粒5%、炭化物中粒10%、硬くしまる層 
2層  10YR4/4   褐色土          焼土粒5%、炭化物粒10%、ローム粒中塊を 
3層  10YR4/6   褐色土          炭化物中粒10% 
土坑２ 
1層  10YR4/6   褐色土          粘土粒中塊10%、炭化物粒5%、ローム粒1% 
2層  10YR5/6   黄褐色土         粘土粒大塊10%、炭化物粒1%、ローム粒中塊5%、1層 
  に比べしまり弱い 
3層  10YR4/6   褐色土          粘土粒中塊5%、炭化物粒1%、ローム粒中塊1% 
4層  10YR3/4   暗褐色土         粘土粒中塊10%、炭化物粒10% 
Ｐｉｔ１ 
1層  7.5YR5/8  明褐色土         ローム粒2%、炭化粒・焼土粒1% 
2層  10YR3/2   黒褐色土         ローム粒5%、炭化粒1% 
3層  7.5YR2/2  黒褐色土         ローム粒5%、炭化粒1% 
Ｐｉｔ２ 
1層  10YR3/3   暗褐色土         ローム粒3%、炭化物粒1% 
2層  10YR3/4   暗褐色土         ローム大粒10% 
3層  10YR4/6   褐色土          ローム大粒10%、暗褐色土塊1% 
4層  10YR3/3   暗褐色土         ローム大粒15%、炭化物粒3% 
5層  10YR4/6   褐色土          ローム粒5%、炭化粒1%、黒褐色土塊1%

第Ｅ４８号竪穴住居跡 
1層   10YR4/4  褐色土          ローム粒極小2% 
2層   10YR2/3  黒褐色土         ローム粒塊2%、粘土粒大塊微量 
3層   10YR3/4  暗褐色土         ローム粒・塊・中塊3%、炭化物塊1%、焼土粒微量 
4層   7.5YR5/6 明褐色土         ローム粒微量、白粘土微量 
5層   10YR4/6  褐色土          ローム粒塊3%、粘土粒極大 
6層   10YR2/3  黒褐色土         ローム粒・中塊・大塊5%、炭化物塊2%中塊、白粘土微量 
7層   7.5YR3/4 暗褐色土         ローム粒塊1%、焼土粒塊5%、炭化物少量 
8層   10YR4/4  褐色土          ローム粒・塊・大塊2%、粘土粒大塊1%、焼土粒塊3%、炭化

物塊1%、白粘土微量 
9層   10YR5/6  黄褐色土         ローム粒中塊7%、粘土粒中塊3%、炭化物塊3%、白粘土微量、

焼土粒微量 
10層  10YR5/8  黄褐色土         ローム粒・塊・中塊5%、炭化物塊2%、粘土粒大塊2%、白粘

土微量 
11層  10YR4/6  褐色土          ローム粒中塊10%、粘土粒中塊7%、炭化物塊10%、焼土粒塊

1%、白粘土塊1% 
12層  10YR2/3  黒褐色土         ローム粒・中塊・大塊15%極大を、粘土粒大塊1%、白粘土

微量、炭化物塊7% 
13層  10YR3/4  暗褐色土         ローム粒・大塊・極大30%、炭化物塊5%、焼土粒微量 
14層  10YR4/4  褐色土          ローム粒・中塊・大塊10%、炭化物塊1% 
15層  10YR5/6  黄褐色土         ローム粒極大40%、炭化物塊2%、白粘土微量、粘土粒塊1% 
16層  10YR2/3  黒褐色土         ローム粒・塊・大塊10%、炭化物中塊1%、粘土粒中塊1%、

白粘土微量 
17層  10YR4/4  褐色土          ローム粒・中塊・大塊5%、炭化物塊2%、粘土粒大塊3%、白

粘土微量、焼土粒微量 
18層  10YR5/4  鈍い黄褐色土 鈍い黄褐色土50%、白粘土20% 
19層  10YR3/3  暗褐色土         焼土80%

Ｐｉｔ３ 
1a層  10YR3/4   暗褐色土 ローム粒2%、炭化物粒1% 
1b層  10YR3/3   暗褐色土 ローム粒1%、炭化物粒1% 
2層   7.5YR4/6  褐色土 ローム中塊50%、橙色粘土50% 
3層   10YR4/6   褐色土 ローム大粒25%、炭化物粒1% 
Ｐｉｔ４ 
1a層  7.5YR5/8  明褐色土 ローム粒・炭化物粒・焼土粒1% 
1b層  7.5YR5/8  明褐色土 
2層   7.5YR4/6  褐色土 ローム粒1%、しまり弱い 
3層   7.5YR5/8  明褐色土 黒褐色土粒10%、ローム粒5%、炭化物粒3% 
4層   7.5YR4/6  褐色土 ローム粒・炭化物粒・焼土粒1% 
5層   7.5YR5/8  明褐色土 炭化粒3%、ローム粒1% 
ＰＩＴ１ 
1層   7.5YR2/3  極暗褐色土 ローム粒・炭化物粒1% 
2層   10YR3/4   暗褐色土 ローム粒2% 
3層   7.5YR3/4  暗褐色土 黄褐色土25%、ローム粒2% 
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片等で細片が多い。鉄製品は、刀子の柄部 (2)が 1点出土したc

［時期］本遺構の時期は、出上遺物から、 9惟紀後葉~10世紀前半と考えられる。
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図142 第E47号竪穴住居跡

第 E48号竪穴住居跡（図143・144)

［位置・確認] FF・G -217・218に位置し、 V層上佃で確認した。

［璽複］第E50号竪穴住屈跡の上祁を壊して構築されており、本遣構が祈しい。また、第 E47号竪穴

住肘跡と北東側が重複し、本遺構が古いc 本逍構は全体に削平され、ほとんど貼り 1未しか残っていな

X 

い。

可平而形・規模〕壁はほとんど残っていないが、貼り床の残存範囲や壁清からみて、平而形は6.QmX 

4.0m程の長方形となるようである。床面積は約24.3mであるが、主軸方位はN-139°-Eである c

直・床面］壁高は不明である Q 床面も明瞭でないが、残存する貼り床面には緩い凹凸があり、全休

として少し南に傾斜している。なお、東側の貼り床面には、薄い焼土が拡がっていたc

［壁溝］住居跡全体に一部途切れながら巡っている。北東壁側の壁溝は幅 G-12cm、深さ 5-6 cm、

北西壁側の墜溝は輻 5-14cm, 深さ 9-17cm、南西壁側の壁溝は輻 9-19cm, 深さ 8-17cm、南東壁

測の壁溝は幅 6-14cm、深さ 8-20cmである c

9柱穴］ピットは竪穴附の貼り床面で 6個、竪穴外周辺で 1個検出した住居跡の平面形に対して偏

在しているが、主柱穴は方形に配置されている Pit1 -4とみられる c

「カマド］南東壁の中央から少し南酉寄りに設置されている。カマド本休は地山の粘士を主休に作ら

れているようであるが、左袖の一部が痕跡程度残るだけである a 燃焼蔀の中央部には火床面がみられ、

壁寄りに支脚として利用した士師器甕の底部が伏せてあるへ匪道祁は全く残っていない。

［その他］東隅寄りの士坑 1と南隅寄りの士坑 2は、人為的に埋められたような雌積士がみられ、貯

蔵穴等の可能性はあるが、いずれも掘り）jが明瞭でない。

団推積土］堆積土はほとんど残っていないが、残存する部分では黒褐色土ゃ陪褐色土を上体とする。

貼り床は地山の黄褐色土や褐色土の他、暗褐色士や息褐色土も含んでいる。
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図143 第E48号竪穴住居跡 (1)
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カマド 
1層   2.5YR5/3  鈍い赤褐色土 粘土層主体 
2層   2.5YR3/1  暗赤灰色土        ローム粒・炭化粒・灰白色土1% 
3層   7.5YR4/4  褐色土          焼土層粘土主体、黒色土20%、炭化中粒2% 
4層   2.5Y3/3   暗オリーブ褐色土 ローム塊20%、焼土粒2%、炭化粒1% 
5層   2.5Y4/2   暗灰黄色土        焼土粒20%濃集、ローム中粒3%、炭化粒1% 
6層   7.5YR4/4  褐色土          灰白土全体、被熱層中央部 
7層   7.5YR5/3  鈍い褐色土        灰白土と焼土の混合土（粘土層) 
8層   7.5YR5/2  灰褐色土         焼土粒・炭化粒下部1% 
9層   2.5Y4/2   暗灰黄色土 
10層  2.5Y5/2   暗灰黄土         灰白土、炭化粒3% 
11層  7.5YR5/4  鈍い褐色土        焼土主体、炭化粒1% 
12層  10YR4/4   褐色土          ローム中粒10%、焼土粒・炭化粒1%

第Ｅ５１号竪穴住居跡 
1層  10YR3/4  暗褐色土 
ローム中塊20%、炭化物粒7%、白色粘土大塊3% 
2層  10YR3/4  暗褐色土 
ローム粒3%、炭化物粒2% 
3層  10YR2/3  黒褐色土 
ローム中粒10%、炭化物粒2% 
4層  10YR2/2  黒褐色土 
ローム中塊15%、炭化物粒2% 
5層  10YR4/6  褐色土 
ローム質、ローム粒5%、炭化物粒2% 
6a層 7.5YR5/8 明褐色粘土 
ローム中塊5%、黒褐色土2% 
6b層 7.5YR6/8 橙色粘土 
ローム粒10%、ローム中塊7%、黒褐色土5% 
7層  10YR3/4  暗褐色土 
ローム粒10%、ローム中塊8%、炭化物粒3% 
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出土遺物］）禾血・カマド火床向• 土坑 1・推積土・貼り床等から、土廿酎器・須恵器・石器が出土し

た。上帥器は、床面から杯.llil . 甕片、カマド火床面・上坑 1の推積上から甕片、堆積上から沐．甕

片等が出上し、床面と t坑 1の堆積l:から出上した同一個体の甕の破片等が接合したc 須恵器は、堆

積」．．貼り］未から杯• 長頚壷片か少星出I_:した。石器は、貼り床から崩り石の破片が出上した。

［時期］本遺構の時期は、出上逍物から、 9世紀後葉へ10世紀前葉と考えられる G (工藤）
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図144 第E48号竪穴住居跡 (2)

第 E51号竪穴住居跡（図145)

：位置・確認〗 F C -215・216に位骰し、 W層卜．面で確認した。本遺構の卜惰尉特に南西側はかなり

削平されている。

［平面形・規模〗南東側の壁は残っていないが、北西壁約2.68m、北東壁約 2.22m、南西壁約2.04m で

ある c 北側の隅だけ丸みをもつ形態だが、平面形は少し企んだ長ガ形になっている。床面積は約 6rn 

ほどであるが、上軸方位はN-118°-Eである。

直・床面］壁高は北西墜 1-10cm、北東壁 3-lOcm前後である c 床面には緩い門凸があり、全休と

して少し南に傾斜している。貼床は地山の褐色土や明褐色・橙色粘土の他、暗褐色上や黒褐色上も含

んでいる。

［柱穴］検出されなかった。

［カマド］南東薙の中央から少し南囲寄りに設置されているハカマド本体は地山の粘士を主体に作ら

れているようであるが、両袖の一部が痕跡程度残るだけである。燃焼部の中央部には火床面がみられ

る。恒道部は全く残っていない。

直積土］雌積土の上部は残っていないが、残存する部分では暗褐色土を上体として、地山の土の他、

炭化物粒等が少鼠混入している。

［出土遣物J1t即．堆積土等から、平安時代の土師器が出土した。杯・甕片がごく少量出土しただけで

あるつなお、本遺構の中央部と南西側の床面近くから、板材の一部とみられる炭化材が出上している。

［時期〗本遺構の時期は、出 _L遺物等から、 9 世紀後葉~10枇紀前葉と考えられる。
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図145 第E51号竪穴住居跡
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近野造跡111

第 5節土坑

第 E1号土坑（凶146・158)

暗褐色士主1本の堆積士で、底而にはローム粒が混入する C 1陪は整の崩落士と息われる c 底而は V

層で、ほほ'I,::tl:Iである。 B送は）氏血から若十内傾してVも Kがる。遣物は、 5層から円筒卜屑iA土器の

胴部片が/II土したc 中期前半のものである C /111土遺物から縄文時代中期前半の可能性がある c

第 E2号土坑（図146・158)

黒褐色上主体の堆積上で、 1層中にはローム粒や炭化粒を多く視人するぐ，底面は V層で、ほぽ・nu.
である。壁は底面から若T内傾して立ち上がる c 追物は、 4培から円筒上暦式I:器の胴部片が出 I:し

た。中期前半のものである。出卜選物から縄又時代中期前半の可能性がある c

第 E3号土坑（図146・158)

底而中央で第 E5号士坑と亜複し、本遺構が新しいc 堆積士の 1陪は煕褐色士主体で、断而形状は

レンズ状に堆積する。 2・3涌は暗褐色土を上休とするこ．底而はほほ平坦だが、中央部は第 E5号土

坑と亜複しているため、料干窪んでいる。第E5弓士坑の確認而で第E3号士坑の底而には約 2cmの

厚さでローム士が広がっている C ,11性は底向から緩やかに寸ち卜かる c 遺物は、底佃中央のレンズ状に

窪んだ 1陽中から、中期後葉を上体とする上器片が出土した J 最花式期に近いものである c 石鏃 1点

(158-9)か出上しているc 出上追物から縄文時代中期後英かそれ以前の可能性が高い。

第 E4号土坑（図146)

暗褐色 I'.主体の堆積1ーで、全体にロームブロックが混入する J 底面はほぼ乎坦で、壁は底面から店

干内傾し、中位から確詑面にかけてやや開 くように立ち上がる e 追物は出 I:せず、時期は不明であな

第 E5号土坑（圏146)

第E3号土坑の底而で確認、した c 第E3号土坑は本遺構が埋まりきった状態で使用されていたこと

から本逍構が古い3 堆積土は黒褐色土上休で、全体にロームブロックを多く含み、人為堆積の n」能性

が岱い。 5・6陪Iが枠の崩落土とぶわれる，底 1川は、亡色粘土暦で、ほぽ'I;_坦である。樅は底Jf1iから

匝線的に立ち上がる c 遺物は出士しなかったc 贔複関係から縄文時代中期後葉以前と、息われる，-.

第 E6号土坑（図146)

雄積上は令体に賠褐色上主体で、硬くしまる c 底暉西側半分がやや窪んでいるが令体的に-1..:士且であ

る。壁は崩落により若干起伏がみられるが、底面からほぼ直線的に立ち[・.がる。 1渚から自然礫が 1

点出 I:している，，時期は不明である，9

第 E7号土坑（図146・158)

平面形は、山側にやや突出する円形である。堆TitI'. 幽は、黒褐色l:=t. 体で、全体にローム粒が混入し

-188-

第2f; 検柑迫1杓と迫物

ている。 7Jciは壁の崩落土と息われる。底而は、還元粘土/ciを底而としており、ほぼ平坦であるa 壁

は底而からほは直線的に立ち上がる c 遺物は、士坑中央部の推積士上部からJ氏而直上にかけて長軸10

cm前後の自然礫及び礫ィi器が出土した 0 1 . 7陪から土器片が出土し、いずれも円筒上層 d式又は e

入土器である c 石晋は、微小剥離痕のある剥片 l点を含む 2点の剥片石巻が白土している C 6層から

半円状扁ヽI'打製石岱の未製品破片が/1l土し、 6暦と 8屠から側向に磨り痕と器血に凹み痕をイiする敲

磨器が出土した C I I¥土遺物から縄文時代中期中葉に近いものである。

第 E8 号土坑 (~146)

黒褐色 l・キ体の堆梢I:で、 1 J苫中には壁の崩落 1:とロームブロックが況入する。 V店を底面として

おり、ほぼ平坦である。聖は南側のみ残存しており、底面からやや内傾して立ち上がる c 追物は出I:

せず、時期は不明である c

第 E9号土坑（四146・158)

堆積士は暗街色土±1本で、 5陪に分屈したc ロームブロックが分干混入する C V陪を底而としてお

り、ほぽ平坦である。壁は一部内傾するものの、底而からほぽ直線的に立ち上がる。遣物は、堆積土

t--部から 1層から円筒卜層式土倍片が出上したし底而から自然礫片が出上した c 出上遺物から縄文時

代中期前半に近いものである s

第 E10号土坑（図146・158)

堆積上は黒掲色上主体で、令体にローム粒を微呈含む。 4暦は庶の崩落上と思われる c 粘上唱を底

面としており、ほぽ平坦である。壁は底面から内傾して立ち上がり、中位から上祁にかけて拡がる形

状である J 造物は、 [・. 坑中央祁の 5暦から円筒上磨 d式又は e式 I:牝;,;.の破片が、 1喘から刀筒上暦 d

式の十．器）iが出十．した。出十逍物から縄文時代中期巾葉に近いものである 。 （坂本）

第 E11号土坑（図146・158)

北側で峙期不明の小ピットと亜複関係にあるが、新旧関係は不町である C ll音掲色土土休の堆積土で、

上部は黒褐色土が堆積する 。全休にローム粒を少号含む。底面はほほ平坦である。壁は底而からほぼ

宿線的に立ち上がる，-，遺物は、堆積土中から無文のU緑部片と、円椅上屈 d式土器の服部片が出土し

にこのほか二次剥幣のある剥片 1点が出士している，-＇出士遺物から縄文時代中期中葉に近いもので

ある c

第 E12号土坑（図146・159)

堆積状況を記録せずに掘り,-.げてしま っ たため、堆積状況は不明である C• 底面はほぽ平印で、壁は

底血からやや開くように立ち 1一ーがる，，迫物は、堆積I・.の中位から下位にかけて『J筒い習 d式人は e式

＋器の上平部と榎林式の胴部などが出十＿した c 総数 2点の剥片が出十＿している c 出＋＿遣物から縄文時

代中期中葉から後葉のも のである。
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第E13号土坑（図146・159)

賭褐色士上1本の堆積士で、 1壻中にはローム大塊を混入する c 南壁は乖直に立ち上がるが、北墜側

はやや袋状に掘りこまれている。遺物は、土坑中央の覆土中中位から底雁直上にかけて、縄文土器と

石器が出土したc 堆積土中から 1--Y筒卜^ 層 e式の土器片が白土した。剥片 l点がj]¥土している C /111土遺

物から縄文時代中期中葉の1--Y箇卜屈te式期に近いものである c

第E14号土坑（図146・159)

暗褐色上主体の堆積上である。底面はほぽ平担で、殿は底面から緩やかにすも 1-.かり、かなり浅いc

迫物は推梢1:中から円筒上｝笞式の 1:器片が出1:した。出 1:造物から、縄文時代中期前半のものである c

第E15号土坑（図147)

暗褐色十．主休の堆禎十．で、 2 J~ 中で焼十．が多号に混入する 。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち

上がり、かなり浅い。遣物は出十．しなかった。時期は小13)]である。第E11号緊穴住居跡の幽側に位跨

し、この仕）出跡の付属施設の可能竹もある。

第E16号土坑（図147・159)

累褐色土上体の堆積土で、底/fl濯fトーの 5層中にはローム塊が多く混人する。底Jfliはほほf-坦で、平

は底IHIから前線的にすち卜．がるこ遺物は、底I川而いから月筒卜陽 d式又は e式土器、堆積土から円筒

ド層式上器片が出上した。出上辿物から縄文時代中期中莱のものである。

第E17号土坑（図147・159)

I: 坑中央部分がややへこみ、くびれのある楕円形である e 賠褐色 I:中体の堆積Lで、東四墜際の 2

-s Jwはローム塊が混入し、人為堆禎のNF能性がある。北・束・南壁は垂直に近い立ち上がりである

が、叫側は袋状に掘りこまれている c 造物は、底面直上から円筒上）¥:tie式の十．器片が出十．した。図示

した 2点は同個体である c 出十．遣物から、縄又時代中期中葉の円筒上）凶 e式期のものである c

第E18号土坑（図147)

上部に黄協色土、 臼船に賠喝色土が互図に堆積しており、人為堆積の可能性が向い。底伯lはほぼ'jぇ

坦で、樅は）広而からやや開くように立ち上がる c 遺物は出士せず、時期は小明である 。

第E19号土坑（図147・159)

雄積上は賭褐色上と黄掲色上の混合上であり、人為堆積の可能性が高いc 底血はほぽ'!"坦で、氏とは

底面からほぽ直線的にかち卜がる，：追物は、堆積1:中からの]・.器片が出]・.した。 ,'HI・.追物から、縄文

時代中期中葉のjlj筒,.厄~d .i:¥;; 期と考えられる。

第E20号土坑（図147)

やや直線的でいびつな円形であるし黒掲色土土体の堆禎土で、北側のローム塊は壁の崩落土と 思わ
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れる c 底而はほぼ平坦で、壁は東側半分が袋状で、西側は直線的に立ち上がる c 遺物は出土せず、時

期は不明である c

第 E21号土坑（図147・159)

黒褐色土上体の堆積土で、 卜名|叶」央には賠褐色土が堆積する C 、底血は東に向かって1項斜しているc

樅はJ氏面から卜方へいくぶん緩やかに立ち卜カ戊八遺物は、堆積土中から円筒卜．層 e式の胴部片が/11

上した。出上追物から縄文時代中期中茉に近いものであるっ

第 E22号土坑（図147・159)

陪掲色 1:主体で、黄掲色Lとの混介 I今．である。底面はほぼ平坦である。壁は底面から比較的緩やか

に立ち上がな遣物は、堆禎十．巾から円筒上）凶 e式の口緑部）iが出十．した。出十．遺物から縄文時代中

期中葉に近いものである c

第 E23号土坑（図147・160)

南側の大部分が樅乱を受け、上部は削平されているが、底面形状から円形になると息われる。堆積

上は賠褐色上上体で、 卜.部に黄褐色土との滉合土がみられるj・'氏而はほぼ'I"姐である。隙は雨而に近

い角度で点ち卜．がる・?遺物は、底IHI府卜．．珀積土中から復元可能な月筒卜．層d式又は e式土器、 ＝次

説整のある剥片が 1点出土している C・出土遺物から縄文時代中期中葉に近いものである 3

第 E24号土坑（図147・160)

北叫側と上部が削平され部分的な確認である e残存形状から柁円形か隅丸長ガ形になると思われる c

暗褐色 I:キ体の堆積f・.で、 2 I@中に焼I:粒を微呈混人する c 底面はほぽ平坦で、墜は急な立ち上がり

である。逍物は、堆禎十．中から円椅上｝凶式の洞部片が出十．した。出十．遣物から縄文時代中期前半に近

いものである c

第 E25号土坑（図147・160)

暗褐色土土休の堆積土で、黄褐色土と若干批合する。堂際の黄謁色土は堂の崩落土と、息われる 。底

lf1iはほぼ平坦である＾培は底Jf1iからやや開くように立ち上がる) 1陥中から円筒上陪式の胴部片、堆

積士から烹色物が付店した一器而に滑らかな使用而のある磨りィi、二次剥幣のある剥片 1点を含む総

数 5, 点の剥片石謡が出上している。出上追物から縄文時代中期前半に近いものである。

第 E26号土坑（図147・160)

暗褐色 l・キ:f本の堆積,-.で、 2渚中に焼1:粒を微葉混入する。底面はほぽ平川である。壁のVも！．．が

りは北側が垂直に近いが、 rh側はなだらかであるc 堆積,-.中からI1J筒 r・.層人の胴部片が出,.した。出

＋．造物から縄文時代巾期前lに近いものである c
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第 E27号土坑（図147・160)

賭褐色士上1本の堆積士で、 2洞中で焼士粒が1敗呈混入する。底而はほぼ甲坦である。壁の立ち上が

りは並直に近いc遣物は、堆積土中からヨ筒上陪式のU緑部）・.-と、円筒上図 e式の胴部），1が出土したc

剥片 1点、敲磨器 2点が/II土したc 狭い稜の部分を使J+Jした庖り石と、側向に1μ柏広い磨り面と端部に

敲打杖をイiするものである C /l'i土遣物から縄文時代中期中茉に近いものである。

第 E28号土坑（図147・160)

暗褐色上主体の堆積上で、上坑西側 3層はロ ーム主体の堆積上であり、嬰め戻しの可能性が高い，

底面はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは唾直に近い。堆梢 r-.中から無文の胴部片が出 I:した。出I:

追物から縄文時代である。

第 E29号土坑（図147・160)

やや小整な楕円形で、束側の•部が破壊さ れている 。 堆禎十．は暗褐色十・キ休で、壁際の 2 Jdは壁の

崩落士と考えられる。底面はほぼ平坦である。産の立ち上がりはやや急傾斜で、開U部に向かって拡

がる c 遺物は、堆積土中から円椅上涌 e式の口縁部）t、敲磨器 (160-12)が出土 した。出土遣物か

ら、縄文時代中期中葉に近いも のである。

第 E30号土坑 (I叉I148・160) 

聞n部は閉丸ガ形で、底面は円形である。堆積上は I・.半部が黒褐色上、 ド半部が黒色上上体である c

底面はほぱ平坦である。 照は乖而に近い角度で、 開II部に向かっ て拡がるc 造物は、堆積上中か ら円

筒上堵 d式のn縁部片や洞部片、―．次調整のある剥片］点を含む総数 5点の剥片石器が出 I:してい るし

出 I:追物から縄文時代中期中莱に近いも のであるC (畠山）

第 E31号土坑 （図148)

堆枯十は黒掲色十主 体で、白色粘十粒が混入していふ底面はほぼ平坦で、 2某のピソ トが検出さ

れたC l基は南側、 もう1基は北側である。 堆積土は黒掲色土で、土坑内堆積土とほと んど変わらな

い。埜は垂直に近い角度で立ち上がる c 造物は出土せず、時期はイ逮りである。

第 E32号土坑 （図148・160)

上坑中央は暗褐色上主体の堆積J..で、底向から煕際にかけては褐色上主体である。底直はほぽ-nu.
で、村名は間II部に向かって拡がっている。追物は、 1陪から1--Y筒 ,-.陪 d式人は e式上特のII縁部片が

出上した。出上遺物から、縄文時代中期中葉に近いものである。

第 E33号土坑 （図118・160)

堆禎十ーは陪褐色十主体で、 上部にローム塊が多く 混入 しており、 人為堆桔の可能性が茂いc 底面は

ほぽ平坦で、壁は南側l-分が袋状になり、北側は唾直に近い角度で立ち上がる 。近物は、 4j苗か ら門

筒上屈 d式の上半部），1ーが出土した C・出土造物から縄文時代中期中葉の円筒上屈 d式期である c
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第 E34号土坑（図148・160)

雄積士上部は褐灰色士の混合士で、下部は烹褐色士上体である。人為堆積の可能竹がある。）氏而は

ほぼ平坦で、槌は底而からやや内頼気味に立ち上がる 3 遺物は、 3・5陪から縄文土器が出土したc

/1¥土遺物から、縄文時代である。

第 E35号土坑（図148・161)

第E3号竪穴住居跡・第E36号上坑と 重複し、第 E3号竪穴住居跡より古く、第 E36号上坑より 新

しいc 平面形状はいびつな楕l'l形であるっ堆積上は黒褐色上主体で、ロ ーム塊が多呈に混人するっ人

為堆積の可能性がある 。底面はほぼ平坦で、壁は東側が袋状、旧・側が底面からほぼ産直に立ち上がるc

追物は、 1磨から円筒上居 d式の胴部片などが出Lした。出 L遺物から縄文時代中期中葉に近いもの

であな

第 E36号土坑（図148・161)

第E3号硲穴fl:届跡・第E35・37号土坑と 亜複し、第E3号緊穴イl:届跡 ・ESK 35より古 く、ES

K37より新しいc 堆積土上部は黒掲色土±f本で、 下部は暗褐色土と菟褐色土が且面に堆積 し、人為堆

積と思われる c 底面はほぼf-:tl:lで、船は東側が袋状、西側が底廂からほぼ而而にすち r.がる 0 1層か

ら円椅卜．層 e式の胴部片、部分的に器Jf1iを研磨 した磨 り石が出土したし 堆積土からは焼成粘土塊が出

土していな出上遺物から、縄文時代中期中葉に近いも のであ る。

第 E37号土坑（図148)

第E36サ 1:坑と酋桟し、これより古い。西側が第E36サ]・坑の構築により破壊されているが、残｛千形状

から、平面形状は楕円形と思われるc 堆積I:は賠褐色I:キ体の単丙である。底面は起伏があり 、断面形

はレン ズ状である。 逍物は出七しなかった。軍複関係か ら縄文時代中期中葉かそれ以前である。 （坂本）

第 E41号土坑（図148・161)

堆積土は暗飼色土土休の土で、壁際にローム粒 を混入する。 底而は平坦である が、 南西側が12-18

cmほど低 く掘りこ まれている。堆積土から土帥器坪が出土した， 出土造物から、 9 世•紀後半-10 世紀

前半の平安時代である，-．

第 E42号土坑（図148・161)

枇積上は賠褐色上主体の上で、 根の攪乱の影響で一部腐食化が巡んでいる。底面は'f'-tLI.であるが、

庶のすも lがり は雨桐に近い。遣物は、 堆積l..中から1-Y筒 I爵 Aの胴部片が出l..した。出上追物から

縄文時代中期前半の ものである ,,

第 E43号土坑（図148・161)

堆積十」上部が黄褐色十スで坤め戻されたと思われる 。下部は賠褐色十ヰキ体の七が黄褐色十と 批合 した

状態であるも 底而は平坦であるも壁の立ち上がり は基直に近いが、南側がい くぶん緩やかな傾斜であ
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るし、選物は、底而但上から円岱上/ci式の胴部）い堆禎土巾から円筒上屈 e式の口縁部），1．、剥），1. 1点、

磨りがが出士した。出士遺物から縄文時代中期中葉に近いものである c

第E44号土坑（図148・161)

雄積土は陪褐色土上体の土で、 1層はレンズ状の堆積である C 2'3暦は院の崩落土を含む。底向

はほぼ‘ドj:l:lであり、樅の立ちトーがりは而桐に近いc 、底面直いから無文の胴部片と 1-Y椅い晋入の厠部片

が出上した。前者には黒色のタール状の物質（漆？）が塗られている。また、堆積上中からはI'J筒 1-_

暦 e式などの胴部片、剥片 1点、凹み石が出上した。出上追物から縄文時代中期中業である c

第 E45号土坑（図149)

第E1:3号竪穴住居跡と璽複し、これより新しい↑ 堆秋十．上部が、黒掲色十．で、下部が暗掲色十幽キ休で

ある c 底面はやや起伏がある。壁は唾此に近い角度で立ち上がる 0 3)~ から目然礫 l点が出十上したc

重複関係から縄文時代中期中菜かそれ以降であるc

第 E46号土坑（図149)

第E13号竪穴仕居跡と重複し、これより新しい堆積上は黒褐色土上体で、沖際は褐色土が堆積し

ており、睾の崩落土と滉じったものと息われる C J氏間は'V-坦であるが、堺は乖府に近い角度ですち K

がふ遺物は出上しなかったこ重複関係から縄文時代中期中突かそれ以降であるっ

第 E47号土坑（図149・161)

堆積 1:上部が賠褐色I・・キ体で、下祁は黒掲色l・・キ体である e 壁際は褐色1・が堆積しており、壁の崩

裕 I:と混じったものと思われる。底面は平坦で、壁の立ち上がりは垂直に近いが、 1打側がいくぶん緩

やかである。遣物は、堆枯十．巾から円筒上）芦式の胴部）「が出＋．したc 出十．逍物から縄文時代巾期前半

である 。

第 E48号土坑（図149・161)

雄積土上部が黒褐色土土休で、下部はU音掲色土土休である 3 壁際は褐色土が堆積しており、壁の崩

落土と混じったものと息われる＾底l川は'I;・坦で、樅の立ち上がりは雨汽に近い c 遺物は、堆積土中か

ら地文のみの胴部片が出士した。出士遺物から縄文時代中期前半である c

第 E49号土坑（図149・161)

雄積上は賭褐色上主体で、 ［部にはロ ーム塊が混人しており 、人為Jtt積の可能性が高いc 底面は'I'

川で、壁の立ち 卜がりは垂直に近いが、1飢！り側がいくぶん緩やかである。追物は,'HI・.せず、時期は不

明である。

第 E50号土坑（図149)

堆禎土は暗掲色土土休で、北束堂付近の 2屈は、壁の崩落土のof能性が商い c 底而は乎坦で、壁の
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立ち上がりは垂直に近いが、西側がいくぶん緩やかである c 遺物は出土しなかった。時期は小明であ

る。 （岳廿I)

第 E52号土坑（図149・161・162)

袷E3号竪穴住居跡と凪複し、本遺椙が占いこ第 E3号竪穴住居跡の貼）木由で確認した c 堆積土k

部は黒褐色土上体で、焼土層・粘土プロック況人層がレンズ状に堆積する。底面から I'・部にかけては

黄掲色上主体で、堆積状況から崩浴して埋まりきったものと思われる。底面は中央部がやや高く、樅

際周辺が低いぐ煕の1/.ち I・.がりは乖直に近い c 堆積上中から多呈に追物が出上した。ある程度復元可

能なI:器も含まれる。 1J笞では中期後葉の I:器片も含まれるが、 4 J苫以下は門筒上｝笞 d式又は c式の

J-. 器片、底面からは円筒上暦 c式の I:器片が出I:した。石器は、 ―．次調整のある剥片 1点、微小剥離

痕のある剥片 1点 (162-15) を含む総数 7点の剥），1・右器、 5 idから磨製伍斧の頭部），1・、 1 J凶から器

面に敲打による平坦面を有する礫)'i"、推禎十．中位から縁辺を使用した敲き七、 I I付から凝1火岩の板状

破片 3点、堆禎十．からほぽ球状の磨り伍の計 7点が出十．した, 2 Jdから磨り面の広い北洵道伍冠の破

片、推積土から一器而が平滑な磨りれが出士した C 3陪中から三角形ィi製品が 1点出土した。軽れで

中央部に円形の貫通孔が見られる。出土遺物から縄文時代中期中葉に近いものである。

第 E54号土坑 (I叉1149)

地積土は灰花褐色土上体で、ローム塊を多品に混人する c 底If1iはほぽ'jl-jl:lで、船のI{_ち r.がりは雨

直に近い。造物は出上せず、時期は不明である 。

第 E57号土坑（図149)

,h束から北匹に拡がるいびつな桁刀形状で、堆積 I:はにぶい黄褐色 I・・キ体である Q 底面は鍋底状で、

壁は開口部に向かって緩やかに立ち上がる 。遣物は出十．せず、時期は不明である c

第 E58号土坑（図149・163)

第E3号駆穴住）占跡と璽複し、本遺構が古いc 推積土は黒褐色土・暗褐色土・褐色土が1i.屈に堆積

し、ローム プロッ クが況入 している c 人為堆積と考えられる。 底而はほぼ平坦で、壁は底而から開口

部に向かって拡がる＾遺物は、堆積土中から復元可能なものを含む多品の土器が出土したc 出土した

士器は、円筒上愕 d式又は e式士器である c 13将からは円椅上将 e式の胴部片が出士したc この他の

堆積上出上l..栂で時期認定の出来るものも円筒l屈;e人が主体である。石鏃 1}.'、し (163-15)、-:次調

整のある剥片 1、点を含む総数 4、,,'.((/)刹片石器が出上している 。10陪から表面に丁寧な研磨、 衷面に浅

い敲打痕のある敲磨器 (163-17)、 3暦から拳大の敲き石 (163-16) が出上した。このほか、堆積

Lから北海逍式石冠の破片 2点と敲き石が出[・した。出 I:造物から縄文時代中期中莱の円筒[・.!@e式

期のものである，， （坂本）

第 E59号土坑（図150・163)

第E1号竪穴住届跡の調査中に確認し、本逍構が古い心雄柑土は黒褐色土 .D音褐色土土休で、ロー
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ム粒を混入する c 底而はほぼ平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がるも逍物は、円筒上1悦e式の口縁部J'i

が出士したc このほか、徴小剥離痕のある桑un・2点 (163-21他）が出士している c 出士遺物から、

縄文時代中期中葉の円筒上陪 e式期に近いものである。

第E60号土坑（図150・163)

第E1号竪穴仕店跡の潤企中に確認し、本遺構が占ぃ。雌積土は暗褐色土上体で、 3層中にはロー

ム上を混人する c 壁の崩洛上の可能性がある。底血はほほ平坦で、粧はL部から開くようにほぽ乖直

にすも卜がな追物は、底面直1-.からl'J筒 I・.層d式又は e式上器のn縁部片や胴部片、堆積上中から

円筒上培 d式の胴祁片などが出 I:した。出 I:遥物から縄文時代中期中葉に近いものである。

第 E61号土坑（図150)

堆禎十．は暗褐色十．主体のり'i_J悦である c 非‘常に浅い十．坑で、底面はやや起伏があり、 壁はほぼ産直に

立ち上がる。遣物は、堆禎十．から縁辺を部分的に使用した敲きhが出十．した。出十．逍物から、縄文時

代と息われる c

第E62号土坑（図150)

第E10号坐穴仕）占跡の訓げt中に確；；忍し、本遺構が占ぃ C I弁~LI部の半分ほどが破壊されている。堆積

上はほぼ褐色上上体の地積土で、枷り卜げ上笠で埋め戻されている可能性が点いシ底1f1iはほぼ'V・担で

ある。浙国がフラスコ状で、底面から 1人」傾して立ち[・_がる。追物は、―．次調整のある剥片 1,I訳、徴小

剥離痕のある剥片 3,点を含む総数 5).'、C(/)剥片石器が出上している。重複関係から縄文時代中期山策か

それ以前である。

第 E63号土坑（図150)

第E8号掘立跡建物跡と雷複し 、本造構が古い。堆杜十．は黄褐色十．がキ体で、ほぼ水平に堆枯して

おり、人為堆枯と思われる。底面はほぼ平坦である。断面は底面から直線的に立ち上がる c 遣物は出

土しなかったc 堂複閲係から縄文時代中期中菜かこれ以前である ）

第E65号土坑（図150)

雉積士は彪色士・開褐色士上体で、ローム粒が混入するC・I氏面は鍋｝氏状を旱した浅い士坑である ，

遺物は1，H上せず、時期は不明である c

第E69号土坑 （図150)

北東側の 1-.部が削平によって失われている。堆積l:は褐色 l・・キ体で、底面は平爪である，2 壁は底面

からほぽ垂直にすも卜がる。追物は出[・.せず、時期は不明である。

第E73号土坑（図150・163)

確認、面から 10cmほど下位で柱痕と思われる暗褐色土の広がりがみられ、断而でも確忍できた。堆禎
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土は賠褐色土主休である e 底而の南束側が•段15cmほど高くなっている。断而は底而からほぼ垂直に

立ち上がる c 本遺梢は上述のようなことから柱穴と息われる c 遺物は出士せず、時期はイ澗明であるっ

第E76号土坑（図150)

暗褐色土上体の堆積土で、 卜．部にローム粒が堆積する。底血はほぼ'I,:坦で、陪は底向から1州くよう

にVも卜がが本遺椙は杜穴の可能性が凶い。遺物はIll土せず、時期は不明である。

第E77号土坑（図150・163)

a・b・_つのピットで、 2某並んで検出された。新11l関係ははっきりしないが、雌積状況から aピ

ットが新しいと考えられる。いずれのピットも賠褐色]・_中体の堆積I:である。底面はほほ平坦で、壁

は底面からほぽ垂直に立ち上がる。遣物は、堆禎十．巾から円筒上lci式の胴部）iが出十．した。出十．逍物

から、縄文時代中期前半のものである c

第E78号土坑（図150・163)

雉積状況は、暗褐色土と筑褐色土が且面になる c 底両はやや丸底で、壁は底面からやや開くように

すち卜か‘る。遺物は、雄積土中から 1--Y椅ド層,JC¥の胴部片が出土しに出上遺物から縄文時代前期に近

いものである c

第E80号土坑（図150)

令体の堆積上は不1月だが、黒褐色上の堆積上でローム塊・焼上粒を混人したものを確認した。底血

はほぽ平川で、聖は底面からほぽ垂直に立ち上がる。追物は出 1:せず、時期は不明である。

第 E81号土坑（図150)

全体の堆枯十．は不明だが、暗褐色十．の堆枯十を確認しに底面はほぼ平坦で、壁は底面からやや拡

がるように立ち上がる。造物は出十．せず、時期は不明である c

第E82号土坑（図150)

堆積土上位が賠褐色土、中位が茨掲色土、 ト・位が黒掲色土の堆積状況である c とく に茨褐色土の堆

積士から人為堆積のuJ能性が1匂い C )氏而はほほ平坦で、南側が社干傾斜している 。埓は底面からほほ

而盾に1/.ち I・.がり、 一部は緩やかにすも卜がる c 追物は出上せず、時期は不明である。

第E83号土坑（図150)

,-. 坑の北西側半分は削平されており、南側半分の検出であ る,.暗褐色・黒掲色 I・・キ体の堆積I:でロ

ーム塊を微呈に確認した，，底血はほぱ半JIlで、壁は底向からやや拡がる ように立ち卜がる。追物は出

＋．せず、時期は不明である 。
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第 E84号土坑（図151)

乎而形はイ消幣形で、西側の張り出すような）I外犬をしている。褐色・筑褐色士上1本の堆積士で、とく

に差際にはローム塊が多品に雉積している。底而中央はt釦円形状に一段窪んでいる 3 西側に張り出し

た部分は煕の中位付近で段状になる c 煕はいずれも底向からほぼ而桐に立ちじがる。堆積状況や遺構

の形状から杜穴と思われる c 遺物は/Il土せず、時期は不明である 3 （畠）I I) 

第E89号土坑（図151・164)

第E22号竪穴住居跡を調査中に確認し、重複関係から本追梢が古い。褐色上・黒褐色上主体の堆積

[・ で、ロームプロックが多く混入する。人為堆禎と思われる。底面はやや鍋底状を呈し、壁は底面か

らほぼ垂直に立ち上がるc 堆桔I:中から円筒下庖式の胴部片が出 I:した。出I:追物から純文時代前期

に近いものである。

第 E90号土坑（図151・164)

堆積士は煕糊色土士イ本の堆積士で、産際には産の）旧蕗士が混入する c 底而は平坦で、産は底面から

やや内頼して立ち上がるc 遺物は、底而から中期後葉の胴部）t、 1眉から中期中葉の脂部片が、堆積

土中から剥片 1点が出上しているつ・出上遺物から縄文時代中期中莱～後葉のものである。

第E92号土坑 (I叉I151・164) 

暗褐色上主体の堆積上で、蹄際は照の崩浴上と混合している 。底面は'ji-:t-LI_で、照は底向からほぽ乖

宿に寸も]・_が入迫物は、 3隆からて次調整のある剥片 1}, ば、 1眉から有孔石製品（軽石）が 1、1.'.(出

[・ した。出I:造物から縄文時代である e

第 E93号土坑（図151)

暗褐色十キ体の堆桔十．で、ローム粒が微呈に枇入する。底面は平坦で、壁は底面から問口部に向か

って拡がるように立ち上がる c 遣物は出十．せず、時期は不明である。 （坂本）

第E94号土坑（図151)

第E25号緊穴仕店跡と虚複し、本遺構が占いC :ltt積土は烹掲色土を上体とし、 2屈に分陪したっ底

而は平坦である c 船はほほ垂直に立ち上がる＾遺物は出士せず、時期はイ渭明である C (伊藤）

第E95号土坑（図151・164)

第E8号掘立柱建物跡と重複し、本遺構が古い。丙側はI.部が破壊されている。賠褐色上主体の推

積 1-.で、ローム粒が微葉視入する，：底面は起伏がある。堅は求傭が残存し、底面から緩やかにv.t, I・. 

がる。追物は、 1暦から『J筒 I屈LA;の胴祁片、剥片 1点が出 I:している。出,-.追物から縄文時代中期

前平に近いも のである。
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第 E96号土坑（図151)

乎而形はいびつな柘円）診を旱し、底而が明瞭でなく、一部掘り過ぎている。賠褐色士上体の罪積士

で、ロームブロックが斑状に混入する。底而はやや起伏があり、壁は底雁からほぼ旦直に立ち上がるc

遺物は出土せず、時期は不明である c （坂本）

第E97号土坑（図151)

第E24号竪穴住居跡と重似し、本追構が古い。堆積上は 2・3層は黒褐色上を主体とし、 1潜は賠

褐色上であるぐ底面は平坦で、庶はI・.部へむかってやや聞くように立ち I・.がる。追物は出上せず、時

期は不明である。

第 E98号土坑（図151・164)

堆積十．は 1Jciは［音褐色十．、 2~1Jciは褐色十を主体とする，底面はほぼ平坦で、壁は上部にむかっ

て開くように立ち上がる c 底面から円筒上）悦 e 式の胴部）い推枝十．中からも同式の口縁部）'i や胴部）｝•

が出士した c 底而から三角柱状磨りィi(164 -12)が出土したc 本遺構は、底而中央部から出士した

土器は炉の可能竹も考えられたが、土器上部や同辺の堆積土に炭化物や焼土が見られなかったc また、

底向から柱穴と考えられるピットなども検出されなかったため土坑として報告した。出土遺物から、

縄文時代中期中葉の円筒日醤 e式期であるつ （伊藤）

第E99号土坑（図151・164)

堆積上は暗掲色上主体の堆積上で、ローム プロックが斑状に混人する。底面はほぱ'¥吐U.で、氏とは底

面からほぽ垂直に立ち上がり、開n祁ではやや開くような形状である。追物は、 3唖から門筒上庖 d

式又は e式 I:一益の口縁部片が出 1:したC ,4',. I: 追物から、縄文時代中期中葉に近い時期のものであるJ

（坂本）

第 E100号土坑（図151・164)

第E38号磋穴住）占跡と堂複し、本遺構が新しいc 堆積土は 4屈に分屈した， l屈 は暗褐色土を、

2・3屈は黒糊色土を上休とする C 4屈は掘り 方の堆積土である。底而はやや起伏があるc 基本屈序

第v屈まで掘り抜いて、全血に土を貼っているc 培は上にむかって斜めに緩やかに立ち上がる ，O 底Jfli

中央部に幅32cm、底阿からの深さ13cmのピットを検出したc 址積士は烹褐色士を上体とする。堆積士

中から晩期(J)I I縁部片や胴部片が出上した。白上追物から縄文時代晩期である。 （伊藤）

第E101号土坑（図151・164)

第EH1サ I:坑と京桟し、木追構が新しい。確詔面から 6堵までは暗褐色I:キ体の堆積,.で、ロ ー

ム粒を多く混人する c 底面直,-.の 7層は黒掲色 ,-.である．，底血はほほ半Jll_で、陸は底血からほぱ垂直

に立ち上がるC .+. 器は他の十．坑に比べ多く出十．している。造物は、 7悩を中心に推校十．中から円筒上

J苫e式の十器片が出十した 。石鏃 1点(164-24)、石槍 1点(164-25)、微小剥離痕のある剥片 1点を

含む総数 7点の桑lj)冒 i器が出土 している J 出土造物から縄文時代中期中葉の円筒上屈 e式期に近いも
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のであな

第 E102号土坑（図152・165)

第E7号掘守建物跡と凪複し、本遺椙が新しいc 黒掲色土主体の堆積土で、熙際卜図奴)2屈は黄掲

色土との混合土である。）氏血はほほ•/i..士且で、樅は底向からほぼ而而に立ち卜．がる。遺物は、 1・3・ 

5 眉などの黒掲色土から縄文時代の土岱片が畠土した。 5 屈から日椅卜屈~d _r¥: 又は e式土岱のに縁部

片、第 3層から 1リ筒じ層式の胴祁片が出上した。剥片 2点、砕片 1, 点が出J.:.していか微小剥離痕の

ある剥片 1点が出上している 0 ,4', J.:. 追物から縄文時代中期中業に近いものである。 （坂本）

第 E103号土坑（図152)

堆禎十．は黒掲色七を中休とする 2/ciに分）悦した↑ 底面はやや起伏があな壁は上にむかって斜•めに

立ち上がる。追物は出十．せず、時期は小明である c

第 E105号土坑（図152)

排積土は 4~に分届した。 2涵は黒掲色土を、それ以外はU音褐色土を上体とする。底而はほぼ平坦

である。煕は卜にむかってやや斜めに）ムがる。遺物は出上せず、時期は不明である c

第 E108号土坑 (l,<I152・165) 

堆積上は 4層に分唇した。 1潜は黒褐色上を上休とし、 2層以ドは賠褐色上を上休とする。底面は

'I吐U.で、辟は西側が乖桐に、東側は緩やかにすも ,-.がる 3 造物は、 1暦から最花式上器のII縁部片が

出 I:した。出 I:追物から、縄文時代中期後葉に近いものである e

第 E110号土坑（図152)

堆枯十は暗褐色十をキ体とする。堆枯十上位で火山灰がプロック状に混入する。底面はやや平坦で、

壁は外頼して立ち上がる c 出十迅遣物は、図示しなかったが、推秋十．中{11:から十．師器売胴部・底部片が

数点出土している 。出土遺物から、平安時代であるc

第 E111号土坑（図152・165)

第E25号啜穴式仕届跡と直複し、本遺構が占い，-．堆積士は暗掲色士を上休とする 2将に分沼したr

中央部と南端で、堆積上ド位から炭が血的に広がりをもって出上した。堆積上中・ 3暦から中期後莱

の地文のみの胴部片などの上器片が、底面から礫石倍が 2,1,'ヽ し出上した。剥片 I, 点が出上している3 床

血から庖製石斧(165-6)と敲磨器(165-7)、 3暦から北海迫式石冠の破損が出上した。石冠は底面

に丁寧な研底痕、 I・. 面には敲打痕が広がるこ,4',[・, 追物から、縄文時代中期後茉に近いものである。

（伊藤）

第 E120 a・120 b 号土坑 （図152·165~169)

調査時には1甚の土坑として番号を付したが、調査中に 2基の土坑が璽複しているのを確品したc
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北側の土坑を第120aサ土坑、南恨I)を第120bサ土坑として報告する，, 堆禎状況から第120bサ土Jんが

第120a号士坑より新しい c

第 E120 a号土坑

褐色土上体の堆積土で、ローム粒を徴凪に視人する。底血はほぼ'V・出の浅い土坑で、樅は底血から

ほぼ雨前に立ち卜か‘る。確認面から日筒卜．層 d式人は e入土器のU縁部片が出土した C []¥土遺物から、

縄文時代中期中茉に近いものである。

第 E120 b号土坑

賠褐色 I:中体の堆積 I汽？、ローム粒を多く枇入する。第 E120 aサ I:坑よりもローム粒の況入は多

い。底面は起伏のある浅い十抗で、北束側がやや攪乱を受けている c 底面中央からは十．壌化した炭化

範囲が検出された。壁は束側では検出されなかった。底面からやや内傾しながら立ち上がり、壁には

起伏がある。逍物は、確認面から円筒上屈 d式又は e式十＊器の口縁部）iが出七した。壁の推定線付近

の底面窪地から桑ll片の集積が検出されたっ堆積士より 二次説整のある桑ljJ',・1点が出土している。底河

下位より微小剥離痕のある桑lj片14点、一次調格のある函IJJ'd6点、砕）',・4点を含む総数45点の剥）冒i器

が集積した状態で出上している。石材にはいずれも珪質頁宕がJ+jいられており、灰貸褐色 (10YR6/2)

を上体とする凶岩 1と灰贅褐色 (10YR4/2) を上体とし、礫血近くに灰白色 (10YR8/1)、にぶい貸

橙色 (10YR7/2) の稿模様を特徴とする犀岩 2の2つのグループがみられる:-これらのうち、け宕 1

は剥片集中ブロック,.立ISに、母岩 2はド部にまとま る。砕片をのぞいた41}.¥のうち、母岩 lで16},↑＇（中

3、1ば、母岩 2で25/・（中19、点の剥片に接合関係が認められたc 炭化材の検出や剥片の集積が見られるこ

とから、住居跡の可能性もあるが、炉が検出されないことや底面に起伏が兄られることから、可能性

を述べるに留める。出 I:追物から、縄文時代中期中葉に近いものである。

第 E121号土坑（図152・165)

暗褐色十．中体の堆柏十．で、ローム粒を微旦に枇入する。 底面はほぼ平坦の浅い十．坑で、北四側の聖

は底面からほほ垂直に立ち上がる c 南束側は検出できなかった）遺物は、土師器の内而黒色処郎を行

った壷が 1屈から数点出土した 。第E43号竪穴ftJ出跡と同一個休と息われる。出土逍物から平安時代

である 3

第 E122号土坑（図152・165)

検出された形状と規校から住居番号を付して調杏を行ったが、上坑であることが判明し、追構番号

を変更 した。令体としては力形であるが、南東側にやや拡がる形状である。暗掲色上・祝色上主体の

堆積I:で、令1本にレンズ状の堆積状況である。 I・. 位から中位にかけてローム粒を多呈に混入し、下位

壁際にはローム粒の混人は多く見られず、人為堆積の様相を呈する，，底血は1-H束側がやや秤んだ形状

であるが、 これ以外はほぼ平坦である。聖は底面からほぼ垂直に立ち上がる。追物は、 l)ばから底面

但上の13I苗ま で縄文時代の十．器片が出十．し、堆積十．中からループ文などを施文した早稲mo類の胴部

片が出土したc ィi器は一次閥柩のある剥片 1点を含む総数 8点の剥），1・イi器が出土しているc 出土逍物
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から縄文時代前期初頭に近いものである。

第 E123号土坑（図153・170)

第E41号竪穴仕居跡を調竹ミ中にこの煕際で検j]¥し、本遺構が占いc 北側半分は第 E41号竪穴仕居跡

によって破壊されている C H音褐色土上体の堆積土で、令体に焼土粒・白色粘土粒が多品に混人し、と

くに中位から卜.部にかけてはこれらの混人物が範囲として認められる c これらの堆積状況から人為堆

積の様相を□する。底向は縞底状で、殿は底面からほぱ乖直に立ち]・_がるぐ追物は、上坑I・.tll及びド

部から上師岱類が多く出上し、とくに 5・6層からは甕復元個体 1点が出上している。 3暦から器面

の部を研靡された磨り石が出 I:した。出 I:遥物から平安時代である。

第 E124号土坑（図153)

第E41号略穴住居跡を調査巾に壁際で検出し、本逍構が古い。南側半分は第E41サ竪穴住居跡によ

って破壊されている。黒褐色十．中休の堆禎十．で、全体に焼十．粒・白色粘十粒が徴醤に混入する， 5屈

は底而中央を中心として乎坦に拡がることから、底而上に士を貼っているものと忍われる c 底面掘り

方はやや鍋底状を呈し、壊は底而からほぼ垂直に立ち上がる。遺物は、図示しなかったが、土帥器亮

胴部片 1点、 2層中から羽U片 1点、 23.2gが出上している。出上遺物から平安時代であるシ

第 E125号土坑 (I,<[153・170) 

第E37号竪穴住居跡を調在中に蔑際で検出し、本追構が古く、西側半分は第E37号竪穴住居跡によ

って破壊されている。堆積上I一部は褐色上が堆積しているものの、ほとんどが黒褐色上主体の堆積上

で、全体にローム粒が微埜に混入する e 底面はほぽ平坦で、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる J 造

物は、 1喘から円筒上暦 d式又は e式 I沿枠の口緑祁片が白 I・ーした。出[・_追物から、縄文時代中期中葉

に近いものである 。

第 E126号土坑（図153)

第E30号緊穴住店跡床面で検出したc 本遺構が古く、上部は第 E30弓緊穴住）』跡によって破壊され

ている。 U音褐色土土休の推積土で、全体にローム粒を微呈にi品入する c 底而はやや鍋底状の浅い土坑

で、培はほとんど検出されなかったr 遺物は出土しなかった。重複閃係から、縄文時代中期中葉かそ

れ以前である c

第 E128号土坑（図153)

黒褐色上主体の堆積上で、令体にロ ーム粒を微呈に混人する。底血は起伏のある浅い上坑で、氏とは

底面から緩やかに~- ち Lがる。追物は、製塩 I :r.:i片が出I・.している 。 出 L迫物か ら平安時代であるこ•

第 E129号土坑（図153・170)

上部から下1立にかけて陪褐色十・キ体の堆杜十で 、下位から底面にかけて黒褐色十．の堆禎状況である c

上部に はローム プロックが混入し 、人為堆秋の可能性がある。底而はほぼ平坦で、壁は底而からほぽ
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垂直に立ち上がる。逍物は、堆禎土上位から円筒上）cid式又は e式土器の口縁部片が出土した。出土

遺物から、縄文時代中期中葉に近いものである c

第 E130号土坑（同153・170)

ト部は哨褐色土上体の堆積土で、 ド部は黒色土上体の地積土である C 卜．部ではローム粒を微凪に混

人する。底向はほぼ-11.坦で、煕は底面からほぼ雨直に立ち卜＾がる。遺物は、堆積土ド位などから円椅

t層 d式又は e式上器の口縁部片などが出上した。出上造物から、縄文時代中期中栄に近いものであ

る。

第 E131号土坑（図153・170)

黒褐色十・キ．休の雄桜十．で、 1・7Jciは聖の崩落十．が堆積したものと考えられる。底面はほぼ平坦で、

壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる c 北側の壁は•部内傾しながら立ち上がり、中位から開口部に飼

かって拡がる断面形状である，遣物は、堆禎十．下位などから円筒上）白 d式又は e式十．器の口縁部片な

どが出士したc 出土遺物から縄文時代中期中葉に近いものである，

第 E132号土坑（図153)

堆積土は暗褐色土上体の単暦である 3 全体に根の樅乱を受けている C • 底IHIは起伏があり鑽底状を呈

する c 樅は底lfliから緩やかに寸ち r.がる， JI・ク状や規模からピットと考えられる c 遺物は出上せず、時

期は不明である。

第 E133号土坑（図153)

堆 積I:は黒柘色 I:キ体で、ローム粒を微呈に含む。底面はほぼ平J且で、壁は底面から緩やかに立ち

上がる。逍物は出十．せず、時期は不明である。

第 E134号土坑（図153・170)

堆積土は暗飼色土土休で、ローム粒を微量に含む。土坑西側は掲色土が堆積している c 底而は、束

側から西側にやや頼斜しており 、埜は緩やかに立ち上がふ 逍物は、推積土中から大木式系の胴部）｝｀

が出土した ・C 1眉より剥片 1点が出土してい る・~・ 出土遺物から、縄文時代中期後葉に近いものであるc

第 E135号土坑（図153)

耶積上は黒福色上主体の単暦で、焼上粒・炭化粒が混人する 。底面は、やや変色し硬くしまった部

分が認められ、ほぽ'I廿U.である。煕は底面から緩やかに対ち Lがる c 底血の状態ゃ堆積上から、燃焼

施設であった可能性もある。追物は自 I:せず、時期は不明である。

第 E136号土坑（図153)

堆積十」上部は賠褐色十。キ体、下部は黒褐色十。キ体でローム粒を多く含む。堆積状況から人為堆禎の

11]能件があな底而は、ほぼ平坦で、底而から開口郎に向かって内傾して立ち上がるも逍物は、土器
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は他の土坑に比べ多く、堆禎土巾から円筒上｝四 d式土器や同 e式土器が出土した。 7}clからは円筒上

沼 e式士器のU縁部）わが出士した。 7陪から表而が乎らなィillll(171-9)が出士したc 出士遺物から、

縄文時代中期中葉の円筒上陪 e式期に近いものである 。

第E137号土坑（図153・171)

雄積土は暗掲色土上体で、ローム粒を微凪に含む。底向は、ほぼ平祖で、培は底面からほぽ而樹に

守ち 卜がる。追物は、 5・6層からl'J筒 l層 d式の I・・半部片が出上 した。出上追物から縄文時中間中

茉の『l筒 L層 d式期に近いものである c

第 E138号土坑（図154・171)

堆禎十．は褐色十．キ休で、ロ ーム粒・炭化粒を微埜に含むc 底面は、根の攪乱により起伏があり、北

側がやや低 くなっ ている c 壁 は底面から緩やかに立ち上がる 。 I)¥'ti中から、無文の橋状把手が付いた

口縁部），1が出十．した，出十．造物から、縄文時代中期後菜に近いものである ，

第E139号土坑（図154・171)

ほぼ方）Iクを呈するが、東側角はやや弧状に張り出 しているJ 堆積土は賠褐色土上体の上と黄褐色土

との混合土で、ローム粒が多呈に混人して いるC J氏1f1iから底rf1i柄卜.にかけての埓際の堆積土は黒褐色

上上体であ るc 底Jf1iは、ほぼ'11・担で、船は底1川か ら市線的にすち t--.がる 。遺物は、地積上中から縄端

回転文な どを施文した胴部片が出上 した。早稲田 6類期に近いものである 。石匙 1,i,',(、-.次調整のあ

る剥片 l、1訳、微小剥離痕のある剥片 2、1位を含む総数 8瓜((/)剥片石器が出上している。出l..追物か ら縄

又時代前期初頭に近いも のである。

第 E140号土坑（図154)

暗褐色十キ体の堆桔十．で、ローム粒が微呈に枇入する。壁際の堆枯十．には壁の崩沿十と 考え られる

ロームブロックが堆柏 している。 底面はほぽ平坦で、壁は底面から直線的に立ち上がる。遣物 は出十．

せず、時期はイ＜町である。

第E141号土坑（図154・172)

暗褐色・ 彪色士上体の堆積士で、レンズ状の堆積状況である）ロ ームブロックを混入し、迎め戻し

の可能性がある c 底 向はほぱ-nu.で、月さは底面から病線的にすも J-.がる。 追物は、 批積上中から上器

が出上しに 172-1は桔浙面が楕 円形の鉢形で11唇部に縄文押圧がめぐる C その他、日筒 I・陪 d入

又は e式上器などが出上した C ,'HJ.:. 遣物から、縄文時代中期中茉である c

第 E142号土坑 （図 1S1・ 172)

第E143号十．坑と酋複し、堆枯状況から本近梢が新 しい。暗褐色キ体の推秋十．で、 上部にロームブ

ロックが混入する 。 底面はほぼ平坦で 、 壁は •部内傾する も のの、底面からほぼ直線的に立ち上がる c

逍物は、底而ゃ底而直上から 円筒上屈 e式の土器）＇［．磨りイi3点出土した。 172-7のほか、 側而の
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部を使用したもの、両而が平滑なものなどがある c 4 I苫および底而より剥片各 l点が出土しているc

出士遺物から、縄文時代中期中葉の円椅上陪 e式期に近いものである c

第E143号土坑（同154・173)

笛E142号土坑と重複し、堆積状況から、本遺構が占い。暗褐色上体の地積土で、ロームプロ ック

が視入する。朕面はほぼ,,~拓で、 B性は一部1J、M碩するものの、底向からほぼ廊線的に立ち卜．がる。遺物

は、 9層から『J筒 I層 e式の服部片が、 8層中から上器片を利用した上僻片錘が 1点出上 した。 上器

片錘は深鉢形の胴部破片 を）iJいて、周縁を打ち欠いた後に磨りが見 られ、端部に切り 込みを有するr

次調整のある剥片 1点を含む総数 3点の剥片石器が出 I:している。出 I・.遥物から、縄文時代中期中

葉のも のである。

第 E144号土坑 （図154)

第E101号十．坑と璽複し、堆禎状況から 、本逍構が古い C・暗褐色・褐色キ体の推杭十．で、ローム粒

が微品混入するc 底而はほば平坦で、盛は底而か らほば直線的に立ち上がるc 遺物は出士しなかったc

巫複関係から、縄文時代中期中葉かそれ以前であ る。

第E145号土坑 (I叉1154)

掲色土上体の堆積土で、ロームブロックが混人する。浅い土坑で、底Jf1iはやや中央が窪み、絆とは底

面からほぽ直線的に立ち]・_がる 。追物 は出上せず、時期は不明であるc

第E146号土坑（図154・173)

乎面形はほほ隅丸長方形であるが、 北東角の祁分が拡がる形態である。暗褐色中体の堆積1:で、上

部にロームプロ ックがレンズ状 に況入する。捏め戻さ れたttf能性が高い2 底面はほぽ平坦であるが、

やや北束側が角に向かって傾斜しているっ壁は底面からほぼ直線的に立ち上がる。逍物は、底面直上

から押引沈線を施文した口縁部片が出十．した c 早稲m6類期に近いも のである c 出十遣物から、縄文

時代前期初汲 に近い ものであ る。

第E148号土坑（図154・173)

烹褐色上体の堆積士で、 ロ ー ム粒が微呈に混入する •C· 底而直上の一部にローム士が互将になる部分

がみ られる。底血はほぽ'Ji.:f_-lJ_で、見名は底面からやや拡がる ように立ち I.がる。追物は、地積上 ド位か

ら中期後策の大木式系上器の胴祁片が出上した。 出上追物から、縄文時代中期後策に近い ものであるc

第 E149号土坑（図151・173)

黒褐色キ体の堆積 I:で、ローム粒が微呈に 混人する 。壁際付近でロームブロソクが堆積してお り、

壁の崩洛十． と思われる。底面はほぼ平坦で、樅は底面から拡がる ように立ち上がる。遣物は、堆秋十．

中から 中期後葉の大木式系十．器の胴部片が出十＿ したほか、石核 1点、剥片 1点が出 十^ している。出十．

逍物から、縄文時代中期後葉に近いものである c
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第 E150号土坑（図155・173)

賭褐色上イ本の推積士である。上部に黙色士がレンズ状に推積する c 底而はほぱ平坦で、断而）Iクはフ

ラスコ状であるが、一部底而から拡がるように立ち上がる c 遺物は、 1陪から最化式土器0)胴部）いな

どが出土した C /111土遣物から、縄文時代中期後葉に近いものである。

第 E151号土坑（図155・173)

黒褐色主体の堆積上で、 I・. 部にロームブロックが微呈 に混人する c 底血はやや起伏があり、浙面形

はフラスコ状である。欧は底面から内低してv.ち I幽．がり、 1幽．位で拡がる形状である。追物は、 1層・

堆積I:中から円筒上）苫 c式のn縁部片や胴部片が出 J-.した。出 1:造物から、縄又時代中期中葉の門筒

上暦 c式期に近いものである。

第 E152号土坑（図155・173)

暗褐色キ休の推禎十．で、レンズ状に堆．禎するc 底面はほぽ平坦で、断面形はフラスコ状である 3 壁

は底而から内傾して立ち上がり、中位で拡がる形状であるc 遺物は、 1・6陪などから円倫上居 e式

のm輯部などが出土したc 函lj片 1点が出土しているc 出土遺物から、縄文貯代中期中葉の円箇上涵 e式

期に近いものである。

第 E153号土坑 (l,<[]55・174)

第E9号掘立杜建物跡と重複し、堆積状況から本追構が古い。堆積上1幽．部が褐色上、 ,_.、部が賠褐色上

主体の推積上で、煕際は暗褐色上とロームプロックが互暦になる C J住積状況から人為堆積と思われる c

底面はほぽ平坦で、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。造物は、 I: 坑壁際 6堵から深鉢形I:器 1固体

が横位の状態で出I:した。 I: 圧で潰れたものと思われる c これは、 円筒上暦d式又は e式い器である c

__:_次調整のある剥n・2点が出十．している。出七遣物から、縄文時代巾期中葉に近いものであ る。

第 E154号土坑（図155・174)

第E26号緊穴住店跡と璽複し、堆積状況から本遺構が古い。廿音褐色土土休の雄積土で、 ロームプロ

ックが少吾汎入する。底面はほぱ平坦で、 壁は底而からほぼ垂直に立ち上がる c 造物は、 1屈を中心

に比較的まとまって土器が出土したr 円筒上陪 d式又は e式土器のU緑部片や洞部片である c このほ

か、堆積士中から、イi鏃 1点 (174-14)、,{j錐 1点 (174-15)、二次糾撃のある剥片 1点、微少誰J誰

痕のある剥片 3.点を含む総数16、心((/)剥片石器が出上した"1'H上追物から、縄文時代中期中茉に近いも

のである 。

第 E155号土坑（図155・175)

黒褐色 l・主体の堆積,-.で、ロ ーム粒が微呈混人する。底面はほぽ乎JI!_で、聖は底血からほぱ垂直に

立ち上がる 。 追物は、堆枯十月1位の墜際で、縄文時代の深鉢形十．器 1 個体 (175~l ) がやや斜•めに倒

立した状態で出十ーした。 これは、門筒上唱 d式又は e式十器である。 8堵からは円筒上｝芦 d式、 4 J芦

からは円筒上屈 e式土器が出土した C 7屈から側緑の一部を使用した敲きイi、土器）やを利用した土器
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片錘 (175-6) が 1点出土した c 端部に切り込みを有する，，これは、第 E143号土.I)し出土のものと同

ーの士器を利用したと考えられる c ィi核 1点、 二次幽幣のある剥）11・3点、微小剥離痕のある剥片 1点

を含む総数 6点の桑u)11ィi器が出土している。出土遺物から、縄文時代中期中葉の円筒上陪 d式期に近

いものである c

第 E156号土坑（同155)

黒褐色上主体の堆積上で、ローム粒を微呈視人する。底面は壁際がやや荏むが、中央はほぽ平JU.で

ある c 壁は底面からほぽ乖直に古．も I・.がるっ造物は出上せず、時期は不明である。

第 E157号土坑（図155・175)

第E26号竪穴住居跡と璽複し、堆積状況から木逍構が古いへ褐色・賠褐色十・キ体の堆禎十．で、堆禎

-t中位に焼十．粒を枇入する ＾底面はほぼ平坦で、壁 は底面か らほぼ垂直に立ち上がる 。逍物は、 1Jけ

を中心に円筒上）ci e式十．器の口縁部や胴部）i、小籾十．器の底部破n1点が出十．したほか、_:_次澗整の

ある剥片 1点を含む総数6点の測）'i",{ j器が出士している。出士遺物から、縄文粘代中期中葉の円椅上

涌 e式期に近いものである。

第 E158号土坑 (I叉1155・175)

賠掲色土上体の堆積土で、ロームブロック・ 炭化粒が少凪混人する e 底 lfliはほぼ'l1・Jl:l.で、熙は底IHI

からほぽ乖直に立ち,.がる 。追物は、 2層中から円筒I・.層 d:Aか e式の上器片が出上したc 出上追物

から、縄文時代中期中策に近いも(/)である 3

第 E161号土坑（図155)

暗褐色十．中休の堆枯十．で、褐色十．との混介十．である。底面は中央部に向かってやや頼斜している c

壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる c 逍物は圏示していないが、底面中央から裸），1、 2Ji;:;¥から表面が

平らで側面に凹みのある石皿片が出十．した。出十．遣物から、縄文時代である。

第 E162号土坑（図155)

暗掲色 ・烹楼色土上体の堆積土で、ローム粒が微品混人する c 底佃は、中央に向かってやや傾斜し、

とくに南東側が楕円形状に 5cm肛掘りこまれている c 断而形はフラスコ状で、樅は底而から内傾し、

一部はり上がるようにV.ち 1.がる。追物は出上せず、時期は不明であるc

第 E163号土坑（図155・176)

黒褐色キ体の堆積f・.で、ローム粒 ・炭化粒を微葉混入する。底面はほぽ平Jf1で、壁は底面から垂直

に立ち卜がる，' I: 坑中火 3暦で、深鉢形I:器の破片が出 I:した,,1磨から器血か研磨された破片が出

+した。堆禎十＿巾から復元可能なものを含む十器が出十＿したc 第E165号十力＇しから出十＿した十＿器と接

合したものもある 。円筒上｝笞 d式又は e式十＿器であるが、判別できるものは門筒上｝苔 e式である 。 1

屈 中から小殴土器が 1点、 4屈巾から有-fLィi製品が1点出土した＇e このほか、最lj片 1点が出土 してい
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るし、出土逍物から、縄文時代中期巾葉の円筒上）ci e式期に近いものである。 （坂本）

第E164号土坑（図156・176)

南側の卜図効ゞ削'11・により消失している。黒色土、黄掲色土を主体とした堆積土で、令層中にローム

粒、炭化物粒が混人している。底血は、ほぼ,,,:坦に作出されている。 ,lli(iは若十内傾して寸．ち卜．がる c

また、土坑の約40cm南側でピットを1個検mした。本土坑との関連性については不明であるが、近桜

していることから付屈施設の可能性を考慇して謂杏した。確認血での形状は不整1リ形で、北西ガ向に

斜めに掘り込まれている。確認面から菜深泌までの深さは63cmである。追物は、他の上坑に比べ堆積

I・. 中から I器が多く出I:し、復元可能なものを含む。円筒上｝習 d式又は c式 I:器であるが、判別でき

るものは円筒上暦 d式である。造物は、 3-5磨を中心に縄文 I:器、石器が出 I:しているc 礫石器は

3、l,;6から 3点（北悔道式伍冠、石illlJ'1・,磨り伍）出十．した。 176-17のほか、両面に平滑な面をもっ

仁illlI'1・、全休が研磨された小邸の球状磨り伍などがあるこ.5 /¥'.!')巾から J1hj端が欠損している棒状十．製品

が 1点出十．したc 一次調整のある剥片、砕片各 1点が出十．している c 出十．逍物から縄文時代巾期巾葉

に近いものである 。

第E165号土坑（図156・177)

1、 2湿はローム質土が上体となり、ロームプロックも多く含むことから、人為的に埋め戻された

可能性が向いc 底Jf1iは、ほぼ'11・担に作出されている 3 林全は、 底lfliから雨市に1i.ち 卜がるこ遺物は 3層

を中心に縄文上器、石鏃 (177-5) 1 /ば、剥片が出上している 。こ れらは、 5層堆積後、 3層堆積ま

でに廃梨されたものが多く、人為的に埋め戻されたと考えられる 1・2陪からの吊上は少ない。 1暦

からは円筒上堵式の胴部片が出 I:したe 出 I:追物から、縄文時代中期前半のものである。

第 E166号土坑（図156)

堆枯十は底面に接する 2、 3 J苫はローム質十がキ体となり、人為的な児め戻し十．、もしくは壁崩洛

+. の可能性があ る。 1! 位は炭化物粒を含む黒掲色十．で、目然推秋と考えられる c 底面は、ほぼ平坦に

作出されている c 壁は、南側ではほぽ垂直に立ち上がるが、北側では若干内傾しながら立ち上がって

いふ逍物は、凶示していないが、 1屈中から剥片、砕片 2点が出土している c 時代決定の要索に欠

けるか、 JI紅態、対積土等から縄文時代と考えられるc

第E167号土坑 （図156)

馳積上はローム粒を含む黒褐色上が地積する。底面は、ほば'I''担であるが、木根によると思われる

凹凸がみられる。店とは、底向から緩やかに寸も]・_がる。遺物は出上せず、時期は不明である。また、

掘りガが不明瞭である点などからは、自然状態で形成された裕ち込みの可能性もある。

第 E168号土坑（図156)

堆禎十はローム粒を含む黒色十である。底面は丸底で、平坦面を持たない。聖も底面中央から緩や

かに立ち上がる c 逍物は出土せず、時代決定の要素を欠くため、時期はイ,E)Jである。また、掘り方が
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小aJJ瞭である点などからは、目然状態で形成された落ち込みの可能性も指摘される。

第E169号土坑（図156・177)

黒褐色土、賠褐色土を主体に堆積する 0 8、9唱を除き、焼土粒が少凪混人する。 4、 6、10層は

燦崩落土と考えられるロームプロックを多且に含む。底血は、ほぼ'V:担に作白されているが、中央部

がわずかに窪み、鍋底状を呈している。東煕は弧状に張り白しつつ立ち卜．がり、他の店とについては、

ほほ垂直に立ちいがる。追物は、乎面的には北西側に追物の集中が認められる c 堆積上中から1リ筒 I・.

層 d式のn縁部片や胴部片が出上した。また、図ぷしていないが、微小剥離痕のある剥片 1点を含む

総数 4点の剥片石器が出 I:した。出]・.遥物から縄文時代中期中葉の門筒上悩 d式期に近いものであるc

第 E170号土坑（図156・177)

西側で風倒木と考えられる自然の落ち込みと堂複し、本十．坑が新しいと考えられる 。 2、 5Jdは黒

色十:Jdで、どちらもローム粒、炭化物粒を含むが、 5Jci中の炭化物粒は径が大きく、説入醤もわずか

に多い。 3・4陪は、にぶい黄褐色を早し、産崩落士が主休と考えられる C・底面は、ほほ平坦に作W

される3 壁は、わずかに外傾しながら立ち上がっている。 2・5涵を中心に縄文土器・イi器が出土し

ている J これらは、確認面から底向まで拡骸して出上しており、一括性は石取されない C 5層からは

円筒卜暦 d式、 2層からは稜林式士器や微小浪I)離痕のある剥片 2点を含む総数11点の成1)片石器が出土

している 。このほか、雄積土中から現状土製昂が 1点出土した。出土遺物から、縄文時代中期中葉か

ら後業のものである 。

第E171号土坑（図156)

1、 3I@が黒褐色[・.、 2・4者が黄褐色Lを中体に堆積していふ全恐中で、ローム粒、炭化物粒

を含む。底面は、平坦に作出されている s 壁は、全体がほぼ垂但に立ち上がっている。逍物は出七し

なかった。時代決定の要素に欠けるが、形態、堆梢十＿等から縄文時代と 考えられる 。

第E172号土坑（図156・177)

雄積土は全屈中で焼土粒、炭化物粒がほぼ均等呈枇入することから、短期間での埋没が考えられるc

人為的に埋め戻された可能竹も，岱い C・底l川は、ほぽ'I;・坦に作出されているが、中央部がわずかに寵み、

鍋底状を旱していな乎面で捉えることは出来なかったが、士洛断面から、西樅で弧状の張り出しを

確認できた。追物は、 2暦を中心に縄文上器が、 3階を中心に剥片石器が出上している C 2 • 3暦か

ら円筒 I・.階 d;,:t;: 上倍の胴部片が出上した 。剥片石器は、石鏃 (177-22) I』,(、-.次調整のある剥片

(177 -23) l点、 徴小剥離痕のある剥片 l点を含む総数 9点の剥片石器が吊l..している c 出l..遣物か

ら縄文時代中期中栄に近いものである。

第 E173土坑（図156・177)

1 J苫は、黒掲色十・キ体）笞で炭化物粒を含む。 2・3 J苫は、にぶい黄褐色十．を呈 し、壁崩落十^がキ什体

となる屈と考えられる C・底而は、若Tの門凸を伴う鍋底状で、壁は底而から緩やかに立ち上がる a 逍
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物は、 1 lciから円筒上）ci d式土器の胴部片が出土したしこのほか、微小剥維痕のある破片 1点を含む

総数 3点の剥n-イi器が出士している c 出士遺物から縄文時代中期中業に近いものである。

第E175号土坑（図156・178)

雄積土は 4暦に分暦した C 4暦は、琺から崩落したロームブロックを上体とする自然堆積暦である

が、 1 - 3層はローム粒を多く含み、人為的な堆積の様相を皇する。また、 1・3層では焼土粒の滉

人も認められる c 底向は、ほほ＊平JU.に作出されている。煕は、匹殴を除き、袋状に掘り込まれている c

北煕に半I'J状の張り出しを持つr 形状から、 ピ；；トに類する機能を持つ可能性かある。造物は、 2. 

3 J苫を中心に縄文 I:器、剥片石器が出 I:している。これらの I:器の多くは 3)fgl:. 面を中心とした高低

*-10cm前後の範囲内で出I:しており、廃棄の•括性が看取される。これを堆積過秤と合わせて考える

と、底面の•部に目然堆禎した ,1 Jciが作り出した段差を坪めるため、人為的に 3悩を允瑣し、十．坑内

に平坦面を作出する。この人為的な平坦面に遣物を廃莱し、再び 1・2Jciを人為的に允填することで

坪め戻しを完了するというT程が推定される。この 2Jci中からは、口縁部の半尚を欠損するものの残

存位）杓い土器 (178-2) が、ほは正位の状態で出土している ）ほかにも復几可能な円椅上陪 d式又

は e式土器が出土したc 堕式の確認できるものとしては、 3・4届から出土した円箇上涌 d式土器の

U緑～服部片がある。二次調整のある剥片 (17s-6) 1点を含む総数3点の成I]片石揺が出土している c

出土遺物から縄文時代中期中葉に近いものである c また、前述した土器の出土状態、堆積土の状況は、

これまでに埋葬J+Jに転J+Jされた可能性を指摘されている土坑との加似性が認められる。

第E176号土坑（同157・178)

1、 2 I@はローム粒を均等に含むC 3暦は、にぶい黄掲色[・_を呈し、壁崩洛 I:がキ体の暦と考えら

れる c 床面は、ほぽ平坦に作出されるc 墜は、わずかに外傾しながら立ち上がる。追物は、 2暦中で

縄文十＿器が面的に出十．し、円筒上｝苫 e式ゃ榎林式t器の口縁部}jが出七した。後者が多いc 出七逍物

から縄文時代中期後菜の榎林式期に近いものである。

第E177号土坑 （図157)

雄積土は黒掲色土の爪屈である c ローム粒を少呈含むC・ 床面は、ほぼ平坦に作出されるc 壁は、わ

ずかに外傾 しつつ立ち上がっている r 遺物は出土せず、時期は不明である 3

第E178号土坑 （図157・178)

1 ~ 3・6居は黒色上、黒褐色上が主体である。 4・5居は、にぶい黄褐色上主体で、煕崩落上が混

人する暦と考えられる。雌積上は令体に締まっており、粘性がある c 底血は鍋底状で、中央部がわず

かではあるが秤んでいる，2 州壁は、底面から20cmほどは垂直に、以降は確言忍面まで緩やかに 1/.ち Lが

る。 • ガ、東壁では、底血から緩やかに20cm 立ち J-.がった後に傾斜を変え、以降は垂直に1/.ち卜がる，:

逍物は、堆秋十．中から、縄文十．器、剥片l点が出十．している 。縄文十器は、出十．点数が少なく、堆禎

過程で祝入した可能性を考恩すると時期の特定ま でには至 らない。
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第 E179号土坑（図157)

批積士は 2陪に分陪した。 1・2図共にローム粒、焼士粒を多く含むc底而は、丸底を旱する 3 坐

は、底而から20c皿ほどのところで一度緩やかになり、張り出し部分を形成するc遺物は出土しなかっ

た。時代決定の災索を欠くため、時期は不明である。

第E180号土坑（同157)

黒色上主体の堆積上を 2潜に分層したo 1・2層共に焼上粒を多呈に含む。底面は、平JU_に作出さ

れず凹凸がある。壁も、外傾を基本とするが起伏もある。追物は、反小していないが、 1層から陶磁

器が出 I:しており、時期は、近批かそれ以前である 。

第 E181号土坑（図157・178)

堆積十．は黒色十・中休の叩凸である c 焼十.芥立、炭化物粒を非常に多く含み、特に底面近くで多い。底

面は）L底で、北束方向では40cmほどトンネル状となる。遣物は、 1)白から円筒上!cie式の胴部），1が出

士した。堆積士中に焼士粒、炭化物粒を非常に多く含むことから、士坑として扱かったが、襟能・竹

格は不明である c 出土遺物から時期を決定できるか判断できないa

第E182号土坑 (I叉1156・178)

地積土は 3層に分層した0 1層中に単独で灰白色粘土ブロックが混人していた0)氏）HIは、ほぼ'11-担

に作出されている 。際は、ほぼ乖直に立ちLがっている。追物は、堆積上中から縄文上謡、剥片石器

が出上している。束南熙際の 1暦中から上器が押し消れた状態で出上している (178-lS)c_L器で型

式の判別できるものは円筒上者 d式である。石器は、石鏃 (22他） 3 点、—．次調整のある剥片 l 点、

微小剥離痕のある剥片 1点を含む総数14点の剥片石閑わが1-+'r1: している。出I・.追物から縄文時代中期中

葉の円筒上）~d式期に近いものである C (兌谷）

第 E183号土坑（図157)

第E58号導穴住届跡の｝禾而で検出し、こ れよりも古い C u音褐色・ 黒褐色土体の堆積土で、ローム

粒． • 炭化粒が微呈湿入する 。底而はほぼ平坦で、 断而形はフ ラス コ状である 。堂は底而から内仰して

立ち上がる＾遺物は出土しなかった＾重複閃係から縄文時代中期中葉かそれ以前である C (坂本）

-211-



－213－

第２章　検出遺構と遺物

－212－

近野遺跡Ⅷ

 

66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
 

77 

78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
 
 
 
 

89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96 
97 
98 
99 
100 
101 
102 
103 
104 
105 
106 
107 
108 
109 
110 
111 
112 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129

欠番 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
EL・EM-210 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
EM-210 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
EQ-212 
 
EN-210

 
EN-210 
欠番 
EQ-218 
EP-217・218 
EM-219 
EH-216 
EJ-213 
 
 
 
 
EＴ-200 
FA-197 
欠番 
ER・ES-195・196 
ES-195・196 
EＴ-211 
EQ-211・212 
FB-202 
FA-211 
FC-210・211 
ER-195 
FA-214 
ES-212 
ES-211 
FN・FO-219 
欠番 
FN-211・212 
欠番 
欠番 
FQ-210 
欠番 
FN･O-214 
ET･FA-211 
欠番 
欠番 
欠番 
欠番 
欠番 
欠番 
欠番 
欠番 
FＥ-218 
FE-221 
EQ-208・209 
FM-215・216 
FM・FN-214・215 
FA-205 
EQ-210 
欠番 
FD-220 
FC-219

－ 
ESB3PIT1 
ESB3PIT5 
 
ESB3PIT2 
ESB3PIT3 
ESB3PIT4 
 
ESB8PIT4 
ESI19 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ESI22より古 
『近野Ⅴ』１土 
－ 
 
ESI25より古 
ESB8より古 
 
 
 
 
ESI38より新しい 
ESK144より新 
ESB7PIT1より新 
 
 
－ 
 
－ 
－ 
 
－ 
ESI25より古 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
 
ESI34から変更 
ESI41より古 
ESI41より古 
ESI37より古 
ESI30より古 
 
－ 
 
 

－ 
－ 
－ 

111×110 
－ 
－ 
－ 

62×52 
－ 
－ 

48×48 
ａ　90×45 
ｂ　36×45 

60×49 
－ 

80×76 
83×76 

140×123 
78×(54) 
70×58 

 
 
 
 

92×70 
112×112 

－ 
80×77 
58×55 
80×72 
90×(64) 
108×78 
90×74 

225×223 
80×76 

185×182 
102×88 
105×90 
150×111 

－ 
78×70 
－ 
－ 

74×70 
－ 

104×74 
236×84 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

182×162 
74×66 

252×212 
86×52 
93×(75) 
73×(34) 
106×102 

－ 
48×42 
106×92

－ 
－ 
－ 
Ⅳ 
－ 
－ 
－ 
Ⅳ 
－ 
－ 
Ⅳ 
 
Ⅳ

 
Ⅳ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
 
 
 
 
Ⅳ 
Ⅳ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
ESI25床面 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
－ 
Ⅳ 
－ 
－ 
Ⅳ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
ESI30床面・Ⅳ・Ⅴ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
 

－ 
－ 
－ 
不整円形 
－ 
－ 
－ 
柱穴 
－ 
－ 
不整円形 
 
隅丸方形

 
円形 
－ 
円形 
円形 
円形 
円形 
不整形 
 
 
 
 
不整楕円形 
円形 
－ 
円形 
円形 
円形 
楕円形 
楕円形 
円形 
方形 
円形 
円形 
円形 
円形 
楕円形 
－ 
円形 
－ 
－ 
円形 
－ 
楕円形 

（方形） 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
不明 
楕円形 
方形 
不整楕円形 

（円形） 
（円形） 
円形 
－ 
円形 
円形 

－ 
－ 
－ 
時期不明 
－ 
－ 
－ 
時期不明 
－ 
－ 
時期不明 
 
縄文中期前半

 
縄文前期 
－ 
時期不明 
時期不明 
時期不明 
時期不明 
時期不明 
 
 
 
 
縄文前期 
縄文中期中葉－後葉 
－ 
縄文 
時期不明 
時期不明 
縄文中期前半 
時期不明 
時期不明 
円筒上層ｅ式 
縄文中期中葉 
縄文晩期 
円筒上層ｅ式 
縄文中期中葉 
時期不明 
－ 
時期不明 
－ 
－ 
縄文中期後葉 
－ 
平安 
縄文中期後葉 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
縄文中期中葉 
平安 
縄文前期初頭 
平安 
平安 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
－ 
平安 
縄文中期中葉 

－ 
－ 
－ 

89×88 
－ 
－ 
－ 

19×14 
－ 
－ 

27×23 
 

－
 

38×28 
－ 

68×64 
67×62 

130×118 
56×(44) 
34×32 

 
 
 
 

69×58 
105×80 

－ 
66×58 
46×45 
75×67 
72×(53) 
87×60 
82×76 
16×13 
68×48 
16×16 
72×70 
83×74 
113×86 

－ 
60×30 
－ 
－ 

54×30 
－ 

78×68 
222×72 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

168×150 
62×40 

208×202 
90×47 
90×(69) 
32×(47) 
98×93 
－ 

28×24 
81×76

－ 
－ 
－ 
29 
－ 
－ 
－ 
48 
－ 
－ 
30 

ａ52 
ｂ45 
41 
－ 
(26) 
(22) 
32 
33 
42 
 
 
 
 

35 
45 
－ 
35 
38 
29 
16 
27 
43 
18 
43 
42 
54 
43 
19 
－ 
19 
－ 
－ 
17 
－ 
16 
25 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
20 
13 
106 
50 
33 
46 
13 
－ 
8 
44

番号 グリッド 重複・遺構番号変更 検出面 
平面形 

時期 
検出面 

規模 

底面 深さ 

 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65

ED-209 
ED・EE-208 
ED-211 
ED・EE-210 
ED-211 
ED-210 
EA-207・208 
ED-209 
EE-210 
EA-208 
EI-217 
EI-216・217 
EI-216 
EG-213 
EG-212 
EH-214 
EH-214 
EH-217 
EH-217 
EL-216 
EL-216・217 
EL-217 
EG-216 
EG-217 
EI-217 
EI-216 
EE・F-214・215 
EE-215 
EE-215 
ED-214 
EA-208 
ED-210・211 
ED-210 
EE-211 
ED-208・209 
ED-209 
ED-209 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
EF・EG-216 
EE-215・216 
EE-214・215 
EE-214 
DT・EA-206 
EA-206 
EE-213 
EF-212 
EE-213 
EE-217 
欠番 
EC-208・209 
欠番 
EA-209 
遺構番号変更 
遺構番号変更 
EE-211 
EC-209 
EG-216 
EH-216 
EO-212 
EP-211・212 
EP・EQ-211 
遺構番号変更 
EO・EP-209・210 
 

番号 グリッド 

 
 
ESK5より新 
 
ESK3より古 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ESI3より古 
ESI3より古 
ESI3より古 
ESB2PIT4 
ESB2PIT3 
ESB2PIT5 
 
 
 
 
ESI13より新 
ESI13より新 
 
 
 
 
－ 
ESI3より古 
－ 
－ 
ESB2PIT6 
ESB2PIT1 
 
ESI3より古 
ESI1より古 
ESI1より古 
 
ESI10より古 
ESI10・ESB8より古 
ESB8PIT7 
 

重複・遺構番号変更 

86×86 
107×102 
217×200 
98×96 

130×122 
90×78 
108×96 
88×74 
84×80 
90×68 
89×80 

108×105 
88×76 
86×81 
106×90 
80×78 

114×102 
115×98 
84×73 
76×73 

110×(82) 
104×103 
90×86 

115×(62) 
99×98 
70×69 

104×100 
106×84 
88×84 
94×90 
116×80 
72×64 
74×70 
74×70 
112×82 

(150)×136 
(66)×(63) 

－ 
－ 
－ 

112×96 
109×108 
120×116 
130×114 
102×98 
129×122 
90×84 
96×90 
90×86 
100×94 

－ 
222×180 

－ 
69×56 
－ 
－ 

100×64 
224×190 
92×80 
98×98 
86×80 

190×178 
124×124 

－ 
84×80

一部削平 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
ESK3底面 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
ESI3床面・Ⅳ 
－ 
－ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
－ 
ESI3床面・Ⅳ 
－ 
Ⅳ 
－ 
－ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
Ⅳ 
－ 
Ⅳ 

検出面 

円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
楕円形 
円形　 
円形　 
円形　 
円形 
円形　 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
隅丸長方形 
円形 
円形 
円形 
楕円形 
円形 
隅丸方形 
楕円形 
円形 
円形 
円形 
楕円形 
円形 
楕円形 
－ 
－ 
－ 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
－ 
円形 
－ 
楕円形 
－ 
－ 
不整楕円形 
円形 
円形 
円形 
円形 
円形・フラスコ状 
円形・フラスコ状 
－ 
円形 

平面形 

縄文中期前半 
縄文中期前半 
縄文中期後葉 
時期不明 
縄文中期後葉 
時期不明 
縄文中期中葉 
時期不明 
縄文中期前半 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉～後葉 
円筒上層ｅ式 
縄文中期前半 
時期不明 
縄文中期中葉 
円筒上層ｅ式 
時期不明 
円筒上層ｄ式 
時期不明 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期前半 
縄文中期前半 
縄文中期前半 
縄文中期中葉 
縄文 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
時期不明 
縄文中期中葉 
円筒上層ｄ式 
縄文 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
－ 
－ 
－ 
平安 
縄文中期前半 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
縄文中期前半 
縄文中期前半 
時期不明 
時期不明 
－ 
縄文中期中葉 
－ 
時期不明 
－ 
－ 
時期不明 
円筒上層ｅ式 
円筒上層ｅ式 
縄文中期中葉 
縄文 
縄文中期中葉 
縄文中期中葉 
－ 
時期不明 
 

時期 

80×74 
92×85 

192×180 
87×81 
88×82 
84×72 
100×85 
80×74 
84×74 
112×98 
78×68 
80×76 
82×74 
77×70 
100×76 
70×64 
106×92 
103×93 
79×66 
76×66 
90×(76) 
92×83 
76×74 

108×(66) 
88×86 
61×60 
88×80 
90×76 
77×64 
71×70 
106×82 
49×46 
68×64 
60×56 
120×66 
164×152 
(61)×(55) 

－ 
－ 
－ 

48×23 
98×96 

106×100 
110×106 
74×66 

103×196 
86×80 
87×81 
72×64 
82×81 
－ 

130×193 
－ 

72×53 
－ 
－ 

42×21 
208×172 
75×74 
88×82 
71×66 

214×189 
135×(130) 

－ 
74×64

26 
31 
26 
42 
72 
38 
42 
14 
24 
42 
33 
(66) 
26 
12 
12 
18 
24 
33 
26 
26 
18 
25 
44 
15 
31 
14 
60 
36 
26 
50 
28 
22 
38 
36 
40 
43 
38 
－ 
－ 
－ 
15 
33 
42 
54 
56 
52 
42 
28 
40 
38 
－ 
109 
－ 
26 
－ 
－ 
32 
86 
43 
54 
11 
76 
46 
－ 
14 
 

底面 深さ 検出面 

規模 

＊斜体文字は本報告書での報告なし

土坑計測表

85 「近野V}5土 III b 円形 80X74 68X70 30 円餅上層e式
86 「近野V」6士 JJJb 不整円形 86X70 72X62 24 円椅上屑e式
87 「近野V」7上 IIIb 不整円形 ]00X96 64X76 32 円餅上層e式
88 「近野VJ8土 IIIb 円形・フラスコ状 88X88 ]08X92 70 円荷上層e式



B′ 

A′ 

A′ 

A A

A

A

A′ 

第E3号土坑 

A′ 

A A′ 
A′ 

A′ 

A

16.10m
EC-210

A

B′ 
16.10m

16.20m

16.20m

16.20m

A A′ 15.40m

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

16.20m

16.20m

A

A

B

B′ 

DT-208

EE-210ED-210

ED-210

EI-216
EI-216EI-217 EJ-216

ED-211

ED-208 EE-208

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 
A′ 

A

A

A′ 

A′ 

B′ 

B′ 

B

B

A′ 

A′ 

B′ 

B′ 

B′ 

A′ 

A′ 

15.40m

B

B

第E8号土坑 
第E3号土坑 第E5号土坑 

第E7号土坑 

第E4号土坑 

第E9号土坑 

第E12号土坑 

第E11号土坑 

第E13号土坑 

EG-213

EG-214

第E14号土坑 

第E10号土坑 

第E6号土坑 

第E2号土坑 

16.20m

158-8

158-4

158-6

158-10

158-11

158-7

2

2

1

1

3

3

4 6
5

76
2

158-5

第E1号土坑 

1 2

3
75

6

4

L.B
1

2

EC-211 ED-211 EC-211 ED-211

2
3
1
4

86
5

7

1
345

2

1
16.30m

16.80m

17.10m

17.10m

17.10m

15.40m

B′ B 15.40m

1/60

3 45

2

1

1

5

5

9

7 118

6
2

2

10
4

4

3

3

1
2 3

5
4

6

159-4

158-13

158-14

159-5

1
2

2

23
5

4

6

1

1

3

L.B

第Ｅ１号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 炭化物粒・ローム粒1% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒1% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 炭化物中粒5%、ローム粒・大粒 
   3%、焼土粒1% 
4層 10YR5/6  黄褐色土 炭化物粒1% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中塊7%、炭化物粒・ 
   中粒3%、焼土粒1% 
6層 10YR4/2  灰黄褐色土 炭化物粒・ロ-ム粒1% 
7層 10YR4/2  灰黄褐色土 炭化物粒・ロ-ム粒2% 
第Ｅ２号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物粒・ローム中粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム大粒2% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒2% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒3%、焼土粒1% 
5層 10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒2%、焼土粒1% 
第Ｅ３号土坑    
1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒・中粒5%、炭化物粒1% 
2層 10YR3/3 暗褐色土 ローム中粒7%、炭化物中粒 
   2%、焼土粒1% 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒～中塊5% 
第Ｅ４号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中塊2%、炭化物粒1% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒・炭化物粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・焼土粒1% 
4層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒・ローム中粒・炭化物粒1% 
5層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒2%、炭化物粒1% 
 

第Ｅ５号土坑 
1層 10YR7/6  明黄褐色土 ローム粒・中粒10% 
2層 10YR7/8  黄橙色土 ローム粒・中塊50% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中粒3% 
4層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3% 
5層 10YR7/6  明黄褐色土 ローム中粒50% 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒5% 
7層 10YR2/1  黒色土 ローム粒2% 
第Ｅ６号土坑 
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 焼土粒・ローム中粒1% 
2層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 黄褐色土15%、ローム 中 
   粒・炭化物粒1% 
3層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 ローム粒2%、焼土粒1% 
4層 10YR5/6  黄褐色土 ローム粒1% 
5層 10YR4/4  褐色土 ローム粒1% 
6層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒・ロ-ム粒2% 
7層 10YR4/6  褐色土 ローム粒1% 
8層 10YR5/8  黄褐色土 炭化物粒1% 
9層 10YR5/6  黄褐色土 ローム粒1% 
10層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2% 
11層 10YR5/6  黄褐色土 ローム粒1% 
第Ｅ７号土坑    
1層 10YR2/1  黒色土 炭化物大粒・ローム中粒1% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒・炭化物粒1% 
3層 10YR3/2  黒褐色土 黒褐色土20%、ローム粒・ 
   炭化物粒1% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・ローム塊・炭化 
   物粒1% 
5層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・塊10%、炭化物 
   粒1%、灰黄褐色土 
6層 10YR2/2  黒褐色土 暗褐色土10%、ローム粒・ 
   塊3%、炭化物大粒1% 
7層 10YR2/1  黒色土 白色粘土大塊20%、ローム粒1% 
8層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物中粒・ローム粒1%

第Ｅ８号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大塊 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒1% 
第Ｅ９号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒・ローム粒1%   
   非常にしまる 
2層 5YR4/4  鈍い赤褐色土 鉄分による変色 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒1% 
4層 10YR4/4  褐色土 ローム大塊 
5層 10YR4/6  褐色土 ローム大塊 
第Ｅ１０号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物中粒・ローム粒1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒1%、ローム 
3層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒5%、白色粘土 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム 
5層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物中粒7% 
6層 10YR3/1  黒褐色土 炭化物中粒・ロ-ム粒1% 
第Ｅ１１号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土  
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒微量 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒微量 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム粒微量 
5層 10YR3/3  暗褐色土  
6層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒微量 
    
第Ｅ１３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒微量 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒微量 
第Ｅ１４号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒微量 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒微量 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒少量 
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ESK35

第Ｅ３０号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土  
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒微量 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊 
4層 10YR2/1  黒色土  
第Ｅ３１号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒・白色粘土粒1% 
2層 10YR6/1  褐灰色土 鉄分より一部赤く変色 
3層 10YR3/2  黒褐色土 白色粘土粒2%、炭化物粒1% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 白色粘土 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大塊 
Ｐｉｔ１    
1層 10YR3/1  黒褐色土 ローム中粒～塊3%、炭化物中粒1% 
Ｐｉｔ２    
1層 10YR2/1  黒色土 炭化物粒・ローム塊1% 
第Ｅ３２号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 炭化物中粒7%、黄褐色土 
2層 10YR4/4  褐色土 黄褐色土 
3層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒1% 
第Ｅ３３号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒1% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム中粒～大塊1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒3% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中塊・粘土中塊1% 
第Ｅ３４号土坑    
1層 10YR4/1  褐灰色土 炭化物大粒・ローム粒～ロー 
   ム大粒1% 
2層 10YR5/2  灰黄褐色土 ローム中粒・炭化物粒10%、 
   鈍い黄橙色土7% 
3層 10YR4/1  褐灰色土 ローム中粒10%、炭化物粒1% 
4層 10YR7/3  鈍い黄橙色土 炭化物大粒1% 
5層 10YR3/1  黒褐色土 炭化物大粒・ローム中粒・ロ 
   ーム大塊1% 
 

第Ｅ３５号土坑    
1層 10YR3/1  黒褐色土 ローム粒・大塊3%、炭化物 
   大粒1% 
2層 10YR6/4  鈍い黄橙色土 黒褐色土20% 
3層 10YR2/2  黒褐色土 ローム大粒～中塊10%、炭 
   化物中粒3% 
4層 10YR3/2  黒褐色土 ローム大粒・中塊20%、黒 
   褐色土7%、炭化物大粒3% 
5層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒～塊20%、炭化物 
   中塊1% 
6層 10YR3/1  黒褐色土 ローム大粒・大塊15%、炭 
   化物中塊1% 
第Ｅ３６号土坑    
1層 10YR2/1  黒色土 ローム粒・大粒5%、焼土 
   塊・焼土大塊・粘土塊1% 
2層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒1% 
3層 10YR3/1  黒褐色土 砂粒 
4層 10YR7/3  鈍い黄橙色土 黒褐色土10% 
5層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5% 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・ローム大粒・焼 
   土大粒5%、炭化物粒1% 
7層 10YR5/8  黄褐色土 黒褐色土 
8層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・塊10% 
9層 10YR3/3  暗褐色土 ロ-ム粒10%・炭化物粒2% 
10層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中塊20%、炭化 
   物粒1% 
第Ｅ３７号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒3%・炭化物中粒1% 
第Ｅ４１号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土  
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒中量 
3層 10YR3/3  暗褐色土  
4層 10YR4/4  褐色土 ローム粒中量 
 

第Ｅ４２号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒中量 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒中量 
3層 10YR3/2  黒褐色土  
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒少量 
第Ｅ４３号土坑    
1層 10YR5/6  黄褐色土 ローム質 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒多量 
3層 2.5Y4/6  オリーブ褐色土 ローム質 
4層 10YR3/4  暗褐色土  
5層 10YR4/4  褐色土 ローム粒少量 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒少量 
第Ｅ４４号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒多量 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒少量 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒少量 
4層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム質 
5層 10YR2/3  黒褐色土  
6層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒中量 
7層 10YR4/4  褐色土  
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第Ｅ１５号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒少量 
2層 10YR3/3  暗褐色土 焼土多量 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒少量 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒、焼土 
第Ｅ１６号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊少量 
2層 10YR2/3  黒褐色土  
3層 10YR2/2  黒褐色土 ローム塊少量 
4層 10YR2/3  黒褐色土  
5層 10YR4/4  褐色土 ローム質 
6層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 
第Ｅ１７号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒微量 
2層 10YR3/4  暗褐色土  
3層 10YR3/3  暗褐色土  
4層 10YR3/2  黒褐色土  
5層 10YR5/6  黄褐色土 粘性あり、硬い 
 

第Ｅ１８号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム質 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒少量 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム塊少量 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊、焼土粒 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊少量 
7層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊多量 
8層 10YR4/4  褐色土 ローム塊多量 
9層 10YR2/2  黒褐色土 ローム塊少量 
10層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 
第Ｅ１９号土坑    
1層 10YR4/6 褐色土 ローム粒・塊 
第Ｅ２０号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム塊、炭化物 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊、炭化物 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒 
第Ｅ２１号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊、炭化物 
第Ｅ２２号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 ローム塊 
2層 10YR2/2  黒褐色土 ローム塊、炭化物 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
第Ｅ２３号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒塊 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒中量 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒 
5層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒、炭化物 
6層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
7層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊少量 
第Ｅ２４号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊3%、焼土粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 

第Ｅ２５号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊、焼土粒 
2層 10YR3/4  暗褐色土  
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊少量 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム質 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊少量 
6層 10YR4/6  褐色土 ローム質 
7層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊、焼土 
第Ｅ２６号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土  
2層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒少量 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒少量 
第Ｅ２７号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊、炭化物 
2層 10YR3/4  暗褐色土 焼土粒 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊、炭化物 
4層 10YR3/2  黒褐色土 ローム塊 
第Ｅ２８号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土  
2層 10YR3/3  暗褐色土  
3層 10YR5/6  黄褐色土 ローム質 
4層 10YR4/4  褐色土  
5層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊微量 
6層 10YR4/4  褐色土  
7層 10YR4/3  鈍い黄褐色土  
第Ｅ２９号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土  
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒多量 
3層 10YR3/4  暗褐色土  
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図147 土坑 (2)
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第Ｅ５９号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒 
3層 10YR2/3  黒褐色土  
4層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒多量 
5層 10YR4/6  褐色土 ローム粒 
6層 7.5YR3/3  暗褐色土 ローム粒多量 
7層 7.5YR2/2  黒褐色土 ローム粒 
第Ｅ６０号土坑    
1層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム粒 
2層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム粒、炭化物 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・塊多量 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒多量 
5層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒、炭化物 
6層 7.5YR4/4  褐色土 ローム塊多量 
第Ｅ６１号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒少量 
第Ｅ６２号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土  
2層 10YR4/6  褐色土 ローム塊 
3層 10YR4/4  褐色土  
4層 10YR4/4  褐色土 ローム粒、焼土粒 
5層 10YR4/6  褐色土 ローム粒 
6層 10YR3/4  暗褐色土 粘土質土、ローム粒 
第Ｅ６３号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土  
2層 10YR5/6  黄褐色土 褐色土 
3層 10YR4/3  鈍い黄褐色土  
4層 10YR5/8  黄褐色土  
5層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 

第Ｅ６５号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土  
2層 10YR2/2  黒褐色土  
第Ｅ６９号土坑    
1層 7.5YR4/4  褐色土  
2層 10YR4/6  褐色土  
3層 ローム粒混入。褐色土  
第Ｅ７３号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
2層 10YR4/4  褐色土  
3層 10YR3/3  暗褐色土  
4層 10YR3/4  暗褐色土  
5層 10YR3/4  暗褐色土  
第Ｅ７６号土坑    
第１層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒、炭化物 
第Ｅ７７号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒少量 
2・8層 10YR4/4  褐色土 ローム粒少量 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム質 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒少量 
5層 10YR4/6  褐色土  
6層 10YR2/3  黒褐色土 下部黒色土 
7層 10YR2/1  黒色土 硬い 
第Ｅ７８号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 ローム粒少量 
2層 10YR5/6  黄褐色土 ローム質 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒少量 
4層 10YR3/4  暗褐色土  
5層 10YR4/6  褐色土 ローム粒少量 
6層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒少量 
 

第Ｅ８０号土坑    
調査時にローム塊、焼土粒混入の黒褐色土10YR2/3を確認 
第Ｅ８１号土坑    
調査時に暗褐色土10YR3/4を確認    
ローム塊、焼土混入    
第Ｅ８２号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒少量 
2層 10YR5/6  黄褐色土 ローム質 
3層 10YR4/2  灰黄褐色土 ローム粒少量 
4層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物 
第Ｅ８３号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒、炭化物 
3層 10YR2/3  黒褐色土 焼土、ローム粒 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊 
6層 10YR2/2  黒褐色土 ローム塊 
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C14試料 
No.4

C14試料 
No.3

第Ｅ４５号土坑    
1層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒、焼土粒 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒、炭化物、焼土粒 
3層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物、焼土 
4層 7.5YR5/3  黄褐色土  
第Ｅ４６号土坑    
1層 10YR2/1  黒色土 焼土粒 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒、炭化物、焼土 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒、炭化物、焼土 
4層 2.5Y4/1  黄灰色土 炭化物 
5層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒、炭化物、焼土 
6層 2.5Ｙ4/2  暗灰黄色 炭化物 
第Ｅ４７号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒少量 
2層 10YR4/4  褐色土  
3層 10YR4/3  鈍い黄褐色土  
4層 10YR3/2  黒褐色土  
5層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒 
6層 10YR2/1  黒色土  
第Ｅ４８号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土  
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒 
第Ｅ４９号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 ローム粒・塊多量 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒主体 
3層 10YR2/3  黒褐色土  
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・塊多量 
5層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒・塊 
第Ｅ５０号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土  
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土  
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒少量 
4層 10YR6/6  明黄褐色土 ローム粒多量 
5層 10YR4/6  褐色土 焼土粒 
6層 10YR2/3  黒褐色土 

第Ｅ５２号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物粒5%、ローム粒1% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒1% 
3層 5YR4/8  赤褐色土 炭化物塊50%、しまりが少ない 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒10%、炭化物粒1% 
5層 10YR4/4  褐色土 ローム粒～塊50% 
6層 10YR4/4  褐色土 黒褐色土が濃集 
7層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒2% 
8層 5YR5/8  明赤色土 炭化物塊50% 
9層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒濃集・炭化物粒2% 
10層 10YR3/3  暗褐色土 炭化物大塊3% 
11層 10YR4/4  褐色土 褐灰色土粒・中粒5% 
12層 10YR4/4  褐色土 ローム粒～中粒7% 
13層 10YR4/6  褐色土 ローム粒7%、炭化物粒1% 
14層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2% 
15層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 焼土粒1%、ローム中粒～中塊斑状 
16層 10YR3/4  暗褐色土 ローム塊3%濃集 
17層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 ローム塊～大塊斑状 
18層 10YR4/6  褐色土 ローム粒2% 
第Ｅ５４号土坑    
1層 10YR4/2  灰黄褐色土 炭化物大粒・ローム粒・ローム大塊1% 
2層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 ローム粒・炭化物粒1%、褐灰色土 
3層 10YR5/2  灰黄褐色土 炭化物粒・ローム粒～中塊1% 
第Ｅ５７号土坑    
1層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒3% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒・炭化物粒2% 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒・炭化物極粒2% 
第Ｅ５８号土坑    
1層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム粒・ローム中粒・炭化物中粒7%、焼土粒5%、

褐灰色土粒3% 
2層 10YR5/6  黄褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒7%、褐灰色土粒5% 
3層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物中粒5%、ローム粒・大粒3%、焼土粒1% 
4層 10YR6/6  明黄褐色土 ローム粒・炭化物粒2%、焼土粒1% 
5層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒10%、炭化物粒7%、焼土粒1% 
6層 10YR3/2  黒褐色土 炭化物粒・大粒7%、褐灰色土粒7%、焼土粒5%、ローム粒5% 
7層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物粒・中粒3%、ロ-ム粒・焼土粒3% 
8層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒・焼土粒7% 
9層 10YR4/4  褐色土 炭化物粒・中粒7%、ローム粒・中粒5%、焼土粒・中粒5% 
10層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5%、炭化物粒・中粒5%、焼土粒・中粒5% 
11層 10YR4/4  褐色土 ローム粒5%、炭化物粒・中粒5%、焼土粒・中粒5% 
12層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒10%、ローム粒7%、焼土粒5%、しまりが少ない 
13層 10YR5/6  黄褐色土 焼土粒・炭化物粒3% 
14層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 ローム粒5%、焼土粒・炭化物粒3% 
15層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム粒3%、炭化物粒2%、しまりが少ない 
16層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大塊と黒褐色土が斑点状 
17層 10YR6/4  鈍い黄橙色土 焼土粒5%、しまりが少ない 
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第Ｅ１０２号土坑    
1層 10YR4/2  灰黄褐色土 ローム粒1% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 黄褐色土50%、炭化物粒1% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 浮石粒15%、炭化物中塊1% 
4層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒1% 
5層 10YR4/2  灰黄褐色土 炭化物中粒5%、焼土粒・ローム粒1% 
6層 10YR6/8  明黄褐色土  
第Ｅ１０３号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒15%、炭化物粒7%、焼土粒3% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒20%、浮石粒10%、しまりなし 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中塊～大塊30%、焼土粒・中粒5%、炭

化物粒・浮石粒3% 
第Ｅ１０５号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5%、炭化物粒2% 
2層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒10%下方濃集、炭化物粒5%、浮石粒・中粒3% 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒・塊～中塊40%、ローム塊下方濃集 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒30% 
第Ｅ１０８号土坑    
1層 10YR2/1  黒色土 ローム粒7% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・ローム中塊斑状25%、浮石粒10% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・ローム中塊斑状40%、炭化物粒3% 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム質、しまりあり 
第Ｅ１１０号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒15%、浮石中粒10%、焼土粒・中粒7%、炭化物粒3% 
第Ｅ１１１号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒30%、炭化物大粒・ローム塊15% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム大粒15%、炭化物粒5% 
第Ｅ１２０ａ号土坑    
1a層  7.5YR4/4  褐色土 炭化物粒5% 
1b層  7.5YR4/3  褐色土 ローム粒・炭化物粒・焼土粒5% 
2a層  10YR4/6  褐色土 ローム粒斑状30%、ローム中塊、炭化物粒10% 
2b層  10YR4/4  褐色土 黄褐色土・ローム中粒30%、炭化物粒5%

第Ｅ１２０ｂ号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中塊・粒20%、炭化物粒10%、焼土粒5% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 明褐色土・ローム粒・炭化物粒5% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒20%、炭化粒10%、炭化物粒1% 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10%、炭化物粒5% 
5層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒50%、炭化物粒1% 
第Ｅ１２１号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物中粒・ローム粒5% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム塊・粒10%、炭化物粒5% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒5%、ローム塊・粒10% 
第Ｅ１２２号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 暗褐色土10%、ローム粒3%、炭化物粒1% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒5%、炭化物粒3%、ローム中塊1%、小レキ 
3層 10YR3/4  暗褐色土 褐色土40%、ローム粒5%、炭化物粒1%、小レキ 
4層 10YR3/4  暗褐色土 明褐色土中塊・黄褐色土中塊・鈍い黄褐色粘土塊1% 
5層 10YR4/4  褐色土 黒褐色土30%、ローム粒8%、ローム中粒2%、炭化物粒・ 
   鈍い褐色粘土塊1% 
6層 10YR4/3  鈍い黄褐色粘土 褐色土30%、鈍い黄橙色粘土中塊1% 
7層 10YR3/3  暗褐色土 黒褐色土8%、ローム粒5%、炭化物粒3%、鈍い黄橙色粘土塊1% 
8層 10YR4/4  褐色土 黄褐色土20%、ローム粒5%、炭化物粒3%、ローム中粒・

黒褐色土中塊・鈍い褐色粘土中塊1%    
9層 10YR4/6  褐色土 暗褐色土10%、ローム粒5%、ローム中粒・橙色粘土中塊1% 
10層 10YR3/3  暗褐色土 暗褐色土・黄褐色土10%、ローム粒5%、鈍い褐色粘土塊

３%、ローム中塊・灰褐色粘土中塊1%    
11層 10YR4/6  褐色土 暗褐色土10%、黒褐色土中塊1% 
12層 10YR3/4  暗褐色土 黄褐色土15%、ローム粒2%、鈍い褐色粘土中塊1% 
13層 10YR4/6  褐色土 ローム粒8%、炭化物粒5%、ローム中塊・褐色粘土塊1% 
14層 10YR4/4  褐色土 明黄褐色土30%、暗褐色土8%、鈍い黄橙色粘土中塊1%
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第Ｅ８４号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム塊 
2層 10YR5/6  黄褐色土  
3層 10YR4/6  褐色土 粘土塊 
4層 10YR5/8  黄褐色土 ローム粒 
5層 10YR2/3  黒褐色土  
第Ｅ８９号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒・焼土粒3%、炭化物中粒2% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒・炭化物粒・焼土粒2% 
3層 10YR5/6  黄褐色土 ローム中粒5%、炭化物粒・焼土粒2% 
第Ｅ９０号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒7%、浮石中粒5%、炭化物粒3% 
2層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒10%、浮石粒3%、炭化物中粒1% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒全体10%、炭化物粒・浮石粒1% 
4層 7.5YR2/2  黒褐色土 ローム中塊～大塊30%、浮石粒2%、炭化物粒1% 
L.B. 10YR3/4  暗褐色土  
第Ｅ９２号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 暗褐色土斑状25%、ローム中粒10%、炭化物中粒5% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒・炭化物中粒5% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 黒褐色土下部濃集、ローム中粒・炭化物中粒5% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5% 
5層 10YR3/2  黒褐色土 鈍い黄褐色土下部濃集、ローム中粒・炭化物中粒5% 
第Ｅ９３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒25%、黒褐色土15%濃集、ローム塊斑状2% 
   炭化物塊中央1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、ローム塊斑状1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒25% 
4層 10YR4/4  褐色土 ローム粒30%、黒色土5%濃集、ローム塊斑状1% 
5層 10YR4/4  褐色土 ローム粒30%上方濃集 
6層 10YR4/6  褐色土 鈍い黄褐色軽石粒5%濃集 
7層 10YR4/6  褐色土 ローム塊斑状2% 
第Ｅ９４号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 粘土中塊25%斑状、浮石粒10%、ローム粒3% 
2層 7.5YR3/2  黒褐色土 粘土中塊25%斑状、ローム中粒・浮石粒7% 
 

第Ｅ９５号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中粒7%、炭化物中粒3%、浮石粒1%、しまりあり 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中・大塊40%、浮石中粒4%、炭化物粒1% 
第Ｅ９６号土坑    
1層 7.5YR3/3  暗褐色土 ローム中塊30%、浮石中粒15%斑状 
2層 7.5YR4/6  褐色土 ローム中塊50%、浮石粒10%濃集 
3層 7.5YR5/8  明褐色土 浮石粒10% 
4層 7.5YR5/6  明褐色土 ローム塊・浮石粒5% 
5層 7.5YR6/8  橙色土 ローム粒・浮石粒3% 
第Ｅ９７号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒40%、浮石粒・中粒10%、炭化物粒7% 
2層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム粒・中粒30%斑状しまりあり、浮石中粒7%、炭化物粒3% 
3層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒10%、浮石粒・中粒3%、しまりあり 
第Ｅ９８号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10%、浮石粒5%、炭化物粒4% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム粒20%、浮石粒・中粒10%、炭化物中粒7% 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム中塊30%、浮石粒7% 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム粒斑状30%、浮石中粒7%、炭化物粒5% 
第Ｅ９９号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム粒3%、炭化物中塊・ローム大塊1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒2% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5% 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム粒2% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒2% 
6層 10YR4/6  褐色土 ローム粒1% 
第Ｅ１００号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒・粒3%、ローム粒 
2層 10YR2/1  黒色土 ローム粒、炭化物塊・中塊5% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中塊・ローム粒・炭化物中粒1% 
4層 10YR5/6  黄褐色土 ローム中粒・中塊40%、炭化物粒7%、しまりあり 
5層 10YR5/8  黄褐色土 
第Ｅ１０１号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒5%、炭化物粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒・塊5%、炭化物中粒3% 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒・炭化物粒1% 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒1% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2% 
6層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒・塊1% 
7層 10YR3/2  黒褐色土 炭化物粒3%、ローム粒・塊・炭化物塊1% 
8層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒3%、炭化物粒1%
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図151 土坑 (6)

-220-

図152 土坑 (7)

-221-



A

A

A

A

A

A

A

A

A

A
A

A

A 19.00m

19.00mES-212

11

2

19.00m

18.90m

18.90m

1
2

6

15 14
12

87

3
2 4 5

9

13
1110

1

A

A

A

A 15.70m

A 17.70m

18.00m

2

3 4a 4b

1 2 3
A′ 

A′ 
A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

B′ 

B′ 

B

B

第E138号土坑 

第E139号土坑 第E140号土坑 

第E141号土坑 

第E148号土坑 

第E145号土坑 

第E142号土坑 
第E143号土坑 

第E146号土坑 

第E144号土坑 

173-1

172-5

EP-209

172-6

172-7

第E149号土坑 

FB-217

ER-209

ET-210

ET-211

1

18.40m

19.10m

ER-217

ER-218 ES-218

EP- 
208

108

13
6 5

3

9
10
11
1213

67

4
1

1

2
5

3

6
7

6
4
3

25

1

5
3

2

4 EB-202

EB-2031/60

ER-208EQ-208

2

3
4

1 5

186
7

13 2

8
7

4
6 

5
6

9 10

第Ｅ１３８号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 黄褐色ローム粒斑状12%、ローム中粒10%、炭化物中

粒7%濃集 
2層 10YR7/6  明黄褐色ローム 褐色土15%、崩落 
第Ｅ１３９号土坑 
1層 10YR4/2  灰黄褐色土 一部黄褐色土、ローム粒3%、炭化物粒2% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒4%、炭化物粒2% 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒7%、ローム中塊4%、炭化物粒2% 
4層 10YR5/6  黄褐色土 ローム中粒2% 
5層 10YR5/8  黄褐色土 ローム粒・塊2% 
6層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒10%、白色粘土粒斑状7%、炭化物粒3% 
7層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒10%、ローム中粒・灰白色粘土粒斑状5%、炭

化物粒3% 
8層 10YR5/6  黄褐色土 白色粘土大塊8%、ローム中粒12%・ローム塊3%、炭化

物粒5% 
9層 10YR5/6  黄褐色土 ローム中粒8% 
10層 10YR5/6  黄褐色土 白色粘土粒斑状10%、ローム中粒3% 
11層 10YR4/4  褐色土 ローム塊30%、ローム粒7%、白色粘土粒5%、炭化物粒2% 
12層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒10%、白色粘土粒7%、炭化物粒2% 
13層 10YR3/4  暗褐色土 白色粘土粒斑状10%、ローム粒20%濃集、ローム中粒5% 
14層 10YR4/4  褐色土 白色粘土粒斑状10%、粘土中塊8%、ローム中粒7%、ロ

ーム中塊5% 
15層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒17%・ローム中塊5%、白色粘土粒10%・大

塊5%、炭化物粒5% 
第Ｅ１４０号土坑    
1層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒7%、ローム粒5%、焼土粒3%、炭化物粒2% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 炭化物粒・ローム粒5%、ローム中粒3% 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒8%・炭化物粒・中粒3% 
4a層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒15%、ローム中粒5%、炭化物粒2% 
4b層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10%、ローム中粒3%、炭化物中粒2% 
第Ｅ１４１号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒中粒・ローム塊・炭化物粒5%、焼土粒中粒2% 
2層 7.5YR3/3  暗褐色土 ローム粒中粒5%、炭化物粒2%、焼土粒1% 
3層 7.5YR3/4  暗褐色土 褐色土濃集、ローム塊5%、炭化物粒・焼土粒1% 
4層 7.5YR2/3  極暗褐色土 炭化物中塊・ローム粒大塊・中粒10%、焼土粒1% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ロ-ム粒塊10%、炭化物粒塊5%、焼土粒1% 
6層 10YR4/6  褐色土 黄褐色土濃集、ロ-ム粒中塊5%、炭化物粒1% 
7層 10YR4/6  褐色土 ロ-ム粒塊・炭化物粒・灰白土粒1%、粘性高い 
8層 10YR4/6  褐色土 ローム粒塊2% 
9層 7.5YR4/4  褐色土 ローム粒塊1% 
10層 10YR5/8  黄褐色土 ローム粒塊5%、炭化物粒1% 
11層 10YR4/6  褐色土 ローム粒中粒1% 
12層 10YR6/8  明黄褐色土  
13層 10YR4/6  褐色土 ローム塊2%、炭化物粒1% 
第Ｅ１４２号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中粒斑状20% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒・中粒18%、炭化物粒3% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒12%、炭化物粒5%、ローム中塊3% 
 

4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中粒10%、炭化物中粒5% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒7%、炭化物粒3% 
6層 10YR3/4 暗褐色土 炭化物粒7%、ローム粒斑状5% 
7層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒・中粒斑状25% 
8層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒7% 
第Ｅ１４３号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 黄褐色ローム粒・中粒斑状13%、炭化物中粒5%、

ローム大塊3% 
第Ｅ１４４号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム粒3%、全体黄褐色土 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒3% 
第Ｅ１４５号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 ローム粒5%、褐色土中塊斑状 
第Ｅ１４６号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒20%、ローム中粒15%、炭化物粒3%、炭化

物中粒1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、ローム中塊・中粒15%、炭化物粒3%、

ローム大粒・大塊・炭化物中粒1%    
3層 10YR4/6  褐色土 ローム粒15%、粘土中粒5%、ローム中粒2%、粘土

大塊1% 
4層 10YR4/6  褐色土 暗褐色土、ローム粒30%、ロ-ム中粒15%、粘土中粒

3%、炭化物粒・ローム大粒2%、ローム塊大塊・粘
土大塊1%    

5層 10YR4/6  褐色土 ローム粒10%、粘土中粒・ローム中塊3%、粘土中塊1コ 
6層 10YR4/6  褐色土 ローム粒10%、ローム中粒5%、粘土大塊・大粒・

ローム大粒1% 
7層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、ローム中粒10%、ローム大粒7%、粘

土大粒・中粒2%、ローム大塊・粘土大塊1%    
8層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、ローム中粒15%、ローム大粒3%、粘

土大塊・炭化物中粒2%、ローム塊大塊・粘土中
粒・粒1%    

9層 10YR4/6  褐色土 ローム粒15%、ローム中粒10% 
10層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5%、ローム中粒3% 
第Ｅ１４８号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・ローム中粒・炭化物粒1% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒・炭化物中粒2%、炭化物大塊・ローム

大粒・粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2%、炭化物粒1% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒・大塊1% 
5層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒・中粒1%、炭化物粒微量 
6層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒微量、ローム中塊1% 
7層 10YR2/2  黒褐色土 ローム20%、湿性高い 
第Ｅ１４９号土坑    
1層 7.5YR3/1  黒褐色土 ローム粒5%、炭化物粒・焼土粒10% 
2層 7.5YR4/4  褐色土 ローム大粒40%、炭化物粒5%、焼土粒1% 
3層 7.5YR4/6  褐色土 ローム中粒50%、炭化物粒10%、焼土粒1% 
4層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒20%、焼土粒5% 
5層 7.5YR2/2  黒褐色土 ローム粒25%、炭化物粒20%、焼土粒10%
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第Ｅ１２３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒10%、ローム中粒・炭化物粒2%、

ローム大塊・焼土粒1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒15%、ローム中粒・中塊2%、炭化

物粒1% 
3層 5YR3/4  暗赤褐色土 暗褐色土との混合土、焼土粒10%、ローム

粒2%、炭化物粒1% 
4層 10YR7/6  明黄褐色粘土 赤褐色焼土粒・中粒20%、ローム粒・中粒

斑状15%、炭化物中粒5% 
5層 10YR4/4  褐色土 赤褐色焼土粒・中塊15%、ローム粒13%、

灰白色粘土塊5% 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒10%、赤褐色焼土粒5% 
第Ｅ１２４号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒斑状10% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒層の中央辺り斑状15%、炭

化物中粒・赤褐色焼土中塊層5% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・中粒・中塊17%、赤褐色焼土中

粒7%、炭化物中粒3% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・中粒斑状10%、炭化物粒5% 
5層 10YR4/6  褐色土 黒色土粒3% 
第Ｅ１２５号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム粒5% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒10%、炭化物5% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 黒褐色土 
第Ｅ１２６号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大塊5%、炭化物粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5% 
3層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒1% 
4層 10YR5/6  黄褐色土 ローム塊10%、炭化物粒2% 
第Ｅ１２８号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 鈍い黄褐色土・炭化物5%、焼土中粒1% 
2層 10YR4/6  褐色土 暗褐色土50%、炭化物5% 
第Ｅ１２９号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒中粒・焼土中粒・炭化物粒1% 
3a層 10YR3/4  暗褐色土 褐色土粒大塊50%、ローム粒中粒5%、焼土

粒・炭化物粒1% 
3b層 10YR3/4  暗褐色土 斑状褐色土粒中塊25%、炭化物中粒10%、

ローム粒中粒・焼土粒5% 
4層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒大粒10%、焼土粒・炭化物粒1% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒25%、炭化物粒1% 
6層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒粒10%、炭化物粒5%、焼土粒1% 
7層 10YR4/4  褐色土 斑点状ローム大粒25%、焼土粒・炭化物粒5% 
第Ｅ１３０号土坑    
1層 7.5YR2/1  黒色土  
2層 10YR3/3  暗褐色土 斑状褐色土中粒5% 
3a層 10YR3/4  暗褐色土 褐色土粒25% 
3b層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒中粒10%、褐色土粒・炭化物粒5% 
4層 7.5YR1.7/1  黒色土 褐色土粒10%、炭化物中粒 

第Ｅ１３１号土坑    
1層 10YR3/1  黒褐色土  
2層 10YR3/2  黒褐色土 炭化物25%、褐色土大粒5% 
3a層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒5% 
3b層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物粒5%褐色土濃集、湿性・粘性あり 
4層 10YR3/4  暗褐色土 炭化物中粒10%、黄褐色土大塊 
5層 10YR3/1  黒褐色土 炭化物粒25%、ローム中粒5%、湿性・粘性あり 
6層 10YR3/2  黒褐色土 炭化物粒5%、湿性・粘性あり 
7層 10YR4/4  褐色土 ローム粒5% 
第Ｅ１３２号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 黒褐色土 
第Ｅ１３３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒5%、炭化物粒・焼土粒2% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒・焼土粒3%、炭化物粒2% 
3層 10YR4/4  褐色土 ローム粒・炭化物粒・焼土粒2% 
4層 10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒・焼土粒2% 
第Ｅ１３４号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム大粒5%、炭化物粒・焼土粒2% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒3%、炭化物粒・焼土粒2% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム大粒・炭化物中粒3%、焼土粒2% 
第Ｅ１３５号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒・焼土粒2% 
第Ｅ１３６号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒10%、炭化物粒・焼土粒3% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒3%、炭化物粒・焼土粒2% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中塊15%、炭化物粒・焼土粒2% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物粒3%、ローム粒・焼土粒2% 
5層 10YR5/6  黄褐色土 ローム粒・焼土粒2% 
6層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・炭化物粒3%、焼土粒2% 
7層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒・炭化物中粒3%、焼土粒2% 
第Ｅ１３７号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5%、ローム中粒・炭化物中粒3%、炭化物粒1% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒10%、ローム中粒2%、炭化物中粒・炭化物粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 褐色土10%、ローム粒7%、炭化物中粒・粒1% 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10%、炭化物粒1% 
5層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒7%、ローム中粒2%、炭化物粒1% 
6層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒5%、炭化物粒1%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物

＼
 

ロ＋＋口/I ＋ 

¥ =,-二口
~- "O"~©- +ロ

+~ 口 →ーロー
ロー＼ー。＼三~

"'~ 
＋ 

二
I 

ローロ
~ 

口R
ニ

＼
 

＋ 

＋ 

□
 

@+  

¥o 三
---

c ー

¥ ―  ＋ 

ミ ー

〔゚-+ 

こ口＼
□ ~ ~ ＋ 

□ 1/-0-
+~ 

-0 
~;J- 口十／ロ

¥ ;i; ロロ

図153 土坑 (8)
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第Ｅ１６４号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物粒2%、ロ-ム粒3% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ロ-ム粒3%、炭化物粒極少量 
3層 10YR3/2  黒褐色土 ロ-ム粒・炭化物粒少量 
4層 10YR4/2  灰黄褐色土 炭化物粒・ロ-ム粒2%、ロ-ム中塊 
5層 10YR2/1  黒色土 炭化物粒2%、ロ-ム粒1% 
Ｐｉｔ１    
1層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム粒5%、ローム塊1% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3% 
3層 10YR7/8  黄褐色土 ローム質土 
第Ｅ１６５号土坑    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒3%、炭化物粒2% 
2層 2.5YR6/4  鈍い黄色土 ローム質土、炭化物極少量 
3層 10YR3/1  黒褐色土 炭化物粒少量、ローム粒2% 
4層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒少量、ローム粒2% 
5層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒1% 
第Ｅ１６６号土坑    
1層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3%、炭化物粒1% 
2層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム粒2%、1層に比べ、ローム質強い 
3層 2.5YR7/4  鈍い橙色土 ローム塊主体 
第Ｅ１６７号土坑    
1層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3%、粘性なし、しまりややあり 
第Ｅ１６８号土坑    
1層 10YR2/1  黒色土 ローム粒2% 
第Ｅ１６９号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 明黄褐色ローム中粒3%、粒1%、炭化物中粒・焼土粒1% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒・焼土粒2%、黄褐色ローム大粒1% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 明黄褐色ローム中粒・炭化物中粒・焼土粒1% 
4層 10YR3/4  暗褐色土 褐色ローム大塊10%、黒褐色大粒2%、焼土中粒1% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 褐色ローム大粒7%、焼土粒1% 
6層 10YR3/3  暗褐色土 黄褐色ローム大塊10%、黒褐色大粒2%、ローム中

粒・炭化物粒・焼土粒1% 
7層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3%、明黄褐色ローム・焼土大粒2%、炭化物

粒1%、ローム大粒1% 
8層 10YR3/4  暗褐色土 褐色ローム大粒1%・中粒2% 
9層 10YR3/1  黒褐色土 褐色ローム粒3%、明黄褐色中粒2%、炭化物粒・焼土中粒1% 
10層 10YR3/3  暗褐色土 褐色ローム中塊3%、中粒2%、炭化物大粒・中粒1%

第Ｅ１７０号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒極小量 
2層 10YR2/2  黒褐色土 炭化物粒3%・ローム粒2% 
3層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム質土、ローム粒3% 
4層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒1%、ローム質土、強いしまり 
5層 10YR3/2  黒褐色土 炭化物中粒3% 
第Ｅ１７１号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 明黄褐色ローム中粒2%・粒2%、炭化物粒1% 
2層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 明黄褐色ローム粒・炭化物粒1% 
3層 10YR3/2  黒褐色土 明黄褐色ローム粒3%、炭化物粒1% 
4層 10YR4/2  灰黄褐色土 明黄褐色ローム中粒3%、炭化物中粒1% 
第Ｅ１７２号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒5% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒10%、焼土中粒・炭化物中粒5% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒・ローム大粒・焼土粒・炭化物中粒5% 
4層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒10%、焼土中粒5%、炭化物粒・中粒5% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、ローム中粒10%、焼土粒・炭化物中粒5% 
6層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒30%、ローム中粒10%、焼土粒・炭化物中粒5% 
第Ｅ１７３号土坑    
1層 10YR3/1  黒褐色土 ローム中粒2%・粒1%、炭化物中粒2% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 黄褐色土40%、ローム粒1% 
3層 10YR5/3  鈍い黄褐色土 ローム粒・炭化物粒1% 
第Ｅ１７５号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒5%、炭化物中粒3%、焼土粒1% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム大粒1%・中粒3%、炭化物大粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大粒3%・中粒2%、炭化物中粒・焼土大粒2% 
4層 10YR4/4  褐色土 ローム大粒7%・粒2% 
Ｐｉｔ１    
1層 10YR2/3  黒褐色土 褐色ローム大塊3%・大粒1%、炭化物中粒・焼土粒1% 
第Ｅ１８２号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 明黄褐色ローム中粒3%、灰白色粘土大塊・明褐色土中粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 明黄褐色ローム中粒2%、明黄褐色ローム大粒・炭化物中粒1% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物中塊3%、明黄褐色ローム粒1%
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第Ｅ１５０号土坑    
1層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒3%、ローム中粒2%、炭化物粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒15%、炭化物粒2%、ローム塊・焼土粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒20%、炭化物粒2%、焼土粒1% 
4層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒30%、ローム中粒5%、炭化物粒1% 
5層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒20%、炭化物粒5%、炭化物中粒・ローム中粒

3%、焼土粒2% 
6層 10YR4/2  灰黄褐色土 ローム粒15%、炭化物粒2% 
第Ｅ１５１号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5%、焼土粒・炭化物粒1% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒15%、炭化物粒2%、焼土粒・ローム中塊1% 
3層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒10%、炭化物粒・ローム大塊1% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒10%、ローム大塊・中粒1% 
第Ｅ１５２号土坑    
1層 7.5YR3/4  暗褐色土 ローム粒・炭化物粒5% 
2層 7.5YR5/4  鈍い褐色土 ローム質土、炭化物粒3%、上部炭化物中塊1% 
3層 7.5YR3/3  暗褐色土 ローム粒20%、焼土粒10%、炭化物中塊5% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒25%、炭化物中塊20%、焼土粒10% 
5層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10%、焼土粒・炭化物塊5% 
6層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中塊上部、ローム粒下部20% 
第Ｅ１５３号土坑    
1層 10YR4/6  褐色土 暗褐色土20%、ローム中粒10%、ローム粒15%、ローム

塊・粒1%、炭化物中粒・粒1% 
2層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5%、炭化物粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒7%、炭化物粒1% 
5層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒3%、炭化物粒2%、炭化物中粒・焼土中粒1% 
6層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒2%、炭化物粒1% 
第Ｅ１５４号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒15%、ローム中粒2%、ローム中塊・大粒1%、

焼土粒・炭化物粒1% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒15%、焼土粒10%、炭化物中粒・粒3%、ロー

ム中粒・焼土中粒2%、ローム大塊・中塊・大粒1% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 褐色土40%、ローム粒3%、ローム中粒2%、炭化物粒・

ローム大粒1%

第Ｅ１５５号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒5%、ローム大粒・炭化物中粒1% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム大粒10%、ローム中粒3% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 焼土大粒10%、ローム中粒5%、炭化物粒3% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒・炭化物粒5% 
5層 10YR4/6  褐色土 暗褐色大粒15%・ローム粒3% 
6層 10YR3/2  黒褐色土 ローム大粒7%、ローム粒3% 
7層 10YR2/2  黒褐色土 ローム粒7%、炭化物中粒5%、炭化物大粒1% 
8層 10YR2/1  黒色土 ローム粒5%、ローム中粒3%、ローム大粒1% 
9層 10YR3/4  暗褐色土 ローム大粒15%、ローム中粒5% 
第Ｅ１５６号土坑    
1層 10YR2/3  黒褐色土 暗褐色大塊15%、明黄褐色ローム中粒5% 
2層 10YR5/8  黄褐色土 ローム中粒3% 
3層 10YR4/6  褐色土 黒褐色大粒10%、ローム粒3% 
4層 10YR3/2  黒褐色土 ローム粒3% 
第Ｅ１５７号土坑    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム粒・炭化物粒10% 
2層 7.5YR4/4  褐色土 ローム粒20%、炭化物粒10%、焼土中粒15%、焼土塊

2% 
3a層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒・炭化物粒7%、焼土中粒5% 
3b層 10YR3/3  暗褐色土 焼土粒50%、ローム粒・炭化物粒10%、焼土塊 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒50%、炭化物中粒30%、焼土粒上部3% 
第Ｅ１５８号土坑    
1層 10YR3/4  暗褐色土 V層粘土塊・ローム中粒・炭化物粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 白色粘土中塊～粒全体で5%、ローム大塊1% 
3層 10YR3/2  黒褐色土 白色粘土粒・炭化物粒1% 
第Ｅ１６１号土坑    
1層 7.5YR4/6  褐色土 ロ-ム中粒2%、炭化物粒1% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 炭化物粒7%、ロ-ム中粒5% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5% 
第Ｅ１６２号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ロ-ム中粒3%、焼土粒・炭化物中粒1%斑状 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ロ-ム粒・炭化物粒3%斑状 
3層 10YR4/4  褐色土 全体ロ-ム、炭化物粒1% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ロ-ム塊、炭化物粒1% 
5層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物粒3% 
第Ｅ１６３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ロ-ム粒5%、炭化物中粒3% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物粒5%、ロ-ム粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒1%、ローム土との混合土 
4層 10YR2/3  黒褐色土 炭化物粒・ロ-ム粒1% 
5層 10YR4/4  褐色土 炭化物粒1%
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FI-195

第Ｅ１７６号土坑    
1層 10YR3/1   黒褐色土 ローム粒3%・ローム中粒・炭化物粒1% 
2層 10YR4/2   灰黄褐色土 ローム粒3%、上方ローム質若干強い 
3層 10YR7/4   鈍い黄橙色土 ローム質土 
第Ｅ１７７号土坑    
1層 10YR2/1   黒色土 ローム粒1%、斑点状ローム中粒極少量 
第Ｅ１７８号土坑    
1層 10YR2/2   黒褐色土 ローム粒10%、ローム中粒7%、焼土粒5%、焼土中

粒・大粒・大塊2%、炭化物粒2% 
2層 10YR2/3   黒褐色土 ローム大粒・大塊5%、焼土粒・中粒・大粒5%、ロ

ーム粒3%、焼土中塊・ローム中粒・炭化物中粒2%    
3層 10YR2/1   黒色土 ローム粒・大塊2%、ローム中粒・焼土中粒3%、炭

化物中粒・ローム粒・大塊2% 
4層 10YR5/4   鈍い黄褐色土 黒褐色土10%、炭化物中粒3%、焼土粒2% 
5層 10YR6/4   鈍い黄橙色土 黒褐色土30%、ローム塊10%、炭化物粒2% 
6層 10YR1.7/1 黒色土 黒褐色土30%、ローム粒・炭化物中粒5% 
 

第Ｅ１７９号土坑    
1層 10YR1.7/1 黒色土 ローム粒・焼土中粒5%、ローム中粒3%、焼土粒2%、 
2層 10YR3/1   黒褐色土 ローム中粒5%、焼土粒3%、粘土大塊2%、焼土中粒1% 
第Ｅ１８０号土坑    
1層 10YR2/1   黒色土 焼土中粒5%、焼土大粒3%、粘土大粒・炭化物粒2%、ロ

ーム大塊・中粒2% 
2層 10YR1.7/1 黒色土 ローム塊下方・ローム粒5%、炭化物粒3%、焼土中粒2% 
第Ｅ１８１号土坑    
1層 10YR2/1   黒色土 黒褐色土・炭化物中粒・大粒10%、ローム粒・中粒2%、

焼土粒・大粒5%、粘土塊3%  
第Ｅ１８３号土坑    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒1% 
2層 10YR2/1  黒色土 ローム粒1% 
3層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒3% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中塊～大塊5% 
5層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒3% 
6層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム粒・中粒1%
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図158 土坑内出土遺物 (1)
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固170 土坑内出土遺物 (13)
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図172 土坑内出土遺物 (15)
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図176 土坑内出土遺物 (19)
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近野追跡lll 弟 2幸 検川遺描と迎物

第 6節 その他の遺構

ピット群（図179~183) 

本区から検出された小ピットは158個で、これらのピットの周辺には住居跡や上坑などが立地して

おり、これらの追構と閃連する可能性や何らかの建物跡として掘り込まれた可能性が高い。ピットは

大きく分けて北側・中央・南側・谷際の 4つの範囲に分布し、ほとんどはW層上面で検出された。

本区北側では標高17m前後の緩傾斜地、 EQ~F G -193~205内、中央では標高18m前後の平坦地、

E I ~ E T -208~213内、南側では標高17m前後の FA~FE -219~221内、谷際では標高16m前後

のED-208に位置する。平面形は、円形が大部分を占めるが、楕円形・不整形なども見られる c 平

面の規模は 6~53cm、深さ 2~65cmである

以ドに、おおよそエリア分けした範囲に番号を付し、それぞれの範囲について以ドに記載する。

図180-1 (EPIT 1~9) 第 E45号竪穴住居跡の西側• 第E5号掘立柱建物跡の北側で検出された。

平面が20~30cm、深さ 20cm以下のものが多い。この巾で、 EPIT 8・9の 2個は規校が平面・深さと

も規模が大きい。またこの 2個は並んで検出されたため、 2個 1組で使用された可能性がある。これ

と同様にEPIT6・7も2個が並んで検出されている。何らかの建物跡の構築された可能性もあるc

図180-2・3 (EPIT10・15・37、158~162)EPITIO・15・158~162は第E20号竪穴住居跡（『近

野遺跡V』で第19号住居跡で報告済）の周辺から検出されている。これらピットの平面は19~40cm、

深さ 7~43cmで、ピットの規模にはややバラッキがある。ピットの堆積土は黒褐色土または暗褐色土

主休で埋め戻した堆積状況はみられないc EPIT158・160・162、EPIT159・161、EPITlO・15の方向

は、第E20号住居跡の東西壁と平行しており、とくにEPIT158~ 162は、壁により沿って検出されて

いる。以上のことから、第E20号竪穴住居跡に関連するピットである可能性が考えられる。

図180-4 ~ 6 (EPIT32 ~36) EPIT32~36は周辺に土坑が検出されているのみである。 EPIT33~35

はいずれも壁が緩やかに立ち卜がり、堆積土は黒色土主休の単層である c EPIT36は、深さのあるピ

ットである。遣物は、 1層から円筒卜.層 d式又は e式土器の口緑部片、円筒日呂 c式の胴部片が出土

しに中期中葉に近いものである。

図181-7 (EPIT69~114、)第 E30号竪穴住居跡の壁に沿ってEPIT76~86が検出されている。

EPIT70~72、74・75は北東ー南北方向に直線的な配置である。 EPIT93~99、103~110、112~114は

第E7・9号掘立柱建物跡内外に位置している。この中で、 EPIT104・105は第 E9号掘立柱建物跡

桁行方向に立地しており、何らかの関連があるかもしれない。

図181-8 (EPITll-14・165-171) 住居跡などの遺構が密集する標高18mの平坦地である。

EPITll-14は、第 E14号竪穴住居跡の壁とほほ平行に並んで検出されている。
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図179 ピット群 (1)
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ＥＰＩＴ2    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物中粒5% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒10%､炭化物中粒5% 
ＥＰＩＴ3    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム大粒･炭化物中粒5% 
ＥＰＩＴ4    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物中粒5% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物中粒5% 
ＥＰＩＴ5    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物粒5% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物粒5%

ＥＰＩＴ158    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中塊2% 
2層 10YR5/6  黄褐色土 ローム中粒3% 
3層 10YR2/2  黒褐色土 ローム中粒5% 
ＥＰＩＴ159    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒2% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒5% 
ＥＰＩＴ160    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒2% 
2層 10YR3/2  黒褐色土 ローム大塊10% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒1% 
ＥＰＩＴ161    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒2% 
2層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5% 
ＥＰＩＴ162    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒5% 
 

ＥＰＩＴ10    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒5% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒5% 
3層 10YR4/4  褐色土  
ＥＰＩＴ15    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒3% 
 

ＥＰＩＴ36    
1層 10YR3/1  黒褐色土 ローム粒5%､炭化物粒3% 
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 黄褐色土30%､ローム大粒10%､炭化物中粒2% 
3層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム中粒2% 
4層 10YR3/2  黒褐色土 ローム中粒5%､炭化物粒2% 
5層 10YR2/1  黒色土 ローム中粒･炭化物粒1% 
6層 10YR3/2  黒褐色土 ローム大粒10%･中粒3%､炭化物中粒1% 
7層 10YR3/2  黒褐色土 ローム40%､ローム中粒3%､炭化物中粒1%

ＥＰＩＴ6    
1層 10YR3/4  暗褐色土 褐色土､ローム中粒10%､ 
   炭化物中粒5% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム大粒20%､炭化物中粒5% 
ＥＰＩＴ7    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム中粒10%､炭化物中粒5% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒～大粒10%､暗
褐色土 
ＥＰＩＴ8    
1層 10YR4/6  褐色土 ローム粒30%､炭化粒1% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム中粒40%､炭化物粒3% 
3層 10YR4/6  褐色土 ローム中粒30% 
4層 10YR2/3  黒褐色土 ローム中粒40%､炭化物粒1% 
ＥＰＩＴ9    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒3% 
2層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム中粒15% 
3層 7.5YR2/2  黒褐色土 ローム中粒25% 
4層 10YR3/3  暗褐色土 ローム中粒40%下部縞状 
5層 7.5YR3/2  黒褐色土 ローム中粒40%下部縞状 
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図180 ピット群 (2)
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136
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135
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－30

134
－22

46
－18
47
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48
－957

－28

56
－25

58
－38

138
－12

139

140

A

－18

－9

141

142

163

164

－13

－15

－10

－7

EL-212

ESI 3

ED- 
208

EC- 
208

－20

－4

－25

129
－27

ESI19

ESB3

ESI5

ESK62

ESI10

EP-213

49

EO-213

ESI7

EI- 
213

EJ-213

EL-211

EJ- 
212

A′ 

A′ A

B′ 

B

B 16.00m

EPIT163 EPIT164

EPIT139 EPIT140 EPIT141

0 2m平面 1/80

断面 1/60

EPIT142

16.00m

B′ 
1

1 1

2 2
3

1

1 1

ＥＰＩＴ139    
1層 10YR4/4  褐色土  
2層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒･中粒1%､炭化物粒1% 
3層 10YR4/2  灰黄褐色土  
ＥＰＩＴ140    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒･炭化物粒2%､焼土粒1% 
ＥＰＩＴ141    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 ローム粒･炭化粒1% 
ＥＰＩＴ142    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化粒･ローム粒1% 
ＥＰＩＴ163    
1層 10YR4/3  鈍い黄褐色土 炭化物粒･ローム粒3%､焼土粒2% 
ＥＰＩＴ164    
1層 10YR4/4  褐色土 ローム粒3%､炭化物粒2%､焼土粒1%

近野追飩lll 弟 2辛 検出瑣描と燐物
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＋ 似1182-9 (EPIT143-157)谷に向かって緩やかに1煩斜する椋高18m前後に立地し、第 E19号竪穴住

屈跡の南側に集中して検出されている。
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屈182-10(EPIT115~138) 第E3号掘立柱建物跡と第 E7号住店跡の南側、第 E5号竪穴住届跡の

北側固辺から検出されている。第 E 7 号竪穴住居跡の北壁の延長上に EPIT124~126が位置する。こ

れら 3個のピットの間隔はEPIT126・125で2.2m、EPIT125・124で1.9mである 3 さらにEPIT124と

137を結んだ方向は、同住居跡の東壁と平行であり、 EPIT124~126同様、住居跡に伴う掘立柱建物跡

になる可能性がある。これらピットの内、平面形・深さとも 20cm以卜のピットは EPIT119・122・ 

128・129・134・135である c EPIT119・122・129、EPIT129・134・135のピット闊附は異なるものの

それぞれ一定方向に列を成すことも＂［能であるため、同時期のものとも考えられる。周辺造構との関

連は不明である。

屈182-11 (EPIT139-142・163・164) 谷に続く緩頻斜地、標高16mで検出された。第 E3号竪穴住

居跡・第 E1号溝跡・第 E1号性格不明遺構の東側に位附し、南北方向に列状となるピットである。

平面は18-26cm、深さ 7-18cmで比校的規模が小さい。堆積士は褐色土や鈍い黄褐色士主休であるc

圏182-12 (EPIT46-49・56-58) 第ElO号竪穴住居跡の南側、第 E8号掘立柱建物跡の酉側で検出

された c EPIT56・57は重複関係から、第 E10号竪穴住居跡よりも古いc EPIT49・58は、比校的深い

ピットであるが、これらが立地する四側部分は削平されており、これらのピットに関連する遺構は検

出されていない。 EPIT46-48は第 E8号掘立柱建物跡内で検川されており、この遺構に関連する可

能性もある。

＠
＠
 

屈183-1:3 (EPIT2 l ~ ;31、59~68) 第E12・13号掘立柱建物跡の内外、第 E121号士坑周辺から

EPIT63 ~68が検出されている。これらの掘立柱建物跡の外側で桁行および梁行の延長卜に位置する

ピット (EPIT63・66・67) も見られ、掘ヽ［柱建物跡に1具j連する uf能性もある。 EPTT59~62は北東一

南西方向に列状になる可能性がある。 EPIT2l-31は規模の比較的大きいピットが多く、平面は30cm

以卜．、深さ l6~6lcmである。このうち,EPIT27・28・30は北西ー南東方向に列状になり、ピット lk1

隔はEPIT27・28で2.3m、EPIT28・30で2.6mである。それぞれのピットは規模も大きく、 EPIT30か

らは遺物が出土している c これらのピット南側は調杏区境界に近接しており、 EPIT27・28・30に対

応する柱跡か検出される可能性もある c EPIT30 1層から流紋岩の砥石が 2点出上した。 183-4は小

邸で破損向を含め 5面使用している。 183-3はやや大邸で、破損面も使用されている。 （坂本）

゜
＋ O十

2m ＠
 

2 掘立柱建物跡

第 E12号掘立柱建物跡（図184)

［位府・僻認lFD・FE -220・221に位附する。 I¥「層上圃で検出したっ長軸方向はN-197°-Eで

ある。第 E13号掘立柱建物跡を拡張または建て替えした建物跡で、 PIT1~3·9 は共通するピソト

である c

図182 ピット群 (4)
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ＥＰＩＴ21    
1層 10YR5/4  鈍い黄褐色土 ローム中塊5% 
2層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒2% 
ＥＰＩＴ22    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒7% 
ＥＰＩＴ23    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒5% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒7% 
3層 10YR5/8  黄褐色土  
ＥＰＩＴ24    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒3% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム塊20% 
ＥＰＩＴ25    
1層 10YR3/4  暗褐色土 ローム粒10% 
ＥＰＩＴ26    
1層 10YR2/3  黒褐色土 褐色土との混合土 
2層 10YR4/6  褐色土  
ＥＰＩＴ27    
1層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒30%､炭化粒1% 
2層 10YR4/4  褐色土 ローム塊50% 
ＥＰＩＴ28    
1層 10YR2/2  黒褐色土  
2層 10YR6/8  明黄褐色土  
ＥＰＩＴ29    
1層 10YR2/3  黒褐色土 ローム塊2%､炭化粒1% 
ＥＰＩＴ30    
1層 10YR1/3  黒褐色土 極暗褐色土10%､炭化粒3%､ローム1% 
ＥＰＩＴ31    
1層 10YR3/4  暗褐色土 炭化粒5%､暗褐色土5% 
2層 10YR4/6  褐色土 ローム粒2%
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［半間彩・規模］東西方向柱列、南北方向柱列で 2間 X 2間の建物跡で、平佃形は東西に長い艮方形

だが、南北方向列のPIT7・9は外側に位骰し、やや中央が膨らんでいる。このPIT7・9が棟持柱

となる可能性がある PIT8はイ吋らかの補助柱穴と恩われる。規模は、桁行長3.30m、梁行長2.84m、

杜穴間陥は、 l.lm~l.94mである。掘り力は、平面形がほぱ『」形で、径20~30cm、確認面からの深さ

12 ~80cmである Q 柱痕は検出されなかった c PIT 1の底而は北側に偏っており、柱抜き収り等の痕跡

と息われる。

［堆桔上］黒褐色上主休の堆精上である。

［時期］出土遺物もなく、時期は不明である。

史 ＼ 
第 E13号掘立柱建物跡（図184)

［位置・確認] F D・F E -220・221に位憤する。 W層上面で検出した c 長軸方向はN-65°-Eであ

るC 第12号掘立柱建物跡の拡張または建て枠え前の建物跡で、 PIT1 - 3・9は共通するピットであ

~ 

も
口／戸三
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口ぃロニ]
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［平面形・規校］東西方向柱列、南北方向柱列で 2間 X 2間の建物跡で、平面形はほほ長方形である。

桁行長3.30m、梁行長2.20m、柱穴間隔は、 1.12m-2.20 mである。掘り方は、平面形がほぼ円形で、

径20-40cm、確認面からの深さ25-SOcmである。柱痕は検出されなかった C PITlOと底面は南東側に

偏っており、柱抜き取りの可能性がある。

［堆積土］第 E12号掘立柱建物跡のピットと同椋、焦褐色土主｛本の推積土である

［時期：出土遺物もなく、時期は不町である。
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3 溝跡

第 E1号溝跡（図184)

［位置・確認lEC・ED -208に位附する。第 Ea号竪穴仕居跡l層卜伯iで検出した。

韮複］第 E3号仕居跡と重複し、本遺構が新しい。

［平面形・規模］平面形は弧状で、溝の両端がやや膨らむ。規模は、長さ約5.8m、輻18~60cm、第 E

3号竪穴住居跡の床面からの深さ 9-16cmである。

［壁.j未面］断面砂が逆台形状で、底面はやや起伏がある。溝の高低差はほとんどないが、西側に向

かってやや傾斜している。

［堆積土］ 卜．部は黒褐色土主休で底面付近ではロームブロック混じりの推積である。

［時期〗出土遺物はないが、重複関係から、平安時代と思われる。 （坂本）

LET 
c ／ ーロ

2m 

／ 
i 

図183 ピット群 (5)
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4 性格不明遺構

第 1号性格不明過構（図184)

［位置・確認] EC -208に位置する。 rn層上面で焼士範囲を確認した c

［重複1第E3号竪穴住居跡と隣接するつ新1い関係は不明である。

［平面形・規模］平面形は桁円形で、規模は80x 55cmである。北側半分に焼土が拡がり、南側には構

築材が設置されている"北側の焼土は長さ50x 40cm、厚さ 7cm程度の不撃形に拡がる。構築材はこの
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PIT1

PIT2

PIT3

PIT7

PIT4

PIT5
PIT11

PIT10

PIT9

ESB13

FE- 
220
FE- 
221

PIT8

PIT6

ESB12

第E12・13号掘立柱建物跡 第E1号性格不明遺構 

第E1号焼土遺構 

第E1号溝跡 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A′ 

A

A

A

A

A
A 16.00m

1
2
3

B

EB-208

FA-209
FA-210

EC-208

EC-209

ET-210

19.20m

15.80m

1

EB-209

B′ 

B′ 

15.70m

第Ｅ１号性格不明遺構    
1層 10YR2/2  黒褐色土 焼土粒･大塊30%､炭化物中粒･塊3%､ローム粒1%

焼土遺構    
1層 2.5YR4/4  鈍い赤褐色土 ローム粒5%､炭化物粒3%､焼土層 
2層 7.5YR2/2  黒褐色土 炭化物5%､ローム粒2% 
3層 10YR3/3  暗褐色土 ローム粒･炭化物粒1% 
4層 10YR4/6  褐色土 ローム粒2%､炭化物粒1%

第Ｅ１号溝跡    
1層 10YR2/1  黒色土 炭化物大粒･ローム塊･焼土中粒･粘土大塊1% 
2層 10YR5/6  黄褐色土 ローム塊2%､焼土粒1% 
3層 10YR2/3  黒褐色土 ローム粒･炭化物中粒･焼土粒1%

11 1 3

2 4
1/301/60
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南側に位置し、長さ 15cm程度の板状礫を約40cm離して設置している。南側を長さ55x 45cm、深さ約20

cm掘りこみ、これらの板を面が平行になるようにし、掘り上げた上で再び埋め戻している。

直積＿に確認面で焼l:範囲が拡がる c

「出L逍物］構築材に板状に割れた凝）火岩と石英安山岩を使用している。 1層から器血が浅く凹みの

ある敲き石が出上した c

［時期］時馬」は不明である。 （坂本）

5 焼士遺構

第 E1号焼土遣構（図184)

FA  -209に位置する G III層上面で被熱したイ＜繋形な焼土範囲が 2カ所から検出された C いずれも

不整な楕円彩状で、北酉側の焼土範囲は lm x 42cmの範囲に被熱範囲がブロック状に広がる。南東側

の焼七範囲は70x 42cmの範囲である。 2カ所とも被熱した深さは最大 8cmで中央付近が最も深い c 焼

土範囲の検出された地点やその周辺は黒色土・ロームブロックの集中・粘土範囲が検出されている

か、明瞭な掘り込みは確認されなかった。このため、風倒木痕内に化じた凹地で火を焚いたものと思

われる 3 時期は不明である 0 (坂本）
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第 7節 遺構外出土遺物

1 縄文土器（図185~190)

E区追構外からは段ボール箱で約20箱が出上した。上辟が多く出上する地点は、 E区囮側の F区谷

際緩斜面地、 E区東側の D区谷際緩斜面地である。出上贋は、中期中葉の上悟が多いが、 E区西側は

中期後葉～末の上器が、 E区南東側では縄文時代後期薗業の上器かまとまって出上する傾向にある。

細文時代前期

早稲田 6 類・表館式（図1s7-2s~32) 掲載した遺物は 5点である。 28は早稲田 6類で、エ具を

押し引いて、半円状の文様を構成する c, 岱厚は薄く、緻密であるぐこのほかは、表館式（工藤2002) で、

29・30は竹管状工具を用いて連続刺突文を横位に構成する。 31・32は貝殻状の刺突文を追続させる。

円筒下層 d式（図187-33~44) 円筒ド居 dl式と考えられる深鉢形土器片が大部分である。口縁

部文様帯は狭く、縄文 (34-36・38) または単軸絡条体 (37・39・42) を押圧して施文されている。

文様構成は残存部位などから、三角形文などの幾何学文を構成するものと思われる 3 口縁部と胴部と

の塊界に粘士紐を薄く貼り付けるもの (;35・37) も見られる。 43・44は円筒下層 d2式から 1[7期初頭

にかけての土器で、円筒下層 d1式に比べて口縁部の文様骨が広くなっている (43)。44はD唇がや

や肥厚しており、単軸絡条体を［］唇部に跨がせて押圧している。

縄文時代中期

円筒上層 a式（図187-45) 波状口縁で、口縁祁文様幣は44とほは同じ幅である。この内綿は、

竺条単位で縄文を押圧している。口唇部及び貼付部分には、縄文を密に押圧しているのが特徴である。

円筒上層 c式（図187-46・47) 口縁部直下および口縁から胴部内にかけて刺突文を施文する。

刺突は横位に列をなし、断面か長方形状のエ具を用いてド方から斜めに施文している。

円筒上層 d式(、|叉I185 -l、1叉1187-48~57) 深鉢形＿七器で、ほとんどが波状口緑である。波頂部

から韮下し胸骨文を構成するもの (50・55-57) や横位の直線文や弧状文をもつもの (48-;54) で、

粘土紐を貼付ける。

円筒上層 e式（図188-58 ~71) 深鉢形士器で、波状口縁のものが多い。この邸式では、口唇部

が肥厚し、その上部に縄文が押圧されることが多く、その施文方向もある夕定方向に施文されるのが

一般的であるが、沈線 (66) や粘士紐貼付 (62)、X字状の施文 (63) など様々に施文されているも

のがみられる。胴部の文様構成は、前刑式の波頂部を巾心に展開する胸骨文の梅文(58・61) も多い

が、このほか、弧状や渦巻き文の施文(60・65・66) もみられる。沈線による施文が主体であるが、

縄文押圧 (64) により施文されるものもあるぃ
2m lm 

図184 掘立柱建物跡・溝跡・性格不明遺楕・焼土遺構
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円筒上層 d• e式（國185-2・4・5、188-72-77) 厠部文様が地文縄文のみのために、型式を

特定できない•群である。波状口縁のもの (2·72·73) 、平口縁のもの (4·5) 、波頂部の突起

(74·77) 、口縁部の•部 (75·76) である。 77は立体的で、突起部に粘十．紐を隙間なく貼付けている。

大木式土器の影響を受けたものと思われる。

榎林式（岡189-78-94) 波状口縁の深鉢形土器で、口縁に沿って凹状沈線が施文されている。

凹状沈線は輻の広いものが多いが、中には、比較的細いものも見られる。山形口縁頂部には円形刺突

(78・79・86) や弧状文 (84) を施文する。胴部には円形文 (78・79) や渦巻文 (93) を主休とした

文様が沈線で施文される。この沈線は 2-3条単位で施文されることが多い (78・79他）。地文縄文

には、単節縄文のほかに、 3段原体 (83他）、単軸絡条体回転文 (78・85) など、前型式にはあまり

顕著にみられない縄文が縦方向を主体とした様々な回転方向に施文されている。

最花式（図189-95-102) 折り返し口縁の深鉢形土器で、折り返し部分の直下に刺突列が巡る

(95・97・98)。99・100は壷形土器片である。 102は折り返し部分にも縄文を施文する。

大木10式併行期（図189-103 -105) 103・104は深鉢形十．器片で、沈線により 1メ側されている。

105は壺形十．器片と息われる。

大木系土器（図185-3・6・7、190-106-113) 折り返し口縁、厠部中央でくびれる器形の深鉢

形土器、桐部上半が最も膨らみ口縁部が内湾する器形、単軸絡条体を施文する一群などを一括した。

円筒上層式土器（図186-11-27) 中期と考えられるが、型式の明瞭でない胴部～底部の土器を

一括した"RI叫部が大きく開く器形や、直線的に立ち卜．がる器形などがみられる。底部付近には縄文を

施文しないものもみられる。

縄文時代後期

十腰内 I式（圏186-8 -10、190-114-126) 深鉢・壷・浅鉢などの器種がみられる。深鉢は口緑

が波状になるもの (119)、平D縁になるもの (114-116)などがある。やや外反する器形と思われ、口縁には

を施文するもの UH-116・119)が見られる C HI叶部文様は］！！［文u
l 13ゃ ]]8)、

きく

(123), 沈祝文(]21)

るもの (9・10)に分かれる

縄文時代晩期（図190-127-130)

129・130 
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2 土製品（縄文）（図191)

□ 
i> 

｀ 
ー.~□。

10cm 

190 

264 

I類士偶 (1-5) 

遣構外からは 5点出十．した。 1は日と鼻孔を刺突で表現し、眉．鼻に粘十紬を貼り付け表現してい

る。口は乳局省りに楕円形の刺突で表現し、乳房は粘土紐を貼り付けて表現している。表面は撚糸押

圧によって欅掛け状に、裏面は弧状に施文している。 2・3は沈線を施文しているもので、 2は右胸・

3は胴下部の破片である C 2は縄文を施文後、表裏面ともに沈線で弧状文を施文し、 3は沈線で表面

には弧状文を、裏面には欅掛け状に施文している。 4は無文で頭の一部と思われる。頭頂はくばませ

て整形しており、砂粒を多く況入した粗いつくりである。 5は肩の破片である。図では伍肩としてい

るが、表裏が逆である可能性もある。片面は撚糸押圧、もう片面は縄文施文後に沈線が施文される。

圃類 孔を持たない士製品

1 鐸形土製品 (6)

1点出土した c 全体の形状がわからないが、小型土器や蓋の可能性も考えられる。表面には一部、

縄文を施しており、剥落の痕跡がみられる。

2 三角形土製品 (11)

1点出十上した。 憎15欠損しており、表血の側縁部に沈線が施文されている。

4 円形土製品 (7-9) 

3点出土した。ほぼ円形の形態で、直径 3cm前後の無文の土製品である。

6 クルミ形付士製品 (10)

1点出土した。割ったクルミの殻の内側に粘土を押しつけ焼成した製品であるため、この名称を付

しに片面には縦位に幅0.3cmで粘土が膨隆し、裏面は若干丸みがある。

7 石冠形土製品 (12)

1点出土した。無文で中央部に円形の窪みがある。類例は、石製品であるが、青森市三内丸山 (6)

遺跡の第726号土坑から出土している。

V類小型±器・ミニチュア±器 (13-20)

器表面には縄文のみを施文しているもの (17・18)、無文のもの (13-16・20) があり、後者が多

しヽ。 の してい

けられ、内訓には日）じの

い 0 13 く,H なき
J

は円詞卜屈 e

U緑である 0 1 ,1 
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Il類

1点出七した。形態はヒ端が膨らむ方形を星する C 中央部に直径0.8cmの貫通孔がみられる。石質

は軽石である。

圃類

1点比土した。形態は両端部が直線的な二角形を尼する。両端部にタタキの痕跡がみられる。

W類

石製品（縄文）

孔を持つ6製品

有孔石製品 (1)

（図192)

石

孔を持たないh製品

冠 {2)

石剣・石棒類 (3・4) 

2点出土したc 刃の部分が明瞭でないが、全面に磨りの痕跡がみられるものである。 （成田）
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＼
 

＼□□ I b類 3点、 II a類 4点、

総数23点が出土している。

石錐 (9)

図192 遺構外出土石製品（縄文）

4
 

剥片石器 (I叉1193-195)

総数856点の剥片石器か追構外より出土している。 FG-FH -196-197に若十の集中がみられるが

：
 

削平部分を除いた調杏区全休に広く分布しており、大きな片寄りはみられない c 以下、器種ごとの概

要、特徴的な資料について個別的な説明を行う。

石鏃 (1- 8) 

総数 5点出士している。いすれも石材には珪質頁岩が用いられており、全て石鏃からの転川品 (II

9は石鏃 (IIb類）の先端部を刃部として利用したものであり、側縁類） である。

II b類13点、破損品 2点、未製品あるいは失敗品と考えられる資料 1点、

8点を図示したc 石材にはいずれも珪質頁岩が用いられている，

1点を図示した。

には著しい摩滅痕跡がみられる。

遺構外出土土製品（縄文）

-266- -267-
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石槍 (10-15)

I類 6点、 II類 1点、 11I類 1点、 W類 1点、総数 9点が出十．している。 6点を図ホした。 14のみ黒

曜石製で、その他は全て珪質頁岩製である。 14は北海道赤井川産黒曜石を素材としている。茎部が形

成されており、先端部の角度が広く、輻広で簿い調整加上が全面に施されている。

石匙 (16-24)

I類 8点、 II類 2点、総数10点が出土している。石材にはいずれも珪質頁岩が用いられている。 9

点を図示した。 17は、背面左側縁に鋭角の、伍側縁には半急角度の調整が施されている。腹面石側縁

には微小剥離痕、光沢が顕著にみられることから正面左側縁が刃部として利用されていたことが想定

される。 21は腹面右側縁から下端にかけて急角度の調整が施されており、腹面左側縁に光沢が顕著に

みられる。

石算 (25-29)

I類 8点、 II類 2点、総数10点が出土している。石材にはいずれも珪質頁岩が用いられている。 4

点を図示した。 25・29は正面刃部側で顕著な摩滅、光沢が面的にみられる。光沢の範囲から、いずれ

も基部側を保持し、正面側刃部付近を押しつけるようにして摩擦が加えられたものと考えられる。 27

は正面、裏面両面に顕著な光沢がみられる。裏面の刃部付近では光沢が発達した剥離面が光沢のみら

れない剥離血に切られており、ガ部再牛による変形 (reduction) と考えられる。

二次調整のある剥片（不定形石器） (30-39) 

155点が出十．しており、 10点を図不した。いずれも珪質頁岩製である。「掻器」、「削器」等と分類さ

れるスクレイパー類 (30-32)、「石箆」あるいは「石槍」等の定形石器未製品、失敗品の可能性のあ

るもの (33-38)、ノッチ (39) などがみられる。

両極加撃痕跡のあるf/JJ片 (40)

3点出土しており、 1点を図示した。石材は珪質頁岩 2点、堀瑣 l点で構成される。

微小剥離痕のある剖片・剖片・砕片・石核

微小剥離痕のある剥片82点、剥片438点、砕片100点、石核20点が出土している。遺構外出土遺物に

ついては図示していない。 （斉藤）

5 礫石器（図196・197)

119点出土した。南北方向203ラインより北側部分と F区谷へ下る西側の斜面部に II層と 1II層出土遺

るこ II か 、III層か m !・ し

出土し、 晶 ，1 のみ ある I竹 ライ り の り

中 の

し、や 屈 円 とな いもの め

出 してい
゜

も出 ている

あ

出 し こ 出 したの あ (6 I Io 

は く、 もの 1 ヽ 角 り 1 が出土した c 広い

1rii り111[ もつものは 6 しヽ。 き ， 出「し 111/ たものが
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主休で、躇部を使用したもの 1点、球状の円礫全体を使用したもの、礫の縁辺を使用したものもある。

凹み石 (C類）は11点出tした。 2血使用し、片側に深い凹みをもつものが多い (9-11)。 1側血

に磨り血を持ち、器血に敲打痕をなすもの (2AB類） 2点、 1血に凹みをもつもの (2AC類） 1点が

出土した。

北洵逍式石冠 4点出土した (12・13)。底面幅は 4- 6 cmで、帯状の敲打痕が一部底面まで広がる。

器面は丁寧に研磨されている。

扁平打製石器・磨製石器 扁平打製石器は 2点出土した。 19は磨製石斧を転用したもので、側面に剥

離加工と使用による平坦面がある。 18は挟人状扁平打製石器の可能性が高い。この他、刃部が鋭利な

扁平磨製石器の破片 1点が出土した。石鋸として使用されたものと思われる 3

石fill. 台石類 10点出土した。使用面が平滑で凹みをなさないものが主体で、凹みをなすものを図化

したc 縁を有するものは 2点あり、 16の内面は成形時の敲打のままであるが、外側底面は丁寧に研磨

されている。形状から方形の石皿の角の部分と思われる。 ER-200グリッドから大型の石皿が 2点

出土した (14'15)C 15は安山岩をそのまま使用したもので両面中央に深い凹みを有する。 14は破損

した流紋岩の大型礫片の 1面を使用している。使用範囲が広く、中央が浅く凹む。

砥石 7点出土した。 17はESK52 (縄文土坑）堆積土と F区谷のDQ-209グリッドの10層（平安時代

相当）出十資料と接合したものである。 ESK52は平安時代のESI3と重複することから、 ESI3構築時

または構築前に廃棄されたものと息われる。このほか、輻2.5cmと小型の砥石 1点、礫を加工せずそ

のまま使用した砥石が 3点出十した。いずれも平安時代の可能性が高い。

加_[())ある礫 12点出土し、図化した20・22以外は破片資料である。縁辺に不連続な剥離加上を部分

的に施したもの、刃部に明瞭な使用痕跡が認められないものが主体である。 21は形状から半円状扁平

打製石器の可能性もある c

使川痕跡のある礫片 図化していないが、一部に研磨痕ゃ敲打痕を有し、形状不明の破片が18点出土

した c

その他 このほかに明瞭な使用痕跡はないが、器面全休が滑らかな 10cm以下の流紋岩• 安山岩・貞岩

などの小円礫が約30点出士した。また、ホタル石ゃ琥珀になりかけの樹脂の塊が各 1点出土した。

（杉野森）

6 土師器・須恵器（図198)
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図197 遺構外出土礫石器 (2)

須恵器 (12~22)

須恵器は重量にして約5.5kgの遣物が出上した。器種は坪・鉢• 長頸壺・小型上器・大甕（中甕）

がみられ、大甕（巾甕）を主体とし， lill. 鉢・小型上器は微量である。このうち 11点を団示した。

12・14~16はロクロ成形・回軋糸切後無調整の杯である。 14~16には｛本部上半にヘラ記号か梅されて

いるが、破片が小さいため→部分しか観察できないし 19・21は小型の鉢か壷とみられ、両者とも原手

である C 19は内面と性恥面に行上がりの輪積痕が観察される。最大径～胴部 1ヽ ・半にかけて、強いタッチ

で拙かれた 3つの文字（記号）が観察されるい器種が壺の場合、天地が逆転する可能性もある口 21は

ロクロ成形後、胴部 1ヽ ・半に軽いナテ調整を施している。 18・20は長頸壷である C 18は底部で、底部を

軽くケズリ調整後、丸棒状工具による 2cm程度の短いケズリを放射状に施し、低い紐状の高台を貼り

付け，両脇を粗く調骸している。 20は到部で、ヘラ記号が観察される。 22は大甕（中甕）の桐部片で、

内面には木目と平行に刻み目を入れた当て具の痕跡がみられる C (水谷）

こ

部付近に段を有する。 4-7・9・10は広である。 4・9・10はロクロ線が比較的明瞭で、口縁部外向に

わずかに括れがみられる C 6は底而にケズリ調整が施されているし底圃のケズリ調柩は E区から他に

1点出土したのみである C 5はロクロ成形・ [n]転糸切後無調整の沐であるが、底径が広く上げ底気味

なため、接地部分が高台付き杯の脚部に似た効果を持つ。 7は内面黒色処坪された底部片である c 胎

tは緻密である。底部には黒斑がみられ、ヘラ記号を施している。 8は甕と同様の胎士を用いて手づ

くねで作られた小型土諾である。上げ底気味の底部中央は砂底である。 11は薄手の小型土器で、ケズ

リ調繋後まばらなミガキが施される
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7 土製品（古代）（図199)

t玉 (1)

黒褐色で胎J:は精緻で」寮に磨かれている c 焼成前に穿孔している c

球状t製品 (2)

ES -210、 I層から出上したの明褐色で胎上は精緻である。鈴子である叶胤能性か高い。

±鈴 (3~5)

紐駕 2点 (3・5)、体部 3点 (4他）の計 5点出土し、内 3点を図示したしいずれも紐部に紐孔は

無く、 3は粘土紐を 3本絡み合わせて成形し、ミガキを施している。 4は横長の長楕円彩で、内外面

はナデによる整形、調整をしている。

ミニチュアL器 (6)

手づくねで整形後、調整を加えている。口緑部は一部折り返し状になる。胎土に砂粒が目立つ。

小叫 (7~9)

用途が不明のものを集めた。 8は円盤状で衣・裏ともミガキが施されている。胎土に砂粒が日立つ。

ー 0ー -@-

00 。
ヽ

8 近世以降の遺物（脳200~202)

-f: 製品（図200-1 -4) 

人形 (1・3・.1)

3点出上している。いずれも素焼き製で型押しによって成形されている。 1は西行を模したものと

考えられる 3 胴体の部分のみ出上し、首の中心部分に穿孔がある Q 側面に接合痕跡が残る。 3は大黒

を模したものの背面である可能性が高いっ側面の接合部で破損し、肌面が欠損したと考えられる。 4

は地蔵を模したものである c

箱庭追具 (2)

1点出土している J 素焼き製で型押しによって成形されている。側面に接合痕が残る。刷を模した

ものと考えられる。 （イサ藤）

銭貨（図200-5 -8) 

4点出土し、すべて鉱永通宝である C 5は古虹永、 6・7は新寛永、 8は不明である。 7は元の背

文を持つ。
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図200 遺構外出土土製品・銭貨（近世以降）

゜
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＜二二〗／

陶磁器・±器（写真図版131・132)

E区全体の遺構外各層から出土しているが、とくに E区南東FK~GF-210~219の I局から多く

出士している。遣構堆積士からは 3点出士しており、その内 2点は堆積士内に流れ込んだものと考え

られる C 第El80号士坑の 1層中から出士した磁器は、遣構の年代が批定される追物である。陶磁辟．

十器は、 16[U; 紀末から19I恥紀にかけての時期のもの133点か出七しており、この内59点を図ホした。

いずれも破片で、陶器76点、磁器53点、土器 4点である。大きく時期ごとに分類したものを選別し、

憫化を行わず、写真と遣物観察表で報告する c

図199 遵構外出土土製品（古代）
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近野造跡111

1 6世紀代 (1)

美濃大窯製晶（志野）と忍われる小片で、内外而に釉が掛けられる C 16世紀末頃かと息われる。

1 7世紀代 (2・3)

2は肥11ij製品の内外血に鉄柚のかかる拙鉢で、内向には抽 Hがみられる C u緑は折縁形である 0 17 

廿紀代のものと思われる。

1 8世紀代 (4-14・16-18・20-・32) 

肥前w期の染付の碗類 (4-11・13・14) は、斜格了・>((5・11) ・固草文 (6)・梅樹文 (4). 氷

裂文 (14) などが描かれる。 12は仏飯器とみられ、内外面に菊花又を描く。 7の釉は全体的に池く、

見込みは蛇ノ目釉剥ぎである 0 13は腰の張る器形であるこ.17・18・20・21・23 -29は陶器の播鉢であ

る。 17はllll転糸tJ]による切り離しの底部）iで、無釉である C 23• 25• 26• 27は口縁部外に凸帯が貼付

けられている C 21は瀬戸・美浪製品の播り鉢で内面に鉄泥を施す。 22は内外面に銅緑釉をかけ、蛇ノ

目釉剥ぎした附器のllll類で、内野山窯の製品と考えられる C 30は陶器の鹿類の胴部），1・で、内面に格＋

目状の当具痕が残る。 31・32は磁器で、 31は色絵の肥前製吊である e 人形など朋打製品の一部と息わ

れ、中布の袖部分の可能性があるっ.32は染付の碗類で、輪郭の文様を描き、ダミを充瑣し、二色の頗

料を用いている c

1 9世紀代 (15・19・33~49・52・59)

15・33-44・59は磁器、 19・45~49・52は陶器である 3 肥前 V,HJlと推定される碗(33・34・36)・鉢

類 (3::i). 1fil類 (15・37)・I9世紀中葉の瀬戸・芙濃産の皿 (33)・19世紀前半の瀬戸・美濃産の碗

(41--44) は呉須による染付である C 33はくらわんか碗で、栴花文を施す C 37は蛇且 1川形高台であるe

38は菊化型のllll類で、口端部に口錆を施す0 48は茫地小13)]である。外面は無釉で、内面に｝火白色の釉

を施す。大堀相馬焼（関根1998) の可能性があるのは49・52である C 49は口縁部を除いた内外面に釉

が掛けられるもので、行平鍋の口縁部と思われる C 52は、十．瓶の底部で、内面に釉が掛けられる。

時期不明 (50·51· 53~5s)

灰白色の透明釉を籠した50は、売・壷と息われる猥沢焼である），烏のえさ人れ (51)、売類 (53)、益

(54) 、徳利 (55) 、小壷 (56) 、植木鉢 (57) は、岸地不明である •C 56は内而にお歯開の鉄分が付名し、

赤味を需びる C 57はII縁部の反りが小 さいタイプで、内外面に鉄柚が掛けられる。 （水谷• 坂本）
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第 3章 自然科学分析

第 1節 E区埋設土器のリン・カルシウム含量分析

株式会社古環境研究所

1. はじめに

土壌中に含まれるリンやカルシウムの起源としては、土壌の母材、動物遺休、植物遺休などがある。

また、 遺跡の生活面や遺構内には遺体、排泄物、代謝物、食物残液、燃料灰などに由来するリンやカ

ルシウムが荼積している。カルシウムは＾般に水に溶解しやすいが、リンは十壌中の鉄やアルミニウ

ムと強く結合して難溶性の化合物となるため、十壌中における保存性が高い。このようなリンやカル

シウムの性質を利用して、墓状遺構などにおける生物遺体（人骨など）の確認、および生活面や遺構

面の確認などが試みられている。

2. 試料

分析試料は、 ESR1の埋設土器内、 ESR2の埋設土器内、およびESR3 の遺構埋土 (1~5) と比

較試料（遺構外III層， W層）の計 9点である。

3. 分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析システム（日本電子抹製， JSX3201) を用いて、元素の同定および

ファンダメンタルパラメータ法 (FP法）による定量分析を行った。試料の処理法は次のとおりであ

る。

1)試料を絶乾 (105℃ ・24時間）

2) メノゥ製乳鉢を用いて試料を粉砕

3)試料を塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力15t/口でプレスして錠剤試料を作成

4)測定時間300秒、照射径20mm、竃圧30keV、試料室内真空の条件で測定

4. 分析結果

各元素の定量分析結呆 (wt%) を表 1に示し、リン酸 (P20J とカルシウム (CaO) の含量を圏 l

に示す。

5. 考察

一般に、未耕地の土壌中におけるリン酸含量は0.1-0.5%程度、耕地土壌でリン酸肥料が投入され

た場合は 1.0%程度である。農耕地では施肥による影響が大きく、 目的とする試料の分析結果のみか

ら遺構・ 遺物内における生物遺体の存在を確認するのは困難である。このため、比較試料（遺物・ 遺

構外の試料）との対比を行う必要がある。分析の結果、リン酸 (P,O) の含量はESR1の埋設土器内

では 1.22%、ESR2の埋設土器内では1.29%、ESR3の遺構埋土では1.12-1.35%であり、一般の土壌

よりも比較的高い値であるが、比較試料 (m層， W層）の1.14-1.25%と比較して特に明瞭な差異は
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Na2O 

MgO 

Al2O3 

SiO2 

P2O5 

SO3 

K2O 

CaO 

TiO2 

V2O5 

MnO 

Fe2O3 

ZnO 

Rb2O 

SrO 

ZrO2　 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

19 

20 

22 

23 

25 

26 

30 

37 

38 

40

0.069 

0.217 

23.633 

58.126 

1.221 

0.254 

1.550 

1.868 

1.377 

0.016 

0.386 

11.191 

0.041 

0.017 

0.036 

0.000

0.724 

0.226 

27.113 

53.717 

1.346 

0.584 

1.350 

1.871 

1.413 

0.025 

0.372 

11.148 

0.055 

0.012 

0.048 

0.000

0.277 

0.379 

24.284 

56.771 

1.293 

0.415 

1.646 

1.470 

1.423 

0.028 

0.407 

11.509 

0.045 

0.017 

0.038 

0.000

0.887 

0.353 

26.109 

55.829 

1.246 

0.613 

1.254 

1.965 

1.308 

0.029 

0.360 

9.904 

0.031 

0.012 

0.046 

0.054

0.778 

0.127 

26.997 

54.057 

1.200 

0.637 

1.290 

1.952 

1.423 

0.039 

0.331 

11.072 

0.041 

0.010 

0.046 

0.000

0.911 

0.141 

26.663 

55.359 

1.198 

0.524 

1.205 

2.133 

1.351 

0.035 

0.331 

10.061 

0.033 

0.012 

0.043 

0.000

0.771 

0.354 

27.208 

54.549 

1.123 

0.394 

1.085 

2.140 

1.335 

0.050 

0.379 

10.473 

0.033 

0.009 

0.047 

0.053

1.026 

0.012 

26.469 

56.978 

1.138 

0.596 

1.187 

2.631 

1.172 

0.028 

0.322 

8.382 

0.000 

0.009 

0.051 

0.000

1.114 

0.000 

25.032 

57.957 

1.251 

0.386 

1.174 

3.386 

1.095 

0.023 

0.288 

8.227 

0.000 

0.004 

0.064 

0.000

原子№ 
 

化学式 土器内 土器内 １層 
 

２層 
 

３層 ４層 ５層 Ⅲ層 Ⅳ層 

単位：wt（%）  

地点・試料 ESR1 ESR2 ESR3 比較試料 

カルシウム　CaOリン酸　P2O5

ESR1 土器内 

0 0.5 1 1.5

ESR2 土器内 

ESR3 １層 

ESR3 ２層 

ESR3 ３層 

ESR3 ４層 

ESR3 ５層 

比較試料3 Ⅲ層 

比較試料3 Ⅳ層 

ESR1 土器内 

0 1 2 3 4

ESR2 土器内 

ESR3 １層 

ESR3 ２層 

ESR3 ３層 

ESR3 ４層 

ESR3 ５層 

比較試料3 Ⅲ層 

比較試料3 Ⅳ層 

近野追飩lll

忍められなかった。カルシウム (CaO) の含量は、 ESR1の埋設土器内では l.87%、ESR2の埋設土

器内では1.47%、ESR3の遺構埋上では1.87-2.14%であり、比較試料 (III層， W層）の2.63-3.39%

よりも低い値である。

以しの結呆から、 ESR1の埋設上器内、 ESR2の児設」．器内、およびESR3の遺構埋上の一部につ

いては、リン酸を多く含む何らかの生物遣体が存在していた可能性が示唆されるが、比較試料との差

異が明瞭ではないことや、カルシウム (CaO) の含蜻か相対的に低いことから、後代の農排に伴う施

肥などの影響も考えられる。

引用文献

竹迫絃 (1993),, :. 叫翌炉造日本第四紀学会振四紀試判分祈性？，研究対象別芍ガ「祖東京大学出版会 p.~8-45み

表 1 青森県近野遺跡における蛍光 X線分析結果

図 1 近野遺跡の各試料におけるリン・カルシウム含星 (wt%)
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第 2節 E区出土黒曜石製石器の原材産地分析

槃科 哲男（京都大学原子炉実験所）

1 はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定琶的に批定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易園を採ると日う日的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイ l、製遺物の

石材産地推定を行なっている l. 2. J 。 石材移動を証明するには必要条件と!・分条件を満たす必災があ

るc 地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動厭石と露頒原石の

組成が一致すれば必変条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、 !・ 

分条件を満たしただーカ所の一致する露頭廂地の調在のみで移動原石の産地が特定できるっ造物の

産地分析では『石監とある産地の原石の組成が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能

性があるために、一致した産地のものと言い切れないっ従って、他の産地に一致しないという、十分

な証拠が同時に必要である c また、一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる」が大

原則である。考古学では、人工品の様式か一致すると言う結呆が非常に重要な意味があり、見える様

式としての形態、文様、見えない様式として士器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材が

あり一致すると屑うことは古代人が應識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代

人の息考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。石器の様式による分類

ではなく'§然の法則で決定した石材の元索組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から

近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、廂地地方との交流を示す土］侶が14'1上しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっても、逍跡

近くの似た組成の原ィ［産地のイi材と思いこみ誤判定する uJ能性がある。人が移動させた爪器の元素組

成と A忙地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遣跡の間に地質的関連竹が

ないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証町できず、その石器原材がA蹂地

の原石と決定することができないし従って、石器原材と産地原石が子致したことが、直ちに考占学の

資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、C、Dの産

地でないとの証拠がないために、 A産地だと言い切れない。 B産地と一致しなかった場合、結果は考

古学の資料として非常に有用であるこそれは石器に関しては B産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球卜．の全ての原産地 (A、B、C、D・・・・・・）の原石群と比

較して、 A産地以外の産地とは一孜しないことを十分条件として誰町すれば、石器がA産地の原石と

決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が湿乱し不可能であると息

われる c また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が似別できるかは、それぞれが使川している

産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からないし産地分析の結呆の信頼性

は佃ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、伯頼

件の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられな

いが、不純物として含有される微は成分組成には異同があると考えられるため、微贔成分を中心に元

素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遣物について求め、

あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群のJじ素糾成の平均値、分
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散などと遣物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離） を求める c 次に、

古代人が採取した）泉石産出地点と現代人が分析のために採取した原石匝出地と異なる地点の可能件は

十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を

推測して判定を行うホテリングの T2乗検定を行う。

原材と同じ成分組成の原白は A廂地では10個中に一個みられ、

この検定を全ての坪地について行い、

は百り個中に一個、 D窮地では一個と各廂地師にもとめられるような、客観的な検定結果から A硲地

の厭石を使用した＂」能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確

率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は青森市近野に位置する近野遺跡出土の黒耀石製RFl

個および石槍 2個で、 これら遣物の産地分析の結果が得られたので報告する。

2
 

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、

って産地を特定する指標とした。黒曜石は、

根、伊豆七島の神津島、

1に示す。

白土沢、

山陰、

Ca/K、

Ca、

Ti/K、

に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。

B廂地では一ガ個中に一個、

Ti、Mn、

エネルギー分散型蛍光x分析

Fe、

各元素である。塊試料の形状差による分析値への影臀を打ち泊すために元素量の比を取り、

Mn/Zr、Fe/Zr、

Rb、Sr、

ある石器

c廂地で

y、Zr、

それでも

Rb/Zr、Sr/Zr、

Nbの

Y/Zr、

Nb/Zrの比最をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、

九州の各他に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1

元索組成によってこれら原石を分類し表

巾｛言高原、伊豆箱

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると233個の原石群になる。

こでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、

別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約 2kmの幌加沢地点、

八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大光地の黒曜石は色に関係無く赤

また

石山群（旧白滝第 1群）にまとまる。

きない原れが採取でき、 あじさい群を作った

の転礫は梨HJLの黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で

群にまとまる。

通じる流域にあり、

十勝三股群にまとまる。

こ

白滝地域の原産地は、北海道紋

また、あじさいの滝の寮頭からは赤石山と肉眼観察では区別で

（旧白滝第 2群）。 また、 八号沢の黒曜石原石と白士沢

70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一致

する c 置戸光原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採収された原石の元素組成は所山置戸

また同町の秋田林道で採収される原石は置戸山群にまとまる c 留辺薬町のケショマッ

プJ11一帯で採収される原石はケショマップ第 1および第 2群に分類される。

戸町では秋田林道でも原石が採取でき、

この原産地は、常呂）IIに

この常呂川流域で黒耀石の1-Y礫が採取されるが現在まだ調在していない。

一帯で採収される原石はケショマップ第 1および第 2群に分類された。十勝三股産原石は、北海道河

東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より）泉石が採取され、

り、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股茄の原石の組成と相互に近似している c
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似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、 遣物石材の産地分析でたとえ、 この
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逍物の原石産地が I・勝て股群に同定されたとしても、これら I・勝て股、音史）II、 I・ 勝）11、サンケオル

べ）IIの複数の地点を考えなければならないっしかし、この複数0)荘地をまとめて、十勝地域としても、

古代の地域間の交流を考察する場合、間題はないと考えられる）また、沿水町、新得町、鹿追町にか

けて）ムがる芙蔓台地から窟/1'1する黒曜石から 2個の芙蔓原石町が作られたここの原石は窟地近傍の遺

跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から卜名！寄にかけて黒耀石の

円礫が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそれぞ

れなる。旭川市の近文台、嵐山追跡付近および雨文台北部などから採集される黒耀石のlリ礫は、 20%

か近文台第一群、 69%が近文台第て群、 11%が近文台第二群それぞれ分類された c また、滝川市江サIJ

乙で採集される親指人の黒叫石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川詳にまとまり、 21%が近文台

第一．、 ：群に組成が致する。滝）I! 群に•致する組成の原石は、北竜市、恵袋別 JII培本ネl:からも採取さ

れる c 秩父別町の雨寇JI!に開析された平野を見下す斤陵中Jl夏の緩斜面から小円礫の患昭石原石が採収

される，産出状況とか礫状は滝川産黒LI#右と同じで、秩父別第•群は滝川第•群に組成が•致し、第

__:_群も沌川第__.:_群に•致しさらに近文台第__:_群にも•致するへ赤井）11産）原七は、北海道余，Ii郡赤井川

村の士木沢上流域およびこの付近の白腹より採取できる。ここの原れには、少球果の列が何陪にも 亜

なりィ［器の原材として良質とはいえない原れで赤井川第 1群を、また、球呆の非常に少ない握り拳半

分大の良質な原石などで赤井川第 2群を作ったc これら第 1、 2群の元索組成は非常に似ていて、遺

物を分析したときしばしば、赤井）II両群に同記される。農泉芹原石は農浦町から芹出し、組成によっ

て豊泉第 1、 2群の 2群に区別され、盟泉第 2群の原石は遥開が少なく良質な黒曜石である c 盟泉窟

原石の使）IJ圏は追南地ガに広がり、一部は青森原に伝播している 。出米島群は青森限西沖怪郡木造町

じ里長浜の海岸部より採取されたH礫の原石で作られた群で、この出米島群と相互に似た組成の原石

は、岸木山の直側を流れ鯵ヶ沢地区に流入する中村川の上流で 1, 点採取さ れ、また、野森市の鶴ケ坂

および山津軽郡森m村鶴ぱみ地区より採取されている Q 胄森県山津軒郡深浦町の海岸とか同町の人角

沢およびこの沢筋に位罹する露頭より採取されたIJJi:,ti・ で六角沢詳をまた、八森山産出の原仕ーで八森山

群をそれぞれ作った。深補の両群と柑互に似た群は青森巾戸門地区より性出する黒If且石で作られた戸

rり第__.:_群である c 戸門第•詳、成m群、浪岡町県民の森地区より性出の人釈迦群 (IJ I浪岡群）は赤井

川産原ィiの第 l、 2群と弁別はuJ能であ るが原れの組成は比蚊的似ている。戸門、大釈迦産黒昭れの

産出呈は非常に少なく、希にれ鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、應森詳は應森山菟の成田

地区産出の烹曜石で中には 5cm大のものもみられる c また、考占学者の活題になるい場/II産烹耀石

についても原イi群を作った 。拐鹿群は秋1±1県男鹿市の男鹿半，店の金ヶ崎温泉のあった海岸より採収さ

れた原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の組成は男鹿群と 相互に近似していること

から、この両窟地の原石の起源は同じと考えられる 。岩手県の黒曜石原産地は北I.川に沿った範囲に

点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫暦から採取された原石で作られ、折居群は水

沢市良城の折居地区の礫岩より採取された円礫で作られ、花呆群は1/Lj弊井郡花尿町の払田および金沢

の向地1メの礫暦より採取された小l1J礫の）見石で作られた）凩石群である e これら岩手県の）息石群の組成

は相互に似ていて、これら原産地を元素紺成で明確に区別できなく、迎物を分析してたとえこれら岩

手県下の原石群の巾の他点に同定されても、この逍物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地

を考えなければならないc 月山群は羽黒山から月 山にかけての西麓付近に点々と分布する黒昭れ産出
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地点より採収した原石で作った拌である a 敢近、鈴木氏より提供された黒曜石原在は、寒河江diから

転礫として定出した烹曜ィi原れで、西北九州の中町茫地の原イiと組成が似るが、一致せず全く新しい

組成0)烹曜ィiと判明し、寒河江群として原れ群に加えた。湯怠群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真

珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られた町である。新洞県内の取産地では、佐渡店は大佐渡1「I

地の南部に位拭し、所在地は佐渡郡金井町堂林、 ニッ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯であるc

今回分析した黙廂石は林這工事のときに産/11した円礫状の原石で、 1cmから 3cmの大きさのものが

k部分で、）ゞきな原石は長径が約10cmのものが確謀できたっ硯在、林迫での採取は困性で、 1位かに

l口］地域の沢で少呈採取できるにすぎない。この沢で採取した棗大の原石は蛉径が約 5cmの['J礫で、

小型の石鏃を作るには[・分の大きさである。元素比の組成の似たもので詳を作ると、佐渡第•群と佐

渡第一．群の一．つの詳にまとまる 。これら佐渡第．、 ―.群は佐渡固有の群で他の産地の｝泉石群と区別す

ることができる C 新発miJjの板山原石は牧場内に露頭があり、小粒の黒昭白は無数に採収され、牧場

賂備で十木T事で露出した岱頭からは握り拳大の原右を採取することができた c 板山産地から北方約

5kmに上.ti/I]患昭右産地があり良質の黒曜伍を産出している c また、新津市の秋菜山地区から小粒

の熙躍ィiが応出することが知られていた。また、秋葉,1,南方約 3kmの金津北区から新たに黒耀れが

庁出している地点がE)jらかになり金津産原れで令津群を作った 2 この他新潟県では入広瀬村の大白川

地区から採取される黒曜石は大半が親指大で1会1限的には良質であるが石倍原材として使用された例は

ない中侶硲原地域の黒曜石茄地の中で、霧ヶ峰群は、長野県ド諏訪町金明水、星ヶ界、星ヶ台の地点

より採収した原石でもって作られた群で、同町観音沢の蕗姐の原石は透明質が多く、観音沢群を作っ

たが、霧ヶ峰群に一致する元索組成を/J~ した 。また、星ヶ堺と星ヶ台の間に位置するうつぎ沢から採

取された原石で、う つぎ沢群を作った。 和田峠地域原蛮原石は、星ヶ堺の両ガ(/)山に位脱する 旧和1±f

峠トンネルを中心にした数白メ ートルの範囲より採取され （図 2)、これらを元素組成で分類すると、

和m峠第 ・、第一．、第 ：．、第四、第Ji、第人の各群に分けられる。和m峠第・、第：群に分類された

｝泉心は111トンネル付近より北側の地点より採取され、和m峠第_:_:iJ洋のものは、 トンネルの南側の原仁

に多くみられる c 和m峠第四詳は男女倉側の新 lヽンネルの入り口、また、和m峠第五、第六群は男女

倉側新トン ネル入り口左側で、和m峠第．、 第 ：の両群の疸地とは逆の方向である。男女倉涼庄地の

原爪は男女倉群にまとまり組成は利田峠第刊群に似る。應111、足党峠の黒曜イiの中に和田峠第一群に

属する物が多数みられる c 蓼科地域では、麦炉峠、大ィi)IIの上流、白駒池周辺より採収された原れで

麦草峠群が作られた ・C・ 冷,,,霧煩芦原石で冷山群を、また、杖＋池屁辺の原石で、双＋池群を作ったc

これら蓼科地域の 3群の組成は一致する部分が多く、麦草峠群の原れは、メ丈十池群、冷白群に似るが、

双子池群の原石は、冷山群に似るも(/)は約33%で少ない。これは冷山群の原石採取が良質のものを選

択した結果、双子池群組成に似る冷山産原石が多少除外された可能性も推測される。これら 3群を完

令に区別することはできなかった c この他、茅好市逆川必流、滝J湯川、摺鉢山周辺部、八千穂村の

雨池周辺、八千枇レイクなどの転礫の組威は、女草峠、双了·池群、冷山群に •致した。また、横届坪

庭産黒耀石は石器J兒材として不適と思われる肱石で、組成はどこの群にも • 致しなかった，，立科町で

採取された小円礫 8 個の中の 7 個の組成は、縁ヶ峰、観音沢群に •致する部分が多く区別できず、 こ

の 7俯の分析楊所を変えて複数阿分析し統計処理が可能な分析個数にして、立科群を作った。立科群、

霧ヶ峰群、観音沢群の区別は、組成では困難で自然而で行う必要がある 3 また、残りの 1個は和円峠
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佐渡第一群 

佐渡第二群 

上石川 

板山 

大白川 

金津 

羽根川 

比那 

安島 

三里山 

香住第一群 

香住第二群 

雨滝(微粒集) 

加茂 

津井 

久見 

津　　 

奥池第一群 

奥池第二群 

雄山 

神谷・南山 

大麻山南第一群 

大麻山南第二群 

八女昭和溜池 

中野第一群 

中野第二群 

梅野 

腰岳 

椎葉川 

松尾第一群 

松尾第二群 

観音崎 

両瀬第一群 

＊両瀬第二群 

＊両瀬第三群 

＊オイ崎 

＊稲積 

塚瀬 

荻台地 

緒方下尾平 

久喜ﾉ辻 

君ケ浦 

角川 

貝畑 

松浦第一群 

松浦第二群 

松浦第三群 

松浦第四群 

淀姫 

中町第一群 

中町第二群 

古里第一群 

古里第二群 

古里第三群 

松岳 

大崎 

小国 

南関 

轟 

大柿 

冠ケ岳 

滝室坂 

箱石峠 

長谷峠 

五ヶ瀬川 

御船 

白浜 

桑ノ木津留第一群 

桑ノ木津留第二群 

霧島 

間根ヶ平第一群 

間根ヶ平第二群 

間根ヶ平第三群 

日東 

五女木 

上牛鼻 

平木場 

竜ケ水 

長谷 

台東山脈 

カムチャッカ 

白頭山灰皿 

0.228±0.013 

0.263±0.032 

0.321±0.007 

0.232±0.011 

0.569±0.006 

0.331±0.011 

0.163±0.019 

0.370±0.009 

0.407±0.006 

0.295±0.020 

0.216±0.005 

0.278±0.012 

0.123±0.004 

0.166±0.006 

0.161±0.008 

0.145±0.006 

0.268±0.009 

1.202±0.077 

1.585±0.126 

1.224±0.081 

1.186±0.057 

1.467±0.120 

1.018±0.043 

0.261±0.010 

0.267±0.007 

0.345±0.007 

0.657±0.014 

0.211±0.009 

0.414±0.009 

0.600±0.067 

0.953±0.027 

0.223±0.010 

0.226±0.011 

0.649±0.044 

1.038±0.131 

1.059±0.143 

0.680±0.061 

0.313±0.023 

1.615±0.042 

0.482±0.036 

0.172±0.009 

0.174±0.007 

0.146±0.009 

0.135±0.010 

0.213±0.005 

0.190±0.012 

0.244±0.016 

0.288±0.014 

0.334±0.014 

0.244±0.011 

0.319±0.042 

0.202±0.012 

0.423±0.016 

0.265±0.032 

0.194±0.009 

0.176±0.012 

0.317±0.023 

0.261±0.016 

0.258±0.009 

1.534±0.139 

0.261±0.012 

1.599±0.107 

0.791±0.082 

1.668±0.165 

1.471±0.136 

1.558±0.146 

0.208±0.021 

0.207±0.015 

0.261±0.015 

35.158±1.118 

0.186±0.010 

0.247±0.018 

0.584±0.012 

0.262±0.018 

0.266±0.021 

1.629±0.098 

1.944±0.054 

0.533±0.029 

0.553±0.032 

0.510±0.010 

0.473±0.012 

0.154±0.009

0.078±0.006 

0.097±0.018 

0.070±0.003 

0.068±0.003 

0.142±0.005 

0.097±0.037 

0.053±0.005 

0.087±0.005 

0.123±0.006 

0.127±0.008 

0.062±0.002 

0.100±0.004 

0.056±0.002 

0.093±0.008 

0.132±0.182 

0.061±0.003 

0.078±0.003 

0.141±0.010 

0.194±0.018 

0.144±0.011 

0.143±0.008 

0.203±0.023 

0.116±0.012 

0.211±0.007 

0.087±0.003 

0.104±0.003 

0.202±0.006 

0.031±0.005 

0.071±0.003 

0.153±0.029 

0.307±0.010 

0.046±0.005 

0.045±0.003 

0.141±0.010 

0.211±0.024 

0.214±0.030 

0.145±0.013 

0.127±0.009 

0.670±0.013 

0.286±0.015 

0.066±0.002 

0.065±0.002 

0.038±0.002 

0.037±0.002 

0.031±0.004 

0.032±0.006 

0.063±0.010 

0.070±0.006 

0.080±0.004 

0.060±0.010 

0.079±0.023 

0.029±0.004 

0.075±0.007 

0.064±0.009 

0.054±0.005 

0.053±0.002 

0.127±0.005 

0.214±0.007 

0.214±0.006 

0.665±0.035 

0.211±0.008 

0.722±0.046 

0.279±0.009 

0.694±0.036 

0.602±0.041 

0.651±0.030 

0.101±0.009 

0.094±0.006 

0.094±0.006 

5.001±0.175 

0.083±0.005 

0.106±0.006 

0.176±0.005 

0.143±0.006 

0.140±0.006 

0.804±0.037 

0.912±0.028 

0.167±0.006 

0.137±0.006 

0.198±0.007 

0.166±0.007 

0.067±0.003

0.020±0.005 

0.020±0.006 

0.069±0.011 

0.169±0.017 

0.033±0.001 

0.030±0.007 

0.099±0.011 

0.060±0.003 

0.038±0.002 

0.035±0.003 

0.045±0.007 

0.048±0.009 

0.083±0.012 

0.014±0.003 

0.015±0.003 

0.021±0.004 

0.077±0.018 

0.032±0.008 

0.035±0.007 

0.035±0.012 

0.038±0.012 

0.042±0.009 

0.043±0.014 

0.033±0.003 

0.027±0.005 

0.027±0.005 

0.071±0.013 

0.075±0.019 

0.101±0.017 

0.125±0.018 

0.126±0.013 

0.409±0.086 

0.411±0.066 

0.186±0.046 

0.110±0.027 

0.120±0.043 

0.168±0.037 

0.065±0.010 

0.096±0.008 

0.051±0.008 

0.030±0.005 

0.033±0.006 

0.059±0.009 

0.056±0.009 

0.073±0.006 

0.068±0.011 

0.046±0.007 

0.042±0.003 

0.044±0.009 

0.057±0.004 

0.046±0.003 

0.076±0.018 

0.089±0.017 

0.046±0.010 

0.040±0.008 

0.041±0.012 

0.063±0.007 

0.034±0.003 

0.033±0.005 

0.075±0.008 

0.032±0.003 

0.085±0.011 

0.045±0.005 

0.080±0.010 

0.078±0.011 

0.075±0.011 

0.024±0.006 

0.070±0.009 

0.066±0.010 

0.041±0.002 

0.047±0.008 

0.047±0.008 

0.037±0.007 

0.022±0.004 

0.019±0.003 

0.053±0.006 

0.062±0.005 

0.061±0.013 

0.065±0.010 

0.038±0.007 

0.046±0.007 

0.018±0.005

1.492±0.079 

1.501±0.053 

2.051±0.070 

2.178±0.110 

1.608±0.034 

1.711±0.066 

1.354±0.058 

2.699±0.088 

1.628±0.048 

1.411±0.095 

1.828±0.056 

1.764±0.066 

1.967±0.061 

0.899±0.031 

0.940±0.041 

0.980±0.023 

1.927±0.150 

3.126±0.170 

2.860±0.160 

3.138±0.163 

3.202±0.163 

3.125±0.179 

3.305±0.199 

0.798±0.027 

1.619±0.083 

1.535±0.039 

4.239±0.205 

2.572±0.212 

2.947±0.142 

4.692±0.369 

6.666±0.342 

6.691±0.878 

6.743±0.900 

4.355±0.683 

3.367±0.617 

3.598±1.035 

4.397±0.776 

1.489±0.124 

5.509±0.269 

1.361±0.095 

1.176±0.043 

1.174±0.035 

1.691±0.100 

1.746±0.073 

2.545±0.134 

2.371±0.323 

1.880±0.200 

1.833±0.086 

1.744±0.069 

1.866±0.089 

1.793±0.089 

2.628±0.214 

2.797±0.274 

1.931±0.143 

1.686±0.114 

1.710±0.081 

1.441±0.070 

0.788±0.033 

0.794±0.078 

4.494±0.460 

0.780±0.038 

6.205±0.305 

1.208±0.023 

4.977±0.587 

4.838±0.634 

4.571±0.572 

1.382±0.086 

1.521±0.075 

1.743±0.095 

0.038±0.002 

1.611±0.079 

1.488±0.074 

1.484±0.097 

1.178±0.040 

1.170±0.064 

3.342±0.215 

3.975±0.182 

1.494±0.093 

1.815±0.062 

1.862±0.079 

1.572±0.059 

1.081±0.028

0.821±0.047 

0.717±0.106 

0.981±0.042 

1.772±0.098 

0.261±0.009 

0.618±0.027 

1.615±0.063 

0.639±0.021 

0.643±0.026 

0.597±0.021 

0.883±0.034 

0.813±0.045 

1.171±0.040 

0.278±0.017 

0.301±0.014 

0.386±0.011 

1.721±0.113 

0.686±0.065 

0.423±0.058 

0.669±0.078 

0.707±0.061 

0.494±0.080 

0.895±0.048 

0.326±0.013 

0.628±0.028 

0.455±0.017 

1.046±0.065 

1.600±0.086 

1.253±0.081 

1.170±0.114 

0.856±0.070 

1.805±0.257 

1.845±0.286 

0.610±0.095 

0.311±0.058 

0.335±0.106 

0.612±0.095 

0.600±0.051 

0.284±0.031 

0.303±0.019 

0.385±0.012 

0.389±0.012 

1.726±0.085 

1.834±0.064 

1.579±0.079 

1.582±0.199 

0.836±0.121 

0.717±0.179 

0.533±0.030 

0.810±0.087 

0.666±0.091 

1.695±0.146 

1.148±0.133 

0.799±0.110 

0.833±0.058 

0.912±0.036 

0.611±0.032 

0.326±0.012 

0.329±0.017 

0.247±0.014 

0.324±0.011 

0.256±0.018 

0.279±0.018 

0.253±0.015 

0.252±0.016 

0.257±0.016 

1.021±0.099 

1.080±0.048 

1.242±0.060 

0.009±0.004 

0.948±0.055 

0.768±0.034 

0.449±0.031 

0.712±0.028 

0.705±0.027 

0.188±0.013 

0.184±0.011 

0.611±0.039 

0.644±0.028 

0.353±0.019 

0.199±0.011 

0.530±0.013

0.288±0.018 

0.326±0.029 

0.773±0.034 

0.772±0.046 

0.332±0.009 

0.283±0.012 

0.084±0.012 

0.534±0.026 

0.675±0.023 

0.740±0.053 

0.265±0.012 

0.397±0.020 

0.157±0.013 

0.009±0.003 

0.015±0.005 

0.007±0.003 

0.808±0.060 

1.350±0.082 

1.044±0.077 

1.335±0.091 

1.386±0.088 

1.010±0.073 

1.256±0.050 

0.283±0.015 

0.348±0.015 

0.397±0.014 

1.269±0.058 

0.414±0.042 

2.015±0.099 

2.023±0.122 

1.907±0.119 

1.562±0.231 

1.553±0.230 

3.017±0.459 

3.756±0.668 

4.000±1.162 

3.080±0.476 

0.686±0.082 

1.526±0.053 

0.712±0.043 

0.011±0.004 

0.013±0.005 

0.035±0.008 

0.022±0.013 

0.420±0.034 

0.315±0.069 

0.368±0.098 

0.451±0.040 

0.485±0.039 

0.398±0.039 

0.482±0.044 

0.403±0.060 

1.814±0.192 

0.433±0.049 

0.251±0.025 

0.181±0.022 

0.703±0.044 

0.278±0.015 

0.275±0.010 

1.236±0.092 

0.279±0.017 

1.154±0.055 

0.811±0.046 

1.335±0.104 

1.288±0.124 

1.252±0.112 

0.351±0.037 

0.418±0.020 

0.753±0.039 

0.155±0.005 

0.340±0.032 

0.428±0.049 

0.675±0.049 

0.408±0.025 

0.405±0.021 

1.105±0.056 

1.266±0.049 

0.688±0.052 

0.553±0.029 

0.519±0.017 

0.497±0.016 

0.081±0.008

0.142±0.018 

0.091±0.022 

0.182±0.023 

0.374±0.047 

0.150±0.008 

0.181±0.016 

0.309±0.036 

0.172±0.011 

0.113±0.008 

0.114±0.010 

0.097±0.021 

0.112±0.026 

0.183±0.044 

0.061±0.015 

0.060±0.013 

0.109±0.013 

0.244±0.051 

0.026±0.026 

0.024±0.019 

0.023±0.027 

0.029±0.025 

0.038±0.023 

0.029±0.030 

0.071±0.009 

0.103±0.018 

0.069±0.016 

0.104±0.032 

0.311±0.046 

0.147±0.035 

0.171±0.032 

0.147±0.029 

0.344±0.087 

0.318±0.087 

0.142±0.050 

0.105±0.030 

0.118±0.048 

0.147±0.046 

0.175±0.018 

0.097±0.016 

0.089±0.018 

0.135±0.018 

0.129±0.014 

0.344±0.040 

0.334±0.046 

0.292±0.019 

0.276±0.055 

0.145±0.019 

0.111±0.010 

0.094±0.022 

0.135±0.017 

0.118±0.018 

0.319±0.073 

0.103±0.060 

0.122±0.041 

0.192±0.032 

0.202±0.029 

0.175±0.233 

0.069±0.012 

0.066±0.011 

0.090±0.018 

0.064±0.011 

0.103±0.014 

0.046±0.012 

0.098±0.016 

0.101±0.014 

0.091±0.016 

0.162±0.027 

0.266±0.034 

0.205±0.029 

0.035±0.019 

0.281±0.031 

0.235±0.020 

0.143±0.023 

0.100±0.018 

0.108±0.015 

0.087±0.009 

0.093±0.010 

0.127±0.023 

0.146±0.021 

0.123±0.012 

0.126±0.011 

0.151±0.015

0.049±0.017 

0.046±0.015 

0.038±0.027 

0.154±0.034 

0.033±0.009 

0.035±0.018 

0.100±0.028 

0.052±0.025 

0.061±0.022 

0.027±0.012 

0.139±0.018 

0.138±0.024 

0.221±0.021 

0.154±0.018 

0.144±0.008 

0.238±0.011 

0.083±0.036 

0.065±0.019 

0.042±0.013 

0.061±0.020 

0.073±0.021 

0.047±0.013 

0.072±0.018 

0.034±0.008 

0.075±0.018 

0.059±0.014 

0.380±0.047 

0.256±0.043 

0.255±0.040 

0.255±0.037 

0.194±0.028 

0.579±0.126 

0.560±0.144 

0.188±0.056 

0.094±0.037 

0.092±0.036 

0.194±0.060 

0.102±0.020 

0.032±0.018 

0.055±0.021 

0.354±0.014 

0.356±0.012 

0.717±0.047 

0.714±0.040 

0.258±0.037 

0.210±0.056 

0.127±0.030 

0.123±0.022 

0.119±0.017 

0.146±0.026 

0.101±0.024 

0.233±0.074 

0.208±0.053 

0.119±0.044 

0.124±0.039 

0.133±0.024 

0.097±0.017 

0.031±0.009 

0.033±0.009 

0.041±0.012 

0.037±0.006 

0.047±0.013 

0.029±0.014 

0.040±0.008 

0.043±0.013 

0.040±0.009 

0.027±0.022 

0.063±0.024 

0.047±0.036 

0.000±0.000 

0.041±0.032 

0.039±0.027 

0.036±0.022 

0.029±0.013 

0.028±0.013 

0.022±0.009 

0.021±0.010 

0.069±0.022 

0.066±0.020 

0.024±0.017 

0.009±0.014 

0.338±0.012

0.024±0.004 

0.026±0.002 

0.026±0.007 

0.027±0.002 

0.036±0.001 

0.027±0.009 

0.023±0.007 

0.032±0.002 

0.032±0.001 

0.022±0.001 

0.024±0.007 

0.026±0.012 

0.026±0.025 

0.020±0.001 

0.020±0.002 

0.023±0.002 

0.031±0.004 

0.041±0.004 

0.045±0.004 

0.041±0.003 

0.041±0.005 

0.041±0.003 

0.038±0.004 

0.024±0.006 

0.023±0.007 

0.026±0.008 

0.028±0.005 

0.025±0.002 

0.030±0.007 

0.032±0.003 

0.033±0.008 

0.039±0.003 

0.038±0.004 

0.041±0.004 

0.042±0.007 

0.044±0.004 

0.041±0.005 

0.028±0.002 

0.032±0.005 

0.012±0.010 

0.023±0.002 

0.023±0.003 

0.023±0.002 

0.021±0.009 

0.027±0.003 

0.026±0.003 

0.026±0.003 

0.027±0.003 

0.027±0.002 

0.025±0.001 

0.025±0.001 

0.030±0.003 

0.034±0.003 

0.031±0.003 

0.018±0.011 

0.023±0.002 

0.023±0.002 

0.021±0.002 

0.020±0.003 

0.030±0.003 

0.025±0.002 

0.027±0.004 

0.031±0.009 

0.031±0.003 

0.027±0.003 

0.030±0.004 

0.022±0.007 

0.020±0.003 

0.022±0.002 

0.035±0.019 

0.022±0.008 

0.024±0.008 

0.023±0.014 

0.019±0.001 

0.019±0.001 

0.036±0.002 

0.038±0.003 

0.033±0.003 

0.037±0.003 

0.029±0.007 

0.039±0.010 

0.027±0.003

0.338±0.013 

0.338±0.009 

0.359±0.009 

0.359±0.009 

0.491±0.014 

0.402±0.012 

0.340±0.030 

0.396±0.016 

0.450±0.010 

0.324±0.007 

0.365±0.008 

0.446±0.012 

0.316±0.006 

0.249±0.016 

0.244±0.008 

0.315±0.006 

0.367±0.009 

0.507±0.011 

0.507±0.013 

0.500±0.012 

0.500±0.014 

0.487±0.016 

0.476±0.012 

0.279±0.009 

0.321±0.011 

0.328±0.008 

0.345±0.009 

0.335±0.008 

0.388±0.009 

0.376±0.008 

0.383±0.010 

0.400±0.011 

0.401±0.012 

0.427±0.014 

0.442±0.021 

0.449±0.018 

0.431±0.015 

0.371±0.009 

0.310±0.011 

0.288±0.016 

0.276±0.007 

0.275±0.008 

0.338±0.010 

0.339±0.015 

0.341±0.011 

0.336±0.010 

0.329±0.020 

0.341±0.012 

0.353±0.011 

0.342±0.007 

0.333±0.015 

0.342±0.011 

0.367±0.009 

0.347±0.010 

0.331±0.017 

0.319±0.010 

0.320±0.007 

0.243±0.008 

0.243±0.008 

0.292±0.010 

0.277±0.009 

0.247±0.016 

0.366±0.033 

0.295±0.012 

0.265±0.020 

0.291±0.010 

0.317±0.009 

0.314±0.011 

0.323±0.019 

0.446±0.022 

0.358±0.014 

0.378±0.013 

0.390±0.019 

0.275±0.006 

0.275±0.006 

0.391±0.011 

0.408±0.010 

0.494±0.011 

0.524±0.012 

0.407±0.010 

0.460±0.030 

0.306±0.008
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姫 

島 

地 

域 

壱 

岐 

島 

島根県 

大分県 

熊本県 

原産地原石群名 分析 
個数  Ｓｉ／Ｋ Ｃａ／Ｋ  Ｔｉ／Ｋ Ｍｎ／Ｚｒ  Ｆｅ／Ｚｒ  Ｒｂ／Ｚｒ 

元素比 
 Ｓｒ／Ｚｒ  Ｙ／Ｚｒ  Ｎｂ／Ｚｒ  Ａｌ／Ｋ 

新潟県 

石川県 

岡山県 

福井県 

兵庫県 

香川県 

福岡県 

佐賀県 

 

長崎県 

宮崎県 

鹿児島県 

台　湾 
ロシア 
北朝鮮 

名寄第一群 

名寄第二群 

赤石山 

白土沢 

八号沢 

幌加沢 

あじさい滝 

近文台第一群 

近文台第二群 

近文台第三群 

台場第一群 

台場第二群 

秩父別第一群 

秩父別第二群 

滝川第一群 

滝川第二群 

置戸・所山 

置戸・置戸山 

北見・常呂川第2群 

北見・常呂川第3群 

北見・常呂川第4群 

ケショマップ第一群 

ケショマップ第二群 

十勝三股 

美蔓第一群 

美蔓第二群 

赤井川第一群 

赤井川第二群 

豊泉第一群 

豊泉第二群 

奥尻島・幌内川 

折腰内 

出来島 

六角沢 

八森山 

戸門第一群 

戸門第二群 

鶴ケ坂 

鷹森山 

下湯川 

大釈迦 

黒石 

金ｹ崎 

脇本 

月山 

寒河江 

雫石 

折居第1群 

折居第2群 

花泉 

湯倉 

塩釜 

高原山 

神津島第一群 

神津島第二群 

長根 

箱根・笛塚 

箱根・畑宿 

鍛冶屋 

熱海峠 

上多賀 

柏峠西 

小豆峠 

魚津 

二上山第一群 

二上山第二群 

二上山第三群 

霧ケ峰 

観音沢 

和田峠第一群 

和田峠第二群 

和田峠第三群 

和田峠第四群 

和田峠第五群 

和田峠第六群 

鷹山・和田 

男女倉 

高松沢 

うつぎ沢 

立科 

麦草峠 

双子池 

冷山 

大窪沢 

横川 

0.478±0.011 

0.309±0.015 

0.173±0.014 

0.138±0.004 

0.138±0.010 

0.140±0.003 

0.139±0.003 

0.819±0.013 

0.517±0.011 

0.529±0.014 

1.076±0.052 

0.670±0.030 

0.249±0.017 

0.519±0.016 

0.253±0.018 

0.522±0.016 

0.326±0.008 

0.464±0.016 

0.548±0.025 

0.390±0.011 

0.291±0.017 

0.575±0.056 

0.676±0.011 

0.256±0.018 

0.499±0.020 

0.593±0.036 

0.254±0.029 

0.258±0.065 

0.473±0.019 

0.377±0.009 

0.285±0.026 

0.190±0.015 

0.346±0.022 

0.080±0.008 

0.077±0.005 

0.250±0.024 

0.084±0.006 

0.344±0.017 

0.250±0.009 

9.673±0.479 

0.252±0.012 

8.905±0.243 

0.294±0.009 

0.295±0.008 

0.285±0.021 

0.385±0.008 

0.636±0.033 

0.632±0.033 

0.708±0.033 

0.602±0.044 

2.174±0.068 

4.828±0.395 

0.738±0.067 

0.381±0.014 

0.317±0.021 

0.318±0.020 

6.765±0.254 

2.056±0.064 

1.663±0.071 

2.225±0.149 

1.329±0.078 

1.213±0.164 

0.110±0.008 

0.278±0.012 

0.319±0.017 

0.710±0.017 

0.441±0.052 

0.156±0.010 

0.159±0.010 

0.167±0.028 

0.147±0.004 

0.247±0.043 

0.144±0.017 

0.176±0.019 

0.156±0.011 

0.138±0.004 

0.223±0.024 

0.206±0.017 

0.222±0.014 

0.155±0.007 

0.274±0.017 

0.252±0.027 

0.267±0.011 

1.481±0.117 

3.047±0.066

0.121±0.005 

0.103±0.005 

0.061±0.003 

0.021±0.002 

0.022±0.002 

0.024±0.007 

0.023±0.003 

0.165±0.006 

0.099±0.005 

0.096±0.008 

0.142±0.005 

0.126±0.006 

0.122±0.006 

0.097±0.005 

0.122±0.006 

0.101±0.010 

0.128±0.005 

0.138±0.005 

0.145±0.007 

0.137±0.006 

0.109±0.008 

0.110±0.011 

0.145±0.005 

0.074±0.005 

0.124±0.007 

0.144±0.012 

0.070±0.004 

0.072±0.002 

0.148±0.007 

0.133±0.006 

0.087±0.005 

0.075±0.003 

0.132±0.007 

0.097±0.011 

0.098±0.003 

0.069±0.003 

0.104±0.004 

0.132±0.007 

0.066±0.003 

2.703±0.149 

0.066±0.003 

2.484±0.055 

0.087±0.004 

0.087±0.004 

0.123±0.007 

0.116±0.005 

0.187±0.012 

0.185±0.013 

0.143±0.008 

0.175±0.015 

0.349±0.017 

1.630±0.104 

0.200±0.010 

0.136±0.005 

0.120±0.007 

0.120±0.005 

2.219±0.057 

0.669±0.019 

0.381±0.019 

0.506±0.015 

0.294±0.018 

0.314±0.028 

0.052±0.004 

0.065±0.003 

0.113±0.006 

0.202±0.008 

0.108±0.014 

0.068±0.003 

0.069±0.002 

0.049±0.008 

0.032±0.003 

0.064±0.012 

0.063±0.004 

0.075±0.010 

0.055±0.005 

0.042±0.002 

0.103±0.009 

0.090±0.005 

0.099±0.006 

0.068±0.003 

0.136±0.010 

0.129±0.007 

0.134±0.006 

0.466±0.021 

1.071±0.026

0.035±0.007 

0.021±0.006 

0.079±0.013 

0.102±0.015 

0.105±0.017 

0.101±0.009 

0.099±0.007 

0.081±0.010 

0.067±0.090 

0.068±0.018 

0.072±0.011 

0.074±0.017 

0.078±0.011 

0.065±0.016 

0.077±0.009 

0.068±0.019 

0.045±0.008 

0.049±0.008 

0.037±0.007 

0.030±0.006 

0.046±0.012 

0.051±0.011 

0.056±0.014 

0.068±0.010 

0.052±0.010 

0.056±0.010 

0.086±0.010 

0.080±0.010 

0.060±0.015 

0.055±0.008 

0.193±0.032 

0.040±0.008 

0.231±0.019 

0.013±0.002 

0.013±0.002 

0.068±0.012 

0.013±0.002 

0.232±0.023 

0.074±0.009 

3.267±0.217 

0.074±0.012 

0.161±0.018 

0.220±0.018 

0.219±0.017 

0.182±0.016 

0.049±0.017 

0.052±0.007 

0.052±0.002 

0.061±0.002 

0.053±0.003 

0.057±0.005 

0.178±0.017 

0.044±0.007 

0.102±0.011 

0.114±0.005 

0.118±0.014 

0.228±0.019 

0.076±0.007 

0.056±0.007 

0.042±0.009 

0.041±0.006 

0.031±0.004 

0.297±0.038 

0.064±0.013 

0.040±0.008 

0.054±0.011 

0.079±0.021 

0.101±0.018 

0.100±0.019 

0.117±0.011 

0.153±0.011 

0.114±0.011 

0.094±0.009 

0.073±0.011 

0.095±0.012 

0.123±0.010 

0.058±0.008 

0.064±0.008 

0.058±0.008 

0.102±0.018 

0.051±0.012 

0.059±0.010 

0.048±0.013 

0.042±0.006 

0.115±0.015

2.011±0.063 

1.774±0.055 

2.714±0.142 

3.049±0.181 

3.123±0.127 

3.021±0.183 

2.970±0.179 

3.266±0.117 

2.773±0.097 

2.746±0.262 

2.912±0.117 

3.046±0.163 

1.614±0.068 

2.705±0.125 

1.613±0.090 

2.751±0.140 

1.813±0.062 

1.726±0.072 

1.691±0.134 

1.510±0.059 

1.812±0.098 

2.555±0.086 

2.631±0.126 

2.281±0.087 

2.635±0.181 

3.028±0.251 

2.213±0.104 

2.207±0.083 

1.764±0.072 

1.723±0.066 

1.834±0.182 

1.575±0.066 

2.268±0.085 

0.697±0.021 

0.701±0.018 

2.358±0.257 

0.691±0.021 

2.261±0.143 

2.547±0.131 

21.648±1.500 

2.516±0.148 

7.570±0.336 

1.644±0.081 

1.671±0.077 

1.906±0.096 

1.806±0.054 

1.764±0.061 

1.766±0.048 

1.826±0.048 

1.781±0.068 

2.544±0.149 

11.362±1.150 

2.016±0.110 

1.729±0.079 

1.833±0.089 

1.805±0.096 

9.282±0.622 

2.912±0.104 

2.139±0.097 

2.228±0.164 

1.697±0.068 

1.699±0.167 

3.211±0.319 

2.013±0.119 

1.720±0.080 

1.994±0.152 

2.251±0.138 

1.331±0.070 

1.324±0.084 

1.346±0.085 

1.481±0.084 

1.509±0.173 

1.373±0.085 

1.282±0.086 

1.333±0.064 

1.259±0.041 

1.164±0.078 

1.257±0.069 

1.189±0.060 

1.320±0.077 

1.397±0.099 

1.630±0.179 

1.382±0.066 

2.005±0.135 

7.380±0.366

0.614±0.032 

0.696±0.044 

1.340±0.059 

1.855±0.088 

1.846±0.065 

1.835±0.152 

1.792±0.103 

0.604±0.031 

0.812±0.037 

0.838±0.100 

0.291±0.020 

0.759±0.044 

0.995±0.037 

0.814±0.034 

1.017±0.045 

0.809±0.055 

0.824±0.034 

0.449±0.024 

0.380±0.024 

0.372±0.018 

0.807±0.041 

0.595±0.058 

0.606±0.030 

1.097±0.055 

0.802±0.061 

0.762±0.040 

0.969±0.060 

0.970±0.045 

0.438±0.027 

0.516±0.019 

2.043±0.224 

1.241±0.046 

0.865±0.044 

0.128±0.008 

0.134±0.005 

1.168±0.062 

0.123±0.006 

0.861±0.052 

1.153±0.066 

0.090±0.021 

1.149±0.063 

0.068±0.014 

1.493±0.081 

1.503±0.072 

0.966±0.069 

0.580±0.025 

0.305±0.016 

0.307±0.017 

0.179±0.010 

0.313±0.020 

0.116±0.009 

0.168±0.018 

0.381±0.025 

0.471±0.027 

0.615±0.044 

0.614±0.036 

0.048±0.017 

0.062±0.007 

0.073±0.008 

0.085±0.008 

0.087±0.009 

0.113±0.007 

0.829±0.089 

0.878±0.052 

0.740±0.052 

0.413±0.028 

0.794±0.155 

1.052±0.051 

1.055±0.057 

1.853±0.124 

2.487±0.169 

1.667±0.135 

1.311±0.037 

1.053±0.196 

1.523±0.093 

1.978±0.067 

0.693±0.101 

0.850±0.077 

0.748±0.075 

1.033±0.063 

0.542±0.058 

0.669±0.052 

0.546±0.034 

0.182±0.011 

0.158±0.016

0.574±0.022 

0.265±0.011 

0.283±0.019 

0.097±0.016 

0.105±0.019 

0.109±0.047 

0.102±0.036 

0.941±0.030 

0.818±0.034 

0.796±0.081 

0.678±0.035 

0.849±0.045 

0.458±0.023 

0.789±0.043 

0.459±0.025 

0.783±0.044 

0.454±0.020 

0.407±0.023 

0.409±0.020 

0.238±0.014 

0.445±0.029 

0.636±0.027 

0.712±0.032 

0.434±0.023 

0.707±0.044 

0.764±0.051 

0.428±0.021 

0.436±0.026 

0.607±0.028 

0.513±0.018 

1.475±0.207 

0.318±0.014 

1.106±0.056 

0.002±0.002 

0.002±0.002 

0.521±0.063 

0.002±0.002 

1.081±0.060 

0.551±0.031 

1.708±0.102 

0.548±0.035 

1.621±0.063 

0.930±0.043 

0.939±0.054 

1.022±0.071 

0.441±0.023 

0.431±0.021 

0.420±0.026 

0.246±0.022 

0.416±0.027 

0.658±0.024 

1.298±0.063 

0.502±0.028 

0.689±0.037 

0.656±0.064 

0.664±0.045 

1.757±0.061 

0.680±0.029 

0.629±0.025 

0.737±0.039 

0.551±0.023 

0.391±0.022 

0.154±0.030 

0.599±0.039 

0.665±0.029 

0.840±0.050 

1.222±0.088 

0.360±0.030 

0.368±0.033 

0.112±0.056 

0.027±0.024 

0.275±0.097 

0.206±0.030 

0.275±0.058 

0.134±0.031 

0.045±0.010 

0.409±0.046 

0.357±0.034 

0.392±0.031 

0.362±0.030 

0.736±0.044 

0.802±0.058 

0.727±0.036 

0.841±0.044 

0.833±0.040

0.120±0.017 

0.301±0.022 

0.341±0.030 

0.492±0.039 

0.475±0.045 

0.480±0.042 

0.472±0.028 

0.165±0.020 

0.197±0.024 

0.220±0.043 

0.126±0.022 

0.204±0.032 

0.235±0.024 

0.204±0.025 

0.233±0.029 

0.201±0.030 

0.179±0.023 

0.133±0.019 

0.120±0.015 

0.179±0.019 

0.192±0.033 

0.167±0.027 

0.170±0.028 

0.334±0.029 

0.199±0.029 

0.197±0.026 

0.249±0.024 

0.245±0.021 

0.157±0.020 

0.177±0.016 

0.269±0.068 

0.141±0.033 

0.399±0.038 

0.064±0.007 

0.070±0.005 

0.277±0.065 

0.069±0.010 

0.390±0.039 

0.284±0.031 

0.155±0.015 

0.284±0.032 

0.244±0.022 

0.287±0.039 

0.286±0.045 

0.276±0.036 

0.212±0.020 

0.209±0.016 

0.205±0.015 

0.416±0.012 

0.214±0.013 

0.138±0.015 

0.155±0.016 

0.190±0.017 

0.247±0.021 

0.303±0.029 

0.291±0.029 

0.252±0.017 

0.202±0.011 

0.154±0.009 

0.135±0.013 

0.138±0.011 

0.143±0.007 

0.547±0.054 

0.190±0.029 

0.121±0.026 

0.118±0.025 

0.127±0.041 

0.275±0.039 

0.279±0.032 

0.409±0.048 

0.527±0.040 

0.372±0.046 

0.263±0.038 

0.184±0.042 

0.279±0.039 

0.442±0.039 

0.126±0.022 

0.149±0.026 

0.140±0.022 

0.285±0.035 

0.110±0.024 

0.111±0.024 

0.109±0.031 

0.105±0.010 

0.186±0.015

0.024±0.016 

0.026±0.020 

0.073±0.026 

0.107±0.019 

0.076±0.046 

0.104±0.044 

0.098±0.046 

0.039±0.016 

0.041±0.019 

0.035±0.021 

0.022±0.012 

0.035±0.018 

0.023±0.021 

0.032±0.016 

0.038±0.018 

0.040±0.019 

0.044±0.020 

0.026±0.014 

0.031±0.012 

0.029±0.015 

0.034±0.015 

0.037±0.020 

0.030±0.013 

0.064±0.025 

0.039±0.023 

0.038±0.022 

0.058±0.023 

0.021±0.029 

0.025±0.017 

0.007±0.015 

0.085±0.031 

0.076±0.021 

0.179±0.031 

0.035±0.004 

0.034±0.006 

0.076±0.025 

0.033±0.005 

0.186±0.037 

0.049±0.037 

0.169±0.031 

0.044±0.035 

0.027±0.014 

0.098±0.040 

0.108±0.034 

0.119±0.033 

0.056±0.015 

0.045±0.014 

0.039±0.016 

0.112±0.014 

0.036±0.016 

0.020±0.013 

0.037±0.018 

0.023±0.014 

0.090±0.026 

0.107±0.057 

0.093±0.039 

0.025±0.019 

0.011±0.010 

0.011±0.009 

0.007±0.007 

0.010±0.009 

0.009±0.009 

0.087±0.057 

0.077±0.033 

0.047±0.031 

0.051±0.031 

0.067±0.053 

0.090±0.035 

0.086±0.033 

0.139±0.026 

0.185±0.023 

0.122±0.024 

0.090±0.022 

0.066±0.023 

0.010±0.017 

0.142±0.022 

0.052±0.017 

0.056±0.017 

0.046±0.021 

0.104±0.040 

0.043±0.017 

0.037±0.032 

0.045±0.022 

0.009±0.008 

0.023±0.012

0.033±0.002 

0.028±0.007 

0.028±0.002 

0.027±0.002 

0.027±0.008 

0.027±0.001 

0.027±0.001 

0.039±0.002 

0.035±0.002 

0.036±0.004 

0.049±0.005 

0.038±0.004 

0.022±0.004 

0.037±0.003 

0.025±0.003 

0.036±0.003 

0.030±0.002 

0.032±0.003 

0.039±0.004 

0.033±0.004 

0.031±0.003 

0.030±0.003 

0.030±0.003 

0.029±0.002 

0.033±0.002 

0.034±0.002 

0.027±0.002 

0.025±0.007 

0.032±0.002 

0.030±0.005 

0.031±0.004 

0.024±0.002 

0.038±0.003 

0.026±0.002 

0.027±0.005 

0.026±0.002 

0.025±0.002 

0.037±0.002 

0.028±0.005 

0.053±0.042 

0.028±0.002 

0.124±0.014 

0.029±0.002 

0.028±0.006 

0.033±0.002 

0.033±0.003 

0.041±0.003 

0.040±0.001 

0.057±0.001 

0.040±0.002 

0.073±0.003 

0.077±0.002 

0.036±0.002 

0.036±0.003 

0.033±0.001 

0.034±0.006 

0.140±0.008 

0.080±0.005 

0.067±0.005 

0.071±0.006 

0.059±0.004 

0.047±0.004 

0.025±0.014 

0.031±0.004 

0.015±0.014 

0.020±0.020 

0.015±0.014 

0.029±0.003 

0.030±0.003 

0.025±0.002 

0.026±0.001 

0.025±0.003 

0.023±0.002 

0.021±0.002 

0.021±0.002 

0.026±0.002 

0.026±0.002 

0.022±0.002 

0.025±0.005 

0.030±0.003 

0.031±0.003 

0.027±0.007 

0.031±0.004 

0.033±0.005 

0.045±0.005

0.451±0.010 

0.394±0.010 

0.374±0.010 

0.368±0.006 

0.359±0.042 

0.364±0.009 

0.361±0.008 

0.457±0.008 

0.442±0.009 

0.413±0.014 

0.517±0.014 

0.414±0.019 

0.334±0.013 

0.417±0.016 

0.370±0.023 

0.419±0.014 

0.412±0.010 

0.456±0.010 

0.477±0.019 

0.414±0.011 

0.362±0.023 

0.397±0.013 

0.392±0.010 

0.396±0.013 

0.442±0.015 

0.449±0.009 

0.371±0.009 

0.371±0.007 

0.469±0.013 

0.431±0.010 

0.347±0.011 

0.348±0.010 

0.499±0.013 

0.379±0.010 

0.384±0.009 

0.362±0.015 

0.369±0.007 

0.496±0.018 

0.381±0.010 

0.858±0.088 

0.383±0.010 

1.409±0.044 

0.368±0.008 

0.367±0.009 

0.443±0.014 

0.460±0.010 

0.594±0.014 

0.579±0.019 

0.805±0.012 

0.576±0.037 

0.956±0.040 

0.720±0.032 

0.516±0.012 

0.504±0.012 

0.471±0.022 

0.476±0.012 

1.528±0.046 

1.126±0.031 

0.904±0.020 

0.880±0.033 

0.856±0.018 

0.663±0.020 

0.429±0.016 

0.353±0.012 

0.392±0.018 

0.599±0.024 

0.412±0.025 

0.346±0.011 

0.345±0.010 

0.355±0.016 

0.363±0.010 

0.347±0.017 

0.331±0.019 

0.306±0.013 

0.313±0.012 

0.360±0.010 

0.354±0.008 

0.318±0.008 

0.340±0.009 

0.356±0.011 

0.383±0.013 

0.401±0.011 

0.381±0.011 

0.459±0.012 

0.513±0.021
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原産地原石群名 分析 
個数  Ｓｉ／Ｋ Ｃａ／Ｋ  Ｔｉ／Ｋ Ｍｎ／Ｚｒ  Ｆｅ／Ｚｒ  Ｒｂ／Ｚｒ 

元素比 

 Ｓｒ／Ｚｒ  Ｙ／Ｚｒ  Ｎｂ／Ｚｒ  Ａｌ／Ｋ 

近野追飩lll 弟 3辛 い然科学分析

表 1- 1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値 表 1-2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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ＨＳ１遺物群 

ＨＳ２遺物群 

ＦＲ１遺物群 

ＦＲ２遺物群 

ＦＲ３遺物群 

ＦＲ４遺物群 

ＦＨ１遺物群 

ＫＴ１遺物群 

ＫＴ２遺物群 

ＫＳ１遺物群 

ＫＳ２遺物群 

ＫＳ３遺物群 

Ｋ１９遺物群 

ＮＩ２９遺物群 

ＨＹ遺物群 

ＳＮ１遺物群 

ＳＮ２遺物群 

ＫＮ遺物群 

ＴＢ遺物群 

ＨＲ遺物群 

ＡＩ１遺物群 

ＡＩ２遺物群 

ＡＩ３遺物群 

ＡＩ４遺物群 

ＡＩ５遺物群 

ＦＳ遺物群 

ＳＤ遺物群 

ＡＣ１遺物群 

ＡＣ２遺物群 

ＡＣ３遺物群 

ＩＮ１遺物群 

ＩＮ２遺物群 

ＮＫ遺物群 

ＵＨ６３遺物群 

ＵＨ６６遺物群 

ＹＭ遺物群 

ＮＭ遺物群 

ＭＫ-1遺物群 

ＭＫ-2遺物群 

Ｉ遺物群 

ＨＢ１遺物群 

ＨＢ２遺物群 

ＵＴ１遺物群 

ＫＵ４遺物群 

KI1遺物群 

KI2遺物群 

KI3遺物群 

KI4遺物群 

KI18遺物群 

KI84遺物群 

ＳＧ遺物群 

ＯＫ遺物群 

KK1遺物群 

KK2遺物群 

HM1遺物群 

HM2遺物群 

ON1遺物群 

ON2遺物群 

会寧城外遺跡遺物群 

イリスタヤ 

パラトウンカ-1 

パラトウンカ-2 

パラトウンカ-3 

パラトウンカ-4 

ナチキ 

アバチャ 

ＪＧ－１ａ） 

0.241±0.021 

0.453±0.011 

0.643±0.012 

0.535±0.061 

0.380±0.037 

0.261±0.043 

0.898±0.032 

1.103±0.050 

0.959±0.027 

0.275±0.007 

0.244±0.011 

0.164±0.008 

0.185±0.007 

5.445±0.122 

0.238±0.011 

0.287±0.006 

0.209±0.006 

0.351±0.011 

0.252±0.014 

0.259±0.008 

1.519±0.026 

3.141±0.074 

0.950±0.013 

1.850±0.059 

3.167±0.092 

0.272±0.090 

2.900±0.050 

0.479±0.014 

0.251±0.007 

0.657±0.016 

0.326±0.012 

0.745±0.013 

0.566±0.019 

0.308±0.018 

0.310±0.019 

0.381±0.016 

0.330±0.010 

0.087±0.008 

0.258±0.010 

0.794±0.070 

0.197±0.035 

0.414±0.100 

0.297±0.013 

1.871±0.365 

0.383±0.012 

0.402±0.015 

1.545±0.154 

2.625±0.109 

0.447±0.011 

0.655±0.009 

1.668±0.034 

1.371±0.074 

0.347±0.010 

0.521±0.012 

0.683±0.024 

0.483±0.022 

0.303±0.012 

0.276±0.019 

0.135±0.012 

18.888±2.100 

0.706±0.048 

0.717±0.018 

0.384±0.008 

0.141±0.007 

0.220±0.008 

0.255±0.007 

0.755±0.010

0.107±0.005 

0.135±0.008 

0.124±0.008 

0.106±0.012 

0.084±0.007 

0.074±0.010 

0.221±0.007 

0.146±0.007 

0.154±0.005 

0.107±0.005 

0.070±0.004 

0.041±0.002 

0.049±0.003 

2.301±0.074 

0.131±0.006 

0.087±0.004 

0.116±0.006 

0.121±0.006 

0.113±0.007 

0.093±0.003 

0.277±0.010 

0.552±0.021 

0.215±0.004 

0.474±0.025 

0.696±0.027 

0.097±0.029 

0.741±0.016 

0.192±0.006 

0.081±0.003 

0.144±0.005 

0.078±0.004 

0.110±0.004 

0.163±0.007 

0.118±0.005 

0.075±0.005 

0.138±0.005 

0.103±0.003 

0.059±0.002 

0.026±0.002 

0.202±0.009 

0.754±0.055 

1.557±0.674 

0.107±0.005 

1.018±0.094 

0.101±0.005 

0.146±0.008 

0.557±0.045 

0.871±0.136 

0.122±0.005 

0.151±0.009 

0.778±0.038 

0.687±0.025 

0.080±0.003 

0.122±0.004 

0.861±0.021 

0.121±0.006 

0.167±0.006 

0.053±0.004 

0.062±0.006 

6.088±0.868 

0.225±0.011 

0.269±0.006 

0.097±0.004 

0.074±0.003 

0.104±0.004 

0.160±0.005 

0.202±0.005

0.018±0.006 

0.041±0.008 

0.052±0.007 

0.053±0.009 

0.052±0.009 

0.051±0.008 

0.054±0.006 

0.081±0.008 

0.085±0.010 

0.047±0.010 

0.056±0.013 

0.080±0.013 

0.081±0.013 

0.207±0.024 

0.048±0.008 

0.033±0.005 

0.076±0.008 

0.053±0.007 

0.124±0.015 

0.067±0.011 

0.078±0.006 

0.080±0.008 

0.117±0.009 

0.067±0.007 

0.101±0.009 

0.053±0.007 

0.118±0.010 

0.054±0.008 

0.112±0.013 

0.083±0.010 

0.066±0.010 

0.140±0.015 

0.086±0.011 

0.040±0.010 

0.064±0.014 

0.038±0.012 

0.042±0.012 

0.010±0.003 

0.055±0.013 

0.061±0.013 

0.098±0.042 

0.110±0.044 

0.053±0.010 

3.790±0.705 

0.061±0.024 

0.060±0.017 

0.074±0.011 

0.093±0.007 

0.045±0.020 

0.026±0.001 

0.082±0.010 

0.061±0.008 

0.081±0.012 

0.076±0.013 

0.063±0.013 

0.054±0.014 

0.038±0.007 

0.084±0.017 

0.017±0.003 

0.293±0.032 

0.048±0.010 

0.031±0.006 

0.043±0.007 

0.029±0.004 

0.099±0.016 

0.029±0.004 

0.076±0.011

1.296±0.077 

1.765±0.075 

2.547±0.143 

2.545±0.138 

2.548±0.145 

2.500±0.117 

2.540±0.101 

2.942±0.133 

2.882±0.092 

1.751±0.051 

1.749±0.168 

2.565±0.126 

2.162±0.122 

13.422±1.113 

1.636±0.066 

1.597±0.037 

1.571±0.082 

1.581±0.071 

1.805±0.088 

2.055±0.067 

2.849±0.073 

2.752±0.062 

4.306±0.100 

2.055±0.077 

3.787±0.108 

1.791±0.083 

3.922±0.077 

1.561±0.075 

2.081±0.076 

1.891±0.051 

2.056±0.177 

3.176±0.212 

1.822±0.084 

1.646±0.100 

1.980±0.082 

1.611±0.102 

1.751±0.083 

0.677±0.023 

1.745±0.121 

1.774±0.132 

7.099±0.844 

9.900±1.595 

1.638±0.104 

14.990±4.008 

1.913±0.158 

1.529±0.148 

3.746±0.455 

5.623±0.602 

1.737±0.046 

1.515±0.020 

4.106±0.222 

3.109±0.161 

3.085±0.155 

3.125±0.222 

8.678±0.663 

1.975±0.122 

1.157±0.044 

2.491±0.128 

1.118±0.051 

27.963±2.608 

1.851±0.180 

1.604±0.043 

1.642±0.053 

1.069±0.025 

1.261±0.062 

1.121±0.034 

3.759±0.111

0.430±0.016 

0.448±0.021 

0.530±0.032 

0.557±0.051 

0.586±0.056 

0.639±0.057 

0.426±0.018 

0.314±0.053 

0.542±0.028 

0.836±0.038 

1.080±0.108 

1.460±0.057 

1.031±0.041 

0.151±0.018 

0.418±0.028 

0.244±0.011 

0.716±0.035 

0.347±0.020 

0.875±0.056 

0.741±0.028 

0.167±0.010 

0.094±0.009 

0.114±0.008 

0.083±0.006 

0.114±0.010 

0.327±0.019 

0.117±0.012 

0.400±0.017 

0.904±0.035 

0.202±0.010 

0.901±0.048 

0.728±0.039 

0.467±0.031 

0.811±0.039 

0.901±0.051 

0.721±0.039 

1.048±0.057 

0.370±0.097 

1.149±0.092 

0.380±0.030 

0.434±0.062 

0.176±0.088 

1.012±0.056 

0.673±0.081 

0.985±0.057 

0.729±0.052 

0.284±0.018 

0.255±0.015 

0.687±0.023 

0.332±0.011 

0.202±0.014 

0.202±0.012 

0.887±0.036 

0.877±0.048 

0.642±0.039 

0.695±0.040 

0.447±0.020 

1.492±0.088 

0.585±0.036 

0.055±0.017 

0.246±0.014 

0.119±0.007 

0.262±0.011 

0.203±0.007 

0.608±0.028 

0.192±0.007 

0.993±0.036

0.153±0.009 

0.419±0.019 

0.689±0.032 

0.685±0.029 

0.681±0.033 

0.679±0.032 

0.802±0.023 

0.775±0.082 

1.111±0.040 

0.468±0.021 

0.424±0.036 

0.162±0.019 

0.435±0.025 

1.839±0.134 

1.441±0.015 

0.258±0.011 

0.292±0.017 

0.219±0.014 

0.663±0.038 

0.293±0.016 

0.526±0.017 

0.716±0.019 

0.909±0.028 

0.531±0.030 

0.892±0.026 

0.453±0.024 

0.906±0.026 

0.440±0.019 

0.406±0.020 

0.381±0.017 

0.751±0.045 

1.582±0.080 

1.691±0.064 

0.562±0.030 

0.841±0.040 

0.497±0.026 

0.518±0.034 

0.006±0.002 

0.297±0.029 

1.350±0.096 

0.975±0.130 

1.209±0.459 

0.736±0.039 

2.043±0.233 

0.527±0.038 

0.565±0.038 

0.783±0.044 

0.906±0.074 

0.481±0.020 

0.340±0.011 

0.699±0.025 

0.579±0.027 

1.487±0.065 

1.500±0.074 

0.739±0.054 

0.454±0.034 

0.435±0.016 

0.667±0.046 

0.068±0.019 

2.716±0.162 

0.752±0.070 

0.398±0.016 

0.753±0.026 

0.150±0.006 

0.500±0.026 

0.151±0.008 

1.331±0.046

0.140±0.015 

0.130±0.015 

0.156±0.015 

0.165±0.021 

0.164±0.021 

0.155±0.021 

0.109±0.013 

0.133±0.016 

0.107±0.015 

0.180±0.019 

0.327±0.042 

0.389±0.042 

0.263±0.028 

0.207±0.022 

0.482±0.024 

0.281±0.012 

0.264±0.029 

0.216±0.015 

0.272±0.029 

0.331±0.021 

0.251±0.013 

0.242±0.011 

0.248±0.012 

0.177±0.010 

0.241±0.012 

0.207±0.018 

0.246±0.013 

0.169±0.019 

0.409±0.024 

0.286±0.018 

0.172±0.030 

0.104±0.030 

0.102±0.021 

0.138±0.031 

0.159±0.038 

0.128±0.022 

0.196±0.037 

0.125±0.012 

0.202±0.037 

0.076±0.032 

0.368±0.079 

0.327±0.052 

0.168±0.027 

0.752±0.079 

0.197±0.030 

0.137±0.024 

0.106±0.021 

0.107±0.009 

0.140±0.009 

0.102±0.005 

0.133±0.013 

0.122±0.014 

0.119±0.036 

0.109±0.034 

0.127±0.034 

0.191±0.028 

0.126±0.025 

0.211±0.032 

0.150±0.022 

0.163±0.019 

0.075±0.016 

0.095±0.008 

0.066±0.026 

0.106±0.009 

0.122±0.030 

0.106±0.009 

0.251±0.027

0.008±0.013 

0.015±0.019 

0.004±0.008 

0.016±0.022 

0.017±0.023 

0.009±0.017 

0.017±0.021 

0.019±0.021 

0.012±0.016 

0.023±0.028 

0.037±0.031 

0.069±0.028 

0.050±0.019 

0.007±0.011 

0.029±0.028 

0.009±0.012 

0.028±0.030 

0.054±0.017 

0.083±0.037 

0.064±0.019 

0.009±0.012 

0.008±0.014 

0.014±0.016 

0.011±0.013 

0.006±0.012 

0.029±0.027 

0.008±0.017 

0.061±0.015 

0.108±0.023 

0.041±0.012 

0.068±0.016 

0.038±0.013 

0.041±0.028 

0.057±0.020 

0.054±0.020 

0.047±0.016 

0.058±0.018 

0.292±0.010 

0.177±0.022 

0.079±0.022 

0.126±0.079 

0.178±0.069 

0.034±0.028 

0.056±0.045 

0.079±0.028 

0.083±0.026 

0.025±0.011 

0.031±0.015 

0.050±0.024 

0.051±0.011 

0.015±0.019 

0.009±0.014 

0.184±0.023 

0.187±0.023 

0.065±0.018 

0.058±0.028 

0.039±0.016 

0.108±0.028 

0.372±0.035 

0.036±0.030 

0.015±0.008 

0.016±0.006 

0.013±0.062 

0.024±0.006 

0.064±0.023 

0.024±0.007 

0.105±0.017

0.018±0.012 

0.034±0.010 

0.029±0.011 

0.027±0.009 

0.023±0.006 

0.018±0.008 

0.037±0.003 

0.043±0.007 

0.042±0.008 

0.025±0.007 

0.023±0.011 

0.024±0.002 

0.023±0.002 

0.069±0.006 

0.020±0.015 

0.021±0.006 

0.023±0.009 

0.029±0.011 

0.026±0.008 

0.036±0.003 

0.058±0.017 

0.083±0.029 

0.028±0.006 

0.064±0.025 

0.091±0.020 

0.017±0.011 

0.083±0.013 

0.033±0.005 

0.036±0.003 

0.049±0.005 

0.028±0.030 

0.036±0.003 

0.038±0.003 

0.036±0.005 

0.041±0.018 

0.023±0.003 

0.022±0.003 

0.022±0.002 

0.021±0.002 

0.040±0.004 

0.093±0.022 

0.178±0.044 

0.024±0.011 

0.090±0.017 

0.028±0.002 

0.029±0.003 

0.047±0.006 

0.062±0.007 

0.030±0.001 

0.032±0.001 

0.027±0.021 

0.027±0.018 

0.027±0.002 

0.035±0.004 

0.037±0.005 

0.034±0.006 

0.032±0.004 

0.030±0.004 

0.025±0.004 

0.173±0.029 

0.041±0.004 

0.031±0.003 

0.017±0.003 

0.016±0.002 

0.024±0.003 

0.026±0.003 

0.028±0.002

0.325±0.042 

0.500±0.015 

0.407±0.047 

0.373±0.043 

0.292±0.037 

0.258±0.036 

0.447±0.011 

0.516±0.015 

0.519±0.010 

0.345±0.010 

0.379±0.011 

0.337±0.015 

0.260±0.009 

0.622±0.021 

0.481±0.068 

0.329±0.006 

0.383±0.015 

0.475±0.040 

0.378±0.021 

0.444±0.010 

0.929±0.024 

1.353±0.049 

0.360±0.009 

1.061±0.105 

1.234±0.052 

0.339±0.011 

1.195±0.029 

0.427±0.016 

0.419±0.007 

0.616±0.013 

0.338±0.007 

0.396±0.010 

0.500±0.014 

0.426±0.022 

0.378±0.025 

0.331±0.013 

0.326±0.011 

0.337±0.010 

0.268±0.007 

0.434±0.015 

6.312±0.525 

9.938±1.532 

0.390±0.014 

4.302±0.246 

0.409±0.009 

0.443±0.022 

0.499±0.021 

0.587±0.038 

0.428±0.008 

0.431±0.007 

0.553±0.033 

0.518±0.021 

0.265±0.009 

0.359±0.010 

0.282±0.008 

0.474±0.016 

0.376±0.012 

0.345±0.011 

0.319±0.012 

1.674±0.240 

0.482±0.022 

0.402±0.010 

0.176±0.009 

0.146±0.004 

0.340±0.006 

0.303±0.007 

0.342±0.004

67 

60 

51 

59 

37 

44 

32 

56 

38 

32 

62 

48 

48 

51 

31 

33 

29 

107 

60 

48 

41 

61 

61 

122 

122 

45 

48 

63 

48 

36 

48 

48 

57 

48 

48 

56 

40 

48 

48 

54 

48 

48 

46 

48 

45 

46 

48 

56 

46 

48 

48 

32 

48 

46 

44 

50 

54 

56 

70 

26 

56 

40 

48 

48 

48 

40 
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ロシア 

標準試料 

原産地原石群名 分析 
個数  Ｓｉ／Ｋ Ｃａ／Ｋ  Ｔｉ／Ｋ Ｍｎ／Ｚｒ  Ｆｅ／Ｚｒ  Ｒｂ／Ｚｒ 

元素比 
 Ｓｒ／Ｚｒ  Ｙ／Ｚｒ  Ｎｂ／Ｚｒ  Ａｌ／Ｋ 

 

宮崎県 

鹿児島県 

北朝鮮 

Ｍ群＝桑ノ木津留第1群、Ｆ群＝ＵＴ遺物群、ＨＳ２群＝置戸・置戸山群、ＦＲ２群＝ケショマップ第一群にそれぞれ一致　平均値±標準偏
差値、＊：ガラス質安山岩、ＮＫ遺物群：中ッ原遺跡、ＨＹ遺物群：日和山遺跡、ＳＮ遺物群：三内丸山遺跡出土、ＫＮ遺物群：此掛沢遺跡、ＨＳ
遺物群：北進遺跡、ＫＩ遺物群：桐木遺跡、ＵＴ遺物群：内屋敷遺跡、ＡＩ遺物群：相ノ沢遺跡、ＦＳ遺物群：房ノ沢遺跡、ＳＤ遺物群：下舘銅屋
遺跡、ＦＲ遺物群：東麓郷１，２遺跡、ＦＨ遺物群：東９線８遺跡、ＫＴ遺物群：北区１遺跡、ＫＳ遺物群：キウス４遺跡Ａ-Ｒ地区、ＳＧ遺物群：志風
頭遺跡、ＯＫ遺物群：奥名野遺跡、ＴＢ遺物群：戸平川遺跡、ＮＭ遺物群：長桝遺跡、ＭＫ遺物群：南方遺跡、ＹＭ遺物群：南方、藤尾、岩上
遺跡、ＡＣ１,２,３遺物群：アチャ平遺跡、ＩＮ１,２遺物群：岩野原遺跡、Ｋ１９遺物群：Ｋ３９遺跡、ＫＫ１，２遺物群：計志加里遺跡、ＨＢ１，２（フリン
ト様）：八久保第２遺跡、ＨＲ遺物群：堀量遺跡、ＨＭ遺物群：春ノ山遺跡、ＫＵ４（硬質頁岩様）：久木野遺跡、ＯＮ１,2：大原野遺跡、ＮＩ２９：穂
香遺跡、ＵＨ６３・ＵＨ６６：上ノ原遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウン
カ、ナチキ、アバチャ遺跡。 
 a)：Ando,A., Kurasawa,H., Ohmori,T. & Takeda,E.(1974). 1974 compilation of data on the GJS geochemical reference 
samples JG-1 granodiorite and JB-1 basalt. Geochemical Journal Vol.8, 175-192.

北海道 

青森県 

 
秋田県 

岩手県 

新潟県 

長野県 

山口県 

大分県 

近野追飩lll

表 1-3 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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第 1群に比較的似た組成の日礫であった 3 これら、調奇された原石は、長野県教育委員会、租田村、

長門町、御代田町、下諏訪町、茅野市の各教育委員会より提供されたものである。横川群は信濃町野

尻湖博物館が発見した飯山市の原席地である。伊豆箱根地方の原芹地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、

柏峠内の各地にあり、良質の石材は、畑宿、机峠四で斑晶の多いやや石質の忠いものは緞冶屋、 L多

賀の両原産地でみられる。笛塚産のものはピッチストーン様で、石器原材としては良くないであろう。

伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳畠の各地点から黒曜石が採取され、これら原

石から神津島第一群および第二群の原石詳にまとめられる。浅問山の大窪沢の黒曜石は貝殻状剥離せ

ず石謡の原材料としては不適当ではあるが、各古学者の間でしぱしば話題に tるため人窪沢詳として

遺物と比較した。

3 結果と考察

遣跡から出士した石器、石片は風化しているが、黒耀石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるか、影響はほ

とんど見られない c Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合lriJ定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影粋を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。今回分析した近野遺跡出土の黒贈右製石器の分析詰呆を表 2に示した。石器

の分析結呆から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を

簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表 2の試料番号92961番の造物ではRb/Zrの値は

0.994で、赤井川第 2群の［平均値］士［標準偏差値］は、 0.970士0.045である。追物と原行群の差を標

準偏差値 ((J) を基準にして考えると遣物は原石群から0.53a離れている c どころで赤井川第 2群の

原産地から 100個の原石を採ってきて分析すると、平均値から士 0.53aのずれより大きいものが59個

ある。すなわち、この遣物が、赤井川第 2群の原石から作られていたと仮定しても、 0.53a以卜離れ

る確率は59%であると言える。だから、赤井川第 2詳の平均値から0.53aしか離れていないときには、

この遺物が赤井!II第 2群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物

を白滝・赤石JIJ群に比軟すると、平均伯からの隔たりは、約5.8aである。これを確率の言葉で表現

すると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から5.8a 以卜薗離れている確率は、— f千

ガ分の一であると言える。このように、一千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、こ

の追物が作られたとは考えられないから、この遣物は、赤石山詳の原石から作られたものではないと

断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この石器は赤井川第 2群に59%の確率で帰属

され、信頼限界の0.1%を満たしていることから赤井）I[産原石が使用されていると同定され、さらに

白滝・赤石山群に十月分の一％の低い確率で帰属され、 1百頼阪界の0.1%に満たないことから赤石山

産原石でないと同定される］。遣物が一ヶ所の産地（赤井川産他） と一致したからと言って、例え赤

井川第 2群と赤石山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく逍物で、さら

に分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、

厠種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される c 皿ちある窮地（赤井
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遺　物 
番　号 

元　　　　素　　　　　比 

92960 
92961 
92962

分析番号 

92960 

92961 

92962

調査区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

遺物番号 

E2684 

E2062 

E2053

グリッド 

EP－208 

EC－202 

EP－208

遺構名 

ESI28 

遺構外 

ESI28

判定 

 

赤井川 

赤井川 

器 種 

ＲＦ 

石槍 

ＲＦ 

備考 

S-119 

 

S-22

層位 

3層 

Ⅲ層 

1層 

黒碧玉？ 

赤井川第2群(53%),赤井川第1群(25%),戸門第1群(0.1%) 

赤井川第1群(98%),赤井川第2群(73%)

0.166 
0.250 
0.254

0.780

0.201 
0.076 
0.070

0.208

0.211 
0.081 
0.083

0.072

10.260 
2.236 
2.145

3.739

0.211 
0.081 
0.083

0.072

0.557 
0.994 
0.972

0.969

0.302 
0.249 
0.253

0.310

0.135 
0.009 
0.074

0.047

0.043 
0.019 
0.024

0.031

2.069 
0.370 
0.342

0.317JG－１ 

 Ｓｉ／Ｋ 
Ｃａ／Ｋ  Ｔｉ／Ｋ Ｍｎ／Ｚｒ  Ｆｅ／Ｚｒ  Ｒｂ／Ｚｒ  Ｓｒ／Ｚｒ  Ｙ／Ｚｒ  Ｎｂ／Ｚｒ  Ａｌ／Ｋ 

JG－1：標準試料－Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. ＆ Takeda, E. 1974 cpmpilation of data on the GJS geochemical  
           reference samples JG－1 granodiorite and JB－1 basalt. Geochemical Journal, Vol. 8 175-192（1974） 

原石産地（確率） 

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告
では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様
式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全く関係（相互チェッ
クなし）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合に
は常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。 
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Iii痒地） に一致し必要条件を満足したと占っても、 一致した悴地の原石とは限らないために、帰属確

率による判新を表 1の233個すべての原{J"群について行ない卜分条件を求め、低い確率で帰属された

原石群の原hは使用していないとして梢していくことにより、はじめて赤井Ill芹地の石材のみが使用

されていると判定される c 実際はRb/Zrといった唯 1個の変量だけでなく、飢述した 8個の変量で取

り扱うので変量間の相閃を考慮しなければならならい。例えばA原産地の A群で、 Ca元素と Rb元素

A群の石材でとの間に相関があり、 Caの惜を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、

作られた遣物であれば、 A詳と比較したとき、 Ca鼠が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。

したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、

ればならない。

この試料は A群に属していないと百わなけ

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変鼠統計の手法であ

るマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの T2采検定である c これによって、 それぞれの群

に帰屈する確率を求めて産地を同定する 5'C 産地の同定結呆は 1個の遺物に対して、黒耀石製では

233個の推定確率結果が得られているら今回産地分析を行った遣物の崖地椎定結果については低い確

率で帰屈された原産地の推定確率は紙廊の都合上記人を省略しているが、本研究ではこれら産地の可

、
_
'
)

4
E
d
-

東村武1言し1976)、産地打匡定における統計的手法。素古学と自然科学，出ク7-90

東村武偏 (1990),考古学と物哩化学。学生社

表 2 近野遺跡出土黒曜石製石器の元素比分析結果

生、、 ミ がなこレいこ t'r 詞 . t'い‘ 沖らこ f嶺JI TAん、、し‘ すなわぢ、赤井ill廂原石と

ぃ

9
近野遺跡出土黒曜石製石器の原産地推定結果

ロ
判定された遺物について、 カムチャッカ立ハ とかロシア、 ヒ附の遺昂ヽで されているハ およ

び北海i首刊涌拙域辛の凰石の可能件を考える必要がない結果で、 高い確率で 1司定された産地のみの結

果を衣 3に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3cm以上であるが、多数の試料を処理するた

めに、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。

のため、得られた遺物の測定値には、）ゞさな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラッ

キの範囲を越て人きくなる c したがって、小さな逍物の産地抑定を行なったときに、判定の｛言頼限界

としている0.1%に述しない確率を示す場合が比軟的多くみられる。

の欄の確率値に粋えて、 マハラノビスの距離 DZ乗の伯を記する c

この場合には、原什産地（確率）

この遣物については、記入された

D2乗の値が原石群の中で最も小さな D2乗値で、 この伯が小さい程、 遺物の元索組成はその原石群

の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、 そこの原石産地と考えてほほ間迎いないと判断

されたものである。今回分析した近野遺跡出土の黒晰石製石器 3個の中で、分析番号92960番は珪索

の含行量が非常に高く、分析した全元素の中で、註素の古める割合は約90%になり、黒耀石よりかな

り大きな割合になる c また、比重も 2,5で黒躍石より少し重く、考古学で言う碧玉の範圃に人ってい

る。 この厭材は級密で、貝殻状の剥離がみられる。碧玉も打製石器の原材として使用される。白泌逍

跡群では、興部廂の緑、黄、赤色碧玉が使用されている。 また、分析番号92961,92962番の石槍には

赤井川産原石が使川され、近野辿跡に北海道、赤井川産地地区の生活、 文化情報が原石の伝播にとも

なって、逆に近野遺跡地似の生活、文化梢報が赤井川地区に伝達していたと推測しても産地分析の結

果と矛盾しない c

参考文献

1) 烹科苦男，東村吠1言 (1975), 蛍光文競；今秤iEによるサヌガ,r石器の原奎地柑竺き (II),

考古学と自然科学， 8:61-69

2) 烹科哲男.東村武・！言，旅木差昌 (197'7), (1978), 蛍光X綜．分析法によ；；；吋翠力 1r百器の原産地推定（皿）， (fif〉。

考古学と自然科学， 10,11:53-81:33-47

ご） 藁科哲男.東村釦言 (1883), 右器原村の産地分祈。考古学と自然科学ら 16.59-89
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樹種 
番号 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

1 

2 

3 

4 

5 

6

炭1 

C-3 

C-1 

C-5 

炭2 

C-2
６層 

1･2層の層理面 

不明 

クリ 

カエデ属 

クリ 

不明 

クリ 

平安時代 

縄文時代 

縄文時代 

縄文時代 

平安時代 

縄文時代 

炭化材 

炭化材 

炭化材 

炭化材 

炭化材 

炭化材 

第Ｅ３号住居跡（ESI3） 

第Ｅ８号住居跡（ESI8） 

第Ｅ52号土坑（ESK52） 

第Ｅ52号土坑（ESK52） 

第Ｅ３号住居跡（ESI3） 

第Ｅ８号住居跡（ESI8） 

地区 樹種 状態 時代 その他 層位 遺　　構 

近野追跡lll

第 3節 E区遺構内出土炭化材の樹種

I 第 E3•8号竪穴住居跡、第 E 52号土坑から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 • はじめに

今回の分析調査では、近野遣跡 E区の縄文時代中期土坑・住居跡と平安時代の住居跡から出土した

炭化材の種類を明らかにし、当時の植物利用に関する情報を得る c

2. 試料

試料は、樹種同定用とされた炭化材試料 6 点（樹種番号 1~6 : 表 1) であるc

3. 分析方法

炭化材試料は、 3断面木口（横断面）．柾目（放射断面）・板目（接線断面）の割断面を作製し、実

休顕微鋭および走査型電子顕微鋭を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定するc

4. 結果

炭化材試料は、全

て落葉広葉樹で 2種

類（クリ・カエデ属）

に同定された（表 1)。

なお、樹種番号 lと

5は、木材組織が観

察できず種類不明で

あった。以下に主な解剖学的特徴を記す。

表 1 樹種同定結果

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1 - 4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状

に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 -15細胞高。

・カエデ属 (Acer) カエデ科

散孔材で管壁は薄く、横断廂では角張った楕円形、単独および 2-3個が複合して散在し、晩材部

へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥

厚が認められる。放射糾織は同性、 1 - 5細胞輻、 1 -40細胞高c 細胞壁の厚さが異なる 2種類の木

繊維が木口面において不規則な紋様をなす 3

・考察

近野遺跡 E区縄文時代土坑・住居跡と平安時代の住居跡より出土した炭化材を対象に、樹種同定を

行った。

縄文時代の第 E52号土坑出土炭化材（樹種番号3・4) の樹種は、クリとカエデ属であった。当該期

のクリの出土例は竪穴住居跡等から出土した炭化材等に多数認められており（嶋倉， 1979)、隣接す
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る三内丸山遺跡でも廃棄された炭化材等にクリが多く （鈴木ほか， 1998) 認められている。また同遺

跡の谷等で実施された花粉分析によれば、木本植物にクリ属が多い結果が得られている（辻， 1997)。

現在のクリが自然状態で純林を形成しないことなどから情木の保護などにより人為的にクリ林が作ら

れていた可能性や、若木を保護・育成すると共に収量の落ちた老木を伐採して様々な用途に利用した

可能性（千野， 1983) などの指摘もある。今回の阿定結果からこのような可能性について言及はでき

ないが、本遺跡では縄文時代中期頃クリが選択• 利用されていた可能性がある c 縄文時代の第 E8号

住居跡から出土した炭化材（樹種番号2・6) の樹種は、いずれもクリであった c クリは強度や耐朽性

に優れる材質であることから、住居構築材などに利用されていたことも考えられるが、炭化材の出土

状況などからも検証したい c

引用文献

暁合已三郎 (1979)音森市近野追跡から出土した炭化材の拐穫「青森毘文化財祠査靱告害第47槃 近野進跡発掘網査 (N) —青

森昆詑合連喜））公国進技町系発掘調査一」， p.321-323,W森展数育委貝会し

暁含已三郎 (1982)青森阜の進跡から出土した炭fじ材の相穫．青森阜埋蔵文化財祠査報告害第7隣i「馬場雁遵跡発掘祠査報告吝」，

p.284-285, 音森昆教育委員会．

全令木三男・前田純子・山田昌久 (1998)三内丸山速跡における炭化材相毬紐成解祈の試み．日本植生吏学会199雑司麦大会講演要

旨集， p.25-2&

千野裕造 (1983)縄文時代のク,;と築苓周辺植生ー南関東地方を中心に一東京都埋蔵文化財センター研究論築 II,p.25-42. 

辻 紘一郎 (1997)三内丸山を支えた生懇系．厨田庶博 ・NHK斉森放送局栢「月息文都市を振る 三内丸山から原日本が見える」，

p.174-1認,NHK出版

パ']ノ・サーヴェイ株式会社 (2000) 4. 柑柱同定八戸市埋商文化財詢査靱告詈第84集「ー東北縦言自喜））車迫関係埋蔵文化財

祠査報告寄 II-A首沢遵跡 毛合清水 (3)遵跡 大仏遵跡 ー浅水川河川改修事業関條埋蔵文化財詞査靱告吝一大仏遵跡」，

p.263-既り青森毘＼戸市教育委貝会．

1 a 1 b 1 C 2a 2b 2c 

1クリ（樹種番号 4) a : 木口、 b:柾目

2カエデ（樹種番号 3)

写真図版 1 クリ・カエデ続の顕微鏡写真
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8
 
 

9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54

E区 
 

E区
 

 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 

樹種 
番号 

調査区 

ESI26 
 

ESI26 
 

ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26

遺構名 

ET－208 
 

ET－208
 

 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－207 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208 
ET－208

グリッド 

1 
 
2
 
 
3 
4 
5 
6 
8 
9 
10 
12 
13 
14 
15 
17 
18 
20 
21 
24 
25 
27 
29 
30 
32 
33 
34 
35 
36 
46 
48 
54 
55 
56 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
73 
75 
76 
78 
79

床面 
 

床面
 

 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
2層 
2層 
2層 
2層 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
床面 
壁面 
2層 
2層 
2層 
2層 

サンプル 
番号 

35 
 

75 
－ 
40 
30 
－ 
－ 
30 
－ 
65 
2 
65 
22 
15 
30 
－ 
－ 
－ 
15 
45 
47 
30 
25 
35 
25 
10 
－ 
35 
30 
15 
11 
32 
12 
－ 
11 
23 
25 
25 
17 
－ 
－ 
－ 
15 
15 
50 
20 
23 
15 
35

トネリコ属 
トチノキ子葉 
クリ 
モクレン属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
トネリコ属 
トネリコ属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
トネリコ属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
サクラ属 
サクラ属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
ハンノキ亜属 
モクレン属 

層位 

 

樹　種 
 

板目材 
破片複数 
柾目材 
破片 
芯持ち板目板材 
柾目材 
板目板 
角材 
板目角材 
板材 
板目厚板 
板目板 
板目板 
板目厚板 
板目板 
みかん割り材 
板目板 
みかん割り材 
柾目板 
板目板材 
板目材 
柾目材 
板目材 
板目材 
板目板 
板目板 
板目板状 
板目板 
板目板 
板目角材 
板目角材 
板目角材 
板目角材 
板目角材 
柾目板 
柾目板 
板目板 
柾目板 
柾目板 
板目板 
柾目板 
板材 
 
板目板 
板目板 
追柾目 
芯持ち丸木 
みかん割り材 
板目角材 
柾目角材 

木取り 
形状など 

幅85㎜ 厚み20㎜ 芯部含む板材 
 
1年輪は1～1.5㎜ 
 
11と同一の可能性あり 
 
９と同一の可能性あり 
 
 
 
 
 
1年輪は約3㎜ 
1年輪は約2㎜ 
1年輪は約1～2㎜ 
 
 
 
 
 
 
 
厚み3cm 
 
32と同一の可能性あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直径4cm 
 
丸木破片、推定直径3cm

備　考 
（目測の年輪幅など） 

放射径 
(㎜)

－ 
 

46 
－ 
32 
18 
－ 
－ 
23 
－ 
43 
10 
14 
18 
12 
13 
－ 
－ 
－ 
12 
35 
47 
28 
12 
28 
9 
11 
－ 
10 
16 
6 
32 
17 
5 
－ 
5 
10 
7 
14 
8 
－ 
－ 
－ 
9 
11 
25 
7 
11 
－ 
－ 

年輪数 
 
 － 

 
1.63  
－ 

1.25  
1.67  
－ 
－ 

1.30  
－ 

1.51  
0.20  
4.64  
1.22  
1.25  
2.31  
－ 
－ 
－ 

1.25  
1.29  
1.00  
1.07  
2.08  
1.25  
2.78  
0.91  
－ 

3.50  
1.88  
2.50  
0.34  
1.88  
2.40  
－ 

2.20  
2.30  
3.57  
1.79  
2.13  
－ 
－ 
－ 

1.67  
1.36  
2.00  
2.86  
2.09  
－ 
－ 

年輪幅 
平均(㎜)

ESI26 出土クリ材の平均年輪幅：1.67㎜ 
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II 第E26• 42• 44号竪穴住居跡（平安時代）出土炭化材の樹種

柏田弥生（パレオ・ラボ）

1 • はじめに

ここでは、 E区から出土した平安時代の竪穴住居跡ESI26(48試料） ・42 (28試料） ・44 (20点）の炭

化材合計96点の樹種同定結呆を報告する c

当遺跡は浪館段丘の縁辺部に位置し、周辺は著名な三内丸山退跡をはじめ遺跡の密集地帯で縄文時

代から集落が発達している。各時期や各遺梢から出士した炭化材の樹種を明らかにすることにより、

集落での生活や生業に利用していた樹種（樹木）を知ることができ、その樹種構成などから森林の利

用や森林の経年変化（変遷）の関係を珂解する基礎資料となる。 建築材の調逹は数賢共に多いので、

当時の建婆材樹種の選択性と、森林の樅相を知るよい資料となる e ここで報告する焼失竪穴住屈跡は、

炭化材の残存状況が比較的良好であったことから、情報が取れる試料については、木取りや成長速度

の日安となる年輪数とその年輪幅を概数ではあるが記録した。

2. 試料と方法

同定は、炭化材の横断向（木口）を手で割り実体顕微鋭で予察し、次に材の 3ガ向（横断面．接線

断面・放射断面）の断面を作成し、走査這了顕微鋭で拡人された材組織を観察した。走査霞子顕微鋭

用の試料は、 3断面を 5mm角以下の人きさに整え、直径 1cmの頁鍮製試科台に両面テープで固定し、

試料を允分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子松製 JSM -T 100型）で観察

と写頁撮影を行った。

年輪数は、連続して五十数できた年輪数とその放射力 1旬の幅（材の肥大成長力柏J) を記録した。小さ

な破片となっていた試料や、保存が悪い部分が混在し年輸が連続的に数えられない試料は、実体顕微

鏡下の観察で平均的な年輪幅を記録した。

同定した炭化材の残り破片は、青森県埋蔵文化財センターに保管されている 3

3. 結果

同定結果の一覧を、表 1に示した。

3軒96試料から検畠された炭化材樹種は、針菓樹のアスナロ (2点）、落葉広菜樹のクリ (78点）．

モクレン属 (7点）・トネリコ属 (1点）・オニグルミ (2点）・サクラ属 (2点）・ハンノキ亜属 (1点）．

ニシキギ属 (1点）、合計 8分類群であった。このほかにESI26の床向からトチノキの呆実（子葉）が

検出された。

樹種構成

検出された針葉樹材はアスナロ 2点だけであり、落葉広葉樹材 (7分類群：クリ・モクレン属・トネ

リコ属・オニグルミ・サクラ属・ハンノキ曲属・ニシキギ属）が多く利用されていた。クリが78点で冗倒

的に多く、次に多いのはモクレン属の7点であった。そして、クリとモクレン属は 3軒すべてから検

出された c 従って、特にクリそしてモクレン属は、主要な建築材樹種として利用されていたと考えられ

る。
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表 1- 1 近野遺跡平安時代住居跡出土炭化材樹種同定結果
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55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82

E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 

樹種 
番号 

調査区 

ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42 
ESI42

遺構名 

FD－214 
FD－214 
FD－213 
FD－213 
FD－213 
FD－213 
FD－214 
FD－214 
FD－214 
FD－214 
FF－213 
FF－213 
FF－213 
FF－213 
FF－213 
FF－214 
FF－214 
FF－214

グリッド 

グリッド 

1 
2 
3 
6 
9 
14 
19 
23 
38 
39 
44 
46 
47 
48 
49 
54 
55 
62 

側板① 
側板② 
側板③ 
側板④ 
側板⑤ 
側板⑥ 
側板⑦ 
側板⑧ 
側板⑨ 
側板⑩ 

サンプル 
番号 

35 
27 
27 
31 
38 
23 
50 
20 
28 
30 
20 
－ 
30 
30 
20 
30 
30 
30 
23 
30 
－ 
－ 
20 
23 
23 
35 
23 
－ 

モクレン属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
モクレン属 
モクレン属 
クリ 
モクレン属 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 

壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 
壁面 

層位 

 

樹　種 
 

柾目板状破片 
板目板状破片 
破片 
柾目板状破片 
破片 
分割材 
芯持ち破片 
破片 
破片 
破片 
破片 
板目板破片 
破片 
破片 
 
破片 
角材か? 
分割材 
破片 
柾目板 
破片 
破片 
板目板? 
板目板状? 
板目板?破片 
柾目板破片 
板目板破片 
破片 

木取り 
形状など 

幅20㎜ 厚み40㎜ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１年輪は約3㎜ 
 
 
 
 
 
１年輪は約２㎜ 

備　考 
放射径 
(㎜)

－ 
12 
7 
17 
12 
11 
23 
6 
18 
13 
10 
－ 
23 
30 
－ 
12 
25 
26 
11 
18 
－ 
－ 
10 
10 
9 
21 
30 
－ 

年輪数 
 
 － 

2.25  
3.86  
1.82  
3.17  
2.09  
2.17  
3.33  
1.56  
2.31  
2.00  
－ 

1.30  
1.00  
－ 

2.50  
1.20  
1.15  
2.09  
1.67  
－ 
－ 

2.00  
2.30  
2.56  
1.67  
0.77  
－ 

年輪幅 
平均(㎜)

83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 

93 
 

94 
95 
96 
97 
98 
99 

100 
101 
102

E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 

E区
 

 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 
E区 

樹種 
番号 

調査区 

ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 

ESI44
 

 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44 
ESI44

遺構名 

C49 
C55 
C56 
C101 
C102 
C103 
C110 
C122 
C141 
C151 

C156
 

 
C157 
C158 
C201 
C231 
C314 
側板2 
側板14 
側板23 
丸木材2

7d(床面) 
7d(床面) 
7d(床面) 

7 
7 
7 
7 

床面 
床面 
床面 

床面 
 

床面 
床面 
7 
7 

床面 
壁溝 
壁溝 
壁溝 
壁溝 

サンプル 
番号 

37 
 

70 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

55 
45 
50 
 
 
 

25

クリ 
クリ？ 
クリ 
クリ 
クリ 
クリ 
オニグルミ 
オニグルミ 
クリ 
モクレン属 

クリ
 

 
クリ 
クリ 
クリ 
アスナロ 
クリ 
クリ 
クリ 
アスナロ 
ニシキギ属 

層位 

 

樹　種 
 

板材 
柾目板状 
角材 
角材 
角材 
板目板状 
角材 
板目角材 
床角材1 
床角材5 

床板 
(板目板?) 
床板 
床板 
角材 
柾目板状 
板材 
側板 
側板 
側板 
芯持ち丸木　　 

1～2㎜ 
1～1.5㎜ 
2㎜前後 
1～2㎜ 
2～4㎜ 
1～2㎜ 
 
 
1～2㎜ 
 

2～3㎜
 

 
2㎜前後 
 
2.5㎜前後 
 
 
2～3㎜ 
2㎜前後 

ESI42 出土クリ材の平均年輪幅：1.88㎜ 

ESI44 出土クリ材の平均年輪幅：1.92㎜ 

木取り 
形状など 

1年輪幅 
放射径 
(㎜)

23 
 

33 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 
43 
35 
 
 
 

33

年輪数 
 
 1.61  

 
2.12  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.50  
1.05  
1.43  

 
 
 

0.76 

年輪幅 
平均(㎜)

近野追飩lll

表 1-2 近野遺跡平安時代住居跡出土炭化材樹種同定結果
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産状・形状・木取り

ESI26の床面から出上した多くの板材はクリであった。クリ以外には、 トネリコ属（樹種番号 7・

25・26)・モクレン屈（樹種番号 8)・サクラ屈（樹種番号45・46) の板材が検出された c 墜面から出 t

した炭化材（樹種番号50) はクリであった C 2血から出tした炭化材の形状は、角材が多く、そのほ

かには芯持ち丸木・九木破片・みかん割り材であった。 2面から出上した炭化材に板材は不明であり、

板材か多い床面の出上状況とは異なっていた。 2価の樹種は、床面と同様にクリが多く、そのはかに

トネリコ属・モクレン属・ハンノキ属が検出された。床面の板材は床板や壁材で、 2面から出上した

炭化材は住居の骨組みに閃る構造材である可能性が折測される。 ESI26においてクリは、柾 H板・板

日板・みかん割り・芯持ち丸木・角材など様々な木取りや形状で使用されていた。

ESI12の競面側板10点は、すべてクリであり、板目取りが多い。クリの炭化材は、板目板・祉目板・

芯持ち破片・分割材など様々な木取りと形状が確認された。樹種番号71のモクレン属は、角材？のよ

うであった。

ESI44でも、板材ゃ角材そして大きな床板や側板などにクリが多く使われていた。樹種番号93-95

は隣接する床板で、すべてクリであったっ針業樹材のアスナロ 2点は、いずれも磋溝付近から検出さ

れ、板状の樹種番号97は北東隅の壁溝付近から出土し43年輪数が数えられる破片で、もう 1点は壁溝

の樹種番号101であった。オニグルミとモクレン屈は角材で、角材にはクリ以外の樹種も使用されて

いた。ニシキギ属は丸木であった。

クリ材の年輪頃

炭化材の横断面の一部分であり、実体顕微鋭下で観察し、連統して数えられる年輪数とその成長輻

を計り、 1年輪幅の平均値を記録した c

ESI26の31試料からけ測した各炭化材の平均年輪幅は、最小で0.20mm、最）ぐで3.57mmであり、炭

化材により輻があった。そして記録した炭化材試料の平均値は、 1年輪輻が1.67mmであった。

ESI42の20試料から計測した各炭化材の平均年輪幅は、最小で0.77mm、最大で3.86mmで、記録し

た炭化材試料の平均値は 1年輪輻が1.88mmであった。

ESI44ではある程度連続して年輪数が数えられる試料は 4試料と少なかった。 4試料の平均年輪輻

は、最小で1.-13、最大で2.50であり、平均1直は 1年輸幅が1.92mmであった。それ以外のクリ材もおお

よそ 2mm前後の年輪幅であった。

樹種記載

Jアスナロ Thujopsis dolabrata sieb. et Zurc. ピノキ科 図版 1 la -1r (97) 

仮道管・放射柔糾肱・樹脂細胞からなる針葉樹材。晩材の量は概して少なく、仮道管壁の肥厚は顕

著に見られない。早材部の分野墜孔は小さなヒノキ邸で、 1分野に 2-~6 個あり、 3 個以上の壁孔が

目立った c

オニグルミ Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldia11c, (Maxim.) Kitamura クルミ科

屁版 1 2a -2c (90) 

単独あるいは 2-3個が複合した中邸の管孔が除々に径を減じながら散在し、接線状柔組織が顕著

な散孔材。道行の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、チロースが顕著である。放射組織はほぱ同性または

上ド端部に方形細胞がある晃性、 tに3細胞幅である。

-297-



近野追飩lll

③ハンノキ属ハンノキ亜属 Alnus subgen. Alnus カバノキ科 図版 1 3a -3c (53) 

小型の管孔が放射方向に 2-数個複合して多数が分布する散孔材。道管の破孔は交1i.状、穿孔は階

段数が15~20本の階段穿孔である。放射組織は単列同性、部分的に犯合状のものがあり、道管との壁

孔は小さく交互状に密在する。

④クリ Castanea crena匂 Sieb.et Zucc. ブ ナ 科 図 版 14a -4c (IO) 5a (93) 6a (98) 7a (84) 

年輪の始めに大型の管孔が l~ 3層配列し、晩材では非常に小型の管孔が火炎状に配列する環孔材。

道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔、内腔にはチロースがある。放射組織は単列同性、道管と

の壁孔は孔口が大きく交互状である＾樹種番号84の晩材部の小道管は、分布数が多く、火炎状ではな

＜均ーに分布が見られたが、接線断面や放射断面の特徴はクリと同様であった。

屯こ〕モクレン属 Magnolia モクレン科 図版 2 9a-9c (92) 

小型で円彩の管孔が単独または 2-数個が複合して多数が分布する散孔材c 道管の壁孔は対列・交

万状から多くは階段状、穿孔は主に単穿孔であるが階段穿孔も見られ、内腔には水平や弧状のチロ—

スがある。放射組織は同性に近い異性、主に 2細胞幅、上ド端にガ形細胞があり、道管との壁孔は大

きく階段状または対列状に整然と配列している。

⑥サクラ属 Pnmus バラ料 図版 2 10a -IOc (46) 

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後は放射状．接線状・斜状など様々に複合して分

布している散孔材。道管の壁孔は交互状に密在し、穿孔は準穿孔、内腔にらせん肥厚がある。放射組

織はほほ同性、約 3細胞輻、道管との殿孔は小咆で密在する。

⑦ニシキギ属 Euonymus ニシキギ科 図版 2 lla-llc (102) 

非常に小型の特孔が多数散在し、年輪始めの管孔はやや人きく、年輪界では管｛しの径が減じ繊維細

胞が層をなし年輪界を明瞭にしている散孔材 c 道管の壁孔はゆるい交互状、穿孔は単穿孔、らせん肥

厚がある。放射組織はほぽ同性で単列である c

⑧ トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版 2 12a-12c (26) 

大型の行孔が 2-・3層配列し、その後は単独または 2個が複合した小型で厚壁の管孔が分布する喋

孔材。周囲状柔組織がある。道管の睾孔は小型で父圧状、穿孔は単穿孔であるっ放射組織は同性、 1 

-3細胞幅である。

4. まとめ

平安時代の住居跡 3件96試料からは、針葉樹のアスナロ、落策広葉樹のクリ・モクレン属・トネリコ

属・サクラ属・ハンノキ亜属・オニグルミ・ニシキギ属が検出され、特にクリが78点と最も多く検出された。

試料には壁向板材ゃ床板などを含む板材が多数含まれ、これらにはクリが最も多く使川されていた。

クリは板目板や柾目板などの板材以外にも、角材・芯持ち丸木・みかん割り材など多様な形状や木収り

で使用されていたことから、最も主要な建築材であったことが判った。また、クリ材が数贔共に豊富

で入手容易な建築材資源であったことも意味している。

クリは縄文肋代の代表的建築材として広く知られおり当地域一帯においても、当遺跡（嶋倉、 1979)

や、近隣遣跡の三内澤部遣跡（嶋倉、 1978)・ 三内丸山遣跡（吉川、 2002) などの縄文時代中期の住

居跡から多く検出されている〈弥生時代や古墳時代の遺物ゃ遣構は希薄で、集落の発逹は見られない
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ようであるが、半安時代に再び居住が行われ住居跡柑土炭化材樹種の報告も見られる。山田 (l993) 

の遺跡文献リストによると、当遺跡の平安時代住居内からはクリが多くそのほかにクルミ・ケヤキ・ト

チノキ・ニレ科が報告されている事が判る c 今厠調在した 3件の平安時代住居跡もクリが多い結果で

あっ tこまた千野 (1991) のリストによると、二内遺跡の平安時代住居跡では、クリが多い住届跡か

1件あるが、ここではスギとアスナロの針葉樹の利用が目立つようであるしまた当遺跡より沖館川上

流に所在する岩渡小谷(2)遣跡（高橋、 2001) でも、平安時代住屑跡の床直から出上した炭化材と柱

材はクリであった。当遣跡周辺の平安時代の住居跡では、縄文時代と同様にクリ材の多用傾向がみら

れ、平安時代においてもクリが股富に生育していたようである c

今回の調査ではクリの炭化材が多く出土した事から、断片的な計澗ではあるがクリ材の年輪幅を記

録した結果、 ESI26では平均年輪輻が1.67mm、ESI42では1.88mm、ESI14は1.92mmであった。およ

そ 1年輪が 2mm前後で、クリ材としては 1年輪幅がやや狭い材が多かった。この理由として、樹齢

が多く材の成長速度が遅くなった樹木の辺材部の材を利用した可能性や、人の腎理十渉が少ない自然

林中で樹木間の誂争関係の中で生育して来た樹木を利用した可能性、日照条件が悪い北側の材を利用

した可能性などが推測される。太田原 (2001) は、当遣跡より沖餡川上流に所在する岩渡小谷(2)遺

跡の平安時代の第 7り竪穴住居跡から出土したクリの柱材が、柾日取りの分割材で年輪数は125木以

上あり、年輪間隔は1.5-3 m m程度と比校的狭く、厭木の椎定直径は70-80cmの巨木であった事か

ら、平安時代においてもクリの巨木が利用されていて、また利用可能な巨木が遺跡固辺にル育してい

た可能性を指摘している。今厠の調壺結呆においても、クリ材の平均年輪輻は 2mm前後と比校的狭

い材部が日立ち、出上産状からもクリの板日材は）ゞ径木から製材されたと息われ、板日の一部の年輪

数だけでも 40年輪以ヒの試科（樹柿番号 8・15)があるなど、建築材として利用可能な）ゞ径のクリの

木が豊富であった可能性が類拙される。アスナロも、 43年輪を数える破片があり、樹齢の多い材が利

用されていた。
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表 2 近野遺跡E区第 E26・42・44号

竪穴住居跡の検出樹種

時期・遍楢 平安時代

坦 E算26ESI42 ESI44 
アダ：叉、ナロ 2 
クリ 40 ＇ふ4 14 
モタレン歴 C J 4 1 

トネ lJコ屎 4 
サタ・ラ忌 2 
9ゞ ，ンノ午亜厖 1 

オニ~ ダ｝レミ 2 
：：：'シ今苓鷹 1 
トチ Jキ（畏宴子葉＼ 1 

必ロふ "ロ'"l 50 認 20 

合計

2 
78 
？ 

4 
2 
1 

2 
1 
1 

訪

2 滋頁群が検出された試料がこつあり、合計は·~8 と

な・'>ている，；9



・,... av• 
'"'' •··• カ・＇

s;;;; 

'・°"" 
図 阪2浜"潰終E区位届終出.L哀'.t'l<t'l<tr.l.おの&:11:・.:.:子霰波頷写口

図阪1浜ff潰終E区位届終出.L哀'.t'l<t'l<tr.l.おの&:11:・.:.:子霰波頷写口
,,_,,,t. つI,:,l・o (≫: ・,a-・c;:サつラ I·• (<U: 

. ・,-. ・;: ニン...ギI·• (・c;: .,,_・,;: ヽ．？、」コI·• (ぶ•:

・,-・;: ア人ナu;,,: "ーむ：アニ'J""-;,,: .,,_.,,,,.,:, / ... 事I·•;,·;: ,:Q.lli五 ::l~lr..lli五 ;:!\tf,』1t五

<>-<;: つJ,・,: "'つ J;,・,:'"つ J柑む ； ,: つJ"ベ
,:、1/_.,.,r,子烹(~: ,:Qli五 ,:l~tr.lli五""!、llli五

::: 心 :::,I 



分類群 
オニグルミ 
アサダ 
トチノキ 
 
コシアブラ 

イネ 
 
 
アワ 
 
ムギ類 
アサ 
タデ属 
シソ属 
菌核 

ESI6 
カマド 

8 
6

 
1 
 

1.02

 
1 
1 
1 
3 
1 
 
1

 
1

 
 
 
 
 
 
 
1

3 6 
 
 
 
 
 
 
 
1

3 1 
 
 
 
 
 
1

 
 
 

122.45

5 
 

14 
1273.7

 
 
 

14.2

 
 
2 

925.51

 
 
6 

536.61 
1

 
 
 

111.31

 
 
 

121.76

 
 
 

275.26

ESI26 
 
1 
1

ESI26 
 
1 
2

ESI26 
 
1 
3

ESI26 
 
1 
4

ESI26 
 
1 
5

ESI26 
 
1 
6

ESI26 
 
1 
7

ESI26 
 
1 
8

内果皮破片 
果実半分 
種子完形 
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分類群 
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遺構名 
出土地点 
層位 
No. 
出土部位 

ESI26 
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頴果 
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穂軸 
種子 
果実破片 
果実 

4 1

遺構名 
出土地点 
層位 
No. 
出土部位 

分類群 
オニグルミ 
クリ 
トチノキ 

分類群 
オニグルミ 
クリ 
トチノキ 

遺構名 
出土地点 
層位 
No. 
出土部位 

ESI14 
地床炉 

1 
1

ESI14 
地床炉 

3 
4

ESI14 
地床炉 

6 
6

ESI14 
　 
4 
7

ESI29 
土器敷炉 

－ 

ESI29 
　 
1 

炭85

ESI45 
　 

掘り方 
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炉 
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2 1 1 3 
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1

 
 
1

1 3 
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－ 

ESI54 
炉 
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出土地点 
層位 
No. 
出土部位 
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第 4節 E区遺構内出土炭化種実

吉）I! 純子（古代の森研究舎）

1 • 概要と試料

近野遺跡は三内丸山遺跡に隣接する、縄文時代中期と平安時代の住居群からなる複合遣跡である。

各時代の住屑附堆積物に炭化種実が含まれていたことから、当時の植物利用を検討した。堆積物は担

当者により水洗選別され、炭化物が選別された試料を分析にあてた。試料は炭化物が混在している場

合もあったので実体顕微鏡ドで炭化材と炭化種実に分け、炭化種実は分類群別、出七部位別に同定計

数した Q ただし、 ESI6は土壌試料約310gを睾者が0.25mm目の飾で水洗選別したのち、残涜から実休

額微鏡で同定可能な炭化物を選び出し同定計数した。トチノキは完形種子の乾重を計量し、破片の重

量から推定出土個数を換算した。なお、炭化種実の試料は青森県埋蔵文化財調査センターに保管され

ている。

2. 縄文時代中期の選構より出土した炭化種実

表 1に縄文時代中期より出土した炭化種実の同定結果を示す c 出土した種類はオニグルミ、クリ、

トチノキの 3種類のみであった。縄文時代叶1期の炭化種実の出七はほとんど炉や炉固辺の床面である。

ただし、炉の附側で/-I',土しているのはESI14のみで、ほかは炉の周辺などに炭化種実が散在していた。

クリはESI29で 1個のみ出士し、叶測値は高さ 10.7mm、輻14.8mm、厚さ5.2mm、屹重0.31gであった。

オニグルミは全住屈より内果皮破片を出上し、住屈内で殻ごと持ち込まれ、利用していたと考えられ

る。トチノキは種子の炭化破片を出十した。炉は構造的に酸素供給がなされやすく燃焼が絶えない施

設という条件をふまえると、炉内堆積物には炭化物が残存しにくいと考えられる c したがって縄文時

代の炉からオニグルミ、クリ、 トチノキが頻繁に出土するのは、これらが観く燃焼しにくいため残り

やすかったこと、および食料残演を燃料として利用していたためと思われる。

表 1 近野遺跡縄文時代中期より出土した炭化種実

Jug/ans ailanthifolia Carr. 
Castanea crenata Sieb. et Zucc 
Aesculus turbinata Bl皿 e

Jug/ans ailanthifolia Carr. 
Castanea crenata Sieb. et Zucc 
Aesculus turbinata Blume 

3. 平安時代の遥構より出土した炭化種実

平安時代の 9-10匪紀と批定される住居跡より出士した炭化種実の同定結果を表 2に示す。木本で

は高木になるアサダ、コシアブラ、食用とされるオニグルミ、多贔のトチノキ、イネ、アワ、ムギ類

の穂軸、アサ、ウメのほか雑草のタデ属、シソ属を出土した。 ESI6ではカマドの中から食用にしたと

みられるトチノキ、イネ、アワを少星出土している c アサダの呆実、ムギ類の穂軸、タデ属は食用で
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はないと考えられるので、枝先や柴など雑草と一緒に持込み、焚き付けにしたと息われるぐただし、

アサダの材は鉄木ともいわれ、大変火がつきにくいので樹幹は燃料としていなかったと考えられる。

表 2 近野遺跡平安時代の遺構より出土した炭化種実

Jug/ans ailanthifolia Carr. 
Ostrya japonica Sarg. 
Aesculus turbinata Blume 

Acanthopanax sciadophylloides Franch. et Sava!. 

Oryza sativa L. 

Setaria italica Beauv 

Hordeum and/or Triticum 

Cannabis saliva L. 
Polygonum 
Perilla 

Prunus mume Sieb. et Zucc. 
Aesculus turbinata Blume 

Oryza sativa L. 

イネ、アワの出土数は少ないが頴が付着している種実が見られるため、食用として利用していた際

の生成物ではなく、焚きつけなどに穀類の穂を利用している際にカマドで炭化種実が生成されて焼け

残ったと名えられるこ，

焼失家屋とされている ESI26ではカマド以外の床而を覆う堆積物から炭化種実を出土した。炭化種

実はほとんどが住居中央の床而上下から出土しており、一部カマドと壁構からも出土していろ、：トチ

ノキ種子は完形種子だけで28個出七していること、仕居中央にまとまって出七していることから、炭

化破片となっているトチノキも燃焼時に完形だった可能性がある 3 トチノキは生でも乾燥でも利用さ

れる＾硯在では採集後のトチノキは乾燥させて何年でも保管しておき、乾燥して硬くなったトチノキ

は「皮をむく時は一と晩湯につけ、朝む<C あまりつけておくとむけにくくなる。 3年くらいのヒネ

でもどうもない。トチムキ石でたたくと身が出るで」（渡辺，1984) とある。したがって住居内で出t

したトチノキは採集直後とは 1限らず、保管してあった種fを食用とするため皮剥きの準備で住居の中

央においてあったところ、住居から出火しまとまった炭化種＋が生成された可能性が高い 表4はト

チノキ破片の乾重から完形の場合の個数を挟算した結呆で、当時仕居内に置かれていたトチノキの完

形個数は約980個以上と推定される c ESI26住居ではトチノキのほかに食用としてはオニグルミ、イネ

を出土した。これらのほかにコシアブラ、アサ、タデ属、シソ属を出土しており、アサは種fを香辛

料として利用していた可能性もあるが、コシアブラは呆実を利用しないとみられ、タデ属とシソ属は

いわゆる雑芹と考えられるため、薪や食品などに付着して持ち込まれたと考えられる。

4. 特筆すべき炭化種実の記載

アサダ：果実は長い水摘吼でやや扁平である。炭化状態ばやや悪く、先靖の逆刺状突起ゃ縦の筋は
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遺構名 

層位 

No.

ESI6 

8 

6
 
1.02 
0.2 
0.2

 
122.45 
27.2 
27.2

 
1273.7 
283.0 
283.0

 
14.2 
3.2 
3.2

2  
925.51 
205.7  
207.7 

6 
536.61 
119.2  
125.2 

ESI26 

1 

1

ESI26 

1 

2

ESI26 

1 

3

ESI26 

1 

4

ESI26 

1 

5
完形 
破片(g) 
換算個数 
推定総個数 

遺構名 

層位 

No.

ESI26 

1 

6 
 

111.31 
 24.7  
 24.7 

ESI26 

1 

7 
 

121.76 
 27.1  
 27.1 

ESI26 

1 

8 
 

275.26 
 61.2  
 61.2 

ESI26 

1 

なし 
1 
 
 

   1.0 

ESI26 

壁溝 

－ 
 

13.31 
 3.0  
 3.0 

ESI26 

床面 

－ 
1   

19.54 
 4.3  
 5.3 

完形 
破片(g) 
換算個数 
推定総個数 

遺構名 

層位 

No.

ESI26 

－ 

P878
 

6.25 
1.4  
1.4 

ESI26 

－ 

樹1
 

6.5 
1.4 
1.4

ESI26 

－ 

1
2  

603.67 
134.1  
136.1 

ESI26 

－ 

2
 

123.85 
 27.5  
 27.5 

ESI26 

－ 

－ 
3 

207.26 
 46.1  
 49.1 

完形 
破片(g) 
換算個数 
推定総個数 

ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26 
ESI26

遺構名 
床面 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
1層 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4 
4 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
－ 
1 
1 
－ 
－ 
－ 

レンジ 
平　均 

22.4 
23.0 
24.2 
23.9 
21.6 
26.5 
23.0 
24.2 
24.4 
26.7 
20.3 
22.6 
21.6 
21.3 
22.7 
14.7 
25.4 
18.8 
22.3 
17.7 
18.5 
14.0 
24.9 
23.2 
19.0 
24.0 
20.3 
23.3 

26.7－14.0 
21.9±3.1

2.08 
2.05 
3.14 
3.22 
2.45 
2.41 
3.19 
3.38 
2.69 
3.25 
1.13 
2.19 
1.63 
1.55 
1.98 
1.11 
1.74 
2.06 
1.43 
0.92 
2.38 
0.24 
1.67 
2.90 
0.76 
2.09 
1.25 
3.13 

3.38－0.24 
2.07±0.85

層位 No. 長径(mm) 重さ(g)
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残っていない。

ウメ：紡錘形で片側に深い溝があり、仝体に小さい孔と短い溝が散在する。

トチノキ：種皮はブナ科の果皮のような規則的な筋がなく、表面には破状もしくは指紋状の模様が

見えることがある。内側には筋がなく不規則なきわめて浅いおうとつの模様がある。子葉は表向に不

規則な浅い徽状の溝があり、表面から中心祁に向かって裂け目が入ることがあるが、たいていは不規

則に割れる。

コシアブラ：呆実は半楕円形で横断面はT字、ハリギリほど先端が突出しない。

アワ：内頴がついた状態の頴果と種子を出土した。頴呆も激しく炭化され、種子が膨れてはみ出て

いる e 内頴は波状のしわを密布する。種子の形はほば円に近く、基部にある胚は丸く小さい。

ムギ類：オオムギかコムギか区別がつかないが、穂軸を出土した。細長い逆三角形の基部が切れた

形で、果実がつく部分はやや湾曲している。

アサ：種子は縦にやや長い楕円形で、基部にやや膨らんだへそがあり、種子の表面、内面ともに平

滑である。

タデ属：果実は長さ 1.7mmの三角形である c

シソ属：呆実は基部が落くなっており、丸く、長さ2.4mmである。かなり大きいのでエゴマの可能

性があるが、表面の状態があまり良くないので種までの同定はできなかった。

表 3 平安時代出土トチノキ完形炭化種子計測値 表 4 平安時代トチノキ種子推定出土個数
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巳
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1 5 16 
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渡辺裁， 1984,視文時代の植物食碓山閣出版， 235p

図版 1 近野遺跡より出土した炭化種実

1オニグルミ、内果皮破片 (ESl45,4b層実ー1) 2アサダ、果実 (ESl6,8層） 3. クリ、種子 (ESl29,1暦，炭85)

4. ウメ、核 (ESl42,C-3) 5~7. トチノキ5種子 (ESl26,1暦5) 6. 子葉 (ESl26,1暦4) 7. 子葉破片 (ESl26,1 

層4) 8コシアブラ、果実 (ESl26,1層5) 9イネ、胚乳 (ESl26,1層5) 1 0ムギ類、穂輯 (ESl6,8層）

11, 12. アワ、頴果 (ESl6,8暦） 13アワ、種子 (ESl6,8暦） 14. アサ、種子 (ESl26,1層6) 15シソ属、果実

(ESI 26, 1暦4) 16タテ属、果実 (ESl6,8暦）スケールは1mm。
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33-0664 > Hematite - Fe2O3

35-0424 > Nepheline - NaAlSiO4

05-0490 > Quartz - SiO2

10-0393 > Albite - Na(Si3Al)O8

11-0695 > Cristobalite - SiO2

土器胎土（Ｂ） 

差分パターン（Ａ－Ｂ） 

土器付着物（Ａ） 
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強
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 (C
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5 
6 
7 
8 
9 
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試料 
番号 

B 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E

地区 出土位置 

BSI13SD1 
ESI24 
ESI24 
ESI24 
ESI25 
ESI26 
ESI26 
ESI27 
ESI31 
ESI44 
ESI44

層位 

堆積土 
1層 
1層 
カマド　1層 
3層 
1層 
堆積土 
3層 
2・3層 
Pit7　堆積土 
6c層 

種別 部位 分析項目 

製塩土器 
土師器(甕) 
製塩土器 
製塩土器 
製塩土器 
支脚 
土師器(甕) 
土師器(甕) 
製塩土器 
製塩土器 
支脚 

底部 
底部 
底部 
底部 
底部 
胴部 
底部 
口縁部 
底部 
口縁部 
胴部 

X線回折 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 
珪藻分析 

近野追跡lll 弟 3幸 臼然科学分析

第 5節 B・E区出土製塩土器の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 はじめに

近野遺跡は青森県青森市安田近野に所在し、特別史跡の三内丸山遣跡と隣接する縄文時代、平安時

代の遺跡である。本遺跡からは縄文時代の大型住居などが検出されており、平安時代の製塩上器、支

脚、甕などの遺物も、多量に出土している 3

本報告では、出土した製塩土器に付着した不明物質に関する情報を得ることを H的として、 X線回

折分析を実施する。また、製塩土器、閃連遺物および比較試料（土師器の甕）の内容物に閃する痕跡

検証を目的として、珪茂分析を実施する。

2 試料

X線回折分析に用いる

試料は、 B区第13号竪穴

住居跡外周溝より出土し

た製塩土器 (130-12『三

内丸山 (5)遣跡 1I・近野

遺跡刊』収録）の衣面に

付着する黒褐色を呈する

物質、計 1点である。不

明物質の表面は光沢感が

あり、発泡したような状態である。珪藻分析に用いる試料は、各遺構より出土した製塩士器 5点、士

表1. 分析試料一覧

製支脚 2点、および比較試料の土師器（甕） 3点の、計10点である。試料の詳細を表 1に示す。

3 分析方法

(1) X線回折分析

土器表面から付着物を採取し、メノウ乳鉢で微粉砕した後、アセトンを用いて無反射試料板に途布

し、 X線阿折分析試料を作成する。作成したX線回折測定試料について以下の条件で測定を実施する。

装償：理学竃気製MultiFlex 

Target: Cu (K a) 

Monochrometer : Graphite湾仙

Voltage : 40KV 

Current : 40Ma 

Detector : SC 

Calculation Mode : cps 

Divergency Slit : l 0 

Scattering Slit : 1° 

Recieving Slit : 0.3mm 

Scanning Speed : 2°/min 

Scanning Mode : 連続法

Sampling Range : 0.02° 

Scanning Range : 2-45° 

検出された物質の同定解析は、 MaterialsData.Inc. のX線回折パターン処珂プログラムJADEを用

い、該当する化合物または鉱物を検索する。

(2)珪藻分析

上器片を簡単に水洗したあと、ガラスビーカに人れ試料が浸る程度に蒸留水を加える。ビーカごと

超音波槽に人れ、数10分間超音波洗浄処理を行ない、上器片表面に付着した珪藻化石を物理的に剥離

させな洗浄液を検鏡に適する濃度まで希釈したあと、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍ある

いは1000倍で行い、メカニカルステージでカハーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分

以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種

の同定は、原口ほか(1998)、Krammer(1992)、Krammer& Lange-Bertalot (1986,1988,199la,199lb)、

Witkowski et al. (2000) などを参照する。

同定結果は、海～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類を

アルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イ

オン濃度 (pH) ・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示

す。そして、産出個体数100個体以上の試料については、出現率 2%以上の種類について珪藻化石群

集図を作成する。また、産出化石の保存状態にも注意し、完形殻と非完形殻を訃数しその出硯率を図

に併記する。土器の性格について検討する際には、海水～汽水生種については小杉 (1988)、淡水生

種については安藤 (1990)、陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、汚濁耐性については、 Asai& 

Watanabe (1995) の環境指標種を参考とする。

4 結果

(1) X線厠折分析

土器付着物から検出された鉱物は、石英(quartz)、曹長石 (albite)、クリストバライト (cristobali te) 

のほか、ネフェリン (nepheline)および赤鉄鉱 (hematite) と推定される鉱物である（図 1)。
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図 1. 製塩土器 (130-12) のX線回折図
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止水性種 
海水～汽水生種 

汽水生種 

淡水～汽水生種 
流水性種 

流水不定性種 

試
料
番
号 

製
塩
土
器 

3

4

5

9

10

6

11

2

7

8

支
脚 

土
師
器
（
甕
） 

Cyclotella stylorum Brightwell 
Delphineis surirella (Ehr.)G.Andrews 
Achnanthes delicatula Kuetzing 
Navicula salinicola Hustedt 
Navicula veneta Kuetzing 
Amphora montana Krasske 
Aulacoseira granulata (Ehr.)Simonsen 
Aulacoseira italica (Ehr.)Simonsen 
Aulacoseira spp. 
Cyclotella radiosa (Grun.)Lemm. 
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst 
Eunotia spp. 
Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt 
Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow 
Meridion circulae var. constrictum (Ralfs)V.Heurck 
Navicula contenta Grunow 
Navicula mutica Kuetzing 
Navicula mutica var. ventricosa (Kuetz.)Cleve 
Navicula spp. 
Nitzschia brevissima Grunow 
Pinnularia borealis Ehrenberg 
Pinnularia spp. 
Stauroneis borrichii (Pet.)Lund 
Stauroneis obtusa Lagerstedt

Euh-Meh 
Euh-Meh 
Meh 
Meh 
Ogh-Meh 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-unk 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-hob 
Ogh-unk 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-unk 
Ogh-ind 
Ogh-ind 
Ogh-unk 
Ogh-ind 
Ogh-ind

B 
 
D1 
 
S 
RA,U 
M,U 
U 
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O,T 
 
S 
RA,U 
K,T 
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RI 
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RA 
 
RI 
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塩分 流水 

生態性 
種　　類 環　境 

指標種 pH
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海水生種 
海水～汽水生種 
汽水生種 
淡水～汽水生種 
淡水生種 
珪藻化石総数 

凡例 
HR：塩分濃度に対する適応性 
Euh-Meh ：海水生種－汽水生種 
Meh ：汽水生種 
Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 
Ogh-hil ：貧塩好塩性種 
Ogh-ind ：貧塩不定性種 
Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 
Ogh-unk ：貧塩不明種 

 
ph：水素イオン濃度に対する適応性 
al-bi ：真アルカリ性種 
al-il ：好アルカリ性種 
ind ：pH不定性種 
ac-il ：好酸性種 
ac-bi ：真酸性種 
unk ：pH不明種 

 
CR：流水に対する適応性 
l-bi ：真止水性種 
l-ph ：好止水性種 
ind ：流水不定性種 
r-ph ：好流水性種 
r-bi ：真流水性種 
unk ：流水不明種 

環境指標種群       
B:内湾指標種，D1:海水砂質干潟指標種（小杉，1988）       
K:中～下流性河川指標種，M:湖沼浮遊性種，O:沼沢湿地付着生種（安藤，1990）       
S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（以上はAsai and Watanabe，1995） 
R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI:未区分、伊藤・堀内，1991） 
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(2)珪藻分析

結呆を表 2、図 2に示す。全般的に珪藻化ハの芹出が少なく、上器の性格について検証する上で有

意な昌の化hが帝出したのは、試料番号 2の L:.廿巾器（甕）と試料番号 9の製塩J:器の 2試料のみであ

った c それ以外は、 40個体以下と少ない。各試料の完形投の出現率は30100%と試料により異なって

いるし産出分頬群数は、合訃で15属21分類群である。珪藻化石が産出した試料番号 2と9は、陸上の

コケや上壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が約90%以上と優占

し、残りの約10%は淡水域に生育する水生珪藻である。これらの 2試料は、産出種の特徴も近似して

おり、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群のHantzschiaamphioxysが60-80%産出し、 1司じく

陸生珪藻A群のNavicula m utica、朽nnulariaborealisなどを伴う e これらの陸生珪茂は、土壌表面に

も一般的に生育することから土壌鈍癌とも呼ばれている (Patrick,1977)。また、淡水域に生育する水

生珪藻としては、湖沼や池沼などの止水域で浮遊生活する止水性種のAulacoseiraitalicaなどが産出

しになお、海水など塩分濃度の高い水域に牛育するものでは、汽水付着性のNavicula salinicolaが

試料番号 9からのみ産出した。

珪藻化石の少なかった試料番号3-8,10」1は、前試料で産出したような陸化珪藻A群のHantzschia

amphioxys、Nmlictl1amutica、Pinnulariaborealisなどが少ないながらも検出されるこまた、淡水域

に庄育する種としては、試料番号 8から湖沼浮遊性種群のAulacoseira granulata、試料番号10から止

水性のFragilariaconstmens fo. venter、沼沢湿地付着生種群のEtmotiapecli11alis var. miiw以戸産fl'i

する。湖沼浮遊性種群とは、水深が約1.5m以上ある湖沼環境を指標することのできる種群とされてお

り、沼沢湿地付着生種詳とは、沼よりも浅く水深が lm前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や

．、4=-叫-:i-,-1、II~'-"口 I a~i-=l I~ 戸 I a:J 

図 2. 各試料の珪藻化石群集

海水一汽水一淡水生種産出率．各種産出率．完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生

種の合計を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。

なお、＋は1001固1本未満の試料について検出した種類を示す。
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表 2. 珪藻分析結果

I I I 

更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見られることから、その環境を指標することができる種群とされ

ている（安藤，1990)。

塩分濃度の高い水域に生育するものとしては、試料番り4から内涜指標種群の Cyclotcllastylorum 

と海水～汽水生種のDelphineissurirel/a、試料番号 6から海水～汽水生種のDelphineissiirire/la、試

料番号10から海水砂質干潟指標柾群のAchnanthesdeliGJtulaが産出した。なお、内湾指椋種群とは、

塩分濃度35-26踪の内湾水中で浮遊生活することからそのような環境を指標することのできる神群と

されており、海水砂質十潟指標種群とは塩分濃度35-26~6。の砂底の砂に付着生育することからそのよ

うな環境を指標することができる種群とされている （小杉，1988)。

5 考察

(1) -t器付着物

土器付着物および土器胎土に合有される鉱物を X線阿折法により調査した結果、土器付着物に特徴

的に含まれる鉱物として、ネフェリン及び赤鉄鉱が推定された r 赤鉄鉱は、大然に筋する鉱物である

ほか、土器焼成時に素地粘上に含まれる水酸化鉄などが赤鉄鉱へと変化することによって生じる鉱物

でもあることから、付着物中に赤鉄鉱が存在することに関しては大きな疑間はない。しかし、ネフヱ

リンについてはアルカリ火成岩に生ずる稀少鉱物であり、本遣跡が所在する青森県、近接する秋田、

岩手においてはネフヱリンの窮地は無い C, さらにアルカリ長石が検出されていないことなどの鉱物組

-309-



近野造跡111

成上の特徴からみても、ネフェリンの存在については疑問が残る •O また、これに預似した 1口I折を示す

造宕鉱物として、他にオージャイト (Augite)、透師ィi(Diopside)、緑簾ィi(Epidote) などがあり、

さらに検討を要することから、小1!..4物質が付店していた土器胎土巨休について追加分析を行い、土器

胎土中のネフェリンの存在確認を行った（図 l中段）。

その結果、土器胎土には石災、曹長石、クリストバライトが含まれるが、土器付芥物で確認された

ネフェリンや赤鉄鉱と推定された回折は認められないことが判明した c さらに、両者のX線回折パタ

ーンについて、バックグラウンドを除去した後、強度倍率を変更し、菜人強度をホす石英 (26.6deg

(2 8)) で統一、若＋の角）文補止を施し、上器付着物にのみ見られる回折を差分パタ ーンとしてデー

タ処理した（因 1下段）。芹分パターンによるキ．要ピークの阿折角度（原了・面間隔）と利対強度は、

明らかにネフェリンと赤鉄鉱によるものであり、向鉱物がI:器1寸着物において特徴的に存在する鉱物

であることを支持する結呆となったc

以上のことから、 I3区第13号竪穴住居跡外紺溝より出十．した製塩十．器の付若物には、ネフェリンと

赤鉄鉱が含まれる，ただし、その由来は全くの未知であり、付著した経緯についても現時点で判断す

ることはできない 。今後の検討課題とし、追跡調企に期符したい，

(2)土器内の内容物批定

本遺跡から出土した製塩上器に白来すると考えられる上謡片を対象に、土器哀面に付許した珪深化

石種類について検討したc また、比較試料として、女脚や土師器（売）についてもITT)様な処理を施し

て製塩上器と比校検討した＂その結果、解析の基本となる珪深化石の含イ i状況についてみると、イi泣

な呈の珪深化石が産出したのは、装塩上岱では試料番号 9のみでその他の 4試料（試料番号 3-5、

10) は珪藻化石そのものが少なかったc また支脚では、試料番号 6、11ともに珪茂化石(/)茄出が少な

かった。 I'. 師器（甕）では、試料番サ 2から有意な塁の珪藻化石が産出したが、試料番サ 7、 8では

少なかった。

産出した珪渫化仕の内容についてみてみると、裂塩十．器では陸牛珪藻が多産することが特徴であり、

洵水に由来する化石が疸出した試料は試料番号 4、 9、10であったc この結果は、洵水に由来する珪

藻化石が秤無であった十．師器（売）と比べると有意な芹 と考える こと ができる c したがって、少なく

とも試料香弓 4、 9、10については、土器の中に洵水を汲んだかあるいは海産物を入れたなど、何ら

かの形で器而が洵水との接触があった可能性がある 。なお、支脚である試料番号 6からも洵水生種が

坪出していが これは製趾土器を火にかけて烈詰める過栓で海水が烈こ ぽれる などして、台と して使

用した支脚に付芯した u」能性がある r

今回の分析結果で、器柚を間わず多茄 した吐茂に腔生珪茂が挙げられる C lit生吐深の多くは、地表

面に一般的に生育している、上壌珪深とされるものが多かった。この ことから上岱が使）11される過程

で防生珪茨が上器表面に生育したか、地表に生育した上壌辻茂が上岱に付沿したか、ある いは上器が

押没する過程でl譲中からて次的にい榊表面に付着したと考えられる c また、 1年牛珪疾以外には、池

沼な どの止水域に牛脊する珪藻化石が[・.師器（甕）の試料番号 2と8、および製塩!・.器の試料番号 9

から産出したc 産出種の牛態的特長に基づく と、湖沼や池などから汲んだ水がこ れらの十．器内にあり 、

器面に付着した可能性もある 。
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第 6節

1. 

E区遺構内出土鉄滓の自然科学分析

JFEテクノリサーチ（株分析・評価事業部埋蔵文化財調脊研究室

はじめに

5
 

6
 

青森県青森市安川字近野に所在する近野遺跡において出上した鉄溶について学術的な記録と今後の

調査のための一環として自然科学的観点での調査を依頼された。調査の観点として、

成分分析、外観観察、

2. 

出上鉄滓の化学

ミクロ組織観察およびX線回折に基づき、資料の出発原料および製造工程上の

位置づけなどを中心に調査した。その結果について報告する。

調査項目および試験・観察方法

(1)調査項H

調在資料の記号、

(2) 調査方法

出土遣構・注記および調査項目を表 lに示す。

10 
11 
＿ 

10μm 

，
 

1 Cydotella stylcrum Brightwell (試料晋号4)

2 Cydotel/a radiosa (Grun J Le mm (試料番号9)

3 Au/aroseira italira (Ehr) S1 mon sen (試料番号2)

4 Delphineis SJrirella I Ehr) G Andrews (試判番号4)

5 Delphineis SJrirella I Ehr) G Andrews (試料番号6)

6 Meridian circulae var con stri ctu m (Ra Ifs) V He ur ck (試料番号2)

7 Amphora montanaKrasske (試料番号5)

8 Naviru/amuticaKuetz1ng (試料番号2)

9 Pinnularia訟 eaffsEhrenberg (試料番号2)

1 O Hantzschia amphioxys (Ehr) Grunow (試料番号2)
11 Nit;,schiaけevissimaGrunow (試判番号 9)

12 Achnanthes delicatu/a (Kuet z) Grun ow (試料番号10)

13 Achnanthes delicatu/a (Kuet z) Grun ow (試料番号10)

(i)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料童量の叶量は0.1gまで測定可能な電子天秤を使用した。各種試験用試料を採取する前に、資

料の外観を m m単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置や資料の種別等

は提供された文書資料に禅拠した。

着磁力調査については、直径30mmのリング状フェライト磁石を使用し、官能検査により「強・梢

強・中・梢弱．弱」 の 5ランクで、個別調査結果を表示した。 遣物内の残存金属の有無を金属探知機

（メタルチェッカーMC: metal checker) を用いて調在した。

図版 1 珪藻化石
紐）化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する JI S分析法に準じて行っている。

且

‘ 

8
 ，

 

5
 

6
 

11 

・全鉄 (T.Fe)

• 金属鉄(M.Fe)

炭素(C)

ニウム

・シリカ

化チタン

・カルシウム

：三塩化チタン凛元ーニクロム酸カリウム滴定法。

：臭索メタノール分解ー EDTA滴定法。

・酸化第一鉄 (FeO)

・酸化第二vFe,OJ

：燃焼ー赤外線呪収怯。

・ライム (CaO)、酸化マグネシウム (MgO)、酸化マンガン (MnO)、酸化ナトリウム (NぃO)、

マンガン (Mn)、リン (P)、銅 (Cu)、ニッケル (Ni)、 クロム (Cr)、ゥCs)、珪素 (Si)、

：計算。

クロム酸カリウム滴宗怯。

・化合水(cw.)

(Al)、バナジウム

(SiO,)、アルミナ

(v)、チタン

(TiO,)、酸化リン

(Ti) 

：カールフィッシャー法。

:rc:p祭光分光分析法。

(CaO)、酸化マグネシウム(ALO;)、酸化カルシウム

(P,OJ、酸化カリウム (K,O) 

(MgO)、

イオ

アルミ

二酸

：ガラスビード常光X線分析怯。

S =2/5 但しCaO,MgO, MnOは含有量に応じてICP分析法またはガラスビード蛍光X線分析法を選択3

(Ca)、マグネシウム (Mg)、酸化ナトリウム (Na,O)

なお、鉄倖中成分は、 18成分（仝鉄T.Fe、金属鉄M.Fe、酸化第一鉄FeO、酸化第二鉄Fe,0-1ヽ

：原子晩光汁心

図版 2 分析試料の外観 シリカ SiO,ヽ アルミナALO,ヽ ライム CaO、マグネシアMgO、酸化ナトリウムNa,O、酸化カリウ
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ムK,O、一酸化チタンTiO,、酸化マンガンMnO、酸化リン已o,、化合水c.w.、炭素C、バナジウ

ムV、銅Cu、コバルトCo) を化学分析している。

(iii)顕微鏡組織写真

資料の一部を切り /1',し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨（鏡血仕卜．げ）する。金属鉄はナ

イタール (5%硝酸ァルコール液）で腐食後に、鉄滓はそのまま研磨面を偏光歎微銚で観察しながら

代表的な断向組織を批）ヽして写貞搬彩する，顕微鋭組織および介在物（不純物、非金炭鉱物）の存在

状態等から製鉄・鍛冶上程の加上状況や材質を判断する。原則として100倍および400倍で搬影を行うc

必要に応じて実休顕微銃 (5倍-20倍）による親察もする。

(ior) X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、 X線を照射すると、試料に含まれている化合物の粘品の種類に応じ

て、それぞれに固有な）又射 (I川折）された特t4.X線を検出 (I刈折）できることを利用して、試料巾の

未知の化合物を同定することができる つ多くの種類の結晶についての椋正データが柊備されており、

ほとんどの化合物が同定される。

測定装骰 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RTNT-1500型）

測定条件

① 使用 X線

J> K /3線の除去

怠〗管電圧・管電流

'④ スキャニング・スピード

⑤ サンプリンゲ・インターバル

⑥) D.S. スリット

⑰〉 R.S.スリット

9⑧ S.S. スリット

⑲)検出器

Co-Ka (波長=1,79021 A) 

グラファイト単結吊モノクロメーター

48kV・200mA 

4.0°/min 

0.020" 

1・ 

0.3mm 

l 
0 

シンチレーション・カウンター

3. 調査結果および考察

分析晶査結果を図表にまとめて 7 頁~g 貝に示す。 表 1 に、調査資料と剥査瑣目をまとめた。表 2

は鉄滓資料(/)化学成分分析結果および表 3は鉄滓資料の X線回折結果をそれぞれぷす。

令資料の外観写真、鉄滓のミクロ組織写真およびX線回折チャートをそれぞれ図版 l~図版 3にま

とめて小す。

各資料の調査結果をまとめ、最も確からしい推定結果を最後にまとめる C 以下、資料の番サ順に述

べる。

資料番号 1 鉄滓（含鉄椀形鍛冶滓）、着磁力：稽強、 MC:有

外観：外観写真を図版 1に示すc総垂昏は 1170.0g、長径12.7cmx短径12.1cmX厚7.5cmc 2段の
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椀形鍛冶滓で上而はやや窪んでおり、水酸化欽の黄褐色を早し、下而には炉床の砂礫が食い込んでい

る。側面の亀裂に沿うように赤船色の水酸化鉄がにじむように洋き白している c 上而や側而は比較的

名磁が強く、下而は弱いc 写真上の右下側1/5部位にはMC反応はないが、他の部分は強いc 中央の 2

段液の卜側 (MC反応がある部分）からサンプリングした c

顕微鏡組織：鉄滓の組糀写真を図版 l に 1J~すこ写真の前血には繭玉状または樹枝状に連なったウス

タイトと、写真の背面には祖大化した短冊状のファイヤライトが観察される。ファイヤライト結品の

亀裂や粒間部を黒色のガラス質沖が埋めているぐ梢錬鍛冶沖に見られる組織を呈している。

X線回折：回折チャートを図版 2にがす。匝折鉱物には、ウスタイト (Wustite:FeO)、ファイヤ

ライト (Fayalitc:Fc,SiO.) およびウルボスピネル (Ulvospind:Fe, TiO,l、ゲーサイト (Goctllitc:a -

FcOOH)、アカガナイト (1¥kaganctitc:/3-FcOOH) と金屈鉄 (Iron:a-Fe) が同定されたcウスタイ

トとファイヤライトは顕微鏡組織の結果と •致し一(. いるが、ウルボスピ不ル、ゲーサイトと金械鉄が

Jill折されたc すなわち、砂鉄系成分（ウルボスピネル）の欽滓で、金属鉄が牛成する）又応段階の鉄滓

と推察される c

安応な銹化欽（ゲーサイト）とイ甚安定な銹化鉄（アカガナイト）が存在している 。

化学分析：鉄滓の化学成分分析の結呆を表 2に示すc全鉄62.9%に対して、ウスタイトは59.5%、

ヘマタイトは20.9%で、 Fe,O::とFeOの比率は26: 74で、シリカ9.3%では、平衡状態図（参考：鉄滓

の'l;_衡状態図を参照）のウスタイトの領域にあると見られる C・ しかし、化合水0.76%を含むので、金

属鉄 (M.Fe)の一部は銹化して、オキシ銹化鉄（ゲーサイト）にな っていると.JW察される。

沖中成分の指標となる造沖成分は 14.1%とやや低い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる一．酸化

チタ ンは1.1%を含むので、始発原料に砂鉄（チタン磁鉄鉱）を使）11した可能性がある 。また、鉄鉱

石に含まれる一．酸化マンガン (MnO) も0.06%と低いので、始発原料が鉄鉱石系（通常Mn0=0.75・-

4%を含む）を使用したとは特定できない J

方、本資料の裂造T程の位晋づけ として、医 1-3に示す。本資料は、砂鉄系精錬鍛冶滓グルー

プに属していると見られる c

したがって、本資料は、",!)精錬鍛冶1:程で庄成した鉄滓で、::含＼椀形精錬鍛冶滓と推定される c

資料番号 2 鉄滓（流動滓）、着磁力：無、 MC:無

外観：外観写真を図版 1に小す。総直品は11.5g、長径3.5cmx短径1.6cmx厚l.3cm.c.表1川が半ば

濡れたような滑らかな両端が欠けた流出倅である CI咀光というよりもやや鉄錯色の褐色を帯びている c

ド面には、床面の小さな砂が噛み込んでいる C 1則暉には箔びた鉄らしきものが噛み込んでいる。破面

は小さ な気孔が多数観察される c 沿磁、 MC反）心ともにない。イ寸沿滓（粘上材）を除いて半分をサ ン

プリングしたc

顕微鏡組織：鉄倅の組織写真を図版1に示す c 写良の前面には樹枝状に述なったウスタイトと ウル

ボスピネルの混晶が競察される C ファイヤライトおよびウスタイトは顕微鋭組織には観察されない，：

砂鉄系成分のウルポスピネルを構成する鉄沖と推察される。

X線回折：同折チャート を図版 3に示す。阿折鉱物には、ウルボスピネル (Ulvospinel:Fe,TiO.)、

ファイヤライト (Fayalite:Fe,SiO)、ウスタイ ト (Wustite:FeO) およびアノーサイト (Anorthite:
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CaALSLO,)、クリストバライト (Cristobali te:SiO,)が同定された）ウルボスピネルは砂欽を構成す

る成分であり、頴微鐙組絨観察の観察結果と一致する C• ファイヤライトとウスタイトは鉄滓を梢成す

る組織である c 一方、アノーサイトとクリストバライトは炉材を構成する成分である。砂鉄と炉壁材

が反応して生成した溶曲滓が、凝岡して析11¥した鉱物相を構成する鉄滓と推察される。

化学分析：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に小す c 令鉄37.5%に対して、ウスタイトは36.1%、

ヘマタイトは13.3%で、 Fe,O,とFeOの比率は27:73で、シリカ16.3%では、平衡状態図のマグネタイ

トとウスタイトの境界餓域に近いと見られる。

沖中成分の指標となる造沖成分は25.3%で、製錬沖としてはやや低い。砂鉄原料に含まれていたと

考えられる．．酸化チタンは23.2%と高いので、始発原料に砂鉄（チタン磁鉄鉱）を使用したと推察さ

れる。すなわち、イルメナイト系の磁鉄鉱石が遠元反｝心過程の初期段階で造滓材（炉壁など）と反応

し溶融牛成した鉄滓であるが、造滓材の溶け込みが少なくシリカ (SiO,)成分が低い。短時間で流下

したものであろう っ

方、本資料の製造T程の位席づけとして、因 1-3に示す。本資料は、砂飲系製錬滓グループに

属していると見られる。図 3では、結果は精錬鍛治滓の範疇から外れている。

したがって、本資料は、①砂鉄（チタン磁鉄鉱）系の製錬工程で生成した鉄泣で、②砂欽系製錬泣

と折庭される c

資料番号 3 鉄滓、着磁力：無、 MC:無

外観：外観写具を図版 2にぷす。総重呈は32.0g、誌径5.6cmx短径4.0cmx厚2.4cm。黒く小さな

突起が多くある資料である 3 突起の根元や衷側には明るい褐色の鉄錆色の部分が観察されふ令体に

軒く、鉄愕というよりは炉壁や粘）：が焼け焦げたように兄えるこ，中間部から分析試料を採取した。

顕微鏡組織：鉄沖の組織与真を図版2に示すc 与真の前面に、針状から細長い板状の組織が観察さ

れる。細長い針状の組織がシュー ドプルッカイトで、細い板状の糾織がイルメナイトと推察される3 写

史の背面は、ガラス質滓が坪めている。高チタン鉱石を始発原料とする製鉄の初期の鉄滓と見られる c

X線回折：同折チャ ー トを図版 3に示す。 同折鉱物には、イ ルメナイト (Ilumenite:FeTiOふ シ

ュードブルッカイト (Pseudobrookite:FeTi,O,l、ファイヤライト (FayaliLe:Fe,SiOJ、金属欽 (Iron:

a -Fe)が同定された。顕微鏡組織観察の結朱とほぼ一致している。

化学分析：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に小す c 全鉄24.5%に対して、ウス タイ トは83.9%、

ヘマタイトは24.9%で、 Fe,Oと FeOの比率は75:25で、シ リカ29.0%では、平衡状態図のク リストバ

ライ トの領域にあると見られる。

液中成分の指標とな る造滓）成分は44.1%と両い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる 一酸化チタ

ンは20.5%と高いので、始発原科に砂鉄（＋タン磁鉄鉱）を使JIJした可能性がある。すなわち、イル

メナイト系の磁鉄鉱石が速元反応過利で造悴材（炉壁など）と反応し溶融牛成した鉄悴であるが、造

沖材の溶け込みが多くシ リカ (SiO,)が高いご，クリストバラ イトと平衡するまで溶解が迎んでい ると

見られる。

方、ぷ食料の製造I府の位置づけとして、即 1- 3に示す。 本貴料は、砂欽系製錬i宰グループに

属していると見られるも凶 2下側の斜め直線は、最もデータ数が多い結米を示す。すなわち、イルメ
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ナイト系鉱石（イルメナイトとウルボスピネルの中間組成）が造滓材（炉壁など）と状態凶の液相線

温度1250--1350℃以上で浴解して、生成した鉄袢が凝固過程で固相として析出した鉱物糾成（イルメ

ナイト、シュードブルッカイト）を構成していると見られる。図 3では、結呆は精錬鍛冶滓の範疇か

ら外れている c

したがって、本資料は、 ，t砂鉄（チタン磁鉄鉱）系の製錬工程で生成した鉄液で、②砂鉄系製錬滓・

と推延される c

4. まとめ

本分析調査は鉄沖 3資料である。化学成分、顆微鋭組織およびX線同折の糾呆からまとめると、

1. 資料No.lは、 一．酸化チタンがやや低い (Ti0,=U3%)鉄沖で、チタン磁鉄鉱を始発原料とした

製鉄T程の後期、すなわち精錬T程で牛成した砂鉄系精錬鍛冶滓と推定される。金属欽が鉄滓中

に性かに観察されたが、その音〖は銹化してオキシ水酸化欽（ゲーサイト）になっているc

2. 資料・No.2とNo.3は、二酸化チタンが高い (Ti0,=23.2%、20.5%)鉄滓で、チタン磁欽鉱を始発

原料とした製鉄工程の初期に沿融生成した砂欽系製錬滓と拙定される 。

イルメナイト系鉱ィ［が反応過程で炉墜材と溶解（温度1250~1350℃で）生成した鉄滓（ガラス

質i宅が上成分）か、凝同過程で同相としてイルメナイト、シュードブルッカイトを析出した鉄滓

とffi'定される。
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ヘマタイト Hematite α-Fe2O3 赤褐色～赤紫色 

マグネタイト Magnetite Fe3O4 白青色、四角または多角盤状 

ウスタイト Wustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状 

ファイヤライト Fayalite 2FeO･SiO2 薄い青灰色、短冊状の長い結晶 

ウルボスピネル Ulvospinel 2FeO･TiO2 白色、四角～多角形板状結晶 

イルメナイト Ilmenite FeO･TiO2 白色、針状･棒状の長い結晶 

シュードブルッカイト Pseudobrookite FeO･2TiO2 白色、針状の結晶 

ゲーサイト Goethite α-FeOOH 白～黄色、リング状が多い。 

金属鉄 Metallic iron α-Fe 白色で光沢がある。 

鉱物名（英） 鉱物組織名（和） 化学式 偏光顕微鏡観察状況 

検体 

No.

1 

2 

3

1169.9 

11.5 

32.0

稍強 

無 

無 

有 

無 

無 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

資料種別・出土遺構 
重量 

ｇ 

着  

磁  

力 

Ｍ 

Ｃ 

反 

応 

外 
観 
写 
真 

化 

学 

成 

分 
組 

織 

写 

真 

Ｘ 

線 

回 

折 

鉄滓 

（流動滓） 

ESI 24　２層位 

鉄滓 

（含鉄椀形鍛冶滓） 

ESI 39　９層位 

鉄滓 

 

ESI 39　pit1　2層位 

註（1）資料番号、出土遺構、資料種別は提供の記載資料による。 

　（2）○は、観察・測定調査の実施項目を示す。 

　（3）MC反応とは、メタルチェッカー（金属探知機）による残存金属の有無を示す。 

 

T. Fe

C.W.=化合水、造滓成分= SiO2 + Al2O3 + CaO + MgO + Na2O + K2O

M. Fe FeO Fe2O3 SiO2 Al2O3 CaO  MgO Na2O K2O

1 

2 

3

62.9 

37.5 

24.5

2.00 

0.16 

0.55

59.5 

36.1 

8.39

20.9 

13.3 

24.9

9.31 

16.3 

29.0

1.96 

4.40 

8.55

1.30 

1.14 

1.95

0.53 

2.58 

2.79

0.24 

0.48 

0.91

0.79 

0.38 

0.93

26.0 

26.9 

74.8

74.0 

73.1 

25.2

資料 
No.

比率(％) 

 Fe2O3     FeO

TiO2 MnO P2O5 Co C.W. C V Cu TiO2/T.Fe

1 

2 

3

1.13 

23.2 

20.5

0.06 

0.66 

0.61

0.194 

0.244 

0.204

0.011 

0.019 

0.016

0.76 

0.18 

0.26

0.02 

0.04 

0.03

0.030 

0.15 

0.14

0.003 

0.004 

0.004

0.018 

0.619 

0.837

0.053 

0.028 

0.030

14.1 

25.3 

44.1

資料 
No.

造滓 

成分%
MnO/TiO2

近野追跡lll

5. 参考

(1)鉄滓の平衡状態図

FeO-Fe,O,SiO, 系状態図 (byOsborn and Muan) : Slag Atlas 

［ドイツ鉄詞協会] (1981) [Verlag Stahleisen] DUsseldorf, Fig. 106, p,76 

(2)鉄滓の顕微鏡組織について

鉄滓を構成する化合物結晶には、一般的に表のような鉱物組織がある。酸化鉄 (Fe,O.,、Fe,Oぃ

FeO)、一酸化ケイ索（シリカ： SiOJ、アルミナ (ACO) および酸化チタン (TiOJ を組み合せた化

合物（固溶休）が多く、これらは鉱物結晶は含有量にも依存するが、 X線回折により検出され確認で

きる。鉄滓中の低融点化合物がガラス相（非晶質）を形成することがあり、 X線回折では検出されない。

表 A 鉄滓の顕微鏡鉱物組織とその観察状況
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6. 図表・写真

・調査資料と調査項目

表 1 調査資料と調査項目（近野遺跡出土資料）

・鉄滓資料の化学成分分析

表 2 鉄滓の化学成分分析結果（％）
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1 

2 

3

鉱物記号：W（ウスタイト:Wustite‐FeO）,  Ｆ（ファイヤライト:Fayalite‐Fe2SiO4）,  

I（イルメナイト：Ilmenite‐FeTiO3）,  U（ウルボスピネル: Ulvospinel‐Fe2TiO4）,  

Ps（シュードブルッカイト：Pseudobrookite‐FeTi2O5）,  Go（ゲーサイト: Goethite‐αFeOOH）, 

Ak（アカガナイト: Akaganeite‐βFeOOH）,  Fe（金属鉄：Iron‐αFe）,   

An（アノーサイト：Anorthite‐CaAl2Si2O8）, Cb（クリストバライト：Cristobalite‐SiO2）,  

資料No. 資料の種別 

椀形鍛冶滓 

鉄滓（流動滓） 

鉄滓 

X線回折鉱物 

W, F, U, Go, Ak, Fe 

U, F, W, An, Cb 

I, Ps, F, Fe

製造工程の分類 

砂鉄系精錬鍛冶滓 

砂鉄系製錬滓 

砂鉄系製錬滓 

近野追跡lll 辛り
う弟 臼然科学分析

•X 線回折

表 3 鉄滓の X線回折鉱物と製造工程の分類
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近野遭跡出土資料No.1

椀形鍛冶滓

（砂鉄系精錬鍛冶滓）

外観写貞（下面）（卜．面）

顕微鍛組戦X60、 X 240 

(lcm=l70μm、40μm)

W (ウスタイト-FeO)

F (ファイヤライト—Fe,SiOJ

T.Fe=62.9%, Ti0,=1.13% 

造滓成分： 14.1 % 
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近野遺跡出土資料No.3 

欽滓（砂欽系製錬滓）

外観写真（下面）（上面）

顕微鏡組織 X 60、X24() 

(lcm=l70μm、40μm)

I (イルメナイトFeTi01)

Ps (シュードフ）レッカイトFeTLOJ

F (ファイヤライトFe2SiOJ

T.Fe=24.5%, TiOど=20.5%

造滓成分： 44.1 % 

f
l
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I
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ー

11
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近野遺跡出土資料No.2 

鉄滓（流動滓）

（砂鉄系製錬滓）

外観写真（下面）（卜．面）

顕微鏡組戦X60、 X 240 

じ（ウルボスピネル-Fe2TiO)

r (ファイヤライトre,SiOJ 
W(ウスタイト—FcO)

T.Fe=37.5%. Ti0,=23.2% 

造滓成分： 25.3% 

X線回折チャート（近野遺跡出土資料 No.1) 

ir.,11;1 

IQ XI 
II.IL」

図版 1 図版 2
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X線回折チャート（近野遺跡出土資料 No.2) X線回折チャート（近野遺跡出土資料 No.1、No.2、No.3)
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X線回折チャート（近野遺跡出土資料 No.3)
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図版3

図版 4
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(measured radiocarbon age)  　　　(Conventional radiocarbon age)

試料名 19170 No1-ESI03-C1    

測定方法、期間 AMS－Standard    

試料種、前処理など charred　material acid/alkali/acid

試料名 19171 No2-ESI03-C3    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid 

表１　試料データ 

Beta- 162499 1260±40 －27.6 1220±40

Beta- 162500 4440±40 －25.5 4430±40

試料名 19172 No3-ESK52-C1    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

試料名 19173 No4-ESK52-C5    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

Beta- 162501 3900±40 －24.9 3900±40

Beta- 162502 4420±40 －25.5 4410±40

試料名 23997 No28-ESI26-1    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid 

試料名 23998 No29-ESI42－10      

測定方法、期間  AMS－Standard      

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

Beta- 186349 1190±40 －24.5 1200±40

Beta- 186350 1200±40 －25.1 1200±40 

試料名 23999 No30-ESI44－49      

測定方法、期間  AMS－Standard      

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

試料名 25714 No49-ESI14－16      

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

Beta- 186351 1120±40 －25.7 1110±40 

Beta- 194377 4470±40 －26.7 4440±40

試料名 25715 No50-ESI22－27    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

Beta- 194378 4480±40 －26.3 4460±40

未補正14Ｃ年代（y  BP） 　σ13Ｃ（permil）　　　14Ｃ年代（yBP） 

近野追跡lll

第 7節 E区の放射性炭素年代分析結果
No.1659 

（株）地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

未播正14C年代

{yBP) 

14C年代

{yBP) 

tJ 13C (permit) 

麿年代

（同位体分別未補正） 14C年代 "measuredradiocarbon age" 

試料の 14C/12C比から、単純に現在(AD1950年）から何年前(BP)かを計算した年代。

（同位体分別補正） 14C年代 "conventionalradiocarbon age" 

試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/ 12Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

試料の813C値をー25(知）に基準化することによって得られる年代値である。

(Stuiver,M. and Polach,H.A.(1977) Discussion:Reporting of 14C data. Radiocarbon, 19を参照のこと）

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

試料の測定 14C/12C比を補正するための 13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差（知）

で表現する。

& 13C (%o) = --・ (13C/ 12C)[試料］一 (13C/12C)J標準］
X 1000 

(13C/ 12C)[標準］

ここで、 13C/ 12C[標準l= 0.0112372である。

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の 14Cの測定、サンゴのU-Th年代と
14 C年代の比較により、補正曲線を作成し、暦年代を算出する。 最新のデータベース（

"I NTCAL98 Radiocarbon Age Ca I i brat ion" Stu i ver et a I, 1998, Radiocarbon 40 (3)) 

により約19000yBPまでの換算が可能となった。＊

＊但し、 lOOOOyBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので、補正前のデータの保管を推奨します。

"The calendar calibrations were calculated using the newest calibration data as published in Radiocarbon, Vol. 40, 
No. 3, 1998 using the cubic spline fit mathematics as published by Talma and Vogel, Radiocarbon, Vol. 35, No. 2, pg 
317-322, 1993: A Simplified Approach to Calibrating C14 Dates. Results are reported both as cal BC and cal BP. 
Note that calibration for samples beyond about 10,000 years is still very subjective. The calibration data beyond 
about 13,000 years is a "best fit" compilation of modeled data and, although an improvement on the accuracy of the 
radiocarbon date, should be considered illustrative. It is very likely that calibration data beyond 10,000 years will 
change in the future. Because of this, it is very important to quote the original BP dates and these references in 
your publications so that future refinements can be applied to your results 

測’定方法などに属するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric :_液体シンチレーションカウンタによるf3ー線計数法

処理・調製•その他 試料の前処理、調製などの情報

前肌理 acid-alkali-acid : 酸ーアルカリー酸洗浄

acid washes : 酸洗浄

調製、その他

acid etch : 酸によるエッチング

none : 未処理

Bulk-Low Carbon Material : 低濃度有機物処理

Bone Collagen Extraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出

Cellulose Extraction : 木材のセルローズ抽出

Extended Counting : Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関 BETA ANALYTIC INC. 
4985 SW 74 Court, Miami, Fl, U.S.A 33155 

Radiocarbon DaUng R11pon Geo Science Laboratory 
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(measured radiocarbon age)  　　　(Conventional radiocarbon age

試料名 25716 No51－ESI37－20    

測定方法、期間  AMS－Standard    

試料種、前処理など  charred　material acid/alkali/acid

試料名 25717 No52－ESI45－3      

測定方法、期間  AMS－Standard      

試料種、前処理など  charred　material 

表２　試料データ 

Beta- 194379 4530±40 －26.5 4510±40

Beta- 194380 4530±40 －26.8 4500±40

試料名 25718 No53－ESI45－9      

測定方法、期間  AMS－Standard      

試料種、前処理など  charred　material

No.  1－ESI03-C1 
No.  2－ESI03-C3 
No.  3－ESK52-C1 
No.  4－ESK52-C5 
No. 28－ESI26-1 
No. 29－ESI42-10 
No. 30－ESI44-49 
No. 49－ESI14-16 
No. 50－ESI22-27 
No. 51－ESI37-20 
No. 52－ESI45-3 
No. 53－ESI45-9

第Ｅ 3号竪穴住居跡（ES13） 
第Ｅ 3号竪穴住居跡（ES13） 
第Ｅ52号土坑（ESK52） 
第Ｅ52号土坑（ESK52） 
第Ｅ26号竪穴住居跡（ESI26） 
第Ｅ42号竪穴住居跡（ESI42） 
第Ｅ44号竪穴住居跡（ESI44） 
第Ｅ14号竪穴住居跡（ESI14） 
第Ｅ22号竪穴住居跡（ESI22） 
第Ｅ37号竪穴住居跡（ESI37） 
第Ｅ45号竪穴住居跡（ESI45） 
第Ｅ45号竪穴住居跡（ESI45） 

図  84 
図  84 
図149 
図149 
図107 
図132 
図138 
図  19 
図  28 
図  41 
図  43 
図  43

Beta- 194381 4460±40 －25.4 4450±40 

未補正14Ｃ年代（y  BP） 　σ13Ｃ（permil）　　　14Ｃ年代（yBP） 

試料番号 図版番号 採取地点 

Bata-162499 
Bata-162500 
Bata-162501 
Bata-162502 
Bata-186349 
Bata-186350 
Bata-186351 
Bata-194377 
Bata-194378 
Bata-194379 
Bata-194380 
Bata-194381

近野追跡lll 弟 3幸 臼然科学分析

CALIBRATION OF  RAOIOCARBON AGE  TO  CALENOAR YEARS 

(Vatiahkst Cl3/Cl2°-25.5tlab. moll0I) 

Labonto,y nnmbett B,t,-162500 

Con ,entlonal eadlombon age, 4430士40BP 

2 s;,m, calibeated cesnlt" C,! BC 3330 to 3220 (Cal BP 5280 to 5170) ,nd 
(95 % p.oh,hllity) C,! BC 3180to 31611 (Cal BP 513● to51tl●) ,nd 

C,1 RC 3130 to 2920 (Cal HP 51180 to 487●) 

Intmeptdora 

Jote~eptsofrndlocachooagc 
with cslibrntioo cum, Cal BC 3080 (Cal BP 5030) aad 

Cal BC 3060 (C,I BP 50IO) ood 
Cal BC 3040 (Cal BP 4990) 

I Slgm, cobbrntcd ,csnht Cal BC 3100 to 3010 (Cal BP 5050 to 4960) 
(68% prnboblllty) 
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON A G E  T O  CALENDAR YEARS 

(Vanabh Ci3/Ci2"・27.6 lab. moJ,eJ) 

La borntoey a um bee, B,,a-162499 

ComnUonal eadloca『bonagec 1220士40BP 

2S屯maeslibeated molt, Cal AD 690 to 900 (Cal BP 1260 ,o 1060) 
(95% peob,bllity) 
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図 1 No.1-ESI03-C1 

CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE  TO  CALENDAR YEARS 

(Vadables Cl3/Cl2°-24.9,lab. muh•l) 

Labmto『yuumbec, Beta-162501 

Con≪ntion,l c,diombon ,,., 3900士40BP 

2 Sigma colibrnt,d mu! ヽ： Col BC 2480 to 2280 (Cal BP 4430 to 4230) 
(95 % pcobaMlity) 

fotccccptdat, 

fotccc,pt ofrndrnmboo ,g, 
with oolibrnttou cue,, Col BC 2430 (Cal BP 4380) 

I Sigma caltbrntod tesult Col BC 2460 to 2310 (Col BP 4410 to 4260) 
(68% prnb,bility) 
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図 2 No.2-ESI03-C3 

CALIBRATION OF  RADIOCARBON A G E  T O  CALENDAR YEARS 

(Y,ri,bles・Cl3/CJ2a-25.5fab.mcit"i) 

Labornto,y numbec, Beta-162502 

Con,entlon,J rndlombon age, 441●士4●BP 

2 Sigma calibrnted ceaulta, Cal BC 331● to 3230 (CaJBP 526● tu 518●) ,nd 
(95% prnb,blUty) Cal BC 311● to 2910 (Cal BP 5060 to 486●) 

fotccc,pt data 

fototcopt c,frnd(ocacbon age 
w(th cohbrnt(oo cum, Cal BC 3020 (Cal BP 4970) 

1 Sigma calibrntod ,osult Cal BC 3090 to 2930 (Cal BP 5040 m 4880) 
(68% p↓ obabili<yJ 
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO  CALENDAR YEARS 

(Variables C 13/C 12~-24.5,Jab mult~J) 

Laborntocy numb<ct Beta-186349 

Conventional rndiombon agcc 1200土40BP 

2 Sigma calibcated cemltst Cal AD 710 to 910 (Cal BP 1240 to 1040) and 
(95% pcobability) Cal AD 920 to 960 (C,l BP 1030 to 1000) 

lntmcptdat, 

Intcmpa of rndiombon age 
with calibrntion cum. Cal AD 810 (Cal BP 1140) and 

CalAD840(CalBP 1110)皿 d
Cal AD 860 (Cal BP 1100) 

l Sigma rnlibrntcd ccsultc Cal AD 780 to 890 (Cal BP 1170 to 1060) 
(68% prnb,bility) 
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO  CALENDAR YEARS 
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(Vanablesc Cl3/CJ2~-2' 」:lab. mult~J) 

L,bonte<y numbecc B,t,-186350 

Convention,! ndfombon ,gee 1200土40BP 

2 Slgm, c,libnted rnsultsc C,I AD 710 to 910 (C,I BP 1240 to 1040) ,nd 
(95% prnbabHlty) C,1 AD 920 to 960 (C,I BP 1030 to 1000) 

lntcmp1data 

fotmepts of radioca<bon age 
with calibrntioncumc Cal AD 810 (Cal BP 1140) and 

Cal AD 840 (Cal BP 1110) and 
Cal AD 860 (Cal BP I JOO) 

I Sigma calibrated result, Cal AD 780 to 890 (Cal BP 1170 tn I 060) 
(68% prnb,bility) 

Rcfmnm 

心加

叩
叩

m

D

m

 
n
 

"
c
 

珈

d
m
.
"
 

b

o

 
“
 

a

d

 

C

E

 

Afaヽ'''fi"A"''"''"c,,;orow、'""""'ぶ'"'"'"・, ,. ,,,,,,; c. m,. ,,,,,,,,,,. m,-,mm 

⑩

g

的

gi

4

4

4

4

 

4

4

4

4

 

£
g
)
3
●
§
§
窯
t-

(Variables: Cl3/Cl2~-26.3 lab multcl) 

L>baratory nnmber: Bcta-194378 

Convmtklnal radiocarbon age: 4460±40 BP 

2 Sigma calil>rated resul約： Cal BC 3340 to 3000 (Cal BP 5290 to 4950) and 
(95% probability) Cal BC 2980 to 2940 (Cal BP 4930 to 4880) 

In知匹ptdatl

Intercept of radiocarbon哩e
叩thcalibration curve: Cal BC 3100 (Cal BP 5050) 

1 s, □ cahbratoo results: Cal BC 3320 to 3220 (Cal BP 5270 to 5170) and 
(68% probab1hty) Cal BC 3120 to 3030 (Cal BP 5070 to4980) 
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

Beta Analytic Inc. 
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO  CALENDAR YEARS 

Beta Analytic Radiocarbon Dating Laboratory 
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CALIBRATION OF  Rゆ IOCARBONAGE TO  CALENDAR YEARS 

CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO  CALENDAR YEARS 

(Vanablcsc C13/Cl2~-26.5.lab multcl) 

Llborntocy numbe<e Beta-194379 

Convent印nalradiocamon age: 4510±40 BP 

2Sigmac曲 rated,esul1", Cal BC 33601o 3080 (Ca!BP 53101o 5030) and 
(95% probability) Cal BC 3060 1o 3040 (Cal BP 5010 1o 4990) 

In記n:eptda'1

Intcrccptsof, 叫1ocarbonage 
withcal1b,ation arrvec Cal JJC 3330 (Cal BP 5280) and 

Cal BC 3220 (Cal BP 5170) and 
Cal BC 3180 (Ca!BP 5130) and 
Cal BC 3160 (Cal BP 5100) and 
Cal BC 3130 (Cal BP 5080) 

1 Si!!)tlllcalibrat叫 result Cal JJC 3350 to3100 (Cal BP 5300 to5050) 
(6炉ん戸obability)
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CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE TO  CALENDAR YEARS 

(Variables, Cl3/CI2~-25.71ob mu1'~1) 

L,bo,,to,y numbec, Beta-186351 

Consentioaal <adfombon age, IIIO±40 BP 

2 Sigma rnlibcated mult, c,J AD 870 to 1010 (Cal BP 1080 to 940) 
(95% prnbability) 

lote,ceptdata 

Intmept of rndiombon ,g, 
with c,librntion cum, C,1 AD 960 (Col BP 990) 

I Sigma o,librnced ceselt c,1 AD 890 to 990 (C,t BP 1060 to 960) 
(68% prnb,bility) 
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(Va,, 曲lesC13/Cl2~-26 7:1曲.multcl)

Llborarory nnmber, 瞑 a-194377

Convmtional radiocarlton age, 4440±40 BP 

2 Sigma calibrated results, Cal BC 3340 to 3200 (Cal BP 5290 ro 5150) and 
(95% probabilify) Cal BC 3200 to 2920 (Cal BP 5150 ro 4870) 

ln~roq,tda1a 

lntecceptofr叫iocacbonage 
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試料番号 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02 

02

調査年度 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

Ｅ区 

調査区 

ESI26 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI36 

ESI52 

ESI36 

ESI36 

ESI42 

ESI42 

ESI42 

ESI42 

ESI42 

ESI44

遺構番号 

No.1 

No.1 

No.2 

No.3 

No.4 

No.5 

No.6 

No.7 

No.8 

No.9 

No.10 

No.11 

No.12 

No.13 

火山灰1 

火山灰付着甕 

No.1 

No.2 

No.3 

No.4 

No.5 

火山灰サンプル 

サンプル番号 

表１　E区火山灰試料 

表２　Ｅ区竪穴住居跡、火山ガラスのEPMAデータ 

ガラス及び鉱物 ガラスの帰属 特記事項 

1 

1 

7 

10b 

14 

16 

22 

1 

7 

11 

14 

16 

20 

 

2層上面 

床面 

1 

2 

5 

6 

15 

堆積土 

層 

FK-217 

カマド 

カマド 

カマド 

カマド 

カマド 

カマド 

FC-216

出土地点 

ガラス（pm、bw）、アルカリ長石、エジリンオージャイト、斜長石 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、斜長石、石英、ホルンブレンド（針状）、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

ガラス（pm、bw）、褐色ガラス（多い）、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱 

 

軽石粒子（1.0～0.5㎜） 

軽石粒子（1.0～0.5㎜） 

軽石粒子（1.0～0.5㎜） 

軽石及び岩片粒子（1.0～0.5㎜） 

軽石粒子（最大～2.0㎜） 

軽石及び岩片粒子（1.0～0.5㎜） 

軽石粒子（1.0～5.0㎜） 

軽石粒子（1.5～0.5㎜） 

岩片及び軽石粒子（～1.0㎜） 

岩片及び軽石粒子（～1.0㎜） 

岩片及び軽石粒子（1.5～1.0㎜） 

岩片及び軽石粒子（1.5～1.0㎜） 

岩片及び軽石粒子（1.5～1.0㎜） 

岩片及び軽石粒子（1.5～1.0㎜） 

 

岩片及び軽石粒子（1.5～1.0㎜） 

軽石粒子（～1.0㎜） 

軽石粒子（～1.0㎜） 

軽石粒子（5.0～1.0㎜） 

軽石粒子（5.0～1.0㎜） 

軽石粒子（1.0～0.5㎜） 

B-Tm 

To-H 

To-H 

To-a 

To-H 

To-H 

To-H 

十和田系 

To-H 

To-H 

To-H 

To-H 

To-H 

To-H 

To-a 

十和田系 

To-H 

To-H 

To-H 

To-H 

To-H 

To-a

pm：軽石型、bw：バブルウォール型、B-Tm：白頭山苫小牧テフラ、To-a：十和田テフラ、To-H：十和田テフラ。 

＊：EPMA分析を行った試料。 

白頭山苫小牧テフラ 

十和田aテフラ 

試料番号23 
Ｅ区 ESI26 

層１ 
B-Tm（a） 

最小 
最大 
平均 

標準偏差 

65.79 
69.55 
67.32 
1.03

 
B-Tm（a） 68.4

SiO2

0.21 
0.44 
0.35 
0.09

0.4

TiO2

14.29 
15.72 
14.89 
0.45

14.8

A12O3

4.20 
5.33 
4.97 
0.30

4.5

FeO*

0.00 
0.24 
0.11 
0.06

0.1

MnO

0.05 
0.24 
0.11 
0.06

0.1

Mgo

0.85 
1.27 
1.12 
0.12

1.0

CaO

3.68 
6.16 
5.62 
0.65

5.4

Na2O

5.17 
5.82 
5.53 
0.20

5.3

K2O

 
 

12

15

n

 
 

101.03

Total

 
 

WDS

WDS

EPMA

Machida（1999） 

試料番号23 
Ｅ区 ESI26 

層１ 
B-Tm（b） 

最小 
最大 
平均 

標準偏差 

74.40 
75.26 
74.83 
0.27

 
B-Tm（b） 75.3

0.05 
0.31 
0.15 
0.07

0.2

9.98 
10.60 
10.32 
0.23

10.7

4.18 
4.52 
4.33 
0.13

4.1

0.00 
0.15 
0.07 
0.06

0.0

0.00 
0.04 
0.01 
0.01

0.1

0.19 
0.37 
0.25 
0.06

0.3

5.16 
5.57 
5.37 
0.15

4.7

4.46 
5.16 
4.68 
0.20

4.5

 
 

10

19

 
 

99.32

 
 

WDS

WDSMachida（1999） 

試料番号26 
Ｅ区 ESI36 

層10b 
To-a

最小 
最大 
平均 

標準偏差 

76.01 
77.51 
76.82 
0.57

77.75

0.16 
0.42 
0.33 
0.07

0.36

11.99 
12.80 
12.45 
0.24

12.73

1.66 
2.04 
1.85 
0.11

1.62

0.00 
0.18 
0.08 
0.06

0.09

0.28 
0.55 
0.40 
0.09

0.38

1.64 
2.20 
1.97 
0.16

1.81

4.27 
5.11 
4.64 
0.26

3.90

1.28 
4.62 
1.45 
0.10

1.37

 
 

13

19

 
 

95.31

98.41

 
 

WDS

WDS青木・新井（2000） 

測定値は無水で100％になるように再計算した。FeO*全鉄をFeOとして計算した。’nは分析の点数を表す。 
WDS及びEDSは、それぞれ波長分散型EPMA及びエネルギー分散型EPMAを表す。 
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近野追飩lll 弟 3辛 い然科学分析

第 8節 E区火山灰分析

柴 正敏（弘誰大学・理工学部・地球環境学科）

0 2近野追跡より採集された、火山灰サンプル (22試料）について、以下の観察・分析を行った。

これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗し、粘上鉱物など数マイクロメーター以ドの粒子を

除去した後、偏）じ顕微鏡を用いて、火山ガラスの有無、火山ガラスが存在する場合にはその形態、構

成鉱物の種類を観察・記載した。その結果を表 1に示した。火山ガラスは、その形態、屈折率、化学

組成、共存鉱物などにより給源火山を拙定することができる （町田・新井、 2003)へ火llJカラスの化

学組成を決定する方法として、近年、電子プローブマイクロアナライザー（以 l・・EPMA) がもちいら

れるようになってきた r 本報告では、 4試料の火山ガラスについてEPMA分析を行ったc 使用した E

PMAは弘薗大学・理工学部所有の H本雷子製 JXA-8800RL、使用条件は加速電圧15kV,

試料電流 3X 10―)アンペアである。

ガラスの形態及び共存鉱物（表 1) により、試料23は、白頭山苫小牧テフラ起源のガラスよりなる。

本試料には、 B-Tmに特徴的なエジリンオージャイトが認められる。試料23について、火山ガラスの

EP~A分析を行った（表 2) 。表 2 から明らかなように、 9 成分の含有量について、既存の白頭 1廿苫

小牧テフラ起諒のガラス組成 (Machida、1999: 柴ほか、 2000) と良く一致する c 本追跡に産する白

頭山苫小牧テフラ起源のガラス組成は既存のデータと同様、二つの組成クラスターを持っている Q す

なわち、比校的肉厚で気泡径が中程度のガラスは、より SiO,tこ乏し <caoやK,Oに富み (B-Tm(a))、

一方、気泡径が）ゞきく良く発泡したガラスあるいは気氾径が小さく発泡度の低いガラスは、より SiO,

に富みCaOやK,Oに乏しい組成を持っている (B-Tm(b))。

試料26、37及び44の3試料は卜和田aテフラに対比される。褐色ガラスが多鼠に含まれることや、粗

粒な軽石粒子が存在することによって識別される。 EPMAによる分析結果（表 2) から、試料26のガ

ラス組成は、既存の十和田aのガラス組成と極めて良く一致する（青木・新井、 2000; 柴ほか、 2001)。

試料24,25,27,28,29,31,32 ,33,34,35,36, 39,40, 41,42、及び43の16試料は十和田八戸テフラに対比される。針

状のホルンブレンドが認められること、褐色ガラスが含まれないか、きわめて少ないことより識別で

きる c

試料:'30及び38は、ガラスの形態により十和田カルデラ起源と考えられるが、ホルンブレンドや掲色

ガラスが認められないことより、十相田八戸か十和田aかの区別が出来なかった。
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1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 
 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

近野Ⅷ 

近野Ⅷ 

近野Ⅷ 

近野Ⅷ 

近野Ⅷ 

近野Ⅷ 

近野Ⅳ 

近野Ⅳ 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

三内丸山283集 

上蛇沢 

14-Ⅱ 

22 

28-Ⅱ 

30 

37 

45 

3-Ⅱ 

3-Ⅰ 

301 

310 

369 

384 

420 

427 

433 

11

楕円形 

楕円形 

楕円形 

楕円形 

楕円形 

楕円形 

小判形 

隅丸方形 

不整円形 

楕円形 

－ 

－ 

楕円形 

－ 

楕円形 

－ 

3.81×3.36 

3.96×（2.46） 

3.8×（3.26） 

4.07×3.71 

3.2×3.16 

4.16×3.14 

5.5×3.3 

4.1×3.3 

4.25×3.6 

4.1×４ 

（8）×（5.2） 

－ 

3.84×3.3 

－ 

3.96×3 

－ 

10.2 

（6.4） 

（9.2） 

10.4 

7.3 

8.9 

16.6 

11.49 

11.83 

10.73 

－ 

－ 

10.43 

－ 

10.7 

－ 

48×38 

60×52 

75×69 

78×62 

69×66 

56×50 

64×45 

64×45 

75×60 

75×72.5 

90×65 

160×145 

82.5×52.5 

65×55 

58×52 

60×60

28 

18 

11 

6 

12 

9 

13 

13 

20 

12.5 

－ 

22.5 

15 

10 

22.5 

15

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅲ 

Ⅰ 

Ⅰ 

不明 

Ⅱ 

Ⅰ 

Ⅰ 

Ⅰ 

Ⅱ 

周堤炉・土器埋設炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

周堤炉 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ・ｅ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｄ式期 

中期前～中葉 

前期後半 

円筒上層ｅ式期 

中期中葉～後葉 

円筒上層ｄ・ｅ式期 

中期中葉以降 

遺跡名 平面形 住居跡規模（m） 規模（㎝） 床面積（㎡） No. 時期 炉形態 分類 深さ（㎝） 
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第 4章分析と考察

第 1節 縄文時代の遺構

1 縄文時代の竪穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は25軒で、拡張前の住居跡 3軒を含めると、 28軒である c 出上遺物から、円

筒上層 a式期 1軒、円筒上層 d式期 6軒、円筒上層 e式期11軒、円筒上層 d・e式期 3軒、中期中

葉・中期中葉～後葉・中期後半・榎林式期•最花式期各1軒、中期末 2 軒である（拡張前の住居跡を

含む）。主に台地中央の平坦地に遺構が集中しているが、縄文時代の竪穴住居跡同上の重複はみられ

ない c 以下、時期侮に特徴を列挙する。

円筒上層 a式期

ESI50の 1軒である。平面形状は楕円形で、規役は約 4mである。炉は、地床炉と士器埋設炉で、

作り替えが行われている。

円節J:層 d式期

平面形状は、楕円形・隅丸方形・隅丸長方形で、規模は 3m前後-4m前後である c 柱穴配置は 4

本柱 (ESI22・45)が多い。炉は、地床炉(ESI8・55)・ 土揺埋設炉(ESI12・49・55)・周堤炉(ESI45・22)

で、住屈中央に位置する c 付属施設やテラスを一方の住屈跡壁側に持つ。

円筒上層 e式期

平面形状は、隅丸方形で、規模は 3m前後-4m前後である。柱穴配罹は、不明なものが多いc 炉

は、土器片敷炉 (ESI9)、士器埋成炉 (ESIIO・14-II・14 -I・29・54)、）月堤炉 (ESI28-II・37)、

地床炉 (ESI28-I) で、炉は中央に位置する。付属施設は、 •方の住居跡墜中央に位置する c

円筒J::層 d・e式期・中期中葉・中期中第～後菓・中期後平

平面形は、円形・隅丸方形・楕円形で、規模は、 2-4m前後である。柱穴配置は、 4本柱 (ESI30)

のものがあるが、これ以外は不明である。炉は十．器片敷炉 (ESI32)、+器無設炉 (ESI52・58)、周

堤炉 (ESI30)、地床炉 (ESI18・38) であな日筒上層 d式期や円筒上層 e式期と 1司様、付属施設が

一方の住居隈中央に見られる。

榎林式期

ESI19の 1軒である。平面形は隅丸方形で、規模は2.67m、炉は地床炉である。

最花式期

ESI53の 1軒である。平面形は楕円形で、規模は約 4mである。
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中期未

ESI56の 2軒である。この住居跡は、床面を拡張しており、住居跡の長軸方向も若干異なる。杵穴

配置は 5~6 本である。炉は、地床炉（拡張後）と石組炉（拡張前）である。

周堤炉について

本報告で検出された住居跡の中で周堤炉は 6碁検出された。『近野遺跡w』では周堤炉が 1基報告

されている。県内では、縄文時代中期の集落跡は多数調査が行われており、そのなかで、竪穴住居跡

の検出数の多い時期が中期中葉である e この時期には様々な種類の炉が使用されているが、とくに全

時期を通じて多い地床炉・土岱埋設炉以外に、周堤炉• 土岱片敷炉の検出例が他の集落跡よりも多い

のが特徴的である。とくに周堤炉は近野遺跡と隣接する三内丸山遺跡で検出される以外、ほとんど盛

行していない。以下に検出例を概観してみる。

検出例・時期

近野遺跡で 7例、三内丸山遺跡で 7例、県南の五戸町上蛇沢遺跡で 1例が検出されている（下表）。

前期後半（三内丸山遺跡第384号住居跡）に現れ、中期中業以降（上蛇沢遺跡第11号住居跡）の間まで使用

された炉形態と考えられる c 最も検出例が多いのが円筒上層 e式期で、次いで円筒上層 d式期である。

平面形・規模

平面形は楕円形であり、規模は58~160cmである c 周堤輻は 1~6 cmである。固堤上部から炉底面

までの深さはIQ~25cm前後である。近野遺跡検出例では、とくに周堤部分が被熱していることが多い。

使用される粘土は、近野遺跡ではすべて白色粘土を使用している。

構築方法

二内丸山遺跡検出の周堤炉は報告書の平面図から、地山を周堤状に掘り残しその内部を浅く掘り＜

ほめる形状(I)が多い。近野遺跡検出の周堤炉は住居跡床面を掘り込んだ後、その上祁に浅く粘土を貼

付けて周堤状にするもの(II)と床面を掘り込んだ後、周堤部及び内部に粘士を貼ったもの (III)がある c

固堤炉は、以上のような検出例から、三内丸山追跡・近野遺跡周辺で主に盛行した炉形態であると

考えられる。周提炉に使用された粘土の胎土分析を行っていないため、あくまでも肉眼による知見で

あることをf承頂きたいが、この粘士は、基本層序v層下の灰白色粘土（山口2004) と思われる。こ
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縄文 
縄文前期 
前期初頭 
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～中期後葉 
中期後葉 
円筒上層ｄ 
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8 
7 
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1 
1 
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－ 
－ 
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1 
－ 

－
 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
1

隅丸 
長方形 

掘立柱建物跡と大型住居跡の主軸方向 
大型住居跡 

ESB 3

ESB 4
ESB 5
ESB 1
ESB 2

ESB 7
ESB 8

ESB 10

S

N

W

ESB 11

E

掘立柱建物跡と大型住居跡の規模 

（大型住居跡�期） 

（1：3） 15

5

0 5

10
（1：2） 

（大型住居跡�期） 

（掘立柱 
       建物跡） 

（
長
軸
ｍ
） 

（短軸ｍ） 
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の粘土は、谷地杉近辺で露出していることや、 C・Dいで確認された粘土採掘坑の採掘層であること

から、遺跡内で容易に採取できたと息われる c 同じようにご内丸山遣跡においてもこの低位段丘面に

は多くの谷が存在することから、 l司じように粘 Lの採取は可能と息われる。このようなことから固堤

炉は、中期中葉期の集落と立地に関連した炉形態であるという可能性も名慮しつつ、今後の資料の増

加に期待したい c

2 縄文時代の掘立柱建物跡

本遣跡では掘立柱建物跡が10棟検出され、逍物が出士しなかったESB5を除くとほば中期中菓から

後葉の時期に比定される c 本遺跡の過去の調査例では、同じ台地上で掘立杜建物跡以外に人型住居跡

（円筒上層 d式期～最花式）も検出されている。以前

から、大盟住居跡と掘立柱建物跡とは関連性が指摘さ

れており（中村1998)、掘立柱建物跡を概観すると共

に、大型住居跡との比較を試みた。

I!.: 地 掘立柱建物跡は、 E区内側の谷部に面した緩傾

斜地に 4基、 E区台地平坦面に 4基、 E区東側緩傾斜

地に 2基立地している。なお、台地中央平姐地は大き

く削平されており（第 1章第 4節参照）遺構が存在し

ているかどうか不明である c 大型住居跡は、 E区北側

中央絡の緩傾斜地 (G区）に立地する。

t軸方向 おおよそ 4つの方角に分かれる。 (ESB9 

は主軸が不明であるため、掲載していない。）

A 東西方向に主軸をとるESB1・2・4・5・11 

B 北東ー南西方向に主軸をとるESB3 

C 北両ー南東方向に主軸をとるESB7・8 

D 南北方向に主軸をとるESBlO、大型仕居跡

桁行・梁行の比率

大剋住居跡の梁行：桁行が概ね l: :~ であるのに対して、枷

V. 柱建物跡は 1: 2である。

柱穴規校平価形・深さ

柱穴の規模は、柱の抜き取りや建て替えによって上部が広く

掘りこまれている場合が多いため、底面の規模を用いて比較し

た。底面の平而形は円形か楕円形で、概ね円形が主休であるし

桁円形であるのは、 ESBllPIT6、ESBlOPIT6、ESB1 PIT 

1・4・6、ESB2 PIT 1・5、ESB7 PIT 1・4・6、ESB3 PIT 

3で、およそ掘立杵建物跡のI翡に位附するものであることが分

かるし底面の規模は径・長軸とも 34-SOcrnで、これは大型住居

跡でも同様の規模である ,C 確認面からの深さは掘立柱建物跡が
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最大で124cmに対して、大型住屑跡は最大で150cmであるc しかし、これ以外の平均値や最小値に大き

な違いはなく、 80~100cm前後が蔽も多い数値である。

柱痕 柱痕を確認した状況を述べると、 I.底圃に円形の落ち込みが確認されたもの、 II. 確認面や堆

積上中位で確認された柱痕、皿．上層断面に杜痕の痕跡がみられたものなど、検出状況に違いがあり、

柱そのものの規模や状況を現しているとは言い難いし Iについては、自重により落ち込んだ可能性が

あるものもあるか、明確に掘り込まれたと判断されるものもある。柱は卜靡端部をある程度加工してい

ると考えられ（猪狩200.1)、柱の太さをそのまま当てはめるには若干の間題がある。皿については、

雌積士の分層担当者の、意識によっていくらでも変容する要素をはらんでいる。条件に制約があるもの

の、確認された札痕規模は概ね20-30cmで、最大でESB7 PITlが径約50cmとなっている。各掘立柱

建物跡の柱痕と大捌住居跡の杜痕について大きな追いは兄られなかった，つ

建て替え 大型住居跡が梁行方向への拡張であるのに対し、掘立柱建物跡は桁行方向への拡張がみら

れる (ESB IO) C 掘立柱建物跡の柱穴の中には、内部に段をもつものや開口部が広がる柱穴が多く検

出されており、柱抜き取りに際して掘り込んだ痕跡と息われる。このような痕跡はESB1~4·7· 

9~11のほとんどの掘立柱建物跡で検出されている。

炉跡の打無 大型住居跡で検化された炉跡は掘立柱建物跡内部からは全く検出されなかったこ確認面

の高さも関係すると思われるが、少なくとも確認面の上面に約10cm程度プライマリーな堆桔のあった

ESBllでは検出されなかった Q

3 土坑

検出された士坑は総数144基で、 t坑堆積＿十から出士した縄文十器及び士師器によって時期決定の

根拠とした。土器は堆積土中から出土した破片が多く、遺構埋設時に混入したものが人祁分と想定さ

れる。ここで記載すろ土坑の時期は出土遺物から推定される最も近似する時期を表し、必ずしも使用

此期とは限らないことを明記しておく。出士遺物や重複関係から、縄文前期 5基、縄文中期86基、縄

文晩期 1基、細分時期不明の縄文時代 7甚、平安 6基、近枇以前 1基、時期不明38基に分けられる。

この内、最も多いのが縄文時代中期の土坑で、とくに縄文時代中期中業に柑当するものが大晶分であ

る。ここでは、縄文時代の上坑を形態別・ 時期別に

遣構数を表に示したこここでは、概要を記載する。

縄文時代前期

ESK78・89が廿i1期、 ESK122・139・146が前期初

頭である。前期初頭の上坑は平面形が方形で、規模

は一辺が1.88~2.52m、深さ86~106cmと本遺跡内で

は大咽の士坑である Q これらは、台地の中央部から

検出され、それぞれが近桜している。

細文時代中期

平面形は 1月形が最も多く、次いで、桁rリ形が続く c

このほか、不整楕円形、不整□形などが続く。規模

は径 Im未満のものが多い（、確認面が各検出場所に
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10m

GSI1

GSI2

GSI3

GSI4

GSI5
GSI7

GSI8

GSI10

GSI12

GSI13

GSI14

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｅ式期 

中期中葉 

前期初頭 

晩期 

GSI16

ESI14

ESB11

ESB10

ESB7

ESB8

ESB9

ESB4

ESB5

ESI8

ESB1

ESB2

ESB3

ESI9

ESI10

ESI12

ESI13

ESI16

ESI18

ESI19

ESI21

ESI22

ESI28

ESI30

ESI52

ESI45

ESI55

ESI56
ESI58

ESI29

ESI37

ESI50

ESK120

ESI32

ESI38
ESK100

ESK122
ESK146

ESK139

GSI9

GSI15

18m

14m

15m

16m

13m

19m

4m

16m

17m

15m

10m

11m

12m

ESI54

1/8000 40m

※とくに遺構名のないものは土坑 

ESI53
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よって異なるために、深さに関しては、バラッキが大きい。

このなかで、規模 (A: 1.5m以上のもの、

の他のもの）、出上遣物から、幾つかのタイプに分かれると思われる c

B: それ末満のもの）、平面形 (1 : 円形のもの、

平面形が口形で、規模が1.5m以上のもの (ESK52・58・62)

である。堆積上中に遺物が混人し、 ESK52堆積上にはレンズ状に

堆積した炭化材と焼上が広がっている。 ESK62は堆積上がほば掲色の上で埋め戻されている。

Al 

浙面形がいわゆる

A2 

は一般的に「貯蔵穴」と考えられる土坑の形状である。

平面形の規模が1.5m以上のもの

深さが浅く、断面形が一定でない土坑である。 ESK98は底面中央にピットがあり、その上部にはピ

ットの大きさとほぽ同じ土梱の腸部片が出土している。 ESK120bでは、 土坑の壁際付近の床面に剥

片の集積が検出されている。 ESK3では中央部に褐色土を貼った痕跡がみられる c 住居跡と断定でき

るような痕跡は見られないが、何らかの施設であった可能性も考えられるものである c

B 1 平面形が円形のもの

72基検出された。

「フラスコ形J

するための 1つとして、「墓J

ここでは遣構数が多く、用途を把握するのに明確な基準がないため、集落を概観

の可能性のあるものを検討してみる 3 堆積状況や遺物出土状況から特

徴的なものを抽出した。

・完形土器が出土したもの (ESK 7・23・141・152・153・154・155・163・165・175・182) 

• その他遺物が出土したもの

・人為堆積の様相を示すもの

(ESK 3・98・111・120 a・b) 

巾村1998や南北海道考古学情報交換会1999によれば、

2そ

これら

ている。

(ESK 7 

(ESK17・19・33・36・129・136・141・153・165・175) 

南北海道考古学情報交換会の条件

認定条件

（礫類）・ 155(有孔石製品）・ 163(土器片錘））

のこともある。⑪士城の埋め土（堆積状況）

これらの条件の当てはまるものがイコール土坑墓であるとは限らないが、

れらは、中期中葉のものが多く、

配置には規則的配置などはみられず、相関関係は不明である。

Il 2 

を除くと比較的浅い士坑である。断面形は、弧状になるもの

である。

土坑墓の基準として、いくつかの条件を述べ

\>

ここでは、上記にあげた土坑の条件に当てはまるものとして、後者の 4つの条件を挙げる。

⑤耳飾り・玉類などの装身具や第一の道具が底面から覆士中位にかけて出士した士堀。

参考条件 ⑦完形に近い土器や石鏃。石匙などの石器類が底面から覆土中位にかけて出土した土堀。

⑧磨石・敲石・石皿などの礫石器・敲磨器類が底面から覆土中位にかけて出土した土堀。礫は自然礫

とくに 2つ以卜の条件に

当てはまるESK7・141・153・155・163・165・175などは土坑募である可能性が高いと息われる c

土器型式が分かるのは、 ESK155・163のみである。これらの遺構の

平面形が楕日形・不整桁1-Y形・隅丸長方形のもの

全体形が分かるものは、 ESK24・37・95以外の遺構で、長軸54~112m、短軸36~82mで、 ESK169

(ESKIO・24・35・37・95・169・181) 

こ

(ESK37・95)、垂直に立ち上がるもの

゜

ロロ
・・・

分析と名察

c
 

い。
o
o
o
o
o

。

(ESK24・169)、内傾するもの (ESKIO・35・181)

縄文時代晩期

などが見られる。

ESKlOOの 1基を検出した。確認面から底面までが16cmと浅い土坑である。 （坂本） ） 
/; 応望¥¥¥)) N 

図203 縄文時代の遺構配置
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第 2節縄文土器

近野遺跡からは多数の縄文土器が出土した。時問的にも縄文時代前期から晩期まで及ぶが、上1本を

なすのは中期後半のものである。この時期に絞って、士器の共f半閑係、甜介的位附づけ及び今後の課

題について概観していくことにする c

(1)土器の共伴関係

ここでいう共伴関係とは、縄文時代の竪穴住居跡の床向・床向直I・.、上坑などの底面から出上した

複数の上岱を時間的な同時性を持つものとして把握する。これについては異論もあると思われるが、

議論を巡めるためにも、ここではそのように考えることにするっこのような贅料の他に、住居跡等の

堆積I:内に捨て場が形成され、同・陪位から出I:した I:器についても、廃棄の時点が同時か近いもの

と考え、共伴関係にあるものと考える e 以下、 I: 器のセット関係を見ていく（図204)。

第E4i'i号略穴住居跡では推枝十庁、特に 1Jpjを主体として十器が出十上、た。 1屈はさらに 1J吋に細

分されているが、堆禎状況や混入物から判断して人為堆禎と考えられるっ器形はやや丸みを帯びなが

らも比較的直線的に外傾して立ち上がるものと、凸さ 0)1/3-1/4で窄まるものがある。また、大きな

波状口緑と平縁があり、波状口縁では三又に分かれるものがある。文様は、肘下半まで粘土紐による

装飾を持つものと、口唇部付近のみのものがある c 前者には、波浪部から垂下する縦位区両があるも

のと 、無いものがある。本仕届跡からは、沈線によっ て施文された土器は出土していない・C

第E28号竪穴仕店跡では、上に 1・3層から上器が出土した。 1層は 自然堆積の状況を小し、出土

した上岱も破片のみである 。 3潜は人為堆積と考えられ、復元上器を含む上器が出上している。この

3暦から出上した上器では、倍形は体部中央付近で屈rttJしながら外傾して寸．ち I.がるものと、市¥I.気

味に立ち上がるものがある。波状口縁は第E45サ竪穴住居跡出 H:器に比べれば低い突起である J 文

様は沈線によって胴中央付近まで施文されるものと、ないものがある C 前者には突起部から垂下する

縦位区画があるものと、無いものがある。

第E54号竪穴住居跡では、炉から2個体の十点片が出十し［た。 ・0は大型の七器で、口唇部は 1角形

状の突起があり、粘十．紐ゃ原体押圧が施される c 胴部は地文施文後、横位沈線が密に施文される 3 も

う一つは、口唇部に緩い波状程度の突起が付き、原休押l千．が施される c 胴部は地文施文後、突起部下

に原体押圧が垂下する。押圧下端は緩いL字状に）州曲する。

第E32号緊穴仕店跡では、炉から 2個体の土器が出土した。器）［クは非常に緩く屈血しながらも、外

傾しながら戦線的に立ち上がるものと、底部から外傾して立ち、全体の向さの1/3~1/4で屈曲するも

のがある ) 2個体とも、 U唇部に原体押圧が施文され、胴部は地文のみの施文である。

第E10号竪穴住居跡では 2階から多品の上器が出上した。この陪は人為堆積の可能性が灼い。器形

は、底部から外傾しながら寸ちいがり、胴中央付近で屈曲し前病気味に寸つものが多い。II唇部は突

起状の波状n縁と、平緑がある。また、深鉢以外に壺形の破片も含まれる c 文様は、 n唇部では突起

部に粘1:紐、それ以外に）見体押圧が施文されるものの他に、波状口縁祁下に粘 I:紐を巡らせ、沈線状

の作みを作出したものや、平縁の口縁部に同様の罪みを作出 しX字状に 4区画したものがある。胴部

文様は沈線で胴中位まで施文されるものと、地文のみのものがある。前者は縦位区画があるものと、

無いものがある c壺形 I:器は、頚祁に橋状突起が付き、その部分から下に縦位に粘 I:甜紐が貼付されるc
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第E58サ竪穴住居跡では炉から 2個休の土器が出土したc いずれも緩い波状口緑で、胴中位下から

究まる器形である。文様は、やや肥厚したU唇部は無文骨となり、胴部は地文のみのものと、柚位区

両沈線下に波状の構成となるものがある。

(2)共伴関係にある土器群の年代的位置づけ

以卜．が竪穴仕居跡/I¥土土器の中で共伴関係として把捉できる資料である。これらの土栂群に阪って

日えば従来の土器編年（村越1974、三宅1981・1989) に照らして、第 E45号竪穴仕店跡/I¥土土岱は円

筒,-_層 d入、第E32号竪穴住居跡以外は、概ねII J筒 L層 e式となり、特にじ新しい見解はない"1'J筒

t層 e式とした 4軒の竪‘火住居跡出J.:.上器の中で、時r"り的な差異もあるものと思われるが、個体数が

限定されており、追梢ゃ出 Li笞位などの祖複関係においても、根拠を示しうるものではないため、こ

こではす舌して扱うことにする。

これに続くものとして、榎林式、最化式、大木10式併行の十．器群が設定されている。残念ながらこ

れらについて、今厠の調査ではれぞ資料や共伴関係にある十．器群は検出されなかった＾

(3)青森市西部域の縄文時代中期中葉から後葉の土器編年における問題点

調査例が限応されているとはいえ、肯森市西部は、県総合運動公梱、東北縦貫自動車道などの関係

で開梵行為・骸時期の兌掘調査例が多く、八戸diと並んで多 くの資料を提示できる地域である。当然

のことながら、両地域では該時期の土器様相に違いがあり、その様相を明らかにすることで、土器編

年や大木式土器の浸透過程が明らかになるはずであるっ

円筒土謡文化圏における縄文時代中期中策から後策にかけての上器群については、大木式土器との

接触・ 変容の過程が以前から問辿となっている。そもそも、この問辿の対象となる円筒L層 e式上

器・榎林式上謡は、（感佳的な感想ではあるが）出上数が多いように見えて、実際にはまとまって出

l'. した迫跡が少なく、個々の追跡で変湿を辿るのが難 しい状況にある。もち ろん研究が迎んでいない

臥ではないが、ために対象を広く取らざるを得ない（鈴木1998) ことも現状かもしれないc しかし、

十器紺年は原刷と して各地域で行われるのが埋想と考える c 増 して、南からの十．器文化の波及が明ら

かである以上、その到達過程にも時間芦、地域芹があることが予想され、 •律にとらえることには躊

踏する。鈴木氏の論考中でも、紺年偲は資料が豊富な南部地方に梨中するのはある意味で'''i然のこと

で、それだけに青森市の状況を明らかにすることを尚企者として甜切に感じる C・

悩205は従来の絹年案による朋式別の土器詳であるc 図中には、かつて報告された 土器（肖森県教

委1979) も、一連の集落なので参考として掲載した。また、実測図を優先して掲載したため、補完的

に近隣遺跡の三内丸山遺跡（村森県教委1999)、三内沢部遺跡（村森県教委1978) も扱った＾

ここで問題となるのが第E58号竪穴住居跡出上上器であ り、また、共伴関係事例には現れてこなか

った上器群である 。先に間漣の要、点を挙げておく 。

①円筒,._暦 e式上謡としたもののうち、文様構成が崩れた上器群の存在 (19~25)

②突起祁に渦巻文 、 ~fill 部に弧状線文が施文された r -.器群の存在 (26~29)

③『J形・弧状・懸垂文が施文される I・.器群の存在 (30~37)

①については、追梢外の記述において 、 19~21の十．器群を円筒上）~e 式とした 。 突起部への粘七紐

の貼付、口唇部への縄文押圧の手法は円筒十．器のものである。復元・図化した場合は22~25のように

なるのであろう c 原則として円筒上~d 式土器から文様モチー フ は継承されているのだが、円筒上屈
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e式としては何かしらの追和感がある 3 特徴としては、突起部から沈線が垂下し 4区阿するものと、

ないものがある c 区両があるものについては、コの字状にそれぞれモチーフが独立する。突起部間に

沈線で円）I多文が施文されるもの (23)があり、区両がないものにもそれが見られる (21)C 突起部に

沈線で渦巻文が施文されるものもある, 4区囲がないものでは、沈線による弧状線文が施文される c

これは円筒卜層 dAから顕著になるもので、円椅土倍の文様椙成の一つである c しかし、弧状に縦に

連絡するもの (20)があったり、最卜．位の沈線が水ヽI,:気味になるもの (22・25)がある。このような

上器群の存在は、 l'l筒 I・.層 e式上謡を理肝する I・.で、文様構成が崩れたものと考えられるだろう ，こ

れらがl'l筒 L層 e式の中にあって細分可能かどうか、 (1) で述べた第E58号竪穴住居跡出上上特が、

他の円筒上）苫 c式 I:器とどのような時間関係にあるかが課題となる。

②については、①と関連するものであるが、り瓜状綿文は円筒 l今．器の文様要素から発牛しうるもので

あることは先に述べた C 29のように胴部を 4区圃するものもあるが、 28のように密に施文されるもの

もある。口唇部は1111状沈線がめぐり、大木式の影霧が1〉に比べ強いことは確実である 。

③については 3つのタイプがある。 1は円形.i楠巻文が懸垂文と組合いそれぞれが独立するもの

(30-33)、 2は円JI彦・渦巻文が密になり、東束が長く仲びたようにお互いが連絡するもの (34・35)、

3は大振りな懸垂文が円形文と組合わされるもの (36・37)である C 34'35は三内丸由遺跡出土例で、

竪穴住届跡床而で共伴している。これら 3つのタイ プの時問的な関係がよく判らない。

〈i)~〔t)は、それぞれ相互についても時間的な関係を明らかにしていく必要があることは百うまでも

ないc 文様安索において客体的なあり方を小し、文様モチーフも 異なる以 卜．、大木式と同様の変遷過

程と軌を一にするかどうか判断は餅しい。それでも、特徴的な文椋妾素などから榎林人とした上器群

と、大木 8b式との対比を試みとして行ってみるc

門筒 1:器と人木式]・器の時間的関係については、上酒 d・e式と大木 8a式が併行することが知ら

れている（野森県教委1976、 •戸町教委1983、八戸市教委 1999、成 m2000、坂本2002な ど） c それ以

降については、宵森県内では榎林式が人木 8b式と併行関係にあるとされた（村越1974)。

近年、八戸 diでは松ヶ飴追跡・山長根逍跡の•辿の調査（八戸di教委1994·1995·1999~-2001) に

より、中期後半の資料が増加し、それに関するいくつかの論考も見られる（鈴木1998、小保内2004)。

特に、調企担当者である小保内氏によれば、遺構内や捨て場での共伴閑係を元にして従来の榎林式を

3分類し、このうち最も新しい段階の 3細分を予察している 3 大木式土器園内では以前から丹羽氏に

より大木 8b式が 2ないし 3細分されて（丹羽1981・1989)いる＾また、岩手県、特に盛岡市屁辺で

は当該期の共伴閃係や分磨資料が以前から知られており （宕手県教委1981、盛岡市教委1982)、 8b 

人が 3細分されている。小保内氏の 3細分（以 I;―小伽1村細分」と する）と盛1沿1市教育委日会での 3

糾分（以1,・ 「盛l泊j細分」とする）がそのまま併行するかどうか検討が必要であるが、上器の内容に若

十の地域的？な産異（注 l) はあるものの、両者の変透過程は似たものである。

盛岡細分では、 8b -1式はn縁部に開放的な横位 S字文、胴部に少呈の渦巻文を含む懸垂文、 8 

b -2式は口縁祁に前段に比べ閉鎖空間を作る密な渦巻文、胴部は人如りな渦巻文ゃ懸垂文、 8b -

3式は口縁部に無文帯ゃ4・8単位の渦巻文と楕円形文の組み合わせ、胴部は閉鎖的で密な渦巻文と

円形（格円形）の区画文、と要約できる。

小保内網分では、榎林式とした第11I群のうち 1類は、 大木 8aの新段階と併行する榎林式としてい
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るが、盛岡訊分の大木 8b -1式と見られる土器が入るツまた、円筒上｝悦 e式の系譜が強い士器詳が

上1本となっており、悛林式とは言えないものと考える（注 2)C 第III群 2類は盛岡細分の 8b -2式

に似るが、特徴的な連続する Y字 ・V字状懸謳文がある。第皿群 3類は盛岡紐分の 8b -3式に似る

が、前段の Y字・ V字状懸雨文は大振りで独布する。なお、小保内氏はこの第 1II 謂 3 類は 2~3 細々

分される可能性を小唆している 。

盛l測細分や小保1人」糸1l1分との併行関係の展望としては、前に問題点として挙げたうち②と③について

であるが、②の連続弧状文は人木:A..L特の中には見いだし得ず、日筒上僻の文様安素の発展・展開と

して考えられる。そして、小保内細分の第1ll群 2類に見られる連続する Y字・ V字状文に関連を見い

だすことができるのではないかと思われる。ただし、懸巫状の沈線が伴うのは稀である。その場合、

，，:3〉の 1とした）ゞ振りな渦巻又・円形文を施又する I皐．器が共伴する可能性がある C : 炉の 2と3は、今の

ところ細分できるか否か、共伴事例・屈位的事例がないため小明だが、 3の円形文と懸垂文が完全に

独立した施文法は、次段階の最化式 (38~40)への萌芽と言えるのではないかと考えているc

青森巾・四部にあっては、資料が増加しているとはいっても良好な資料に忠まれていないのが現状で

あがそのため、鈴木氏や三宅氏によって円箇士器(})概念や士器文化の変容過程が盛んに誠論された

吋期（鈴木1976、三宅1977)から、状況はそれほど進股したわけではない。今回予察的に五えば、小

保内細分第11I群 l類期に従来の円筒日．層 e式上岱に文様の文様椙成の変化が始まり、第11I群 2類期に

文様の変革と部分的 (u綜部）に大木式の文様施文が記芥し、第11I群 3類期に本格的に大木式の文様

施文が定許する、といった過程が考えられ、八戸市など肯森県南部や消井の己うむ手県北部域（酒井

1998) と時間的な差異はそれほどないものと見られる。ただし、文様構成・器形においては、青森県

南部以南とは異なった様相を見て取ることができる。具体的な内容については更に検討が必安である

が、現状としては以上のように可能性を含めつつ、理解することができるのではないかと考える。

以上、今後の検討諜題と f察を述べてきた c 繰り返し述べるが、八戸地域、盛岡地域との比較はあ

くまで各地の編年に照らした場合の ことで、本地域においては今後の調査でさらに明確にしていく必

要がある。それと共に、 今後良好な資料の増加を期待する。 （小笠原）

注

注 1 窃告者の小保内氏は、第皿群 2知から見られる Y字状懸韮文は人木式土器文化国では玉要な文様要素とはなっていない，

故にその発牛について注意されている ，

注 2 核林式か上研 c式かという議治のほかに、核林式は人木 8 b 式との併h関係にある土器群の筈で、例え乃~式刷の沌に当た

る十．器であるとしても、大木 8a式と榎林式の併行ll!J係は混乱を来す。迫に百えば、 上層 e犬（特に最終段I府I (/J型式観が曖

昧であるために起こった現象とも言える

なお、岡20ぶこ示した天゜測岡中、 22·24 ·39· 40は昭租54年 1•11 行の「近野遺跡 JV.I (百森児教委1979)、23・29・37は昭和52

年刊行の 「三内沢部遺跡」 （古森県教委1977)、28・32-36は平成10年刊行の「三内丸山達跡x」 （古森賑教委1999) からり,m 
した，．
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第 3節剥片石器

(1)近野遺跡 E区剥片石器の分類と掲載資料の選別について

近野遣跡 E区出上剥片石船総点数は6852点におよぶ。掲栽資料の抽出にあたり、縄文時代の遺構内

から出上している資料ならびに完形晶を優先的に選別した口不定形石器や破損晶についても製作技術

面で特徴的なものについて選別を行ったで実測図または写真で報告掲載した資料の総点数は 186点で

あな定形石器については平面形態から 12器種に大別し、器種師に細別類型を設定している。（図 4)

石材については明らかに珪質貞岩と名えられるものを担当者が選別し、それ以外のものについては柴

正敏先生（弘前大学理工学部）に鑑定を依頼した。また、黒曜石については簗科打男先生（京都大学

原子炉実験所）に原産地分析を依頼した C (第 3章第 2節）

(2)器種組成

E区全体の器種組成は下表のとおりである c 剥片、砕片、石核といった素材・残滓段階の石器を除

いた、道具として使用された可能性のある石器 (Tool) は総数800点出土している。その中で石鏃は

約11%、石槍、石匙、石箆、両極加撃痕跡のある剥片はそれぞれ約 2%を占める c 一方、二次調整の

ある剥片や微小測離痕のある測片といった不定形石器類は約 8割を古めている。以下、謡種類型ごと

の糾成、個別的特徴について逍構内出土逍物を巾心に記載を行う c 出t点数の後に記されている括弧

内の数値は大別器種総数に占める各細別類型の組成比を示している Q

E区出土剥片石器器種組成一覧

旦
石 嘉 畠 喜

宍f-H 両
錐 形 極

石 加
器 撃

痕
跡
の
あ
る
剥
片.

86 ， 18 14 11 4 14 

微
次 小
晶 剥
整 離
の 痕
あ の
る のキ

剥 る

片 胃

351 293 

剥 胃片

1178 4824 

互

50 ! 

石鏃 I a類： 2点 (2%)、 I b類： 15点

(17%)、 IIa類： 17点 (20%)、 IIb類： 47 

点(55%)、破損晶： 4点(5%)、未製品・

失敗品： 1点 (1%)、総数86点が出土し

ている。 69点を図示した、：第 E38号竪穴

仕屈跡では 3層で Ia類（図42-6) とIIC 

類（図42-7) が、第 E30号竪穴仕居跡で

は床面で JIa類（図37-2 i) とIIb類（図

37 -20) が共伴している c また、各類型の長輻1直を検討したところ、全ての類型で長さについては25

mmからfifirnmまで分散する 1姐向がみられる C Ip苗については IIa・h類では平均値がlfimm前後であるのに対

し、 I b類は幅の長い個体が多く、平均値は20mm~iJ後で石槍に近い。これらの中には小型の石槍 I 類

と機能的に近いものが含まれる可能性が考えられる。

石錐 I類： 2点 (22%)、 II類： 7点 (78%)、総数 9点が出上している。 5点を図示した。多くは

石鏃 IIb類と詞様の形態であり、先端に摩滅痕、微小剥離痕等の穿孔．刺突具として使用された痕跡

がみられる。第 E10号略穴住居跡から出土した資料（図14-37) は阿転穿孔により錐部に明瞭な括れ

が形成されている。錐部の株Ir雁径は約3.7mmである。

石槍 I類： 11点 (77%)、 II類： 2点 (ll%)、III類： 1点 (G%)、 W類： 1点 (G%)、総数18点

か出七している。 11点を図示した。定形石器の中では石銀に次ぐ出士贔である c 苓部を有する石棺

(II類）は黙曜石を素材としており、北海道地域で出土する「石鈷Jに形態が類似する。先端部の角

度が広く薄手であるため、刺突具としての機能以外に、切りわけや刈り取りなどに用いられた可能性
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も衿えられる。

石匙 I類： 10点 (71%)、 II類： 4点 (29%)、総数14点が出上している。 11点を図示した。 B区で

出上した横刃塵は EIX:では出Lしていない側縁に調繁加丁を施さず、剥片にノッチを加えてつまみ

部を形成しているだけのもの（図194-22・23) や一端を尖状に加上しているもの＼図47-46) など

がみられる 3 図193-16~18・21・24は腹而側に顕著な光沢が認められる」

h鉦 I類： 8点 (73%)、 II類： 1点 (9%)、 m類： 2点 (18%)、総数11点が出上している。全

て図示した。図194-25・27・28は刃部付近で光沢ゃ摩耗が面的に発逹する特徴があり、図194-27に

ついては刃部再生か行われている可能性がある。

巽形“器 4点出土しており、全て図示した。独鈷形をなすもの（図46-37) とノッチが鋸歯状に巡

るもの（図21-13・14) などがある。後者については切削具の可能性も考えられるが、確実な用途に

ついては不明である。

両極加撃痕跡のある最rJ片 14点出tしており、 1点を図ホしたc いずれも両極加撃が使用によるもの

てあるのか、素材獲得技術の現れであるのか識別困難な資料である。数度にわたり両極加撃が連続し

て行われており、特徴的な剥離面を布するものは全て本器種に一括している。

二次閾整のある剥片（イう定形石器） 350点出土しており、 13点を図示したし側縁に連続的な調整が

施されているもの (I文l35-58他）、石箆と石槍の中間形態のもの (I叉IT16 -l 7、図35-60他）、ノッチ

（図195-39他）などがみられる。これらの巾には掻器や削器、便宜的に竹られた不定形な道具、定形

わ器製作過程で何らかの理由により中断を余儀なくされたもの、失敗品、破担晶などが含まれている。

因31-39は先端祁が鈍角であるため本器種に含めたが、明瞭な笠部が形成されており、平面形態は石

柏 11類に近い。

微小剥離康のある剥片 293点出土しており、 19点を図示した。微小剥離痕の範囲は鋭角をなす—軋lj

縁に集中してみられ、無調整の剥片を刃器として使用したものが主休を古める e これらの中には偶発

剥離か生じた剥片や微細な一次調整が施された剥片も含まれる。

剥片・砕Jj・.u核 剥片1178点、砕片4824点、石核50点が出土している。石核 2点を図示した。第 E

29号竪穴仕居跡、第 E45号竪穴仕居跡では多量の砕片プロックが検出され、飾別によって堆積土中の

砕片を回収している。第 E120号上坑底面下位では埋設されたものと考えられる剥片(___:,次調整、微

小剥離痕のある剥片を含む）および砕片が45点出士している。

(3)器種組成の時期変化

竪穴住居跡出士遣物について、共伴する土器型式に基づき、 E区で主体をなす円筒日．層 d式期およ

び日筒上層 e式期のTool組成の変化について検吋した。各上器咽式期の剥片わ監出上総点数は、日筒

上層 a式期54(15) 点、 1-Y筒上層 d式期895(114) 点、 1-Y筒上層d・e式期442(16) 点、 1-Y筒上層 e

式期4298(228) 点、榎林式期42(16) 点、最花式期12(g) 点である 0 (括弧内の数値は剥片、砕片、

わ核を除いた Toolの点数を示す o) 円筒上層 d式期では石鏃15点 (13%)、石匙 2点 (2%)、石箆 l

点 (1%)、異形石辟 1点 (1%)、二次調整のある剥片,15点 (39%)、微小剥離痕のある剥片48点

(42%)、向極加撃痕跡のある剥片 2点 (2%)が、 rJ筒t鼻~e 式期では石鏃30点 (13%) 、石槍 8 点

(4 %)、石錐 3点 (1.2%)、石箆 2点 (1%)、異形石器 2点 (1%)、石匙l点 (0.5%)、二次調整の

ある剥片85点 (37%)、微小剥離痕のある剥片93点 (41%)、両極加撃痕跡のある剥片 4点 (1.3%)
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が出土している c 石槍の含まれる時期が円筒t層 e式期のみに限られるといった特徴かあるものの、

円筒上層 d式期から円筒上層 e式期にかけて剥片石器のTool組成に大きな変化はみられない。

(4)石材組成

E区出土剥片石器石材組成一覧

頁 玉 患 泥 凝 瑞 粘

岩 髄 曜 岩 灰 瑞 門類 石 類 石'" 

類 類

6627 84 68 29 27 6 4 

鉄 石
石 及
央丑

4 1 

石

羹
山
岩

1 

土右白

玉

1 

E区で出」:した剥片石器は珪質貞岩、硬質頁岩、

玉髄質頁岩等を含む頁岩類が全体の約96%を占

め、玉髄、焦曜石、泥佑類、凝灰岩類等の石材が

わずかに含まれる。玉髄・瓦馬扇は、石鏃ゃ圃極加

撃痕跡のある剥片等の小製の石器で多用されてお

り、原石素材の）eきさに応じた石材利用の結景が反映されているものと考えられる。第 E28り竪穴住

居跡堆積土では、酸化第二鉄（赤鉄鉱）に石英脈が認められる礫が 1点出士している）表面が粗くコー

クス状であるため赤色顔料索材の残滓である可能性が名えられる（児玉2002)c焦耀石製石器 2点につ

いては北海道赤}j: JI I産黒晴石が川いられている 2 いずれも形態的に石槍 lI類に近いものである。

(5)剥片生産

第E120号上坑底面下位より剥片42点、砕片 3点が迎設された状態で出土した。いずれも珪質頁岩

を石材としているが、灰色を主休とし、赤褐色の酸化斑がみられるものと黒色を主体とし、灰白色に

風化した楳面を有するものの 2つのグループが観察された。前者を母岩 l、後者を母岩 2とし、接合

を試みたところ、母岩 1で 1組、母岩 2で 5組の接合関係が確認できた。これらの接合贅料から近野

遺跡における剥片わ器化産技術の特徴についてまとめる。尚、索材剥片の作畠、調整加L、微小剥離

痕等の前後関係、素材の批移については工程図を写真図版に付した。

①接合資料の概要

接合資料 1 (屈166、写貞98) 3点の剥片で構成されている。平坦而をわずかに転移させ、薄手の

剥片を連続的に作出している。 3の正而には打点側から縦長の打而縁（頭部）調柩が加えられ、側緑

の内彎する部分には短い調整加工が不連続に施されている。

接合資料 2 (図167、写頁99) 7点の剥片で構成される。 17と22は索材剥片作出後に幅広で短い調

幣が加えられている。調整は礫面近くの灰白色風化部分に集中しており、質が悪く加工に適さない部

分の除去を口的としたものと考えられる。これは36や37にも共通してみられる特徴であり、素材剥片

作出後、半製品段階で加Lが停I卜されていたことをホしているっ 18と20は側緑に微小剥離痕がみられ、

無調整の剥片が便宜的な道具として使用された様fがうかがわれる。 21はコーンが主要剥離面に対し

て乖直に発達しており、無打面の状態である C 19と21は同一剥片であったが、主要剥離面の打点近く

に打撃か加えられ、分割されている。 21の腹面にみられる微小剥離痕は分割の際に生じた偶発剥離で

あなまた、 21を含む剥片はさらに腹血側からの打撃によって折断されている。 23には打点の確認で

きる「折断面」がみられる。

接合資料 3 (悩168、写真100) 5点の剥片で構成されている。 27と28は打点を伴う 9折断面Iによ

って分割されている。

接合資料 4 (~I 168、写真1001 3点の剥片で構成され、腹佃はリングの起伏が顕著であり、括れた

部分で「折れ」が生じている。直接打撃によって素材剥片の竹畠が行われている c

接合資料 5 (籾169、写真98) 2点の剥片で構成されている,32と33は同一の剥片素材であったが、
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広範な二次調整加工が施された後に「折断面」で分割されている 3 分割された33にはそれ以上の加上

が施されていないが、 32には側縁に対して垂直方向の打撃を加え、成形を行っている。大きさ、形状

から考えてh鏃の未製枯である叶能件が高い 0 32の調整は 9折断面二を打圃としているが、厚みを減

じることに失敗し、加上が停止したものと考えられる。

接合資料 6 (図169、写真100) 2点の剥片で構成されている L 風化した白色礫面近くの平坦な剥離

面を打面とし、連続的に剥片かとられている。いずれも剥離後の調舷は認められない。

②近野遺跡 E区における剥片生産技術

素材剥片の作出にあたり、母岩 1と母岩 2では異なる特徴がみられた。母岩 1の剥片資料では=!:要

剥離面のリップが顕著で打点の不明瞭な剥片が多い。打面は平坦部分を選択し、求心的な加撃方向に

一定するつまた、背面側には打面縁（頭音炉調整の痕跡が残る資料が多い。剥離閣始祁分の特徴が

（鈴木他2002) のV類に該当する資料が多く、軟質ハンマーで薄手の剥片素材が製作された可能性が

高いこ一方、母岩 2では打点が明瞭で刹離開始部分に顕著なコーンおよび同心円状のリングがみられ

るなど、（鈴木他2002) の I類に該当する資料が多く、硬質ハンマーが用いられている可能性が高い。

また、末端か蝶番状になるものが多く、多様な打角で加撃が行われている。

け岩 2の接合資料には]斤断面：で接合するものが多く含まれている。森山公ーは製作実験とガラ

ス板の断向観察を行い、逍跡から出士する折損部をもつ両向加_[石器の多くは「折損」ではなくむし

ろ「切断］によるものとの見方を示した（森山1978、1989)。阿f島香は］折断面」を打面とした調

躯剥離がみられる剥片について、意圏的に折断して成形されたものである uJ能性を指摘し、「折断調

整石器；という一群を仮称提起した（阿子島 1979)。この他、「折断面；については製作、使用時の

9破損」について検討を加えた小林博昭（小林1980、1983), 跨みつけによる遺物の損慟を検討した御

直島正（御棠島1994)、9折断」を複製実験で追試した吉田政行（吉田1996) らによって破損や損傷、

意図的な折断を含めて様々な視点で論じられている。今阿、母岩 2の接合資料で確認された「折断而」

については、剥片製作過程で偶発的に生じたもの、使川時の折損や埋没後の指偽等か含まれている可

能性を排除できないが、打点の確認できるものや「折断面」を調整打面とするものも含まれており、

成形技術として、意図的な 9折断」が適川されていたllJ能性が高いものと考えられるの

③第 E120号土坑底面下位出土資料の意味

第E120号士坑底向下位より出士した剥片石器は以下のような内容をもつものであった。 (i)二次調

整が加えられ、祖悲な部分を除去した半製晶段階の剥片が含まれている。②使用痕と考えられる微小

剥離痕が残されているものが含まれている c ③1妾合関係に欠落部分がみられる C (4)複数の低岩が認め

られる。以上を総合すると、第 E120号上坑底向下位から出土した剥片わ器は素材剥片および便宜的

な道具の備蓄であった可能性が若えられる c 母岩 1は付岩 2の上位でまとまって出士しており、両者

の製作された時期には若干の時間的前後関係が含まれている。ともに完全な接合体にならないことか

ら備搭から素材の取り出し、活用が行われたものと考えることができる。したがって現在確認されて

いる剥片、特に母岩 2の賽料については選択されなかった素材が残っていることになり、負の選択を

反映するものといえるつ （斉藤）
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第 4節礫石器

礫-0・謡は総計363点出L した 8割が遣構内から出Lしたものだが、縄文時代と平安時代の遺構が

集中し、重複もしているため、石器の形状と出上位置から明確に縄文時代のもの、平安時代のものと

比定できないものが多数あるッ縄文時代に相当するもの185点、平安時代に相当するもの100点、時代

不明のものは78点に区分される。ここでは時代を問わず器種綽に記述したあとで、縄文時代の様相を

まとめる。

府製h斧 24点出土した c 形状は墓部に向かい収束し、左右対称なものがほとんどであるい図196-3 

のように乳棒状のものは稀である。形状を問わず、岱面は「寧に研磨されているが、成形時の敲打痕

ゃ掠切痕が残存する箇所もある。大きさは12cm前後のものが主体である。幅 2cmの小型磨製石斧は 2

点出七した 石材は凝灰岩類 1)8点、粘板胄類 2) 5点、輝緑岩 4点、安由岩 2点、閃緑岩 2、点のほか

に、片岩、砂岩、花岡岩も使用されている。花渦岩は石質鑑定の結呆、青森市東部の東語産の可能性

か高いものであった。

磨製石斧の製作技法については擦切技法によって製作された可能性が高い C t察切技法に必要な擦切

具と砥石は認められなかったが、扁平磨製石器か擦切具として、台石・石l1I1類で使用面が摩耗し平滑

なものが砥石として使用されたことも想定される。

敲府器類 磨りを主休とするもの (A類）が91点と敲磨器の半数を古める。全器種の割合でも 25%に

達する。）＜半は謡面に平滑な磨り面を布するものである。使用により摩耗して側面にのみ平」且面をな

すもの18点、側面と器向に磨り向をなすものが 8息ある。

敲打を主休とするもの (B類）は40点である。端部や縁辺を使用したもので、敲打痕は粗く広範囲

である 3 中には10cm以下のやや球状の礫を素材としたものが 8点あり、内 4点は硬質で割れにくいチ

ャートを使用していることから、これらはハンマーとして使用されたものと思われる c ESI30 (図38)

では床面と付属施設から計 4点の敲き石が出土している。床面に剥片が集積していることと関連する

ものと思われる。

凹み石を主1本とするもの (C類）は19点である。凝灰岩製の石l1I1の破片を再利用したものが 2点含

まれる。多くは楕日または長円礫の器面中央に広範囲な使用痕跡が明瞭に認められる c 凹みは明瞭で、

断面形はV字よりも起伏のある皿状となる。これは広い面を少しずつずらしながら複数回使用した結

果と考えられる c

研磨痕と敲打痕を有するもの (AB・AC・ABC類）が27点出上した。器面に平滑な研磨を布し、

側面・端部を敲打したものと、側血に平坦な磨り面をなし器血に敲打痕を有するものが認められる。

時代の傾向としては縄文時代のものは形状・使用筒所とも多様であるのに対して、平安時代になる

と器面を使用するものが多くなる。

北洵道式石冠 9点出士した 3 長軸が15cm以下で、半月形に近い形状である c 盟面の帯は中央から底

向側に偏り、端部の挟りはあまり明賑にならない傾向がある。石材には紛岩や火山礫凝灰岩を使川し

ている。

半円状扁平打製石器・磨製h器 完形品はなく、残存状態から扁平オ戸製石器・磨製石器の可能性が高
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いものを含めた＾半1-Y状扁半打製石器 3点、磨製石器 2点が出土した0 り玄部側に剥離調整と幅の狭い

平坦な店り面が形成される。図197-19は暦製石斧を転用したもので、一測縁は両面調整を施され、

側縁中央にざらっく靡り而が形成されている。調臆と使用方払から本類に含めた c 扁平崩製石器は 2

点とも片ガの側縁か丁寧に研磨され、メJ先は鋭利である。餅面は V字を呈する。図10-32 (ESI9) の

一方の側縁は平坦な磨り面をなし、端部は敲打によりやや扶りをなす口器而は両面とも研磨と敲打で

扁平に成罪クされている。もうひとつは破片資料で図化していないか、図10-32よりも刃部は研磨によ

り鋭角となり断面は V字を呈する。刃部形状から擦切具として使用されたことが想定されるが、刃部

に使用痕跡は認められない c

扶入状扉乎磨製石蹄は 3km離れた熊沢遺跡にて発兄された縄文時代前期を特徴付ける石辟である。

三内丸山遺跡にても主に前期の円筒卜層の遺構ゃ他含層に伴い、少数ではあるが中期の遺構（中期初

頭、上層 d式、木栄）からも比上している c 本遣跡では上層 e式の住届跡 (ESI9) と谷の縄文時代中

期の包含層出士している （次年度報告）ことで、中期に人っても使用された可能性がさらに高まる c

b Jlil • 台石 縄文時代の遺構から20点、平安時代の逍椙からlo点を含む計44点出土した。時代を間わ

ず、自然礫を加tせずそのまま使用したものがはとんどである。縄文時代の,&llll・ 台石類は 15~2ocm

の小型のものと25cm以上の大型のものが主休である。使用面が明瞭で、大きく皿状に凹むものもある。

使用痕跡も明瞭で、器面には光沢のある平滑面がみとめられる。大型のものも含め、両面が使用され

ているものが大半である。縁を有する石皿は遺構外から 1点（圏197-16) 出土した。また、縁辺に

連続した剥離調盤を施された台石類で器面に平滑な光沢面をなすものもある （図22-27)。

平安時代の石1lil. 台石類は人型の礫を加工せずそのまま使用している。使用面は平坦となり、痕跡

は縄文時代のものと比べると明瞭には残らないものが多い。 20cm以―ドのものも使用されている（図

ll8- 4 :ESI3)。

砥石 30点出土した。この内24点は平安時代の遺構内から出士したものである、3 平安時代のもの25点、

此代不明のもの 5点である c H11士状況から縄文時代とみとめられるものはなかった。流紋岩が11点、

凝灰岩が 9点と多く、安山岩、頁岩、チャート、泥岩も使用されている。使用而は非常に平滑で湾開

するものが多く、中には鋭利な研ぎ痕もみられるのもの（図101-53 : ESI24、図 ll6-J9:ESI27)

もあり、これらは仕 I・.げ用に使用されたものと息われる。石材は流紋岩• 安山岩が使用される。 20cm

を超える大邸の砥石 (I叉1141-40:ESI44) から破担向や壊れた砥石の小邸の破片を再利用するなど大

きさは多様である。目的に応じて人小の砥石を使い分けしていたことが伺える C ;i吐砥とみられるもの

は1点 (I叉1136-11 : ESI43) あり、輻広い研ぎ痕が多敗みられる c 石材はi疑灰岩である。

加工のある礫 19点出上した。この内18点は緑辺に剥離のあるものである。連続した剥離調整を施さ

れたものは少なく、部分的に加工されたものが主体である。メJ部に明瞭な使用痕跡はみとめられなか

った」端部に袂りをなすものが3点あり、器厚から半円状扁平打製石器とも考えられる。また、大刑

の礫の縁辺に調樅を施したものもみられる（図22-8 : ESI14、図49-18 : ESI49) c 

使用痕跡のある礫片 破片資料のため、形状が判悧できない磨り痕．敲打痕を行するものが39点出士

した？

その他 縄文時代の住居跡 (ESI30) から黒色物付着の円礫 1点、平安時代の遺構から 16点出土した。

平安時代にはカマドの構築材に長さ 15cm以上の自然礫・礫片を用いている C これらに使用された石材
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礫石器組成：縄文 

礫石器の石材傾向 1）器種別 2）時代別 
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近野追跡lll

は石英安山岩 7点、安山岩 2点、流紋岩 3点、石英安山岩質凝灰岩 4点である。

縄文時代の組成について

礫石器は主に円筒上層 d、 e式を中心とする中期中葉の遺構から出上していることから、組成比率

は当時期の様相を少なからずも反映しているものと言える。敲磨器は54%を占め、磨製石斧12%、石

皿・台石類11%と続く。敲磨器の中でも磨り石が28%と礫石器組成の 4分の 1を占める。円筒上器文

化の特徴的石器である北海道式石冠は 5%、半円状扁平打製石器・磨製石器は 3%と僅かである e こ

れを調在区北側の保存区域の同時期の組成（ 「近野遺跡N』中）と比べてみる。保存区域では敲磨器

が約70% を占め、さらに磨り石が礫石辟全体の43% となる。 E 区に比べると敲靡謡•北海道式石冠と

半円状扁平打製石岱の割合が高い。これらを合わせると、この時期は磨り石を主体とする敲磨器の比

率が高いことがわかる。機能面から北海道式石冠を含めると、磨り石の比重はさらに大きい。石皿・

台石類の比率は10%であるが、 25cm以上の大型のものが主体で、使用面の状況から使用頻度が高かっ

たことが伺える。このような磨り潰す道具が多いことは生活の中で植物質食料の比重が高いことが想

定される。出土状況をみると、各住居跡の床面および床面直上で石皿・台石類と磨石・凹石などが共

伴する傾向がみられる 3 さらに、 E区から下る谷（次年度報告）の中期巾葉主体の鉱含層からはトチ

の実・クルミ等の種皮が多量に出土していることからも植物を利用していたことが裏付けられる。

このような組成比率は本遺跡周辺の中期の遺跡である三内丸山遺跡 3)、三内丸山 (6)遺跡4) にお

いてもみられる傾向である。 2遺跡の礫石器の組成は敲磨器50-60%、石lIIl. 台石類17-20%、石斧

10%前後、北海道式石冠・半円状扁平打製石器10%未満である。ただし、近野遺跡に比べ 2遺跡とも

北海道式石冠と半円状扁平打製石器の割合は高い。また、沢・谷からクルミやクリなどの植物遺休が

出士していることでも共通する。

他の生業而では、漁携具とされる石錘は今回の調在区域では出土していない。同時期の保存区域で

も1点のみと報告されている。後期前半になると石錘が多数（『近野遺跡III』中）出士し、敲磨器類

の主体は磨り石から凹み石に変わるなど、中期と組成が対照的となる。この差を時期により生業が異

なることの反映（『近野遺跡I¥「』)または、道具の管理の仕方が時期によって異なることに因る（『青

森県史別編三内丸山遺跡』第W章第 3節）ものと考えられている。この点については本遺跡南側の

縄文時代後期の区域 (C区）の報告段階で今後考えて

みたい。 （杉野森）

註 l) 凝）火岩類には凝）火岩のほかに細粒凝灰岩、緑色細粒凝）火岩を

合む。

2) 粘板岩類には粘板岩のほかに凝灰岩質粘板岩、輝緑凝灰岩質

粘板岩、砂祖未占板岩を含む。

3) 『青森県史別福コ内丸山遺跡』 の第 W章第 3節の第 6鉄格地

区のデータを茎にした。

4) 『三内丸山 (6) 遺跡IVJの沢の中期中菓の包含層出土の遺物

を対象とした。
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第 5節 縄文時代の土・石製品

本報告書での土製品・い製乱は、下記のように分類した。

土製品… I類；土偶、 Il類：孔を持つ土製品 (1士エ、 2有孔士製品、 3環状土製品）、 III類：孔を

持たない土製品 (1鐸形土製品、 2三角形土製品、 3方形土製品、 4円形土製品、 5棒状土製品、 6 

クルミ形付土製品、 7石冠形土製品）、 N類：土器片を利用しているもの (1土器片円棉、 2土器片

錘）、 V類小型土器・ミニチュア土器類

石製品・・・ I類：孔を持つ石製品 (1有孔石製品、 2二角形石製品）、 Il類：孔を持たない石製品 (1

石冠）、 III類：石剣・石棒類

土製品

l類 士偶...遣構内からは 6点 (ESilO・54が各々 2点 ・ESI29・30が 1点）が出十．し、逍構外から

は 5点の計11点が出十・ したc

I類 孔を持つ上製品

1土玉，..ESI29から 1点出土した。 2有孔土製品…ESI45から 1点出土した 0 3環状土製吊・・・

ESK170から 1点出士したc

T類孔を持たない l製品

1鐸形土製品・遺構外から 1点畠土した 0 2三角形土製吊・・・遺構外から 1点出上したこ無文で断IHI

が1J、j側に挟れているものである 。縄文時代中期中莱～後業に多く作られ、 H本海沿岸の地域から多く

出上する 。 3ガ形上製品…ESI54から 1},'、し吊上した。 4月形上製品・・・ESI48から l}. ば、追構外から 3

点の計 4点が出LしたC ;)棒状 I:製品・・・ESK164から 1点出 I:した 0 6クルミ形付 I:製品・・・追構外か

らlM、出[・.したC 7石冠形l・・、製品…追構外から 1点出I・.したc

JV類 土器片を利川したもの

1 .+. 器），1・円盤...逍構内から 2点 (ESI19が 1点 ・ESBllが 1点） 出十．した。 2 .+. 器片錘・・・近構内か

ら2点 (ESK143が 1点 ・ESK155が 1点）出十．した。

v類 小邸土器・ミニチュア土器類・・・遺構内から 36点 (ESI9・10・12・13・14・16・18・28・29・ 

30・38・45・53・ 54・ 56、ESK157・163・172)、造構外から 8点の計44点が出土したc

石製品

有孔石製品は遺椙内から 8点、遺梱外から 1点の計 9点が出土した c 大きさ 5cm以卜で、平而）I~ は

円形をなすも(/)が主体である。 断面形は楕円形と蒲鉾状のものに分かれ、J以さは 1cm弱である。石材

は凝灰岩と軽石を使）IJしている c 5 cm以 lこのものは 2点である c その 1つのESI54-15は特殊な形状

である。弧状を呈し、中央に人きな楕円形の穿孔、 J古）辺に 2つの小さな穿孔を有する。扁平で楷l旱が

4 mmと極めて藩い。 石材は緑色組粒凝）火岩製である 。このような扁平で薄い石製品は、 「近野迫跡lVJ

にて粘板岩製のものが 2点報告されているが、大きさが約 5cmと小型で孔が未貰通の石製品である c

このよう に扁平な石製品は ．：内）L山遮跡や：¢内丸山 (6)遮跡にて垂飾品として報告されている 。こ

れらは人きさ 6cm、厚さ 3- 5 mm と本遣跡に比べ •同り小型である。
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石冠は 3 点（逍構内 2 点、遣構外 1 点）出土した •O 両端部が直線的な形状となる c ESI50-15によ

うに器而に膨らみを持ち、浅い溝を呈するものもある。ィi材は安川宕と緑色凝灰宕を使用しているっ

石棒•石棒類は10点出土 した。破捐した状態で、成）I多痕が残る未製昴である C 11材はイi剣には粘板

岩、石枠には流紋岩や石災安山岩が使J+jされている。 （杉野森）

土製品について

近野迫跡では上製品が14社類72息・石製品が 4種類 13点が出上し、上製品が栢類及び数呈とも多いc

また、上製品では V類の小型上牲・ミニチュア上器類及び 1類の上偶で令体の 7割を占める。石製品

はII類の孔を持つ石製品の中の II類 1の有孔石製品がキ体を占める。

造構からの出1:が多く、特に住居跡からの出1:比率が高い。全て堆積 1:中から出 1:し、他の追物と

同時期に廃喪されたものと考えられる c

すべての出十．選物のII寺期を決定することは困難であるが、逍構に廃兜された十．器と同時期と考える

なら、おおむね縄文時代中期巾菜の門筒上屈 d・e式の時期と考えられる。 とくに十:1関にみられる交

差する樅掛け状の施文などは、三内丸山遺跡（小笠原2002)にもみられるものであって、円筒上洛 d. 

e式の土偶モチーフと類似しているものである c

クルミ形付土製品は、半割のクルミの殻に粘上を押しつけた形状であることから、この名称を付し

た・C・姐例は、隣接する特別史跡三内丸山遺跡から数点出土している e クルミそのものを利用したもの

では、池内遺跡（秋田県教委1999) の縄文時代前期の ST639谷から彫刻されたものが出上しているc

また、青森市岩渡小谷 (4)追跡では、表向を擦り平滑にしたものが出上した（青森匝教委2004)。

W類の上器片錘は、縄文時代中朋(/)出上例は青森県では少ない。

v類の小型I:器・ミニチュア 1:器頚は、本追跡で57息出I:しているが、‘り造跡の対岸に位置し、縄

文時代中期の集浴である -:内沢祁追跡（野森県教委1978) では 4点しか出I・.せず、使用頻）文に差異が

みられる逍物である 。

なお、 III類 lの鐸形十§製品は、 軍寸沢邪造跡では傘状十．製品という名称で、中期後菜に例があるc

このことから、鐸形十製品を後期の鐸形十．製品の引形として把握していいかどうかは、今後の検討が

必要であろう C (成田）
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第 6節 絵画の可能性のある文様をもつ土器について

第E30号竪穴仕J占跡から絵両の可能性のある文様をもつ土器が出土した。当センターで幾人かに、意

見を伺ったが、「わからないーという答えが多かった以外に、いくつかの点見を T貝蔽したc この士器

は、数が少ないとされる縄文時代の絵凹資料となるものと考え、私見と頂いた絋見を紹介し、小さな

資料ではあるが、注意、を喚起する卜．でも沿十の考察を加えておく。

今、対象としているのは口縁部が欠損した小型の上謡である c底径は54mm、残存高は51mmであるc

糾旱は 6mmと、他のミニチュア上岱に比べればl早く、岱破は底部からやや1人」傾しながら直線的にすも

I・ がる。第 E30号竪穴住居跡の第 2層から出上しており、 1口」層中から1-Y筒 I・層 d式あるいは、 e式上

器が出 Lしていることから、この I:器の時期も縄又時代中期中頃と見てよいだろう（出I:状況は写貞

を参照）。

描かれている文様であるが、幅 1mm弱の非‘常に細く、浅い沈線によるもので、胴部上半には「人」

字様のようなモチーフが2面、 2本の縦位による沈線が2面刻まれている。胴下部にはそれよりもや

や幅の広い沈線で、まず横位に 1本巡らせ、その上に右下がりの斜位沈線が連続する 。底而は（どこ

を上に考えるかにもよるが）菱形状のモチーフの内部に 3条の沈線、 T字屈の沈線が組み合わされた

構成ゃ、長知の鍵状の沈線が組み合わされたもの、 2条 l爪位？で2組の曲線状の沈線が描かれているc

この沈線による線刻が何らかのイi絋なモチーフとして見た場合、何を表現しているのだろうか。

まず、胴部に描かれた線刻については卜部の欠損により不明な点が多いが、 2対の「人」の字様の

線刻は人を表したものと考えられる 。そのドの連続する斜位の線刻は草原を表したものと考えたが、

木迫ではないかとの意見も頂いた。 2条の縦位線刻については[・_部が欠損しており不明である c

底面については、いくつか意兄を頂いたが、私兄としては次のとおりである（医209-4)。,{j側の

菱形状のモチーフと左側のカギ状のモチーフ （それぞれトーン祁）、 2灸 l単付？で 2組の曲線状の

モチーフに分けて兄た場合、左下のドーン沼が四足獣に見える 0 • 方、れ側トーン祁は菱形状モチー

フに横「T」の字が辿結し、人あるいは何らかの施設に見える 。まず、左下のトーン部であるが、四

足獣については、長い直線状の沈線が胴、それに連結する短い沈線が尻尾、 その下のカギ状、 L字状

の沈線がそれぞれ四肢を、図面下中央の短く L字状に）111曲する沈線が銭、短い 2本の沈線が設（と角）

を表しているものと息われる c

シカは一般にイノ シシとと もに、縄文時代の上な狩猟活動の対象とされる （西本1991)C しかし、

イノ シシが縄文n寺代中期以降に）Iう作られたり、士器の一部に装飾的に加わったりする（福出1998) の

に対し、シカのそれは全くないか柏めて少ないことはよく月［られていることである（佐原・ 呑成1997、

束北学院大学民俗OB会編1998など）。

上器に線刻によってシカを表したものは、極少呈ではあるが北海迫で散見される（佐藤1998),そ

のいくつかを参考にしてシカの描かれガを見ると、函館市石倉貝塚の 1例（函餡市教委1999: 第 2分

冊第161図 5) はれ向合の横方向から、角は密な沈線の集合である。あるいは舶が横向きで、体部は

斜め前方から描かれたものようにも見えるc もう 1例（函館dj教委前出第172図1555) がシカである

とすれば、極端にデフォルメされ、横方狗から描かれた角は単純な 1本の線となっている（佐藤l998)c

また、函館巾臼尻B逍跡出LL器に描かれたシカは、体祁を横向き、顔を花面に向き角を表したもの
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である。いずれも体部は横阿きとし、角が拙かれている，"また、線刻ではないが、福地村西山遺跡で

は士器にシカとされる粘士の貼付が見られるものがあり （肖森県教委1991)、これは娘部から1本部ま

で横向きである c 縄文時代のシカの表現は、横1句きの1本部と角の表現に象徴されるのであれば、本資

料も体部伝側面を表現したものとの見方が可能であろう。

右側の菱形モチーフは何を表したものだろうかc 杜T字のモチーフは、矢を番えているようにも見

えふ縄文時代の人々が人問をどのように線刻表現するか、その資料がほとんどない現状にあるもの

の、この時期のこの地域の上偶（人間そのものを表現しているかどうかは別として、少なくともモデ

ルは人間から発生していることは疑う余地がない）は、令てにて脚表現があるわけではないが、頭部

や両腕は明確に表現しており、線刻とはいえもう少し只象化されてもよいようにも感じる。シカの頭

部や毛皮を被るといった北方狩猟民の民族誌事例（加藤1986) やマタギの狩装東も紹介されたりもし

ている（森谷1995など）が、ヽl'ill寺の狩り装束があるとすれば、 •休どのようなものであったのだろう

かc

あるいは別なものを表しているのだろうかc シカの捕股方法については、考古学的な逍構・逍物か

ら見て、弓矢による狩猟、陥穴などが考えられるc しかし、飢者を取ってみても矢毒ゃ仕掛け弓の存

介などが指摘され（大泰司1994)、アイヌ社会では）ムく認められながら（萱野1978、栃木県立博物館

1989など）、具体的にはなかなか明らかにしにくいものもある C l1ij様に罠猟についても、近年盛んに

生態人類学的なアプローチが試みられており、シカも罠猟の対象となっている（出U1998) ことがわ

かるが、考占学的な検証は難しい 3 罠とゴっても 「オシ」や「オソ」などと呼ばれる吊り天井式や

「コプチ」と呼ばれる結蹄Aなどがあり、小型動物だけではなく中・大型動物も対象になり、追い込

み猟の一栢として、網猟も叫玉1大腔や沖縄にあるという（千芙1975)cあるいは陥穴についても、 T

ピ・ノトとも呼ばれる構状I:土んの捕獲対象がキにシカだったことも示唆されたりもする（福rTI1989)が、

狩猟法に多様性があったことを示しているものと言える。

他に頂いた意見としては、底面全休としてとらえて、ツル（図209-2) あるいは何らかの烏類、

図右側の菱形モチーフからムササビ（圏209-3) といった意見を頂いた。

ツルは遣跡からの出十一塁はそれはど多くはないようで、時期が縄文時代前期中頃で異なるものの、

北側に隣接する国特別史跡三内丸山遺跡ではツル類が希干出土しているに過ぎず（西本1998)、狩猟

の本来的な対象とならなかったものと息われる c ただし、ツ）レ自休が特別視されていたuJ能性も指摘

されて（金+1994) おり、線刻（印す）の対象となったことも考えられる。

ムササビについては、先述の三内丸山遺跡から睛乳類ではウサギに次いで多出した，-・食料贅源とし

てのムササビの有JIJ性については明らかではないが、少なくとも秋田県において大止末期からO(j禾D初

期には毛皮が重災な輸出品となっていたことが知られている（青森県自然保護課1987)。もちろん、

民俗事例の安易な援JIJはさけるべき（佐籐1989) であるが、その毛皮の打JIJ性を物語っていよう。

左端の 2条単位で垂れ下がるよう に引かれた沈線はよく解釈できないが、木の枝やあるいは滝？な

どが考えられるのかもしれない 。 いずれにして も木資料は、 シカ（ある いは •般的な狩猟対象獣）や

ムササビの狩猟成功を顧うことに関連する追物であると考える。 縄文時代前期の自然遣物が多呈に出

十した内丸山近跡では、シカの古める割合は低い。中期に入ってその状況がどれほど変化したか不

明な点も多いc 時代は降るが 「ガ菜集」や 「延喜式」の中でも、シカの1刻以外にも角ゃ皮などが広く
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利用されているよう （梶島2002) で、縄文時代にあっても重要な獣であったことは想像に難くない。

その意味において、本資料は当時の近野遺跡やご内丸山遣跡近隣の人々の動物観、宇宙観を表したも

のと占えるだろうっ

このような資料は、よはど具体的でない似り、線刻（あるいは絵圃）の解訳には主観が人ることは

承知している。そもそも万人が納得できる考えなど無理なことなのかもしれない e これまで述べてき

たのも、その可能性の中の一つに過ぎないつより多くの方々のご意見を頂きたく、また、絵画資料が

少ない縄文時代において、賽料の提示の意味も込めて述べたつもりである。個々人の考え方が可能性

の一つに埋没してしまいかねないこともあり得るが、より多くの意見が出されることが肝安だと思う

のである。最近、この種の資料の真贋が取りざたされる（春成2QQ3)c発批調査で出土したからフェ

イクではないというつもりはないが、出土状況の写真を掲げておいた C (小笠原）

／ <乏二／

一

しS。

゜
5cm 

第 7節 平安時代の遺構

1 竪穴住居跡

今回報告分の E区では平安特代の竪穴住厨跡26軒が検出された。拡張前後の竪穴住居跡を合わせる

と36軒にのほるしここでは、本報告分の調査成果を中心に遺椙のまとめを行うが、過太の調査例も加

味しながら、行うものとする。

(1) 柱穴配置

今匝報告の36計の竪穴住居跡は、 j:柱穴．柱穴の有無・配附から分頬を試みた (I叉1210)。

主柱穴 I 柱穴を持たないもの II 主柱穴を持たないもの

川 カマドの構築される櫓面に接して 2本の主柱穴とこれに対応する 2本の柱穴の配置

N 4本の主柱穴が墜に接しないでほほ正方形に配置される。

壁柱穴 a 壁柱穴を持たないもの b 壁柱穴が住居跡

ロロtJLl
ロロロロ
ロロ

図210

nまたはm類のものと皿または W類

のもの合わせて 5lffである。本遣跡

で、多く確認される柱穴配置はm類

で、過去の調査例で確認できた柱穴

配置のなかでもこの類がもっとも多

(2) 平面形・規模

平面形は方形・長方形などであり、

長方形のものは主軸方向に長辺がく

るものと短辺がくるものに分かれる。

削平により全体形を把握できなかっ

たものもある。住屈跡の規模を図211

に示す c 規模の不明なものもあるが、

最も大きい住居跡はESI26-illの 6

m台であるが、概ね長軸が 4~5m 、

の四限に位置するもの

c 齢柱穴が住居跡の四隅とその中間に 1本位個するもの

d 壁柱穴が住居跡の四隅とその中間に 2本位置するもの

壁溝 l 壁溝を持たないもの 2 墜溝をもつもの

以上の分類からみると、

主柱穴を持たないもの13軒 (Ia 1類 5車f、Ia 2類 l軒、

II b 2類 7軒）

m類15車f(III a 1類 1車f、IIIa 2類 5車f、 IIIb 2類 2軒、

ill C 2類 4車f、IIId 2類 3車f)

w類 (Na2類 1車f,Nb  2類 1軒、 Nd2類 1軒）
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図209 線刻のある土器 図211
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拡張の分類 

平安時代竪穴住居跡主軸方向 

近野遺跡平安時代竪穴住居跡 
主軸方向　　　　　  （全体） 

（今回報告分） 
N

S S

N

EW

EW

近野追跡lll

観軸が 3~5m以内のものが多い。規模の大きい住居跡は主柱穴と破柱穴を配する例が多い (ESI・

5・6・26) が、長軸規模が 4~5m以内のものは、柱穴配置などが多種多様である。

改築 改築は11軒の住居跡で確認された。内訳は、改築に伴った竪穴部の拡張が10軒、カマドの改築

は4軒である（図212)。

竪穴部の改築

I 壁を 2方向に拡張するものー (ESI1・5・6・23 ? ・25) 

II 壁を 3方向に拡張するものー (ESI26一皿 ・39・42・44)

a カマドの構築された壁を拡張するもの (ESI39)

b カマドの構築された壁と対になる壁を拡張するもの (ESI26-III・42・44) 

I11 壁を全方向に拡張するものー (ESI26-II) 

改築方法は、拡張前の住居跡の上部に土を入れて新たに床面を構築するものが多く、拡張前の住居

跡の床面（硬化範囲・貼床等）が残存しているものが見られる (ESI26-I・II、42、44)。これとは

別に、拡張前の床面

を拡張後もそのまま

使用している住居跡

も見られる (ESI39)。

Ila Ilb 圃

図212 カマドの改築

カマドの改築は 5軒の住屈跡で確認された。住居跡の拡張に伴って新たにカマドを構築したのが 4肛f

である (ESil・6・25・39)。ESI25・39の拡張前のカマド痕跡は火床而のみ残存しているため、カマ

ドの形態は不明である。 ESI1・6のカマドは、地下式→半地下式のカマドに作り替えられている。

ESI 7は、同じ位置で、地下式のカマドから半地下式のカマドに作り替えている。

主軸方向

住居跡の主

軸方向が北か

ら東に向かっ

て何度傾いて

いるかを図213

に不した。こ

の場合の主軸

方向は、カマ

ドの長軸方向

に平行な住居

跡の壁方向を

さすc 図213
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弟 4辛 分析と名察

竪穴住居跡の立池する台地は椋高 16-19mで比高差約 3mであるが、遺構の集中している台地中央部

はほぼ平坦であり、主軸方向に大きな違いはないと考えられる。実際、大局的にみれば、ほとんどの

住屈跡が南東方向にカマドの煙出部を構築しており、強い規則性が窺われる。これは、（沼宮内1997)

によれば、青森平野の年間を通しての風向きに大きく影響しており、平安時代の他の遺跡でも同様の

傾向が認められる。

付属施設

（出入り D)ESI6の北東壁中央部で、住居跡の外側に張り出した施設を確認した。形状はほば長方形、

規模90x 60cm、深さ約30cmで、青森市安田 (2)遺跡第31号住居跡で検出された施設との類似が認め

られる c

（ロクロピット状） ESI4の南東・北東壁隅で1基検出した。

（土坑）住居内では多くのピットが検出されたが、柱穴以外の機能を持つと考えられる土坑を分類し

た。これらはピット・土坑などの名称で報告されている。

形状 楕円形長軸が主軸方向であるもの (ESI 5 -II・6 -II・24・48土坑 2)

検出位置

長軸が主軸方向と直交するもの (ESI25-II・26一皿 ・48土坑 I)

円形 (ESI1 -II・26 -II・27・39 -II・43・44 -II・44 -I) 

隅丸方形 (ESIII)

カマドの構築された壁限付近

(ESil・6 -II・11・24・25 -II・26 -II・39 -II・43・44 -I・48土坑 I)

カマドの反対側壁 (ESI26ー皿 ・44-II) 

カマド付近 (ESI5 -II・27・48土坑 2)

これらの土坑の平而形状は、楕円形や円形がほほ同数であるが、 ESI48士坑のように形状が曖昧な

ものもある。規模は、長軸．径が50cm以内のものが多いが、中にはESI5 -II、 6-II、26-ill、

44-IIのように大型のものもみられる。検出位置はカマドの構築された壁でカマドと離れた壁隅に構

築されるものが最も多く、大型の土坑はカマド側の壁と対辺で検出される傾向にある。

これらの土坑内部でESI26-illは遺物出土状況や火山灰址積状況から、住居跡廃絶後もしばらくの

間埋まりきらずに開□していたものと息われる。 ESI44-IIは竪穴住居跡焼失時には開口していたと

考えられ、内部の墜は被熱し、炭化材の出土も確認されている。この土坑については青森市三内遺跡

で検出された須恵器大甕を埋設する施設の可能性もあるが、本遣構からは須恵器大甕は出土しておら

ず、可能性を述べるに留める。 ESI24土坑堆積土中には多くの焼土が混人している。 ESI27では埋め

戻されており、中から土玉2点が出土した cESI39土坑堆積土内部には粘土・焼土・炭化物粒が混人し、

鉄滓も出土している。 ESI24・39からは他の住居跡ではみられない鉄滓が出土していることから、鉄

に関連する遺構の可能性がある。

鍛冶遺構 ESI39で検出された c これについては、「鉄関連遺物」で後述する。

焼失家屋

検出された住居跡で36軒中焼失家屋は 5軒である。カマドの火床面と考えられる焼土範囲以外に床

面が被熱している住居跡 (ESI40・48) は、炭化材等が検出されていない為、詳細は不明である。炭
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化材の検出状況は良好で、とくにESI44・42・26は腰板が壁に直立して残｛手している。直立したり要板

に関してはそれぞれの仕届跡で記載しているが、これに床而出士状況と合わせて述べる。これらの検

出された住届跡の中でも最も残存状況の良いのがESI44である。

ESI44では北東ー北西煕付近の北東ー南西方向で床面に密沿した状態で板材が検出されたc 板材の

長さは66~220cm、輻・厚さは侑v.した腰板とほほJujじでIp品10cm・20cm弱に大別され、歴さは1.5~3 

cmである。これらは、北東熙・北西咲の桐立した腰板と接し、 ．床向に密接した状態で検/1¥されたこと

から、床向に敷かれた状態のものであった可能性もある。これは、安出 (2)追跡の第22号住居跡で

検出された床に敷いた板材に類例がみられる。

これら炭化した敷板の上部には、中心に向かって放射状に炭化材が検出された。形状や規校は不明

なものが多いが、検出状況から垂木材の可能性が高い。

使用された木材は、クリが大多数を占め、次いでモクレン属、このほかハンノキ属・オニグルミ・

アスナロ・ニシキギ屈など検出されたc このような末直牛塚疫は化粉分析結果•からも裏付けられており

（次年度報告予定）、木材の利用と中仇牛環疫には強い関連性が窺える。

降卜火山灰

イ1:J占跡の堆積土巾に降下火山灰の堆積が確惑された仕届跡は 7軒である。 6軒の住）占跡に白姐,r,降

ド火,1,灰の堆積、 1軒 (EST36)には十和田 a降 I'・火111灰の堆積が確認された。過去の調在で検出され

た仕届跡に関しては、火山灰検出状況についての記載がなかったため詳細は不明であな仕届跡 7軒

の火,1,灰堆積状況は、

・確認面での確認 (ES126-III・42 -ll) 

．堆積上 1位 での血的拡がり及び眉を成す堆積状況の確認 (ESI25-II・27)

．堆積 1:上位での確認、 (ESI3・44 -II) 

・床面直上での確認 (ESI36) の4つに人別される。

このうち、 ESI26 -ill・42 -II・44 -II・25 -IIは焼失家屋で、 この上部の推積十．巾に降下火山）火

が検出されたc また、 ESI36は 1矛oma火山））くが床面直上で確認、されたが、この上部に焼十．．炭化材

などの堆桔）芦が併在し、さらにその上部の堆枯十．中にも[・和ma火山1火をブロソク状に含む堆桔十．が

確詔されたc ESI25-II・27は白泊111降下火111灰が堆積土中に而的に拡がり、レンズ状に堆積してい

ることから、住届内堆積土が完全には埋まりきっていない状態であったと息われる c ESI26一皿・

42 -II・44 -II・3は住）占内堆積土がほとんど迎まりき った状況で、 jiff々 にできた浅い窪みや一部嬰

まりきっていない部分に白頭,11降卜.火,1,灰が堆積したものと息われる c

カマド

カマドやカマド火床面と考えられる焼上範囲を合わせると、 33軒で検出されている。半地fjtカマ

ド18基、地f.c~ カマド 2甚、火床面のみ 5甚、火床暉 ・仙 4某である。

位椴 住居跡1H束壁の中央より[!り側に偏って構築されることが多い。このなかでも 中央に寄っている

ものと壁陳に寄って構築されているものがある。東側の閣近くに構築されたもの (ESI1カマド改築

前、 ESI6 -I・25 -II) もある。

キ軸方向 カマドが検出されなかったものやカマドのキ軸方向が不明なものを除くと 、すべて住居跡

の土軸方向とカマドの土軸方16」は一致する a 過去に検出された例では、住）出跡の土軸方向と 一致しな
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いものもみられる （図213)0

姪出部・姪道部

第 4糸 分析と考寮

地下式のカマドでは、火床面から徐々に下がって、煙出部の底而が最も低いはjさになる c 地下式カ

マドはESI7・36の2基が検/11されているのみである e とくにESI7は地!"Aから半地I'・式へとカマド

の作り替えが行われている c このことから、本遺跡では少なくとも 9枇紀中要ほどまで地fAカマド

が併存していた可能性がある。

乎地ト~式のカマドでは、煙迫部・煙出部の底面が連続したスロープ状になっている。樅には灰白色

粘上を貼った痕跡が残るものもみられ (ES124・2::i・42・39・40・44)、この中には壁面が被熱してい

るものもある。底面はESI7・41で被熱している状況が確認された 。火床面から挿道祁にかけての部

分は住居壁によって分断されている例が多い c これは、住居跡の壁溝がカマドの下を通るものと壁溝

がカマドの）封辺で途切れるものがある，この途切れるものの巾には、火床面から地山をそのまま残し

てスロープ状にしているもの (ESI26-III・42 -II) もみられる 。火床面から煙出部底面の比高羞に

は、バラッキがみられる c

火床面・袖

火床面の巾央に向かって浅く窪んでいるものが多い。袖は火床面に面している内側が被熱しているc

袖は灰白色粘土で構築されており、芯材として売のU緑から胴部の部位、板状の礫ゃ扁平な裸、羽u
片を使用している。火床IHIから柄線的に守ち卜．がる袖もあるが、多くは底IHIからややオーバーハング

してすち卜がふ被熱の度合いが大きいほど、柚が而線的な形状をしてい る傾向があり、袖を補強し

ながら使JIJした可能性か考えられる c

支脚

文脚が検出された例は、半地下式カマドの10某で、これ以外からは検出されていないし支脚を種類

別にみると、

十製支脚 1例 (ESI 6 -II) 

尭 3例 (ESI3 (3点）・ 26-III・40) 

杯 6例 (ESI 1・7・24 (3点）・ 2::i-II・42 -II (3点） ・48) である。

このほか、 ESI44では丈脚の掘り方と息われる小ピットが火I禾而で検出されたc また、丈脚の検出

位府はカマド中央に位院する例が 9例と多く、これらは「甕一つ掛け」と考えられる 。ESI26一皿・

44-II掘り方は偏って検出されていることから、「二つ掛け」が想定される）

2 土坑

平安時代の上坑は 6甚である 。ESK41・110・121・123・124・128で、平面形状から楕円形・円形な

どがある 。ESK41は完形の杯が堆積上から ,'HJ.:.している。 ESK123は焼上とともに上師器が出上して

おり、燃焼施設に関する磯能を有する ,-_坑であった可能性がある。 （坂木）
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第 8節 土師器・須恵器

E区からは B区（『近野遺跡珊』）を上回る上器が出上したこ近野遺跡の調査報告が中途の段階にあ

るため、本項では主に B区と比較しながら、 E区（本報告分）について述べるつまた、床曲とカマド

を中心に住居跡廃絶時までの間に廃棄されたと考えられる逍物を共伴遺物ととらえ、共伴すると認定

される土師器・須恵諾、出土した全ての墨書・ヘラ記号のみられる土器について集成を行った。

士師器

住居跡内から出tしたものが大半である。出士量は甕（大・中・小）が屯越し、杯がそれに次ぎ、

その他渦・壺（大・中）・ 1111・小型土浩が少鼠みられる。

fill : 12点図示した。全てロクロ成形・同胆糸切である。器高 1cm前後、底径は杯とほぼ同規校で 5

cm前後に集中する。各恰彩はやや丸みを持ちながら立ち上がり、口縁部でほぱ水平に外反するものが主

休的で、立ち上がりが直線的なもの（図108-1 : ESI2 6)・ロ縁部匝下に稜がみられるもの（図198

2: 遺構外）が各 1点ある。総じて坪よりも胎土が緻密で、浅黄橙色の色調を主休とし、胎上を栢選

しているものが多い。

J不： 115点図示した。 E区では特に第 E1・7・24・26・42号竪穴住居跡など、特定の住居跡から

多くの外が畠士する傾向が見られ、特徴の一つといえる。全てロクロ成形によるものである (1息非

ロクロ成形の可能性があり、後述する。）。属性ごとにまとめた。

［飩台付杯】 2点出土した。胎土は精選されており、菫みがある。図133-6(ESI42) は火賑りで、

内而ミガキ・黒色処理を施し、ロクロナデで高台を馴染ませているため、底部に糸切り痕が観察でき

ないc図128-3 (ESI40) は休邪外而ナデ・内而ミガキ調整を施し、指ナデで高台を馴染ませている。

内面は黒色処鯉されていた可能性があるぐノ過去の調脊ゃ B区では高台付杯は図示されていない。

【内面黒色処理杯】 11点艮示した。内面にはミガキが施されるが、口緑部外面にも施すもの（図10,1

2 : ESI25、122-2: ESI36)・1本部外面にも施すもの（図108- :~: ESI26)、底辺部にナデやケズリ

がみられるもの (I叉181-1 : ESil、122-2) がある。黒色処理も斑状に外面まで及ぶものが多い。

底部は [PJ転糸切であるが、 l><ll 2 2 -2のみケズリ調整が施される。また, I-XI 8 I - l・9 9 -3 

(ESI24)・198 -11 (遺構外）の底部には「一］のヘラ出号がみられる。内面黒色処理杯の法量にはバ

ラッキがみられ、口緑郭外面ミガキのものは口径に対する器高が低く、底部ヘラ品号のものは器高が

高く人型になる傾向がある（悩252-4)。前者は肋期的な安囚が考えられ、古手の土器とみられる。

後者のうち、 81-1 (ESil)・99 -3 (ESI24)は他の内由黒色処理杯と比べて大型である。類例は青森

市朝日山 (2)遺跡などにもみられ、やはり内向黒色処理の上師器杯である c 黒占された坪と同様遺

跡内から 1-数点のみしか出tしない。その出自については今のところ不期である。

【非内面累色処即杯l 104点図示した Q ロクロ成形・回転糸切のものがほとんどである。外面ケズ

リ・内面ナデ調躯を行うものぱ 1点みられる（図115-3:ESI27.lo接合帯も観察されることから、一

次成形は巻き上げ（または積み上げ）とみられる。口緑部はロクロと判浙したが、『近野遺跡 II』の

第39号竪穴住居跡から非ロクロ成形の杯が出士していることから、ロクロを使用せずに成形された可

能性もある。ロクロ成形後、底辺部にケズリまたはナデ調整を施すものは 5点出土した (ESI3・24・

26・44) 過去の調在からも少凰出土し、 E区からの出土が最も多いが、住居跡に共伴するものはな
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いc底部にケズリ調整が施されるものは 2点出土した (ESI44・遺構外）。

E区の口径・器高分布（図214-3・4) はB区よりもバラッキが少なく、口径12~14cm、口径：器

高=2 : 1に近い位闘に飢巾し、均慇の取れた形のものが多く作られているつまた、口径12cm前後で

2 : 1以上となる、小ぶりなi宛謡形のまとまりもみられる。用途などによる使い分けも想定されるか、

セット閃係まではこ及できない c 製作に際しては口縁部に歪みがみられるものや、底部の切り雛しが

雑で安定しないものが目立つ。［寧につくられた感はなく、急ぎの大堪生産的要素が大きいと思われ

る。

【黒書七器について] 4息出士した（図215)c特に第 E6号竪穴住届跡床向からは「六」と累書さ

れた杯 2点が出土しており、注目される。累書土謡は、祭祀や儀礼行為に伴う非日常的な土器との見

方が有力であるぐ過去の調壺で出士した 2点（「近野遺跡 II』:![5什、『近野遣跡m』:78什）は記号の

要素が強いが、 E区出上資料は集浴内における識字層の存在を示すものとみられる。

［灯町皿について］ タール状付着物が内外面に複数本の縦筋状に残る杯が 6点出士した。灯明Ill1と

して使用されたものと考えられる。図133-10 (ESI42) は他の坪と比べて小ぷりで浅い器形が選択さ

れている。圏99-5 (ESI24) の口縁部は数ヵ所小さく打ち欠いた状態で使用されている。

壷： 11点四示した。出土量は少量で、大・巾・小型がある。巻き上げ成形後口縁部をヨコナデ・外

廊ケズリ・内面ナデ調整したものが主体的で、内面黒色処理の壷には内面にミガキ調整が施される。

D緑部がロクロナデされたものも 1点ある（図133-6 : ESI42) 。底部は木葉痕• 砂底・ケズリ調整

である c図100-35 (ESI24) などの内面焦色処匪の大捌広口壷は過去の調査からも数点出土しており

じ近野追跡 Il』:56住、『近野遣跡Vll』:12住）、浅黄橙色の緻密な粘土を籾選し、丁寧に作られている

印象を受ける。底部はやや楕円形気味で、木葉痕 (1-g[IOO-35 : ESI24) と砂底（図101-37 : ES124、

136 -9 : ESI43) がみられる。

甕： 人刑88点・中刑51点・小刑 6点を図示した。口径は器高に比例してバラッキがみられろが、底

径は大堕では8.5cm (底径か小さくなるタイプ）と 10.5cm、中型では 7-8 cmにまとまりかある。売

（大）の外面には枯土の付着範囲が認められるものが比較的多い。売（中）もカマドを利用したであ

ろうことを考えると、使用中にカマドの粘土が付着した可能性は低く、紅図的に貼り付けたものと考

えられる。中型は大型にみられる粘土の付着は認められず、口緑部内側に煤状炭化物が帯状に付着す

る例が多い。小邸には粘士・煤状炭化物の付着の両ガが認められず、須恵器の鉢と同様の用途が想定

される e このような使用状況による痕跡の偏り、口径・器高の数伯のバランスを組み合わせ、使い分

けを示すと思われる大・中・小の細分をおこなった（第 1章第 5節参照しこの他、使用に際して IJ

縁部を袂ったとみられるもの（図108-25 : ESI26)、底部中央付近を穿孔したとみられるもの（図

110 -38 : ESI26、133-13 : ESI42) がある。いずれもカマドでの使用やカマド祭祀に関わるもので

あろう c 甕の製作方法には二次成形・調整としてロクロを使用するもの（ロクロ甕）と使用しないも

の（非ロクロ甕）がみられる。本県のロクロ甕は東北旭方日本湘側の「出羽邸J. 太平洋側の 9陸奥

別］の双方の影響を受げて 9恨紀前半頃成立したと考えられており、近野遺跡からも多く出士してい

るC E区では図示しなかった小破片を含めるとほとんどの住居跡からロクロ甕が出士する。出士鼠は

住居跡によって大きく違うが、いずれの場合でも上体を占めるのは非ロクロ甕である。向者の使用状

況に差がみられないことから、ロクロ甕と非ロクロ甕の使い分けは認められないが、ロクロ甕では中
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邸が卓越し、非ロクロ尭では大殴が卓越する傾間にある •O 作りやすさなどの要因により、ロクロ売を

使用した時期においては両者の生庄拭を調節していた叫能竹がある。

［ロクロ売］ 大Jlj'!16点・中朋23点・小刀;'!2点を凶示した 3 ロクロ成）I多・底部厠転糸切りの売（中）

が主体的である c 大型は巻き卜．げ成形後、内・外面のU縁～胴卜半をロクロ潤整、胴I'・半以ドを外向

ケズリ・ナデケズリ潤整、内血ナデ調整を施すc 底部は砂底であるが、砂粒の付芥は少ないc 売のほ

か、大型の鉢．禍にも [μJ様にして製作されたものがみられる。売（中）はほぼ巻き卜．げ成）診後 1人」外向

ロクロ成形・底部回転糸切りであるが、 n径・器高の人きいものなどに甕（火）と l口J様のガ法で作ら

れたものがある。小型も 2神がみられ、それぞれ l息ずつ図小している。 n唇部の形状には大きく分

けて 3種がみられる。

① 五所川原烹跡群前期（五所川原市教委2003)に類似してn唇部先端をつまみ出したもの

（図109-29 : ESI26、125-10: ESI39) 

② 丸みを帯びたもの（図99-18 : ESI24、134-21 : ESI42) 

③ (りに似るが、口唇部下端が鋭角に貼るもの（図119-5 : ESI33、128-7 : ESI40) 

(i_)はE区のロクロ斐（大）において主1本を占めるもので、隣接する三内丸白遺跡からも一定且出土

している 3 胴中央に最大径があり、底径が小さいC j戊部にはくびれや粘土のめくれはみられない 3 胎

土は杯と狽似し、焼成も良好であるC @, はU縁に最大径があり、厠部はヽl脈］であるJ ①ど、②は第 E44

号堅穴仕旧跡で共伴することから (I叉1139-16・140-17) E区においては前後閃係としてとらえてい

ないc 過去の乱',J介では、十和I±[a火,r,灰の雉積する住l占跡を切り、 い．層に白頃白火山灰が雌積する第

111号竪穴住居跡（「近野迫跡1ll」)のカマドIAJから①のロクロ甕が出上していることから、〔f_〉は十和

出a火山灰～白頭山火山灰降ドの開に使）IJされていたことが確実である 。E区からは第E42・44・47

号住居跡に伴って出 I:し、そのうち42・44サでは第111号竪穴住居跡同様堆積I:上位で白頭山火山）火

を検出した。過去の調査例に同じく火山灰の出I:位悦が確認面または堆積[・.上暦であることから、現

時点では10但紀前葉までの間に使用されていた十．器と捉えられる。製作者について、須恵器の口縁部

端面形に類似していることから須忍器,:人の作との見方もあるが、第E26サ竪穴住居跡の堆秋十．から、

焼成に失敗した（ま たは、焼成前の状態で火災にあうなどして巾途半端に焼成された）杯と］〉の口縁

部形態をもつJ渦が出土しており、 ,::i)は遺跡内で焼成されたといえる c 三内）Lili遺跡周辺に須忠器窯跡

があった＂」能性も指摘されるものの、それについて現時点で 己えることはない c 〈t)は第E33・40号竪

穴仕）占跡の堆積土から大・中・小刑が少品出土した（図 119-4・5、128-1・7)。第E40号住届

跡の 2点は 1陪からの出士で1土）占廃絶後の流れ込みとみられるが、図128-7の口綜部にロクロ油'i)整

前のタタキ痕が残り、上監は古手の様相を /J~'九第 E33号竪穴住居跡は、地,,・式カ マドで床血柄 I・.に

十和田 a火山灰が堆積する第E36号住居跡に近在し、 住居跡の軸}j向も近い。E区の状況からは 9批

紀を主体とする 十和田 a火山灰降 1-・前ま での時期と捉え ておく っ なお、 く3)のタイプのロクロ売は第

25 . 112 . 13 . 130号竪穴住居粉（「近野追跡 II・IIIJ)など、今回の調査区より 1-rJ東側の住居跡からや

ゃ多く出[・.している。

【非ロクロ売］ 大型72点 ・巾型28点・ 小型 4点を図示 した。 人型が卓越する 。製作方法は人～小型

まで同様で、基本的に巻き上げ成形後、外面が口縁部ヨコナデ・胴部以下ケズリ・ナデケズリ調整、

内阿が口縁部ヨコナデ・ mが部以下ナデ調陀である c 希に、外面にケズリ後ヘラ状T.具の角などで条痕
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風のケズリをまばらに施すもの（図89-10 : ESI5)、底辺部に、叩き日風に短くハケメを霊ねるもの

（悩109噸 5: ESI26)がみられる c 底部は砂底が突出し、その他ケズリ・ナデ紺幣・禁調幣と続き、

板H底と水葉痕＋砂底が各 1点ずつみられる c 網代痕は皆無であるe 内而に黒色処雌を施すものは図

109 -35 (ESI26)に 1点みられる c 岱形は大～小型とも U縁部に最大径をもつものが主体的で、胴部

にあるものは希である。上にU縁部の形状に許Hすると 6種がみられるc

① 頸部が「く」の字に屈 1111して長いU緑部が大きく前線的に外傾するもの（図139-15 : ESI44) c 

位）ゞ径は口縁部にあり、胴は膨らまない。

② 頸部の屈曲が丸みを持ち、」こい頚部が外反するもの（閃115-8 : ES127入最大径は口縁部にあり、

胴上半がやや丸く、底径は小さい。底辺祁に括れがあるものが多い。

@ n縁部は緩やかに外傾し、寸胴でバケッ形に近いもの（図85-11・13 : ESI3)こ，粘1紐の接合常

が比較的明瞭に残り、廿彫格が雑なものが目立つc 最大径は口緑部にある＾

④ 頸部の屈曲が①＇より弱くて丸みがあるもので、短い口縁が外 J又するもの（図96-i'i : ESil 1)。敢

）ゞ径は口縁にあるものが中休的だが、胴上半が同程度膨らむものや、胴上半に巌大径を持つものもあ

る。短いU縁部を強くヨコナデした結果、頸基部が段風になったものもある（図125-7: ESI39), 

⑤ 胴上半がほぼ直線的で、口唇部が先細りしてわずかに外反するもの（図99-20 : ESI24)。最大径

はU緑部にある c 大きさの割に断面が厚い。

⑥ U縁部に向かって内湾し、 U唇部が先細りしてわずかに外傾するもの (I叉199-16:EST24), 最大

径は段状を呈する頭基部にある。

甕（大）は①～④、甕（中）は② . (j"、•，．⑤、甕（小）は④～⑥がみられる 。 ①は E 区から 3 },',(出上

し、住居跡に共ffするも(/)はない 0 9世紀前半の上器を1方彿とさせる器形であるが、 『近野追跡1Il」

の第92号竪穴住居跡（堆積 I:上位に十和ma火山灰）カマドから、第115サ竪穴住居跡 （堆積 I:上位

に白頭山火山灰がレンズ状に堆積）床面から、 B区（「近野迫跡Vil」)の第16サ竪穴住居跡（床面の数

cm上に白頭山火山灰の広がり）床面から出十．しており、使用された時期については 9世紀中菜～白頭

山火山灰降下までと広く捉えておく c ②は大・中塑とも第E27号竪穴住居跡 (j仕枯十^ 上1立に白頭山火

山）火がレンズ状に堆桔）から出十．したものが中で、他にはほとんどみられない c 粘十紐の接合帯が比

救的l!JJ燎であるが、 J亨なナデケズリが施されており、屑部周辺にユビアトが顕著である c 類例はB

区の第 6号竪穴仕届跡 (1屈に白頭,11火山灰がプロ ック状に雄積）にみられる C 10皿紀初姐～前葉の

間のご く短い時期につくられ、使用された土器であると考え られる C E区と B区の関係を考える上で

注目される c (~〕は第 E 1・3号緊穴仕届跡に共伴し、第E3号緊穴仕届跡堆積士上位に白姐,r,火山灰

がブロック状に堆積することから、 10批紀前栗ま で使）IJされていたとみられる C J)は微細な、点でバラ

エテ ィに宮み、それらを鉱括的に捉えた部分もある 。大型・中型共に E区で最も多 くみられる器形で

あなロクロ甕の①のタイプに共伴することが多い。 10恨紀前葉までの間で嘔）よりやや後出とみてい

る。⑤ ・Gtは住居跡に伴うものはない。 ⑤は胎 I:が良好で、丁半にナデケズl)されて作られたものば

かりである。②のナデケズリに近い印象を持つが、今のとこ ろ不明である 。

塙： 15点園示 した。住居跡に伴うとみら れるものは医136-5 (ESI43SK1底面）のみである 。 •軒

の住居跡から 1個体程度出十．する例が多い中で、第E26号からは 5佃体以上、第E44号では3個体程

度と、 特定の住届跡からまとまって出土 している，, ロク ロJ1f//J(ESI 6・ 26・42・44) と非ロクロJ翡
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(ESI5・24・26・44)が出土した。ロクロ請内は底径が小さく、やや丸みを持ちながら立ち上がり、ロ

縁部はほぱ水乎に外反する器形である c 器序は汚手でロクロ喪と同様の胎士でつくられている。イ本部

下半は外雁ケズリ 、内価ナデ調慾、底部はケズ，）と砂）氏がみられる c 非ロクロ渦は全休）診を知るもの

はないが、 LJ縁部はほぼ直線的である C J厚手で胎土は級密なものが多く、石災砂を多く泥人するもの

もみられる。色瀾にはバラッキがあり、胎土の差を反映していると思われる c 焼成は良いものが多いc

粘土紐の桜合術は比較的明瞭で、外面はやや細い工具でナデケズリ、内面は広い工具でナデ瀾整、底

部はケズリ・砂底がみられる。

須恵器

須忘器は 1個体分の破片の多さから人甕片が卓越し、長頸帝を中体とする壷、江と続き、その他少

塁の鉢、 1敗塁の皿・小型［：器（壷）がみられる C E区から出 r-.した古代の I今．器に占める須忠器の割合

は概ねl/10程度で、 B区に比べてやや低い傾向にある c 出十．地点は 8割が住居跡内である＾このうち、

住居に共伴する造物がある追構は第E1・6(II期） ・11・26(II・III期） ・39・42(II期） ・44(I・ 

II期） ・48サ略穴住居跡である乙この他第E24サ緊穴住居跡は人為堆禎と考えられるため、住居跡廃

兜後一定時問が経過した可能性も残るが遺物の廃棄に一括性がみられる。また、第 E26号苓穴仕1占跡

は、略完形に復元された大甕の出土にみられるように須恵器の出土岳が他遣構と比べて• または須恵

謡の総出上凪に占める割合としても卓越するが、住届跡焼失後途中まで埋没した段階に一括して廃棄

されたものが上体である C 第E24号歪穴仕1凸跡との接合例が多く、両仕）占跡にほぼ[TT)時に廃棄行為が

行われたと考えられる。以ドに、 F、区の掲叔遺物の特徴についてまとめる 3

Jill : ごく僅か (4},¥) で、 1、1,'.(も出上しなかった B区と近い状況である。第E391沢竪穴住居跡から

出上したほぽ完形の 2』、し（図125-14・15) と、それ以外は微細なII縁部片である。完形で出上した

2点は沐よりも n径が小さく小皿といった印象である。ロクロが使用されているが、 14はロクロ引き

上げの可能性が高く底部の切り離しガ法は阿転糸切、 15は粘I・.紐巻き上げの痕跡が観察され、底部の

切り離し後ケズリ調整が施される c 両者とも重ね焼き焼成 されているものの 、製作方法 ・色閤など相

迅点が多く、同窯や同時期の近在の窯で牛庄されたものとは言い雑い。過去の調査を含めてほとん

ど皿が出十．しない中で、完形の皿 2点が同＾住居跡内に遣存していたということと併せて注□される c

用途としては、 2点のうち l点は最終的には硯として転用されていたものである。B区からも、硯と

して転用された須恵器の蓄が 1点山土 している c 僅かに流通した!Illや蓄は低などとして、祭祀や特別

な柑途に世代を超えて大切に用いられた様fが窟える。

杯： 23点を図示したー全てロクロ成）I多・回転糸切で製作され、約 8割の20点に火襟痕またはLJ緑部

外面の重ね焼き痕が観察された。オリ ーブ灰やそれに近い色調のものがEl.--v: つ。

図214-1・2にE屁と B区の法呈分布図をぷした。E区では第 E26号竪穴住居跡出上造物が点越

するため、特にI1径：器高 =10: 4 ~10: 5、II径12~14cmに集中する傾向があり、底部から丸みを

持ちながら 立ち卜がる滞形が多い ，,n唇部の形状にはバラエティがあるが、色調 ・楷形 ・法蛍など泊

費地追跡としてはまとまりがある，, ・hBIメは10:4前後、 口抒13~11cmに集中する低向にあるが、

B区で卓越する第10号竪穴住居跡出十．逍物のみをみるとほぼE区の分布状況に酋なり、両住居跡出十．

の杯の法呈に共通性が見られる 。この分布状況は五所川原須忠器照跡群のMZ6サ窓跡の法呈分布に

近く （布所川原iii教委2003)、土師器や降下火山灰から批定される年代と矛盾しないc
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鉢： 鉢と分かるものは 3 点出土し、 2 点を凶示した•O このうち全休形を知ることができるものは 1

点のみである（図104-9:ESI25)。U径：器閾=1 : 1で口径よりやや胴部最大径が大きい器）診で

ある c 粘土紐巻き上げ成）診で、 U緑部ロクロ・外而ケズリ・内雁ナデ・底而ケズリ調整を施す。内河

には約 lcm輻の輸積痕が明瞭に設察される 0u縁部の端面形は図198-17 (遺構外） jlij様、 MZ文秤i

に多いタイプである。 B区からは 4点出土しており、第10号竪穴仕居跡/I',土の鉢に類例がみられる。

壷： 30点図小した。上体を占めるのは長顕壷で、 18点図小した。 U径 8--13cmに集中し、これをは

ずれる人型のものはわずか（図134-26 : ES142) であることから、謡高20-・30cm木満が主体的とみら

れる C n縁部が強く外反するものはまれである。端面形は.¥1Z支群に多いタイプが大半を占めるっ顆

基部のリング状突常は、明説で立体的なもの（図111-61・62 : ESI26、140-26 : ESI44) と、形骸

化したもの（図111-59 : ESI26・134 -26 : ESI42)がみられる c 突幣を境に肩部が屈曲するが、突

帯の下位に接合帯が観察され、接合帯を姿に緩やかに屈曲するものが第E26号酪穴住居跡から出七し

ている 。桐部は上半ロクロナデの後底部～最大径までケズリ調賂が施されるが、図111-62 (ESI26) 

には肩部に叩き成形の痕跡がみられる ，底部はケズ リ調整と無調整が観察されるへ底部に菊化状ケズ

1)がみられるものは 2点出士したc その他の壷としたものは12点ある c 図111-63 (ESI26) は小殿の

短頸壷、図111-6i> (ESI26) は器点30cm以上の大別の広口壷である c 肩部には叩き成形の痕跡が観察

されない。焼成・～廃棄時の問と思われる火ハジケが訂部に多く見られる 3 接合部分に小さな歪みが紐

察される箇所が数力）所あり、焼成時の焼き盆みの可能性が点い。U緑部はU唇部阻ドで絋図的に割り

収られた可能性が邸く、最終的に第 E26号嵯穴住）占跡の卜．層を上体として第F、24号竪穴仕）占跡とに分

けて廃巣されている 0 .Ji. 所川原窯跡群産の焼成失敗品が青森市l人」のi肖費地追跡から出上する例は把JI令

しておらず、焼き歪みかどうかも含めて注Hされる 3 この他、 II径15cm以 I.の図111-64 (ESI26)・ 

198 -13 (追構外）も広n而となる可能性がある。

大甕［中甕） ： 7点図示した。出 □社は多いものの、人半は接合しない胴部片である 。全体形の分か

るものは 1点のみである（図112-68)。第E26サ竪穴住居跡の十．坑 1をキ休とし、第E24・27号竪穴

住居跡の堆秋十．上位にも分け て廃棄されていたc 口縁部は叩き・ロクロ成形で、歪んでいる 3 図

111-66、112-68の底部には竪き台とみられる窯壁片が付着している c 叩き板には 2種の板が使用さ

れ、「平行叩き b類」を使用するもの（図140-28 : ESI44l は僅かであるc 口頸部を縦位、肩～胴部

最大径を斜位で格＋状に、 ij]iij部下半を斜位、底部～底部周辺を斜～縦位で格＋状に叩き締める。内而

は上に）d部周辺に当て具痕・底～脂,_.半にナデが施される c 当て具痕が観察されるものはあまり多く

なく 、円礫状 （図112-68・140-28)、乎行刻み 目 （図198-22 : 遺構外）、板の角状のものの 3種が

ある。図112-68ではハケメ風のナデが底部から訂部まで異ガ向にまばらに施され、 11頚部内血には

輻 3rnm程度の比較的1月瞭な平行線が重なりながら令周する。jllj様の例は本追跡では他になく、成形時

の痕跡や謁整の可能性があるが、詳細は不1月である。

終わりに

BIiの住居跡に白頭山火山灰の堆積する住居跡を切って構築される住居跡があるのに対し、 E区の

住居跡にはそれがみられないこと、 E区の住居跡には粗複がほとんどみられないことと、十．器の特徴

などを考え合わせると、 E区のキ体は 1-和ma火山灰降下前の 9肌紀後葉から白頭山火山1火椅下まで

といえるが、新手の代比＇跡 で白碩山火山灰降下からかなり （この時閉幅については曖味）前の時点で
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廃棄されている例が数例みられることから、 10I仕紀前葉までの比較的短いH寺期と推定される。 B区は

重複関係などから E区よりも艮期間同一エリアに住屈跡が常まれていたように思われるが、上体をな

すのは十和田 a火山灰降下以後とみられる。また、『近野遺跡 II・III』で報告されたエリアでは 9恨

紀後半以前の可能性のある選物か比較的多く出Lすることから、集落の存続期間としては前後に輻が

あると考えられる a 今回の報告では、炭化材の自然科学分析から導き出された年代と火山灰の堆積状

況の理解との開にずれが生じ、後者に凧きを置きつつ広く捉えた部分が大きい。今後のまとめ等にお

いて修正される事も多いと思われる口 （水谷）
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図214 土器の口径器高分布図
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図215 住居跡に共伴する土師器・須恵器ー1
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口 □こ七?~ い 第 9節古代の土製品
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(1)土玉

上玉は13点出tした。そのうち遺構内から 12点、遺椙外から 1点出Lしている。追構内はすべて住

居跡から出土し、そのうち 4点は床匝から、その他は推積土から出土している c すべて穿孔は焼成前

に行われている＂形状は俵状のもの 8点、球状のもの 4点、形状がゆがんでいるもの 1点に分けられ

る。俵状は、厚さが 1cm以ドと平べったいもの（（図86-20 : ESI 3) (図101-50 : ESI24) (図113-

76 : ES126) (図128-9 : ESI40))、径は小さいが原みがあるもの（図130-8 : ES141)、怪が、やや大

きく厚みがあるもの（（図101-49 : ESI24)、（圏199-1 : 遺構外）、（圏122-10 : ESI36)) とに分けら

れる c・ 黒褐色で胎土が粕緻なものと、褐色、黄褐色で胎士が粗く砂粒がH立つものとがあるが、形状

との関連はない。球状のものは、 ESI26・1層（図113-75) とESI26・ 床面（図113-77) とから出

土した 2点は胎土がやや粗く、色調は鈍い黄褐色である。規模と穿孔の大きさも近似していることか

ら規格性をもって製作されたことが若えられる。同様にES127Pit4から出土した 2点（図 116-17・

18) も、胎土は精級で、色調は褐灰色に一部灰黄褐色の部分が入る。形状、規模、穿孔の人きさも近

似している。 2点とも 1層より出上していることから、意図的に廃棄された可能性も考えられる。

：：fft 

こ"
~ ~，；ぶ'·"'"'~·•«-«ー・・-一---

"""亨志,""?"="''

·•·· -・-悲！辻ぶ,I年心、
-・., 

(2)土鈴

土鈴は10点出士した、3 そのうち遣構内から 7点、遣梢外から 3点が出土している。すべて破担品で

あり、形状、成形状の特徴などから土鈴と判断した。紐部は 7点出土した。すべて棒状のもので、紐

孔を有さない。紐部の多くば休部との境で破損しており、紐部と休部とをそれぞれ成形した後に結合

した場合、この祁分で破損する可能性が高い.I叉!199-3 (遺椙外）は、 3本の粘士を束ねて棒状に成

形している。イ本部は形態を判断できるものが少ない。図199-4 (遺構外）や図116-16 (ESI27) は、

縦長もしくは横長の楕円形と考えられる。士鈴と共に鈴口は出七していないか、逍構外から鈴口の可

能性のある球状土製品が出土している (I叉ll99-2)c遺構内の土鈴はすべて住居跡内堆積土から出土

している oEST24、26、27は共に士玉も出土し、特にESI27から出土した土玉 2点は前述のように意

l叉1的に廃棄された可能性をもつことから、すでに『近野遺跡V11」に報告されたものと同様に「住居単

位の祭祀~(国牛1992) を考えさせられる。

本追跡では『近野退跡』と『近野逍跡Vll』で報告されたものと合わせて22点出土し、「浪l面j圃］山元

(2)遺跡』、『高屋敷館遣跡』に次いで出土数が多く、青森市内の遺跡の中では群を抜いている。また、

前述の 2退跡から出上した上鈴に多く見られる棒状の紐部か本遺跡でも多く出土していることや、山

元 (2) 遣跡第22号略穴住居跡では士鈴と共に士退が出士していることも含めて、共通件が見られる。

（伊藤）

図218 墨書・ヘラ記号土器集成
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近野造跡111

第10節 製塩土器

外血に粘土紐の接合痕跡を明瞭に残し、内面に頷菩なナデ調整が施された深鉢形の土師栂を「製塩

土器」 として分類し、 一部を図ぷしに本報告における 「製塩土器」の認定晶池は以ドの特徴を満た

すものであるぐ〔［外面に粘上紐の積みLげ痕跡を残す。②胎上に砂粒を多く含む。③上師岱の甕より

も栂照が）阜＜、 上製支脚よりも 1人j面のナデ調蟄が丁半である。④底部には柾 H状木材の圧痕が認めら

れる。④赤変が省しく、橙色を呈する。,:§)バケッ形の器形である。尚、体部破片については、輪栢み

痕跨の泊去を意園した縦方向のナデがみられるかどうかを観察し、 I: 師器の売ゃ渦と区別する基準と

している。 また、胎]・、色調、輪禎み痕跡の技術的要素において共通点が多い支脚とは器厚、径の）ゞ

きさで区別したc

平安時代の陥穴住居跡堆枝十＿を中心に約330点の製塩十＿器nが出十＿している。大半は胴部破片であ

り、わずかにU縁部および底部破）'i"が混ざる。 E区では大別の底部破片が数点出士しているが、柾目

状）十．．痕のつくもの （図126-16他） とつかないもの（図101-43他）がみられ、特に後名に分類される

大型の破片が多く確認されている。

図101-43は縄Hの圧痕、 ヘラ状工具によるナデ状痕跡が底部外面に残されている。ナデ状痕跡に

ついては底部の器而調整と考えるよりも自直によ って製作台に1妥符した底部をヘラ状工具によ って起

こした結果ついたものと考えられる。第E25号竪穴住居跡から白上している 2点の口縁部破片（図

104 -12・13) はいずれも外反しており、 n縁部の形状もこれまでに確認されている 資料とはやや異

質である。祁雑な禍のn縁祁である可能性も考えられる。図112-69は底部に柾目状圧痕がみられな

いものの、 上記'.ヽが以外の条件を怖えていることから「製塩Ut」に含めた。尚、 同様に柾目状圧痕が

みられない「製塩十．器」 の破）iについて珪藻分析を行った結果、洵棲種が含まれることが確認されて

いる c

本報告では、洵水利用と製塩十．器の関速性を明らかにする目的で珪藻分析を行っている C (第 3章

第 5節）製塩土器の分析試料として、 口縁部破n・ （試料10)、底部破），1．（試料3・4・5・g)、柾日状圧

痕のある破J'1― （試料3・9)、柾Fl状）七痕のない破｝＇［ （試料.4) を抽出し、分析を行ったところ、製塩

土器で検畠された海楼種は土師器の売には検出されないとの結果が得られた。材森市朝日 111(2)遺跡

（パリノ・サーヴェイ株式会社2002) でも同様の分析結果が得られており、 集落遺跡でみつかる 「白

砂式上岱」は海水利）IJと強い関連性があることが確認された。

第11節 支脚

破片数にして2,1点I+¥,-. している，：いずれも外面は灰黄色か橙色、 内面は橙色を呈する門筒状I:製支

脚である。 E区では厚さが 1cm程度の薄手のものと 2cm以上になる厚手のものが確認されている o B 

区出十資料と同様、 下端部にはほぽ例外なく逆 「v」―じ」字状の切り込みが加えられている。円筒

状土製支脚は陸奥誇沿岸の製塩逍跡でも確忍されており、外佑を基本 とした粘土紐の積み上げ、多吾

の砂粒を胎土に含む点など、製作技術的側而において、製塩土器との間には多くの共通点がみられるし

なお、第 E6号峰穴仕届跡カマド燃焼部より倒立した状態で出土した資料（図91-1)は底部に製塩
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土器と共通するナデ状痕跡が忍められる。

第12節 焼成粘土塊

(1)縄文時代

第E18号竪穴住居跡堆積I:から 2点、第E29サ竪穴住居跡から 1点の焼成粘 I:塊が出I:しているし

写貞92-Ci〉は長軸 1・~2cm程度の粘I:粒が直径 4cmほどの塊にまとまったような外観を呈しているし

写夷92-〈③は直径 3cm程度、碁ん状につぶれた粘十一塊である。いずれも複数の方向から植物性繊維も

しくは棒状1:具の圧痕がみられる c

の粘土塊 l点が出土している。

(2)平安時代

この他、第EISサ竪穴住居跡堆枯十．から握りつぶしたような形状

'11-安時代遣構内出土資料には大別して二つのグループが存在する e 一つは胎土に砂とスサが含まれ

るものであり、 B区で多く W土した一群である ・C・ 粘土の色瀾はにぶい黄橙 (IOYR7/4)が上1本であり、

一部で烹色～烹褐色等の遠_}じ色がみられるものもある＾焼成に斑があり、非常に脆い＾第 E26号緊穴

住居跡ではこうした特徴をもつ焼成粘上塊がカマド堆積上および、 カマド付近の床面で多品に出上し

ており 、

られる。

カマドを構成する煕体、あるいは住居構築材が熱を受けて固まったものである可稔性が考え

もう •つは粘 I: を握ったり、捏ねたりした痕跡が確認できる ＾群である C• 第E39号竪穴住居跡10暦

から出 1:した焼成粘 1:塊は粘1:を紐状に）~o 上したものが押しつぶされたような形状を工している，2

（図126-27) 第E26号竪穴住居跡 1J苫から出十．した焼成粘十．塊は掌中で握 られた ような捻れた形状を

呈している。（図113-79) 

ていない ・J

尚、 B区で確認されていた板日状の圧痕をもつ粘十．塊は E区では確認され

（斉藤）

第13節 鉄関連遺物

鉄滓について

遺栢内外から11069.5gが出士した （観察表417PL 一部、 製錬工程で生成された可能件を特つも

(/)を含むが、その大部分は、鍛冶炉の操業に伴い排出されたものと考えられる c 追構内外の出上重旦

比をみると、約9:2で追構1人」からの出上が多い。追構別では第 E39号竪穴住居跡から調杏区令体の約

40%、4424.7gが出Lしている。 これに、近接する第E36・41サ竪穴住居跡を加えると誼蛍比は60%

を越える。 この集中傾向は追構外から出I:した鉄沖についても同様で、第E39サ竪穴住居跡を中心と

したFG-210~FP-220、 この'10m四ガの範囲内から造構外出J-.鉄沖の約69%が出 1:している。

ここでは、 それらを主に形態から、 「炉壁溶解物」、 ―流動滓」、「椀形鍛冶滓」、「含鉄鉄滓」、「ガラ

ス質袢」、 「粒状沖」、 「鍛造剥片」の 7項口 に分類した。以下、若Tの補足説明を行い、まとめとするc

流動滓・・・忘位から下位へ流れ落ちる過程で固化した、流動状を早する滓である c いずれも小さく破砕

されている （平均垂昼14.9g)cこのうち1点については自然科学分析を行い（第 3章第 6節、試料番

号2)、製錬工程での生成が枇延されるという分析結果を得た c
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椀形鍛冶滓・・・鍛冶炉中において、溶融した滓が上下に璽屈して形成された椀形を旱する滓である3 精

錬鍛治、鍛錬鍛冶両工程で生成されるc ここでは、破砕により椀形を留めないものも含むc 出士点数

36点で総巫臣は9531.1gとなり、鉄滓総玉乱の約86%を占めている。この内、破砕を免れ、全形を窺

ぃ知る事が出来るものは9点出土したc その表向観察からは、比較的大形で、 J氏面令向に炉床土が同

芥するもの（図126-20) と、 n,i者に比べると小形で、底向で木炭痕を観察できるもの（図113-73、

同126-21) とに細分できる。自然科学分析を行った試料番号 1 (1169.9g) は、前者の大形の部類

に属し、精錬鍛冶上程での生成が推定されるという分析結果を得た。

含鉄鉄沖…金屈鉄を含む鉄沖の総称としてJIJいた。表面観察を行い、その特徴から4点、 268.3gを抽

出した。 4点全てが、第 E39号竪穴住居跡からの出]-_である。破砕された椀形鍛冶符に鉄片が 2次的

に粘介したもの（図126-22)と、 i宰内祁に金属鉄が内在するもの（写真129-〈f). ②)がある。金属

鉄が内在するものは、メタル度がL(●）と強い反応を示し、内在する欽の銹化による膨張が原囚と

考えられる放射割れが顕著に牛じている。

羽口について

遺梢内外から4872.4gが出士した。いずれも、胎士に小礫、スサとして梢物竹絨維を混入し、籾殻

痕を確認できたものもある。炉壁への装着角度を示す浴損角度は、（図82-24、凶126-24)では40゚前

後と炉船に対して大きく外煩した状態で装許されていた可能性をぷすのに対し、（図126-26) は5゚と

緩やかで、ほぽ水'I;な状態で装許されていたと考えられる-:• さらに、前者の孔径が4cm前後であるの

に対し、後者は3cmと小さく、浴損も著しいものではない。この沿摂角度、孔径の差は、装符される

炉形態の迎いを表し、上程により羽nの装着ガ法が異なっていた可能性を小唆する。このように、鉄

滓の項でぷした鉄生箔における複数工程の存在は、羽11からも1u」うことかできた。

第 E39号住居跡に隣接する鍛冶関連遺構について

第E39号住居跡のカマド坪道部先端に隣接して、鉄牛．産に関わると考えられる I:坑を検出した（図

124)。精査段陪から鍛冶炉の叫能性を想定していたが、椀形鍛冶滓、金床七の出十．といった直接的な

物証を欠いている 。そこで以下、鍛冶関辿逍構の可能性が高いと判断した理由について、整理作業で

得られた所見に他遣跡の類例も交えて、ここで改めてまとめておくこととする。

①形態 ・規模・・・被熟を受ける4、 5屈に接する 2屈下而を炉床と批定した。断而形状は椀形を早して

おり、中央部が若干窪んでいる C 2屈以下は掘り方としたが、これが ―鍛冶炉内の忘温維持と防混効

果を点める ことを H的と した地1く構造」 （安問 1995) を、点区したものかどうかは判浙できなかったc

今後の課題としたい・C・ 還Iじ（被熱）部の）I多態で比較すると森状の還Jじ部をイiする鍛治炉は、村森市安

出 (2)迫跡、浪岡町山元 (2)造跡（青森県教委2001、1995)等に類例を見出すことが出米る。 ju」時

に炉の規模に関しても 、若十小ぶりの部類には属するが、県内他造跡例か ら大き く逸脱するものでは

ない。

②立地と同辺の鉄関連遺物出土状況…カマ ド栖逍部に近接した竪穴諮外に鍛冶関連追構が構築される

事例としては 、森田村八重菊 (1)迫跡（森田村教委2003)がある。さらに、木追構と 同様に隣接す

る竪穴住居内のカマド（八煎菊 (l) 報文中では 「鍛冶炉」）l封辺に、 多くの鉄袢、羽口が廃棄されて

いる点も類似する 。鉄関辿近物出十．状況については、本過梢と隣接する第E39号竪穴住居跡、及びそ

の周辺において鉄滓が集中的に出土する簡Iii」があることは先に示したc これは他造跡での様相を踏ま
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え、欽滓の排出源である炉の固団、及び近接する埋没過程の遺構への集巾的な廃乗の結呆によるもの

と考えたいc

R粒状滓・ 鍛造剥片・・・調査時は存介を確認できなかったが、雉租土より採収した土壌サンプル中から

少品ながら粒状滓、鍛辿剥片を選別、抽IHできたc 両者共、鍛錬鍛冶工程で生成される滓である 3 採

取資科の位lj約から 不明確な部分も多いが、少なくとも本遺構、もしくはその近辺に鍛冶炉が位懺し、

燥業していたことを ,j~す遺物である c また、出土の絶対数が少ない点に関しては、炉の操党期問、回

数といった使圧頻底の人小が安I大Iに加わるであろう。炉の性格を考慮する 1こでの検討材料としたい，

以卜カゞ、本追構を鍛冶関連造構と考えた判浙理由である。 隣接する 竪穴住居の日竺構辿との同時性、

炉を保護する橙根や壁といった遮蔽物の有無についてなど、さらなる検討を必要とする部分も多いが、

ひとまず上記をもって鍛冶炉の可能性の提示としておきたいc

鉄滓の自然科学分析結果について

個別の詳細な分析結呆については後に譲るものとするが、分析に1共した鉄滓 3点すべてが一酸化チ

タンを含み、その始発原料は砂鉄（チタン磁欽鉱）との見解を得たc 今後は、 1原料の採取段階である

「採鉱」という作業工程の復几も視野に入れることで、本遺跡における欽生江の様相の解a）」が、より

一悟進展する ことを期特して、本瓜の締め括りとしたい。 （荒谷）
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穴澤義功 2005 I第 3章参考資料 用語解説 (1)」 「鉄閃連遺物の分析評価に閃する研究会執告ー鉄閃連遺物の発掘・整理か 田口 勇・穴澤義功 1994 「付論 本研究関係圧語解説］ 『国立歴史民俗博物館研究報告』第59集

ら分析調査・保存まで一』 「気の歴史ーその技術と文化ーロフナーラム事務局 田「［博美 1998 「罠の溝辿に見られる地域性」 『縄文式生活構造』 同成社

安間拓已 1995 「古代の鍛沿炉—その形態及び鍛冶工程との関連について一」 『考古学飢究」第42器第2号 千葉徳爾 1釘5 『狩猟伝承1 法政大学出版局

石井 寛 1998 「縄文集洛からみた掘i'{柱建物跡 「先史日本の住居とその周辺j 同成礼 東北学院大苧民俗01l会編 」998 『東北民俗学研究」第 6号

石井寛 1999 ; 遣構研究掘立柱建物跡］ 『縄文時代』第HY号 栃木県立博物館 1009 『第291n]企圃展 狩人ー庶民生活0)中の狩り一 j

勺陸博幸 2005 「古代東北の甕：：：：阻ー陸奥咆甕と出羽迎甕ー」 『第31回古代城椙官術遺跡検討会資料集』 成田滋彦 2000 「円倫上層式に於ける大木 7b・8 a式について」 『村越潔先生白稀記念論丈集』

猪狩悛哉 2004 「第軋亭 5 青日遺跡における柱痕から見た木材利用と木製品の様相」 「日本海沿岸東北自動車置関係発掘謁在 中村大 1① 8 「危ケ岡文化における葬制の呆礎的研究（］）＝東北北部の士堀笈について＝」 『楔学院大学考古資料館紀要II 第14輯

報告書 V 青田遺跡』 新潟県埋蔵文化財週査報告書第13.3集 中村良幸 H¥32 刀大形住居ー 『縄文文化の研究」 8 雄山閻

岩手県教育委員会 lffil 『東北縦員自動車道関係埋蔵文化財調杏報告書珊： 岩手県文化財謂杏報告害第5@R 成田滋彦 1 ffi~ ［人江・十腰内式土芥様式」 1縄文土器人観j 4 小学館

•戸町教育委員会 lffi3 『•戸バイパス関係埋蔵文化財調脊報告壽皿； •戸町文化財調杏報告書給 4 集 西本甍弘 H},)l 「縄文時代のシカ・イノシシ狩猟」 『古代］第91号

大橋康二編 1 $¥38 「m'!前磁器の変遷l>Xl」 『別冊太陥 No.6'.1 古伊万里i 平凡社
四本豊弘 1,108 下欧骨」 『二内丸山造跡IA (第 2分冊）』 青森県埋蔵―人化財調査恨岩書第249集

大泰司紀之 l① 4 ~ シカ」 ［縄文文化の研究： 2 第 2版 雄山閤 西秋良宏 19',)6 「打製石器の製作と折断 1 『末海大学校地内遺跡調査団報告』 6 東海大学校地内遺跡潤壺団
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1－Ⅱ 

１－Ⅰ 

2 

3 

4 

5－Ⅱ 

5－Ⅰ 

6－Ⅱ 

6－Ⅰ 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14－Ⅱ 

14－Ⅰ 

15 

16 

17 

18 

19 

 

 

22 

23－Ⅱ 

23－Ⅰ 

24 

25－Ⅱ 

25－Ⅰ 

26－Ⅲ 

26－Ⅱ 

26－Ⅰ 

27 

28－Ⅱ 

28－Ⅰ 

29 

30

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

縄文 

縄文 

縄文 

平安 

縄文 

縄文 

縄文 

縄文 

－ 

縄文 

－ 

縄文 

縄文 

 

 

縄文 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

縄文 

縄文 

縄文 

縄文 

EG･H－215･216 

EG･H－215･216 

EG･H－218 

EC－208･209 

EH･I－211･212 

EN･O－210～212 

EN･O－210～212 

EL･M－212・213 

EL･M－212・213 

EK・L－210･211 

EJ－212 

EN・O－212･213 

EP－211･212 

EA･B－205･206 

ED･E－204 

DT･EA－206 

EO･P－209 

EO･P－209 

遺構番号なし 

EL･M－212･213 

遺構番号なし 

EE－216 

EJ･K－212 

 

 

ET－200 

EQ･R-213 

EQ･R－213 

ET・FA－212・213 

FA・B－210・211 

FA・B－210・211 

ES･T－208・209 

ES･T－208・209 

ES･T－208・209 

EQ･R－207 

EO･P－208 

EO･P－208 

ES－213・214 

EQ･R－210

時期 住居 
番号 時代 グリッド 

4.82×4.52 

4.25×4.0 

2.68×2.66 

4.38×3.68 

約5.3 

5.4×4.8 

3.25×3.12 

5.76×5.05 

4.2×4.2 

4.54×（4.33） 

径3.05 

径3.20 

3.19×3.06 

5.10×4.82 

2.9×2.9 

径2.6 

3.81×3.36 

径2.26 

－ 

3.8×3.45 

－ 

径３ 

2.67×2.67 

 

 

3.69×(2.46) 

3.82×(1.56) 

2.93×(0.76) 

4.62×4.02 

4.95×4.54 

－ 

6.33×5.25 

5.4×4.8 

4.18×4.03 

4.03×3.23 

3.8×(3.26) 

(2.5)×2.4 

3.74×3.57 

4.07×3.71

規模（m)

18.9 

16.5 

(6.5) 

14.7 

(8.5) 

13.6 

7.7 

26.4 

13.8 

(11.1) 

(4.8) 

(5.0) 

7.2 

19.8 

7.1 

(4.9) 

10.2 

3.2 

－ 

(4.4) 

－ 

8.9 

5.4 

 

 

(6.4) 

(4) 

(1.5) 

17.9 

21.9 

(4.2） 

27.6 

22.3 

13.6 

12.5 

(9.2) 

(5.4) 

(10.3) 

10.4

床面積 
（㎡） 

有り 

無し 

無し 

有り 

有り 

一巡 

有り 

ほぼ全周 

有り 

全周 

無し 

有り 

有り 

有り 

無し 

無し 

無し 

全周 

－ 

有り 

－ 

無し 

無し 

 

 

有り 

有り 

有り 

有り 

有り 

無し 

ほぼ全周 

全周 

全周 

無し 

有り 

有り 

無し 

無し 

壁溝 

有り 

無し 

無し 

有り 

有り 

有り 

有り 

有り 

 

無し 

無し 

無し 

無し 

有り 

有り 

無し 

有り 

有り 

－ 

無し 

－ 

無し 

無し 

 

 

無し 

無し 

有り 

有り 

無し 

無し 

有り 

有り 

有り 

無し 

有り 

有り 

有り 

有り 

壁柱穴 

N－123°－E 

N－123°－E 

N－126°－E 

N－140°－E 

N－113°－E 

N－124°－E 

N－124°－E 

N－125°－E 

N－125°－E 

Ｎ－109°－E 

－ 

－ 

－ 

N－158°－E 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

N－125°－E 

N－125°－E 

N－115°－E 

N－131°－E 

N－131°－E 

N－138°－E 

N－138°－E 

N－138°－E 

N－131°－E 

－ 

－ 

－ 

－ 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後半～10世紀前葉 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｅ式期 

９世紀後葉～10世紀前葉 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｅ式期 

〃 

－ 

円筒上層ｅ式期 

－ 

中期中葉～後葉 

榎林式期 

 

 

円筒上層ｄ式期 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後半～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

〃 

９世紀後半～10世紀前葉 

円筒上層ｅ式期 

〃 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ・ｅ式期 

主軸方向 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

火床面 

半地下式カマド 

火床面 

半地下式カマド 

同位置？ 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

半地下式・地下式 

地床炉 

土器片敷炉 

地床炉→    
土器埋設炉 

火床面・袖 

土器埋設炉 

不明 

 

土器埋設炉 

－ 

不明 

－ 

地床炉 

地床炉 

 

 

周堤炉 

不明 

不明 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

火床面 

半地下式カマド 

同位置？ 

同位置？ 

半地下式カマド 

周堤炉 

地床炉 

土器埋設炉 

周堤炉 

カマド・炉 

－ 

－ 

－ 

Ｂ－Ｔｍ堆積土上位 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

人為堆積か 

－ 

人為堆積か 

人為堆積か 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

人為堆積か 

Ｂ－Ｔｍ堆積土上位 

－ 

Ｂ－Ｔｍ確認面 

－ 

－ 

Ｂ－Ｔｍ堆積土上位 

一部人為堆積か 

－ 

人為堆積か 

人為堆積か 

堆積状況 

拡張後 

拡張前 

－ 

－ 

－ 

拡張後・掘立柱部 

拡張前 

拡張後・掘立柱部 

拡張前 

－ 

－ 

－ 

－ 

掘立柱部 

－ 

－ 

拡張後、焼失家屋 

拡張前 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

 

焼失家屋 

拡張後 

拡張前 

－ 

拡張後、焼失家屋 

拡張前 

 

1回目拡張後 

拡張前 

－ 

拡張後、焼失家屋 

拡張前 

－ 

－ 

備考 

Ⅲ・Ⅳｄ１ 

Ⅰａ１ 

Ⅰａ１ 

Ⅱ・Ⅲｃ1 

Ⅲ・Ⅳｂ２ 

Ⅲｃ２ 

Ⅱｂ２ 

Ⅳｄ２ 

Ⅲｃ２ 

Ⅳｂ２ 

－ 

－ 

－ 

Ⅲｄ２ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

4本柱 

Ⅲａ２ 

Ⅱｂ２ 

Ⅰａ２ 

Ⅱｂ２ 

Ⅲ・Ⅳａ１ 

Ⅲｄ２ 

Ⅲｄ２ 

Ⅲｂ２ 

Ⅲａ１ 

－ 

－ 

－ 

4本柱 

主柱穴 

有り 
（四隅） 

周堤炉・ 
土器埋設炉 

２回目拡張後・ 
焼失家屋 

－ 

－ 

－ － 

  近野遺跡Ｅ区竪穴住居跡属性表  

近野追飩lll 引用・参考又I献

丹羽 茂 1981 「大木式土器」 『縄文文化の研究』 4 雄,11閣

丹羽 茂 1989 可1期大木式_I倍昔椋式 1 『縄文」界大観J1 小栄館

沼宮内陽一郎・設楽政廷 1997 惰第 2節 八甲田火山性台地上の遺跡について＇、斜面と風向きからの一考祭へ」 『市内遺跡詳細

分布報告書J 青森市埋蔵文化財調在報告書第31生

函館市教育委員会 1999 『面館市h貪貝塚I(第 2分冊）

羽柴直人 2000 「青森県内のロクロ使用土師器長洞甕について」 『村越潔先生古稀記念論文集』

八戸市教育委員会 1994 「松ヶ崎遺跡 I f八戸市内遺跡発掘調査報告書 6j 八戸市埋蔵文化財調査報告書第60集

八戸市教育委員会 1 ffi5 r四長根遺跡］ 『八戸市内遺跡発担調禿報告書7』 八戸市埋蔵文化財潤在報告書第61集

八戸市教育委員会 1995 「松ヶ崎遣跡第 2次J '八戸市内遣跡発掘調杏報告甚71 八戸市埋蔵文化財調杏報告告第61集

八戸市教育委員会 1996 「西長根遺跡第 2次 C地点」 『八戸市内遺跡発掘調杏報告書SJ!八戸市埋蔵文化財調杏報告書第65隻

八戸巾教育委員会 1999 「酉長根遺跡： 八戸巾埋蔵文化l!オ調杏報告書第80集

八戸巾教育委員会 1999 1 松ヶ崎遺跡」 1八戸巾内遺跡発掘調任報告書11』 八戸巾埋蔵文化財調査報告害第77集

八戸巾教育委旦会 200〇 「西長根遺跡第 3次」 『八戸巾内遺跡発掘潤脊報告書12』 八戸巾埋蔵文化財調杏報告書第8刈さ

八戸巾教育委旦会 2(Xll 乃松ヶ崎遺跡第 4次」 ：八戸巾内遺跡発掘調査報告書13』 八戸巾埋蔵文化彫調査報省督第87集

パリノ・サーヴェイ株式会社 2002 「第 6竜 朝日山 (2) 追跡の珪藻化石分析・赤外線分光分析； 「朝じ山 (2)遺跡W

青森県埋蔵文化財調査報者書第:124集

春成秀爾 2(Xl3 「考古資料の偽造と誤浙」 「国立歴史民俗博物館研究報告］第1()8集

福田友之 1989 可下北半島尾駿・鷹促沼周辺の溝状ピット群」 「考盲学論叢 ll 芹沢長介先ル還暦記念論集』

福日友之 l併）8 「青森県域畠士の先史動・植物意匠遺物1 『束北民俗学研究i第 6号

御堂島王 19.)4 「防みつけによる遺物の移動と損傷」 『旧石器考古学： 48 

1肯北海道情報交換会 l渕9 己じ ;-i:4くにおける縄文時代の墓制 資料集』

三宅徹也 l'J77 「円筒士森(})概念とその崩壊」 『青森県立郷十直官研究年報』第 3号

三も徹也 1981 ~ 円筒土器； 『縄文文化の研究J3 雄山閣

三宅1散l!!. 1989 , 円筒上謡上層様式」 『縄文上器大観J1 小字館

村越潔 1W1 『F9筒上謡文化］ 雄山閤
平安 20 ES・T 198・199 4.60X4.48 16.78 有り 有り 火床面・袖 N 136'E 「近野V]19H 9他紀後平-10他紀蒻芋

盛岡市教育委員会 1982 ~ 柿ノ木乎遺］虻 盛岡市文化財調査報告第23集
縄文 21 EO・P 210・211 4.J4X3.JO 8.73 有り 無し 士器片敷炉 「近野V」14H 円椅~上層e式期

盛岡市教育委員会 1982 『大館遣跡群 大観町遣跡』

森日村教育委員会 2003 『八璽菊 (1)遺跡ill・ 柁喰 (6)遺跡・舵喰 (9)遣枕』 森田村緊急発掘調査報告書 9

森谷周野 1995 「三面の熊猟・アオシシ猟~ ~ 技糊と民俗』（上） 日本民俗文化体系第13巻

森山公一 l'J78 「切断・折損による両面加工石器の技法の復原とその変造に関する一考察」 i1中部読地の考占学』

森山公一 1989 「尖顕器の製作と折れ」 「長野児考古学会誌.1 59・60 

山口義伸 2004 亙第 l'I¥"第4節 近野遺跡周辺の地形及ぴ地質についてー 『近野遺跡VII』青森賑埋蔵文化財調杏報告書第370集

吉口政行 1996 i剥片折断技術の実験的方法による •考察」 『中ッ原第 1遺跡G地点の研究 llJ 八ヶ缶旧石器研究グループ
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縄文土器（1） 

 8 1 ESI 8 堆積土 口縁 口唇RL押、貼付 円筒上層d  

 8 2 ESI 8 堆積土 胴 RL、LR（結束第一種の可能性有） 円筒上層系 

 8 3 ESI 8 堆積土 胴 LR 中期  

 9 1 ESI 9 炉 口縁～胴上 口唇LR押、橋状把手、沈線、LR馬蹄形状押、RL 円筒上層e  

 9 2 ESI 9 炉・4 胴下 RL、L結回 円筒上層系  

 9 3 ESI 9 1・2 胴下 RL 円筒上層系  

 9 4 ESI 9 焼土中 口縁 口唇R押、RL、沈線 円筒上層e  

 9 5 ESI 9 炉 口縁 LR 円筒上層e  

 9 6 ESI 9 床直 口縁～胴上 口唇肥厚、RL押、RL 円筒上層e P-40 

 9 7 ESI 9 床直 胴 RL、縦位貼付（指頭状押圧） 円筒上層ｄ・e P-41 

 9 8 ESI 9 1・2・4 口縁～胴上 口唇肥厚、RL押、LR 円筒上層ｄ・e P-9 

 9 9 ESI 9 4 口縁 口唇肥厚、LR押、LR 円筒上層ｄ・e P-23 

 9 10 ESI 9 1・2・4 胴 結束第一種、貼付（指頭状押圧）、沈線 円筒上層e P-28・39 

 9 11 ESI 9 4 胴 LR、貼付（L押）、沈線 円筒上層e P-39、沈線細く浅い 

 9 12 ESI 9 3・4 胴 RL、沈線 円筒上層ｅ P-23、36 

 9 13 ESI 9 1・2 口縁～胴上 RL押、RL 円筒上層d・e P-8 

 9 14 ESI 9 2 口縁 貼付（RL押）、口唇肥厚、RL押、RL、沈線 円筒上層e P-5 

 9 15 ESI 9 2 口縁 貼付 円筒上層ｄ・e  

 9 16 ESI 9 2 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-6 

 10 17 ESI 9 1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、RL、沈線 円筒上層e  

 10 18 ESI 9 1 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e 内面にも貼付 

 10 19 ESI 9 1 口縁 口唇、LR押､ LR、沈線 円筒上層e P-1 

 10 20 ESI 9 堆積土 口縁～胴上 口唇肥厚、RL押、RL、沈線 円筒上層e  

 10 21 ESI 9 堆積土 口縁 口唇上面刺突、LR、沈線 円筒上層e  

 10 22 ESI 9 堆積土 口縁 突起部LR、貼付、沈線 円筒上層e  

 10 23 ESI 9 堆積土 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 12 1 ESI10 炉体土器 胴～底部 RLR、沈線 円筒上層e  

 12 2 ESI10 2（下） 略完形 3波状、口唇に沿って沈線、貼付、RL 榎林  

 12 3 ESI10 3（下） 胴下～底部 RL（縦走） 円筒上層系  

 12 4 ESI10 4（下） 口縁～胴中 貼付、RL 円筒上層d・e 大木的 

 12 5 ESI10 2（中） 略完形 小突起、RL 円筒上層d・e  

 12 6 ESI10 3（中） 胴下～底部 RL、沈線 円筒上層e  

 12 7 ESI10 4（中） 口縁～底部 無文 中期 皿形？丁寧な研磨 

 12 8 ESI10 2 胴下～底部 LR 円筒上層系  

 12 9 ESI10 1 胴下～底部 RL 円筒上層系  

 13 10 ESI10 2（中） 口縁～胴下 貼付、口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e  

 13 11 ESI10 床直 胴 RL、沈線 円筒上層e P-30 

 13 12 ESI10 3 口縁 口唇肥厚、貼付、LR 円筒上層d・e P-24 

 13 13 ESI10 2（下） 口縁～胴上 口唇貼付、RL押、RL、沈線 円筒上層e P-12 

 13 14 ESI10 3（下） 口縁 突起部貼付、口唇RL押、RL 円筒上層d・e P-14 

 13 15 ESI10 4（下） 口縁 貼付、RL押、RL、沈線 円筒上層e P-17 

 13 16 ESI10 5（下） 口縁 突起部貼付、口唇肥厚RL押、RL、沈線 円筒上層e P-16、18 

 13 17 ESI10 6（下） 口縁 突起部貼付、RL、縦位沈線 円筒上層e P-22 

 13 18 ESI10 2（中） 口縁 口唇肥厚、RL押、貼付、RL 円筒上層d・e P-7、29 

 13 19 ESI10 3（中） 口縁 無文帯、橋状突起、貼付 大木系 P-11 

 13 20 ESI10 4（中） 口縁 小突起、RL押、RL 円筒上層d・e P-7 

 13 21 ESI10 5（中） 口縁 小突起、無文 円筒上層d・e P-26 

 13 22 ESI10 6（中） 胴下 無文 大木系 P-21 

 13 23 ESI10 2 口縁 小突起、口唇指頭状押圧、無文 円筒上層d・e  

 13 24 ESI10 2 胴 LR、貼付 円筒上層d  

 14 25 ESI10 堆積土 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e  

 14 26 ESI10 堆積土 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 16 1 ESI12 炉体土器 胴上～胴下 円形貼付、RL、貼付 円筒上層d  

 16 2 ESI12 床直 胴中～底部 RL 円筒上層系  

 16 3 ESI12 床直 胴 沈線 円筒上層ｅ P-26 

 16 4 ESI12 床直 胴下 RL 円筒上層系 P-26 

 16 5 ESI12 5 胴 RL、貼付 円筒上層d  

 16 6 ESI12 3 口縁 口唇肥厚、貼付 円筒上層d  

 16 7 ESI12 3 口縁 口唇肥厚、貼付 円筒上層d  

 16 8 ESI12 3 胴 沈線 円筒上層ｅ  

 16 9 ESI12 2 胴 RL、貼付 円筒上層d 裏面全面剥落 

 16 10 ESI12 堆積土 口縁 LR 円筒上層d・e  

 16 11 ESI12 堆積土 口縁 突起、RL 円筒上層d・e P-29 

 16 12 ESI12 堆積土 口縁 LR 円筒上層d・e P-10 

 16 13 ESI12 堆積土 口縁 口唇部RL押、貼付、RL 円筒上層d・e P-2 

 16 14 ESI12 堆積土 口縁 R・LR押 円筒下層d P-8 

 16 15 ESI12 堆積土 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-5 

 16 16 ESI12 堆積土 胴 RL、貼付（指頭押圧） 円筒上層d P-15 

 18 1 ESI13 堆積土 胴下～底部 RL 円筒上層系  

 18 2 ESI13 堆積土 口縁～胴上 貼付、口唇肥厚（R押）、LR、沈線 円筒上層e P-23 

 18 3 ESI13 堆積土 口縁 貼付、R押、RL、沈線 円筒上層e P-13
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平安 

縄文 

平安 

－ 

平安 

平安 

縄文 

縄文 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

平安 

縄文 

－ 

平安 

平安 

縄文 

縄文 

平安 

縄文 

縄文 

縄文 

縄文 

縄文 

縄文 

－ 

縄文 

FD･E－207･208 

FD－209・210 

FI・J－215･216 

遺構番号なし 

FM－212 

FK･L－216･217 

FA－205 

FA－213･214 

FK･L－214 

FK･L－214 

FK・L－215･216 

FM－214･215 

FF・G－213･214 

FF・G－213･214 

FE～G－215～217 

FC･D-216･217 

FC･D－216･217 

ES－194･195 

遺構番号なし 

FG・H－216･217 

FF・G－217・218 

FE－200･201 

FF・G－217・218 

FC－215・216 

FJ・K－216・217 

DS･T－204 

EA･B－204･205 

ET－216 

EA・B－200 

EA・B－200 

遺構番号なし 

EA・B－200

時期 住居 
番号 時代 グリッド 

3.75×3.40 

3.14×3.10 

6.34×(1.61) 

－ 

2.5×2.2 

3.4×3.2 

3.2×3.16 

3.24×3.18 

5.02×4.97 

3.96×3.62 

3.44×2.76 

4.00×3.75 

5.51×3.60 

3.88×3.06 

4.5×4.46 

5.28×4.48 

3.91×3.19 

4.16×3.14 

－ 

約3.00 

6.0×4.0 

3.42×2.68 

4.5×3.3 

2.68×2.04 

径3.5 

4.58×(4.00) 

3.64×3.44 

2.88×2.26 

5.1×3.6 

3.6×3.2 

－ 

2.13×2.12

規模（m)

10.9 

6.9 

(9.1) 

－ 

4.3 

8.3 

7.2 

8 

22.7 

(11) 

8.8 

12.3 

20.1 

9.9 

20.7 

20.2 

12.3 

8.9 

－ 

(5.2) 

24.3 

7.8 

9.4 

6 

6.2 

(13.4) 

9.2 

5.7 

(14) 

(7.8) 

－ 

3.6

床面積 
（㎡） 

全周 

無し 

有り 

－ 

無し 

有り 

無し 

有り 

有り 

有り 

無し 

有り 

ほぼ全周 

ほぼ全周 

有り 

有り 

ほぼ全周 

無し 

－ 

無し 

有り 

有り 

有り 

無し 

無し 

無し 

無し 

無し 

無し 

有り 

－ 

無し 

壁溝 

有り 

有り 

無し 

－ 

無し 

無し 

有り 

有り 

有り 

有り 

無し 

有り 

有り？ 

有り？ 

有り 

有り 

有り 

有り？ 

－ 

無し 

有り 

有り 

有り 

無し 

無し 

有り？ 

有り 

有り 

無し 

有り 

－ 

無し 

壁柱穴 

N－126°－E 

－ 

N－110°－E 

－ 

N－140°－E 

N－116°－E 

－ 

－ 

N－145°－E 

N－145°－E 

N－142°－E 

N－123°－E 

N－121°－E 

N－121°－E 

N－126°－E 

N－141°－E 

N－141°－E 

－ 

－ 

N－137°－E 

N－139°－E 

－ 

－ 

N－118°－E 

－ 

－ 

－ 

－ 

N－58°－E 

Ｎ－100°－E 

－ 

－ 

９世紀後葉～10世紀前葉 

円筒上層ｄ・ｅ式期 

９世紀後半 

－ 

平安時代 

９世紀後半～10世紀初頭 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ・ｅ式期 

９世紀後葉～10世紀中葉 

〃 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前葉 

〃 

９世紀後葉～10世紀前葉 

９世紀後葉～10世紀前半 

９世紀後葉～10世紀前葉 

円筒上層ｄ式期 

－ 

９世紀後葉～10世紀前半 

９世紀後葉～10世紀前葉 

円筒上層ｄ式期 

円筒上層ａ式期 

９世紀後葉～10世紀前葉 

中期中葉 

最花式期 

円筒上層ｅ式期 

円筒上層ｄ式期 

大木10式併行期 

〃 

－ 

円筒上層ｅ式期 

主軸方向 

半地下式カマド 

土器片敷炉 

火床面・袖 

－ 

火床面・袖 

地下式カマド 

周堤炉 

地床炉 

半地下式カマド 

火床面 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

同位置？ 

半地下式カマド 

半地下式カマド 

同位置？ 

周堤炉 

－ 

不明 

火床面 

土器埋設炉 

 

火床面・袖 

土器埋設炉 

地床炉　 

土器埋設炉 

 

地床炉？ 

石組炉 

－ 

土器埋設炉 

カマド・炉 

不明 

－ 

不明 

－ 

不明 

Ｔｏ-ａ床面直上 

人為堆積 

人為堆積 

不明 

不明 

不明 

不明 

Ｂ-Ｔｍ確認面 

－ 

不明 

Ｂ-Ｔｍ堆積土上位 

－ 

－ 

－ 

不明 

不明 

人為堆積か 

－ 

不明 

－ 

－ 

－ 

人為堆積か 

－ 

－ 

－ 

－ 

堆積状況 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

焼失家屋 

－ 

拡張後 

拡張前 

－ 

－ 

拡張後・焼失家屋 

拡張前 

－ 

拡張後・焼失家屋 

拡張前 

焼失家屋 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

拡張後・焼失家屋 

拡張前 

－ 

－ 

備考 

Ⅱｂ２ 

－ 

Ⅳａ２ 

－ 

Ⅰａ１ 

Ⅲａ２ 

－ 

－ 

Ⅱｂ２ 

Ⅱｂ２ 

Ⅲ・Ⅳａ１ 

Ⅲａ２ 

Ⅲｂ２ 

Ⅱｂ２ 

Ⅲａ２ 

Ⅲｃ２ 

Ⅲｃ２ 

4本柱 

－ 

Ⅰａ１ 

Ⅲａ２ 

－ 

－ 

Ⅰａ１ 

－ 

－ 

－ 

－ 

５・６本柱 

５・６本柱 

－ 

－ 

主柱穴 

地床炉→ 
土器埋設炉 

地床炉・ 
土器埋設炉 
 

＊斜体文字は本報告書での報告なし    
＊平安時代竪穴住居跡主柱穴の分類は第４章第７節を参照     
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縄文土器（3） 

 26 12 ESI19 堆積土 口縁～胴上 突起部貼付、LR押、結束第一種 円筒上層d・e  

 26 13 ESI19 堆積土 口縁～胴上 口唇肥厚（刻み）、LR 円筒上層d・e P-56 

 27 14 ESI19 堆積土 口縁～胴上 貼付（LR押）、LR 円筒上層d・e P-4 

 27 15 ESI19 堆積土 口縁 突起部貼付 円筒上層d・e P-89 

 27 16 ESI19 堆積土 口縁～胴上 RL押、RL 円筒上層d・e P-59 

 27 17 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（貼付）、RL 円筒上層d・e P-105 

 27 18 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e P-78 

 27 19 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR、貼付 円筒上層d P-75 

 27 20 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-76 

 27 21 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（刻み）、沈線 円筒上層e P-7 

 27 22 ESI19 堆積土 口縁 口唇肥厚（上面L押）、RL 円筒上層ｄ・e P-28 

 27 23 ESI19 堆積土 胴 LR、貼付 円筒上層ｄ・e  

 27 24 ESI19 堆積土 胴 RL、貼付 円筒上層d  

 27 25 ESI19 堆積土 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-117 

 28 1 ESI22 床面 胴下～底部 RL 円筒上層系  

 28 2   ESI22Pit10 堆積土 胴下～底部 RL 円筒上層系  

 28 3 ESI22 床面 胴 RL 円筒上層系 P-23 

 28 4 ESI22 4 胴 LR、貼付 円筒上層d P-19 

 28 5 ESI22 2 胴 LR、貼付 円筒上層d P-30 

 28 6 ESI22 堆積土 口縁～胴上 突起・口唇部貼付、結束第一種、貼付 円筒上層d  

 28 7 ESI22 堆積土 口縁 貼付、（R押）、RL 円筒上層d・e  

 30 1 ESI28 3 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、貼付（爪形刺突）、RL、沈線 円筒上層ｅ P-193 

 30 2 ESI28 3･1 口縁～胴中 突起部R押、口唇LR押、結束第二種（1段原体） 円筒上層ｄ・e P-54､ 198､ 208､ 257 

 30 3 ESI28 3・1 口縁～胴上 貼付、RL押、RL、沈線 円筒上層e P-191、26､ 59 

 30 4 ESI28 6 略完形 無文 円筒上層d・e P-157、162～ 167 

 30 5 ESI28 2 胴下～底部 RL 円筒上層系 P-135 

 30 6 ESI28 2･1 口縁～胴上 突起部刻み、口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e 
P-12、14、26、72、73、 

        111、172、125 

 30 7 ESI28 1 胴下～底部 無文 円筒上層系 P-7 

 30 8 ESI28 1 口縁～底部 無文 円筒上層系 P-15 

 30 9 ESI28 床面 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、RL、沈線 円筒上層e P-214、215 

 30 10 ESI28 6 口縁 RL押、RL、貼付 円筒上層d P-233 

 30 11 ESI28 4 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-168 

 30 12 ESI28 4 口縁 口唇上面爪状刺突、LR、沈線 円筒上層e P-182 

 30 13 ESI28 3 口縁 RL押、RL 円筒上層d・e P-293 

 30 14 ESI28 3・1 口縁 突起部L押、口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-69、191 

 30 15 ESI28 3 口縁 LR押、LR、沈線 円筒上層e P-150 

 30 16 ESI28 3 口縁 突起部、三角形状の貼付 円筒上層d・e P-282 

 31 17 ESI28 3 口縁 刻み、RL、貼付 円筒上層d・e P-294 

 31 18 ESI28 3 口縁 口唇肥厚、LR押、LR 円筒上層d・e P-174 

 31 19 ESI28 3 口縁 口唇肥厚､ R押、LR 円筒上層d・e P-133 

 31 20 ESI28 3 胴 LR、沈線 円筒上層e P-297 

 31 21 ESI28 3 胴 LR、R結回、沈線 円筒上層e P-216 

 31 22 ESI28 2 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL、L結回、沈線 円筒上層e P-144 

 31 23 ESI28 2 胴 RL、沈線 円筒上層e P-136 

 31 24 ESI28 1 口縁～胴上 刻み､ RL、沈線 榎林 P-149 

 31 25 ESI28 1 口縁～胴上 口唇肥厚、RL押、RL 円筒上層d･e P-9 

 31 26 ESI28 1 口縁 無文 中期？ P-58 

 31 27 ESI28 1 口縁～胴上 LR押、結束第一種 円筒上層d･e P-8 

 31 28 ESI28 1 口縁 貼付､ LR押、LR 円筒上層d･e P-41 

 31 29 ESI28 1 口縁 貼付、刻み、LR 円筒上層d･e P-121 

 31 30 ESI28 1 口縁 無文 円筒上層d･e P-12 

 31 31 ESI28 1 口縁 貼付、沈線 円筒上層e P-97 

 31 32 ESI28 1 口縁 貼付、LR 円筒上層d・e  

 31 33 ESI28 1 胴 縦位貼付、LR？ 円筒上層d・e P-243、246 

 31 34 ESI28 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-17 

 31 35 ESI28 1 胴 RL、沈線 榎林？ P-241 

 31 36 ESI28 1 胴 RL、刺突 円筒上層c P-44、鉢形 

 31 37 ESI28 1 胴 沈線、RL 円筒上層e P-64 

 31 38 ESI28 1 胴 RL、沈線 晩期？  

 32 1 ESI29 2 口縁～胴下 二股突起、貼付、LR、沈線 円筒上層e P-519 

 32 2 ESI29 3・2 胴下～底部 結束第一種、沈線 円筒上層e P-525、491 

 32 3 ESI29 1 口縁～胴上 口唇L押、LR 円筒上層d・e P-85 

 32 4 ESI29 1 口縁～底部 口唇貼付、肥厚（LR押）、RL 円筒上層d・e P-72 

 32 5 ESI29 3 口縁～胴下 口唇肥厚（R押）、RL、RL結回 円筒上層d・e P-392、397、446､ 469他 

 32 6 ESI29 3 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、貼付、LR、沈線 円筒上層e P-423 

 33 7 ESI29 炉体土器 口縁～胴下 突起部貼付（LR押）、LR 円筒上層d・e P-1 

 33 8 ESI29 3 口縁～胴上 口唇肥厚（RL）、結束第一種 円筒上層d・e P-184、211、213、390 

 33 9 ESI29 3 口縁～胴上 口唇肥厚、貼付、結束第一種、貼付 円筒上層ｄ P-483、492 

 33 10 ESI29 3 口縁 口唇肥厚、R押、貼付 円筒上層ｄ P-382 

 33 11 ESI29 3 口縁 口唇上面刻み、口唇若干肥厚、RL、沈線 円筒上層e P-118、125、389

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（2） 

 18 4 ESI13 堆積土 口縁～胴上 貼付（RL押）、RL 円筒上層d・e 突起頂部凹状 

 18 5 ESI13 堆積土 口縁 貼付、口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-12、32 

 18 6 ESI13 堆積土 口縁～胴上 小突起、LR 円筒上層d・e P-15、30 

 18 7 ESI13 堆積土 口縁 口唇刻み、RL、沈線 円筒上層e  

 18 8 ESI13 堆積土 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e P-32 

 18 9 ESI13 堆積土 胴 RL、沈線 円筒上層e P-14 

 18 10 ESI13 堆積土 口縁 刺突 中期？  

 18 11 ESI13 堆積土 胴 LR、沈線？ 中期  

 18 12 ESI13 堆積土 胴 RL、沈線 円筒上層e P-1 

 18 13 ESI13 堆積土 胴 RL、貼付（指頭状押圧） 円筒上層d・e  

 18 14 ESI13 堆積土 胴 沈線（直線状、波状）、LR？（斜回転） 弥生中期  

 21 1 ESI14 炉体土器 胴中～底部 RL 中期  

 21 2 ESI14 床面 完形 貼付、無文 大木系 P-135 

 21 3 ESI14 床面 胴下～底部 RL 中期 P-132 

 21 4 ESI14 埋設炉2 胴 RLR 中期  

 21 5 ESI14 床面・5・2 口縁～胴上 口唇Ｌ押、RL、沈線 円筒上層ｅ P-27、53、124、133 

 21 6 ESI14 8 口縁 口唇大部分剥落、RL、沈線 円筒上層ｅ P-77 

 21 7 ESI14 5 口縁 RL 円筒上層系 P-76 

 21 8 ESI14 4 胴 LR、沈線 円筒上層ｅ P-30 

 21 9 ESI14 4 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・ｅ P-67 

 21 10 ESI14 3 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-40、41、42、123 

 21 11 ESI14 2 口縁 口唇肥厚（LR押）、結束第一種 円筒上層d・e P-55 

 21 12 ESI14 2 口縁 貼付、RL押、RL、沈線 円筒上層e P-26 

 21 13 ESI14 2 口縁 RL押、RL 円筒上層d・e P-18 

 22 14 ESI14 2 口縁 貼付（L押）、LR押、LR 円筒上層d・e P-34 

 22 15 ESI14 2 口縁 LR押、LR 円筒上層d・e P-12 

 22 16 ESI14 2 口縁 口唇肥厚（LR押）、貼付（なぞるように沈線） 円筒上層d P-102 

 22 17 ESI14 2 口縁 沈線、LR 円筒上層d・e P-35 

 22 18 ESI14 2 口縁 口唇部上面刻み 円筒上層d・e P-65 

 22 19 ESI14 2 口縁 口唇肥厚（LR）、LR、沈線 円筒上層系 P-55 

 22 20 ESI14 2 口縁～底部 無文 大木系？ P-55、楕円形皿形？ 

 22 21 ESI14 2 口縁～胴下 無文 大木系？ P-58、皿形 

 22 22 ESI14 2 胴 LR（縦）、沈線 円筒上層e P-63 

 22 23 ESI14 2 胴 RL、沈線 円筒上層e P-75 

 24 1 ESI16 床面 胴 RL、沈線 円筒上層e P-29 

 24 2 ESI16 床面 口縁 口唇刻み、RL、沈線 円筒上層e P-38 

 24 3 ESI16 堆積土 口縁～胴上 貼付（RL押）、RL 円筒上層d・e  

 24 4 ESI16 堆積土 口縁 貼付、L押、RL、沈線 円筒上層e P-6 

 24 5 ESI16 堆積土 口縁～胴上 口唇刻み、条痕 円筒上層d・e P-10、138と接合 

 24 6 ESI16 堆積土 口縁～胴上 口唇肥厚、RL 円筒上層d・e  

 24 7 ESI16 堆積土 口縁 貼付、刻み、RL 円筒上層d・e  

 24 8 ESI16 堆積土 口縁 口唇肥厚、RL 円筒上層d・e  

 25 1 ESI18 1 口縁～胴中 突起部窪み、RL押、RL、沈線 円筒上層e  

 25 2 ESI18 堆積土 胴下～底部 RL 円筒上層系 P-25～ 27、29～ 31、35、36 

 25 3 ESI18 1 胴 RLR、沈線 榎林  

 25 4 ESI18 1 胴 RL、沈線 榎林  

 25 5 ESI18 1 胴 RL、沈線 榎林  

 25 6 ESI18 堆積土 口縁～胴上 貼付、RL、沈線 円筒上層e  

 25 7 ESI18 堆積土 口縁 突起部貼付、結束第一種、貼付 円筒上層d  

 25 8 ESI18 堆積土 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL、RL結回 円筒上層d・e  

 25 9 ESI18 堆積土 口縁 RL押、RL、沈線 円筒上層e  

 25 10 ESI18 堆積土 口縁 口唇肥厚、LR(縦） 円筒上層d・e  

 25 11 ESI18 堆積土 口縁 貼付（刻み）、LR 円筒上層d・e P-18 

 25 12 ESI18 堆積土 口縁 貼付、RL、沈線 円筒上層e  

 25 13 ESI18 堆積土 口縁 RL 円筒上層d・e  

 25 14 ESI18 堆積土 口縁 RL押 円筒下層d  

 25 15 ESI18 堆積土 口縁 RL押、RL、沈線 円筒上層e  

 25 16 ESI18 堆積土 胴 RLR、沈線 榎林 P-10、11 

 26 1 ESI19 2 口縁～胴下 口唇貼付、LR押、結束第二種 円筒上層d・e
 P-96、97、98、100、102、 

        111、112、115 

 26 2 ESI19 堆積土 胴下～底部 RL 中期 P-27、29、55 

 26 3 ESI19 2 胴下～底部 RL 中期 P-99 

 26 4 ESI19 床面 胴 結束第一種 円筒上層系 P-92 

 26 5 ESI19 床直・2 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-93、108 

 
26 6 ESI19 床直 胴 沈線､ R押、R単絡1、沈線 榎林

 P-114、116、Pit2出土土器 

        と接合 

 26 7 ESI19 床直 胴 無文帯、沈線、刺突 榎林 P-116 

 26 8 ESI19 2・堆積土 口縁～胴上 口唇肥厚（LR）、LR 円筒上層d・e P-78、94 

 26 9 ESI19 2 口縁～胴上 口唇貼付､ LR押、LR 円筒上層d・e P-100 

 26 10 ESI19 2 口縁～胴上 結束第一種 円筒上層d・e P-94 

 26 11 ESI19 2 口縁 突起部貼付、沈線 円筒上層e P-103

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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縄文土器（5） 

 41 3 ESI37 付属施設 (1)4 胴 RL、貼付 円筒上層d  

 41 4 ESI37 5 胴 RL、沈線 円筒上層e P-8、9、10 

 41 5 ESI37 3 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 41 6 ESI37 2 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-1 

 41 7 ESI37 堆積土 口縁 口唇肥厚（RL押）、貼付 円筒上層d  

 41 8 ESI37 堆積土上位 口縁 口唇貼付、LR押、RL、貼付（指頭状押圧）、沈線 円筒上層e  

 41 9 ESI37 堆積土 口縁 押し引き、LRループ 早稲田6 P-4 

 42 1 ESI38 床面 口縁～胴上 口唇肥厚（RL）、貼付、RL 円筒上層d・e P-4 

 42 2 ESI38 床面 胴下～底部 RL 円筒上層d・e P-14 

 42 3 ESI38 3 口縁～胴上 貼付、RL 円筒上層d・e P-3 

 42 4 ESI38 6 口縁～胴上 LR押、LR 円筒下層d P-5 

 42 5 ESI38 堆積土 口縁 LR押、LR 円筒下層d  

 44 1 ESI45 9･4b･1b 胴下～底部 結束第一種（0段多条） 円筒上層 P-379、595、604、616 

 44 2 ESI45 4d･4･1b･1 口縁～底部 口唇肥厚（刻み）、貼付、結束第一種、貼付（LR） 円筒上層ｄ
 P-566、246、282、284、210、211、 

        405、565、570、613、621、622 

 44 3 ESI45 4b･1 口縁～胴上 口唇肥厚（貼付）、RL 円筒上層d・e P-85、89、93、353、352 

 44 4 ESI45 2･1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、RL 円筒上層d・e
 P-306、268、274、276、307、 

        310、311、406 

 44 5 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚（波状貼付）、結束第一種 円筒上層d・e
 P-1、98、2、99、104、97、 

        貼付ほとんど剥落 

 44 6 ESI45 2･1 胴中～底部 RL 円筒上層d・e
 P-303、291、297、295、296、299、 

        290、292、294、300、391 

 44 7 ESI45 1 胴中～底部 無文 円筒上層d・e P-1 

 44 8 ESI45 1a 口縁～胴中 口唇部肥厚（貼付）、結束第一種 円筒上層d・e P-538 

 45 9 ESI45 1･1a 口縁～底部 口唇肥厚（LR押）、貼付、結束第一種、貼付 円筒上層d
 P-370、194、372、184、371、167、 

        185～188、190、191、193、477 

 45 10 ESI45 7 胴 貼付 円筒上層d P-614 

 45 11 ESI45 4b 口縁 口唇肥厚（刻み）、RL、貼付 円筒上層d P-597、631 

 45 12 ESI45 4b 胴 貼付 円筒上層d P-603 

 45 13 ESI45 4b 口縁 口唇肥厚（刻み）、LR、貼付 円筒上層d P-640 

 45 14 ESI45 2･1a 胴 RL、貼付 円筒上層d P-382、397 

 45 15 ESI45 1a 口縁 口唇肥厚（RL押）、結束第一種、貼付（RL押） 円筒上層d P-494 

 45 16 ESI45 1a 口縁 口唇肥厚（貼付）、貫通孔、貼付（刻み） 円筒上層d P-464 

 45 17 ESI45 1a 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・e P-467 

 45 18 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚、RL、貼付 円筒上層d P-174 

 45 19 ESI45 1 口縁～胴上 口唇LR押、結束第一種、貼付 円筒上層d P-52、65、74、95、119 

 45 20 ESI45 1 口縁～胴上 口唇RL押、RL、貼付 円筒上層d P-70、503 

 45 21 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、貼付、LR、貼付 円筒上層d P-237 

 45 22 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚 (LR押）、結束第一種、貼付 円筒上層d P-204 

 46 23 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、貼付、結束第一種 円筒上層d・e P-62、63 

 46 24 ESI45 1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、LR、貼付 円筒上層d P-414 

 46 25 ESI45 1 口縁～胴上 口唇RL、結束第一種 円筒上層d・e P-430 

 46 26 ESI45 1 口縁 口唇貼付、RL、貼付（RL） 円筒上層d P-9 

 46 27 ESI45 1 口縁 口唇RL、波状貼付、結束第一種、貼付（RL） 円筒上層d P-340 

 46 28 ESI45 2･1 口縁 口唇肥厚（LR押）、貼付、結束第一種、貼付 円筒上層d P-326 

 46 29 ESI45 1 口縁～胴上 無文 円筒上層d・e P-56 

 46 30 ESI45 1 口縁～胴上 口唇若干肥厚、RL、貼付 円筒上層d P-3 

 46 31 ESI45 1 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-408 

 46 32 ESI45 1 胴 RL、貼付 円筒上層d・e P-182､ 375 

 46 33 ESI45 1 胴上 結束第一種、貼付 円筒上層d P-251、261 

 46 34 ESI45 1 胴 RL、貼付 円筒上層d P-232 

 46 35 ESI45 2･1 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-327 

 46 36 ESI45 2 底部 スダレ状圧痕 中期 P-380 

 48 1 ESI49 炉 1・2 口縁～胴上 口唇若干肥厚（RL押）、結束第一種 円筒上層d P-113 

 48 2 ESI49 床面 胴下～底部 無文 円筒上層系 P-97 

 48 3 ESI49 2・1 胴上～底部 結束第一種、貼付 円筒上層d P-38、42、50 

 48 4 ESI49 1 胴下～底部 RL、底面網代痕 円筒上層系 P-47 

 48 5 ESI49 3 胴 LR、沈線 円筒上層ｅ P-33、35 

 48 6 ESI49 1・2 胴 LR、沈線 円筒上層ｅ 5と同一個体 

 48 7 ESI49 2 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d  

 48 8 ESI49 1 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e  

 48 9 ESI49 1 胴 RL、貼付 円筒上層d  

 48 10 ESI49 1 胴 結束第一種、貼付、RL 円筒上層d  

 48 11 ESI49 1 胴 LR、沈線 円筒上層ｅ P-89 

 48 12 ESI49 堆積土 胴 貼付 円筒上層d P-19 

 48 13 ESI49 堆積土 胴 RL、貼付 円筒上層d P-28 

 49 14 ESI49 炉 1・2 口縁～胴上 口唇肥厚（貼付）、結束第一種、貼付（RL） 円筒上層d P-112、113 

 51 1 ESI50 炉堆積土・床面 口縁～胴中 口唇肥厚（LR）、結束第一種、波状沈線 円筒上層ａ 鉢形 

 51 2 ESI50 炉堆積土 胴下～底部 結束第一種 円筒上層系 P-51、54、56、57、60、62 

 51 3 ESI50 床面直上 胴中～底部 結束第一種 円筒上層系 P-70 

 51 4 ESI50 堆積土 口縁 貼付 円筒上層d P-42

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（4） 

 33 12 ESI29 3 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR、沈線 円筒上層e P-423 

 33 13 ESI29 3 口縁 口唇肥厚（RL）、RL 円筒上層d・e P-471 

 33 14 ESI29 3 口縁 無文 中期 P-353、362 

 33 15 ESI29 3 胴 LR、沈線 円筒上層e P-405、423 

 33 16 ESI29 3 胴 結束第二種、貼付 円筒上層ｄ P-56、484 

 33 17 ESI29 3 胴 LR、沈線 円筒上層e P-423 

 33 18 ESI29 3 胴 LR、LR押 円筒上層e P-314 

 33 19 ESI29 2 口縁～胴上 口唇肥厚（R押）、結束第二種 円筒上層d・e P-206 

 33 20 ESI29 2 口縁～胴上 口唇貼付、RL、沈線 円筒上層e P-52、343、346、348 

 33 21 ESI29 2 口縁～胴上 口唇RL押、RL 円筒上層d・e P-249、250 

 33 22 ESI29 2 口縁 口唇肥厚、上面刻み、LR、沈線 円筒上層e P-502 

 33 23 ESI29 2 口縁～胴上 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-223、224 

 33 24 ESI29 2 口縁 LR 円筒上層d・e P-295 

 33 25 ESI29 2 口縁 貼付、LR 円筒上層d・e P-255 

 34 26 ESI29 2 口縁 口唇肥厚、上面刻み、LR、沈線 円筒上層e P-126 

 34 27 ESI29 2 口縁 貼付、LR 円筒上層d・e P-275 

 34 28 ESI29 2 口縁 口唇肥厚、貼付､ LR押 円筒上層d・e P-205 

 34 29 ESI29 2 口縁 貼付、LR 円筒上層d・e P-536 

 34 30 ESI29 2 胴 LR、LR結回、貼付 円筒上層d P-237 

 34 31 ESI29 2 口縁～胴上 口唇肥厚、RL押、貼付、結束第一種 円筒上層d・e P-98 

 34 32 ESI29 2 口縁～胴上 口唇LR押、結束第一種、貼付、沈線 円筒上層e P-14､ 15 

 34 33 ESI29 1 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、RL、沈線 円筒上層e P-82 

 34 34 ESI29 1 口縁～胴上 口唇貼付､ LR、沈線 円筒上層e P-117 

 34 35 ESI29 1 口縁～胴上 口唇肥厚、RL 円筒上層d・e P-97 

 34 36 ESI29 1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、貼付、LR 円筒上層d・e P-4、5 

 34 37 ESI29 1 口縁～胴上 口唇肥厚（L押）、結束第二種、貼付 円筒上層d・e P-11 

 34 38 ESI29 1 口縁 貼付 円筒上層d・e P-59 

 34 39 ESI29 1 口縁 RL、貼付 円筒上層d・e P-21 

 34 40 ESI29 1 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e P-116 

 34 41 ESI29 1 口縁 口唇肥厚（L押 )、沈線 円筒上層e  

 34 42 ESI29 1 口縁 口唇肥厚（LR押）、貼付、LR 円筒上層d・e P-12 

 34 43 ESI29 1 口縁 貼付、LR押、LR 円筒上層d・e 内面にもLR押 

 34 44 ESI29 1 口縁 口唇上面刻み、沈線 円筒上層e  

 34 45 ESI29 1 胴 結束第一種、L結回、貼付 円筒上層d P-60 

 34 46 ESI29 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-99 

 34 47 ESI29 1 胴 無文 中期？ P-112 

 37 1 ESI30 2・1 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、RLR、沈線 円筒上層e
 P-53、22、23、34、39、41、 

        51、84、85、92 

 37 2 ESI30 4・2 口縁～底部 口唇貼付、R押、RL 円筒上層d・e P-75、76 

 37 3  ESI30Pit4 底面 胴下～底部 LR 円筒上層系  

 37 4 ESI30 床面 口縁～胴下 貼付、RL押、結束第二種 円筒上層d・e P-118 

 37 5 ESI30 床面・2 口縁～胴中 突起部貼付、口唇肥厚（LR押）、LR、貼付 円筒上層d・e P-117、132 

 37 6 ESI30 4 口縁 口唇肥厚（L押）、RL、沈線 円筒上層e P-98 

 37 7 ESI30 4 口縁 口唇肥厚（RL押）、貼付 円筒上層d・ｅ P-81 

 37 8 ESI30 4 胴 RL、沈線 榎林 P-59 

 37 9 ESI30 3 口縁 口唇肥厚（貼付）、LR、沈線 円筒上層ｅ P-63 

 37 10 ESI30 2 口縁 貼付 円筒上層d・e P-50 

 37 11 ESI30 2 口縁～胴上 口唇肥厚（貼付）、LR、沈線 円筒上層ｅ P-67 

 37 12 ESI30 2 胴 結束第一種、沈線 円筒上層ｅ P-47 

 37 13 ESI30 1 口縁 突起部表面剥落、貼付、RL、沈線 円筒上層ｅ  

 37 14 ESI30 1 口縁 突起部貼付 円筒上層ｄ・ｅ P-35 

 37 15 ESI30 1 口縁 口唇肥厚、無文 中期？ P-17 

 37 16 ESI30 1 口縁 口唇RL押、結束第一種 円筒上層d・e P-27 

 37 17 ESI30 1 口縁 口唇肥厚（刻み）、貼付 円筒上層ｄ  

 37 18 ESI30 1 胴 貼付 円筒上層ｄ P-101 

 37 19 ESI30 1 口縁 口唇貼付（RL押）、貼付、沈線 円筒上層e P-29 

 40 1 ESI32 炉 口縁～底部 口唇肥厚（RL押）、結束第二種 円筒上層d・e P-2、4、10～14、16～18、20 

 40 2 ESI32 炉 口縁～底部 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-1､ 4、5、7～ 9、15、18、19 

 40 3 ESI32 1 口縁～胴下 口唇貼付、刻み、RL 円筒上層d・e P-12 

 40 4 ESI32 4･2 口縁～胴上 口唇RL押、RL、沈線 円筒上層e P-9 

 40 5 ESI32 2 口縁～胴上 貼付、口唇若干肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e P-5、7、17、19 

 40 6 ESI32 2 口縁～胴上 口唇LR押、貼付、結束第一種 円筒上層d・e P-14 

 40 7 ESI32 2 胴 LR、貼付 円筒上層d P-22 

 40 8 ESI32 2 胴 RL、沈線 円筒上層e P-9 

 40 9 ESI32 2 胴 LR、貼付 円筒上層d P-3 

 40 10 ESI32 1 口縁～胴上 貼付､ LR押、RL、沈線 円筒上層e P-16 

 40 11 ESI32 1 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e P-10 

 40 12 ESI32 1 口縁 無文 円筒上層d・e P-1 

 40 13 ESI32 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-11 

 41 1 ESI37 床面 口縁～底部 口唇肥厚、LR 円筒上層ｄ・ｅ P-14 

 41 2 ESI37 付属施設 (1)4 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e  

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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縄文土器（7） 

 62 15 ESI56 堆積土 胴 条痕？、沈線 大木系  

 64 24 ESI58 炉底面 口縁～胴中 口唇無文帯、LR、沈線 円筒上層e  

 64 25 ESI58 炉底面 口縁～底部 口唇肥厚、LR 円筒上層e  

 64 26 ESI58 15 口縁 LR 円筒上層d・ｅ P-46 

 64 27 ESI58 15 胴 RL 中期 P-35、42 

 64 28 ESI58 15 胴 LR 中期 P-44、46 

 64 29 ESI58 16 胴 LR 中期 P-44、46 

 77 1 ESB1PIT1 4 口縁 口唇肥厚（刻み）、沈線 円筒上層e P-1 

 77 2 ESB1PIT1 2 胴 RL、沈線 円筒上層e P-1 

 77 3 ESB1PIT5 4 胴中～底部 R 円筒上層系 P-1 

 77 4 ESB1PIT5 4 胴 LR 円筒上層系 P-1 

 77 5 ESB2PIT5 1 胴 結束第一種 円筒上層系 P-1 

 77 6 ESB2PIT6 1 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e  

 77 7 ESB2PIT6 1 口縁 口唇肥厚（RL押）、貼付 円筒上層d  

 77 8 ESB2PIT6 1 胴 RL 円筒上層系  

 77 9 ESB3PIT1 堆積土 胴 LR 円筒上層d・e  

 77 10 ESB3PIT2 堆積土 胴 LR 円筒上層d・e  

 77 11 ESB3PIT2 堆積土 胴 LR 円筒上層d・e  

 77 12 ESB3PIT5 堆積土 胴 無文 中期？  

 77 13 ESB4PIT2 掘方 口縁 摩耗し、文様不明 円筒下層系 P-3 

 77 14 ESB4PIT2 堆積土 頚 LR押 円筒下層系 P-6 

 77 15 ESB4PIT4 1 胴 LR 大木系？  

 77 16 ESB4PIT6 15 胴 貼付 円筒上層d P-14 

 77 17 ESB7PIT1 1 胴 RL 円筒上層系 P-6 

 77 18 ESB7PIT2 1 口縁～胴下 口唇刻み、RL 円筒上層d・e ESB9PIT2と接合 

 77 19 ESB7PIT5 1 胴 無文 大木系？ P-3 

 77 20 ESB7PIT5 1 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR、沈線 円筒上層e P-2 

 77 21 ESB7PIT5 堆積土 口縁 RL 円筒上層系  

 77 22 ESB7PIT5 堆積土 胴 RL、沈線 榎林？  

 77 23 ESB7PIT6 堆積土 胴 RL 中期  

 77 24 ESB8PIT1 2 胴 RL 大木系？ P-1 

 77 25 ESB8PIT1 2 胴 結束第一種 円筒上層系 P-1 

 77 26 ESB8PIT2 8 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL、貼付（RL） 円筒上層d P-10 

 77 27 ESB8PIT2 2 口縁 口唇RL押、貼付（RL） 円筒上層d P-9 

 77 28 ESB8PIT2 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-5、6、7 

 77 29 ESB8PIT2 1 頚 沈線 大木系 P-4 

 77 30 ESB8PIT2 1 胴 沈線 円筒上層e P-2 

 77 31 ESB8PIT2 堆積土 胴 RL 円筒上層系  

 77 32 ESB8PIT3 2 胴 LR、R結回 円筒上層系  

 77 33 ESB8PIT3 2 胴 LR、l結回、沈線 円筒上層e  

 77 34 ESB8PIT4 堆積土 胴 LR 円筒上層d・e  

 77 35 ESB8PIT6 7 胴 LR 円筒上層系 P-4 

 77 36 ESB9PIT1 1 胴 LR 大木系？  

 77 37 ESB9PIT1 1 胴 LR、沈線 円筒上層e  

 77 38 ESB9PIT1 1 胴 LR 大木系？  

 77 40 ESB9PIT2 4 胴 RL 円筒上層系 P-3 

 77 41 ESB9PIT2 3 胴 RL 円筒上層系 P-1 

 77 42 ESB9PIT3 堆積土 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 78 1 ESB9PIT1 1 完形 口唇貼付、R押、RL 円筒上層d・e  

 78 2 ESB10PIT1 2 口縁 突起部貼付、LR、貼付 円筒上層d  

 78 3 ESB10PIT1 2 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e  

 78 4 ESB10PIT1 2 口縁 口唇上面RL、口縁部RL 円筒上層d・e  

 78 5 ESB10PIT1 2 胴 RL、L結回、沈線 円筒上層e  

 78 6 ESB10PIT2 確認面 胴 RL 中期  

 78 7 ESB10PIT3 確認面 口縁 口唇LR押、LR 円筒上層d・e  

 78 8 ESB10PIT5 確認面 胴下～底部 無文 円筒上層系  

 78 9 ESB10PIT5 底面・1 胴 無文 大木系 P-4 

 78 10 ESB10PIT5 1 胴 LR 中期？  

 78 11 ESB10PIT5 確認面 胴 LR、LR結回、貼付 円筒上層d・e  

 78 12 ESB10PIT5 確認面 胴 RL 中期  

 78 13 ESB10PIT5 確認面 胴 貼付 円筒上層d  

 78 14 ESB10PIT6 1 胴 LR、沈線 円筒上層e  

 78 15 ESB10PIT6 1 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 78 16 ESB11PIT1 2 胴 RL、沈線 円筒上層e P-2 

 78 17 ESB11PIT1 2 口縁 口唇貼付、刺突、LR、沈線 円筒上層e P-3 

 78 18 ESB11PIT1 2 胴 LR、沈線 円筒上層e P-2 

 78 19 ESB11PIT1 1 口縁 口唇貼付､ LR押、LR、沈線 円筒上層e P-1 

 78 20 ESB11PIT1 7 口縁 貼付（RL） 円筒上層d・e P-4 

 78 21 ESB11PIT2 4 胴 結束第一種？、貼付（LR？） 円筒上層d P-3 

 78 22 ESB11PIT2 2 胴 LR 大木系？ P-2 

 78 23 ESB11PIT5 2 口縁 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-2

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（6） 

 51 5 ESI50 堆積土 口縁 口唇肥厚（LR）、結束第一種 円筒上層d・e P-36 

 51 6 ESI50 堆積土 口縁 口唇肥厚（刺突）、LR 円筒上層d・e P-69 

 51 7 ESI50 堆積土 胴 RLR、沈線 榎林？ P-38 

 51 8 ESI50 堆積土 胴 RLR、沈線 榎林  

 52 1 ESI52 炉体土器 胴中～底部 結束第一種 円筒上層系  

 52 2 ESI52 確認面・堆積土 口縁～底部 無文 円筒上層系  

 52 3 ESI52 確認面 口縁 口唇刻み、LR 円筒上層d・e  

 52 4 ESI52 堆積土 胴 RL、RL結回 円筒上層系  

 54 1 ESI53 4・1 口縁～胴下 LR、内外面とも部分的に赤色顔料付着 大木系？  

 54 2 ESI53 4 口縁 折返口縁、無文帯、RL 榎林・最花 P-20 

 54 3 ESI53 4 口縁 無文帯、L 榎林・最花 P-12 

 54 4 ESI53 4 口縁 突起部貼付、刻み、LR、沈線 円筒上層e P-16 

 54 5 ESI53 4 胴 RL、沈線 最花 P-24 

 54 6 ESI53 4 胴 LR、沈線 円筒上層e P-17 

 54 7 ESI53 1 口縁 折返口縁、無文帯、RL？ 榎林・最花  

 54 8 ESI53 1 口縁 口唇肥厚（L押）、LR、沈線 円筒上層e  

 54 9 ESI53 1 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 55 1 ESI54 炉体土器 口縁～胴下 口唇貼付、LR押、LR、沈線 円筒上層e P-147 

 56 2 ESI54 炉底面 口縁～胴上 口唇肥厚、LR、LR押 円筒上層d・e P-147 

 56 3 ESI54 7 胴中～底部 R 中期 P-159、160 

 56 4 ESI54 1 胴中～底部 RL、沈線 最花 P-45、48、49 

 56 5 ESI54 8 胴 RL、L結回、沈線 円筒上層e  

 56 6 ESI54 8 胴 LR 円筒上層系  

 56 7 ESI54 7 口縁～胴中 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-125、152 

 56 8 ESI54 7 胴 RL、沈線 円筒上層e  

 56 9 ESI54 7 胴 LR、沈線 大木系？  

 56 10 ESI54 6・1 口縁 折返口縁、無文帯、LR 大木系 P-6、7、123、129、167 

 56 11 ESI54 6 口縁 RL押、RL 円筒上層d・e  

 56 12 ESI54 6 口縁 LR押、LR、R結回 円筒上層d・e  

 56 13 ESI54 3 胴 RLR 円筒上層d・e  

 56 14 ESI54 2 口縁～胴上 口唇貼付、刻み、RL、沈線 円筒上層d・e P-36、103 

 56 15 ESI54 2 口縁 無文帯 最花 P-84、111 

 56 16 ESI54 2 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-107 

 56 17 ESI54 2 胴 LR、沈線 円筒上層e P-107 

 56 18 ESI54 2 胴 RLR、沈線 榎林 P-5 

 56 19 ESI54 2 胴 RL？、沈線 円筒上層ｅ P-104 

 56 20 ESI54 2 胴 RL？、沈線 最花？ P-8 

 56 21 ESI54 1 口縁～胴下 無文帯、刺突、R単絡1、沈線 最花 P-39 

 56 22 ESI54 1 口縁～胴上 口唇貼付、RL 円筒上層d・e P-126 

 57 23 ESI54 1 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e  

 57 24 ESI54 1 口縁～胴上 口唇肥厚、LR 円筒上層d・e P-164 

 57 25 ESI54 1 口縁 突起部貼付、口唇刻み、LR 円筒上層d・e  

 57 26 ESI54 1 口縁 折返口縁、無文帯、RL 大木系  

 57 27 ESI54 1 口縁 LR、沈線 円筒上層e  

 57 28 ESI54 1 口縁 折返口縁、無文帯、RL、沈線 最花  

 60 1 ESI55 炉体土器 胴中～底部 結束第一種、貼付 円筒上層d  

 60 2 ESI55 出入口埋甕 口縁～胴中 口唇肥厚（RL押）、貼付、RL 円筒上層d・e  

 60 3 ESI55 2・1 口縁～胴中 口唇貼付、RL押、RL 円筒上層d・e  

 60 4 ESI55 2 胴下～底部 RL 中期 P-7 

 60 5 ESI55 2 胴下～底部 無文 中期 P-8 

 60 6 ESI55 3・2 口縁～胴中 口唇肥厚（貼付）、RL、貼付 円筒上層d P-13 

 60 7 ESI55 3 口縁～胴上 突起部に貫通孔？、RL 円筒上層d・e P-12 

 60 8 ESI55 2・1 胴 RL、RL結回、貼付 円筒上層d P-3、18 

 60 9 ESI55 2 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・e  

 60 10 ESI55 7 胴 LR、貼付 円筒上層d P-22 

 60 11 ESI55 5・2 口縁～胴中 口唇肥厚（RL押）、結束第一種 円筒上層d・e P-9、16 

 60 12 ESI55 4 胴 RL、貼付 円筒上層d P-19 

 60 13 ESI55 堆積土 胴 無文 大木系？  

 62 1 ESI56 炉 口縁～底部 無文帯、LR、沈線 大木10 P-17、27、46 

 62 2 ESI56 炉 胴下～底部 LR 大木系 P-23 

 62 3 ESI56 炉 胴下～底部 摩耗激しく文様不明、底面網代痕 大木系 P-17、18、25、37、38 

 62 4 ESI56 1 胴上～胴下 RL、沈線 大木10 P-5 

 62 5 ESI56 床面 胴 LR 中期 P-10 

 62 6 ESI56 床直 胴 RL、沈線 円筒上層e P-16 

 62 7 ESI56 11 胴 無文 中期 P-14 

 62 8 ESI56 堆積土 口縁～胴上 口唇刻み、LR 円筒上層d・e  

 62 9 ESI56 堆積土 口縁 LR、沈線 円筒上層e  

 62 10 ESI56 堆積土 胴 RL、L結回、沈線 円筒上層e  

 62 11 ESI56 堆積土 胴 RL、沈線 最花・大木10  

 62 12 ESI56 堆積土 胴 LR、沈線 円筒上層ｅ  

 62 13 ESI56 堆積土 胴 RL、貼付 円筒上層d  

 62 14 ESI56 堆積土 胴 LR、沈線 大木系？  

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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縄文土器（9） 

 161 14 ESK44 堆積土 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e  

 161 15 ESK44 堆積土 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e  

 161 16 ESK44 堆積土 胴 RL？、沈線 円筒上層e  

 161 17 ESK47 堆積土 胴 結束第一種 円筒上層系  

 161 18 ESK48 堆積土 胴 R 中期  

 161 19 ESK48 堆積土 胴 RLR 中期  

 161 20 ESK52 2 胴下～底部 RL 円筒上層系 P-3 

 161 21 ESK52 1 口縁～胴上 無文帯、LR 大木系  

 161 22 ESK52 1 胴下～底部 LR 円筒上層系 P-17 

 162 1 ESK52 底面 口縁 口唇縄文押、沈線 円筒上層e P-20、摩耗し地文等不明 

 162 2 ESK52 7 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・e  

 162 3 ESK52 堆積土中位 口縁～胴上 口唇貼付、LR 円筒上層d・e  

 162 4 ESK52 堆積土中位 口縁 口唇L押、貼付（L押）、LR 円筒上層d・e  

 162 5 ESK52 4 口縁～胴中 RL、貼付 (指頭状押圧） 円筒上層d・e P-18 

 162 6 ESK52 4 口縁～胴上 口縁貼付、RL押、RL 円筒上層d・e P-13 

 162 7 ESK52 4 口縁～胴上 口唇部貼付、RL 円筒上層d・e P-16 

 162 8 ESK52 2 口縁～胴上 口唇貼付、刻み、RL、沈線 円筒上層e P-12 

 162 9 ESK52 1 口縁～胴上 LR 円筒上層d・e P-1 

 162 10 ESK52 1 口縁～胴上 貼付、LR押、LR 円筒上層d・e P-18 

 162 11 ESK52 1 口縁～胴上 LR 円筒上層d・e P-18 

 162 12 ESK52 1 口縁 貼付 (RL押）、RL、沈線 円筒上層e P-18 

 162 13 ESK52 1 胴 沈線 円筒上層e P-2 

 162 14 ESK52 1 胴 RL、沈線 最花 P-18 

 163 1 ESK58 13 口縁～底部 口唇肥厚 (刻み）、RL 円筒上層d・e  

 163 2 ESK58 堆積土 底部 無文 円筒上層系 P-1 

 163 3 ESK58 13 口縁 突起部貼付、口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-2 

 163 4 ESK58 13 胴 LR、沈線 円筒上層e  

 163 5 ESK58 11・8 口縁 口唇上面縄押、LR 円筒上層d・e  

 163 6 ESK58 11 胴 結束第二種？、貼付 円筒上層d  

 163 7 ESK58 10 胴 沈線 円筒上層e  

 163 8 ESK58 堆積土上位 口縁 無文 最花？  

 163 9 ESK58 堆積土上位 胴 無文 最花？  

 163 10 ESK58 堆積土上位 胴 LR、沈線 円筒上層e  

 163 11 ESK58 堆積土上位 胴 R単絡1？、沈線 榎林  

 163 12 ESK58 堆積土 口縁 口唇貼付、沈線 円筒上層e P-1 

 163 13 ESK58 堆積土 口縁 口唇貼付､ RL押、RL 円筒上層d・e P-1 

 163 14 ESK58 堆積土 胴 LR、沈線 円筒上層e P-1 

 163 18 ESK59 底面直上 胴下～底部 RL 円筒上層系  

 163 19 ESK59 堆積土 口縁 口唇肥厚（RL押 )､ RL、沈線 円筒上層e  

 163 20 ESK59 堆積土 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・e  

 163 22 ESK60 底面直上 口縁 口唇肥厚（RL押）､ RL 円筒上層d・e P-3 

 
163 23 ESK60

 底面直上・
 胴 RL 円筒上層d・e P-1

 

    堆積土 

 163 24 ESK60 堆積土 胴 RL、貼付（円形刺突） 円筒上層d 

 163 25 ESK60 堆積土 口縁～胴上 口唇肥厚（貼付剥落）、LR 円筒上層d・e 

 163 26 ESK73 堆積土 口縁 口唇LR押、LR 円筒上層d・e 

 163 27 ESK77 堆積土 胴 結束第一種 円筒上層系 

 163 28 ESK78 堆積土 胴 LR単絡1 円筒下層系 

 164 1 ESK89 堆積土 胴 不明 円筒下層系 P-1 

 164 2 ESK90 底面 胴 RL 大木系 P-8 

 164 3 ESK90 1 胴 LR、R結回 円筒上層系 P-1 

 164 4 ESK90 1 胴 RL、貼付 円筒上層d P-6 

 164 6 ESK95 1 胴 LR、R結回 円筒上層系 

 164 7 ESK98 底面 胴 LR、沈線 円筒上層e P-1 

 164 8 ESK98 2 口縁 口唇貼付、LR、沈線 円筒上層e P-2、3 

 164 9 ESK98 2 胴 RL 円筒下層系 P-5 

 164 10 ESK98 堆積土 胴 RL？、沈線 円筒上層e 

 164 11 ESK98 堆積土 胴 無文 中期 

 164 13 ESK99 3 口縁 肥厚、貼付 円筒上層d・e P-1 

 164 14 ESK100 堆積土 口縁 口唇上面刺突、沈線、刺突、RL 晩期 

 164 15 ESK100 堆積土 胴 RL 晩期 

 164 16 ESK101 8 胴 LR、沈線 円筒上層e P-9 

 164 17 ESK101 7 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR、沈線 円筒上層e P-4 

 164 18 ESK101 7 口縁 口唇若干肥厚（LR押）、沈線 円筒上層e P-10 

 164 19 ESK101 7 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e P-3 

 164 20 ESK101 7 胴 沈線 円筒上層e P-5、表面剥落 

 164 21 ESK101 4 口縁 貼付、LR押 円筒上層d・e P-7 

 164 22 ESK101 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-1 

 164 23 ESK101 堆積土 胴 LR、沈線 円筒上層e 

 165 1 ESK102 5 口縁 口唇RL押、結束第二種 円筒上層d・e P-3 

 165 2 ESK102 3 胴 RL、L結回 円筒上層系 P-5

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（8） 

 78 24 ESB11PIT6 16 胴 RL 円筒上層系 P-6 

 78 25 ESB11PIT6 14 口縁 口唇若干肥厚、RL 円筒上層d・e P-5 

 78 26 ESB11PIT6 14 胴 RL 中期 P-4 

 78 27 ESB11PIT6 1 胴 LR 中期  

 78 28 ESB11PIT6 1 胴 LR 円筒上層系  

 79 1 ESR1 － 胴下～底部 LR、単絡1 円筒下層系  

 79 2 ESR2 － 胴下～底部 RL 円筒下層系  

 79 3 ESR3 － 口縁～底部 口唇貼付、結束第一種、貼付 円筒上層d  

 158 1 ESK1 5 胴 RL 円筒上層系 P-1 

 158 2 ESK2 4 胴 RL 円筒上層系 P-2 

 158 3 ESK2 4 胴 LR 円筒上層系 P-3 

 158 4 ESK3 1 口縁 折返状、無文帯、LR 最花 P-19 

 158 5 ESK3 1 胴下 RL 大木系 P-13、14、15 

 158 6 ESK3 1 胴 LR 中期 P-2、12 

 158 7 ESK3 1 胴 RL、沈線、刺突 最花 P-6 

 158 8 ESK3 1 胴 RL、沈線 円筒上層e P-1 

 158 10 ESK7 8 口縁 貼付 円筒上層d・e P-4 

 158 11 ESK7 1 口縁～胴上 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-1 

 158 12 ESK9 1 胴下 結束第一種 円筒上層系  

 158 13 ESK10 5 胴 RL 円筒上層系 P-2 

 158 14 ESK10 5 口縁 口唇肥厚（RL押）、貼付、RL 円筒上層d・e P-1 

 158 15 ESK10 5 口縁 LR 円筒上層d・e  

 158 16 ESK10 1 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d  

 158 17 ESK11 堆積土 口縁 無文 中期  

 158 18 ESK11 堆積土 胴 結束第一種？、貼付 円筒上層d  

 159 1 ESK12 堆積土 口縁～胴中 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-1、2、3、6 

 159 2 ESK12 堆積土 胴下 RL 中期 P-8、9、底部周縁欠け 

 159 3 ESK12 堆積土下 胴 LR、沈線 榎林 P-4 

 159 4 ESK13 堆積土 口縁～胴中 口唇貼付（刻み）、LR押、LR、沈線 円筒上層e P-4 

 159 5 ESK13 堆積土 口縁 貼付、L押、沈線 円筒上層e P-5 

 159 6 ESK13 堆積土 口縁 口唇刻み？、LR、沈線 円筒上層e  

 159 7 ESK14 堆積土 胴 結束第一種 円筒上層系 P-1 

 
159 8 ESK16

 底面直上・ 
口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、貼付、結束第一種 円筒上層d・e P-2

 

    堆積土 

 159 9 ESK16 堆積土 口縁 R押、結束第一種、LR 円筒下層d1  

 159 10 ESK17 底面直上 口縁～胴上 口唇RL押、RL、沈線 円筒上層e P-1 

 159 11 ESK17 底面直上 胴中～胴下 RL、沈線 円筒上層e P-1、10と同一個体 

 159 12 ESK19 堆積土 口縁 口唇LR押、LR、貼付（LR） 円筒上層d P-1 

 159 13 ESK21 堆積土 胴中 結束第一種、L結回、貼付、沈線 円筒上層e  

 159 14 ESK22 堆積土 口縁 LR、沈線 円筒上層e  

 160 1 ESK23
 底面直上・ 

口縁～底部 口唇L押、貼付、RL、L 円筒上層d・e 
 

    堆積土 

 160 2 ESK23 底面直上 胴 LR 円筒上層系 P-1 

 160 3 ESK23 底面直上 胴 LR 円筒上層系 P-1 

 160 4 ESK24 堆積土 胴 結束第一種 円筒上層系  

 160 5 ESK25 1 胴 RL 円筒上層系 P-4 

 160 6 ESK26 堆積土 胴 RL 円筒上層系  

 160 7 ESK26 堆積土 胴 R単絡1 円筒下層系  

 160 8 ESK27 堆積土中位 口縁 口唇肥厚（L押）、L 円筒上層d・e  

 160 9 ESK27 堆積土中位 胴中 貼付（指頭状押圧）、RL、沈線 円筒上層e  

 160 10 ESK28 堆積土 胴 無文？ 中期  

 160 11 ESK29 堆積土 口縁 口唇RL押、RL 円筒上層d・e  

 160 13 ESK30 堆積土 口縁 口唇肥厚、貼付 円筒上層d  

 160 14 ESK30 堆積土 口縁 貼付、RL 円筒上層d・e  

 160 15 ESK30 堆積土 胴 LR、貼付 円筒上層d  

 160 16 ESK32 1 口縁 RL押、RL 円筒上層d・e P-1・2 

 160 17 ESK33 4 口縁～胴上 突起部貼付、LR押、RL、貼付 円筒上層d  

 160 18 ESK34 5 胴 無文 中期  

 160 19 ESK34 3 胴 RL 中期  

 161 1 ESK35 1 胴 RL、貼付（RL） 円筒上層d P-7 

 161 2 ESK35 1 胴 RL 円筒上層系 P-5 

 161 3 ESK36 1 胴 LR、沈線 円筒上層e  

 161 4 ESK36 1 胴 沈線 円筒上層e  

 161 6 ESK42 堆積土 胴 RL 円筒上層系  

 161 7 ESK43 底面直上 胴下～底部 RL 円筒上層系 P-1 

 161 8 ESK43 堆積土 口縁 口唇RL押、RL、沈線 円筒上層e  

 161 9 ESK43 堆積土 底部 沈線？ 円筒上層系？  

 161 10 ESK44 底面直上 胴下～底部 LR 円筒上層系  

 161 11 ESK44 底面直上 胴 無文、漆塗布？ 大木系？ P-1 

 161 12 ESK44 底面直上 胴 結束第一種 円筒上層系 P-2 

 161 13 ESK44 堆積土 胴 LR、R結回、沈線 円筒上層e  

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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縄文土器（11） 

 174 11 ESK154 1 口縁 口唇肥厚（LR押）、結束第二種 円筒上層d・e P-27 

 174 12 ESK154 1 口縁 口唇肥厚（RL押）、結束第二種 円筒上層d・e P-33 

 174 13 ESK154 1 胴 結束第二種 円筒上層系 P-10 

 175 1 ESK155 7 口縁～底部 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-11 

 175 2 ESK155 8 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e P-10 

 175 3 ESK155 8 胴 LR 円筒上層系 P-9 

 175 4 ESK155 8 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-8 

 175 5 ESK155 4 口縁 貼付 (刻み）、沈線 円筒上層e P-4 

 175 7 ESK157 4 胴 RL、貼付、沈線 円筒上層e
 P-4、6、10、12、14、15、 

        27、29、33、34、38 

 175 8 ESK157 4 口縁 口唇肥厚 (RL押）、結束第一種、沈線 円筒上層e P-22 

 175 9 ESK157 4 口縁 口唇上面刻み、RL 円筒上層d・e P-2 

 175 10 ESK157 4 口縁 口唇貼付、LR、沈線 円筒上層e P-28、30 

 175 11 ESK157 4 口縁 突起部貼付 円筒上層d・e P-16 

 175 12 ESK157 1 胴 LR、沈線 円筒上層e P-1 

 175 14 ESK158 2 胴 RL、貼付（指頭押圧）、沈線 円筒上層e  

 176 1 ESK163 4･1 略完形 口唇貼付、RL押、RL 円筒上層d・e P-7、16、10、11、12、13、14 

 176 2 ESK163 3・2・1 胴下～底部 結束第一種 円筒上層系 P-2、3、6、8 

 176 3 ESK163 3・1 口縁～胴 口唇貼付、LR押、結束第一種、沈線 円筒上層e P-1、17 

 176 4 ESK163 3 口縁 口唇LR押、LR、R結回 円筒上層d・e P-17 

 176 5 ESK163 1 口縁 2股突起、沈線 円筒上層e P-9 

 176 6 ESK163 1 口縁 突起部貼付（RL）、RL 円筒上層d・e  

 176 7 ESK163 1 胴 沈線、L環状押 円筒上層e  

 176 10 ESK164 5 口縁 貼付、LR 円筒上層d・e P-9 

 176 11 ESK164 5 口縁 二股突起、R押、無文 円筒上層d・e P-7 

 176 12 ESK164 5 胴 LR、貼付 円筒上層d・e P-5 

 176 13 ESK164 3 口縁 二股突起、無文 円筒上層d・e P-6 

 176 14 ESK164 1 口縁 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-2 

 176 15 ESK164 1 胴 貼付（縄文押？） 円筒上層d P-3 

 177 1 ESK165 3 略完形 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-11 

 177 2 ESK165 3・4 胴下～底部 RL 円筒上層系 ESK163P-5、13と接合 

 177 3 ESK165 3 胴 LR､ R結回 円筒上層系 P-2 

 177 4 ESK165 1 胴 結束第一種 円筒上層系 P-1 

 177 6 ESK169 9 胴 R、貼付 円筒上層d P-5 

 177 7 ESK169 6 口縁 口唇肥厚、貼付（L押）、RL、貼付 円筒上層d・e P-6 

 177 8 ESK169 堆積土 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d  

 177 9 ESK169 堆積土 口縁 口唇肥厚 (刺突）、橋状把手（横） 円筒上層d P-2 

 177 10 ESK170 5 胴下～底部 LR 円筒上層系 P-13 

 177 11 ESK170 5 胴 LR、貼付 円筒上層d P-7 

 177 12 ESK170 2 口縁 凹状沈線、RL 榎林 P-12 

 177 13 ESK170 2 口縁 貼付 円筒上層d・e P-6 

 177 14 ESK170 2 口縁 折返口縁、無文 大木系 P-5 

 177 15 ESK170 堆積土 口縁 L押 円筒上層d・e P-4 

 177 16 ESK170 堆積土 口縁 無文 中期 P-14 

 177 17 ESK170 堆積土 口縁 口唇LR押､ LR 円筒上層d・e  

 177 18 ESK170 堆積土 胴 貼付 (指頭状押圧）、沈線 円筒上層e  

 177 20 ESK172 3 胴 結束第一種 円筒上層系 P-4 

 177 21 ESK172 2 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d P-1 

 177 25 ESK173 1 胴 貼付 円筒上層d P-3 

 177 26 ESK173 1 胴 LR 円筒上層系 P-2 

 177 27 ESK173 堆積土 胴 結束第一種 円筒上層系 P-5 

 178 1 ESK175 4・3 口縁～胴上 口唇肥厚（L押）、結束第一種、貼付 円筒上層d P-11～ 14、16、18 

 178 2 ESK175 2 完形 口唇貼付（LR押）、LR 円筒上層d・e P-15 

 178 3 ESK175 2 略完形 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-2､ 7、10 

 178 4 ESK175 2 胴 結束第一種 円筒上層系 P-9 

 178 5 ESK175 堆積土 口縁 口唇刺突､ RL、貼付 円筒上層d P-1 

 178 7 ESK176 2 口縁 凹状沈線、結回、沈線 榎林 P-10 

 178 8 ESK176 2 口縁 凹状沈線、RL 榎林 P-13 

 178 9 ESK176 2 口縁 無文帯、RL 大木系 P-11 

 178 10 ESK176 2 口縁 無文帯、RL 大木系 P-7 

 178 11 ESK176 2 胴 RL、沈線 榎林 P-1 

 178 12 ESK176 1 胴 LR、沈線 榎林 P-6 

 178 13 ESK176 2 胴 RL、沈線 榎林 P-17 

 178 14 ESK178 堆積土 胴 RL 中期  

 178 15 ESK181 1 胴下～底部 LR 円筒上層系 P-2、3、8～ 10 

 178 16 ESK181 1 胴 LR、貼付 円筒上層e P-12 

 178 17 ESK181 1 胴 結束第一種 円筒上層系 P-3、11 

 178 18 ESK182 1 口縁～胴下 口唇貼付、肥厚、結束第一種 円筒上層d・e P-1 

 178 19 ESK182 1 胴下～底部 無文 円筒上層系 P-3 

 178 20 ESK182 3 口縁 貼付 円筒上層d P-4 

 178 21 ESK182 2 口縁 口唇肥厚（貼付）、RL、貼付（刻み） 円筒上層d P-2

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（10） 

 165 3 ESK102 堆積土 胴 RL、LR結回、沈線 円筒上層e 

 165 4 ESK108 1 口縁 無文帯 最花 P-1 

 165 5 ESK111 3 胴 LR 大木系 P-3 

 165 8 ESK120 確認面 口縁 貼付､ LR 円筒上層d・e 

 165 9 ESK120 堆積土 口縁 口唇上面刻み、LR、補修孔 円筒上層d・e 

 165 12 ESK122 13 胴 RL 早稲田6 P-19 

 165 13 ESK122 8・5 口縁 LR、R結回 早稲田6 P-6、10、11 

 165 14 ESK122 5 胴部 ループ文（LR） 早稲田6 P-4 

 165 15 ESK122 堆積土 胴部 ループ文（RL） 早稲田6 P-1、2 

 170 4 ESK125 1 口縁 口唇RL、無文帯 円筒上層d・e P-1 

 170 5 ESK129 堆積土上位 口縁 口唇肥厚、LR、RL 円筒上層d・e 

 170 6 ESK129 堆積土上位 口縁 口唇肥厚（刻み）、貼付 円筒上層d・e 

 170 7 ESK130 堆積土下位 口縁 口唇肥厚（R押）、貼付 円筒上層d・e P-3 

 170 8 ESK130 堆積土下位 胴 結束第一種 円筒上層系 P-4 

 170 9 ESK130 堆積土中位 口縁 口唇肥厚、無文 円筒上層d・e 

 170 10 ESK131 堆積土下位 口縁 口唇肥厚、LR 円筒上層d・e P-1 

 170 11 ESK131 堆積土上位 口縁 口唇L押 円筒上層d・e 補修孔 

 170 12 ESK131 堆積土 口縁 口唇肥厚、貼付、LR 円筒上層d・e 

 170 13 ESK134 2 胴 RL 大木系 P-1 

 171 1 ESK136 1 口縁～胴上 口唇貼付、L押、RL 円筒上層d・e 

 171 2 ESK136 7 口縁 口唇LR押、LR 円筒上層d・e P-7 

 171 3 ESK136 7 口縁 口唇肥厚（刻み）、貼付、沈線 円筒上層e 

 171 4 ESK136 2･3 口縁 貼付（剥落）、沈線 円筒上層e 

 171 5 ESK136 1・3 胴 LR、貼付 円筒上層d 

 171 6 ESK136 2 口縁 RL、沈線 円筒上層e 

 171 7 ESK136 1 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR、貼付 円筒上層d 

 171 8 ESK136 1 口縁 口唇貼付、RL押、RL、沈線 円筒上層e 

 171 10 ESK137 5・6 口縁～胴上 口唇肥厚（LR押）、結束第一種、貼付 円筒上層d 

 171 11 ESK138 1 口縁 橋状把手 大木系 P-1、2 

 171 12 ESK139 堆積土 胴 縄端回転文（LR） 早稲田６ 

 171 13 ESK139 堆積土 胴 縄端回転文（LR） 早稲田６ 

 171 14 ESK139 堆積土 胴 縄端回転文（LR） 早稲田６ 

 171 15 ESK139 堆積土 胴 縄端回転文（LR） 早稲田６ 

 171 16 ESK139 堆積土 胴 LR、R結回 早稲田６ 

 172 1 ESK141 堆積土 完形 口唇LR押、LR、底面スダレ状圧痕 円筒上層系 浅鉢 

 172 2 ESK141 堆積土中位 口縁～胴上 橋状把手、無文 大木系 P-6 

 172 3 ESK141 堆積土上位 口縁 突起部貼付、口唇RL押、RL 円筒上層d・e P-7 

 172 4 ESK141 堆積土上位 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、RL 円筒上層d・e P-1 

 172 5 ESK142 底面 口縁 貼付 円筒上層d・e P-5 

 172 6 ESK142 底面直上 胴 結束第二種 円筒上層系 P-7、8 

 173 1 ESK143 底面・9 口縁～胴上 口唇肥厚（RL押）、RL、沈線 円筒上層e P-1、3 

 173 2 ESK143 9 胴 RL？ 円筒上層系 P-2 

 173 4 ESK146 底面直上 口縁 押し引き沈線 早稲田６ P-2 

 173 5 ESK148 堆積土下位 胴下 RL 中期 P-1 

 173 6 ESK149 堆積土 胴下～底部 RL 中期 

 173 7 ESK149 堆積土 胴 LR 中期 

 173 8 ESK150 1 胴 LR 大木系 

 173 9 ESK150 1 胴 LR、沈線 最花 

 173 10 ESK150 1 胴 LR、沈線 最花 

 173 11 ESK151 1 口縁～胴上 口唇LR押、LR、沈線 円筒上層e P-1 

 173 12 ESK151 1 胴 LR、沈線 円筒上層e P-1 

 173 13 ESK151 堆積土 口縁 突起部貼付、沈線 円筒上層e 

 173 14 ESK151 堆積土 口縁 口唇肥厚（LR押）、LR 円筒上層d・e 

 173 15 ESK151 堆積土 口縁 LR、沈線 円筒上層e 

 173 16 ESK151 堆積土 胴 結束第一種、貼付 円筒上層d 

 173 17 ESK152 1・3・4 略完形 突起部貼付、口唇肥厚（LR押）、RL、貼付 円筒上層d・e 

 173 18 ESK152 6 口縁 貼付（RL押） 円筒上層d・e P-3 

 173 19 ESK152 6 胴 RL、RL結回、沈線 円筒上層e P-2 

 173 20 ESK152 1 胴 RL、RL結回、沈線 円筒上層e 

 173 21 ESK152 1 胴 LR、沈線 円筒上層e 

 174 1 ESK153 6 略完形 突起部貼付、LR押、LR 円筒上層d・e P-2 

 174 2 ESK153 6 胴 RL 円筒上層系 P-2 

 174 3 ESK153 6 胴 RL、貼付 円筒上層d・e P-2 

 174 4 ESK153 5 口縁～胴上 口唇RL押、貼付、RL、L結回 円筒上層d・e P-1 

 174 5 ESK154 1 略完形 口唇肥厚（RL押 )､ RL 円筒上層d・e
 P-43、52、54、57、60、62、 

        ESK158P-1と接合 

 174 6 ESK154 1 口縁～胴下 口唇若干肥厚（刺突）、RL 円筒上層d・e  

 174 7 ESK154 2・1 口縁 突起部貼付、口唇肥厚（LR押）、結束第二種 円筒上層d・e P-2、16、45、49 

 174 8 ESK154 2 口縁 口唇肥厚（LR押 )､ RL 円筒上層d・e P-56 

 174 9 ESK154 2・1 胴 結束第二種 円筒上層系 P-36、40 

 174 10 ESK154 2 胴 結束第二種 円筒上層系 P-45

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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縄文土器（13） 

 188 70 ESI51 掘り方 胴 貼付、LR 円筒上層ｅ  

 188 71 ESI36 火山灰土 胴 沈線 円筒上層e  

 188 72 ESI11 堆積土 口縁～胴上 突起部貼付、口唇L押、RL 円筒上層d・e  

 188 73 EC-215 Ⅲ 口縁 口唇貼付RL押、結束第一種 円筒上層d・e  

 188 74 ET-195 Ⅱ 口縁 突起部貼付 円筒上層d・e  

 188 75 EO-212 Ⅰ 口縁 口唇刻み、LR(0段多条 ) 円筒上層d・e 

 188 76 ESI43 － 口縁 口唇刻み、LRL 円筒上層d・e  

 188 77 EL-212 堆積土 口縁 突起部肥厚貼付、無文 円筒上層d・e  

 189 78 EF-211 Ⅱ 口縁～胴上 口唇肥厚沈線、単絡R、沈線 榎林  

 189 79 EC-202 Ⅱ 口縁 口唇肥厚沈線、RL(0段多条 )、沈線 榎林  

 189 80 ED-213 Ⅱ 口縁 口唇沈線、直前段反撚LLR、沈線 榎林  

 189 81 ESI1 床直 口縁 口唇肥厚沈線、LR、沈線 榎林  

 189 82 EE-216 Ⅱ 口縁 口唇肥厚沈線、LR、沈線 榎林  

 189 83 ESI2 － 口縁 口唇肥厚沈線、RLR、沈線 榎林  

 189 84 ES-195 Ⅱ 口縁～胴上 口唇肥厚沈線刺突、LR、沈線 榎林  

 189 85 EE-217 Ⅱ 口縁 口唇肥厚沈線、単絡R 榎林  

 189 86 ESI1 床直 口縁 口唇肥厚沈線・刺突、LR、沈線 榎林  

 189 　 87　ESI11Pit3 堆積土 口縁 口縁貼付沈線、LR 榎林  

 189 88 EE-216 Ⅱ 口縁 口唇沈線、LR、沈線 榎林  

 189 89 EB-203 Ⅱ 口縁 口唇肥厚刺突、LR、沈線 榎林  

 189 90 ESI1 床面 口縁 口唇肥厚沈線、R、沈線 榎林  

 189 91 ESI25 20・床面 口縁～胴中 口縁貼付沈線、LR 榎林 内外面ｽｽ付着 

 189 92 EF-217 Ⅱ 胴 RLR、沈線 榎林  

 189 93 EF-217 Ⅱ 胴 RLR、沈線 榎林  

 189 94 EP-209 Ⅰ 口縁 口唇沈線、無文 榎林  

 189 95 ED-205 2 口縁 折返口縁刺突、RL 最花  

 189 96 EB-203 Ⅲ 口縁 折返口縁刺突、LRL 最花  

 189 97 EC-202 Ⅲ 口縁 刺突 最花  

 189 98 EG-201 Ⅲ 口縁 折返口縁刺突、？ 最花  

 189 99 ESI6 堆積土 口縁 壷形、沈線（直線）、刺突 最花  

 189 100 EK-224 Ⅱ 口縁 壷形、沈線・刺突、LR？ 最花  

 189 101 EH-217 － 胴 RL、刺突 最花  

 189 102 EG-222 Ⅱ 口縁 折返口縁RL、沈線 最花  

 189 103 ESI31 2 胴 LR、沈線 大木10  

 189 104 DE-203 Ⅲ 胴 単絡R、沈線、刺突 大木10  

 189 105 EL-211 Ⅰ 胴 壷形、RL、沈線 大木10  

 190 106 EF-215 Ⅱ 口縁 単絡R、沈線、刺突 大木系  

 190 107 EL-211 Ⅰ 口縁 RL、沈線 大木系 108と同一個体 

 190 108 EL-211 Ⅰ 胴 RL、沈線 大木系 107と同一個体 

 190 109 FB-193 Ⅲ 口縁 LR 大木系  

 190 110 EL-212 堆積土 口縁 折返口縁、RLR 大木系  

 190 111 EC-212 Ⅲ 口縁 突起部内面肥厚、無文 大木系  

 190 112 EK-213 Ⅰ 口縁 無文 大木系  

 190 113 EA-202 Ⅲ 口縁 口唇把手貼付、L 大木系  

 190 114 FR-209 Ⅱ 口縁～胴上 沈線 (直線・弧状）、ハケメ状 十腰内Ⅰ 115と同一個体 

 190 115 FR-209 Ⅱ 口縁～胴上 沈線 (直線・弧状）、ハケメ状 十腰内Ⅰ 114と同一個体 

 190 116 FR-230 Ⅰ 口縁～胴上 沈線 (直線・楕円形 ) 十腰内Ⅰ  

 190 117 FG-207 Ⅱ 胴 沈線 (直線・円形・楕円形 ) 十腰内Ⅰ 内面スス付着 

 190 118 EH-220 Ⅱ 胴 沈線 (直線・弧状 ) 十腰内Ⅰ  

 190 119 EJ-223 Ⅰ 口縁 波頂部貼付、沈線 (横位・円形） 十腰内Ⅰ  

 190 120 EK-223 Ⅱ 胴 壷形、沈線 (楕円形・渦巻文） 十腰内Ⅰ  

 190 121 ESI44 火山灰下 胴 一部肥厚、沈線 (直線） 十腰内Ⅰ  

 190 122 ESI42 堆積土 口縁 口唇刻み、沈線 十腰内Ⅰ  

 190 123 FR-209 Ⅲ 胴 LR、沈線 十腰内Ⅰ  

 190 124 FR-209 Ⅱ 口縁 鉢、沈線 (直線・弧状） 十腰内Ⅰ  

 190 125 FR-209 Ⅱ 口縁 鉢、沈線 (直線） 十腰内Ⅰ  

 190 126 FP-208 Ⅰ 口縁 鉢、沈線 (直線） 十腰内Ⅰ  

 190 127 FO-218 Ⅰ 胴 浅鉢、肩部突起、RL、沈線 晩期 内外面赤色顔料付着 

 190 128 EB-203 Ⅰ 口縁 貼付、沈線 晩期  

 190 129 FF-192 Ⅱ 胴 ハケメ状（横位・縦位） 晩期  

 190 130 FF-192 Ⅱ 胴 ハケメ状（縦位） 晩期  

 190 131 ESI11 － 口縁 口唇刻み 弥生  

 190 132 EB-215 Ⅲ 口縁～胴上 口唇刻み、工字文、貼付、沈線 (内面、直線状 ) 弥生 外面スス付着 

 190 133 ESI11 － 胴 沈線 弥生  

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 

縄文土器（12） 

 185 1 FG-197 Ⅲ 胴中～底部 LR、貼付 円筒上層d  

 185 2 EA-203 Ⅰ 口縁～胴中 口唇貼付RL押、RL 円筒上層d・e  

 185 3 FG-196 Ⅱ 口縁～胴上 折返口縁、結束第一種、RL 大木系土器  

 185 4 EC-210 － 口縁～底部 LR押、LR 円筒上層d・e  

 185 5 FO-187 Ⅰ 口縁～胴下 口唇やや肥厚RL、RL 円筒上層d・e  

 185 6 EK-212 Ⅰ 口縁～底部 剥落多い、無文・横ナデ・縦ミガキ 大木系土器  

 
185 7

 FG-196 
Ⅱ・Ⅲ 口縁～胴下 剥落多い、無文、補修孔2箇所あり 大木系土器 

 

   ･197 

 186 8 EF-219 Ⅲ 口縁～底部 浅鉢、沈線（楕円形） 十腰内Ⅰ  

 186 9 ESI2 床下 口縁～胴下 浅鉢、折返口縁、無文 十腰内Ⅰ  

 186 10 ESI2 床下 口縁～底部 浅鉢、折返口縁、無文 十腰内Ⅰ  

 186 11 ES-195 Ⅱ 胴下～底部 LR 中期  

 186 12 DX-208 Ⅲ 胴下～底部 LR 中期  

 186 13 EF-213 Ⅱ 胴下～底部 RL、ハケメ状擦痕、輪積痕あり 中期  

 186 14 EF-218 Ⅲ 胴下～底部 LR 中期  

 186 15 FE-200 Ⅱ 胴下～底部 LR、底面ミガキ 中期  

 186 16 FG-196 Ⅲ 胴下～底部 LR 中期  

 186 17 FG-197 Ⅲ 胴下～底部 RL 中期  

 186 18 EC-220 Ⅲ 胴中～底部 LR 中期  

 186 19 FD-203 Ⅲ 胴下～底部 結束第一種 中期  

 186 20 ET-215 Ⅰ 底部 RL 円筒上層系  

 186 21 FJ-216 Ⅲ 胴下～底部 RL 中期  

 186 22 EB-212 Ⅲ 胴下～底部 結束第一種 中期  

 186 23 EN-220 Ⅱ 底部 無文 中期  

 186 24 EE-218 Ⅲ 底部 無文 円筒上層系  

 186 25 FA-227 Ⅰ 胴下～底部 無文 中期  

 186 26 FG-197 Ⅲ 底部 無文 中期  

 
186 27 

FG-196 
Ⅱ・Ⅲ 胴下～底部 無文 中期

 

   ・197 

 187 28 ESI5 床下 口縁 押し引き、補修孔 早稲田6  

 187 29 EB-218 Ⅲ 胴 刻み 表館  

 187 30 EB-218 Ⅲ 胴下～底部 刻み 表館  

 187 31 ES-207 Ⅰ 胴下～底部 貝殻押引文 (横位） 表館  

 187 32 EC-200 Ⅱ 胴 刻み 表館  

 187 33 FD-202 Ⅱ 口縁～胴上 R押、貼付、結束第一種、RLR 円筒下層d1  

 187 34 EP-211 堆積土 口縁～胴上 LR押、結束第一種、RL 円筒下層d1  

 187 35 FR-213 表土 口縁～胴上 口唇LR、R押、結束第一種 円筒下層d1  

 187 36 FG-198 Ⅱ 口縁～胴上 LR押、RLR、貼付 円筒下層d1  

 187 37 FB-198 Ⅰ 口縁～胴上 単絡R押、結束第一種、RL、貼付、刺突、 円筒下層d1  

 187 38 FP-214 Ⅰ 口縁～胴上 LR押、結束第一種、RL 円筒下層d1  

 187 39 FB-207 Ⅰ 口縁 単絡L押 円筒下層d  

 187 40 FB-198 Ⅱ 口縁 単絡R押 円筒下層d 外面スス付着 

 187 41 ESI6 堆積土 口縁 口唇RL、単絡押、RLR 円筒下層d1  

 187 42 FB-198 Ⅰ 口縁～胴上 単絡押、直前段反撚RRL 円筒下層d1 外面スス付着 

 187 43 FC-198 Ⅰ 口縁 LR押、竹管文刺突 円筒下層d  

 187 44 GA-217 Ⅲ 口縁 単絡R押 円筒下層d  

 187 45 ESI44 火山灰上 口縁 口唇肥厚R押、貼付、R押 円筒上層ａ  

 187 46 FF-190 Ⅲ 口縁 L押、貼付L押、結押、 円筒上層c  

 187 47 FS-197 Ⅱ 口縁 L押、LR、貼付刻み、刺突 円筒上層c  

 187 48 FG-195 Ⅱ 口縁～胴上 口唇貼付RL・LR押、貼付、穿孔、結束第一種 円筒上層d  

 187 49 EB-193 Ⅲ 口縁～胴上 口唇貼付RL・LR押、貼付、結束第一種 円筒上層d  

 187 50 ESI36 堆積土 口縁～胴上 貼付、LR 円筒上層d  

 187 51 ESI24 4 口縁 口縁肥厚RL押、貼付 円筒上層d  

 187 52 ES-195 Ⅱ 口縁～胴上 刺突、貼付、結束第一種 円筒上層d  

 187 53 EE-220 Ⅱ 口縁 口唇貼付RL押、貼付、RL 円筒上層d  

 187 54 FF-130 Ⅲ 口縁 口唇・突起部貼付、RL、貼付 円筒上層d  

 187 55 ESI42 堆積土 胴 LR、貼付、刺突 円筒上層d  

 187 56 ESI3 8 胴 結束第二種、沈線 円筒上層d 外面スス付着 

 187 57 ESI31 2 胴 LR結回、貼付、刺突 円筒上層d  

 188 58 FB-193 Ⅲ 口縁～胴上 口唇肥厚貼付LR押、RLR、沈線 円筒上層ｅ  

 188 59 ESI27 3 口縁 口縁肥厚LR押、LR、沈線 円筒上層ｅ  

 188 60 FA-205 Ⅰ 口縁 口唇肥厚貼付、RLR、沈線 円筒上層ｅ  

 188 61 EC-210 － 口縁 口唇肥厚貼付RL押、LR？、沈線 円筒上層ｅ  

 188 62 FA-195 Ⅱ 口縁 口唇肥厚貼付刺突、RL、沈線 円筒上層ｅ  

 188 63 ESI48 壁溝堆積土 口縁 口唇肥厚L押、RLR、沈線 円筒上層ｅ  

 188 64 EF-215 Ⅱ 口縁 LR押、結束第一種 円筒上層ｅ  

 188 65 ESI1 床直・堆積土 口縁～胴上 口唇R押、突起部貼付、RLR、沈線 円筒上層ｅ  

 188 66 FD-209 Ⅰ 口縁～胴上 突起部貼付、口唇刺突、RL、沈線 円筒上層ｅ  

 188 67 ESI26 堆積土 口縁 沈線、RL 円筒上層ｅ  

 188 68 ESI3 Ⅰ 胴 結束第一種、沈線 円筒上層e  

 188 69 ESI26 床面 胴 沈線、RL 円筒上層ｅ  

 図 No 出土地点 層位 部位 文様 時期 備考 
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 10 34 ESI9 2 有孔石製品 凝灰岩 表面研磨、孔径15×7mm Ⅰ1類 39.0 30.0 11.0 10.6 

 40 14 ESI32 1 石棒 安山岩 断面楕円形 Ⅲ類 （164.0） 112.0 69.0 2152.7 

 47 60 ESI45 1 有孔石製品 軽石凝灰岩 孔径2mm Ⅰ1類 22.0 22.0 13.0 3.4 

 51 15 ESI50 確認面 石冠 安山岩 断面三角形、研磨丁寧 Ⅱ1類 53.0 104.0 72.0 502.4 

 51 16 ESI50 床面付近 有孔石製品 軽石凝灰岩 孔径2mm Ⅰ1類 26.0 28.0 13.0 5.8 

 54 18 ESI53 4 有孔石製品 凝灰質泥岩 孔径3mm Ⅰ1類 20.0 15.0 10.0 2.6 

 58 47 ESI54 1 有孔石製品 緑色細粒凝灰岩 垂飾品、孔径:小2mm、大21×13mm Ⅰ1類 57.0 80.0 4.0 27.0 

 60 15 ESI55 4 石冠 石英安山岩 半円状、断面三角形 Ⅱ1類 45.0 94.2 66.2 360.3 

 162 16 ESK52 3 有孔石製品 軽石 三角形、孔径5mm Ⅰ1類 77.0 82.0 25.0 54.4 

 164 5 ESK92 1 有孔石製品 軽石凝灰岩 円形、孔径5mm Ⅰ1類 38.0 38.0 13.0 9.1 

 176 9 ESK163 4 有孔石製品 流紋岩質凝灰岩 器面研磨、孔径18×5mm Ⅰ1類 46.0 34.0 12.0 18.1 

 192 1 ER-205 Ⅱ 有孔石製品 軽石凝灰岩 隅丸方形、両面から穿孔、孔径4mm Ⅰ1類 27.0 31.0 10.0 6.2 

 192 2 FD-216 Ⅰ 石冠 緑色凝灰岩 半円状、断面三角形、成形痕残る Ⅱ1類 70.0 111.0 44.0 461.0 

 192 3 ESI43 堆積土 石剣 粘板岩 器面研磨、平安時代住居跡出土 Ⅲ類 （133.0） 34.0 （9.0） 2300.0 

 192 4 EC-202 Ⅲ 石棒 流紋岩 敲打で平坦面作出 Ⅲ類 （20.3） 7.4 5.3 1230.2

 図 No 出土地点 層位 種類 石材 備考 類型 長さ 幅 厚さ 重量
          （mm） （mm） （mm） （ｇ） 

剥片石器（1） 

 8 4 ESI8 堆積土 石鏃 Ⅱb 玉髄 31.0 14.0 6.0 2.3   

 10 24 ESI9 炉 1 石鏃 Ⅱa 凝灰質珪質頁岩 36.0 18.0 7.0 4.1 アスファルト状物質付着 

 10 25 ESI9 炉 1 石錐 Ⅰ 珪質頁岩 29.0 9.0 5.0 1.1   

 10 26 ESI9 床面 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.0 12.0 6.0 2.0   

 10 27 ESI9 4 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 48.0 14.0 8.0 4.0   

 10 28 ESI9 1 石鏃 Ⅰb 凝灰質珪質頁岩 40.0 19.0 9.0 4.7   

 10 29 ESI9 4 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 63.0 24.0 12.0 18.5   

 10 30 ESI9 1 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 98.0 57.0 21.0 98.6   

 14 27 ESI10 3 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 22.0 17.0 6.0 2.1   

 14 28 ESI10 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 31.0 15.0 6.0 2.0   

 14 29 ESI10 3 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 77.0 45.0 24.0 74.4   

 14 30 ESI10 2層下位 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 37.0 14.0 6.0 4.0   

 14 31 ESI10 2層中位 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 38.0 11.0 5.0 2.3   

 14 32 ESI10 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 38.0 12.0 6.0 2.4   

 14 33 ESI10 堆積土 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 29.0 13.0 5.0 1.9   

 14 34 ESI10 堆積土 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 32.0 20.0 8.0 4.4   

 14 35 ESI10 堆積土 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 50.0 29.0 7.0 8.2 微小剥離痕 

 14 36 ESI10 堆積土 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 59.0 39.0 18.0 44.5 微小剥離痕 

 14 37 ESI10 堆積土 石錐 Ⅱ 珪質頁岩 33.0 12.0 5.0 2.2 微小剥離痕 

 16 17 ESI12 床面 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 86.0 27.0 15.0 34.8   

 18 15 ESI13 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 55.0 15.0 7.0 4.8 アスファルト状物質付着、被熱 

 22 24 ESI14 8 石鏃 Ⅰb 珪質凝灰岩 27.5 14.5 6.0 2.4   

 22 25 ESI14 5 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 38.0 13.5 5.5 2.2   

 
24 9

 ESI16 
堆積土 石鏃 Ⅱb 玉髄質珪質頁岩 36.0 16.0 8.0 3.3  

  

   Pit3 

 24 10 ESI16 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 29.0 13.0 6.0 2.0   

 24 11 ESI16 堆積土 石槍 Ⅱ 珪質頁岩 77.0 31.0 10.0 21.3   

 24 12 ESI16 堆積土 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 93.0 38.0 19.0 77.9   

 24 13 ESI16 堆積土 異形石器 － 珪質頁岩 13.0 24.0 7.0 1.9   

 24 14 ESI16 堆積土 異形石器 － 珪質頁岩 16.0 29.0 5.0 2.3   

 27 26 ESI19 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 51.0 14.0 6.0 4.2   

 27 27 ESI19 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 46.0 14.0 5.0 3.1   

 27 28 ESI19 堆積土 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 94.0 39.0 18.0 40.9 微小剥離痕 

 27 29 ESI19 堆積土 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 45.0 39.0 13.0 22.6   

 27 30 ESI19 3 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 48.0 47.0 17.0 40.3  

 28 8 ESI22 4 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 26.5 14.5 6.0 2.2 被熱 

 31 39 ESI28 6 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 48.0 19.5 7.0 6.8   

 31 40 ESI28 2 石鏃 Ⅱa 玉髄 27.0 14.0 8.0 2.3   

 31 41 ESI28 1 石鏃 Ⅱb 玉髄 32.0 16.0 8.5 3.5   

 31 42 ESI28 1 二次調整のある剥片 － 黒曜石 62.0 29.0 11.0 18.4   

 31 43 ESI28 1 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.5 11.0 5.0 1.8 アスファルト状物質付着 

 31 44 ESI28 1 石錐 Ⅱ 珪質頁岩 29.0 15.0 6.0 2.7   

 31 45 ESI28 堆積土 石鏃 Ⅱa 珪質凝灰岩 33.0 14.5 6.5 2.5   

 31 46 ESI28 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.5 11.5 5.0 1.9   

 34 48 ESI29 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 40.0 13.0 4.0 2.1   

 34 49 ESI29 3 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 32.5 15.5 3.5 1.8 被熱 

 34 50 ESI29 3 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 42.5 13.0 8.0 4.1   

 34 51 ESI29 3 石核 － 珪質頁岩 19.0 33.0 27.0 15.2   

 34 52 ESI29 2 石鏃 破損 珪質頁岩 36.5 20.0 8.0 4.8   

 34 53 ESI29 2 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 31.0 13.5 4.0 1.7   

 図 No 出土地点 層位 器　種 類型 石材 長さ 幅 厚さ 重量 備考
         （mm） （mm） （mm） （ｇ） 

石製品 土製品（縄文） 

 10 33 ESI9 1 ミニチュア土器 － （28） － LR、沈線 円筒上層e Ⅴ類 
 14 40 ESI10 3 土偶 114 72 40 鼻・眉貼付、口から下へ穿孔、RL 円筒上層e 顔から胸、Ⅰ類 
 14 41 ESI10 2（中） 土偶 36 33 19 眉・鼻粘土貼付 円筒上層e 顔、Ⅰ類 
 14 42 ESI10 2（中） ミニチュア土器 － － － 無文 円筒上層e P-10、Ⅴ類 
 14 43 ESI10 2（中） ミニチュア土器 － （34） － RL 円筒上層e P-26、Ⅴ類 
 16 20 ESI12 炉 ミニチュア土器 － － － 無文 円筒上層e Ⅴ類 
 18 19 ESI13 堆積土 ミニチュア土器 － － － 無文 円筒上層e P-1、Ⅴ類 
 18 20 ESI13 堆積土 ミニチュア土器 － （24） － LR 円筒上層e P-25、Ⅴ類 
 22 30 ESI14 2 ミニチュア土器 － （50） － 無文 円筒上層e～榎林 P-98、Ⅴ類 
 24 17 ESI16 堆積土 ミニチュア土器 － （46） － RL 円筒上層e P-23、Ⅴ類 
 25 21 ESI18 堆積土 ミニチュア土器 － （46） － RL 円筒上層e Ⅴ類 
 27 32 ESI19 堆積土 土器片円盤 50 55 14 結束第一種、貼付 円筒上層d Ⅳ類 
 31 48 ESI28 1 ミニチュア土器 － （48） － 無文 円筒上層e P-80、Ⅴ類 
 31 49 ESI28 3 ミニチュア土器 － （40） － 無文 円筒上層e P-217、Ⅴ類 
 35 63 ESI29 3 土偶 52 46 20 鼻・眉貼付、眼・鼻孔・口穿孔、頭頂から後頭へ貫通孔 円筒上層e 顔、Ⅰ類 
 35 64 ESI29 2 ミニチュア土器 － （26） － 無文（指による整形痕） 円筒上層e P-510、Ⅴ類 
 35 65 ESI29 2 ミニチュア土器 （48） 24 58 口唇上面LR押、LR 円筒上層e P-286、Ⅴ類 
 35 66 ESI29 2 ミニチュア土器 － （58） － LR 円筒上層e P-526、Ⅴ類 
 35 67 ESI29 3 ミニチュア土器 － （46） － 無文 円筒上層e P-361、Ⅴ類 
 35 68 ESI29 1 ミニチュア土器 － （50） － 無文 円筒上層e 高台、土-112、Ⅴ類 
 35 69 ESI29 1 ミニチュア土器 － （24） － 無文 円筒上層e Ⅴ類 
 35 70 ESI29 2 ミニチュア土器 － （43） － 無文 円筒上層e Ⅴ類 
 35 71 ESI29 1 ミニチュア土器 － （42） － 無文 円筒上層e Ⅴ類 
 35 72 ESI29 3 土玉 20 21 5 無文 円筒上層e Ⅱ 1類 
 38 34 ESI30 2 ミニチュア土器 － （52） － 沈線 円筒上層d・e 土 -2、Ⅴ類 
 38 35 ESI30 6 土偶 55 45 14 無文 円筒上層e 左腕～脚、Ⅰ類 
 42 9 ESI38 3 ミニチュア土器 33 36 37 無文、5ヶ所の貫通孔 円筒上層d・e 土 -1、Ⅴ類 
 47 56 ESI45 1 ミニチュア土器 － （44） － 無文 円筒上層d P-362･363、Ⅴ類 
 47 57 ESI45 1 ミニチュア土器 － （80） － 無文 円筒上層d P-1、Ⅴ類 
 47 58 ESI45 1 ミニチュア土器 － （56） － 無文 円筒上層d P-1、Ⅴ類 
 47 59 ESI45 堆積土 有孔土製品 （21） － 9 無文 円筒上層d Ⅱ 2類 
 54 14 ESI53 床面・1 ミニチュア土器 （64） － － 沈線 中期後半 P-64、Ⅴ類 
 54 15 ESI53 5 ミニチュア土器 33 30 48 無文 中期後半 Ⅴ類 
 54 16 ESI53 4 ミニチュア土器 － （52） － 無文 中期後半 P-5、Ⅴ類 
 54 17 ESI53 4・1 ミニチュア土器 － 32 － 無文 中期後半 P-10、Ⅴ類 
 58 40 ESI54 7 方形土製品 41 30 7 無文 円筒上層e Ⅲ 3類 
 58 41 ESI54 7 土偶 36 42 18 無文、胸部に突起 円筒上層e 左腕、Ⅰ類 
 58 42 ESI54 7 土偶 22 32 10 沈線 円筒上層e 右腕、Ⅰ類 
 58 43 ESI54 1 ミニチュア土器 － （46） － LR 円筒上層e Ⅴ類 
 58 44 ESI54 1 ミニチュア土器 － （42） － LR 円筒上層e Ⅴ類 
 58 45 ESI54 1 ミニチュア土器 － 29 － RL 中期？ Ⅴ類 
 58 46 ESI54 1 ミニチュア土器 － 31 － LR 中期？ Ⅴ類 
 63 22 ESI56 堆積土 ミニチュア土器 － （45） － 無文 大木10 Ⅴ類 
 63 23 ESI56 15 筒状土製品 205 121 82 無文、直線部端部側両端に突起、先端欠 大木10 Ⅲ 8類 
 78 29 ESB11PIT6 2 土器片円盤 － （62） 10 RL 円筒上層 Ⅳ1類 
 173 3 ESK143 8 土器片錘 － （47） － 結束第一種 円筒上層 Ⅳ 2類 
 175 6 ESK155 7 土器片錘 － （53） － 結束第一種 円筒上層d・e Ⅳ 2類 
 175 13 ESK157 4 ミニチュア土器 － （50） － 無文 円筒上層e P-32、Ⅴ類 
 176 8 ESK163 1 ミニチュア土器 － － － 無文 円筒上層e 波状口縁、Ⅴ類 
 176 16 ESK164 5 棒状土製品 － 11 9 無文 円筒上層d Ⅲ 5類 
 177 19 ESK170 堆積土 環状土製品 － － 4 無文 円筒上層 Ⅱ 3類 
 177 24 ESK172 3 ミニチュア土器 － － － 無文 円筒上層d P-5、Ⅴ類 
 191 1 EB-210 Ⅱ 土偶 88 64 28 頭頂部沈線、眉・鼻貼付、眼刺突、RL、L押、胸部突起 中期 頭から胸、Ⅰ類 
 191 2 EC-201 Ⅲ 土偶 58 51 21 RL、沈線、胸部突起剥落 中期 右胸、Ⅰ類 
 191 3 FT-213 Ⅱ 土偶 74 60 26 沈線、臍部に突起 中期 腹から脚、Ⅰ類 
 191 4 ESI39 堆積土 土偶 58 35 16 表：RL、沈線、裏：L押 中期 左腕、Ⅰ類 
 191 5 FD-193 Ⅲ 土偶 36 34 25 無文 中期 頭頂部、Ⅰ類 
 191 6 EK-213 Ⅰ 鐸形土製品？ － － － LR 中期 Ⅲ1類 
 191 7 EF-212 Ⅱ 円形土製品 17 19 14 無文 中期 Ⅲ4類 
 191 8 ESI48 貼床内 円形土製品 － － － 無文 中期？ 脆弱、Ⅲ4類 
 191 9 ESI26 1 円形土製品 16 15 8 無文 中期 Ⅲ4類 
 
191 10 ES-211 Ⅰ

 クルミ形付 
21 23 12 無文 中期 Ⅲ6類

 
     土製品  
 191 11 ESI1 堆積土 三角形土製品 50 53 12 沈線？ 中期 Ⅲ2類 
 191 12 ESI36 堆積土 石冠形土製品 92 73 37 無文、径25mm、深さ4mmの孔有り 中期 Ⅲ7類 
 191 13 EL-211 Ⅰ ミニチュア土器 － － － 無文、突起部破損 中期 Ⅴ類 
 191 14 FE-200 Ⅱ ミニチュア土器 － － － 突起部に貼付、内面にも盲孔 中期 Ⅴ類 
 191 15 ESI6 － ミニチュア土器 － （52） － 無文 円筒上層e P-15、Ⅴ類 
 191 16 EF-213 Ⅱ ミニチュア土器 － （40） － 無文 中期 Ⅴ類 
 191 17 FA-205 Ⅰ ミニチュア土器 － （43） － RL 中期 Ⅴ類 
 191 18 FG-197 Ⅲ ミニチュア土器 － （60） － LR 中期 Ⅴ類 
 191 19 ESI43 － ミニチュア土器 － － － 無文 中期 台部、Ⅴ類 
 191 20 EI-217 － ミニチュア土器 － （34） － 無文 中期 Ⅴ類 

  ＊ 計測値単位 mm

 図 No 出土地点 層位 種類 残存長 残存幅 残存厚 文様 時期 備考       口径 底径 高さ 
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剥片石器（3） 

 167 19 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 59.0 28.0 14.0 20.3 母岩２、接合資料２ 

 167 20 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 40.0 71.5 20.0 42.5 母岩２、接合資料２ 

 167 21 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 22.8 30.9 8.7 6.2 母岩２、接合資料２ 

 167 22 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 65.0 63.0 16.5 49.9 母岩２、接合資料２ 

 167 23 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 58.0 47.0 13.0 28.3 母岩２、接合資料２ 

 168 24 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 48.0 38.0 21.0 23.6 母岩２、接合資料３、微小剥離痕 

 168 25 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 46.0 47.0 5.5 11.9 母岩２、接合資料３、微小剥離痕 

 168 26 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 37.0 29.0 7.5 6.0 母岩２、接合資料３、微小剥離痕 

 168 27 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 44.0 48.0 11.0 29.8 母岩２、接合資料３、微小剥離痕 

 168 28 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 57.0 53.0 12.0 50.1 母岩２、接合資料３ 

 168 29 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 34.0 37.0 13.0 14.0 母岩２、接合資料４ 

 168 30 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 33.0 51.0 17.0 28.3 母岩２、接合資料４、微小剥離痕 

 168 31 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 25.0 54.0 11.0 13.0 母岩２、接合資料４ 

 169 32 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 29.0 37.0 10.0 10.0 母岩２、接合資料５ 

 169 33 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 45.0 40.0 12.5 17.5 母岩２、接合資料５ 

 169 34 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 67.0 62.0 16.0 41.7 母岩２、接合資料６ 

 169 35 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 37.0 32.0 9.0 8.6 母岩２、接合資料６ 

 169 36 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 73.2 47.6 18.3 54.3 母岩２、微小剥離痕 

 169 37 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 44.0 56.0 19.5 36.7 母岩２ 

 169 38 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 55.4 48.2 17.7 56.7 母岩２ 

 169 39 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 49.8 63.6 33.5 69.2 母岩２、微小剥離痕 

 169 40 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 27.4 29.7 7.2 5.4 母岩２、微小剥離痕 

 169 41 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 41.1 38.0 16.7 13.1 母岩２、微小剥離痕 

 174 14 ESK154 2 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 43.0 14.0 7.0 3.5   

 174 15 ESK154 1 石錐 Ⅰ 珪質頁岩 21.0 8.0 5.0 0.9   

 177 5 ESK165 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 36.0 11.0 6.0 2.1 アスファルト状物質付着 

 177 22 ESK172 3 石鏃 Ⅰb 玉髄 48.0 22.0 11.0 9.2   

 177 23 ESK172 3 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 42.0 43.0 13.0 20.9   

 178 6 ESK175 堆積土 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 58.0 37.0 12.0 17.3   

 178 22 ESK182 2 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 51.0 21.0 9.0 8.6   

 193 1 FE-203 Ⅱ 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 45.0 13.0 5.0 3.0 アスファルト状物質付着 

 193 2 FB-195 Ⅱ 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 37.0 15.0 6.0 3.2   

 193 3 ESI27 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 38.0 13.0 9.0 3.0   

 193 4 － Ⅰ 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 32.0 12.0 5.0 1.7 アスファルト状物質付着 

 193 5 EC-203 Ⅲ 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 48.0 14.0 7.0 3.6   

 193 6 ESI31 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.0 13.0 3.0 1.8   

 193 7 ESI33 堆積土 石鏃 破損 珪質頁岩 36.0 13.5 3.5 1.8 被熱 

 193 8 ESI11 堆積土 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 47.0 23.0 10.0 10.1  

 193 9 － Ⅰ 石錐 Ⅱ 珪質頁岩 34.0 13.0 6.0 2.5 摩滅痕 

 193 10 ESI25 14 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 63.0 27.0 10.0 16.0   

 193 11 FC-199 － 石槍 Ⅲ 珪質頁岩 100.0 31.0 12.0 31.3   

 193 12 ESI36 堆積土 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 62.0 24.0 11.0 13.8   

 193 13 EN-212 Ⅰ 石槍 Ⅳ 珪質頁岩 61.0 15.0 11.0 10.6   

 193 14 EC-202 Ⅲ 石槍 Ⅱ 黒曜石 87.0 38.0 11.0 24.8   

 193 15 ES-195 Ⅱ 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 63.0 22.0 10.0 14.4   

 193 16 ESI27 3 石匙 Ⅱ 珪質頁岩 66.0 21.0 10.0 10.1 光沢 

 193 17 FA-198 Ⅰ 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 66.5 21.0 9.0 7.7 光沢 

 193 18 ESI26 2 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 57.0 26.0 8.0 10.7 光沢 

 193 19 ESI6 堆積土 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 89.0 40.0 13.0 40.0   

 194 20 FE-193 Ⅲ 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 82.0 34.0 8.0 19.1   

 194 21 FO-211 Ⅲ 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 77.0 39.0 10.0 29.7 光沢 

 194 22 FH-196 Ⅲ 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 71.0 23.0 8.0 10.0   

 194 23 FG-196 Ⅲ 石匙 Ⅱ 珪質頁岩 45.0 24.0 5.0 3.9 微小剥離 

 194 24 FE-196 － 石匙 Ⅰ 珪質頁岩 55.5 30.0 6.0 9.1 光沢 

 194 25 ESI6 堆積土 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 81.0 34.0 27.0 72.2 摩滅痕、光沢 

 194 26 EA-201 Ⅲ 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 76.0 39.0 17.0 47.5   

 194 27 － － 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 55.0 34.0 13.0 28.7 光沢 

 194 28 EO-212 Ⅰ 石箆 Ⅲ 珪質頁岩 63.0 38.0 13.0 38.9 光沢、被熱 

 194 29 EO-212 Ⅰ 石箆 Ⅲ 珪質頁岩 63.0 34.0 14.0 34.1   

 194 30 ES-195 Ⅱ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 65.0 36.0 10.0 32.2   

 195 31 EQ-209 Ⅰ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 53.0 39.0 11.0 19.8   

 195 32 ESI25 5 二次調整のある剥片 － 凝灰岩 58.0 44.0 9.0 24.3   

 195 33 EL-212 Ⅰ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 91.0 36.0 20.0 54.7   

 195 34 EH-220 Ⅱ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 79.0 33.0 13.0 41.9   

 195 35 ET-210 Ⅰ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 70.0 28.0 20.0 33.8   

 195 36 ESI1 堆積土 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 84.0 45.0 23.0 100.4   

 195 37 EC-209 Ⅱ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 87.0 56.0 26.0 83.4   

 195 38 EK-214 Ⅱ 二次調整のある剥片 － 碧玉 89.0 28.0 16.0 45.2   

 195 39 EN-211 Ⅰ 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 44.0 29.0 12.0 9.3   

 195 40 ESI43 1 両極加撃痕跡のある剥片 － 珪質頁岩 26.0 32.0 9.0 41.2   

 図 No 出土地点 層位 器　種 類型 石材 長さ 幅 厚さ 重量 備考         （mm） （mm） （mm） （ｇ） 

剥片石器（2） 

 34 54 ESI29 2 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 44.0 15.0 7.0 3.6 アスファルト状物質付着 

 34 55 ESI29 2 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 41.0 13.0 6.0 2.3   

 34 56 ESI29 2 石匙 Ⅱ 珪質頁岩 52.0 13.0 6.0 3.5   

 35 57 ESI29 2 石核 － 珪質頁岩 38.0 56.0 39.0 69.8   

 35 58 ESI29 1 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 60.0 27.0 8.0 9.2   

 35 59 ESI29 2 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 52.0 69.0 21.0 45.4   

 35 60 ESI29 1 石箆 Ⅰ 瑪瑙 84.0 32.0 27.0 58.1   

 35 61 ESI29 1 石鏃 破損 珪質頁岩 5.0 16.5 5.0 2.6 被熱 

 37 20 ESI30 床面 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 43.0 14.0 6.0 3.3 アスファルト状物質付着 

 37 21 ESI30 床面 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 40.5 15.0 5.0 3.0 アスファルト状物質付着 

 
38 22

 ESI30
 3 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 35.0 24.5 7.5 6.6  

 

   Pit6 

 38 23 ESI30 4 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 35.0 24.0 7.0 6.2   

 38 24 ESI30 2 異形石器 － 珪質頁岩 31.0 18.0 5.0 1.8   

 38 25 ESI30 2 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.0 18.0 8.0 4.4   

 41 10 ESI37 堆積土 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 36.5 15.5 6.0 3.7   

 42 6 ESI38 3 石鏃 Ⅰa 珪質頁岩 20.5 17.5 4.0 2.2   

 42 7 ESI38 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 43.5 14.0 7.0 3.9 アスファルト状物質付着 

 46 37 ESI45 2 異形石器 － 玉髄 51.0 14.0 9.0 5.9   

 46 38 ESI45 1a 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 27.0 11.5 4.5 1.3   

 46 39 ESI45 1a 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.0 13.5 6.0 2.8 アスファルト状物質付着 

 46 40 ESI45 1a 石鏃 Ⅰb 珪質泥岩 42.0 21.0 7.0 6.4   

 46 41 ESI45 1 石鏃 Ⅱa 玉髄 34.0 18.0 6.0 2.8   

 46 42 ESI45 1a 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 79.0 37.0 28.0 68.6   

 46 43 ESI45 1 二次調整のある剥片 － 玉髄 37.0 37.0 9.0 11.6   

 46 44 ESI45 1 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 33.0 13.5 3.0 1.2   

 46 45 ESI45 1 石鏃 Ⅱa 珪質凝灰岩 34.0 16.5 5.0 2.2 被熱 

 47 46 ESI45 1 石匙 Ⅱ 珪質頁岩 53.0 4.5 8.0 13.5   

 47 47 ESI45 堆積土 石鏃 Ⅰa 珪質頁岩 32.5 15.0 3.0 1.2 アスファルト状物質付着 

 47 48 ESI45 1 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 45.5 12.0 6.0 2.6   

 47 49 ESI45 1 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 88.0 31.0 10.0 37.0   

 49 15 ESI49 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 49.5 11.5 8.0 2.8 アスファルト状物質付着 

 49 16 ESI49 1 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 40.0 15.0 6.0 2.8   

 51 9 ESI50 堆積土 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 37.0 27.0 8.0 7.6   

 51 10 ESI50 堆積土 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 36.0 14.0 4.0 2.5   

 51 11 ESI50 堆積土 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 27.0 13.0 6.0 1.4 アスファルト状物質付着 

 51 12 ESI50 堆積土 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 37.0 17.0 5.5 3.0   

 54 10 ESI53 4 石箆 Ⅰ 珪質頁岩 76.0 36.0 20.0 48.6   

 54 11 ESI53 4 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 95.0 37.0 15.0 5.6   

 54 12 ESI53 2 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 53.0 51.0 18.0 73.3   

 
57 29

 ESI54 
1 石鏃 Ⅱa 珪質頁岩 27.5 13.5 7.0 2.2  

 

   付属施設 

 57 30 ESI54 1 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 38.0 25.0 8.0 8.6   

 57 31 ESI54 1 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 81.0 29.0 17.0 38.6   

 62 16 ESI56・58 堆積土 石箆 Ⅱ 珪質頁岩 67.0 33.0 13.0 23.2   

 158 9 ESK3 1 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 42.0 14.0 5.0 2.7   

 162 15 ESK52 堆積土中位 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 47.0 46.0 10.0 13.6   

 163 15 ESK58 3 石鏃 Ⅱb 珪質頁岩 31.0 13.0 7.0 2.7   

 163 21 ESK59 堆積土 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 80.0 41.0 8.0 17.2 微小剥離痕 

 164 24 ESK101 4 石鏃 Ⅰb 珪質頁岩 48.0 20.0 10.0 9.1   

 164 25 ESK101 2 石槍 Ⅰ 珪質頁岩 55.0 31.0 22.0 27.7   

 166 1 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 31.0 55.0 5.0 12.1 母岩１、接合資料１ 

 166 2 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 50.0 77.0 13.0 39.4 母岩１、接合資料１ 

 166 3 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 72.0 88.0 22.0 107.2 母岩１、接合資料１ 

 166 4 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 44.5 59.9 9.0 26.5 母岩１ 

 166 5 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 60.2 62.2 11.4 40.6 母岩１、微小剥離痕 

 166 6 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 58.2 68.6 11.0 50.4 母岩１ 

 166 7 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 74.5 73.7 9.2 60.6 母岩１、微小剥離痕 

 166 8 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 85.2 20.4 6.8 35.8 母岩１、微小剥離痕 

 166 9 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 68.0 40.8 5.5 17.5 母岩１ 

 166 10 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 54.2 40.6 17.7 33.4 母岩１、微小剥離痕 

 166 11 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 29.9 36.6 7.0 13.8 母岩１、微小剥離痕 

 166 12 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 46.4 30.6 4.3 6.7 母岩１ 

 166 13 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 69.4 61.4 16.2 70.5 母岩１、微小剥離痕 

 166 14 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 61.8 36.0 21.4 21.4 母岩１ 

 166 15 ESK120 底面下 剥片 － 珪質頁岩 83.0 33.8 13.4 31.3 母岩１ 

 166 16 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 34.9 22.5  51.6 母岩１ 

 167 17 ESK120 底面下 二次調整のある剥片 － 珪質頁岩 92.0 66.0 12.0 62.7 母岩２、接合資料２ 

 
167 18 ESK120 底面下 微小剥離痕のある剥片 － 珪質頁岩 23.0 44.0 8.0 6.7

 母岩２、接合資料２、 

            微小剥離痕 

 図 No 出土地点 層位 器　種 類型 石材 長さ 幅 厚さ 重量 備考         （mm） （mm） （mm） （ｇ） 
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礫石器（2） 

 82 28 ESI1 床直 凹石 石英安山岩 1面使用 116.0 89.0 66.0 1028.9 

 83 3 ESI2 堆積土 磨石 石英安山岩 1側スリ　 （54.0） 50.0 55.0 254.7 

 86 21 ESI3 5 敲石 珪質頁岩 部分使用、球状礫 77.5 78.0 62.0 418.3 

 89 12 ESI5 カマド3 砥石 凝灰岩 3面使用 （75.0） 66.5 26.9 179.6 

 92 14 ESI6 堆積土 砥石 凝灰岩 2面使用 136.5 58.9 43.0 423.1 

 92 15 ESI6 堆積土 砥石 凝灰岩 3面使用 137.0 68.0 43.0 458.7 

 92 16 ESI6 堆積土 砥石 凝灰岩 2面使用 91.0 101.0 50.0 404.5 

 94 16 ESI7 床面 砥石 凝灰岩 4面使用､両端部タタキ 162.0 66.5 26.5 499.7 

 96 11 ESI11 床直 磨石・敲石 石英安山岩 1側スリ、1面タタキ 127.0 73.5 45.0 602.3 

 101 53 ESI24 4 砥石 流紋岩 2側2面使用 111.0 51.0 31.0 158.2 

 101 54 ESI24 2 磨石 流紋岩 2面使用､ツルツル （77.0） 65.0 44.0 294.9 

 104 17 ESI25 床面 砥石 珪質頁岩 4面使用､破損面再利用、小型 （54.0） 43.0 26.0 73.1 

 104 18 ESI25PIT1 堆積土 砥石 流紋岩 3面使用 （92.0） （45.0） （58.0） 231.7 

 104 19 ESI25 床面 砥石 流紋岩 3面使用 （100.0） （82.0） （35.0） 374.9 

 104 20 ESI25 床面 磨石 安山岩 器面に擦痕､1側スリ､端部剥離 （161.0） 100.0 37.5 921.8 

 113 80 ESI26 2 砥石 凝灰岩 5面使用､断面五角形 （98.0） 54.0 45.0 326.2 

 113 81 ESI26 2 磨石・敲石 流紋岩 使用面ツルツル、黒色物付着 130.0 82.0 51.0 736.6 

 113 82 ESI26 1 台石 流紋岩 黒色物付着 （205.0） （145.0） 131.0 5010.2 

 116 19 ESI27 床面 砥石 チャート 溝有り （99.0） （80.0） 34.0 308.7 

 116 20 ESI27 3 敲石 凝灰岩 1面使用 134.0 45.0 35.0 190.1 

 116 21 ESI27 床面 砥石 流紋岩 3面使用 （126.0） 65.0 45.0 435.6 

 116 22 ESI27 床面 砥石 流紋岩 3面使用､破損面再利用 （165.0） （88.0） 60.0 915.1 

 118 4 ESI31 床面 石皿 安山岩 1面スリ 177.0 116.0 40.0 1228.9 

 122 13 ESI36 堆積土 砥石 凝灰質頁岩 3面使用､破損面再利用 （52.0） （72.0） 45.0 148.5 

 130 10 ESI41 カマド21･22 磨石 安山岩 2面ツルツル （89.0） （100.0） 79.0 1007.1 

 136 11 ESI43 堆積土 砥石 凝灰岩 溝複数あり､器面平滑 （127.0） 112.0 （86.0） 1043.5 

 141 37 ESI44 堆積土 台石 安山岩 1面ツルツル （155.0） （104.0） 117.0 2102.5 

 141 38 ESI44 堆積土 磨石・敲石 安山岩 1側スリ､1側タタキ 112.0 80.0 40.0 528.0 

 141 39 ESI44 堆積土 砥石 流紋岩 3面使用、黒色物付着 （118.0） （90.0） 47.0 568.8 

 141 40 ESI44 床面 砥石 凝灰岩 4面使用 266.0 104.0 62.0 1418.7 

 141 41 ESI44 床直 台石 安山岩 2面平滑、黒色物付着 300.0 265.0 128.0 15400.0 

 141 42 ESI44 床面 砥石 流紋岩 破損面再利用、溝あり 147.0 127.0 64.0 1156.5 

 160 12 ESK29 堆積土 磨石・凹石 石英安山岩 2側スリ、2面クボミ （85.0） 67.0 47.5 378.8 

 163 16 ESK58 3 敲石 流紋岩 縁辺使用 61.0 76.0 53.0 247.5 

 163 17 ESK58 10 磨石・敲石 流紋岩 1面研磨､1面浅タタキ痕広がる 134.0 84.0 59.0 885.4 

 164 12 ESK98 底面 磨石 安山岩 断面三角柱状､2側使用 （93.0） 49.0 50.0 290.7 

 165 6 ESK111 底面 磨製石斧 閃緑岩 成形痕残る､下半部丁寧研磨 116.4 53.2 31.3 293.2 

 165 7 ESK111 底面 磨石・敲石・凹石 安山岩 2側スリ､2端タタキ､2面中央クボミ 113.0 77.3 42.0 503.2 

 171 9 ESK136 7 石皿片 安山岩 1面平坦 （147.0） （136.0） 92.0 1568.6 

 172 7 ESK142 底面直上 磨石 石英安山岩 1側幅広スリ､1面研磨 （69.0） 77.0 66.0 424.3 

 176 17 ESK164 3 北海道式石冠 風化した輝緑岩 中央に帯状敲打痕 135.5 72.0 37.0 401.8 

 183 3 EPIT30 1 砥石 流紋岩 2面使用 （163.0） （82.0） （48.0） 461.9 

 183 4 EPIT30 1 砥石 流紋岩 5面使用 71.0 35.0 23.0 92.9 

 196 1 FG-206 Ⅰ 磨製石斧 凝灰岩 頭部片 127.0 44.0 16.0 128.0 

 196 2 FE-196 Ⅱ 磨製石斧 輝緑岩 撥形 115.0 49.3 30.0 290.3 

 196 3 ESI24 2 磨製石斧 閃緑岩 乳棒状､成形痕残る 168.0 55.4 44.0 641.8 

 196 4 ESI24 1 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 撥型､成形痕残る 97.2 38.4 21.2 146.7 

 196 5 ESI1 床面 磨製石斧 輝緑岩 小型 （65.0） 24.0 11.0 30.8 

 196 6 FI-189 Ⅲ 磨石 安山岩 2側スリ（ざらつく） （98.0） 74.0 29.0 325.8 

 196 7 ET-195 Ⅱ 磨石 安山岩 2側スリ（ざらつく）､2面平滑 131.0 72.0 45.0 693.2 

 196 8 EM-213 － 敲石 流紋岩 2面タタキ 107.0 73.0 35.0 355.4 

 196 9 EC-212 Ⅲ 凹石 頁岩 2面使用､クボミ複数 （103.3） 70.5 30.8 253.7 

 196 10 EL-211 － 凹石 凝灰岩 2面クボミ 99.0 56.0 38.0 180.9 

 196 11 FG-196 Ⅲ 凹石 安山岩 1面広範囲に使用 135.0 67.0 48.0 647.6 

 196 12 EC-202 Ⅲ 北海道式石冠 　岩 縄文時代 89.0 68.0 47.0 451.3 

 196 13 FE-191 Ⅲ 北海道式石冠 安山岩 縄文時代 117.0 67.0 52.0 673.5 

 197 14 ER-200 Ⅰ 石皿 流紋岩 1面中央広範囲にクボミ 580.0 300.0 110.0 21200.0 

 197 15 ER-200 Ⅰ 石皿 安山岩 2面中央クボミ､器面ツルツル 338.0 360.0 144.0 20900.0 

 197 16 FN-219 Ⅰ 石皿 凝灰岩 縁有り､器面･底面平滑 160.0 82.0 78.0 670.5 

 197 17 EC-209 － 砥石 頁岩 平安時代 170.0 75.0 50.0 854.6 

 197 18 EO-212 － 扁平打製石器 凝灰岩 縄文時代 （103.0） 99.0 29.0 334.8 

 197 19 FT-219 Ⅰ 扁平打製石器 緑色細粒凝灰岩 磨製石斧転用。縄文時代 88.0 42.0 17.0 103.0 

 197 20 GA-216 Ⅰ 加工礫 凝灰岩 両面に剥離加工。縄文時代 75.0 68.0 19.0 74.9 

 197 21 ESI24 4 加工礫 安山岩 1側縁両面剥離。縄文時代 （74.0） （92.0） 16.0 146.7 

 197 22 EO-219 Ⅲ 加工礫 頁岩 片面加工。縄文時代 93.0 63.0 29.0 186.3

 図 No 出土地点 層位 種類 石材 備考 長さ 幅 厚さ 重量
         （mm） （mm） （mm） （ｇ） 

礫石器（1） 

 8 5 ESI8 床直 磨石 石英安山岩 2面スリ 204.0 107.0 73.0 2373.0 

 10 31 ESI9 床面 石皿 流紋岩 1面使用、側縁剥離加工 239.0 180.0 60.0 2736.1 

 10 32 ESI9 堆積土 扁平磨製石器 流紋岩 石鋸？1側刃部鋭利 （107.0） 84.0 16.0 210.3 

 14 38 ESI10 3 石皿 軽石凝灰岩 両面使用 （237.0） 112.0 74.0 1799.2 

 14 39 ESI10 堆積土 加工礫 凝灰岩 1側片面加工 127.0 77.0 17.0 212.7 

 16 18 ESI12 床直 敲石 珪質頁岩 やや球状 71.0 62.0 56.0 321.3 

 16 19 ESI12 床面 磨石・敲石 石英安山岩 器面･側面使用 266.0 106.0 71.0 3145.3 

 18 16 ESI13 堆積土 磨石 石英安山岩 器面研磨 226.0 89.0 59.0 1736.8 

 18 17 ESI13 堆積土 磨石 石英安山岩 1側スリ､器面平滑 137.5 72.0 49.0 620.4 

 18 18 ESI13 堆積土 敲石 凝灰岩 3面タタキ､一部スリ 117.0 53.0 53.0 338.1 

 22 26 ESI14 床面 磨石・凹石・敲石 安山岩 1側スリ､1面クボミ、浅いタタキ 168.0 68.0 71.0 955.6 

 22 27 ESI14 2 加工礫 砂岩 器面一部スリ、黒色物付着 377.5 188.5 47.0 4629.4 

 22 28 ESI14 床面 敲石 安山岩 1端使用 122.0 79.0 82.0 698.7 

 22 29 ESI14 8 敲石 チャート 1端使用 80.0 70.0 51.0 363.3 

 24 15 ESI16 堆積土 石皿 安山岩 1面スリ痕明瞭 349.0 162.0 115.0 7500.0 

 24 16 ESI16 堆積土 加工礫 頁岩 刃部鋭利 97.0 79.0 45.0 425.4 

 25 18 ESI18 1 磨石・凹石 石英安山岩 2面クボミ､1側スリ 154.0 73.5 48.0 728.7 

 25 19 ESI18 床面 磨石 石英安山岩 1面研磨 115.0 76.0 51.0 681.9 

 25 20 ESI18 堆積土 敲石 安山岩 1端･2面タタキ 107.0 74.0 57.0 660.6 

 27 31 ESI19 床直 凹石 石英安山岩 1面クボミ 180.0 108.0 87.0 1992.8 

 28 9 ESI22 堆積土 敲石・磨石 流紋岩 1面研磨、1面･1端タタキ （62.0） 76.0 53.0 319.6 

 31 47 ESI28 1 磨石・敲石 安山岩 1側スリ､1面浅いタタキ 112.0 51.0 38.0 310.6 

 35 62 ESI29 床面 石皿 安山岩 両面使用､ツルツル 200.0 150.0 53.0 2544.5 

 38 26 ESI30 1 凹石 凝灰岩 両端抉り、黒色物付着 112.0 94.0 37.0 463.6 

 
38 27 ESI30 2 石皿

 安山岩質 
両面使用 （300.0） 350.0 120.0 14900.0

 

      溶結凝灰岩 

 38 28 ESI30 4 磨石 安山岩 2側スリ､両端スリ面小さい 164.0 80.0 37.0 654.9 

 38 29 ESI30 床面 その他 流紋岩 黒色物付着 126.0 83.0 72.0 1000.1 

 38 30 ESI30 2 敲石・磨石 流紋岩 1端タタキ､1面スリ 138.0 69.0 68.0 858.1 

 38 31 ESI30 床面 敲石 安山岩 側縁一周使用 71.0 62.0 40.0 251.8 

 38 32 ESI30 床面 敲石 チャート 縁辺一周使用 85.0 61.0 54.0 383.6 

 38 33 ESI30 3 石皿 流紋岩 1面使用､大型 （224.0） （220.0） 90.0 7700.0 

 
41 11

 ESI37 
堆積土 石皿 流紋岩 1面使用 290.0 （202.0） 106.0 7900.0

 

   付属施設2 

 41 12 ESI37 床面 磨石 安山岩 1側使用 161.0 133.0 84.0 2039.8 

 42 8 ESI38 床面 石皿 安山岩 1面使用 334.0 132.0 98.0 5700.0 

 47 50 ESI45 1 磨石 流紋岩 1面ツルツル、黒色物付着 116.0 94.0 61.0 866.1 

 47 51 ESI45 1 北海道式石冠 安山岩  137.0 82.0 51.0 886.4 

 47 52 ESI45 4 敲石・磨石･凹石 安山岩 1端タタキ､2側スリ､1面浅いクボミ､1面タタキ 147.0 72.0 43.0 617.5 

 47 53 ESI45 床面 敲石 チャート 1側･両端使用 102.0 64.0 40.0 366.3 

 47 54 ESI45 床面 敲石 珪質泥岩 両端使用 97.0 73.0 41.0 378.6 

 47 55 ESI45 1b 加工礫 安山岩 扁平打製石器？ （76.0） 91.0 20.0 166.6 

 49 17 ESI49 9 磨石・敲石 流紋岩 1面スリ･ツルツル､1端タタキ 139.0 88.0 43.0 698.4 

 49 18 ESI49 床面 加工礫 流紋岩 棒状 235.0 40.2 33.0 362.7 

 51 13 ESI50 堆積土 磨石・敲石 流紋岩 4面使用 152.5 69.5 44.5 703.7 

 51 14 ESI50 堆積土 石皿 安山岩 2面中央スリ･ツルツル 240.0 264.0 130.0 13000.0 

 52 5 ESI52 堆積土 磨石 安山岩 2面･1側使用､平滑 119.0 95.0 62.0 1060.7 

 54 13 ESI53 4 凹石 凝灰岩 石皿片再利用､2面使用 142.0 124.0 50.0 756.0 

 57 32 ESI54 1 磨石 流紋岩 擦痕有り 196.0 61.0 53.0 1023.5 

 57 33 ESI54 6 磨石 安山岩 研磨顕著 125.3 71.7 61.0 818.0 

 57 34 ESI54 7 磨石 安山岩 1面ツルツル 125.0 85.0 57.0 769.0 

 57 35 ESI54 6 敲石 流紋岩 2端使用 140.2 78.5 63.0 1032.7 

 57 36 ESI54 7 凹石 凝灰岩 1面深いクボミ 108.0 86.5 40.4 346.8 

 57 37 ESI54 1 磨石 安山岩 1側スリ､1端抉り （77.7） 71.2 37.0 330.0 

 57 38 ESI54 7 磨石 凝灰岩 4面使用 137.0 131.0 97.0 1738.9 

 57 39 ESI54 1 石皿 安山岩 1面使用 295.0 （182.0） 100.0 8600.0 

 60 14 ESI55 4 磨石 流紋岩 1側使用 135.5 66.0 50.0 629.9 

 62 17 ESI56-Ⅰ炉 堆積土 凹石 凝灰岩 石皿片再利用 89.0 109.3 39.0 392.7 

 62 18 ESI56 床面 敲石 安山岩 1端使用 129.0 61.4 53.4 637.8 

 62 19 ESI56 2 磨製石斧 緑色細粒凝灰岩 小型 （53.0） 18.0 10.0 17.3 

 63 20 ESI56-Ⅰ炉 堆積土 石皿 安山岩 2面平坦 （157.0） （178.0） 99.0 3991.3 

 63 21 ESI56 床面 磨石 流紋岩 1面平滑､棒状 262.0 113.0 82.0 4003.0 

 77 39 ESB9PIT1 堆積土 磨石・敲石 安山岩 1面･2側スリ､2端タタキ 89.0 63.5 24.0 192.6 

 79 4 ESR3 1 磨石 流紋岩 1面ツルツル 120.0 69.0 48.0 541.4 

 82 27 ESI1-Ⅰ 貼床 磨石・凹石 凝灰岩 1側スリ、2面クボミ （76.0） 55.5 34.5 208.3

 図 No 出土地点 層位 種類 石材 備考 長さ 幅 厚さ 重量
         （mm） （mm） （mm） （ｇ） 
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土師器（2） 

 89 1 ESI5 確認面 土師 坏 ― （2.0） 5.5 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 硬質 

 89 2 ESI5 3層 土師 皿 ― （2.1） 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 胎土緻密､硬質 

 
89 3 ESI5Pit2 堆積土 土師 

甕
 ― （2.7） 7.8 ケズリ ナデ 

砂底､
 鈍橙 並

  

      （中）      一部ケズリ   

 
89 4 ESI5 3層､堆積土 土師 

甕
 （15.0） （10.5） ― ヨコナデ（剥落） ナデ ― 鈍橙 並

 被熱による剥落が顕 

      （中）         著､輪積痕明瞭 

 89 5 ESI5 確認面､堆積土 土師 甕 （23.7） （10.5） ― ナデ（摩滅） ナデ（摩滅） ― 浅黄橙 不良 粘土付着､内外面黒斑 

 89 6 ESI5 堆積土 土師 甕 ― （5.3） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良  

 89 8 ESI5 堆積土 土師 坏 ― （4.6） ― ロクロ ロクロ ― 灰褐 並 スス状炭化物付着 

 89 9 ESI5 貼床内 土師 堝 ― （3.5） ― ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 良  

 
89 10 ESI5 3層 土師 

甕
 ― （11.7） ― 

ヨコナデ､ケズリ? ナデ､ケズリ､
 ― 灰黄褐 良 煮炊痕

 

      （中）    →条痕ケズリ ヨコナデ    

 
92 5 ESI6 床直、堆積土 土師 坏 （16.2） （6.2） ― ロクロ 

ミガキ
 ― 明黄褐 良

 黒色処理が口縁部外 

           （黒色処理）    面に及ぶ、胎土緻密 

 
92 6 ESI6 堆積土 土師 壷 （14.0） （3.2） ― ヨコナデ 

ミガキ
 ― 黒 良

  

           （黒色処理） 

 
92 7 ESI6 堆積土 土師 

甕
 ― （2.9） 7.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄褐 良 硬質

 

      （中） 

 92 8 ESI6 堆積土 土師 甕 ― （14.7） （8.4） ナデケズリ､ケズリ ナデ→ユビナデ 砂底 鈍黄橙 並 粘土付着 

   ESI6 床直､堆積土､      ナデケズリ､ 

 92 9  貼床 土師 甕 23.0 28.1 10.0 ケズリ､ ナデ､ヨコナデ 砂底 鈍橙 不良 
胎土に粗砂を多量

 

   ESI6カマド カマド堆積土      ヨコナデ     
混入

 

 92 10 ESI6カマド 燃焼部堆積土 土師 甕 ― （19.9） ― ロクロ→ケズリ ロクロ､ナデ ― 鈍黄橙 良  

   ESI6 床直､壁溝堆      ロクロ→ケズリ･ 

 92 13  積土､堆積土 土師 堝 36.0 （16.2） ― ナデケズリ･ ロクロ→ナデ ― 浅黄橙 良 炭化物付着 

   ESI6カマド カマド堆積土      ナデ    

 
94 1 ESI7カマド 

確認面､
 土師 坏 

13.2×
 5.5 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 並

  

    堆積土   12.4 

 
94 2 ESI7壁溝 底面 土師 坏 13.3 5.8 5.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良

 硬質、 

               94-4と胎土似る 

 
94 3 ESI7 床直 土師 坏 （13.2） 5.5 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良

 硬質、 

               須恵器の可能性有 

 
94 4 ESI7カマド 煙道部堆積土 土師 坏 

14.5×
 6.6 5.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良

 硬質、 

       13.6        94-2と胎土似る 

 
94 5 ESI7 床直 土師 坏 13.4 6.2 5.6 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 

回転糸切
 浅黄橙 並

 被熱による剥落、特に 

            （剥落）   底部で激しい 

 
94 6 

ESI7
 堆積土 土師 坏 14.6 7.4 5.6 ロクロ（剥落） ロクロ 

回転糸切
 鈍橙 並 

 

　  カマド支脚         （剥落）  

 94 7 ESI7 7層 土師 坏 （13.6） 6.5 5.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 外面に黒斑 

 
94 8 ESI7 床直､8層 土師 坏 （14.0） 6.2 4.8 

ロクロ
 

ロクロ 回転糸切
 灰白 不良 被熱?

 

          （剥落･摩滅） （剥落） （剥落）   

 
94 9 ESI7カマド 確認面､堆積土 土師 

甕
 15.4 19.4 10.0 ケズリ､ヨコナデ 

ナデ､
 板目底 

鈍黄 
不良

  

      （中）     ヨコナデ  橙 

 94 10 ESI7 床直 土師 坏 ― （3.0） 5.0 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 剥落 浅黄橙 不明 全面被熱による剥落 

 94 11 ESI7 床直 土師 坏 ― （2.3） 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良 胎土緻密、硬質 

 
94 12 ESI7カマド 

カマド堆積土､
 土師 

甕
 ― （2.9） 7.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良

 

    堆積土  （中）        

 
94 13 ESI7 堆積土 土師 

甕
 ― （4.1） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良

  

      （中） 

 
94 14 ESI7 床直 土師 

甕
 ― （4.1） ― 

ヨコナデ､ナデ
 ヨコナデ､ナデ ― 浅黄橙 良

  

      （小）    ケズリ?（摩滅）     

 
96 1 ESI11Pit3 底面 土師 坏 （12.7） 6.1 5.5 ロクロ（摩滅） 

ロクロ
 

回転糸切
 灰白 並 

 

           （摩滅） （摩滅）   

      小型  

 96 2 ESI11カマド 堆積土 土師 土器 （6.1） （4.2） ― 
ユビナデ､

 
ナデ､

 ― 鈍黄橙 良 手づくね成形 

      （甕）    
ヨコナデ ヨコナデ

   

 
96 3 ESI11 堆積土 土師 甕 ― （8.8） 10.1 

ケズリ､
 ナデ 

砂底、リング
 鈍赤褐 良 

 

          ナデケズリ  状にケズリ   

 96 4 ESI11カマド 堆積土 土師 甕 （24.2） （9.0） ― ナデケズリ ナデ ― 浅黄橙 並 輪積痕明瞭、黒斑 

 96 5 ESI11カマド 堆積土 土師 甕 （24.7） （12.9） ― ナデケズリ ナデ ― 灰黄褐 良  

 
96 6 ESI11Pit3 堆積土 土師 

甕
 （14.7） （6.2） ― ナデ（摩滅） ナデ（摩滅） ― 鈍赤褐 並 輪積痕明瞭

 

      （中） 

 
96 7 ESI11Pit3 底面 土師 甕 ― （15.4） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 並 煮炊痕

 

          ヨコナデ     

 
97 1 ESI23 2層 土師 坏 ― （2.6） 5.3 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 

回転糸切
 鈍橙 良 全面被熱による剥落

 

            （剥落）   

 
97 2 ESI23 床面､1層 土師 

甕
 ― （2.5） 7.2 ナデケズリ ナデ 砂底 灰褐 良  

      （中）    

 99 1 ESI24 1･2･3層 土師 皿 （13.2） 3.7 （5.0） ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

 
81 1

 ESI1-Ⅰ　 床下 
土師 坏 （15.4） 8.2

 6.8× ロクロ→ 
ミガキ（黒色処理）

 回転糸切 
鈍黄橙 良 胎土緻密 

   ESI1 床面     6.2 部分的にナデ  ヘラ記号    

 
81 2 ESI1カマド

 カマド上､ 
土師 坏

 13.9× 
6.1 6.3 ロクロ､（摩滅） ロクロ､（摩滅）

 回転糸切 
鈍黄橙 並 

 

    堆積土   12.8     （摩滅）    

 
81 3 ESI1

 床面､床直､ 
土師 坏 （12.5） 6.0 5.2 ロクロ、墨書 ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良  

    堆積土 

 81 4 ESI1 床面 土師 坏 13.0 5.9 5.0 ロクロ､墨書 ロクロ 回転糸切 灰黄 良  

 81 5 ESI1 床面 土師 坏 13.0 5.8 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
81 6

 ESI1 
カマド上 土師 坏 13.5 5.7 5.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 部分的に外面剥落

 

   カマド支脚 

 81 7 ESI1 床面 土師 坏 12.2 6.0 4.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
81 8 ESI1カマド 堆積土 土師 坏 

13.4×
 5.8 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良

 タール状付着物 

       12.5         （灯明皿） 

 81 9 ESI1 床面､床直 土師 坏 13.6 6.1 5.3 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 並  

   ESI1カマド カマド上、 

 81 10  堆積土 土師 坏 
13.8×

 6.4 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良  

   ESI1 床面､堆積土   
12.9

 

 81 11 ESI1 床面 土師 坏 （11.8） 5.5 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
82 12 ESI1

 床面、カマド上､ 
土師 坏 12.8 （5.7） ― ロクロ ロクロ 剥落 鈍黄橙 並 

 

    堆積土 

 82 13 ESI1 床面､堆積土 土師 坏 （13.4） （5.2） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 良  

 
82 14 ESI1

 床面、 
土師 坏 ― （4.6） （5.2） ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 

 

    Pit2堆積土 

 
82 15 ESI1 床面 土師 甕 ― （6.8） ― 

ヨコナデ
 ナデ､ヨコナデ ― 浅黄橙 良 黒斑、内面輪積痕明瞭

 

          ナデケズリ  

 
82 16 ESI1-Ⅰカマド 

煙道部堆積土､
 土師 甕 ― （7.3） 10.7 ナデケズリ ナデ 砂底 鈍黄橙 ― 粘土付着

 

    床面､床下      

 82 17 ESI1 床面 土師 甕 ― （20.3） 9.6 ナデケズリ､ケズリ ナデ 無調整 鈍黄橙 良  

 
82 18 ESI1カマド 堆積土 土師 

甕
 （15.7） （8.4） ― ナデケズリ ヘラナデ ― 淡黄 並 口縁部内側煮炊痕

 

      （中） 

 
82 19

 ESI1 底面､床直 
土師 

甕
 （15.5） （9.2） ― ロクロ ロクロ ― 鈍橙 並

 被熱による剥落､ 

   ESI1カマド カマド上､堆積土  （中）         口縁部内面煮炊痕 

 
82 20 ESI1 床面 土師 

甕
 ― （5.1） 7.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 

 

      （中） 

 
82 21 ESI1-Ⅰ 堆積土 土師 甕 ― （14.0） 8.4 ケズリ ナデ 

砂底
 明黄褐 良 炭化物付着

 

            （リング状） 

 83 1 ESI2 堆積土 土師 坏 （12.4） 6.5 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良  

 
83 2 ESI2 床面 土師 甕 ― （16.6） ―

 ナデケズリ､ ナデ､ 
― 鈍黄橙 並 

 

          ヨコナデ ヨコナデ 

 85 1 ESI3 3a層 土師 坏 ― （5.8） （5.4） ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良  

 
85 2 ESI3カマド 

1層
、 土師 坏 ― （5.0） 

5.4×
 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 並 

 

    8層     5.0    

 85 3 ESI3Pit4 1層 土師 坏 ― （4.6） 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
85 4 ESI3 1～4層 土師 

甕
 ― （9.4） 7.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 

 

      （中）  

 
85 5 ESI3 2層 土師 坏 ― （3.6） 4.9 ロクロ→ナデ ロクロ 回転糸切 橙

 内面  

              不良 

 
85 6 ESI3 3･4層 土師 坏 ― （2.5） 5.5 ロクロ→ナデ ロクロ

 回転糸切 
橙 良 

 

            →ナデ  

 
85 7 ESI3 1～4層 土師 甕 ― （11.6） （10.0） ナデ

 ナデ､ 砂底（中 
橙 良

 85-8と同一個体、 

           一部ケズリ 央部剥落）   輪積痕明瞭 

 
85 8 ESI3 3b層、4層 土師 甕 （21.0） （17.6） ― ヨコナデ､ナデ ヨコナデ､ナデ ― 鈍黄橙 良

 85-7と同一個体、外面 

               輪積痕明瞭､煮炊痕 

 
85 9 ESI3カマド 

堆積土、
 土師 

甕
 ― （9.5） ― ナデケズリ､ナデ ナデ､ヨコナデ ― 黒褐 不良

  

    3層  （中）      

 85 10 ESI3カマド 4層 土師 甕 ― （23.5） ― ケズリ?（摩滅） ヨコナデ､ナデ ― 鈍黄橙 良  

 
85 11 ESI3カマド 6層 土師 甕 ― （15.2） ― 

ケズリ､ナデケズリ,
 ナデ､ヨコナデ ― 橙 良

 85-13と同一個体、口縁 

          ヨコナデ     部はロクロの可能性有 

 85 12 ESI3カマド 6層 土師 甕 ― （7.6） （10.4） ケズリ ナデ 砂底 鈍橙 並  

         
10.8×

   
砂底

   85-11と同一個体、部分 

 85 13 ESI3カマド 4層、7層 土師 甕 ― （18.7） 
10.0

 ナデケズリ､ケズリ ナデ 
（リング状）

 橙 良 によって激しく縦方向 

               にケズリ 

 
85 14

 ESI3 支脚3･4層､ 
土師 甕 ― （8.7） （10.0） ケズリ､ヨコナデ ナデ 

砂底､
 鈍黄橙 並

  

   カマド支脚 カマド6層        ケズリ  

 
85 15

 ESI3 カマド4層､ 
土師 甕 ― （8.8） （11.0） 

ナデケズリ､
 ナデ ケズリ 鈍黄橙 良

  

   カマド支脚 支脚4層      ヨコナデ→ケズリ 

 
85 16 

ESI3
 支脚1層 土師 甕 ― （5.4） （8.5） ケズリ（摩滅） ナデ ナデ 鈍橙 並

  

   カマド支脚   

 87 1 ESI4 堆積土 土師 皿 （13.4） （2.6） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良  

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

土師器（1） 

近野追飩lll 観祭衣

--!--_, -- ----,----!--

--!---, --
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----,----!--

I 

-406- -407-



土師器（4） 

 104 3 ESI25 床面､3層 土師 甕 ― （6.9） ― ケズリ ナデ ― 黒 良  

 
104 4 ESI25 4層 土師 

甕
 ― （5.1） ― ロクロ（剥落） ロクロ ― 橙 並 煮炊痕

 

      （中）          

 104 5 ESI25 2層 土師 甕 ― （4.3） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良  

 104 6 ESI25 4･5層 土師 甕 ― （7.9） 8.8 ナデケズリ→ナデ ナデ 砂底 鈍橙 良  

 104 7 ESI25 床面､4･5層 土師 甕 ― （10.9） 10.8 ケズリ､ヨコナデ ナデ 砂底 鈍黄褐 良  

   
ESI26

 床面  

 108 1  カマド周辺床面 土師 皿 13.2 3.7 5.3 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

   ESI24 2層            

 
108 2 ESI26 1層 土師 坏 12.3 5.9 5.0 ロクロ 

ロクロ
 回転糸切 灰白 不良

 廃棄後の環境で 

           （内面黒色処理?）    黒色化した可能性有り 

               内外面ともに雑でま 

 
108 3 ESI26カマド 2層 土師 坏 12.4 5.3 （5.3）

 ロクロ→ミガキ ロクロ→ミガキ 
（剥落） 黒 良

 ばらなミガキ、外面の 

          （黒色処理） （黒色処理）    黒色処理3/4程度、 

               内外面体部下半剥落 

 108 4 ESI26カマド 2層 土師 坏 （13.9） 5.6 （5.8） ロクロ ミガキ（黒色処理） 回転糸切 ― 良 硬質 

 108 5 ESI26 1層 土師 坏 （12.7） （4.5） ― ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄褐 良
 タール状付着物 

                （灯明皿） 

 
108 6 

ESI26
 2･8層 土師 坏 13.0 5.3 （5.2） ロクロ ロクロ （剥離） 鈍橙 良

 

   カマド支脚  

 
108 7 ESI26 

堆積土､1･2層､
 土師 坏 （12.0） 5.2 （5.6） ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄 並 タール状付着物

 

    床面           

   ESI26カマド 2層､堆積土 

 108 8 ESI26 2層 土師 坏 12.8 5.6 （5.2） ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 並  

   ESI24 2層            

 
108 9 ESI26 2層 土師 坏 14.3 7.4 5.4 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 

回転糸切
 鈍橙 不良 被熱による剥落

 

            （剥落）     

 108 10 ESI26 1･2層 土師 坏 （13.3） 6.4 4.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 硬質 

 108 11 ESI26 1層 土師 坏 12.5 5.5 5.3 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 硬質 

               廃棄後の環境の影響 

 108 12 ESI26 1･2層 土師 坏 
13.2×

 5.4 5.5 ロクロ→ケズリ ロクロ 回転糸切 ― 不良 で破片毎に色調が異 

       
12.3

        なる 

 
108 13 ESI26 1･2層 土師 坏 （12.9） 6.0 5.3 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 

回転糸切
 鈍橙 並 全面被熱による剥落 

            （剥落）     

 108 14 ESI26 1層､堆積土 土師 坏 12.8 5.8 5.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良 硬質 

 
108 15 

ESI26
 堆積土 土師 坏 12.7 5.6 4.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良

 胎土約1cmの小石 

   カマド支脚            少量混入 

               裂け目有り、 

 108 16 ESI26 1層 土師 坏 12.2 6.4 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 部分的に還元炎焼成 

               して硬質 

 
108 17 ESI26 2層 土師 坏 11.6 5.3 4.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 不良

 裂け目大きい、 

               部分的に還元炎焼成 

 
108 18 ESI26 1層 土師 坏 12.2 6.0 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰 不良

 裂け目有、部分的に 

               還元炎焼成 

 
108 19 ESI26 2層 土師 坏 13.0 5.4 5.6 ロクロ（剥落） ロクロ 

回転糸切
 橙 不良

 裂け目有、 

            （剥落）   部分的に還元炎焼成 

               裂け目有、部分的に 

 108 20 ESI26 1層 土師 坏 12.3 5.3 5.3 ロクロ（剥落） ロクロ（剥落） 
回転糸切

 黒 粗悪 還元炎焼成、胎土に 

            
（摩滅）

   少量の小石混入 

 
108 21 ESI26 2層 土師 坏 12.2 5.2 5.9 ロクロ→ケズリ ロクロ 

回転糸切→
 鈍黄橙 不良

 裂け目有、部分的に 

            ケズリ   還元炎焼成 

      小型  

 108 22 ESI26 2層 土師 土器 ― （2.5） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 並  

      （甕）          

      小型   

 108 23 ESI26 1層 土師 土器 ― （3.1） 4.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 胎土緻密 

      （甕）          

 
108 24 ESI26 1層 土師 

甕
 12.5 （7.6） ― 

ナデケズリ?
 ナデ ― 鈍橙 不良 輪積痕やや明瞭

 

      （中）    （摩滅）      

               煮炊痕、内側にスス 

 108 25 ESI26 1層 土師 
甕

 11.8 （9.2） ― 
ナデキズリ

 ナデ ― 鈍赤褐 良 状炭化物付着、2カ所 

      
（中）

    
（剥落）

     に抉り 

 108 26 ESI26 1層 土師 壷 （13.9） （13.9） ― ケズリ ナデ ― 橙 良  

 108 27 ESI26 1層 土師 甕 （22.5） （17.0） ― ナデケズリ ナデ ― 鈍黄橙 良  

 
108 28 ESI26 1･2層 土師 

甕
 15.9 （15.4） ― ケズリ（剥落） ナデ ― 鈍橙 良 煮炊痕

 

      （中）          

   ESI26カマド 堆積土      ロクロ→     

 109 29 ESI26 床面､2層 土師 甕 19.6 （30.2） ― ケズリ､ ロクロ→ナデ ― 橙 良  

   ESI26-Ⅱ 掘り方      ナデケズリ     

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

土師器（3） 

 
99 2 ESI24 3層、カマド1層 土師 皿 15.0 3.9 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良

  

    

 
99 3 ESI24 1･2･3･4層 土師 坏 （14.8） 7.4 5.6 ロクロ 

ミガキ 回転糸切
 橙 良

 胎土緻密、黒色処理が 

           （黒色処理） （ヘラ記号）   一部口縁部外面に及ぶ 

 
99 4 ESI24 3層 土師 坏 （12.4） 6.6 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良

 裂け目有り、 

               焼成失敗品か 

 
99 5 ESI24 1･2層 土師 坏 （13.1） 5.6 5.2 ロクロ→ケズリ ロクロ 回転糸切 鈍橙 並

 口縁部内外面に 

               スス状付着物 

 99 6 ESI24 2層 土師 坏 11.9 5.9 4.9 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良 硬質 

 
99 7

 ESI24カマド カマド1層 
土師 坏 12.7 6.1 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良

 

   ESI24 堆積土  

 
99 8 ESI24カマド 1層 土師 坏 （11.7） 6.1 5.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良

 口縁部にタール状 

               付着物、灯明皿? 

 99 9 ESI24カマド 1層 土師 坏 12.8 5.8 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 硬質 

 99 10 ESI24 2層 土師 坏 ― （2.9） 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
99 11 ESI24 

2層
 土師 坏 （12.9） （4.5） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 並 墨書

 

    カマド1層 

 99 12 ESI24 3層 土師 坏 ― （3.1） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ― 鈍黄橙 並  

 99 13 ESI24 1層 土師 坏 ― （2.9） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ― 鈍黄橙 並  

 99 14 ESI24 2層 土師 坏 13.4 5.8 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 99 15 ESI24 2層 土師 坏 ― （3.9） 5.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 硬質 

 
99 16 ESI24 4層 土師 

甕
 8.4 6.3 6.8×6.2 

ナデケズリ､
 ナデ 砂底 浅黄橙 並

  

      （小）    ヨコナデ      

 
99 17 ESI24 2層 土師 

甕
 （12.0） （10.2） ― 

ロクロ→ナデ
 ロクロ ― 浅黄橙 良

  

      （中）    ケズリ?（摩滅）      

 
99 18 ESI24 2層 土師 

甕
 12.8 13.3 6.5 

ロクロ→ケズリ
 ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良 硬質

 

      （中）    →ナデ      

 
99 19 ESI24 床面､2･4層 土師 

甕
 （11.2） 9.3 7.3 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ 

砂底
 灰黄褐 並

  

      （小）    ヨコナデ  （剥落）    

 
99 20 ESI24 2層、床面 土師 

甕
 （15.1） 16.4 8.6 

ナデケズリ､
 ナデ 

砂底
 鈍黄橙 良 煮炊痕、胎土緻密

 

      （中）    ヨコナデ（剥落）  （リング状）    

 
99 21 ESI24 床面､1･2･3層 土師 

甕
 （13,7） 16.3 （8.0） 

ケズリ､ヨコナデ ナデ､ユビナデ､
 砂底 明赤褐 不良

 外面被熱（?）、 

      （中）    （剥落） ヨコナデ    煮炊痕 

 
99 22 ESI24 1･2･3･4層 土師 

甕
 ― （6.6） 6.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 並

  

      （中）          

 
99 23 ESI24 1～4層 土師 

甕
 （18.2） （14.2） ― ロクロ→ケズリ ロクロ ― 橙 良

  

      （中）          

 
99 24 ESI24 2･3層 土師 

甕
 （18.8） （10.6） ―

 ロクロ→ 
ロクロ ― 鈍橙 並 粘土付着

 

      （中）    ナデケズリ      

 
100 25 ESI24 2層 土師 甕 （25.1） （19.5） ― 

ロクロ→
 ロクロ ― 明黄褐 良

  

          ナデケズリ   

 
100 26 ESI24 

1･2層
 土師 甕 ― （10.2） 9.0

 ナデケズリ→ 
ナデ､ユビナデ 

細い工具で
 鈍橙 良 外面被熱による剥落?

 

    カマド1･2層      ケズリ（剥落）  ケズリ     

   ESI24カマド 1･2･3層      
ナデケズリ､

  

 100 27 ESI24 2･3･4層、床面 土師 甕 21.9 （24.1） ― 
ヨコナデ

 ナデ､ヨコナデ ― 浅黄橙 良 粘土付着 

   ESI26 1･2層            

 
100 28 ESI24カマド 1層 土師 甕 ― （7.4） 11.5 ナデ→ケズリ ナデ 

砂底
 鈍黄橙 並 黒斑

 

            （リング状）    

 
100 29 ESI24 3･2層 土師 甕 ― （13.3） 9.8 ケズリ ナデ 

砂底
 浅黄橙 良 内面の輪積痕明瞭

 

            （リング状）     

 100 30 ESI24 1･2･3層 土師 甕 ― （14.3）
 8.0× ケズリ､

 ナデ ナデ､ケズリ 褐灰 良
  

         7.5 ナデケズリ      

 100 31 ESI24 1･2･3層 土師 甕 ― （7.9） 9.9 ケズリ ナデ､ユビナデ ケズリ 鈍橙 並  

 
100 32 ESI24 1･2･3層 土師 甕 ― （16.8） 8.6 

ロクロ→ ロクロ→
 ― 明赤褐 良 硬質

 

          ナデケズリ､ケズリ ナデ､ユビナデ     

 
100 33 ESI24 2層 土師 壷 ― ― ― ロクロ 

ミガキ
 ― 浅黄橙 良 100-34・35と同一個体

 

           （黒色処理）     

 
100 34 ESI24 2層 土師 壷 ― ― ― ロクロ 

ロクロ→ナデ→
 ― 浅黄橙 良 100-33・35と同一個体

 

           ミガキ（黒色処理）     

 
100 35 ESI24 2層 土師 壷 ― （14.6） 

15.7×
 ケズリ→ミガキ 

ミガキ
 木葉痕 浅黄橙 良 100-33・34と同一個体

 

         14.0  （黒色処理）     

 100 36 ESI24 1･3層 土師 堝 ― （9.8） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ ― 黒 不良 輪積痕やや明瞭 

 
101 37 ESI24 1･3層 土師 壷 ― （6.3） 11.9 ケズリ 

ナデ→粗いミガキ
 砂底 浅黄橙 良

  

           （黒色処理）     

 
101 38 ESI24 2･4層 土師 壷 ― （7.5）

 5.5× ナデケズリ 
ナデ（剥落）

 無調整 
浅黄橙 並 小型

 

         5.0 （剥落）  （剥落）    

 104 1 ESI25 5層 土師 皿 14.1 4.4 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄褐 良 硬質 

 
104 2 ESI25 2層 土師 坏 12.3 4.9 

6.2×
 ロクロ ミガキ（黒色処理） 回転糸切 鈍黄橙 良

 胎土緻密、黒色処理 

         5.8      が口縁部外面に及ぶ 

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

近野追飩lll 観祭衣
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土師器（6） 

 
118 3 ESI31 2層 土師

 甕 
― （5.3） ― 

ナデケズリ?､
 ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 並

  

      （中）    ヨコナデ（剥落）      

 119 1 ESI33 堆積土 土師 坏 ― （4.6） ― ロクロ ミガキ（黒色処理） ― 鈍黄橙 良  

 119 2 ESI33 堆積土 土師 坏 14.0 6.0 5.8 ロクロ､墨書 ロクロ 回転糸切 橙 良 硬質 

 119 3 ESI33 1層 土師 甕 ― （11.2） （8.6） 
ナデケズリ､

 ナデ ケズリ 浅黄橙 並 輪積痕明瞭
 

          ケズリ､ナデ      

 119 4 ESI33 堆積土 土師 甕 ― （2.0） ― ロクロ ロクロ ― 黄橙 良  

 
119 5 ESI33カマド 3層 土師 

甕
 ― （4.3） ― ロクロ→ケズリ ロクロ→ナデ ― 鈍黄橙 並

  

      （中）          

 122 1 ESI36 床面近く､堆積土 土師 坏 13.6 （4.5） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 良 胎土緻密、硬質 

    3層､堆積土下位､ 

 122 2 ESI36 火山灰上層､ 土師 坏 （14.9） 5.5 5.9 
ロクロ→ミガキ､

 ミガキ（黒色処理） ケズリ 橙 良 胎土緻密 

    堆積土      
ケズリ

       

 
122 3 ESI36 

16層
 土師 坏 

13.4×
 5.7 5.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 並

 タール状付着物有、 

    カマド20層   12.9        灯明皿 

 122 4 ESI36カマド 2･20層 土師 坏 13.6 5.2 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 不良  

               122-7と同一個体、接 

 122 5 ESI36カマド 焚口床面 土師 甕 （20.6） （12.0） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 灰黄褐 不良 合帯で剥離しやすく 

               もろい 

 122 6 ESI36 床直､堆積土 土師 
甕

 12.0 10.0 7.0 
ナデケズリ､

 ナデ､ヨコナデ 無調整 鈍黄橙 並 煮炊痕
 

      （中）    ヨコナデ      

               122-5と同一個体、接 

 122 7 ESI36カマド 焚口付近床面 土師 甕 ― （23.4） ― ナデケズリ ナデ ― 灰黄褐 不良 合帯で剥離しやすく 

               もろい 

 125 1 ESI39 堆積土 土師 坏 （12.3） 6.7 5.3 ロクロ（火ハジケ） ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 胎土緻密｡硬質 

   ESI39カマド カマド脇床直､ 

 125 2  5層 土師 坏 
12.0×

 6.1 5.9 ロクロ（摩滅） ロクロ 
回転糸切

 鈍黄橙 並  

   ESI39 堆積土10層   
11.5

     
（摩滅）

  

 125 3 ESI39カマド 16･23層 土師 坏 12.3 5.5 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 並  

 
125 4 ESI39 

カマド脇床直
 土師 坏 （12.5） 6.0 （5.8） ロクロ ロクロ 

回転糸切
 浅黄橙 良

 底部大きく剥離 

    床面        （剥離）   （火ハジケ?） 

 125 5 ESI39カマド 22層 土師 甕 ― （6.3） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 鈍橙 良  

   ESI39カマド 3･7･12･15層 

 125 6  カマド脇床直 土師 甕 21.0 （17.4） ― ナデケズリ､ ナデ､ヨコナデ ― 鈍褐 並  

   ESI39 床面､堆積土      ヨコナデ       

 
125 7 ESI39 2層 土師 甕 （21.7） （10.1） ― 

タタキ→ヨコナデ､
 ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 良

  

          ナデケズリ 

 
125 8

 ESI39 床面 
土師 

甕
 （14.0） 13.2 7.0 

ロクロ→
 ロクロ 

回転糸切→
 鈍橙 並 胴部に被熱痕 

   ESI39カマド 12層､袖32層  （中）    ナデ（剥落）  ヘラ記号   

      小型          

 125 9 ESI39 堆積土 土師 土器 ― （2.1） 3.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 胎土緻密｡硬質 

      （壷?）          

 
125 10 ESI39 5･9層､堆積土 土師 

甕
 14.0 14.3 8.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄褐 良 煮炊痕（炭化物付着）

 

      （中）          

 125 11 ESI39カマド 3･23･24層、カマ          

    ド脇床面直上 土師 甕 27.0 33.3 10.9 
ナデケズリ､

 
ナデ､ 

ケズリ 浅黄橙 良 

   ESI39 床面､9層      
ヨコナデ ヨコナデ

  

 125 12 ESI39カマド 3･23･24層 土師 甕 ― （26.2） ― ロクロ→ケズリ ロクロ､ナデ ― 鈍橙 良 粘土付着 

 
128 1 ESI40 1層 土師 

甕
 （10.4） （3.8） ― 

ロクロ→
 ロクロ→ナデ ― 褐灰 並 砂粒多量混入 

      （小）    ナデケズリ      

 
128 2 ESI40

 1層､堆積土 
土師 坏 （14.8） 6.2 7.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 明赤褐 良 内面被熱痕

 

    カマド堆積土            

           ロクロ→ 回転糸切 

 128 3 ESI40 床面 土師 坏 （13.1） 6.4 7.6 ロクロ→ナデ ナデ･ミガキ →高台取付 鈍黄橙 良 高台付 

           （内底面ナデ） →ユビナデ     

 
128 4

 ESI40 
堆積土 土師 甕 ― （4.9） 9.2 

ナデケズリ､
 ナデ 

砂底
 鈍橙 良

  

   カマド支脚       ヨコナデ  （リング状）    

 
128 5 ESI40 床面､1層 土師 甕 18.7 27.1 9.5

 ナデケズリ､ケズリ､ ナデ､ケズリ､ 
砂底 灰黄褐 並

 輪積痕明瞭、胴上半に 

          ナデ､ヨコナデ ヨコナデ    粘土の貼付 

 128 6 ESI40 
床面､1層､

 土師 
甕

 （15.5） 16.2 8.0 ケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ 
砂底

 鈍黄 並
  

    堆積土  （中）      （リング状）    

 
128 7 ESI40 1層､堆積土 土師 甕 （19.3） （10.4） ― 

タタキ→ロクロ
 ロクロ→ナデ ― 浅黄橙 並 砂粒多量混入

 

          →ナデケズリ      

 130 1 ESI41 11層､堆積土 土師 坏 11.8 6.4 5.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 硬質 

 130 2 ESI41 床面 土師 坏 12.3 5.5 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良  

 
130 3 ESI41 床面 土師 坏

 12.6× 
5.6 5.5 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 並 歪み有

 

       12.2         

 130 4 ESI41 5層 土師 坏 （11.7） 6.0 （5.6） ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良  

 130 5 ESI41カマド 1層 土師 甕 ― （8.5） ― ロクロ ロクロ→ナデ ― 鈍橙 良  

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

土師器（5） 

          ケズリ→  ケズリ､ 

 109 30 
ESI26カマド 1･2層

 土師 甕 
21.3×

 31.6 9.0 ナデケズリ､ 
ナデ､

 ナデ､ 明黄褐 良 
粘土付着、内面胴下

 

   
ESI26 1･2層

   
19.9

   ナデ、ヨコナデ 
ヨコナデ

 砂底   
半輪積痕明瞭

 

 
109 31 ESI26 1･2層 土師 

甕
 19.0 （18.6） ― 

ナデケズリ､
 ナデ ― 鈍黄橙 良

  

      （中）    ケズリ      

 109 32 ESI26 1層 土師 甕 （20.4） （23.6） ― ナデケズリ ナデ ― 灰黄褐 並 内面輪積痕明瞭 

 109 33 ESI26 1層､堆積土 土師 甕 （21.5） （27.0） ― ロクロ→ケズリ ロクロ ― 鈍黄橙 良 粘土付着 

 
109 34 ESI26 1層 土師 甕 （19.8） （16.0） ― ナデケズリ ナデ ― 鈍黄橙 良

 輪積痕明瞭、 

               黒色付着物有 

 
109 35 ESI26 1層 土師 甕 ― （7.3） 10.0 

ケズリ→ハケメ
 ナデ（黒色処理） ケズリ 黒 良

  

          （黒色処理）      

 
109 36 ESI26 1層 土師 甕 ― 19.3 10.0 

ナデケズリ､
 ナデ 砂底 灰黄褐 良 黒斑､粘土付着

 

          ケズリ      

 
109 37 ESI26土坑1 2層 土師 甕 ― （15.1） 10.5 

ナデケズリ､
 ナデ 

砂底､リン
 灰黄褐 並 輪積痕やや明瞭

 

          ヨコナデ  グ状ケズリ   

   
ESI26カマド

 11･14層､カマド  
甕

      
砂底→

   内底面に焼成時の 

 110 38  周辺2層 土師 
（中）

 ― （8.9） 7.1 ナデケズリ→ナデ ナデ 
ケズリ

 鈍黄橙 良 割れ目、 

   ESI24 2層           底部中央穿孔か? 

 
110 39 ESI26土坑1 2層 土師 

甕
 10.1 6.8 6.6 ケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ 砂底､ケズリ 灰黄褐 並

 内面にスス状炭化物 

      （小）         付着 

 
110 40 ESI26 

床面､1･2層､
 土師 甕 ― （8.8） （7.0） ケズリ ナデ 砂底（剥離） 浅黄橙 良 胎土緻密、硬質

 

    堆積土            

 110 41 ESI26カマド 堆積土 土師 甕 ― （7.2） 10.5 ケズリ ナデ 砂底 鈍橙 良 粘土付着、硬質 

 
110 42 ESI26 

1･2層､
 土師 

甕
 ― （6.8） 7.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良

  

    堆積土  （中）          

 
110 43 ESI26 1層 土師 

甕
 ― （5.1） （5.8） ケズリ ナデ ケズリ 橙 良

 胎土緻密、 

      （中）         海綿骨針混入 

 110 44 ESI26 1層 土師 堝 ― （15.7） ― ケズリ→ナデケズリ ナデ ― 灰黄褐 並  

 110 45 ESI26 1･4層 土師 堝 ― （3.8） （13.0） ナデケズリ､ケズリ ナデ ケズリ 鈍赤褐 並 110-44と同一個体 

 
110 46 ESI26カマド 2層 土師 堝 ― （8.9） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 灰黄 良 内外面炭化物付着

 

          ヨコナデ      

 110 47 ESI26 1層 土師 堝 ― （9.5） ― ナデケズリ ナデ､ケズリ ― 灰黄褐 不良 内面黒色処理 

 
110 48 ESI26 

1層
 土師 堝 ― （9.3） 

11.5×
 ナデケズリ､ケズリ ナデ 

ナデケズリ
 鈍黄橙 良

 丸底で底部楕円形、 

    カマド16層     10.0   （溝状凹）   硬質 

 110 49 ESI26土坑1 3層 土師 堝 ― （3.9） ― ナデケズリ､ケズリ ナデ 無調整 褐 良 110-44・45の底部 

 110 50 ESI26カマド 2層 土師 堝 （37.4） 16.0 10.7 ロクロ→ケズリ ロクロ→ナデ 砂底 橙 良 裂け目有り 

               内面にタール状付着 

 115 1 ESI27 1層 土師 坏 （12.0） （3.4） ― ロクロ ロクロ ― 橙 良 物有、灯明皿、 

               胎土緻密、硬質 

 115 2 ESI27 床面､6層 土師 坏 （12.6） 5.1 （5.4） ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 胎土緻密、硬質 

 115 3 ESI27 4層 土師 坏 ― （5.7）  ロクロ→ナデケズリ ロクロ､ナデ ― 淡黄 並  

               黒色付着物･スス状炭 

 115 4 ESI27 床面 土師 
甕

 17.7 20.1 8.6 
ナデケズリ､ナデ､ ナデ､ハケメ､

 ナデ 橙 良 化物付着、被熱痕･煮炊 

      
（中）

    
ヨコナデ（剥落） ヨコナデ

    痕有、外面輪積痕明瞭 

 
115 5 ESI27 床面 土師 甕 26.2 35.2 10.7 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ 砂底 灰褐 良

 胎土緻密、外面輪積痕 

          ヨコナデ     比較的明瞭 

   ESI27カマド 1･2･3層 

 115 6 ESI27 床面、堆積土 土師 甕 22.0 （15.6） ― 
ナデケズリ､ナデ､ 

ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 並
 輪積痕明瞭、粘土･ 

    1･3･4層      
ヨコナデ     黒色付着物付着 

 
115 7 ESI27 4層､堆積土 土師 

甕
 15.6 （17.4） ― ナデケズリ ナデ ― 灰黄 良 外面にスス付着 

      （中）   

 
115 8

 ESI27カマド 15･17層 
土師 甕 24.2 32.6 9.8 

ナデケズリ､ケズリ､ ナデ､ケズリ､
 ― 灰白 良 粘土付着 

   ESI27 床面､6･8層      ヨコナデ ヨコナデ   

    1･4･6･8層､            

 115 9 ESI27 床面 土師 
甕

 17.7 （19.8） ― ケズリ ナデ ― 灰黄 並 煮炊痕 

    Pit4 1層  
（中）

          

   ESI27カマド カマド1～4･14層 

 115 10 ESI27 床面､堆積土 土師 甕 26.2 34.2 9.5 ケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ 砂底 橙 良 
外面輪積痕比較的

 

    3･4層           
明瞭

 

 116 11 ESI27 1･3層 土師 甕 21.4 （16.2） ― ナデ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 良 外面に黒色付着物 

    床面､ 

 116 12 ESI27 1･6･8層 土師 甕 ― （17.5） 10.5 ナデ ナデ 砂底 浅黄橙 良 
外面輪積痕明瞭､ 

    カマド1･2層           
スス状炭化物付着

 

 116 13 ESI27 
3･4･6･8層､床面

 土師 甕 
23.8×

 30.3 （9.6） 
ロクロ→

 ナデ→ロクロ （剥離） 鈍橙 良
 底部被熱による 

    カマド1･2層   22.3   ケズリ･ユビナデ     剥離か 

 
118 1 ESI31カマド 袖､床面､6層 土師 甕 23.1 32.3 10.3 ナデケズリ 

ナデ､ヨコナデ 砂底
 鈍黄橙 並 黒斑

 

           ヨコナデ （リング状）   

 
118 2 ESI31 2層 土師 甕 ― （4.3） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 橙 良 被熱痕

 

          ヨコナデ      

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

近野追飩lll
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土師器（8） 

 
139 9

 ESI44カマド 4・6層 
土師

 甕 
13.0 12.3 8.6 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ 回転糸切 鈍橙 並 補修孔有 

   ESI44 堆積土下位  （中）    ケズリ､ヨコナデ       

 
139 10 ESI44 堆積土 土師 

甕
 13.3 13.6 8.4 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ 

砂底
 鈍橙 並 煮炊痕

 

      （中）    ケズリ､ヨコナデ  →ケズリ    

 
139 11

 ESI44　 
堆積土下位 土師 

甕
 13.4 17.3 7.8 ロクロ（剥落） ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 並

 内面にスス状炭化物 

   カマド左脇   （中）         付着 

 
139 12 ESI44

 堆積土､9a層 
土師

 甕 
（16.5） （15.0） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 鈍橙 良

  

    カマド4層  （中）    ヨコナデ      

 
139 13 ESI44 11層、堆積土 土師 

甕
 （13.5） （8.0） ―

 ナデケズリ､ ナデ､ケズリ､ 
― 鈍黄橙 良

 口縁部ヨコナデ段状 

      （中）    ヨコナデ ヨコナデ    沈線風 

 139 14 ESI44 堆積土 土師 甕 ― （5.4） 8.9 ナデケズリ､ヨコナデ ナデ ケズリ 鈍橙 良 内底面吸炭 

   ESI44カマド 4･9層､床面、 

   右･左脇 6層､堆積土  

 139 15 ESI44 堆積土、 土師 甕 （20.8） 31.9 （8.5） ケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ケズリ 浅黄橙 並 

    床面､9a層 

   ESI44-I 8層･貼床            

    5層､炭化材上位､ 

 139 16 ESI44 堆積土､ 土師 甕 20.3 29.4 7.3 ロクロ→ケズリ ロクロ→ナデ 砂底 橙 良 

    9b層､床面  

 
140 17 

ESI44
 堆積土 土師 甕 （23.5） （23.3） ― 

ロクロ→
 ロクロ→ナデ ― 浅黄橙 良

  

   カマド袖       ナデケズリ 

 
140 18 ESI44 火山灰中層 土師 堝 ― （7.7） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 灰黄褐 並 炭化物付着

 

          ヨコナデ      

 140 19 ESI44 1層 土師 甕 ― （3.0） （11.0） ケズリ ナデ 砂底 鈍赤褐 並  

 140 20 ESI44 9a層､堆積土 土師 堝 ― （4.7） 12.2 ケズリ ナデ 砂底 鈍褐 良 石英砂多く混入 

    堆積土､堆積土    

 140 21 ESI44 上位､3･5層、カ 土師 甕 ― （16.6） 10.5 ケズリ､ナデケズリ ナデ 砂底 橙 良  

    マド堆積土上位            

 140 22 ESI44 堆積土 土師 甕 ― （7.9） 10.5 ケズリ ナデ? 砂底→ケズリ 鈍橙 並  

 
142 1 ESI47 床面近く 土師

 甕 
― （3.3） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良

  

      （小）          

 
144 1 ESI48 床面 土師 坏 

13.3×
 6.0 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 並 歪み有

 

       12.6         

 
144 2 ESI48 確認面 土師 坏 12.8 5.9 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 

浅黄橙
 良

  

             （摩滅）   

 144 3 ESI48 床面 土師 皿 ― （2.0） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良  

 
144 4 ESI48 

床面、土坑2確
 土師 甕 （22.0） （10.4） ― ナデケズリ ナデ ― 鈍橙 良 焼き斑

 

    認面（貼床中）           

 
144 5

 ESI48 土坑1 堆積土 
土師 

甕
 ― （7.7） 7.4 ケズリ ナデ ケズリ 橙 不良 被熱痕

 

   ESI48 床面  （中）          

      
甕

    
ナデケズリ､ナデ､

     底部に白色付着物､ 

 144 6 ESI48カマド 火床面 土師 
（中）

 ― （7.3） 7.6 
ヨコナデ

 ナデ､ケズリ ナデケズリ 橙 良 底部付近に黒色付 

               着物有 

 145 1 ESI51 堆積土 土師 甕 ― （6.5） ― ナデケズリ?､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 灰黄褐 並 黒斑 

 161 5 ESK41 堆積土 土師 坏 （12.3） 5.6 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良  

 
165 10 ESK121 1層 土師 壷 ― （6.7） ― ナデケズリ､ヨコナデ 

ミガキ
 ― 浅黄橙 良 内面に繊維痕

 

           （黒色処理）     

 
170 1 ESK123 3･5層 土師 坏 

（12.6×
 6.5 5.4 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 歪み有

 

          11.6）         

 170 2 ESK123 3･5層 土師 甕 ― （15.4） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 鈍橙 並  

 170 3 ESK123 3･5層 土師 甕 20.9 31.5 （7.0） ナデケズリ､ロクロ ナデ→ロクロ 砂底 灰黄褐 良 粘土付着 

 183 1 EPIT59 堆積土 土師 堝 ― （4.3） ― ナデケズリ ナデ､ヨコナデ ― 鈍黄橙 並 外面輪積痕明瞭 

 183 2 EPIT62 堆積土 土師 坏 ― （2.6） 5.6 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 並 潰れ? 

 198 1 EH-228 Ⅱ層 土師 皿 ― （2.4） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 良 胎土緻密 

 198 2 FR-213 Ⅰ層 土師 皿 ― （2.5） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 並  

 198 3 FM-215 Ⅰ層 土師 皿 ― （3.6） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 良  

 198 4 FK-217 カクラン 土師 坏 ― （3.3） ― ロクロ ロクロ ― 灰黄褐 並  

 198 5 EE-220 Ⅱ層 土師 杯 ― （2.5） （6.3） ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良 胎土緻密 

 198 6 FL-214 Ⅱ層 土師 坏 ― （2.9） （4.8） ロクロ ロクロ ケズリ 鈍橙 並 内面被熱 

 
198 7 FL-217 Ⅱ層 土師 坏 ― ― ― ―

 ミガキ 回転糸切 
明黄褐 良

  

           （黒色処理） ヘラ記号    

      小型      砂底→     

 198 8 ES-209 Ⅰ層 土師 土器 （7.6） 3.3 （5.6） ケズリ､ヨコナデ ナデ リング状に 鈍橙 良  

      （鉢）      ナデケズリ？    

 198 9 FM-215 Ⅰ層 土師 杯 ― （2.2） ― ロクロ ロクロ ― 橙 並  

 198 10 FQ-208 Ⅰ層 土師 坏 ― （4.4） ― ロクロ ロクロ ― 灰黄褐 良  

      小型 

 198 11 EO-210 Ⅰ層 土師 土器 ― （3.2） 4.8 ケズリ､ミガキ ナデ ケズリ 鈍黄橙 良 胎土緻密 

      （甕）          

 

 

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

土師器（7） 

    2･5層､ 

 130 6 ESI41 堆積土 土師 甕 22.9 （16.3） ― 
ナデケズリ､

 ナデ､ヨコナデ ― 浅黄橙 良 粘土･黒色付着物付着 

    カマド1層      
ヨコナデ

   

 133 1 ESI42 床面近く 土師 皿 （15.1） （3.3） ― ロクロ ロクロ（剥落） ― 鈍黄橙   

 133 2 ESI42 床面近く 土師 皿 14.3 4.2 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 歪み有 

 133 3 ESI42 堆積土 土師 坏 12.0 6.2 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切 橙 良 内面一部吸炭 

 
133 4 

ESI42
 堆積土下位 土師 坏 12.2 6.0 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良 硬質、内面一部吸炭

 

   カマド左脇              

 
133 5

 ESI42 
堆積土 土師 坏 12.8 5.9 5.2 ロクロ ロクロ 回転糸切 浅黄橙 良

 外面に粘土･黒色付 

   カマド支脚            着物付着 

 
133 6 ESI42 堆積土 土師 杯 ― （3.5） ― ロクロ

 ミガキ 高台付→ 
鈍橙 良

 胎土緻密、外面スス状 

           （黒色処理） ロクロ   炭化物付着 

 
133 7 ESI42 堆積土下位 土師 坏 12.7 6.2 5.2

 ロクロ ロクロ 
回転糸切 鈍橙 良

  

          （火ハジケ） （火ハジケ）     

 
133 8 ESI42 

堆積土下位、
 土師 坏 （12.7） 6.0 （6.0） ロクロ ロクロ 

回転糸切
 鈍黄橙 並

  

    堆積土        （摩滅）    

 
133 9 

ESI42
 堆積土 土師 坏 （12.5） 5.6 （5.2） ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 胎土緻密、硬質 

   カマド支脚             

 
133 10 ESI42 堆積土 土師 坏 （10.9） 4.8 （4.8） ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 並

 口縁部内外面にタール 

               状付着物→灯明皿 

 
133 11 ESI42 1層 土師 坏 （12.1） 5.3 5.2 

ロクロ
 ロクロ 

回転糸切
 鈍黄 並

  

          （体部下半摩滅）  （摩滅）    

 
133 12 ESI42 

床面､
 土師 坏 ― （2.3） （5.6） ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良

  

    堆積土下位 

 
133 13

 ESI42 
堆積土 土師 

甕
 ― （4.7） 8.2 ロクロ（剥落） ロクロ 回転糸切 橙 良

 底部中央穿孔か?外面 

   カマド支脚   （中）         の一部に軽い被熱 

 
133 14 

ESI42　
 5層、焼土中 土師 

甕
 ― （10.7） 7.2 ロクロ（剥落） ロクロ 回転糸切 鈍橙 良 外面被熱痕 

   カマド支脚   （中）          

    床面､炭化材 

 133 15 
ESI42

 上層､堆積土、 土師 
甕

 12.2 10.2 6.6 ロクロ（剥落） ロクロ 回転糸切 橙 並 
内面～外面ほぼ黒色 

   
カマド支脚

 カマド堆積土  
（中）

         
化（吸炭？）、外面被熱

 

 
133 16 ESI42

 床面近く､ 
土師 壷 12.4 15.4 （8.8） ロクロ→ケズリ ロクロ→ナデ ケズリ? 浅黄橙 良 硬質、黒斑（焼き斑?）

 

    カクラン            

 133 17 ESI42カマド 堆積土 土師 甕 ― （3.6） （9.8） ナデケズリ､ヨコナデ ナデ 砂底 浅黄 並  

 
133 18 ESI42

 床面近く､確認 
土師 甕 24.5 （21.9） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 褐灰 並

 外面輪積痕明瞭､ 

    面､堆積土      ヨコナデ     焼き斑 

 
133 19 ESI42 

堆積土､
 土師 堝 34.7 20.1 7.8 

ロクロ→ケズリ･
 ロクロ→ナデ ケズリ 鈍黄橙 良

  

    床面近く      ナデケズリ      

 
134 20 ESI42 

堆積土､
 土師 甕 26.9 （16.7） ― 

ナデケズリ､
 ナデ､ヨコナデ ― 浅黄橙 並 焼き斑有 

    カクラン      ヨコナデ      

 134 21 ESI42カマド 堆積土 土師 甕 （21.1） （16.9） ― ロクロ→ナデケズリ ロクロ ― 橙 良 硬質 

 134 22 ESI42 堆積土下位 土師 甕 ― （19.7） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 浅黄橙 並 黒斑 

 134 23 ESI42 床面近く､堆積土 土師 甕 ― （13.6） （8.8） ケズリ ナデ 砂底（剥落） 黒褐 不良  

 136 1 ESI43 堆積土 土師 坏 ― （4.7） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄橙 良  

 136 2 ESI43 確認面 土師 坏 ― （4.0） ― ロクロ ロクロ ― 明黄褐 良  

 
136 3 ESI43 床面 土師 甕 ― （10.1）

 10.5×
 

ナデケズリ､
 ナデ 

砂底→リング
 橙 並 外面輪積痕比較的明瞭 

         10.0 ヨコナデ  状にケズリ     

 136 5 ESI43土坑1 底面 土師 堝 ― （5.5） ― ケズリ､ヨコナデ ナデ?､ヨコナデ ― 鈍黄橙 良 外面にスス付着 

 
136 6 ESI43 堆積土 土師 

甕
 ― （2.9） 8.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍褐 良

  

      （中）          

 
136 9

 ESI43Pit1 1層床直､ 
土師 壷 ― （4.8）

 14.0× ナデケズリ（?）、 ミガキ 
砂底 鈍橙 良

 底部砂の上に置いて 

   ESI43 堆積土     12.8 ケズリ （黒色処理）    回転か、胎土緻密 

 136 10 ESI43 確認面 土師 壷 ― （3.0） ― ナデ 
ミガキ

 ― 灰黄 良
 黒色処理が外面に 

           （黒色処理）    も及ぶ 

 139 1 ESI44 堆積土 土師 坏 （11.8） （3.6） ― ロクロ ロクロ ― 浅黄 良
 139-5と同一個体、 

               胎土緻密 

 
139 2 ESI44 堆積土 土師 坏 （12.5） 6.7 5.4 ロクロ ロクロ 

回転糸切
 橙 並

  

            （火ハジケ?）    

 
139 3

 ESI44カマド 4層 
土師 坏 ― （4.7） 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 鈍黄橙 良

 外面～底面にタール 

   ESI44 4層           状付着物 

 
139 4 ESI44 堆積土 土師 坏 ― （2.7） 5.3 ロクロ→ケズリ ロクロ 

回転糸切→
 橙 良

 胎土緻密 

            ケズリ（摩滅）    

 
139 5 ESI44 堆積土 土師 坏 ― （4.4） 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰黄 良

 139-1と同一個体、 

               胎土緻密 

 139 6 ESI44SK1 堆積土 土師 甕 ― （5.9） ― ナデケズリ､ヨコナデ ナデ､ヨコナデ ― 橙 並  

 
139 7 ESI44 

4層
 土師 

甕
 （12.3） （11.6） ― ロクロ ロクロ ― 鈍黄橙 並

  

    カマド6層  （中）          

 
139 8 ESI44 

9･10層
 土師 

甕
 （17.5） （12.5） ― 

ロクロ→
 ロクロ→ナデ ― 橙 良 被熱痕（?）、硬質

 

    カマド4層  （中）    ナデケズリ      

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 色調 焼成 　　　備考 
       cm cm cm

近野追飩lll 観祭衣

--!--_,_ -
： 

-412- -413-



須恵器（2） 

 111 63 ESI26 2層 須恵 壷 6.0 10.1 5.5
 ロクロ→ナデ、ケ 

ロクロ→ナデ
 ケズリ 

暗青灰 不良
 内･外面､底部に火 

          ズリ､ヘラ記号  （火ハジケ）   ハジケ有 

 111 64 ESI26 1層 須恵
 壷か 

（22.0） （7.0） ― ロクロ ロクロ→ナデ ― 灰
 

良
 

      中甕  

   ESI26 1･2層､床面 

   ESI26-Ⅱ 床面･掘り方      
ロクロ→ケズリ、

  
ケズリ､

  

 111 65 ESI26カマド カマド2層 須恵 壷 ― （34.6） （15.0） 
ヘラ記号

 ロクロ→ナデ 
ミガキ

 灰/鈍褐 良 

   ESI24 2･3･4層 

   ESI24カマド カマド1･2層 

 
111 66

 ESI26 
2層 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩ａ ユビナデ 平行叩ａ

 暗青灰/ 
良

 置き台（?）の窯壁片 

   土坑1          灰褐  付着 

 111 67 ESI26 2層 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩ａ 当具痕､ハケメ？ ― 浅黄/灰 良 112-68と同一個体 

   ESI26 1･2層  

 112 68 ESI24 1･2層 須恵 大甕 53.0 87.7 ― 平行叩a､ロクロ 
ナデ､ロクロ､

 平行叩ａ 
オリーブ

 良  

   ESI27 1･2･3層       
当具痕

  
黒/灰 

 116 14 ESI27 4層 須恵 坏 ― （3.9） ― ロクロ ロクロ ― 灰黄 良 重ね焼き痕 

 116 15 ESI27 3層 須恵 坏 ― （3.9） ― ロクロ ロクロ ― 灰白/灰 良 重ね焼き痕 

 122 8 ESI36 堆積土 須恵 坏 （14.6） （4.6） ― ロクロ ロクロ ― 灰白/灰 良 内面スス付着 

 122 9 ESI36 1層､堆積土 須恵 坏 ― （5.0） ― ロクロ ロクロ ―
 オリーブ灰 

良 内面火襷痕
 

             /鈍赤褐 

 125 13 ESI39 床面 須恵
 長頸 

― （2.0） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ―
 暗青灰 

良
 

      壷       /鈍褐 

 
125 14

 ESI39 
床面 須恵 皿

 11.8× 
3.0 4.8 ロクロ ロクロ 回転糸切 灰白 良 内面火襷痕

 

   カマド脇    11.4       

          
ロクロ→ケズリ

     内面に擦痕と光沢 

 125 15 ESI39 9層 須恵 皿 11.3 1.8 （4.6） 
（ヘラ記号?）

 ロクロ ケズリ 灰 良 （転用硯）、 

               外面火襷痕 

 134 24 ESI42 堆積土上位 須恵 坏 ― （4.8） ― ロクロ ロクロ ― 灰白 良
 内外面火襷痕、 

               重ね焼き痕 

 134 25 ESI42 床面近く 須恵 坏 ― （3.7） ― ロクロ ロクロ ―
 暗青灰/ 

良 内外面火襷痕
 

             灰褐  

 134 26 ESI42 床面近く 須恵
 長頸 

― （8.3） ― ロクロ ロクロ ―
 暗青灰 

良 頸基部に突帯
 

      壷       /灰褐 

 136 4 ESI43 確認面 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩ａ ナデ ―
 暗青灰/ 

並
  

             鈍赤褐 

 136 7 ESI43
 堆積土上・ 

須恵
 長頸 

（9.6） （1.7） ― ロクロ ロクロ ―
 灰白/ 

良
 

    中位  壷       鈍橙 

 136 8 ESI43 確認面 須恵
 長頸 

― （2.6） ― ロクロ ロクロ ―
 青黒/ 

良
  

      壷       褐灰 

 140 23 ESI44 堆積土上位 須恵 壷 ― （9.4） ―
 ロクロ→ 

ロクロ ―
 暗青灰 

良
  

          ケズリ､ ナデ   /灰褐 

 140 24 ESI44 堆積土上位 須恵 壷 ― （3.4） （10.0） ケズリ ナデ ―
 暗青灰 

良
  

             /灰褐 

 140 25 ESI44-Ⅰ 貼床21層 須恵 坏 （14.0） （4.1） ― ロクロ ロクロ ―
 オリーブ 

良
 重ね焼き痕、 

             灰 /橙  内面火襷痕 

 140 26 ESI44
 床面近く、 

須恵
 長頸 

12.4 （7.7） ―
 ロクロ､ 

ロクロ ―
 灰褐 

良 頸基部に突帯
 

    7d層  壷    ヘラ記号 

 140 27 ESI44 堆積土上位 須恵
 長頸 

― （2.3） ― ロクロ ロクロ ―
 暗青灰 

良
 

      壷       /灰褐 

 140 28 ESI44 堆積土上位 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩b ナデ､ ユビアト ―
 淡黄/ 

良
 

             灰褐 

 
198 12 FK-217 Ⅱ層 須恵 坏 12.6 5.7 （5.0） ロクロ ロクロ 回転糸切

 灰オリー 
良

 内外面火襷痕、 

             ブ /鈍橙  重ね焼き痕 

 198 13 EM-213 Ⅰ層 須恵
 壷か 

（17.2） （3.5） ― ロクロ ロクロ ―
 暗灰/ 

良
 

      中甕       灰赤 

 198 14 FO-220 Ⅰ層 須恵 坏 ― （4.0） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ― 灰 良 重ね焼き痕 

 198 15 E区 Ⅰ層 須恵 坏 ― （3.6） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ―
 灰 / 

良 内面火襷痕
 

             鈍赤褐 

 198 16 FO-214 Ⅰ層 須恵 坏 ― （3.0） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ― 灰白 良 外面火襷痕 

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 

色調
 焼成 　　　備考 

       cm cm cm    外面/断面 

須恵器（1） 

 82 22 ESI1 堆積土 須恵
 長頸 

― （2.0） ― ロクロ ロクロ ―
 オリーブ 

良
 

      壷       灰/鈍橙 

 82 23 ESI1 床面 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩ａ 当具痕（角） ―
 灰黄/ 

並
 

             灰白 

 86 17 ESI3 2･6層 須恵
 長頸 

― （10.7） 5.4
 ロクロ→ケズリ 

ロクロ ケズリ?
 暗灰/ 

良 頸基部に突帯
 

      壷    ヘラ記号   灰赤  

 86 18 ESI3 1層 須恵 皿 ― （1.5） ― ロクロ ロクロ ―
 青灰/ 

良
 

             赤灰 

 89 7 ESI5 堆積土 須恵
 長頸 

― （7.1） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ―
 褐灰/ 

良 頸基部に突帯
 

      壷       鈍赤褐 

 92 11 ESI6Pit4 堆積土 須恵 坏 ― （1.5） 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切
 オリーブ 

良 内外面火襷痕
 

             灰/鈍橙  

 92 12 ESI6Pit1 底面 須恵
 長頸 

（11.5） （2.8） ― ロクロ ロクロ ―
 暗灰/ 

良
 

      壷       鈍赤褐  

 96 8 ESI11 掘り方 須恵 皿 （10.4） （2.4） ― ロクロ ロクロ ― 灰/褐灰 良 

 96 9 ESI11Pit3 底面 須恵
 長頸 

（10.9） （3.0） ― ロクロ ロクロ ― 黒/灰 良
 

      壷 

 101 39 ESI24 1･2層 須恵 坏 （13.4） 4.5 （5.0） ロクロ ロクロ 回転糸切
 オリーブ灰 

良 内外面火襷痕
 

             /鈍赤褐 

 
101 40 ESI24 1･2･3層 須恵 坏 （12.6） 5.2 5.8

 ロクロ､ 
ロクロ 回転糸切

 灰オリー 
良 内外面火襷痕

 

          ヘラ記号   ブ/灰黄 

 
101 41 ESI24 3層 須恵 壷 ― （5.9） ―

 ロクロ 
ロクロ ―

 オリーブ 
良

 

          （ヘラ記号）   灰/灰褐 

      小型 

 101 42 ESI24 1･2層 須恵 土器 ― （2.9） ― ロクロ ロクロ ― 灰/浅黄 良 肩部に自然釉 

      （壷） 

 104 8 ESI25 15層 須恵 壷 ― （1.6） 8.9 ケズリ ユビナデ ケズリ
 暗青灰 

良
 

             /青灰 

 104 9 ESI25 4層 須恵 鉢 （10.6） 10.8 （6.4）
 ロクロ→ 

ロクロ→ナデ ケズリ
 灰/オリ 

良 内面輪積痕明瞭
 

          ケズリ､ナデ   ーブ灰 

 
104 10 ESI25 堆積土 須恵 坏 ― （2.8） ―

 ロクロ 
ロクロ ―

 灰白/灰 
良

 

          （ヘラ記号）   オリーブ 

 104 11 ESI25 5層 須恵
 長頸 

（9.8） （1.5） ― ロクロ ロクロ ― 灰/灰褐 良
  

      壷 

 104 12 ESI25 4層 須恵
 長頸 

（8.2） （1.5） ― ロクロ ロクロ ―
 黒褐/ 

良
  

      壷       灰赤 

 111 51 ESI26-Ⅱ 床面 須恵 坏 ― （1.4） 5.7 ロクロ ロクロ 回転糸切
 灰白/ 

良 内外面火襷痕
 

             灰黄 

 111 52 ESI26
 1･2層､ 

須恵 坏 12.1 5.3 4.8
 ロクロ→ 

ロクロ 回転糸切 灰 良 内外面火襷痕
 

    カマド堆積土      ヘラ記号 

 111 53 ESI26
 床面､1層､ 

須恵 坏 （12.5） 5.1 5.1 ロクロ ロクロ 回転糸切
 緑灰/ 

良
 内外面火襷痕、 

    堆積土         鈍赤褐  重ね焼き痕 

 111 54
 ESI26カマド 14層 

須恵 坏 13.3 5.5 （5.8） ロクロ ロクロ 回転糸切
 オリー 

良
 

重ね焼き痕
 

   ESI24 2層         ブ灰   

            
回転糸切 オリー

  内外面火襷痕、底部 
 111 55 ESI26 1層 須恵 坏 （11.8） 4.7 4.6 ロクロ ロクロ 

→ケズリ ブ灰
 良 にスサ（?）痕･焼 

               成時のヒビ有 

             
オリーブ

  内外面火襷痕、部分 
 111 56 ESI26 1層 須恵 坏 13.1× 5.7 5.5 ロクロ→ヘラ記号 ロクロ 回転糸切 

灰/灰白
 不良 的に黒斑･還元炎部 

       12.6        分有 

 111 57 ESI26 1層 須恵 坏 （13.7） 5.7 （5.7） ロクロ ロクロ ―
 暗青灰/ 

不良
 胎土に砂粒を多く 

             鈍赤褐  混入 

 111 58 ESI26カマド 床面周辺､袖 須恵 坏 12.9 （5.0） ― ロクロ ロクロ ―
 灰/鈍 

良
 内外面火襷痕、重ね 

             赤褐  焼き痕 

 111 59 ESI26 1層 須恵 長頸壷 ― （7.7） ― ロクロ ロクロ ― 灰/灰白 良 頸基部に突帯 

 111 60
 ESI26-Ⅱ 

2層 須恵
 長頸 

― （5.2） ― ロクロ ロクロ ― 橙 良
 頸基部に突帯、頸部 

   床下土坑   壷         の接合帯明瞭 

 111 61 ESI26 1層 須恵
 長頸 

9.4 （5.6） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ―
 暗青灰 

良
 頸基部に突帯 

      壷       /灰褐 

 111 62 ESI26 1･2層､床面 須恵
 長頸 

― （22.2） （8.5）
 叩き→ロクロ→ 

ロクロ
 菊花状 暗青灰 

良
 内･外面火ハジケ､ 

      壷    ケズリ､ナデ  ケズリ /褐灰  頸基部に突帯 

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 

色調
 焼成 　　　備考 

       cm cm cm    外面/断面 

近野追飩lll 観祭衣
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 ESI1 15.4/1 1576.5/1     98.0/2   
       61.9/1  36.1/1 
 ESI3       1221.6/5   
       1110.9/4   
 ESI5       13.5/1   
          
 ESI6  19.6/1        
          
 ESI7 12.9/1      2.7/1   
         
 ESI11    　　　　　　　23.2/1     
     23.2/1     
 ESI24 17.9/3 29.7/1     148.0/9   
         44.7/5 
 ESI25 9.7/1        
         
 ESI26 7.5/1   　　　　　　　2.8/1   263.4/3   
      2.8/1 250.6/1  12.8/1 
 ESI27       152.7/4   
       107/2  29.8/1 
 ESI29       4.8/1   
         4.8/1 
 ESI31       84.2/1   
       84.2/1   
 ESI36       1157.2/7   
       1093.9/3  28.6/2 
 ESI39 48.4/4 2120.7/6  　　　　　　　107.4/7   4424.7/24   
      107.4/7 3758.9/9 268.3/4  
 ESI41   25.7/1    1025/6   
       1007.6/3   
 ESI42  10.8/1        
         
 ESI43  17.5/1     24.1/2   
         22.5/1 
 ESI44  835.5/2       
         
 ESI47 1.8/1        
         
 ESK124  23.2/1       
         
 遺構外 4.5/1 238.9/12     2315.5/24   
       2056.1/12   
 合計 118.1/13 4872.4/26 25.7/1 　　　　　　　133.4/9   10936.1/90   
     23.2/1 110.2/8 9531.1/36 268.3/4 179.3/12

 
出土地点

 鉄製品 
羽口 金床石

 　　　　　　　鉄滓（溶解物）  鉄滓 
  （重量ｇ/点数）   炉壁溶解物 ガラス質滓 椀形鍛冶滓 含鉄鉄滓 流動滓 

鉄滓・金床石・羽口 

 
82 24 ESI1 堆積土 羽口

 準完形、内径4cm。胎土に砂粒・スサ混入。溶損部 
276 102 81 1576.5 2 なし

 
      下端に炉壁付着。溶損角度40° 
 
96 10 ESI11Pit3 堆積土 炉壁溶解物

 砂粒多く含み、重量感に乏しい。表面：溶解、一部 
67 44 22 23.2 1 銹化（△）

 
      は半流動状。気孔多い/裏面：炉壁固着。 
 
113 73 ESI26-Ⅲ 床面 椀形鍛冶滓

 滓、２段重層。上面：赤錆発達、気孔あり/底面：木 
94 76 32 250.6 4 銹化（△）

 
      炭痕、滴状の滓垂下中に固化。炉床土固着なし。 
 
126 21 ESI39-Ⅱ 9 椀形鍛冶滓

 滓、２段以上重層。上面：半流動状で気孔あり/ 
123 138 71 1305.2 6 L（●）

 
      底面：砂粒多く含む炉床土がほぼ全面に固着。 
 
126 22 ESI39-Ⅱ 9 椀形鍛冶滓

 上面：気孔あり/底面：半流動状で固化、木炭痕あり。 
91 90 39 190.0 3 銹化（△）

 
      一部、木炭質残存、炉床土固着。 
 
126 23 ESI39-Ⅱ 9 含鉄鉄滓

 炉壁（炉床土）の固着ある破砕された椀形鍛冶滓 
44 36 33 36.0 3 銹化（△）

 
      （破面5）に鉄片2次結合。錆膨れあり。 
 写真 

① ESI39-Ⅱ 9 含鉄鉄滓
 滓に内在する金属鉄の銹化に伴う膨張を原因とする 

94 54 25 118.0 4 L（●）
 

 129     放射割れが表裏面共に顕著。 
 写真 

② ESI39-Ⅱ 24 含鉄鉄滓
 表面に赤錆付着。細かな放射割れ。深い直線状の割 

58 35 34 113.5 6
 

L（●）
 

 129     れが滓中央部まで入る。 
 
126 24 ESI39-Ⅱ カマド42 鍛冶滓

 タタキ調整の須恵器片結合。上面：錆、気孔あり/底 
82 50 10 50.2 3 銹化（△）

 
      面：光沢帯びた赤褐色、気孔あり。半流動状で固化。 
 
126 25 ESI39-Ⅱ

 カマド 
羽口

 溶損部～還元部残存。推定内径4cm。胎土に砂粒・ス 
232 81 60 595.5 1 なし

 
    7・56  サ混入。溶損著しく、木炭痕あり。溶損角度40° 
 
126 26 ESI39-Ⅱ

 カマド 
羽口

 還元部一部残存。内径4.1cm。胎土に砂粒、特にスサ 
157 74 89 699.5 1 なし

 
    23・24  を多く含む。 
 
126 27 ESI39-Ⅱ

 
カマド12 羽口

 溶損部～還元部残存。内径3cm。胎土に砂粒・スサ 
193 88 72 763.5 2 なし

 
      （籾殻）混入。溶損部下端に炉壁付着。溶損角度5° 
 写真 

③
 ESI39 

堆積土 粒状滓
 大きさは径2ｍｍ前後のものが主体となる。大形のも 

－ － － 0.5 1 H（○）
 

 129  鍛冶関連遺構   ので径4ｍｍ前後。気孔を観察できるものがある。 
 
―

 
―

 ESI39 
堆積土 鍛造剥片

 形態は三角形に近く、一辺は最大でも2ｍｍに満たな 
－ － － 0.1以下 なし 銹化（△）

 
   鍛冶関連遺構   い。厚さは0.154ｍｍの薄い膜状となる。 
 130 7 ESI41 4 金床石 鍛造剥片、銹化した鉄片付着。石材は安山岩。 51 47 19 25.7 2 なし 
 
136 12 ESI43 堆積土 流動滓

 2段重層。上面：表面平滑、繊維状圧痕（木炭痕か？） 
36 34 12 22.5 1 銹化（△）

 
      /下面：表面凹凸、砂粒付着。 
 
140 34 ESI44 4 羽口

 一部、黒色化。推定内径4cm。胎土に砂粒・スサ 
132 63 82 321.5 なし なし

 
      （籾殻）混入。 
 
140 35 ESI44 堆積土 羽口

 カマド左脇から出土。内径4cm。器壁脆弱。胎土に 
223 61 69 514.0 なし なし

 
      砂粒・スサ（籾殻）混入。 

 図 No 出土地点 層位 種別 特徴・備考 残存長 残存幅 残存厚 重量 磁着度 メタル度 
       （㎜） （㎜） （㎜） （ｇ） 

鉄関連遺物重量表（単位：ｇ） 

須恵器（3） 

198 17 FT-216 Ⅰ層 須恵 鉢 ― （3.1） ― ロクロ ロクロ ― 
暗オリ 

良
  

             ーブ/灰 

 198 18 FO-210 Ⅰ層 須恵 壷 ― （2.4） （10.8） ケズリ､ロクロ ナデ 
菊花状 暗青灰 

良
  

            ケズリ /鈍赤褐 

198 19 FF-205 Ⅰ層 須恵 壷？ ― （4.1） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ― 暗青灰 良  

 198 20 E区 ― 須恵
 長頸 

― （4.5） ― ロクロ､ヘラ記号 ロクロ ―
 暗青灰 

良
 

      壷       /褐灰   

      小型 

 198 21 ES-211 Ⅰ層 須恵 土器 ― （3.0） （4.5） ロクロ→ナデ ロクロ 回転糸切 暗青灰 良  

      （壷）       /灰黄褐  

 198 22 EM-211 Ⅰ層 須恵 大甕 ― ― ― 平行叩a 当具痕 ―
 青灰/ 

良
 

             灰褐  

       口径 高さ 底径 
 図 No 　出土地点 　　層位 種別 器種 （直径）  （直径） 外面 内面 底面 

色調
 焼成 　　　備考 

       cm cm cm    外面/断面 

製塩土器 

 86 19 ESI3 1 底部 砂粒 － 橙色（5YR8/4） － なし － 柾目状圧痕 （20） 

 89 11 ESI5 堆積土 底部 砂粒 － 橙色（5YR6/6） － なし － 柾目状圧痕 （17） 

 101 43 ESI24 2 底部 砂粒 － 橙色（5YR7/8） － ナデ状圧痕 － 縄圧痕 （27） 

 101 44 ESI24 2・3 口縁部 砂粒 にぶい橙色（7.5YR7/4） 橙色（5YR6/6） ナデ なし ナデ整形 － 8 

 101 45 ESI24カマド 1 口縁部 砂粒 橙色（5YR6/6） 橙色（5YR6/8） ナデ なし ユビオサエ － 10 

 104 13 ESI25 3 口縁部 砂粒、海 にぶい橙色（5YR6/4） 橙色（5YR6/6） ナデ なし ユビオサエ － 8 

      綿状骨針 

 104 14 ESI25 3 口縁部 砂粒、海 橙色（7.5YR7/6） 橙色（5YR6/6） ヘラナデ なし ユビオサエ － 11 

      綿状骨針 

 112 69 ESI26 2・床面 底部、  胴部下半　にぶい赤褐色  

     胴部 砂粒 （5YR5/4）、胴部上半～底部 橙色（7.5YR6/6） － なし － － 10 

       にぶい橙色（7.5YR7/4）   

 112 70 ESI26 1 口縁部 砂粒 にぶい橙色（7.5YR6/4） 橙色（5YR7/6） ナデ なし ヘラ切り － 9 

 126 16 ESI39 堆積土 底部 砂粒 － 橙色（5YR6/6） － なし － 柾目状圧痕 （12） 

 128 8 ESI40 12 底部 砂粒 － 橙色（5YR6/6） － なし － 柾目状圧痕 （10） 

 140 29 ESI44 火山灰 口縁部 砂粒 にぶい橙色（7.5YR6/4） にぶい橙色 ヘラナデ なし ヘラ切り － 10 

    層上位    （7.5YR6/4） 

 140 30 ESI44 6 口縁部 砂粒 にぶい橙色（7.5YR7/4） 橙色（7.5YR7/6） ナデ なし ヘラ切り － 9 

 140 31 ESI44カマド 3 底部 砂粒 － 橙色（5YR6/8） － なし － 柾目状圧痕 （16） 

 140 32 ESI44 堆積土 胴部 砂粒 にぶい橙色（7.5YR7/4） 橙色（5YR7/6） ナデ なし － － 12

 図 No 出土地点 層位 部位 胎土 内面色調 外面色調 内面調整 外面調整 口縁整形 底面 器厚㎜ 

支脚 

 91 1 ESI6 カマド燃焼部 完形 浅黄橙色（7.5YR8/4） 橙色（2.5YR6/6） 83 90 21 142 外傾 なし ナデ 砂粒 

 91 2 ESI6Pit3 堆積土 下端部 橙色（2.5Y7/8） 橙色（7.5YR6/6） － － 10 － 外傾 なし ナデ 砂粒 

 112 71 ESI26 1 上端部 灰黄色（2.5Y6/2） にぶい橙色（5YR7/3） － － 16 － 外傾 なし ナデ 砂粒 

 134 27 ESI42 堆積土 上端部 灰黄褐色（10YR6/2） 橙色（2.5YR6/6） （100） － 14 － 外傾 なし ナデ 砂粒 

 140 33 ESI44 堆積土 下端部 黄灰色（2.5Y6/1） 橙色（5YR7/6） － － 12 － 外傾 なし 不明 砂粒 

 図 No 出土地点 層位 部位 外面色調 内面色調 上端外径 下端外径 器厚 器高 接合 外面 内面 胎土 
        （㎜） （㎜） （㎜） （㎜）  調整 調整  

鉄製品 

 82 25 ESI1 床面 紡錘車 盤部分のみ残存 51 54 6 15.4  

 94 15 ESI7 床直 刀子 刃・棟両側に区。柄部分に木質残存 137 14 6 12.9  

 101 46 ESI24 堆積土 刀子 棟側に区、刃部側は不明。柄部分が棟側に湾曲 37 14 9 8.9 

 101 47 ESI24 床面 刀子 刃部のみ残存 106 19 9 4.2 

 101 48 ESI24 カマド1・2 環状鉄製品 全面に木炭質付着物。完形 24 30 8 4.8 

 104 15 ESI25-Ⅱ 床面 刀子 柄部分のみ残存 91 12 8 9.7 

 113 72 ESI26-Ⅲ 床面 紡錘車 盤部分のみ残存 52 33 5 7.5 

 126 17 ESI39-Ⅱ 9 紡錘車 盤部分のみ残存 64 63 7 23.8 

 126 18 ESI39-Ⅱ 堆積土 刀子 刃部のみ残存 26 10 4 1.5 

 126 19 ESI39-Ⅱ カマド8・5 刀子 棟側に区、刃部側は不明 144 19 8 11.6 

 126 20 ESI39-Ⅱ 堆積土 刀装具 薄い板状の鉄を曲げて楕円形に成形 48 28 16 11.2 

 142 2 ESI47 床面 刀子 柄部分のみ残存 52 8 4 1.8

 図 No 出土地点 層位 種別 特徴・備考 残存長 残存幅 残存厚 重量（ｇ） 
       （㎜） （㎜） （㎜） （保存処理後） 

近野追飩lll 観祭衣
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 131 1 FP-217 Ⅱ 陶器 碗類 志野 16世紀末 内外面白釉 

 131 2 FO-213 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 17世紀代 内外面鉄釉 

 131 3 FN-208 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 17世紀代 肥前Ⅲ～Ⅳ期　外面染付 

 131 4 FQ-217 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　外面染付 

 131 5 FT-212 Ⅰ 磁器 蕎麦猪口 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内外面染付 

 131 6 FD-192 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内外面染付 

 131 7 FT-218 Ⅰ 磁器 皿類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内面染付　蛇ノ目釉剥ぎ 

 131 8 FQ-217 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　外面染付 

 131 9 EH-223 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　外面染付 

 131 10 ES-209 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　外面染付 

 131 11 EN-212 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内面染付 

 131 12 FT-212 Ⅰ 磁器 仏飯器 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内外面染付（菊花文） 

 131 13 EL-211 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　内外面染付 

 131 14 EJ-211 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 外面染付（氷裂文） 

 131 15 FG-199 Ⅰ 磁器 皿類 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期　蛇ノ目凹形高台　内外面染付 

 131 16 FP-217 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 18世紀代 肥前Ⅳ期　蛇ノ目釉剥ぎ 

 131 17 GA-215 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内外面無釉 

 131 18 FG-201 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内面鉄釉 

 131 19 FN-217 Ⅰ 陶器 甕類 不明 19世紀代 外面釉 

 131 20 FA-205 Ⅰ 陶器 擂鉢 不明 18世紀代 内外面鉄釉 

 131 21 FD-203 Ⅰ 陶器 擂鉢 瀬戸・美濃 18世紀代 内外面鉄泥 
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 FO-214 
Ⅰ 陶器 皿類 肥前 18世紀代 銅緑釉　蛇ノ目釉剥ぎ高台　内野山窯

 

   ・FQ-216 

 131 23 FH-204 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内外面鉄釉 

 131 24 FQ-214 Ⅰ 陶器 甕類 肥前 18世紀代 内面無釉 

 131 25 FO-217 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内外面鉄釉 

 131 26 FJ-200 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内面鉄釉 

 131 27 FO-210 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内外面鉄釉 

 131 28 FA-205 Ⅰ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内外面鉄釉 

 131 29 EH-223 Ⅱ 陶器 擂鉢 肥前 18世紀代 内面擂目 

 131 30 ES-211 Ⅰ 陶器 甕類 肥前 18世紀代 外面釉　内面叩き目 

 131 31 FE-219 Ⅰ 磁器 人形？ 肥前 18世紀代 型打製品の一部か？ 

 131 32 FC-192 Ⅱ 磁器 碗類 不明 18世紀代 外面二色（黒・青）呉須使用 

 132 33 FT-212 Ⅰ 磁器 くらわんか碗 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期　外面染付 

 132 34 FD-207 Ⅰ 磁器 碗類 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期？　　 

 132 35 ET-208 Ⅰ･Ⅱ 磁器 鉢類 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期　口縁内反り　内外面染付 

 132 36 FD-192 Ⅱ 磁器 碗類 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期？　内外面染付　 

 132 37 ESK180 1 磁器 皿類 肥前 19世紀代 肥前Ⅴ期　蛇ノ目凹形高台　内外面染付 

 132 38 FO-213 Ⅰ 磁器 皿類 不明 19世紀代 内面染付  口端口錆あり 

 132 39 ET-206 Ⅰ 磁器 碗類 瀬戸・美濃 19世紀代 内外面染付 

 132 40 FM-215 Ⅱ 磁器 碗類 瀬戸・美濃 19世紀代 内外面染付（コバルト） 

 132 41 FP-211 Ⅰ 磁器 碗類 瀬戸・美濃？ 19世紀代 内外面染付　呉須濃い 

 132 42 FT-219 Ⅰ 磁器 碗類 瀬戸・美濃？ 19世紀代 内外面染付 

 132 43 FC-193 Ⅱ 磁器 碗類 瀬戸・美濃 19世紀代 内外面染付 

 132 44 FR-212 Ⅰ 磁器 碗類 瀬戸・美濃 19世紀代 内外面染付 

 132 45 FN-211 Ⅰ 陶器 甕類 悪戸？ 19世紀代 外面上部釉 

 132 46 GB-218 Ⅰ 陶器 瓶 悪戸？ 19世紀代 瓶の肩部　 

 132 47 FT-212 Ⅰ 陶器 壷？ 瀬戸？ 19世紀代 外面釉  内面無釉 

 132 48 EF-213 Ⅰ 陶器 盃？ 不明 19世紀代 筒描　いっちん書　小さな盃？ 

 132 49 FM-210 Ⅰ 陶器 行平鍋 大堀相馬？ 19世紀代 行平　しのぎ　飛がんな 

 132 50 EF-209 Ⅰ 陶器 片口鉢 蟹沢？ 時期不明 内外面灰白色釉 

 132 51 FT-212 Ⅰ 陶器 えさ入れ 不明 時期不明 内面～口縁外鉄釉　底外面化粧土 

 132 52 FN-211 Ⅰ 陶器 土瓶 大堀相馬？ 19世紀代 内面釉　外面無釉 

 132 53 FN-211 Ⅰ 陶器 甕類 不明 時期不明 外面鉄釉　内面灰釉 

 132 54 FD-204 Ⅰ 陶器 蓋 不明 時期不明 内外面鉄泥 

 132 55 FQ-208 Ⅰ 陶器 焼酎徳利　 越後？ 時期不明 外面なまこ釉 

 132 56 EQ-222 Ⅰ 陶器 小壷（歯黒壷） 不明 時期不明 外面鉄釉 

 132 57 FR-214 Ⅰ 陶器 植木鉢 不明 時期不明 内外面鉄釉 

 132 58 FN-212 Ⅰ 陶器 不明 唐津？ 時期不明 折り返し口縁 

 132 59 FQ-219 Ⅰ 磁器 皿類 瀬戸？ 19世紀代 内外面型紙刷による染付（コバルト）  蛇ノ目凹形高台 

 写真 No 出土地点 層位 種別 器種 産地 年代 備考 

陶磁器 焼成粘土塊 

 113 79 ESI26 1 平安 63 25 10 11.6 粘土塊を握ったような状態を呈する。 

 122 11 ESI36 2 平安 46 42 9 10.9 植物繊維圧痕、編み物状圧痕有り。 

 122 12 ESI36 堆積土 平安 43 29 13 11.6 つぶれたような状態を呈する。 

 126 28 ESI39 10 平安 88 35 13 26.7 切り取られた粘土紐がつぶれたような状態を呈する。植物繊維圧痕。 

 写真92 ① ESI18 堆積土 縄文 30 39 22 19.7 植物繊維圧痕、粘土塊を握ったような状態を呈する。 

 写真92 ② ESI29 3 縄文 24 28 11 6.4 粘土塊を握ったような状態を呈する。木質？圧痕有り。 

 写真128 ③ ESI26カマド 堆積土 平安 86 82 35 162.2 胎土にスサを多量に含む。非常に脆い。 

 図 No 出土地点 層位 時代 残存長 残存幅 残存厚 重量 特徴・備考 
      （mm） （mm） （mm） （g） 

 82 26 ESI1 堆積土 ミニチュア土器 － 3.6 1.6 4.9 内外面ナデ。 

 86 20 ESI3壁溝 貼床 土玉 1.3 1.3 0.7 1.1 灰白色。焼成前穿孔。 

 91 3 ESI6 堆積土下位 土鈴 （7.6） （ 6 ） （3） 6.9 紐部。外面ミガキ。 

 91 4 ESI6 堆積土 土鈴 （3.4） （ 2 ） （1） 70.6 紐部～体部上半。内外面ナデ。 

 101 49 ESI24 3 土玉 1.2 1.4 0.9 3.9 黒褐色。焼成前穿孔。 

 101 50 ESI24 4 土玉 1.6 1.6 1.3 1.5 褐色。焼成前穿孔。胎土に砂粒目立つ。 

 101 51 ESI24 2 土鈴 （4.5） （5.4） 2.4 64.7 紐部。内外面ナデ。 

 101 52 ESI24 1 土錘 5.2 2.3 2.3 27.1 褐色。焼成前穿孔。 

 104 16 ESI25 3 土鈴 4.1 3.8 1.2 12.4 体部上半。内外面ナデ。 

 113 75 ESI26 1 土玉 1.2 1.2 0.9 1.3 土玉１。明褐色。焼成前穿孔。 

 113 76 ESI26 2 土玉 1.3 1.3 0.9 1.5 土玉２。褐色。焼成前穿孔。 

 113 77 ESI26 2 土玉 1.6 1.1 1 2.6 土玉３。暗褐色。形状歪み。焼成前穿孔。 

 113 78 ESI26 床面 土玉 1.3 1.3 1 1.7 土玉４。褐色。焼成前穿孔。 

 113 74 ESI26 1 土鈴 （5.6） （2.8） 2.1 35.2 紐部。褐色。内外面ナデ。 

 116 16 ESI27 3 土鈴 （5.5） （5.5） 1.4 30 体部上半。内外面ナデ。 

 116 17 ESI27Pit4 1 土玉 1.7 2 1.6 4.9 暗褐色。焼成前穿孔。 

 116 18 ESI27Pit4 1 土玉 1.6 1.5 1.5 3.8 暗褐色。焼成前穿孔。 

 122 10 ESI36 床面 土玉 1.6 1.4 1.2 2 褐色。焼成前穿孔。胎土に砂粒目立つ。 

 126 29 ESI39カマド 7 ミニチュア土器 4.0 2.5 － 19.2 手づくね。指圧痕。 

 128 9 ESI40 － 土玉 1.2 1.3 0.7 1.6 黒褐色。焼成前穿孔。 

 128 10 ESI40 1 ミニチュア土器 6.6 － 1.5 17.5 内外面ユビアト。底面ナデ。 

 130 8 ESI41 床面 土玉 1.2 1.4 1 1.9 黒褐色。焼成前穿孔。 

 130 9 ESI41 貼床 ミニチュア土器 （3.1） （4.3） － 10.2 手づくね。指圧痕。 

 134 28 ESI42 堆積土下位 土鈴 （3.5） （2.8） 1.2 11.2 紐部。内外面ナデ。 

 140 36 ESI44 確認面 ミニチュア土器 （3.5） （ 3 ） － 9.3 内外面ナデ。 

 199 1 ES-210 Ⅰ 土玉 1.7 1.6 1.2 3.2 黒褐色。焼成前穿孔。 

 199 2 － － 球状土製品 1.1 1 1 0.9 土鈴の鈴子？。褐色。 

 199 3 EI-217 － 土鈴 （4.4） （1.7） 1.7 15 紐部。外面ナデ。 

 199 4 EQ-210 Ⅰ 土鈴 （ 3 ） （4.2） 0.6 12.5 体部。内外面ナデ。 

 199 5 FB-211 表土 土鈴 （ 6 ） （3.7） 4.2 62 紐部。内外面ナデ。 

 199 6 FC-218 Ⅰ ミニチュア土器 4.5 4.1 － 17.1 内外面ナデ。 

 199 7 EC-217 Ⅰ 不明 5.6 2.7 0.8 9 ナデ。胎土に砂粒目立つ。 

 199 8 ED-213 Ⅱ 不明 3.5 3.3 1.5 11.3 褐色。胎土に砂粒目立つ。 

 199 9 FO-219 Ⅰ 不明 2.5 2.5 1.4 8.3 黄褐色。ナデ。 

  ＊ 計測値単位 cm

 図 No 出土地点 層位 分類 長さ 幅 厚 重量 特徴・備考 
      （口径） （座径） （高さ） （g） 

土製品（近世以降） 

 200 1 FQ－222 表土 人形 4.8 2.9 1.6 15.2 西行 

 200 2 FO－214 表土 箱庭道具 3.1 4.3 2 17 祠 

 200 3 FO－216 表土 人形 2.1 1.5 （0.6） 4.2 大黒（背面） 

 200 4 FO－214 表土 人形 3 3 0.9 1.4 地蔵 

 図 No 出土地点 層位 分類 長 幅 厚 重量 特徴・備考 
      （cm） （cm） （cm） （g） 

銭貨 

 200 5 FT-212 Ⅰ 2.1 2.3 0.6 古寛永  

 200 6 FO-216 Ⅰ 3.1 2.4 0.6 新寛永  

 200 7 FM-210 Ⅰ 1 2.2 0.7 新寛永 背文　元 

 200 8 FO-213 Ⅰ 1.3 2.2 0.6 不明  

 図 No 出土地点 層位 重量 直径 孔径 種類 備考 
      （ｇ） （cm） （cm） 

土製品（古代） 
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